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凡 例 

一、 本全集よ寅本として、パ ー ネット版ブラトン全集9 Burnet , prs - m .5 opera , 5 vols ., Oxford Clas - 
sical Texts ) を用い、これと異なる読みをした箇所は注によって示す。 

二、 ^文上欄〇数字と BCDE は、 ステファヌス 版全集 ( H . Stephans , HaOTls-obem gsae 

1578)のべ ー ジ数と各ぺージ内の ABCDE の段落づけとの対応-おおよその-を示す(た 

だし A は省略した)。引用は、このべージ数と段落により示される(例えば『パィドロス』 to 53 c)o 

三、 各対話篇における章分けは、一八世紀以降フィッシャ丨9.^匀ぎぼ1:)の校本に由来すると見られ 
る一般に慣用のものに従ぅ。ただし対話篇により章別の一定していないものもあり、この場合は適宜 
区別を設けた。 

四、 対話篇名につけられている副題(ないものもある)は、ローマ時代のブラトン全集(トラシュロス)以 
来の、あるいはさらに古い伝承によるものである。所伝によって異同のある場合は、適切と判断され 
るものを選んでつけた。 

五、 ギリシア語の片かな表記は、 0 x 0 と nKT とを同じよぅに「ブ」「ク J 「卜」とし、母音の長短は 
普通名詞においてのみ区別し(例、ソピアー)、固有名詞においては区別しない(例、ソークラテース 
でなく、ソクラテス)。 

六、 〔〕の括弧は訳者による文意の補足を示す。 

七、 略記号 DK = W . Diels u . w . wranz , bs - Fm 吣 mens-der For - S ^ m ^. rr . Diog . , L.=Diogenes 
Laertios . 古注 = coc/lozs-Haom.§ ( ed . w. c. Greene ). 

八、 本全集における対話篇の収録順と各巻への配分は、右のトラシュロス編全集における九つの四部作 
集 ( tetralogia ) の順序と括り方に従っている。 
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ソクラテス法 (きまり、 習俗)というのはわれわれにとってなんであるのかね。 

友人法 (きまり、 習俗)といってもいろいろあるが、君の尋ねているのは、そのうちのどんな法のことかね。 

ソクラテスなんだって？法と法との間に、法であるというまさにその点においてなにか相違があるのかね。 

なぜって、まあ、考えてごらん。ぼくがちょうど君に尋ねているのは、どういうことなのかとね。つまり、ぼく 

が黄金とはなんであるかと尋ねた場合とそれは同じなのだ。その場合、君がぼくに今と同じように、いったいど 

のような黄金のことを言っているのかと尋ねたとすれば、君の質問は当を得ていないと思うね。なぜなら、黄金 

と黄金との間に、また石と石との間に、少なくとも石であり、黄金である点で、なんら相違がないだろうからね。 

そのようにまた、法(きまり)と法との間には、なんら相違はないだろう、いや、むしろみな同じなの だ。 つまり、 

それらの 各とは同じように 法であって、ある法はいっそう多く法であり、ある法はいっそう少なく法であること 

i /よ、 の だ。 そういうわけで、そのもの自体を、つまり全体として法がなんであるかをぼくは尋ねているの だ。 

そこで、もしそれの答えを君が持ち合わせているのなら言ってくれたまえ。 

友人それなら、法(^'まい)とはきめられていること (= 一般に認められていること)でないとしたら、ほかの 
( 1 ) 

何かね。 

ソクラテスすると a ' (ことば) もまた 君には §' かか - r ' い；； j い®'だと思われるのかね、あるいは視党 ( I..I ルえるこ 



と)というのは見られているものであり、聴覚(聴こえること)というのは聴こえているものなのかね。それとも 
C 言(ことば)と、言われているものとは別なのかね、また視覚と見られているものとは別であり、さらに聴覚と聴 
こえているものとは別であり、したがってまた法(きまり)ときめられているものとも別であると思われるかね。 
そう君は思うかね、それともどう思うのかね。 

友人今となると、別だと思われる。 

二 

ソクラテスすると法(きまり)はすなわち、きめられているものであるということにはならない。 

友人そう思われる。 

ソクラテスそれではいったい、法(きまり)とはなんであろうか。われわれはそれをこんなふうにして考察し 
よう。もし誰かがわれわれに、今言われたことについて次のように尋ねたとしよう、「見られるものは視覚によ 
314 つて見られると君たちが言う場合、どのようなものとしての視覚によって見られるのか」と。われわれはその人 
に、両眼を通して事物をあきらかにするものとしての感覚によって、と答えたであろう。するとさらにその人は 
われわれに次のように尋ねたとしよう、「それではどうだ、聴かれるものが、聴覚によって聴かれるのであるか 


1クセノボンの『ソクラテスの思い出』第四卷(四の 一三、 てきめられた規約」といぅ同種の定義を法に下している。 
一九)に類例がある。そこで、ヒッピアスは「国民にょつ 
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らには、どのようなものとしての聴覚によって聴かれるのか」と。われわれはその入に、耳を通して声をわれわ 
れに明らかにするものとしての感覚によって だ、 と答えたであろう。したがってそのように また、 もしその人が 
われわれに次のように尋ねたとしよう、「きめられているものは法(きまり)によってきめられるのであるから、 
どのようなものとしての法(きまり)によってきめられるのか。それはある種の感覚によってなのか、それとも説 
明によってなのか、あたかも学ばれるものが、〔それらを〕説明する知識によって学ばれるように。それともそれ 
はある種の発見によってなのか、たとえば 健康 や病気に関する事柄は医術によって発見され、 一方、神々 が 意図 
されることは、予言者たちが言うところでは、予言術によって発見されるように、そのように発見されるものは 
ある種の発見によって発見されるという具合に。つまりわれわれの技術は事物の発見であろうからね。そうだろ 
う？ | と。 

友人 まったく。 

三 

ソクラテスさて、われわれはこれらのうちで特に何が法であると答えたものかね。 

友人それは議決されたものであり、票決されたものであるようにぼくには思える。なぜって、どうして人は 
そのほかのものを法であると言えようか。したがって、君が尋ねているもの、つまり法は、全体的にみて国家が 
議決したものであるということにな ろう。 

ソクラテスどうやら、君は法が国家の思いさだめたものであると言っているようだね。 
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友人そうだ。 

ソクラテス そしておそらく君の言うのは適切だろう。だが、次のようにすれば、 もっとよくわ かるだろう0 
君は知者というものがあると言うかね。 

友人その通り。 

ソクラテス では、どうかね、その知者は知によって知者であるのではないか。 

友人そう。 

ソクラテス それではどうだ。正しい人々は正〔義〕によって正しいのかね。 

友人 まったく。 

ソクラテス また、法にかなっている人々というのは法によって法にかなっているのではないのか。 

友人その通り。 

ソクラテス これに反し、無法者は無法によって無法者なのか。 

友人そう。 

ソクラテス また、法にかなっている人は正しい人なのか。 

友人そう。 

ソクラテス これに反し、無法者は不正な者なのか0 
友人 不正な者だ。 

ソクラテス それでは正義と法は最も美しいのではないか。 
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友人その通り。 

ソクラテスこれに対し、不正と無法は最も恥ずべきものかね。 

友人そう。 

ソクラテスそして、一方のものは、国やその他すベてのものを保全し、他方のものは破壊し、覆すか。 

友人そう。 

ソクラテスそこで、法を考えるに当っては、なにか美しいものについて考えるのと同じょうにしなくてはな 
らず、また、善いものとしてそれを求めなければならない。 

友人そうだ、そうしなければならない。 

ソクラテスさて、われわれは法は国家の議決したものであると言ったのではないか。 

友人そう、言ったょ。 

ソクラテスそれではどうだ、議決のうち、あるものは有用であり、他のものは有害なのではないか。 

友人たしかにそうだ。 

ソクラテスところがどうだ、いやしくも法が害をなすということはなかったのだ。 

友人 そうとも。 

ソクラテスしたがって、そう単純に法が国の議決であると答えるのは適切ではない。 

友人そう思われる。 

ソクラテスしたがって、有害な議決が法であるはずはありえない。 
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友人たしかにそんなはずはない。 

四 

ソクラテスところが実際は、ぼく自身にすら、法は思いさだめられたもの(思いなし)であるょうに思えるの 
だ。しかし、悪い思いさだめは法ではありえないから、もしも思いさだめが法であるとすれば、有用な思いさだ 
めがそうであるということはすでに明らかではないか。 

友人そう。 

ソクラテスしかし、有用な思いさだめ(思いなし)とはなんであるのか。思いさだめの真なるものではないの 
> 〇 

友人そう。 

ソクラテス真なる思いなしというのは、〔思われた通りに〕事実あるものの発見ではないのか。 

友人その通り。 

ソクラテスしてみると法において志向されているのは事実あるもの(実在)の発見であるということになる。 
友人そうすると、ソクラテス、もし法が実在の発見であるとするならば、どうしてわれわれは同じ事柄にい 
つも同じ法を用いないのかね、いやしくもわれわれの見出したものが、実在(事実あるもの)だとすればだ(似。 


1ノモス(法)の相対性とピユシス(自然)の絶対性を対立させるソフィストたちの代表的な反論0 
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奶 B ソクラテス法の志向が実在の発見にあることに変りはないが、思うに、人間がいつも同じ法を用いるとは限 
らないとすれば、それは法の志向するもの、つまり実在を人間はいつも見出し得るとは限らないということだ。 
とはいえ、さあ、われわれは検討してみようではないか、はたしてこれからことがはっきりしてくるかどうか。 
すなわち、いったいわれわれはいつも同じ法を用いているのか、それとも時によって別の法を用いているのか。 
また、われわれすべてのものが同じ法を用いるのか、それとも、人によって別の法を用いるのか。 

五 

友人いや、そんなことを知るのは、ソクラテス、難しくないよ。つまり、同じ人々がいつも同じ法を用いる 

わけではなくて、人によって別の法を用いているということをさ。たとえば人間を犠牲に捧げるということは、 

( 1 ) 

われわれの習俗や法にはなく、これは不敬ということになるが、一方ヵルケドン人は彼らにとってこれが敬神で 

C あり法にかなったこととして人間を犠牲に捧げている。しかも、彼らのうちのあるものは、自分の息子をさえク 
( 2 ) 

ロ ノスに捧げるのであって、これは君もまたおそらく耳にしているであろう。また、ただ異民族の人たちだけが 

( 3 ) ( 4 ) 

われわれと違った別の法を用いているというのではなく、リュヵィアの同朋たちも、そしてアタマスの子孫たち 
も、ギリシア人でありながら、どのような犠牲を捧げていることか。また、同じようにわれわれ自身ですら、死 
者については以前はどのような法を用いたか、君自身もまたおそらく聞いて知っているだろう。死体を運び出す 
D 前に犠牲獣を殺したり、骨拾い女を呼びにやったりしたのだ。また、さらには、彼らよりもっと以前の人たちは、 
自分の家の中にじかに死者を葬りさえしたのである。ところで、こうしたことのうちの一つだって、われわれは 
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していないのである。人はこうしたことについて非常に多くの例を挙げることができるであろう。つまり、われ 
われはわれわれ自身の間で、また人々はお互い同士の間で、法規や習俗として認めていることが、いつも同じと 
は限らないという証の場が十分あるわけである。 

ソクラテスいや、実際のところ、少しも不思議なことではないのだよ、君、たとえ君の言うことが正しく、 
一方、ぼくはうかつにもそれに気づかなかったとしてもだ。しかし、君が思っていることを君流に長々と話し、 
ぼくもまたぼくでそうする限り、思うに、いつになっても決して話がかみ合うことはないだろう。しかし、われ 
われが論点を共同して検討すれば、たぶん意見が一致することになるだろう。そこで、よければぼくから答えを 
聞き出しながら、ぼくといっしょに共同して考えてくれたまえ。また、なんなら反対に、君が答えをする方に回 
ってくれてもよいが。 

友人それでは、ソクラテス、なんでも君の聞きたいと思うことにぼくが答えることにしたいと思う。 

六 

ソクラテスさあ、それでは君は認めるかね、正しいことが不正であり、不正なことが正しいのかと、/うこと 


氏族の長老は、市庁に足を入れると、ゼウス神に人身御供 
にされ るという 锭があった。 アタ マスが後妻の イノと 共謀 
して自分の先妻の息子を殺害し ようとした 罰 だとい うので 
ある。 へ ロド トスの 『歴史』第七卷(一九七)を参照せよ。 


1 カルタゴ人のこと。 

2 天空神ウウラノスと大地女神ガィアの子。ゼウスの父0 

3 アルカディアにある都市名。ゼウスとパンの信仰中心地。 

4 アカイアにあったアロス市では、アタマスの子孫を M ぐ 
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を。それとも正しいことは正しく、不正なことは不正であるときめるかね。 

友人ぼくはだね、正しいことは正しく、不正なことは不正だときめるね。 

ソクラテスそれはここでと同じょうに、みなのところでもそうきめられ、認められているのではないか。 
友人そう。 

( 1 ) 

ソクラテスペルシアでもまたそうではないか。 

友人ペルシアでもまたそうだ。 

ソクラテスいや、それだけでなく、いつもきっとそうだろうね？ 

友人いつもだ。 

ソクラテスまた、ここでは引き下げる力が多ければその方が重いときめられ、その力が少なければ軽いとき 
められているのか、それともその反対かね。 

友人いや、引く力が多ければ重く、少なければ軽いとされている。 

ソクラテスそれならカルケドンにおいても、またリュカィアにおいてもそうではないか。 

友人そうだ。 

ソクラテス美しいものは、思うに、どこでも美しいと認められ、また醜いものは醜いときめられているので 
あって、醜いものが美しいとか、美しいものが醜いなどとはされないのである。 

友人その通り。 

ソクラテスすると、これを一般的に言うなら、あるもの(有、実在)はあると認められ、あらぬものはあらぬ 
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とされるのであって、これはわれわれにもその他のすべての人々にもそうなのではあるまいか。 

友人ぼくにはそう思える。 

ソクラテスしたがって、あるもの(有、実在)を人が当て損ねるとき、その人は法にかなったものを当て損な 
っているのである。 

七 

友人たしかに君の言う通りだ、ソクラテス、われわれにも、またほかの人々にも、いつもそれらは法にかな 
ったものとしてあるように思える。しかし、われわれは始終、法律をあっちへ変えたりこっちへ変えたり して 正 
反対に変更している事実に思いを馳せると、僕は信じることができないのだ。 

ソクラテスおそらく君は、それらが将棋の駒のようにおき変えられているので、それらがいつも同じものな 
のだということに気づかないからだろう。だが、こんなふうに、 ぼくと いっしょにそれらを よく 見てくれた まえ。 
君は今までに病人の健康について書かれたものを見かけたことがあるかね。 

友人あるとも。 

ソクラテスそれでは、その書かれたものがなんの技術に関係するものなのか君は知っているか。 


ヘルマンはこの一行を省略し、 A 1 の Trap 6 C Tra — の前に 従って省略せず、次の A 3 KaUv n - s ' ls を補足して読む0 
fnuvn - s ' qals を入れて読む。しかし、ここではパーネットに 
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友人知 っているとも、医術に、だ。 

ソクラテスでは君はそれらについての専門の知識をもっている人を医者と呼ぶかね。 

友人そう。 

ソクラテスさて、それらの専門的知識をもっている人たちは、同じことについては同じことを認めるか、そ 
れ とも 人にょって認めることがちがうのかね。 

友人彼らは同じことを認めると思うね。 

ソクラテス彼らが知っていることについて同じことを認めるのはギリシア人同士だけなのか、それとも異国 
の人だって自分たちの間でも、またギリシア人との間でも同じことを認めるのか。 

友人おそらくギリシア人も異国の人も、知っている人々が自分たちお互いの間で認めあってきめていること 
は同じである、というのがし ごくとう ぜんのことだろう。 

ソクラテス適切な答えだ。そしてさらに、いつもそうなのではないかね。 

友人そう、いつもそうだということにもなる。 

八 

ソクラテスでは、さらに医者は健康について、まさにまたこうであると彼らが認めていることを書物にした 
ためるのではないか。 

友人そうだ。 



ソクラテスしてみると、これら医者たちが書物にしたためているのは医療にかかわりのあるもの、医療につ 
いての法律であるということになる。 

友人たしかに医療にかかわるそういうものなのだ。 

ソクラテスさて、それでは農業に関して書かれたものもまた農業についての法規なのかね。 

友人そうだ。 

ソクラテスすると園芸について書かれたもの、おょびその法規は誰の 手になる もの かュ〇 
友人園芸家のだ。 

ソクラテスでは、これらがわれわれの園芸に関する法規だとい うこと になる。 

友人そうだ。 

ソクラテスそれらは庭園を管理する知識をもつ者の手になる ものか？ 

友人どうしてそうでないことがあろう。 

ソクラテスするとその園芸家なるものは、知識をもっている ということになる 0 
友人そう。 

ソクラテスでは、料理の仕方について書かれたものやその法 iii は誰の手になるものかね。 

友人料理人だ。 


『ゴルギアス』518 B で、シケリアの料理法の本を書いた ミ タィ コスの ことが書かれて、 る。 
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ソクラテスすると、それらは料理に関する法律ということになる。 

友人そうだ、料理に関するものだ。 

ソクラテス思うに、料理の仕方を管理する知識をもっている者の手になるわけだろう。 

友人そう。 

ソクラテスそして、知識をもっているのは、人々の主張だと、その料理人だということになるかね。 

友人そう、たしかにかれらが知識をもっているのだからね。 

ソクラテスよろしい、それでは治国について書かれたものやその法規は誰の手になるものかね。国を治める 
ことの知識をもっているものの手になるのではないか。 

友人そうだとぼくには思える。 

( 1 ) 

ソクラテスしかし、その知識をもっているのは、政治家や王のほかに誰かいるかね。 

友人いや、たしかに、政治家や王がそうなのだ。 

九 

ソクラテスそれでは人が法と呼んでいるこれらのものは国政に関して書かれたものであり、王や立派な人た 
ちによって書きしたためられたものである。 

友人君の言うのは本当だ。 

ソクラテスところで、いやしくも知識をもっている人ならば、同じ事柄については、時によって別なふうに 
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書きはしないのと違うかね。 

友人書かない。 

ソクラテスまた、彼らは同じことについて、あれこれと法規を別のものに変えもしないね。 

友人もちろん、変えない。 

ソクラテスしたがって、もしわれわれがどこかで法規をいろいろと変える人に出会うなら、われわれはこ 
ょうなことをする人を知識ある人と言うだろうか、それとも知識のない人と言うだろう か。 

友人知識のない人と言う。 

ソクラテスそこでまた、正当なことはどんなことでも、つまり、医療にかかわるものでも、料理に関するこ 
とでも、園芸に関するものでも、それは各人にとって法にかなったことで あると われわれは言おうではないか。 
友人そう言おう。 

ソクラテスこれに対して、正当でないことはどんなことでも、それが法にかなっているとはもはやわれわれ 
は言わないだろう？ 

友人言わないね。 

ソクラテスしたがって、それは無法な ことと なる。 

友人 とうぜんそうなる。 


1『ポリティコス(政治家)』266 E にも政治家と王が治国の知識の所有者であると述べられてある。 
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(317) 


ソクラテスすると、正しいことや不正なことについて、また一般に治国や治国の方法について書かれたもの 
においても、正当なのは王法であり、正当でないものは王法ではない、もっとも知識のない者にはそれが法だと 
思われているけれどもね。というのも、それは無法なのだから。 

友人そう。 

ソクラテスしてみると、さきにわれわれが法はあるもの(有、実在)を発見することなのだということで意見 
が一致したけれども、あれは間違っていなかったわけだ。 

友人そのょうに見える。 

- 〇 

ソクラテスこの問題で、なお、次のことをもまたわれわれはくわしく考察してみょう。誰が土地に種を，く 
知識をもっているのかね。 

友人農夫だ。 

ソクラテスまた、農夫はそれぞれの土地に適当した種を蒔くかね。 

友人そう。 

ソクラテスしてみると、農夫は種の優れた分配者であり、彼のきめる法と分配は、この分野においては間違 
いのない正しいものなのか。 

友人そう。 


18 



ス 


318 


E 


ソクラテスまた、旋律を奏でる場合、誰が楽音の優れた分配者であり、然るべき適切な分配を行なうの(が。 
そして誰のきめる法が正しいのか。 

友人笛吹きや竪琴弾きの法だ。 

ソクラテスすると、これらのことでいちばん法にかなった者、その人がいちばん上手な笛吹きである。 

友人そうだ。 

ソクラテスまた、人間の体に栄養を分配するにいちばん優れた者は誰かね。適切な栄養を分配する人ではな 

r > 〇 
V 力 

友人そう。 

ソクラテスしたがって、そういう人の分配と法がいちばん優れているのであって、また、これらについてい 
ちばん法にかなった人は誰でもいちばん立派な分配者ということにもなる。 

友人まったくそうだ。 

ソクラテスその人は誰かね。 

友人体育教師だ。 

ソクラテスこの者は身体に関する限り、人間のを放牧、管理するのにいちばん力のある者かね。 


1317 D 9 v a MS を v-E- = と読む。 コス(政治家)』 268 C , 275 A などにある 。 Too q s - paTOS (身 
2 TnvQ - vepe 3 iavfi - y &' nv これと同じ言い方は『ポリティ 体に関する)を省略する学者もある ( pavlu , souilhe 。 
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友人そう。 

ソクラテスまた、羊の群を牧するに誰がいちばん力があるかね。その者になんという名があるの か。 

友人羊飼い。 

ソクラテスすると、羊飼いのきめる法が羊にとっていちばんいいわけだ。 

友人そうだ。 

ソクラテスまた、牛にとっては牛飼いのきめる法が。 

友人そう。 

ソクラテスところで、人間の魂にと - C ) ては誰のきめる法がいちばんいいのかね、王のきめる法ではないか。 
答えてみたまえ。 

友人たしかにそのとおりだ、認めるよ。 

II 

ソクラテスそう、いい答えだ。それでは、君は言うことができるかね、古人の中で誰が笛吹きの法において 
優れた立法者であったか。たぶん君は考えつぐまい。だが、.よければぼくが君の記憶を呼びおこしてあげよう か。 
友人ぜひ、そう願うよ。 

1 ) 

ソクラテスさて、それでは、マルシュアスと彼の稚児であるブリュギア人のオリュンポスがそうであると言 
われているかね。 
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友人そのとおりだ。 

ソクラテスまた、たしかにこの人たちの笛の曲はきわめて神的であり、それらの笛の曲だけが神々を必要と 
( 2 ) 1 

している人々を感動させ、明らかにするのである。そして今日でもなお、それらだけが神的なものとして残って 
いる。 

友人そうだ。 

ソクラテスまた、昔の王たちのうち、誰が立派な立法家であったと言われ、その法規が神的なものとして今 
もなお残っているかね。 

友人考ぇつかないね。 

ソクラテスギリシア人たちのうちでどの人たちが最も古い法を用いているか君は知らないのかね。 

、 (3) 

友人すると君はラケダィモン人と彼らの立法家リュクルゴスのことを言おうとしているのかね。 

ソクラテスいや、それはたしか、まだ三〇〇年もたっていないか、それょり少しばかり古い話だろう。だが、 
それらの法規のうち最も立派なものはどこから来たのかね、知ってるか。 

友人クレテからだと言われているね。 

ソクラテスでは、ギリシア人のうちで彼らが最も古い法を用いているのではないか。 

1プリュギアの笛の名手で、マルシュアスの子とも稚児と 3 伝説と歴史の中間に ある 人物で あり、 彼の実在を否定す 
も言われている。 る学者もある。へロドトス『歴史』第一卷(六五)、プルタ 
2 これと同じことが『饗宴』215 C で言われている。 ルコス『英雄伝』「リュクルゴス」を参照せょ。 
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友人 そうだ。 

一二 

ソクラテス すると、誰がこれらの人々の善き王たちであったか君は知ってるかね。 ゼゥスとエゥ ロべ の子供 
( 1 ) 

たちで ある、，、 ノスとラダマンテユスだ、あの法は彼らのものだ。 

友人 たしかにラダマンテュスは、ソクラテス、正しい人であったが、ミノスの方はなにか野蛮な、始末にお 
えぬ、不正な人だと言われているよ。 

ソクラテス それはねえ君、アッティヶの悲劇のお話だよ。 

友人 なんだって？ミノスについてそう言われていないのかね。 

ソクラテス 事実、少なくともホメロスやへシオドスによればそう言われていないさ。しかも彼らは悲劇作家 
—この人たちから君はそのようなことを聞いて話しているのだが—すべてを合わせたより、ずっと信頼でき 
るのだ。 

友人 それなら、いったいこの人たちはミ ノスに ついてなんと言っているのかね。 

ソクラテス では、ぼくは君に話してあげよう。多くの人々のように君もまた不敬を冒すことにならないよう 
にね。つまり、神々や、つぎには神的な人について、言葉や行為で誤りを冒すほど、これ以上不敬なことはない 
し、 また注意しなくてはならないこともないからだ。とにかく君が人を非難したり、あるいは賞賛したりしよう 
とする場合、間違ったことを言わないようにいつも多大の用心をする必要があるのだ。このためにもまた、善良 
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な人と邪悪な人を識別す f と— ばねばならない。—、神は 1 に似ている fs が 非難したり、 
あるいは自分自身と反対の者を賞賛したり すると憤りを覚えられる からだ。そして、神に似ている A とは優れ，こ 
善き人 Q ことである。—り、君はなにか石とか木と S とか蛇が神聖で、人間はそぅでない などと 考ぇて はい 
けないのだ。むしろ、優れた善き人こそが これらす ベてのうちでいちばん神聖なので あり、 邪悪な人が いちばん 
汚れているのである。 


I 三 

それではこのへんで、、、、ノスについても ホメロス やへ シオ ドスが どのように 彼を賞賛して いるかを話そう。、 
間の子である人間としての君が、ゼウスの子である英雄について言葉の上で言い間違いを しないためにね。ホメ 
ロスはクレテについて、そこにはたくさんの人が住んで おり、 九〇の国が あると 言つているが、「それらの中こ」、 




とつづけて言っている、 
大国クノソスあり 
そこではミノスが王にして 
偉大なるゼウスの 


丄 伝説上のクレテの王、 立法者と して 知られ、広く海上を 
支配した。死後、ラダマンテュス と共に冥府の判官となる。 
ミノスの妃が生んだ半身半牛のミノ タウロスを迷宮に幽閉 


し、征服したアテナィから貢物として若い男女七人ず つを 
徴してこれに食わせた話は有名である。 


23 



D 


( 319 ) 


( 1 ) 

九年毎の語らいの友なりき 

C ところでこれは、ホメロスがミノスに捧げた簡略な言いまわしの賛歌である。英雄たちの誰一人に対してもホ 
メ ロスはこのような賛歌を作らなかった。つまり、ゼウスが先生であり、彼のもっているその術知はまったく素 
晴らし (ということは、そのほかのいたるところで明らかにしているが、ここでもまた同じである。というのも、 
ホメロスは、ミノスが九年目にゼウスと会談し、あたかもゼウスが先生であるかのように、彼から教えを受けよ 
うと その制こ甬！ったと丞べている。ところでこの名誉、つまり、ゼウスから教育を受けたということを、ホメロ 
スよ英雄たちのうち、ミノス以外の誰にも与えなかったということ、これは驚くべき賛辞である。また、オデュ 
ッヒ ィアの第一一巻(ネキュィア)でも、ラダマンテュスではなく、ミノスが黄金の^を持って裁判しているとこ 
ろを詩に作ってい(る)。これに対して、ホメロスはここでもラダマンテュスが裁判しているようには書いていない 
し、また、どこにもゼウスと交際しているようにも書いていない。それゆえに、ホメロスはミノスを誰にもまし 
て賛美して、，たとぼくは言うのだ。つまり、ゼウスの子供として、唯一人だけゼウスから教育を受けたというこ 
とは賛辞の極みであるからだ。 

I 四 

とハうのも、 

〔ミノスは〕王にして 
偉大なるゼウスの 
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九年毎の語らいの友なりき 

というこの詩句は、ミノスがゼウスの腹心の友であることを示すものだからね。なぜなら、語らいとは談話であ 

り、語らいの友とは談話における腹心の友のことだからね。事実、ミノスはゼウスの洞窟へ九年ごとに通ったが、 

それも一つには教えを受けるために、一つには、九年前にゼウスから学んだことを見てもらうためであった。と 

ころが、ゼウスの語らいの友とは、飲み仲間であり、遊び相手であると解釈する人がいるが、このように解釈す 

る人は見当違いなことを言っているという証拠として、人は次のことを挙げることができよう。つまり、ギリシ 

ア人や異国の人々を含めてたくさんの人々がいる中で、クレテ人と次にクレテ人から学んだ ラヶ ダイモン人を除 

( 3 ) 

くと、誰も饗宴や酒の席につきものの遊びを禁じているものはいないのである。しかしクレテでは、ミノスが定 
めたそのほかの法の中に、お互いに酩酊するまで会飲してはいけないということもその一つとしてきめられてあ 
る。しかも、彼がこれを立派なことだと認めて、これを自国民のためにも法規として定めたのだということは明 
白である。というのも、とにかくつまらない人間のするように、ミノスたるものが、‘そのよしと認めたことと、 
その行うことはちがっていて、いやむしろその認めたこととは別であるというようなことはないだろうからね。 

1ホメロス『ォデュッセイア』第一九卷一七八 I 一七九行。 いる。ネキュイア ( Nwia ) は『ォデュッセイア』第二卷 
319B6 rn* vvkopos (九年毎の)の訳については、スイエに従っ の別名。元来は招魂の儀式の意。 

たが、異説もある 。 A • T •マレ—による同所注参照 (The 3 『法律』1.636〜637で、クノソスやラケダイモンでは、 
Loe び Classical Library )。 饗宴その他、これに準ずる快楽を避けるよう立法化されて 
2 『ォ デュ ッセイア』 第一一巻 五六八行、また『ゴルギア いることが書かれてある。ブラトンはこれを非難している。 
ス』 526 D で、同じようにプラトンはこの詩句を引用して 
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そうではなく、その交友は、ぼくが言うように、対話を通じて、徳への教育を目ざしていたのである。まさにそ 
れゆえに、これらの法もまた彼は自国民のために定めたのである。これらの法のお蔭でクレテもラケダィモンも、 
これらの法を用い始めて以来長い間ずっと、それらが神的であるがゆえに、幸福を享受しているのだ。 

I 五 

一方、ラダマンテュスもたしかに立派な人であった。というのも、彼はミノスから教育を受けたからである。 

( 1 ) 

とはいえ、王の術知すベてにわたってではなく、裁判所で監督する範囲内で王の術知を手助けするだけのことを 
教えられたのである。 

そういうわけで、彼はまた立派な裁判官でもあると言われたのである。事実、ミノスは彼をその首都における 

( 2 ) 

法の守護者として用いたのだし、他方、そのほかのクレテの地方ではタロスを用いた。つまり、タロスは青銅法 
と呼ばれる由来となった青銅板に書かれた法を持って、一年に三度村々を回り、そこで法を監督したのである。 
ところで、ヘシ オドス もまた、 ミノスに ついて これと同じよう な ことを 言っている。つまり、彼は ミノスの名を 
挙げて、 次のように 言っている。 

彼は死すべき〔人間の〕王の中の王にして 
ゼゥスの笏を手に 
いとも多くの隣人を治めたり 
その同じ笏にて 
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もろもろの国々に王として君臨せり 

そして、 へシオドスは、このゼゥスの^こそ、それを用いてクレテを正すゼゥスの教育にほかならないと言っ 
ているのだ。 

I 六 

E 友人 ではいったいどうして、ソクラテス、ミノスがなにか無教育で、始末におえぬ男だというあの評判が広 
まったのかね。 

ソクラテス それゆえにだ、ねえ君、君も思慮があるなら、また良い評判をえたいと思う限りのほかの« こせ 
よ、いつだって詩人の誰一人にも憎まれないよう用心しなければね。というのも、詩人は、 よく言ったり、悪く 
言ったりしてどっちへでも、人々の間に評判をたてる力は大きいのだ。その点でたしかに ミノスは 失敗したのだ、 
つまり この 〔アテナイという〕国と戦争をしたからだ。 この 国にはほかに もたく さんの知恵があるが、 またあら ゆ 
321る方面の詩人がいて、ほかの詩はむろんのこと、特に悲劇をつくる作家がいるのだ。 この 悲劇というのは この a 


また、ほかのどの作品にも見当らない。ただ、プルタルコ 
スの次の言葉は、この引用句を裏づける ものと 考えられ も 
しよう。すなわち「ミノスはいつもアツテイケの剝で { i 悪 
口を言われ、非難されている。そしてへシオドスが、ミノ 
スを王の中の王 だと 呼んではいるが、なにもならなかつ 
た」(プルタルコス『英雄伝』「テセウス」(一六))。 


1『ポリティコス(政治家)』 305 C で、裁判官の役目は、法 
の番人であって、王の術知を助けることだと語られている。 

2 ゼゥスがミノスに与えた青銅人間で、ミノスは彼に島の 
番を命じ、日に三度島をめぐらせた。アポロドロスの『図 
書 館』 第一巻(二六) を見ょ。 

3 この引用詩句は、現存するへシオドスの作品にはない。 
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T) 

で ± 古くからあり、これは人が考えているように、テスビスから始まったのでもなければ、またブリューーコスか 
ら始まったものでもなく、もし君が注意してみる気になれば、それはこの国で非常に古くから発見されていたも 
のだとわかるだろう。 

-七 

また、 詩のう ちで悲劇は庶民を楽しませるに最たるものであり、人心を誘導す る 力の最も強いものなのである。 
そういう わけで、われわれは、、、ノスを悲劇の中に取り扱って、われわれがあの貢物を捧げるよう強いられたお返 
しをしているのだ。したがって、、、ノスはこの点で失敗したのだ、つまり、われわれの憎しみを買ったのだからね。 
そういう わけで、 S 質問に あるよ 4壽を 蒙っ た S だ。 しかし S ら、とにかく彼が立派な人であり、法に 
か i った人であった という こと、つまり、 さきほど もわれわれが言った ように 優れた分配者であったということ 
については、彼の法が不動であると いう こと、そのことが最大の証拠と なる。 それ も 彼が治国について、真にあ 
かものを うまく 見出していたからこそなのだ。 

友人 ぼくには、 ソクラテス、 君のその話はもっともだと思われる。 

ソクラテス もし、ぼくの言うことが 本当なら、 ミノスやラダマンテュスの 国民、つまり クレテ 人はいちばん 
古い法を用いているとは思えないかね。 

友人 そう思われる。 

ソクラテス したがって、あの人たちは古人のうちでいちばん優れた立法者であり、人々の牧者であり牧羊者 
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3) 

であった、—— ホメロスもまた 立派な将軍を人々 の 牧羊者で あると 言って いるのと同じように。 

友人 まったくね。 

一八 

ソクラテス さあ、それでは、友情の神ゼゥスにかけて、もし誰かがわれわれにこう質問 するとし よう、肉体 
にとって善い立法者であり牧羊者である者が、肉体に分かち与えて肉体を善くするものはなんであるかと。われ 
われは適切に、しかも簡単に、それは栄養と鍛練で あり、 前者によって まさに 肉体を成長 させ、 後者によってそ 
れを訓練し、頑健にするからと答えることができよう。 

友人 たしかにその通りだ。 

ソクラテス さて、ところでこの後、彼が次のようにわれわれに質問するとしよう、ではどうだ、立派な立法 
者であり、牧羊者であるものが魂に分かち与えて、それを立派にするものはいったいなんだねと。なんと答えれ 
ば、われわれ自身にとってもわれわれの年齢にとっても恥とならないかね。 

友人 それを言うことはもうぼくにはできないよ。 

ソクラテス だが、しかしね、われわれ両人のどちらの魂にとっても恥ずかしいことだよ、魂の善し悪しが依 

1テスビスとブリューーコスは、前六世紀の代表的悲劇詩人。 れている。『ィリアス』第一卷二六三行、第二巻八五行。 

2 3100 D 注1を参照。 『ォデュッセィア』第四卷五三二行。 

3 ホメロスでは、王や王子のエビセットにしばしば用いら 
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存しているかの魂の内部 s ことを 知りもせず、肉体に関する こと やそのほかの ことを 考察した ことが明らかにさ 
れるならばだね。 
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『法律』内容目次 


『法律』内容目次 


第一卷 

第一章発端の会話。スパルタとクレテの法律起源のこと。 . 五四 

第二章スパルタとクレテの立法の目的。それは、戦いを目標にしている こと。 . 五六 

第三章〔承前〕「勝つ」 ということの 多義性。「自分に 勝つ」とはどういうことか。 . 五セ 

第四章〔承前〕真の立法者は、戦いょり平和を目的として立法するということ。 . 六一 

第五草〔承前〕戦いではなく、平和が目的である以上、勇気は最高の徳ではないとい 

第六章立法の目的は徳の全体であるということ。「善」の序列。 . 六九 

第七章スパルタとクレテの立法の目的。勇気の定義。苦痛に対する勇気と、快楽に 

対する勇気のあること。 . 七四 

第八章快楽に対する勇気の養成は苦痛に対する勇気と同様に必要。 . 八〇 

第九章飲酒の習慣をどのょうに考えるべきかということ。風習批判の方法。 . 八 II 一 

第一〇章〔承前〕すべて集団には素面の支配者が必要。 . 八六 
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第一一章酒宴のもつ教育的意味。酒の酔いという問題の扱い方の重要性。 . 九二 

第ーニ章教育とは何か。その目的は徳にあること。- . 九八 

第一三章人間を神の操り人形にたとえての教育論。思考の能力と情念との関係。 . 一8 

第一四章二種類の「恐怖」があること。その視点から考えられる、酒宴の教育的効果。 

「慎み」としての「恐怖」。 . 10一一一 

第一五章〔承前〕酒は、誘惑への抵抗力をつけるのに有効な薬であること。 . 二0 

第一六章酒宴の教育的効果。 . ニー ーー 

第二卷 

第一章再び、教育とは何か。快苦のしつけが教育。ムゥサの教育的役割。 . 二八 

第二章〔承前〕快楽は芸術評価の規準になるかどうかということ。 . 二— 

第三章〔承前〕‘エジプトに見られる芸術の検閲。 . 三四 

第四章再び、快楽を芸術評価の規準とすることへの批判。芸術判定の寓話。 . _一八 

第五章〔承前〕芸術の判定者は徳を必要とすること。判定者は観客の教師。 . 一三一一 

第六章正義と幸福は一致するということ。これを作家に表現させること。 . =一一六 

第七章〔承前〕. . 一一一一八 

第八章〔承前〕若者の魂は説得されやすいということ。歌舞団(コ n ス)には三種 
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『法律』内容目次 


類ぁること。歌舞団にぅたわせるべき歌。 . 一四 一 I 

第九章〔承前〕ディオー I ユソス歌舞団のこと。老人への酒の効用。 . 一四六 

第一〇章再び、芸術評価の規準のこと。真実が評価の尺度 でぁる こと。 . 一五 g 

第一一章〔承前〕ディオー I ユソス歌舞団のぅけるべき音楽教育。音楽教育の重要性。 . 一五六 

第ーニ章酒宴の教育的効果。 . 一六 Q 

第一三章ディオニユソスの贈物(酒)の効用。歌舞は 音楽と体育から成ること。 . 一六四 

第一四章飲滔 の 習慣を どのように扱うべきかということ。 . 一六' 


第三卷 

第一章国制の起源の考察。洪水以後の生活。 . ーセこ 

第二章〔承前〕洪水直後の人間たちの人の好さや善良さ。 . 一七六 

第三章家父長制(デュナスティアー)。国制の原型、及び立法の起源。 . 一 A 

第四章〔承前〕ィリオン(トロィア)の建設と崩壊。 . K 四 

第五章ドリア民族諸国家の建国。 . 一八八 

第六章〔承前〕その崩壊。 . 一九三 

第七章ドリア民族諸国家の崩壊の原因。人間の祈りは本来 どのょうでぁるべきかと 

いうこと。「知性が身にそなわる ょうに」 という祈りが根本。 . 一九 六 
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m \ 章立法者は なにを 目 M として 立法すべきかということ。ドリア民族諸国家の崩 

壊の原因は、支配者の無知にあるということ0 . 二 Q 二 

第九章国家崩壊の原因としての、支配者の「最大の無知」。快苦と理知の不調和。 . 二 S 

第一〇章支配者のための七つの資格。再び、国家滅亡の原因。スパルタの成功の原因。 . 一一0六 

竿一一章「適度」の重要性。その視点から考えられるスパルタの成功。双生児の王家、 

長老会、監督官の三権力にょる節度ある支配権。 . ニニ 

第ーニ章国制の母としての君主制と民主制。ペルシア君主制衰滅の歴史的考察。 . ニー六 

第一三章節制と 諸徳の関係。善の序列。再び、ペルシア君主制衰滅の原因。 . 二 iz 

第一四章ペルシア戦争当時のアテナイには、「慎みの心」があったということ。 . ニニ-- i-r 

第一 五 草 〔承前〕アテナイ民主制の崩壊。身勝手な自由がその要因であること。劇場支 

配制(テア トロクラ ティア ー) は、音楽における違法であるということ 0 . 二 -- H 一 

第一六章適度を無視した極端なる自由や専制が禍のもとであること。立法者の心がけ 

るべき三つのものとしての、自由、友愛、知性。 .. 二三五 


第四卷 

第一章国家の建設にかかわる自然の条件。海に隣接していることの道徳的危険。 . 一一四二 

第二章〔承前〕海軍国であることの諸欠点。国制にそなわる徳が目標。 . 一一四六 

第三章植民に関する諸問題。一種族の植民と多種族合流の植民との比較。 . 二 g 
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『法律』内容目次 


第四草「偶然」ではなく、「神」が万物を統べていること。立法成功の諸条件。有能 

な僭主とすぐれた立法者のめぐり合う幸運。僭主の手本が国家の性格を決定。 . 一一 S 

第五章どのょうな国制を選ぶべきか。スパルタの国制のもつ多面性。 . 一一六11 

第六章ク B ノスの時代の幸福なる生活。神の支配する国家にあらざれば、不幸や労 

苦をまぬかれえないということ。「強者の利益」を「正義」とする説。 . 一一六四 

第七章すぐれた国家における法律の真のあり方として、支配者は「法律の従僕」た 

るべきこと。 新しく入植す る 者たち への 忠告。神に従う 者の 仲間た るべきこと。 . 11七 〇 

第八章〔承前〕どのょうな行為が神に愛されるかということ。神々への敬い方の序 

列。両親への態度。葬儀のあり方。人びとを徳に向かわせること。 . 二 S 

第九章〔承前〕ヘシォドスの徳へのすすめ。詩人から立法者にあたえる言葉。法律 

では、一事に二説を立てることは許されないということ。 . 1 一-- tr 八 

第一〇章法律の制定にも、医者の場合同様、二様の方法があるということ。それは、 

ただ強制的なものと、強制と説得の両方をもってするものの二様であること。 . 一一八二 

第一一章「複式の法律」と「単式の法律」を、結婚に関する法律制定に適用した場合の 

一 M 〇 . 11 

第ーニ章立法における複式と単式の優劣。法律の「本文」と「序文」のこと。 . 天八 

第五卷 

第一章神々についで尊敬されるべきものは魂であること。正しい意味で魂を尊敬す 

るとはどういうことか。 . 二九六 
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第二章魂についで尊敬されるもの、身体、財産。子供、親族、友人、同胞、外国人、 

歎願者に対する義務。 . 1一九九 

第三章個人道徳——真実であること、他人の不正を黙視しないこと、自らの持てる 
善き ものを 他人に分かつ こと、 徳を目差して競い合ぅ こと、怒りと穏和と をあ 
わせもつ こと。 . 一一 12 

第四章過度の自己愛は最大の悪であること。その他さまざまの生活の知恵。 . 三0四 

第五章ひとは快楽の生を求めて苦痛の生を避けるものであること。 . 一一10六 

第六章ょり快適な生活は節度、思慮、勇気、健康を持つ生活で あること。 . 一一|〇 八 

第七章国制の基本的要素は役職の任命と法律の制定にあること。それに先立ち、建 

国にあたってまず不良分子を排除す る 必要が ある こと。そしてその方法。 . S 九 

第八章富の公平な分配こそ国家の基礎であること。新しい国における富の正しい分 

配。適正な人口と国土の広さ。五〇四〇 といぅ 数の意義。 . 一111二 

第九章神事に関しては伝統を守ること。法律の制定にあたっては次善を取ることも 

やむをえないこと。 . 111一四 

第一〇章最善の国家とは完全な共同制を取るもの。次善の国家。土地の分配。竈の数 

を不変とすること。そのための工夫。 .- I 二六 

第一一章分配地は神聖であって売買を許されないこと。 . 一一一一九 

第ーニ章金銀の所有禁止。国内流通の貨幣とギリシア共通の貨幣。持参金、利貸しの 

禁止。国家にとっても個人にとっても富と幸福とは両立しえないこと。 . 一一三一 
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『法律』内容目次 


第一三章財産への関心は魂、身体への関心のつぎにおかれるべきこと。 四つの財産® 


級への区分。貧富の両極端を排すること。 . 11三三 

第一四章囯土の分割方法。中央に都市をおき、都市おょび残りの国土をそれぞれ 一二 

の部分に分けること。住民を一二の部族に分けること。 . 11、 

第一五章計画をたてるにあたって理想を抱くことの意義。それを実行に移す場合の配 

^0 . . 

第一六章立法者にとっての数学の重要性。土地の良し悪しと立法との関係。 . 11三八 


第六卷 

第一章立派な法律も不適当な役人の手に委ねられれば無価値であること。 新しい国 


の最初の護法官の選出方法。 . 碁一四 

第二章護法官の一般的選出方法。 . 一一 I 一一 7 V 

第三 章新しい国と母国クレテとの関係。最初の護法官選出の場合の選挙管理者。護 

法官の任務(法の守護、財産登録の管理、不当利得に 対する 裁判)と任期。 . 畐 Q 

第四章軍事関係の役人(将軍、騎兵隊長、部族騎兵隊長、部族歩兵隊長)の 選出 方法。 .§— 

第五章政務審議会議員の選出方法。二種類の平等。 . 三四四 

第六章政務審議会の執行部の構成と任務。 . 三四六 

第七章宗教関係の役人(堂守、神官、神事解釈者、財務官) の任務と 選出 方法。 . 三四へ 
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第八章国土の防衛。地方保安官と監视隊の構成と任務。国土の保全と整備。 . 三 g 

第九章地方保安官の任務、執務監査、生活規律。 . 一一宝一一 

第一〇章都市保安官と市場保安官の任務と選出方法。 . 一一一五四 

第一一章音楽、体育関係の役入(教育担当者と競技担当者)の選出方法。 . 三五六 

第ーニ章教育監の選出方法と任務。 . 三五/ 


第一三章役人の欠員補充。孤児後見人。三種類の法廷—隣人法廷、部族民法廷、第 
三法廷。私事に関する裁判と国事に関する裁判。第三法廷の構成。裁判官の訴 
追。裁判への市民参加。 . 


第一四章将来の法律改正の原則。法律は徐々に手を加えて完成へ近づけること。 . 一一一六— 

第一五#次の世代の立法者への呼びかけ。徳の涵養こそ人生の目的であること。五〇 
四〇といぅ数の持つ神聖な性格。祭礼。結婚 I 青年男女の交際。細かい規則 

正0 . 一一一六/ 

第一六章結婚——結婚の相手をいかに選ぶべきか。 . 三 S 

第一七章〔承前〕結婚の義務。違反者への処罰。婚資。婚約の権利。結婚式。 . 一一一七一一 

第一八章〔承前〕披露宴。新婚生活の心得。 . 一一一 S 

第一九章奴隸問題の難しさ。奴隸をいかに扱ぅべきか。 . 一一£ハ 

第二〇章建造物のこと——神殿、市場、役所、裁判所、城壁、個人住宅、体育館、学 

校、劇場。. . 一毛九 

第二一章私生活の規制。とくに共同食事の制度。それを女性に適用することの難しさ。 . 一一一八一一 
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『法律』内容目次 


第ニニ章人間生活の根底にぁる三つの基本的要求 —— 飲、食、性。とりわけ性の要求 

をいかに導くかということ。女性の共同食事の問題の再考。 . 一一一八六 

第二三章子供をつくる義務。結婚生活の世話役の婦人。姦淫。出生と死亡の登録。結 


婚年齢。 . 三九0 

第七卷 

第一草教育の問題は、法律によって規制するよりも勧告によるほぅが適当であるこ 
と。生物の発育は、その最初の段階が最も大きいこと。したがって、できるだ 
け早くから充分な運動をあたえること。 . 一一 一九四 

第二章運動が幼児の心身にあたえる効果。コリュバンテスの療法。恐怖心の克服。 . 三九 - tr 

第三章三歳までに人の性格は形づくられること。快苦の極端を避けて、つねに穏や 

かな気分を保たせること。妊婦の心得。 . 四〇一 

第四章成文法の基盤となる書かれざる锭。三歳から六歳までの子供の膜。監督の婦 

人たち。六歳からは男女を分け、武術の訓練を始めること。 . 四〇四 

第五章両手を同じく使えるよぅに訓練すること。 . 四〇六 

第六章体育と学芸。体育——踊り(基礎訓練としての踊りと歌舞団の踊り)とレスリ 

ング 。踊りと競技は戦争と祭礼のためであること。 . 四 〇 八 

第七章子供の遊びに変化を求めてはならないこと。それは法律と道徳の破壊につな 

がること。 . 四一一 
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第八章それぞれの祭礼における歌と踊りとを定め、それをけっして動かさないこ 

と。違反者に対する罰則。 . 四一四 

第九章祭礼の詩歌に関する法律の一例。⑴縁起のょい言葉を用いること、(2)善いこ 
とを祈ること、 ( 3 ) 詩作は審査をぅけずに公表してはならないこと。詩歌の現状 
に対する批判。 . 四一七 

第一〇章神々への賛歌とすぐれた故人への頌歌。歌と踊りの審査の方法と基準。男性 
にふさわしい歌と女性にふさわしい歌。歌と踊りをたのしむことこそ、神の玩 
具としての人間本来のありかたであること。 . 四一一0 

第一一章教育施設——学校、体育館、馬場、運動場。通学の義務。子供は国家のもの 

であること。男女に平等の教育をあたえること。 . 四—五 

第ーニ章国々における女たちの生活様式—— トラキア、 アテナィ、スパルタ。 . $ 

第一三章生活の雑事から解放されて、ひたすら徳の達成に励むべきこと。 . 四一一一0 

第一四章通学。子供の膜はいかにあるべきか。子供の II は市民共同の責任であること。 

読み書き、竪琴、算数、天文学の学習。 . 四一一一一一 

第一五章これまで教材として使われてきた作品に対する批判。この「法律」こそ最善 

の教材で ある こと。 . 四一-一六 

第一六章竪琴の教授。 . 四一一一九 

第一七章男女ともに軍事訓練に励むべきこと。レスリングは実戦に最も役立つ競技で 

あること。 . 四四 一一 

第一八章二種類の踊り——真面目な踊り(いくさの踊りピュリヶーと、平和の踊りヱ 

ンメレィア)と卑俗な踊り(パッコスの踊りその他)。 . 四四四 
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『法律』内容目次 


第一九章いわゆる喜劇と悲劇。喜劇は外国人や奴隸にさせること。 国則を つくり あ デ 
る 、?*•> (^る悲劇の制作で—!の他の蠢作品に〇 i 


いては厳重な審査が必要であるこ. 


第二〇章数学的諸学科算数、幾何学、天文学。これらの学 ra につ(ての高度の® 
識は、選はれた少数者にのみ求められる こと。 数学的知識の 持つ 神的必然性。 

第1二章 H ジ T の算数教育。遊びのなかで数の知識を 得ること。幾何学 ナ 
理量の存在と、それについての一般の おそるべき 無 go . 


第ニニ章天文学についての誤解。天体運動の合法則性に ついて正しい理解を 持つべき 

第二三章要 Iftl だ；^ sffJHlt 称:?非: fii :: sini 1 


第八卷 


章祭礼に関する法律の制定。軍事訓練。祭礼における 競技と祝勝 歌の作者。： 

草体育競技にそなえて競技者が充分な訓練を行なぅ のと同じょぅこ、国家 i 我 
争にそなえて、危険を冒し軍事訓練を行なうべき こと。 ..:(:, 


第三 


章き， 一 ■If SMg lr l 諄 p?s 駐。 く S 

れわれの国家のみが軍事訓練に適して いること。 . ： ..... : C 句帝ナ 


第四^体育競技の目的は実戦に役立つ ことにあること。その種類— 
試合、軽装兵の試合、馬術。 .:*. 


- 競走、重装備 
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第五章音楽競技についての補足。性の問題の難しさ。クレテにおける同性愛の悪習 

に対する批判。愛の本質を見きわめることの必要。 . 四 K 

第六章三種類の愛、⑴似た者同士の清らかな愛、⑵相反する者同士の野性的愛、(3) 

両者の混合。好ましくない愛を禁止す る 方法として、それを拒否す る 強力な世 
論を つくりあげること。 . 四八一一 

第七章自然に即した交わりのみを認めること。現状における強い反対。体育競技の 
競技者が勝利のために禁欲するのと同様に、徳の達成のために快楽を抑制する 

ことのすすめ。 . 四八 M 

第八章動物における一夫一婦制をみならぅこと。次善の方法として、労働に励むこ 

とと羞恥心の育成。 . 四八九 

第九章農業国たること。食料の供給。農業関係法 —— 境界石を動かしてはならぬこ 

と、隣人にあたえる種々の損害、土地、家畜、焚火、植林、用水等。 . 四九二 

第一〇章果実の収穫——保存用と生食用の無花果と葡萄。自分のものと他人のもの。 

奴隸の場合。外国人の場合。上記以外の果実。 . 四九六 

第一一章水について。収穫物の搬入。損害の補償についての細則。市民は職人の仕事 
に従事してはならないこと。一人一職業の原則。違反者の処罰。輸出入につい 
て。とくに武器の輸出入は国家管理とすること。 . 四九八 

第ーニ章農産物の配分——一二等分して各月に割り当て、それをさらに主人、奴隸、 

外国人に三分すること。住居の割当——都市を中央におき、残りの国土を一二 

分し、各地或の中心に村をおき、各村は神殿と市場を中心とすること。 . g 一一 
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『法律』内容目次 


第一三章市場 — 市場保安官の任務。穀物、飲料、家畜、肉類、 燃料、衣類、 皮革等 

の売買。掛売りの禁止。売買の制限。外国人の 居住権。 :, . g 四 

第九卷 

第一章犯罪と刑罰について立法す る ことの必要性。神殿荒しの 犯罪とそれに対する 

f .. 

第二章〔承前〕神殿荒しの犯罪に対する罰則。死刑が 科せられるべき重大犯罪を栽く 

法廷の構成と、その裁判の進め方。 . .. 五一一 

第三章国制転覆罪および反逆(売国)罪に対する規定。盗みに対する 罰則。 . 五一 EB 

第四章立法の仕かたについての反省——法律は国民の教育を： HI ざすものであるこ 

.Ml t 

第五章刑罰および犯罪の本質についての考察—刑罰における「正しさ」と「立派 
さ」 の 関係。犯罪の不本意性と、犯罪を故意の ものと 故意でない ものとに分ナ 
る考え方との関係。 .:(::!. 五一三 

第六章損害行為と不正行為の区別。 . 五 二 八 

第七草犯罪(不正)の原因-五種類。 . S 三 

第八.章精神異常者また心身耗雪の犯行は g せられないこと。殺人の罪 Ii 
意に よるので ない 殺人の諸事例とその罰則 〇 ( B ) 激情 (怒り)にかられての没 A 
の二種類。 .. 
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第九章〔承前〕激情にもとづく殺人の諸事例とその罰則。 . 五四三 

第一〇章 ( C ) 故意による殺人が起こる原因-三種類の欲望。 . 五四九 

第一一章故意による殺人の諸事例とその罰則。 . 五五一一 

第ーニ章親族殺人についての規定。自殺者の扱い。動物や物体が人の生命を奪った場 

合、犯人不明の場合、殺人を犯しても無罪になる場合の規定。 . 五五五 

第一三章殺人のつぎには傷害が問題になること。人間にとって法律が必要な理由。 . 五六 Q 

第一四章法廷のあり方と、法廷の自由裁量に関する問題。傷害の罪- ( A ) 故意によ 

る傷害の諸事例とその罰則。 . 五六四 

第一五章 ( B ) 怒りにもとづく傷害の 諸事 例とその 罰則。 ( C ) 故意に よるので ない 傷害 

についての規定。 . 五六九 

第一六章暴行の罪。その諸事例と罰則。 . 五七二 

第一七章〔承前〕 . 五七五 


第十卷 


一章若者たちの神聖なものに対する暴慢な振舞いは、神々についての三つの誤っ 

た考え方にもとづくこと。 . 五八二 

一一章 法の「序文」として、現代の知者たちの無神論的な思想を批判す る 必要があ 

ること。 . 五八六 
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『法律』内容目次 


第三章無神論の風潮に毒されている若者への呼びかけ。 . 

第四章現代の知者たちの学説-自然や偶然が技術(人為)にまさること。 ：• 

第五章無神論的な自然学説への反駁！魂の方がすべての物体よりも先こあ 


第六章〔承前〕その証明-運動の種類。0分で自分を動かす運訪が、運動のなかで 

は第一の地位に立つこと。 .. . 


第七〔承! JI 〕 魂は、自分で自分を動かすものであること。したがって、すべての'1 
動変化の原因であり、〔魂なき〕物体ょりも先にあること。 .7. 

第八章諸天体は、最善の魂によって動かされて、：ること。 . 


第九章魂がいかなる仕かたで諸天体を動かすかは明らかでないが、 とにかく、その 
ような魂を神とみなすべき こと。 したがって、神々は存在す ること。 . 


〇章神々は人間の ことに 無関心であると考える人たちへの警告。 . 0 

一草〔承前〕神々は人間のことに配慮していることの証明。 . 六三 Q 

二幸神々の配慮は宇宙全体の善を目ざしていること。神々の裁きと、各人の魂の 

運命についての説話。 .：：•. .，ヽ I 


三章神々は買収されうるという考え方への反論。 . 

四章〔承前〕神々を人間なみの支配者と考えるべきでよない こと。 


五章不敬罪に関する法作-神々を敬わない人たちの.種類と、彼らに対する罰 

H . . . .«•.«•. 
















第一六草私宅に社を E てて祭事を行なってはならないこと。 . . . 六 g 


第十一卷 

第一章各人の財産の尊重——他人の埋蔵財産を持ち去ってはならぬこと。拾得物に 

ついての規定。 . 六五六 

第二章奴隸の扱い方。解放奴隸の義務。売買および返品に関する規定。 . 六五九 

第三章いんちきな品物を売ってはならぬこと。 . 六六四 

第四章小売業一般についての勧告と規則。 . 六六 - tr 

第五章契約不履行について。職人の契約履行義務と依頼者の支払義務。軍人に対す 

る# . 六- tr 一一 

第六章遺言状のあり方についての勧告。 . 六 w ハ 

第七章遺言と相続についての規定。 . 六セ九 

第八章孤児の扱い方と後見人に関する規定。 . 六八 - tr 

第九章息子を勘当する場合、また父親を禁治産者にする場合の規定。 . 六九一 

第一〇章離婚と再婚、および自由民と奴隸の間の子供の処置。 . 六九四 

第一一章両親や祖父母を尊重すべきこと。両親を遺棄したり虐待した場合の規定。 . 六九六 

第ーニ章薬物や魔法による加害、および窃盗や強盗による損害についての規定。 . 8一 
















『法#』内容目次 


第，：：:，:::-粘神異常^ • の扱い力。激怙にかられての.恋 II 雑.：.11や、 SV 劇において人を朝^ 

することの禁止。 . 一 . 七§ 

第一四章乞食行為の禁止。奴隸による損害の賠償。証人および偽証についての 規定。 …… g 九 
第一五章不当告訴および不当弁護について。 . セ三 

第 十二 巻 

第一章外交使節または軍使の犯す罪。公共財産を盗む罪。 . 七一六 

第二草軍隊勤務における心得。兵役忌避、戦線離脱、および武器放棄の罪。 . 七 7 C 

第三章監査官について——その選出方法と職務内容、また彼らの受けるべき栄誉と 

. . 

第四章宣誓についての規定。公費の負担を拒否した者の扱い。 . S 一 

第五草外国との交流について-出国を認められる者たちの資格とその目^。国外 

視察員の派遣。 . I . S 四 

第■六章〔承前〕国外視察員の資格とその任務。外国からの入国者の種類とその® ( 

^ . 

第七章(雑則)保証。盗品の家宅捜索。所有権を主張できる期限。法廷への出廷や競 
技会への参加を妨害すること。盗品を受け取ること。追放者をか 

くまうこと。 

私的に戦争を始めたり和平を結ぶこと。賄賂。税金。神々への奉納品。 . S 四 

第八章法廷の分類(三審制)—控訴、上告について。法律研究の重要性。判決の執 

行について。 . 七 g 
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第九章葬儀についての規定。 .. S 

第一◦章国制と法律を保全するための方策——「夜明け前の会議」の構成と国家にお 

けるその役割。 . 七五九 

第一一章〔承前〕立法の目標としての徳。徳は四つに分けられるとともに、一つでもぁ 

ること。 . 七六四 

第ーニ章〔承前〕この会議の会員には高度な教育が必要でぁること——雑多なものか 

ら一なる形相へ目を向けること。徳についても多のなかに一を見ること。 . W 1 

第一三草呆1!)〕徳のほかにも、神々の存在、魂の本性、万有の知性などについて確固 

たる認識をもつこと。 . 七七五 

第一四章〔承前〕これらの高等教育を受けた者が真の意味での法律の守護者になりぅ 
ること。そこで、この「夜明け前の会議」に国制と法律の保全の仕事をまかせ 
るべきこと。結び。 . 七八0 
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登場人物 

ァテナイからの客人 
クレテ人クレイニアス 
ラケダイモン人 メギロス 





625 


B 


624 


アテナイからの客人 ねえ、あなた方、神さまですか、それとも誰か人間なのですか、あなた方のお国で法律 
制定の名誉をになっておられるのは。 

クレイニアス 神さまです、あなた、それは神さまですよ、いちばん正しい言い方をすればね。わたしたちの 
国ではゼウスですが、この方の出身地ラヶダイモン(スパルタ)では、人呼んでアポロンと言っているはずです。 
そうではありませんか。 

メギロス そうです。 

アテナイからの客人 するとあなたは、 ホメロスに ならってこんなふうにおっしゃるのでしょうか、ミノスが、 
九年ごとに父ゼウスの もとを 訪れて話合い、そのお言葉に従って、あなた方の国々に法律を制定したとでも。 

クレイニアス ええ、 わたしたちのもとでは、そのように伝えられています。それにまた、ミノスの兄弟であ 

るラダマンテュ ( X 3)、 ——その名はあなた方もお聞きでしょうが-、彼は、この上なく正しい人であったと伝え 

られ ています。なんでも、わたしたち クレテ 人の言うところでは、この人がそうした称賛をかちえたというのも、 
当時いろいろな訴訟を正しく裁いたためだったということです。 

アテナイからの客人 それはまた、いかにもゼウスの子にふさわしい、見事な名声ですね。ではお二人は、あ 
なたにせよこの方にせよ、そのようにすぐれた法律習慣のなかで育ってこられたのですから、今日は道すがら、 



法律(第一巻) 


B と法^:にぐいて r したり聞いたりして時を過ごすのも、思うに、そうまずいことではありますまい。それに、 
聞くところでは、クノソスからゼゥスの洞窟と神殿までの道のりは、どうしてなかなかのものだといいますし、 
なにしろこの息苦しい暑さですからね、おそらくは道々、高い樹々の間に、ひと休みする木蔭も見つかるでしょ 
うそれにわたしたちの年ともなれば、その木蔭でいく度かひと休みし、話にまぎらわせて互いに元気づけ、 
そうやって気楽にその道をすっかり終えるのも、ふさわしいことでしょう。 

クレィ-|アス そうですともあなた、それに先へ行けば、森®なかに、高さといい美しさといい、それこそ素 
〇晴らしい糸杉がそびえていますし、また牧草地—って、そこでわたしたちは、ひと休みしながら話をたのしむ 
ことができるでしょう。 

アテナイからの客人 それは結構ですね。 


丄ホメ ロス『ォデュッ セィァ』 第一 九 巻 一七 八—一八〇行 

参照。 

乙 ミ ノスは クレテの伝説的な王。 ゼゥスとエゥロべの子で、 
ラダマンテュス、サルべドンの兄弟。弟ラダマンテュス 
(次注参照)と共に立法者として名を知られ、 ミノスは 九年 
ごとにィデ山の洞窟(下注 5 参照)に赴いて ゼゥスの 教えを 
うけ、もって立法し善政を施したという。 ヘリオスと ペル 
セの娘ハシハエがその妻で、パシパ ェと牡牛の間にできた 
怪物が、 ミノ タウロスである。ミノスは、この ミノ タウロ 
スを 養うために、アテナイに毎年七人ずつの少年少女の 義 


牲を捧げるよぅに強いた(これについては、本篇 IV. 706 W 
〜〇およびその注 4にも ふれられている 〇 

3ミノス同様ゼゥスとエゥロベの子。ミノスの弟であるが、 
ときに同一視されることもある。この上ない正義の、 e、 
クレテの伝説的立法者として知られる。 ミ ノスと 共に冥界 
の裁判官となる。 

4 句読点はビュデ版による。 

5 クノソスはク レテ島北部にある、 いわゆるミノア文明 時 
代に栄えた町。洞窟とは、 ゼゥス 生誕の 地と伝えられる ク 
レテ島ィデ山の洞窟。 
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( 625 ) 


クレイニア X たしかに、 そうな のですよ。だが、じっさいにこの n で見れば、それこそ、感嘆の声も大きく 
なろうと いうものです。さあでは、幸運を祈って出かけましょう。 

二 

アテナイからの客人 ぜひ幸運を願いたいものです。では、どうか話してください。あなた方のお国では、法 
律が、共同食事や体育、さらに、例のあの武器の t えを制定していますが、それはどういう理由にもとづくので 

-1 厶〇 

j 力 

クレイニアス わたしたちのやり方のことでしたら、あなた、誰にでもたやすくわかってもらえると思います。 
というのも、あなた方もご承知のように、クレテ全土の地形は、たとえばテッタリアの土地のように平地ではあ 
りません。そこで、かのテッタリア人たちは好んで馬を使いますが、わたしたちの方は駈け足を使うのです。な 
ぜなら、こちらでは土地が平坦ではなく、むしろ駈け足訓練の方に適しているからです。で、こういう土地柄で 
は、とうぜん、武器も軽いものを身につけ、重いものは持たずに走らねばなりません。したがって、弓矢の軽さ 
が、この条件に向いているように思われます。 

こうして、わが国のそういう習わしは、すべて戦いにそなえて準備されているわけで、わたしの見るところ、 

立法者は、戦いに着目していっさいのことを制定していたようです。たとえば共同食事にしたところで、それを 

制定したと、/ うの も、 おそらくは 次の ような 事情が立法者の眼中にあったからでしょう、すなわち、誰しも出陣 

( 2 ) 

にあたっては、その間、状況上やむをえず、自衛のために共同食事をしなくてはならないという事情です。 
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ここです法者は、大衆の愚かさをとがめているように、わたしには思われるのです。というのも大衆ま、誰も 
がすべての国に対し、生涯を通じて不断の戦いにさらされていることを、理解していないから です。 そこで、も 
62し戦時にあって、防衛上共同の食事をとり、指揮する者指揮される者の若干が、交替でその見張りに任命されな 
ければならないのだとすれば、そのことは平和のときにも行なわれなくてはなりません。じっさい、世の多くの 
人びとが平和と呼んでいるものは、たんに名目だけのもので、じじつはむしろ、すべての国はすべての国を相手 
に、いつも宣戦布告のない戦いにまきこまれているのが、自然本来の姿なのですから。このように考えて みると、 
おそらくあなたにも察しがつくでしょ、っが、クレテの立法者は、戦いに着目することによって、公私を問わずわ 
B が国の慣習のすべてを制定したのであり、また、まさしくその見解に従って、法律をあたえてこれを守らせたの 
です。というのも、いやしくも国が戦いに勝たぬかぎり、財産にせよ制度にせよ、他のものはいっさい、何の® 
にもたたず、敗者の所有する善きもののすべては、滕者の手に落ちると、こう彼は考えたのです。 

三 

アテナイからの客人 あなた、さすがあなたは、なかなか見事な訓練をうけておられるだけあって、クレテの 
蜃をしかと洞察しておられるよ、っですね。ですが次の点を、今す こしは っきりとおっしゃってくださ、。あを 

1「例のあの武器の備え」とは、 クレテ 人の武器が、 f 質問に対し、順序をずらせて、 まず二言の体育に ついて 
矢で ある こと 答え、つぎに三番目の武器のことを、I取後に一番 目の 共司 
2 クレイニアスは 以上で、 アテナイの 落人の尋ねた三つの 愈事について答えたので ある。 


57 



D 


1 c たの下された、立派に治められている国家の規準ですが、あなたの言葉では、立派に治められた 11 とは、戦いで 
也国を征服できるように、組織され治められていなくてはならないようですね。そうではありませんか。 

クレイニアス まったくそのとおりです。そしてこの方も、そのまま同意見だと思います。 

メギロス ほんとうに見事でした。ラケダイモンの誰にしろ、それ以外の答えなど、どうしてできましょう 

( 1 ) 

N- 〇 

为 

アテナイからの客人 するとそのさい、国家と国家との関係においてならその規準は正しいが、村と村との関 
係においては、別のものが正しいのでしょうか。 

クレイニアス けっしてそんなことはありません。 

アテナイからの客人 では、同じ規準が正しいのですね。 

クレイニアスそうです。 

アテナイからの客人 ではどうでしょう か。 村にある家と家の関係にも、さらに個人と個人の関係にも、やは 
り同じ規準があてはまるのでしょう か。 

クレイニアス 同じ規準です。 

アテナィからの客人 では、自分自身に対する自分の関係も、いわば敵対敵の関係として考えなくてはならな 
いのでしょうか。 それとも ここにいたっては、わたしたち はどう 言ったものでしょうか。 

クレイニアス これはアテナイのお方、——いや、あなたをアッティケのお方とは呼びたくありませんので。 
だってあなたは、むしろかの女神(アテナ)の名で呼ばれるに値する人と、わたしには思われますからね。なにし 
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ろあなたはものの見事に議論をその根本へさかのぼらせ、いちだんとは っきり させてくれたのですから。こし 
であなたにも、今しがたわたしたちによって話されたことの正しさが、ずっと容易にわかっていただけるでしよ 
うつまり、公的に見て、万人が万人に対して敵であるように、私的にもまた、各人み ずからが自分自身に対し 
て敵である、ということなのです。 

E M アナィからの客人 二れはおどろきました。どういう意味でおっしゃって、 るので す。。 

クレィニア スだってあなた、自分が自分に打ち勝つことが、すべての滕利の—ともい、っべき最善のことで 
あり、自分が自分に負けるのは、最も恥ずかしく、また同時に最も悪いことだとするのは、ほかならぬ今の場合 
(自分の内なる戦いの場合)のことなのですよ。というのも、そ，っした表現は、わたしたち一人ひとりの内部に、 
自分自身に対する戦いがあることを、意味しているのですから。 

アテナイからの 客人ではひとつ、その議論を逆にし5ようではありませんか。わたしたちの 各人に. づ、て、 
627ある者は自分自身に勝ち、—者は自分自身に負けているとすれば、家 ssf 、 二れと i の関 f 、 自 
分自身の-^部に持つているとすつべきでしよ、つか、それとも言うべきでは k 、のでしよう ( P )。 


丄「ほんと41でした」とは、字義通りでは「神のごと リストテレス『政治学』第二卷 (1271 fqq .)—)。 
rgAii 」 となる。その言い方は、スパルタの習慣的な賛美2『一一家』では、麗といぅ大きなものの洞察を、 ょり 卜 
の表現と—われている。 また、「ラヶダィ モンの誰にし なる個人の上に適用する方法がとられて いたょ—、こし 
“」->-ムつ*;/ のは， スハルタにムいては、法律全体が、® でもまた、個人の上に見られるものを！！家へ移そぅとして 
争にもける徳を E 標として制定されているからである(ア いる。 
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クレイニアス あなたの 言われる 関係とは、 ある ものは- H 分自身に勝ち、 ある ものは負けている、ということ 
ですね。 

アテナイからの客人 そうです。 

クレイニアス そのあなたの質問もまた当をえています。そう V っ ことは、疑いもなく大いにありうることで 
すから。とりわけ国家にお， s てはね。どんな国家にしても、 そ e 内部で、すぐれた人びとが大勢 S った入びと 
に勝っている場合は、その国家は、自分自身に勝っていると言われるのが正しく、またその勝利ゆえに称賛をう 
けるのが、至当でしょう。これに対し、その事情が反対の場合には、その評価も反対になるわけです。 

アテナイからの客人 さてその場合、劣った部分がすぐれた部分に勝つ、というようなことがそもそもあるの 
かどうか、この問題にはひとまず触れないでおきましょう、—というのも、かなり長い議論を必要としますか 
ら(城——。さしあたって今、あなたの言われたことを、わたしはこ、っ理解しています。種族もひとしく、属して 
いる国家も同じだという国民でありながら、ときには、多数の不正な者が結束し、少数ではあるが正しい者を、 
暴力で隸属させることがある。その不正分子が勝つ場合は、その国家は、自分自身に負けた悪しき国家と la われ 
てとうぜんでしょうし、他方、不正分子が負ける場合には、その国家は、自分自身に勝った善き国家と言われて 
とうぜんだとね。 

クレイ -I アス そのように言われてみると、どうもあなた、まことに奇妙な気がします。とはいえ、事実その 
とおりだと認めざるをえませんね。 
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四 

アテナイからの客人 まあお待ちなさい。もう一度次のような点をも、よく考察して みましょう 。たくさんの 
兄弟が、一組の夫婦の息子として、生まれて くる ことがあるでしょう。ところがそのうち、多数のものが不正で、 
少数のものが正しいとしても、べつにおどろくにはあたりませんね。 

クレイ11アスむろん、おどろくにはあたりません。 

アテナイからの客人 そしてまた、その邪悪な兄弟が勝てば、その家 も 家族全体 も、自分自身に負けたと言わ 
れ彼らが負ければ、勝ったと言われるでしょう。そういう言葉使いをさらに追求してみる ことは、 わヒノこ 士 
よあなた方にせよ、なすべき こととは 思われません。なぜなら、今わたしたちが世間一般の言葉使いを 考察して 
いるのは、用語の適不適を目的としているのでは なく、 法律の正し さと 間違いに関して、それは本来 どういう も 
のなのかを目的にしているのですからね。 

2「勝つ」という言葉使いに暖味さがある。「よりすぐれた 
者」がいつも勝つとはかぎらず、「より力の強い者」も勝っ 
わけで、「より劣った者が勝つ」のは、むろん「すぐれた 
者」としてでなく、「力の強い者」としてである。 この 意味 
での曖味さを明瞭にするには、長い議論を必要とするとい 
う意味であろう。 


この国家における事情を、個人の魂に移して考えてみる 
ことができる。すなわち、理性的部分、 ロゴス 的部分の支 
配している魂は、自分自身に勝っていると語られ、 ロゴス 
に反する部分(欲望)の支配している魂は、自分自身に 負け 
ている と 語られる。国家 や 村においても、すぐれた 人と劣 
った人との関係を、この魂の場合と 同じょぅに 考える こと 
ができる。 
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クレイ ニアスそれはもうあなた、あなたのおっしゃるとおりです。 

メギ ロス わたしも同意見ですが、たしかに見事でした、少なくとも今のところまでは ね。 

M アナイからの客人では、さらに次の点を見てみましょう。今しがた言われた兄弟たちのために、誰か裁半 
官が登場してくることもあるでしょうね。 

クレイニアスもちろんです。 

アテナイからの 客人ところで、どちらの裁判官がよりすぐれているのでしょうか。兄弟のうち、悪い方はこ 
れを亡ぼし、より善い方には、自分で自分を支配するように命じる裁判官でしょうか。それとも、よい方の兄弟 
には 支配させな が—、劣った方— t ておいた上で、すすんで前者の支配に服するようにさせる栽判官でし 
ょうか。だがもし次のような裁判官が出てくるとすれば、その人こそ第三の、徳の点ですぐれた栽判官だと、わ 
たしたちは言うにちがいありません。それは、不和 S 態にある一家族をひきうけ、その一人をも亡き者にしな 
、でむ しろこれを和解さ%)、以後は、彼ら s 上に法律を定めながら、互いに友愛を抱くよ、っに、よく見守ってや 
ることのできる裁判官です。 

クレイニアスそ、っいう入であれば、裁判官としても立法者としても、いちだんとすぐれていることになるで 
しょう0 

M 丁ナイからの客人ところがじつは、—い又は、戦いとは正反対のものに着目して、彼らの上に法律を 
制定していることになるのですよ。 

クレイニアスそれはそのとおりですね。 
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アテナイからの客人では、国を調和させる人はどうでしょうか。その人は、国の外部から生じてく I 、に 
B より多く着目して、国の生活を秩序づけるでしょうか、それとも、時に応じて国の内部に生じる戦い、いわゆる 
内乱と 呼ばれて いるものに着目して、そうするでしょうか。その内乱こそは、誰し も、 自国に生じないことをな 
によりも望み、もし生じた場合には、できるだけ速やかにそれからまぬかれたい と、望むものなのです。 

クレイニアス明らかに、その内乱に着目してのことです。 

アテナイからの客人そのさい、ひとは、どちらを好ましく思うでしょうか。一方の®が政北し、 もう一つっ 
側が勝利を占めるという条件において、内乱のあとに平和がつづくことでしょ、 っか。 それとも、 和解によって友 
〇愛と平和が生じ、その上で、外敵に注意を向けるようにしむけられることでしょう^2。 

クレイ|| 了ス誰しも、自分の国に関しては、前者よりむしろ、後者のようになることを望むでしょう。 
アテナイからの客人すると、立法者もまた、そうではないでしょうか。 

クレイニアス もちろしです。 

アテナイからの客人ところで、すべて立法者というものは、最善のものを目的にして、 いっさいの 法令を 定 

の解釈によると、①戦争を通って内乱が平和に落着くこと 
か、 ②和解により内乱が平和に落着くことか、その卜 かい 
の条件によって外敵に注意を向けるか、 という 意味に とろ 
うとして いる (ソーンダース はこの解釈を とる)。 今は フイ 
チーノ 、アー ペルト、 ビュデ版の解釈によった。句読点は 
ビュデ版による。 


1句読点は、ィングランド、ビュデ版に治う。 

2「どちらをむしろより好むか」という比較の両項が多少 
明瞭さを欠く。訳文のように解すれば、①内乱が、戦争を 
へて平和に到着することを求めるか、②内乱が、 s ^ によ 
つて平和に到着した上で、外敵に注意を向けることを求め 
るか、どちらか、という対立となる。しかし ィングランド 
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1 めているのではないでしょうか。 

クレイ ニアスどうしてそうでないことがありましょう 

M アナイからの 客人ところが、その最善のものとは、戦いでもなければ、内乱でもありません、—それら 
の手段に訴えることこそ呪われるべきです一、むしろそれは、相互の間の平和であり、かつ友？のです。さ 
a らに、—が、自分で自分に勝つとい.っことにしても、管にそれは、「最善のこと」に属していたというよ" 
r やむをえない必然のこと」に属していたわけです。それはちょうど、たとえば身体が病気になって、医者の下 
剤療法をうけると、誰しもそ s とき、それで身体は最善 e 状態に—と考え、そうした治療をい—かも必要と 
しない身体のあることには、靈をむけないものです。それと同じように、しひとが、国家や個人の霜に関 
してもそのような考え方をして、ただもっぱら外敵との戦いにのみ目を向けていたのでは、けっして真の意味で 
の政治家になることはできないでしょう。また正真正銘の立法者になることもできないでしょう。いやしくも彼 
E が、戦争に 関する事柄を具として平和の事柄を立法すると いうより、 むしろ平和を百的と して、 戦争に関する 
事柄を立法するのでないかぎりは。 

五 

クレイニア K 今のそのお説は、あなた、—意味では正しいように思われます。しかし、わたしたちの制度 
にしても、さらにラヶダイモンの製にしても、それらが払ってきた熱意のすべてが、戦いを目的にしてはいな 
かったのだとすると、これはもう、わたしには驚くべきことになりますね。 
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位アテナイからの客人 おそらくあなたのおっしゃるとおりかも知れません。しかし、 さしあたっ て 今わたした 
ちは、 それらの¢1度を 相手に、 しつこく 論争す る必要はありません。むしろ、わたしたち も その 制定者も、法律 
制度の ことに関してはとりわけ真剣になっているのですから、 f かな調子で彼らに質問をすれば よいのです。 
どうかあなた方は、わたしの 議論に ついてきてください。 

さしあたってわたしたちは、テュル タイ オスを呼び出してみましょう。生まれはアテナイの人です が、 ここに 
いるメギロスのお国の市民となった人で、戦いに関しては、誰にもまして熱意を よせた人な のです。 彼は次のよ 
うに歌っています。いわく、 

わたしはそんな男の名をあげはしないし 
ものの数にもいれないであろう 

B たとえその男が、世に並びない金持であろうと、またかずかずの善きものを所有していようとも、_ここでテ 

ュル タイオスは、ほとんどすべての善きものを挙げているのですが I 、もしその男、戦いにのぞむたびに、こ 
よなき勇者となるにあらざれば、とね。 

スパルタがメッセニア人と戦って苦境に立った第ニ メッセ 
ネ戦争のとき、スパルタに下った託宣が、テュルタイオス 
を招けばスパルタに利す ると ころ多大で あると告げた〇以 
後テュルタイオスは、神につかれたように、武勇の徳をた 
たえる詩をつくり、スパルタ人を鼓舞したと伝えられる。 


テュルタイォスは、前七世紀頃のエレゲイア詩人。一説 
に小アジアの人とも、また、スパルタの将軍職にあった と 
ころからスパルタ人とも言われている。しかし一皮 こ立、 
アテナイ入で、跛の文法教師であり、アテナイに おいても、 
さげすまれ不遇であったと言われている。古注に ょると、 
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哟 おそらく あなたも、 この詩句はお聞きのことでしょう。こちらのメギロスの方は、その詩句に食傷しておられ 
ると 思います。 

メギロス まったくです。 

クレイニ了ス その詩句なら、わたしたちのもとへだっ て、 ラヶダイモンから伝わっていますよ。 

アテナイからの 客人—それでは、わたしたちは一緒になって、二の詩人に、次のように質問してみましょ 
う。「おおテュルタイオスよ、神にもまごう詩人よ、——まことにあなたは、知も徳もかねそなえた人に思われ 
〇ます。と；>っ6も、戦 i に？んで際立った武勲 S 人に捧げられたあなた S 美 S - S た、二れがまた際立った 
ものなのですからね I 。ところで、武勲の人を賛美するというその点では、わたしもこの人も、そしてクノソ 
スの人であるこのクレイニアスも、思うに、もうすっかりあなたと意見が一致しているようです。しかし、はた 
してわたしたちが、同じ人物をとりあげて話しているかどうか、この点は、はっきりと見定めてみたいと思 L ま 
す。そこで、わたしたちに答えてもらいたい。あなたもまた、わたしたち同様、戦いには二つの種類があると、 
日瞭に考えておられるのでしょうか。それとも、どのようにお考えでしょうか」と。二の言葉に対しては、たと 
Q えテュルタイォスよりはるかに劣った人であろうと、思うに、次のような正しい答—してくれるでしょう。戦 
、こ i 二つの種湏がある。その一つは、わたしたちすベてが内乱と呼ぶところのもの、それこそは今しがたも 
言ったように、あらゆる戦いのなかで最も恐るベ—のだ。これに対し、わたしたちのすべてが、戦いの今一つ 
の種類と見なすものは、国外の、異種族との間で不和になるときに交—戦いであり、これは、—の戦いより 
はるかに稳やかなものなのだと。 
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クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人「さあそれでは、あなたが、とりわけこのように一方の者をほめたたえ、他方を非難さ 
わたのは、どちらの戦士に、またどちらの戦いに、賛美の目を向けてのことなのでしょうか 。おそらくは、外敵 
にあたる戦士をほめたたえておられるのでしょう。というのもあなたは、その詩のなかでこううたっていたから 
です。あえて、 

血ぬられた殺りくに目を向けようとも 
しなければ、 

またかたきの傍近くに迫って 
攻撃を加えようとも 

せぬような男たちには、断じて我慢がならない」と。そこでわたしたちは、さらに、 こうつ づけて語る こと もで 
きるでしょう。「あなたがとくに賛美しているのは、思うに、テュル タイオス よ、 異国外敵との戦いに さいして、 
抜群の名をはせた戦士たちでしょう」と。おそらく彼は、そのと おりだと 言い、これに 同意す るでしょう^ 。 
クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人しかしわたしたちの主張によれば、その人たちの勇敢で あることは認めるにしても、 か 
の最大の戦い(内乱)において抜群の武勇を示した人たちの方が、 さらにい ち だんと 武勇の人な のです。わたし-こ 


1 S 9 D VO1IP 6 S TO 0 s rn » KT5' は 、 Toos - n-p 6 S T o-v mv KT 6 S にひとしい r ンユタシ 、 、r ウムこよる)。 
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( 1 ) 

ちもまた、その証人として詩人を持っています。シケリア島のメガラ市民、テオグニスです彼はこう F って L 

ます - 

信頼に値する男は 

その重み金銀にも匹敵するキュルノスよ 
厄介きわまる内乱のときには 

わたしたちとしては、こうした男こそ、いちだんと厄介なかの戦いにさいしては、さきの男よりはるかにすぐ 
れていると主張するのです。その差はちょうど、正義、節制、思慮が勇気と一つになったとき、ただの勇気にく 
らべて、よるかにまさっているのと、同じ程度だと言えるでしょう。というのも、内乱にさいして信頼に足る' 
、レのしっかりした者となるには、徳のいっさいをそなえずしては不可能なことですから。これに対し、テュルタ 
ィオスの言うかの戦いにおいては、足どりもしっかりと交戦し、いさぎよく死につこうとするものなど、傭兵の 
なかにすらじつに大勢います。しかしその大多数は、ごく少数の例外は別として、向こう見ずの不正な輩であり、 
傲 If で、ほとんどくらべるものもない無思慮な輩なのです。 

ところで、わたしたちのこの議論は、いったいどこへたどりつくのでしょう。また、そもそも何を明らかにし 
ようとして、このように話しているのでしょうか。それはあきらかにこういうことなのです。ゼゥスの&えをう 
けた この クレ テの国の立法者は言うまでもなく、およそ多少なりと有能な立法者ならすべて、法律の®定にさ L 
し、つこ■最大の徳以外のも(が)にとりわけ着目することはありえない、ということです。その最大の徳こそは、 
テオダニスも言うように、危機にさいして信頼に値することであり、ひとはそれを、全体にわたる正義と名づけ 
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ることもできるでしょう。これに対して、テュルタイォスがこよなく賛美していたかの徳(勇気)は、たしかに美 
しくはあるし、それに似つかわしい賛辞をその詩人からうけてはいるものの、しかし正当にこれをあげつらうと 
すれば、名誉を受ける•べき序列と能力の点で、第四位に位するものとなるでしょう。 

六 

クレイニアス これではあなた、わたしたちは、われわれ クレ テの立法者を、落第立法者の 中に 投げこんでい 
ることになりますよ。 

アテナイからの客人 あなたともあろう方が！「わたしたちは」ではありません。むしろ「わたしたちみず 
3らを」投げこんでいることになるのです。かりにも、リュクルゴ(ス)やミノスが、とりわけ我いに着目して、ラ 
ケダイモンやクレテの制度いっさいを定めていたなどと考えているようでよュ0 

シケリアに移っていたという意味なのか、やや不明である。 
引用されている詩句は、七七—七八行。 

2 6383 & AAo は 6 : AAOS と読む(ハインドルフによる〇 
3徳の一部分としての正義ではなく、『国家』に見られるよ 
うな、徳の総体につながる正義を意味する。 

4スパルタの伝説的建国者。なおへ n ドトス『歴史』第一 
卷(六五)によると、スパルタ人の伝承によれば、 リュクル 
ゴスのすぐれた制度は、 クレ テの制度を移植した ものと い 

>つ0 


1テオグニス は、 前六世紀中葉の H レゲィア詩人。アテナ 
ィに 近い メガラ出身の貴族。民衆と貴族の争いにまきこま 
れ、財産没収の上追放された。現存の千四百行近い エレゲ 
ィア調の詩には、不正への憤りを扱ったものが多い。なお 
ここで「シケリア島のメガラ市民」とされて ハる の i 、 メ 
ガラ市民にょってシケリアに植民地として建てられた町 
「メガラ」の市民といぅ意味なのか、メガラの市民で あり 
ながら 「シケリアのメガラ」の市民権を も 持ってハた とい 
ぅ意味な のか、 あるいはたんにメガラの市民で ありながら 
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初 クレィ ||アスではわたしたちは、どんなふうに言うべきだったのでしょう。 

E アテナィからの客人 思う に、神聖な立 si について話合う場合、それが真実であり、正しくもあるような仕力 
たで、言うべきだったのです。つまり、あなた方の立法者は、徳の一部分、それもきわめてくだらない一部分に 
嘗して制定したのではなく、徳の全体に着目して制定していたのであり、また彼は、当時の入びとの法律を 
種目に芯じて考察したのですが、しかもその嘗は、今日の立法者たちが考察するとき念頭に置くようなもので 
はなかっ*2と、このように言うべきだったのです。というのも、今日の立法者は、それぞれの人がなに"^の必要 
に迫られると、すぐにそのなにかを、考察につけ加えてゆきます。ある人は相続財産と女子相続人に関する事柄 
を、別の人は#力行為に関する事柄を、また他の人びとは、それぞれそのように蠢に異なったものを、つけ加 
631えてゆくわけです。しかしわたしたちの主張によれば、法律の考察というものは、今しがたわたしたちがとった 
ような方法で立1 ( C 3 考察する人びとにして、よくなしうる仕事なのです。 

そこであなたの場合にしても、法律の説明を手がけられたときの着眼点は、わたしもこれを大いに評価してい 
ます。というのも、立法者は徳を目的にして法律を定めたのだと言って、出発点を徳にもとめられたことは、正 
しいことだったからです。しかしながらあなたが、立法者は万事を、徳の一部分、しかもきわめて微々たる一部 
に関係づけて立法したと言われた点、その点に関しては、明らかにもうあなたの話は、正しいものとわたしに 
は思われない？す。それにつづく今 S のい I いをわたしが語ったというのも、その理由はそ二にあるので 
し_.こ。で i さらに、(っヒ(どのような仕かたで、あなたがその説明をしてくださることを、またわたしはわた 
B しでそれを聞かせてもら—二とを望んでいたか、もしよろしければ、わたしの方であなたにお話ししましょう 
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厶〇 

力 

クレィ II アスぜひとも。 

アテナィからの客人 あなたは このようにおっしゃるべきだっ たのです。「さてあなた、 クレテの法律が、ギ 
リシア人すベての間で ひときわ すぐれた名声を t えてい ると いうの も、 理由のないことでは f ません。 なぜ 
なら、 そ Q 在り方が正しいからです。つまり、 それを 用いる人び とを 幸福にするからです。 というの も、 それは 
善き もの Q いっさいをもたらす t です。ところで、 善— QS 11 種類 ある。 人間的な ものと 神的な ものがこ 
れです扩者は、後者の神的な善に依存しており、 したがっ て、 もしある 讓が より 大なる 善を 囊すれば、よ 
り-^なる善の方 もまたこれを 所有する ことになります が、 さもなければ、 両者とも奪われる わけです。 

さてより小なる善には、その筆頭に篇が立 ち、 二番 百に 美しさが、三雷には、 競走 その他すベての身体 
的諸運動に役立つ強さ、そして四番目に富が位しますが、それとて喜の¢2ではなく、思慮の同伴者となるかぎ 

4「微々たる一部分」とは、むろん「勇気」のことである 
が、 630 E において、「徳の一部分、それ もき わめて くだら 
ない一部分」と語られていることに照合する。 

5「盲目の 富」とは、富を 語るときの慣用的表現。 富は 「善 
きもの」であるが、善きものであれば、善きものの同族で 
ある善き人に向かうはずである。しかるにそれが多く 悪し 
き人に向かうのは、盲目のためである——という意味のこ 
とが古注に見られる。 


1「神聖な」の あとに 「立法」 (volioCDmqQ's) を 補う解•沢に^ 
う(リツター、アーペルトによる) 0 

2イングランドの解釈に従う。すなわち、 630 E 3 £ T 09 T 1 を 
「法律の種目」と解し、また0£01^>\;を、^4〇了8)<<0\;と 

対照させ、 men of that time の意味にとり、それを. TOC - S 

v 6 rocs と一緒に読む。 

3 「今しがた……ような方法で」 ( 631 A1-2 ひ qTTEP : . ;p s - 
Ps9a) を、「立派に . 」 ( A 1 T SJ V so ^ TOOVTi) の修飾と 

する(シユタルバウムによる〇 
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功 りにおいて、鋭い洞察力を そなえた富なのです。これに対し、神的な善のそもそもの筆頭に立つものは"叙知 
(思慮)であり、二番目には、知性を伴った魂の節度ある状態、第三番目には、この両者に勇気が混ぜられるとそ 
D こに正(齡が生じ、四番目に勇気が位するのです。そして、これらすベてのもの(神的な善)は、本性上、さきのも 
の(人間的善)より上位に位置づけられています。そうである以上、立法者もまた、そうした秩序において、これ 
らを 配置しなくてはなりません。 

つぎに立法者は、市民に対するその他のいろいろな法令が以上の善に着目していること、そのうち、人間的な 
善は神的な善に、神的な善はすべて、その指導者たる知性に着目していること、それらを市民に勧告しておかな 
E くて はなりません。そして市民たちが互いに縁組みをする結婚に関しても、またそれにつづく子供の出産と養育 
にあたっても、その子の男女の別を問わず、また若者であると年をとりやがて老齢に及ぶとを問わず、立法者は、 
その敬うべきを敬い、辱しめるべきを辱しめて、彼らによく配慮を向けねばなりません。すなわち、彼らの交わ 
632 りの、っさ(において、彼らの味わう苦痛や快楽や欲望を、またあらゆる情念(ヱロース)のうちでも激しい情念 
をよく観察監視し、法律そのものを手段として、咎むべきを咎め、たたえるべきをたたえねばならない。また. 

M りや 恐怖、 不運ゆえに魂に生じる動揺、幸連にめぐまれてその動揺からまぬかれるさま、さらに病気や戦争や 
貧乏のために——またはその反対の状況のために——入びとの味わうさまざまな感情、それらすベての場合にお 
B 、 て、立法者は、人それぞれの精神状態の美しいもの美しくないものを定義し、教示しなくてはならない。つぎ 
に立法者は、市民たちの蓄財と消費がどんな仕かたで行なわれているかを、監視しなくてはなりません。また、 
市 R のすベてがお互いの間で、自発的あるいは強制的に行なう集会や解散について、彼らがそのそれぞれを、お 
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互い同士 どんなふう に行なっ ている4、またどう V っ 場合に正不正が 保たれたり欠けたりしているか、 そうし，， 
ことをもよく 観察し なくてはならない。その上で、法律に従う者には名誉を 分かちあたえ、従わぬ者には定め 
られた刑を 科さねば な I。 f して 最後に、囯制がすべて完舍 とと Q えられたとき、死者 それぞれにす 
?-#- 一る 埋葬は どのよ4 仕かたで 行なわれるべきか、また彼ら死者たちにはどのよ— — —かちあた—べき 
か， それらを考察することになるのです。 

さて 法律 S — は、これら！見渡したあとで、二さい®制度®ため1を一 511 
に よつ て、ある者は正しい思わくによっ て 振舞うところの守護者を I 据えることになるで しょう。 その 目的は、 
知性がすべての制度を統轄す る二とに i て それらが節制と 正義に 従1、けっして？名誉心の もとに 屈 
しないように、するためなのです」 

モあなた方、わたしとしては、以上 Q よ—仕かたであなた方に説明してもらいたいと望んでいましたし、 


さ一 


丄日 .697 W では、「善きもの」が三つに区別されている。 
すなわち、①魂に関するもの、②身体に関するもの、③財 
産に関するもの。このぅち①は、今の「神的な 善」、⑧と③ 
は「人間的な善」にあたる。なお、「より大なる 善」と「よ 
り小なる善」は、もとより、「神的な善」と「人間的な 善」 
をさす。 

-この場合の「正義」は、 630 C の「全体にわたる正義」 
ではなく、徳の一部分としての正義である。 

>「集会」とは、いろいろな政治的集会を意味するのであ 


ろう。「共同食事」もその一つと考えられる。 

サ死者の社会的地位、功績にょる埋葬の仕かたの相違。 
d 「正しい思わく」については、たとえば『メノン』97 a 

sqq . 参照。 

U 以上 631 B からここまでの、アテナィからの 客人の話土、 
この後に展開される『法律』の主題の、紹介 的な 要約と 見 
る こと もできるであろう。たとえば、結婚や埋葬の ことは 
第四卷末尾において、結婚、出産は第六卷 において とりあ 
げられる、 とい うよ-'っに。 
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今 もなお、 それを望んでいます。 つまり、ミノスとリュクルゴスが 制定し、前者はゼゥスの法律、後者はピュテ 
イオス.アポロンの 法律と呼ばれている^のなかには、今述べた ことがらが どんなふうに とり 入れられている 
か、 そのことの 説明をしてほしいのです。 さらに また、そこになん ら かの配列がたもたれているにしても、その 
配列が、法律に精通している人にはそれとすぐにわかるが、 ——もっとも 技術によって精通するか、一種の慣れ 

によるかは問わぬまでも-、わたしたち門外の者にはいっこう明らかでないのはどうしてなのか、それも説明 

してほしいのです。 

七 

クレイニアス それではあなた、このあとは、どのように語るべきでしょうか。 

アテナイからの客人 わたしの見るところ、もう一度出発点から出直し、わたしたちがやり始めたときのよう 

に、まず勇気を養う制度のことを、くわしく話さなくてはならないでしょうね。それに つづいて、 もしお望みな 

ら、さらに別の種類の徳を、またさらに別の種類をというように、順次に調べてゆきましょう。第一のものをく 

わしく 調べたなら、それを手本にして、それ以外のものもそれにならって話合いながら、この道すがらのなぐさ 

みにしようではありませんか。そして徳のいっさいを扱ったあとで、もし神のお望みがあれば、わたしたちがこ 

( 2 ) 

i まで 話してきた ことの 目標も、じつはかのもの(徳)にあった ことを 明らかにしましょう。 

( 3 ) 

メギロス それはよいお言葉です。ではまず初めに、わたしたちの仲間、ゼゥスのこの賛美者を吟味してみて 
ください。 
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アテナイからの 客人そうしてみましょ、っ。ただし、あなたとわたしを も その吟味に含めてね。 だっ て、この 
話はわたしたちみんなに共通のものな e ですから。では答えてくださ(い)。わたしたちの主張によると、共同食 
事や体育は、戦いに着目して立法者によって考え出されたというのでした«.。 

メギロス そうです。 

アテナイからの客人— に第三、第四の工夫は何でしょう ( M 。 というの も、 おそらく、他の徳の諸部分につ 
いても、そのよ—やり方で数え上げて ゆくべき でしょうからね。 もっとも、 それを蘿分と呼ぶ か、— いは 
® の名前で呼ぶべきか、それはとにかく、その意味さえは っきり すればそれで、、 わナ です。 

メギロ K 第三の ものと おっしゃるなら、わたしは もとより、ラヶダイモン 人なら 誰しも、立法者は狩獵を考 
え出したと言うでしょう。 

アテナイからの客人 では第四のもの、できれば第五のものも、言って みようではありま亡しか。 

メギロス では、つ、ついてわたしが、第四のものをもあげてみましょう。それは、わたしたちス 。、レ タ 人の 間 
でひろく行なわれている、苦痛に耐えるための訓練なのですが、手による互いの格闘とか、そのつど大いに殴ら 


1 624A 参照。 

2 「これまで話したこと」とは、 631D 〜 632D の内容。ま 
た「かのもの」は「徳」と解する(シユタルバウ ム、リツ タ 
—、ア—ペルトによる〇 * 

3 「ゼウスの賛美者」とは、むろんクレイニアスのこと。 
クレテの法律は、ゼウスの子ミノスによって制定されたか 


らである。 

4 ここでは両人に話しかけられているが、以下の問答では、 
主としてスパルタ人メギロスが しばらく 答える。 

5 むろん、「勇気の訓練法」の第三、第四の工夫は何か、と 
いぅことである。 
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れながら行なわれ^ i あの _ などに、それが見られます。さらに秘密任務(クリュブティア)と 呼ばれ、 忍耐にか 
C けてはすさまじい労苦を伴.っもの—ります。それに従事する ものは、 冬は，で 歩き、 寝具なしで 眠り、 従者を 
従えずに自分で自分の世話をし、昼夜の別なく全国土をわたり歩く わけです。 さらに また、 あの裸の祭典(ギュ 
ムノ ，、イ ディ ( ri . ) においても、猛暑の 威力と闘う のですから、わたしたちには大いな る 忍耐を要します他にも 
ありとあらゆる ものがあって、それらをいちいち述べていたのでは 、おそらくき りがないで しょう。 

アテナィからの客人 二れは見事な話しぶりです、ラヶダイモンのお 方。ところでその勇気です が、さあ、 わ 
たしたちは 二れ を どう 籠した も S でしょうか。ただ単純に、恐怖と墓に対する戦いと®み定義したものでし 
ょうか。それとも さらに、巧みにへつらう 誘惑者た る 欲望 や 快楽に対しての戦いを も 含めた ものでしょう か。 そ 
のへつらいこそは、謹直を旨とする人の気概すらも、®のように 軟化 させてしま■っもので すが。 

メギ ロ ス わたしは後の方 だと 思います。つまり、それらいっさいに対する戦いです。 

M 丁ナイからの客人と ころで、もしさきほどの言葉がわたしたちの記憶に あるなら、 このクレイニアスはこ 
う 言われましたね、国にせよ人にせよ、自分が自分に負ける ことがある、 とね。そうではなかったでしょ、 っか、 
クノソ スのお方。. 

クレイニアスそのと おりです。 

アテナイからの客人と ころで、わたしたちは、苦痛に負ける者だけを「劣った」と言うのでしょう か。 それ 
ともさら に、快楽に負ける者をも、そう言うのでしょうか。 

クレイニアス 少なくとも わたしには、むしろ快楽に負ける入の方こそ、そうだと思われます。わたしたちは 
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誰しも、苦痛に負ける人より、むしろ快楽に負かされる人の方を、恥ずかしい仕かたで自分自身に負けている、 
と言うでしょう。 

アテナイからの客人だとすれば、かのゼゥスにつながる立法者(ミノス)や、ピュティオス•アポロンにつな 
がる立法者(リュクルゴス)が、まさか勇気を、びっこなものとして制定したりはしなかったでしょうね。つまり、 
ただ左側のものに対してだけ抵抗する能力をもっていて、右側の、巧みにくすぐるもの、媚をふりまくものに対 
しては、抵抗できないようなものとしてね。いやむしろ、両方に抵抗できるものとしてでしょうね。 

クレイニアス少なくともわたしは、両方に抵抗できるものだと主張します。 

アテナイからの客人それでは、もう一度話をもとへ戻し、あなた方お二人の国家には、快楽の方を避けずに 
享受してゆく制度として、どんなものがあるのか、それを話してみようではありませんか。ちょうど苦痛の場合 
に、これを避けず、むしろ苦痛の真只中に人を連れこみ、強制したり、あるいは名誉を手段に説得したりしなが 

第四卷(八〇)は、武勇を認められて自由人になった奴隸た 
ちほぼ二千人が、誰にも分からぬ仕かたで殺されたことを 
伝えている。 

4 「裸の祭典」とは、アポロン、 アルテミスに 捧げられた、 
一種の宗教的行事としての舞踊である。毎年夏に行なわれ、 
成年、青年たちで行なわれる。前六世紀頃の行事とされて 
いるが、のちにはしだいに宗教的意味を失い、酷暑に耐え 
る忍耐力を競い合う競技になったという。 


1 633 W 8 yiy vsdvsv は yiy vondvss と読む(アストにょる〇 

2 たとえば、プルタル コス 『英雄伝』「リュクルゴス」(一 
七)には、スパルタの少年たちに課せられた、食料品その他 
の盗みの訓練のことが語られている。 

3 『英雄伝』「リュクルゴス」(二八)にょれば、この「秘密任 
務」とは、奴隸たちをひそかに殺窖する使命をおびた者た 
ちのことで、昼間は人目につかぬところに身を隠し、夜に 
なると 殺害に出かけるといぅ。トゥキュディデス『歴史』 
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ら 、その 苦痛を 征服 させた制度のようにね。それと同じような制度が、快楽に関しては、いったいあなた方の法 
B 律の どこに制定されているのですか〇さあ、お話しになってください、同じ人を、苦痛に対しても快楽に対して 
も ひとしく 勇気ある者たらしめる制度、そして、勝つべきものに勝つとともに、自分自身に最も身近で、最も困 
難な敵にも断じて負けぬ者たらしめる制度として、いったいどのようなものが、お国にはあるのですか。 

メギロス さあそう なります と、あなた、苦痛に抵抗するために制定された法律なら、たくさん話せたわけで 
すが、快楽についての顕著で規模の大きい例を話すとなると、そううまくやれそうにありません。もっとも規 
瞜の小さい ものなら、 おそらく困りはしないでしようが。 

クレイニアス わたしの 方に したと ころで、 クレ テの法律において、そういう種類の例を、苦痛の場合のよう 
に明らかに示すことは、できないようです。 

1 ) 

アテナイからの客人ごもっともです、あなた方、それもべつに驚くにはあたりません。だがそうとなれば、 
わたしたちの 誰かが、真実のもの、最善のものを見つけたいばかりに、たとえお互いの祖国の法律を多少非難す 
ることがあっても、気持をそこねず、穏やかに互いの話を受け入れることにしようではありませんか。 

クレイ||アス もっともな お言葉です、アテナイのお方。わたしたちはそれに従わねばなりますまい。 

アテナイからの客人それというの も、 ねえ クレイ ニアス、そんなふうに気持をそこねるのは、わたしたちほ 
どの年齢ともなると、ふさわしくはありません からね。 

クレイ||アス ええ、たしかにね。 

アテナイからの客人 さて、ラケダイモンやクレ テの国制に対する、ひとの批判が正しいかどうかは別の話と 
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して、ともかくも世間の口にのぼることを伝えるとなると、あなた方お二人より、おそらくわたしの 方が、 ずっ 
とやりやすいでしょう。それというのも、あなた方のお国では、じっさい法律のことはなかなか立派に整備され 
ていますが、なかでも最も見事な法律の一つに、こういうものがあるからです。つまり、どの法律がよ l /'' かわる 
L " R の吟味はどんな青年にも許さず、むしろみんなが、声を一つにし口を合わせながら、、，っ さ、 の法律 i 、 
神々が制定者である以上立派に制定されている、と言うようにさせています。そして、もし誰か別の意見をなす 
ものがあっても、それに耳を傾ける者をそのまま許してはおきません。またもし誰か 老人が、 自国の法律に関し 
てなにか審議する場合には、そのような議論は、青年が一人もいないところで、役人や同年輩の老人相手にする 
ようにさせている、ということです。 

クレィニアス まことに、あなた、おっしゃるとおりです。あなたは、さながら予言者のように、当時それを 
制定した人 S 図を、それから遠く隔っている今、ぴったりと言いあて、そ P くりそのまま話しておられるよう 
に思われます。 

アテナィからの客人 では、今わたしたちの間には青年もいないことですし、また、わたしたち自身は老齢で 
もあるの？ から、 お互いの間だけ？ととしてその法律問題を 話 合う分には、二れという過ちをお tu 、 な 
いものとして、立法者から見のがしてもらえるのではないでしょうか。 


1アテナィ、スパルタ、クレテ、いずれの法律にしても、 ろくにはあたらない、 といぅ 意味か0 
現実の法律はけっして完全なものではないのだから、 おど 


79 



D 


C 


B 


( 635 ) 


クレィ11アス それはそうですよ。その理由からも、ためらわずにわたしたちの法律を批判してください。と 
いうのも、多少でも立派でない点を認識するのは、けっして不名誉なことではありません。むしろその言葉を、 
恨みを抱かずに好意をもって受け入れる人には、その認識から、矯正の可能性も生まれてくるのですから。 

八 

アテナィからの客人 そのとおりです。とはいえ、わたしは、できるかぎり確実な仕かたでよく調べてみるま 
では、けっして法律への批判を口にはしないつもりです。むしろ疑問の点だけをお話しいたしましょう。という 
のも、わたしたちの聞き及ぶかぎりでは、ギリシア人と異国人の間で、ただあなた方のお国の立法者だけが、最 
大の快楽や娱楽からは遠ざかって、これを味わってはならないと命じているのです。しかもその立法者は、他方 
苦莆ゃ a 布に関しては、今しがたわたしたちが言ったように、こんなふうに考えているのですからね、ひとが子 
供の頃から、もしそれらを逃げてばかりいたのでは、いざ避けがたい労苦や恐怖や苦痛に出逢いでもすると、そ 
れこそそこで鍛えぬかれた相手から逃げまわり、やがてはその奴隸になってしまうことだろう、とね。だが、わ 
たしは&うのですが、同じ立法者であれば、快楽に対してもまた、まさに同様の判断をもって、自分自身に対し 
こう言うべきだったのです、— 

もしわたしたちの市民が、若いときから最大の快楽に無経験であるなら、そして、快楽にのぞんだときにそれ 
を抑制し、どんな恥ずかしい行為も意に反しては行なわないだけの訓練を受けていないなら、彼らはやがて、快 
楽に対処する甘さゆえに、凡3怖に打ち負かされる者と同じ目にあうだろう。つまり、快楽にのぞんで抑制のでき 
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る 者や快楽にかけて は 熟達して いる 者たち、 I ときに 根っからの悪党で あるが I 、そう(う者たちの奴隸こ、 
しかも さきとは 別の もっと 恥ずかしい仕かたで 奴隸になるだろう、と。またその魂は、一面では奴隸 的、他 ®で 
は自由ということにな って、無条件に勇敢かつ 自由と呼ばれるには値しないことになるだろう、と。 

さて、今言われたことで、多少と も あなた方に もっともと 思われる点があるかどうか、 ひとつ 考えてみて くだ 
さい。 

クレイニアス お話をうかがっている分には、もっともと思われる点もあるのですが、しかし、こ U どの 

題を#，雑作に ft じこむのは、むしろ年の若い、考えの足らぬものの する ことにな りそうですね。 

アテナイからの客人 それは ともかく、 クレイニアスとラケダイモンのお 方、 さきに提案したもののうち、次 

項の話にうつるとして、 つまり、勇気のつぎに節制のことを話そうというわけですが-、その面でお国の 

国制には、無計画な統治をうけている国の国制にくらべ、さきの戦いについての制度同様にす ぐれた点を、なに 
か見出すことができるのでしょうか。 

メギロス それを見つけるのは、そう容易なことではないでしょう。とはいえ、共同食事と体育 丈、 それら 
(勇気•節制)両面の徳を目的として、なかなか巧みに考案されている ように 思われ もしますが。 

アテナイからの客人 ええ、たしかに、あなた方、国制のことでは、理論と実行の両面において ひとしく 反論 
の余地のないものにするのは、なかなか困難な ことのよ うですね。 というのも、 事情は おそらく 身体の 場合に 似 


1 CNoocn > cr\rnis &を、「その理由から」の意味にとる(シユタルバウムによる)。 
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岣ており、—一つ S 方をある一つ—体に指示すると、その同一の処置は—って、われわれの身体のある面 
に±益になっても別の面には明らかに害をおよぼす、ということにならざるをえないものですが、それと似た事 
6倩があるの^#。たとえば、それら体育や共同食事にしても、現在他の諸点では国家に利益をあたえているにせ 
よ、内乱を起こしやすいという点では、危険なものなのです、 ミレトス、ボイオティア、トゥリオイの若者 
たちが、このことを明らかにしていま (- ri ——。加うるにその制度は、昔からのしきたりともなると、人間のみな 
らず動物にも本来そなわっている 愛欲 s 快楽を、駄目にしてしまっているように思われます。その二との責めは、 
C まず第一にあなた方の国が、さらに、とりわけ体育に身を入れている国々が、負わされることになるでしょう 
そして、この考察を戯れとみるべきか大真面目とみるべきかはともかく、このことはよく考えておかなくてはな 
りません。すなわち、女性と男性が出産のための交わりを結ぶさいにあたえられている快楽は、自然に従ったも 
のと思われますが、男性が男性と、女性が女性と交わるときの快楽は、自然に反したものであり、それを 最初に 
D 行なった人の大胆さは、快楽の節度を失っていたためのように思われるのです。だからわたしたちはみな、ガーー 
ユメデスにまつわるあの 1 MA をしたのはクレテ人だと言って、彼らを非難しているのです。とい、っのもクレ 
テ、±、自分たちの法律がゼウスに端を発していると信じこんでいましたから、そのゼウスの不利になる 物語を 
も法律につけ加えたわけで、それは、ゼウスにあやかって、同性愛の快楽を楽しもうという目的からだったとい 
うのが、わたしたちの見方なのです。 

ともかく、その物語のことはそれぐらいにしておきましょう。ひとが法律について考察をめぐらすとき、その 
考察のほとんどすベては、国家の場合と個人の性格の場合とを問わず、快楽と苦痛のことで占められています。 
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というのも、それら快楽と苦痛は、二つの泉として、自然のまま流れるにまかされているものですが、その水を、 
しかるべき所から、しかるべき時に、しかるべき分量だけ汲みとる者は、国家であれ個人であれ、 いや生きて い 
る者はすべて、ひとしく幸福になる。しかしそのわきまえなしに、しかるべき時にはずれてこれを汲みとる者は、 
幸福に反する仕かたで暮らすことになるからです。 

九 

メギロス お話は、あなた、なかなか見事でした。じっさいそれに対して何と言うべきか、わたしたちは言葉 
に窮するほどです。だがそれにしても、ラヶダィモンの立法者が快楽を避けるように命じているのは、少なくと 
もわたしには正しいように思われますし、 クノ ソスの法律に関しても、もしその気があれば、この方が援護され 
るでしょう。ともかく快楽に関するスパルタのしきたりは、世にも見事に制定されている と、 わたしには思われ 

について』 (5940) に語られている。 

3 636W 4 ■ TTp Aal 6 v v 6 piov は Tr p'ASosv v 6 ulliov に、 B5 KaTQ- 
言〇 - lv , TQ-S Ttep'i TQ-d-e- . fls . は TQ-S KaTQ- - e - c'alv TT-S i TQ-d-e- . fls. 
と読む(ィングランドによる ) o 

4 ガニュメデスは、 トロイア王トロスの 息子で、 ひときわ 
美しい少年であったが、ゼウスは鷲に姿をかえてこれを掠 
奪し、天上における饗宴で、酒の給仕をさせたという。の 
ちこれが同性愛の口実として使われるようになった0 


1 イングランドも指摘しているょぅに、 636 A 6 の KaoQ'TTEP 
4 VT0Tsq 8'T: a2v は、多少落着きがわるいが、訳文のょぅな 
•意味にとることは不可能ではない。 

2トゥリオイにおいて内乱を起こした若い人たちが、戦争 
に熟練していたことは、アリストテレス『政治学』第五卷 
(一 307 o *6 sqq .) で語られている。 また、 ボイオティアのテバ 
ィにおける反乱者が、体育場での訓練中に情報を交換し策 
を立てたことが、ブルタル コス 『ソクラテスのダイモーン 
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るので す。 というの も、 わたしたちの法律は、最大の快楽や倨倣やありとあらゆる愚行に、とりわけ人がおちい 
りやすい機会を、全国土から追放しているからです。田舎であれ町であれ、いやしくもスパルタ人の配慮が届い 
ているところでは、酒宴はもとより、それに伴うあらゆる快楽を最大限にあおり立てるいとなみなどあなたの 
お目にとまりはしないでしょう。また、酔っばらって騒いでいる者に出あえば、誰もが直ちに最大の罰を科そう 
とするでしょう。ディオニュソスの祭りを口実にし'てぐその者を放免することはできないはずです。 もっとも、 
あなたのお国では、そういう連中が卟取に乗ってい%)のを、かつてわたしは見かけたことがありますし、また、 
わたしたちの植民地 タラスでも、 町中が、ディオーーュソスの祭りで酔っばらっているのを、見かけたことがあり 
ました。しかしわたしたちのもとでは、そういうことはけっしてありません。 

M 丁ナイからの客人ラヶダイモンのお方、その種のことはいっさい、多少ともそこに抑制が あれば、 それで 
よしとせ^ボならぬことなのです。もっとも抑制がきかなくなっては、それこそ馬鹿げたことになりますが。早 

( 3 ) 

ヽ S 、 わたしの国の 者なら、自己弁護をしようとして、あなたのお国の女たちの放縦を指摘し、あなたに食って 
かかる.^もいるでしょ、 っ〇じっ さい、すべてその種の風習に対しては、タラスで も、 わたしの国で も、 またあな 
たの 国でも、一様に次の ような 一つの答えがそれを弁護し、「その風習はそれでよ く、 べつにとがめるほどでもな 
ヽ」と、 これを見のがしてくれるように思われます。つまりその一つの答えですが、誰し も、 自国の風習の異様 
さに 驚いている外国人に答えて、こう言うでしょう。「驚くことはありません、 あなた、これがわたしたちの国の 
習慣なのです。おそらくあなた方のお国にも、やはりこのことで、別の習慣がおありでしょう」 と。 

しかし、ねえあなた方、わたしたちの目下の議論が問題にしているものは、立法者以外の他の人たちのことで 
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はなく、立法者その人の功罪なのです。だからそのためにも、酒の酔いを全体としてとりあげ、さらに話をすす 
めてみようではありませんか。なぜなら、その風習はけっして小さなことではなく、それについて見識をもつこ 
とは、凡庸な立法者のできることではないからです。もっともわたしの意味していることは、およそ酒を飲むか 
飲まないか、などということではありません。むしろ、酒の酔いそれ自身に関して、たとえばスキユティア人や 
ペルシア人、さらにヵルケドン人やケルト人やイベリア人やトラキア人など、これらはすべて好戦的な民族です 
E が、彼らのやり方に従うべきか、それともあなた方のやり方に従うべきか、という問題なのです。というのもあ 
なた方の方は、お話のように完全な禁酒をしていますが、スキュティア人やトラキア人は、男女の別なく、まっ 
たく生のままの酒をやりますし、それを衣服にふりかけ、そうすることで美しく幸福な風習を営んでいるとさえ 
思いこんでいるのです。またペルシア人は、以上の民族よりずっと秩序を守ってはいるものの、酒に加えて、あ 
なた方の追放している贅沢をも大いに享受しています。 

638メギ ロスです が、 ご存知の ように、 ひとたび武器を手に すれば、わたしたちは、 彼らすベてを追い散らしま 
すよ。 

3 スパルタの娘たちが、足や手に衣類をまとわずに、青年 
たちと一緒に、体育や競技を行なうことを指す。 

4 63 00 A 1 メギロスの「ご存知のように」、および A 3 アテ 
ナイからの客人の(次べージー行目の)「あなたともあろう 

お方が」は、それぞれ、 a \ 38 Al €-> A - s > qTe , A 3 <5>-§ # 1ctts の 5 
訳語。 8 


1あるいは、「デイオニユソスの祭りといえども、しかるべ 

き言い分けをして、彼を . 」といぅょぅに、「デイオニユ 

ソスの祭り」を主語にすることもできる。 

2 デイオニユソスの祭典では、酔っばらった人びとが、山 
車にのって行列を行ないながら、周囲の人び とに 下卑た言 
葉を投げかける風習が、アテナイで行なわれていた。 




c 
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T テナイからの客人 あなたともあろうお方が、そういうことをおっしゃってはこまります。だって敗走や追 

撃には、理由不明のものがこれまでにもたくさんありましたし、今後もあることでしょう。ですから、戦闘の勝 

敗を語ってみたところで、それをもって良風悪風の明瞭な規準とすることはできないでしょう。むしろそれは、 

多分に異論の余地を残します。なぜなら、戦えば大国は小国に勝ち、これを隸属させるのがつねですからね。だ 

から、シュ ラクサイ 人はかの ロクリス 人に勝ってはいるものの、その ロクリス 入こそは、その地方で最もすぐれ 

( 1 ) 

た法律をもっていたようですし、またアテナイ人はケオス人に勝- P ています。他にもそうした例を、わたしたち 
はたくさん見出すことができるでしょう。 

そこでわたしたちとしては、風習そのものを一つ一つ話にとりあげることによって、お互いを説得するように 
してみましょう。これに対し勝敗のことは、当面の議論からはしばらくおき、しかじかの風習が美しく、しかじ 
かの風習が美しくないのはどういう意味か、ということを話すことにしましょう。だがその初めに、いささかわ 
たしから聞いてもらいたいことがあります。それらの風習について、その有用か否かを探究すべき、その方法の 
ことなのです。 

メギロス いったい、どんな方法を意味しておられるのですか。 

- 〇 

アテナイからの客人 わたしの見るところ、なにかある風習の議論をする場合、その話が出るとすぐさまこれ 
を非難したりほめたりしようと身構えている人たちすべてのやり方は、けっして適切なものとは思われません。 
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そういう人たちは、まるで次のような人たちと同じやり方をしているわけです。誰かが、チし x '2 はよい食物だと 
ほめると、ただちにそのチーズを悪く言う、しかも、その効用や使い方 I どんな仕かたで、どんな、こ、どう 
いうものと一緒に、どういう状態のものを、どういう状態のときに適用すべきか I をよく聞きもしな (で、 た 
だちに悪 i ?? っな人ですね。ところが今 Q 議論においても、わたしたちは、それと同じことをしているよう 
に田心われる のです。 と V っ Q も、酒 G 酔いというただそ Q 墓を聞いただけで、一方はただちにこれを非難し、 
他方はほめているわけで、二れは、まったくもって不当なやり方だと田心われます。どちらの側 も、 証人なり称® 
者なりを引合いに出し、 S 説を支持するわけですが、一方は、提供する証人の数が多いという理由で、その 話に 
権威が あると 主張し、 他方は、 戦閱 では酒を飲まぬ者が勝つのをこの目で見ているから と、 それを理由にもち 出 
す。 だがこの後者の説もまた、わたしたちには異論の 余地が あるのです。 

ですから、もし 他の風習に ついても、それぞれそうしたやり方で話をすすめて ゆく とすると、それは、少なく 
ともわたしの意には、そわぬことになるでしょう。むしろそれとは 別の、 わたしによいと思われるやり方で、こ 
の 当面の問題、 つまり 酒の 酔いについて話してみたいと思います。そのさいできれば、ぉょそこの 種の 風習を扱 


シユラク サイ人が ロクリス 人に勝った といぅのは、 おそ 厳格な法律を指す。『テイマイオス』 20 A にもふれられて 
らく、前 1 七/六年デ イオ -M シオスー ー世が、デイ オン いる。また、 ケオ K 人も、その法律風習のすぐれていたこ 
のためにシユ ラク サイを追われ、母国 ロクリスを 占領した とでよく知られていた。アテナイの勝利がいつの ことを 指 
ときのことであろぅ。 ロクリスの 善い法律とは、前六六〇 すのか、不明0 

与頃のザレウコスによって制定されたものと言われる、 2 63 00 C 5 TTCPO 0 S は TCPOC - S と読む ( n ルナ リウスによる )0 
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う正しい方法となるものを、明らかにしたい とも 思っています。というのも、そうした風習に関しては、数え切 
れぬほどたくさんの種族が、あなた方両国に異議を申し立て、言論の一戦をまじえて くるでしょうからね。 

メギロス それは もう、もしそういう 問題の正しい探究法があれば、ためらわずに聞かなくてはなりません。 

アテナイからの客人 では、およそ次のようなやり方で考察してみようではありませんか。いいですか、一方 
で山羊の飼育を、山羊という動物そのものはよい家畜だと言ってほめたたえる者が いると、 他方別の 者は、 山羊 
が群れから離れ、農作地で草をはみ、害をはたらいているのを見て、これを非難するとしましょう。さらにどん 
な動 初こ. せよ、その番人がいなかったり、感心できぬ番人がついていたりするのを見て、同じようにその動物を 
非難するとしましょう。そんな場合、わたしたちは、そういう人の非難を、多少とも正常と見なすでしょう か。 

メギロス どうして 正常と見られ ましょう。 

アテナイからの客人 では、航海術の知識 さえわきまえて おれば、船酔いをしようとしまいと、とにかくその 
人は、わたしたちが船にあるときの有能な支配者となるのでしょうか。それともどう言ったものでしょう0 

メギロス けっしてそんなことはありません。かりにも彼が、その技術のほかに、まさにあなたのおっしゃる 
病状をもっていては。 

アテナイからの客人 では、軍隊の支配者はどうでしょう。たとえ彼が臆病で、危険にのぞめば恐怖という酔 
、で、船酔い同然の症状をおこそうとも、戦いの知識さえあれば、支配するに足る者なのでしょうか。 

メギロス どうしてどうして。 

アテナイからの客人 さらにその 技術も わきまえぬ上に、 臆病でも あると すれば。 
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メギロスまったくの無能者ですよ、あなたが言っておられるのは。男たちを支配するどころか、女たちでも 
とりわけ女々しい女を支配する輩です。 

アテナイからの客人では、 ほんらい支配者がそなわっている集団、また支配者がそなわっておれば有益であ 
る集団、それがどんな集団であれ、そういうものがあるとして、それを称賛したり非難したりする人がいるとし 
ましょう。 その人が、支配者を得て立派な集り方をしているその集団の姿を見た ことが なく、支配者がいないか、 
あるいは感心できぬ支配者，を得て集まっている姿ばかりをいつも見てきているとすれば、 どうでしょうか。、， っ 
たい、 そのような集団のそのような観察者が、多少とも意味のある非難 や 称賛をする だろうと思います か。 

メギロスどうして思われましょうか。少なくともその観察者が、その集団の立派に行なわれている姿を、 

つて一つとして見たこともなく、またそれに加わったこともなかったとすれば。 

アテナイからの客人さて、 そこでですよ。そういう集団にはたくさんの種類があるでしょうが、 fc み仲間や 
酒宴 も、 その集りの一つとすることができるでしょうか。 

メギロスそれはもちろんです。 

アテナイからの客人 ところで、その集りの正しく行なわれている姿を見たことのある人が、そもそも誰かこ 
れまでにあったでしょうか。もっとも、あなた方ご両人としては、いともやすやすと、「いまだかつて見た こと 
はない」とお答えになるでしょう ね、 ——だってそういう集りは、あなた方のお国の習慣にはないことですし、 

また法の認めることではないのですから-、しかしわたしは、たくさんの場所で、たくさんのものに 出くわし 

E ていますし、その上ほとんどそのすべてを、 よく 吟味もしてみました。しかも、 あらゆる 点から見て正しく行な 
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われて、-るのは、ほとんどどれ一つとして、見たことも聞いたこともありませんでした。もっとも、部分的には 
とるに足らぬ点で正しく行なわれていたとしても、たいていの場合、いわばほとんどが間違っていました。 

クレイニアス その言葉は、あなた、いったいどういう意味なのですか。もうすこしはっきりとおっしゃって 
ください。というのもわたしたちときては、あなたのお話どおり、そういったことには無経験なものですから、 
たとえその場に出くわしたとしても、そこで行なわれていることが正しいかどうか、おそらくすぐには認識でき 
まいと思います。 

アテナイからの客人 もっともなお言葉です。ではわたしが話しますから、理解するようにしてみてください。 
このことは、あなたもおわかりになるでしょうね。どんな行為にしても、それが会合や集会のかたちをとると、 
いかなる場合も、その会員各人にとって支配者のいるのが正しい、ということです。 

クレイニアス それはむろんわかりますとも。 

アテナイからの客人 さらに、今しがたも言ったことですが、戦っている者の支配者は、勇敢でなくてはなり 
ません。 

クレイニアス むろんのことです。 

アテナイからの客人 ところで、勇敢な者は、臆病な者よりも、恐怖で心を乱すことがすくないものです。 

クレイニアス それもそのとおりです。 

アテナイからの客人 そこで、もし、 まったく 恐れず心も乱さぬ者を、将軍として軍隊の指揮にあたらせる手 
® があるとすれば、わたしたちはなんとしてでも、それをやってみるのではないでしょうか。 
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クレイ11アス それはもう大いに。 

アテナイからの客人 だが、今わたしたちが話題にしているのは、戦争で互いに敵同士として交わる軍隊を支 
配する者ではなく、平和のとき、友人同士となって互いに友誼をかわし合う集りを、支配すべき者なのです。 
クレイニアスそのと おりです。 

C アテナイからの客人 しかしそのような集会は、かりにもそれが酒の酔いを伴えば、混乱なしには すまされま 
せん。そうではありませんか。 

クレイニアス むろん、そうです。いや、 きっと 正反対の騷ぎ となるでしょう。 

アテナイからの客人 すると、彼らもまた、まず最初に、支配者を必要とするのではありませんか。 

クレイニアス しますとも。どんな場合にもましてね。 

アテナイからの客人 すると、できれば騷ぎをおこさぬ入を、そうした支配者として用意すべきなのでしょう 

ね。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 さらにまた、思うに、その支配者は、少なくともその集会に関して、心得のある人でな 
D くてはなりません。なぜならその人は、現に彼らの間にある友情の保護者となるばかりか、さらになお、そのと 
きの集会を通じて、将来いっそうの友情が生まれて くるよう に、配慮す る 人ともなるのですから。 

クレイ||アスまったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 そうなると、素面で知恵のある者を、酔っている人びとの支配者に立てるべきであって、 
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その反対であってはならないでしょうね。というのも、酔っばらっている連中の支配者となる者が、これも酔っ 
ぱらっているばかりか、若くて知恵がないとしたら、それでなにかとんでもない失態を やら かさずにすめば、そ 
れ こそ、 大いなる幸運としなくてはならないでしょう。 

クレイニアス それこそ、よほどの幸運ですね。 

アテナイからの客人 すると、そうした 集会が、 国のなかでこの上なく正しく行なわれている場合、なお 誰か、 
その事自体に難色を示してこれを非難する者があるなら、おそらく彼の非難は、正当ということになるでしょう。 
しかしもし誰かが、この上なく誤った扱い方をされているその風習の姿を見てこれを罵るのであれば、その人は 
明らかに、まず第一に、その風習が正しい仕かたで行なわれているのではないということを知らずにいるのだし、 
第二に、何事にせよそういうふうに、素面の主人や支配者ぬきで行なわれる場合には、わるく見えるものだとい 
うことについても、無知でいるのです。いや、それともあなたには、このことがおわかりになりませんか。舵取 
りばかりか、その他およそ何事の支配者にせよ、その当人が酔っばらっていたのでは、舟、戦車、軍隊を問わず、 
またその人の操縦にかかるものが何であろうと、そのいっさいを、彼がくつがえしてしまうということをね。 

II 

クレイニアス そのことは、まことにおっしゃったとおりですよ、あなた。ですが、つづいて次のことを、わ 

( 1 ) 

たしたちに話していただきたいのです。もしその飲酒のしきたりが正しく行なわれるなら、それはわたしたちに、 
どのような善をもたらしてくれるのでしょうか。たとえば、今しがたもわたしたちの話に出たことですが、 もし 
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軍隊がしかるべき指揮を得ると、それに服する者たちの上に、戦いの勝利が生じてくるで しょうが、二れはささ 
いな善ではありません。他の場合もまた同様です。では、もし酒盛りが正しい仕かたで指導を うける 場合、固人 
あるいは国家に、どのような大きい善が生じてくるのでしょうか。 

アテナイからの客人 それなら、これはどうです？もし一人の子供あるいは一つの歌舞団が、しかるべき 仕 
かたで教育を、っけた場合 、 ft どれほどの大きな 善が国家に 生じるかを、わたしたちは f っことができるで 
しょう か。， i や、 そのような 質問を うけた 場合、 わたしたちの答えはこうなるでしょう。一つの 場合から国家に 
生じる 利益は、微 々たるものであろう、 とね。 し t もしあなたが、一般的な言い方をして、多くの人が教育を 
うける 場合、 その 教育は国家に どのような大きな 利益を もたらすか、と質問されるのであれば、 こう 答えるのに 
困難は t ません。 善い教育を うければ、 善い 人間になる。そして善い人間になれば、他にもいろいろと立派な 
振舞いを するでしょう が、 なかん ずく、戦えば敵に 打ち勝つことができるだろうと。 

こうして教育は勝利をもたらしますが、しかし勝利の方は、ときに無教養をもたらすことがあります 。と、， 
うの も、 戦いの勝利ゆえにいちだんと騎慢になり、その騎 り ゆえに、他の無数の悪徳にみたされた人びとは、た 
くさんいるので すから。 その上、教育の方は、いまだかつて「カドモスの末裔の ごと1勤」 に終ったためしは 
ありま せんが、 しかし勝利の多くは、人間にとって、過去においてもそのようなものであったし、降 来に“。、 て 

1 641 A 4 o 6 pe 6 v は 6 pf と 読む(シャンッによる)。 ころの、一種の諺のご— となっ ている。 テバイ 〇且 
2「カドモスの末裔の ごとき 結果」 とは、 勝利者の 方が、 敗 カドモスの末裔たち(エーア ォ クレス、ポリ，,ネイヶスたち ^ 
北者より、多くの損失を こうむるような 勝利を意味す ると が 互いに殺し t た故事に由来しているので あ言。 
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もそのようなものとなるでしよう。 

クレイニアス これはこれは、あなたの話しておられることは、酒をかこんでともに閑談の時を過ごすことも、 
それが正しく行なわれるなら、教育に寄与するところじつに大である、ということのようです ね。 

アテナイからの客人 そのとおりです。 

クレイニアス ではつづいて、その今の話は真実であると、おっしゃれるのですか。 

アテナイからの客人 それはあなた、多くの人びとが異論を申し立てているときに、「しかし真実はそのとお 
りで ある」 と断言するのは、 神さまの 仕事です。だが、「わたしの見るところではどうか」を言わねばならない 
とすれば、言い惜しみをするつもりはありません。かりにもわたしたちは、今はもう、法律と国制についての議 
論にかかりはじめているのですからね。 

クレイニアス まさにそのこと なのです よ、 わたしたちが 知ろうと つとめているのは。目下いろい ろ 論争され 
ている その 事についての、あなたのご意見を知りたいのです。 

アテナイからの客人 では、お互いにつとめなくてはなりませんね、あなた方の方は議論を理解するように、 
わたしの方はなんとかそれを明らかにするように、力を尽してね。まずはじめに、次のことを聞いていただきた 
ヽ〇 

ギリシア 人一般の見る ところによれば、 わたしたちの国は言論好きでおしゃべり、 ラケダイモンとクレ テは、 
前者は寡言、後者は饒舌より思慮の豊か さを 養っている、 とされて います。ですから、酒の酔いという些細なこ 
とがらをとりあげて 長広舌の説明をついやし、小事に多弁の印象をあなた方にあたえはすまいか、 と 気にかかり 
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ます。ところが、酒の酔いというこの問題を、本来の正しさで扱おうとすれば、音楽•文芸の正し さを ぬきにし 
ては、 明瞭なことも 充分な こと も、 その 議論で把握す ることはできないでしょうし、その音楽•文芸はまた、教 
育の 全般を ぬきにし ては、 それができないでしょう。そうなるとそれは、まことに長い議論を必要とします。そ 
こで、 どのようにしたものか、 一つ 考えてみてください。さしあたって今は、それらのことがらに触れないで^ 
き、 法律に 関するなにか別の 議論に移って はどうでしょうか。 

メギロスアテナイの方よ、あなたはおそらくご存知ないのでしょうが、わたしの家は、たまたまあなたのお 
国の代理領事(プロクセノス)になっております。ところが、おそらくどの子供の場合でもそうでしょうが、自分 
の家がある国の代理領事だと聞かされると、まるで自国につぐ第二の祖国に対するようなその国への一種の好意 
が、わたしたち代理領事のどの子供にも、ごく若いときからしみこんでしまうものです。まさにわたしの場合に 
も、それとまったく同様のことが、生じてきました。というのは、ラケダイモン人がアテナイ人を、多少とも非 
難したりほめたりして、「おおメギロスよ、君たちが代理領事になっている国(アテナイ)のわが国へのやり方は、 
よくなかったね」とか、「よかったよ」などと語ると、それをほんの子供の口から聞かされても、耳にするたび 
にわたしは、あなた方のお国に味方をして、お国を非難する人たちとそのために争ったもので、おかげですっか 
り好意をよせてしまったのです。ですから今でも、あなたのお国言葉のひびきは好ましい し、 また、世間の人の 

122 A 7 7 rols ) p £ v のあとにセミコロンを付し、； B1A 6 yov 表者として、その国から来た居留民や、その国の使節その 
のあとの終止符を疑問符にかえる(ビュデ版による)。 他要職 者が訪れてきたとき、彼らの世話をする家柄である。 
2或る国の代理領事(プロクセノス)とは、その国の権益代 一重の名誉職。 
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切よく口にすることですが、「アテナ又の 中で立派な 者なら、 際立っ て 立派 だ」という 言葉 も、きわめて 真実だと 
思われるのです。なぜなら、強要され てでは なく、みずからの 意志で立派である こと、 つまり、神の恵みによる 
D 立派さであ(以、本物であって断じて P やのつくりものでないのは、彼らアテナイ人だけのことなのですからね。 
ですから、どうかわたしのことなら、あれこれ気をつかわないで、あなたの言いたいだけのことをおっしゃって 
ほしいと思います。 

クレイニア K さらにあなた、このわたし®話も聞いてください。それを胸にした上で、あれこれ気をつかわ 
ず、言いたいだけのことをお話しください。あなたもおそらくお聞きのことと思いますが、エピメーーデスという 
かの神のごとき ( A 2 は、この クノ ソスの生まれで、彼はもとわたしたちの家柄とつながりのある人でしたが、ペル 
E シア戦争よりさかのぼること一〇年前、神の予言にしたがってあなた方の国におもむき、神の命じた犠牲をささ 
げました。その上また、アテナイ人がペルシアの軍勢を恐れているとき、彼はこうも語りました。「ペルシア軍 
±、この先一〇年間はやってこないだろう。だがやってきた場合も、その望みの 何 ひとつ果たさず、加えた害以 
上の害を身にうけて、立ち去ってゆくであろう」と。わたしたちの祖先が、あなた方の国と友交関係を結んだの 
は、 じつはそのときのことでし(拉。それ以来、わたしの先祖ともども、このわたしまでが、あなたのお国には好 
643意をよせているのです。 

アテナイからの客人 そうすると、 どうやら あなた方は、聞くつもりをしてくださっているようですね。わた 
しの方は、むろん話す意志はととのっているのですが、じっさい やりとお すのは、そう 容易な ことではありませ 
ん。だが努力しなくてはいけませんね。 
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そこで議論をすすめるために、 fl 取初にまず、教育とは そもそも 何であるか、 またどんな 意義を もって、 るか、 
それを 定義しておきましょう。というのも、わたしたちの 主張では、 わたしたちの着手した 今の謹 論が やがて 目 
的の酒神に到着するには、 どうしてもその教育という 道を 通ってゆかなくてはならな(からです。 

クレィニアス それがあなたのお気に召すのなら、ぜひそう しましょう。 

アテナィからの客人 では、 そもそも教育とは何で あると言うべき か、それをわたしが話して みますから、あ 
なた方は、その話に満足ゆく かどう か、考察してみて ください。 

クレイニアス どうか話してください。 


122 c8g -« T : oip-a のあとにコンマ S : 付す(ビュデ版によ 争の一〇年前」という記述は、矛盾することになる。神 la 
る)。なお「神の恵み」とは、『メノン』 99 E 、 『ソクラテ 的な長命をとげ、一五五歳、或いは二九九歳に及んだとも 
K の弁明』 22 C (ここでは直接その言葉は使われていない)、 いう。また生前、魂を身体から離脱しえた人とも言われる。 
『イオン』534 C , 542 A などにも見られるように、いくら アテナイの町を浄めたことにより、アテナイ、クレテの間 
か皮肉な意味が含められることもあるが、ここでは積極的 に友好関係を結ばせたと伝えられるが、 Diog . L . 1 .11 一に 
によい意味に使われている。 よると、アテナィの人が銀ータラントンをあたえたところ、 

2ェピメニデスは、いわゆる七賢人の一人で、伝説的、神秘 エピメニデスはそれを拒み、クノソス、アテナィ間の友？ 

的な人物。ディオゲネス•ラエルティオス ( Diog . L . 1.110) 関系を望 A / だと、，う。 

によると、エピメニデスが、ペストの流行したアテナイの 3 前注参照 0 

町を浄めたのは、第四六オリュンピア大会期となっており、 4「酒神に到着する」とは、むろん酒の酔いや酒宴の問 g 7 
それは前五九五—五九二年頃にあたるから、「ペルシア戦 を論じることを意味する。 ; 9 



アテナィからの客人では話しましょう。わたしの主張によれば、なにごとにせよ、一つのことにすぐれた人 

物たらんとする者は、ほん？ S 頃から、そ e ことにそれぞれふ—し i も e 暨—って蠢をしたり真 

面目な二とをしたりして、そ e 練習をつまねば1の？。た—ば、すぐれた農夫とかすぐれた建築家に 

なろうと する者は、後者なら玩具8を建てるなり、前者なら土に親しむなりして、遊ばなくてはなりませんし 

彼ら両者|て—は、本—模倣した小—道具を、それぞれに—して—なくては1ん。その上さ 

ら に、 前もって学んでおくべき教課を、ぁらかじめ学んでおかなくてはなりません。たとえば、大工なら測定測 

量のことを、兵士なら乗馬のことを、遊びなり遊びに準ずることなりを通じて、—かじめ学んでおかねばなら 

ない。ま— 育者は、子供 elf 、 そ、っ Y 遊戯を通じ、彼らが大きくなれば£わ|ねばなら 

ぬもの(1/)、さし向けるようにつとめねばならない。したがって、教育とは、これを要するに、わたしたちに言わ 

せれば、正し i 着な e ?。 S 着とは、子供—通じてその魂をみちびき、彼が大人にな-たときに 

充分な腕前の者とならねばならぬ仕事、その仕事に卓越することに対し、とくに強い雲をも1っにさせるも 
( 2 ) 

のなのです。 

さて、少なくともこの 点までは、—ほども言ったように、私の話に満足ゆくかどうか、考えてみてくださ 

ヽ〇 

h 

クレィニアス大いに満足ですとも。 
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アテナイからの客人それでは、わたしたちの意味する教育なるものを、漠然としたものに終らせないよう、 
気をつけてください。というのも、日頃わたしたちは、人それぞれの育ち方を非難したりほめたりする場合、誰 
E それは教育があるが、誰それは無教育だと言うものですが、時にはそういう人たちでも、小売りのあきないや舵 

( 3 ) 

取りその他それに類する仕事の才覚では、相当の教育をうけていることさえあるのに、それでもそのように無 
教育と言うものなのです。これはつまり、思うに、わたしたちの今の(教育)議論は、そうした仕事の才覚を教育 
と心得ている人びとには、かかわるものではない、ということなのでしょう。むしろ、徳を目ざしての子供の頃 
からの教育を教育と考える人びとの、教育論なのです。そのさいその徳とは、正しく支配し支配されるすべを心 
|得た、完全な市民になろうと、求め憧れる者をつくりあげるもののことです。目下の議論は、思うに、そうした 
意味での養育だけを選別し、ただそれだけに教育の名をあたえんとしているものなのです。これに対し、金銭や 
体力、その他知性も正義の心も伴わぬ他の才覚などを目標とするものは、職人的で自由人にふさわしくないもの、 
教育と呼ばれるにはまったく値しないものと見ているのです。 

では、名称のことでわたしたちはお互いの間に食い違いの生じないようにしましょう。いな、このさきずっと 
今の言葉は、わたしたちの間で、意見の一致を見たものとしておいてください。すなわち、正しく教育された人 
B は、そのほとんどがすぐれた人物になるということ、および、教育こそは、最もすぐれた人びとにそなわる第一 

1 原文の解釈はイングランドに従った。しかしまた、「そ 2 643 D 3 ±Aelov £1<3のあとにコンマを付し、 1 ,5を1^00 
こに到着すれば、目的を達することになるところの」とも TTP Q ' yliaTOS のあとに置きかえる(リッターによる)。 

解されるだろう。 3 643E2 q-e-6spoc は、 qo-e-iav と読む(イングランドによる〇 
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級の よき ものなのだから、いかなる場合も教育をないがしろにしてはならない という こと、これがその言葉です。 

そして、万一教育が正道をふみはずしていても、正道に戻す ことの 可能なかぎりは、その仕事こそ、すべての人 

が生涯を通じ、力のかぎり、やらなくてはならないものなのです。 

クレイニアス そのとおりです。わたしたちはあなたの説に同意します。 

( 2 ) 

アテナイからの客人さらに またわたしたちは、 さきほど、こういう 点に も 同意しました。自分自身を支配で 
きる 人は善き人、できない人は悪しき人である、とね。 

クレイニアス おつしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 では、その点をもう一度とりあげ、いったいわたしたちの意味するところがどこにある 
のか、それをもっと明瞭にしてみましょう。もし比喩を用いてそれを多少ともあなた方に明らかにできれば、ど 
うかそれで満足してもらいたいのですが。 

クレイニアス とにかく話してください。 

I 三 

アテナイからの客人 わたしたちは、わたしたち各自を、それぞれ一個人と見なしていいでしょうね。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 ところが、各人は自分自身の内部に、二人の相反する無思慮な忠告者をもっている、と 
見なしてもよいでしょうね。その二人の忠告者を、わたしたちは、快楽と苦痛と名づけていますが。 
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クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 その二つにつけ加え、さらに、将来のことについての「思わく」をももっています。そ 
の「思わく」の共通の名称は「予想」ですが、個別的には、苦痛の予想は「恐怖」、その反対のものへ快楽}の予 
想は「大胆」と呼ばれています。ところで、さらにそれらすべてに加えて、それら快苦のどれが善くどれが悪い 
かに関する「思考の能力」(ロギスモス)があります。そして、もしそれが国家の「共通の意見」になると、「法律」 
と名づけられるのです。 

クレイニアス お説についてゆくのには、なかなか骨が折れますが、とにかくついてゆく ものと して、つぎを 
話してください。 

メギロス わたしにしても、その悩みは同じですよ。 

アテナイからの客人 では、今の話を、次のよぅに考えてみましょぅ。わたしたち生きものはみな、神の操り 
人形だと考えてみるわけです。もっとも、神々の玩具としてつくられているのか、なにか真面目な意図があって 
つくられているのか、それは論外としてね。なぜなら、そんなことは、わたしたちに認識で きる ことでは ありま 
せんから。だが、次のことなら、わたしたちにもわかっているのです。 

わたしたちの内部には、以上の情念が、まるで、なにか腱や絃のように置かれていて、わたしたちを引っ張り 


1「いかなる場合も」の中には、むろん「酒宴においても」 2 たとえば、 626 E 〜627 B など。 
といぅ意味が含まれている。 
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まわし、しかもそれらが互いに対立しているものですから、相反する行為へと互いに引っ張り合う、ということ 
です。じつにそこが、徳と悪徳との明瞭な分かれ目になるのです。というのも、この議論の語るところによれば、 
各人はつねに、引く力のなかの、或る一つのものに従い、いかなる場合もそれから離れぬようにしながら、他の 
多くの腱に抵抗しなくてはならないのです。そしてその一つの引く力こそは、思考の能力(ロギスモス)という、 
黄金でつくられた神聖な導きであり、国家の場合には、「共通の法律」と呼ばれるものなのです。これに対し、 
他の多くの引く力は、硬質で、鉄よりできていて、ありとあらゆる形態をとっています。しかし、さきの一つの 
導きは、なにぶんにも黄金でできているため、しなやかなのです。そこで、法律という、最高に見事なこの導き 
に対しては、ひとはつねに協力しなくてはならない。というのも、思考の能力は、見事なものではあっても、反 
面«しく、力を用いて強要してくるものではありませんから、その黄金の種族が、わたしたちの内部で他の種族 

I ( 1 ) 

に打ち滕つためには、その思考の導きを助ける補助者が必要となるのです。 

( 2 ) 

さて、このように見てみれば、わたしたちを操り人形に見たてた、徳に関するお伽話も、それなりの意味をも 
つことになるでしょう。また、自分自身に勝つとか負けるとかいうことが何を意味するかということも、ある意 
味で、いっそう明らかになるでしょう。さらに国家と個人についても、一方、個人は、この引く力についてのま 
ことの理をわが内におさめ、その理に従って暮らすべきであり、他方、国家は、その理を、神からうけとるか、 
あるいはその見識をもつ者からうけとるなりして、それを法律に定めた上で、自国他国と折り合ってゆかねばな 
らないということも、また明らかになると思います。 

そして、このように考えれば、悪徳と徳の区別も、いっそうはっきり識別されることになるでしょう。その区 


102 


法律(第一巻) 


D 


C 


別が明らかになれば、 教育 その他の 諸 制度のことも、おそらくもっとはっきりしてくるでしょうし、 とりわけ ま 
た、 酒をかこんで閑談の時を過ごす意味も、明らかになると思うのです。この酒の問®よ、些細なことなのに、 
余りにも長い言葉がついやされたような印象をあたえたかも知れませんが、しかしその長さに直しなくもないこ 
とが、おそらく明らかになると思うのです。 

クレイニアスおっしゃるとおりです。この閑談に値することなら何であれ、最後までやりとげ ようではあり 
ませんか。 

一四 

アテナイからの客人では答えてください。その操り人形を酔っぱらわせると、わたしたちは、その人形を、 
どんな状態にさせるでしょうか0 

クレイニアスいったいなんの目的があって、繰り返しそんな ことを お尋ねになるのですか。 

アテナイからの客人べつにこれという目的はありません。ごく一般的に、もしこの操り人形が酔っぱらうと、 

訳語に ついては、 シユタルバゥムの解釈によった〇リ ッタ 
丨は、「徳の」という属格を目的の属格に解し、 r 徳のすす 
め」の意味にとる。イングランドは主格の意味を もつ 属格 
として、 r 徳が行なう説得的な比喩」(人間を操り人形にな 
ぞらえたこと)と解している。 


1以上の黄金と鉄の比喩は、へシオドスのいわゆる「五つ 
の時代」のミユートスと、無関係のものではないであろぅ。 
なお、この「補助者」とは、『国家』！ V . 441 A 〜 442 C な 
どで語られている「気概の部分」にあたると思われる。 

2 645 B 112 の「徳に関するお伽話」 (6 B 00 sfi - PSTg と、-,ぅ 
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その結果どんなことが生じるか、と尋ねているのです。だが、もうすこしはっきり、わたしの意図するところを 
話してみましょう。わたしが尋ねているのは、こういうことなのです。そもそも酒を飲むことは、快楽や苦痛、 
憤怒や愛欲を、いっそうはげしくするのでしょうね。 

クレイ-アス それは大いに。 

アテナイからの客人 これに対し、感覚や記憶や思わくや思慮の面では、どうでしょうか。同じくそれらを、 
(っそう 強度にしてくれるでしょうか。それとも、もしひとがすっかり酔っぱらってしまうと、それらはその人 
から、まったく去ってしまうのでしょうか。 

クレイニアスそう、まったく去つてしまいます。 

アテナイからの客人 そうするとその人は、魂の状態において、幼い子供の頃と同様になるのではないでしょ 
うか。 

クレイニアスそのと おりです。 

アテナイからの客人 するとそのときその人は、自分で自分を抑制することが、きわめて困難となるでしょう。 

クレイニアスええ、きわめて。 

アテナイからの客人 そうなると、わたしたちの主張によれば、そんな人の状態は、いちばん感心できないも 
のですね。 

クレイニアス ええ、大いに。 

ァテナイからの客人そうするとどうやら 、「再び子供に もどる」 というのは、年寄りばかりか、酔っぱらい 
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もまたそうなるのですね。 

クレイニアスなかなか話がお上手ですよ、あなた。 

アテナイからの客人 では、 このしきたりには 馴染むべき であっても、あるかぎりの力でこれを避けたりすべ 
きではない と、 そうわたしたちに説得してくれるような説が、そもそもあるでしょうか。 

クレイニアスどうやら、ありそうですね。だって、少なくともあなたの主張がそうですし、今し がた もあ，よ 
たは、 それを話すおつもりだったのですから。 

アテナイからの客人これは見事におぼえていてくださった。今でもわたしはそれを話すつもりです。だって 
お二人とも、心から聞きたいとおっしゃっているのですから。 

クレイニアス聞かずにいられるものです か。 ほかの理由はともかく、なんとも驚くべき奇妙な話なんですか 
らね 。だって、 かりにも人間がです よ、 この上ない悪習のなかへ、それもみずから進んでわが身を投げこむべき 
だというのですからね0 

アテナイからの客人悪習とおっしゃるのは、魂についてのことですね。そうでは ありま 亡んか。 

クレイニアス そうです。 

のに、快楽はひたすらこれを避けるようにしている点を fit 
判している。また 641 A ~ D においても、酒宴には教育的 
効果のあることが語られている。 


1644 B 参照。 

2 「今しがたも」といぅのは、たとえば633 D sqq . におい 
て，アテナィからの客人は、 クレ テと ラケ ダィモンの法律 
をとりあげ、それが苦痛に打ち勝つことを目的として、，る 
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10 アテナイからの客人 では、これはどうですか。ねえ、あなた、肉体の劣悪さ、たとえば、瘦せていることや 
醜い ことや無力なことのなかへ、わが身を投げこむというのは。もしそういった状態へ、ひとがみずから進んで 
おもむくとすれば、わたしたちは奇怪に思うでしょうね。 

クレイニアス あたりまえです。 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。薬を飲む目的で、みずからすすんで診療所へ出かけるような人は、 
これを知らずにいると思いますか、つまり、間なしに、しかも何日もつづいて、その後の肉体の状態が、もし生涯 
そんな有様のままならそれこそ生きていたくもないと思うほどの状態になる、ということをね。いや、もしひと 
が体育場へ身体の訓練に出かければ、その当座は体力の衰えることを、わたしたちは知らずにいるのでしょうか。 
クレイニアス そんなことならすベて、わたしたちはよく承知していますよ。 

アテナイからの客人 さらに、このこ ともよく 知っていますね、彼らがみずからすすんで出かけるのは、その 
つらさのあとにやってくる利益のためであることも。 

クレイニアス よく知っています。 

アテナイからの客人 そうすると、他のしきたりについても、わたしたちは同様に考えるべきではありません 
> 〇 

クレイ||アス まことに。 

アテナイからの客人 では、酒をかこんで閑談の時を過ごすことについてもまた、わたしたちは同様の考えを 

( 1 ) 

しなくてはなりません。少なくともそのことが、そうしたしきたりの一つと見られて、それで正しいとすれば。 
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クレイニアス むろん、同様に考えるべき でしょう ね。 

アテナイからの客人 そうなると、もしそこに、いまの肉体の場合に劣らぬ利益のあることが明らかになれば、 
それは、そもそもの出発点において、肉体的訓練よりもまさっていることになるでしょう。なぜなら、肉体的訓 
練には苦痛が伴いますが、これには伴わないのですから。 

クレイニアス おっしゃるとおりです。だが、もし酒宴に、そんな利益でも認められれば、それこそ驚きです 
ね。 

アテナイからの客人 どうやらとうとう、このへんでわたしたちは、その問題を話すべく努めなくてはならな 
いようですね。では答えてください。わたしたちは、ほぼ相反する二種類の恐怖を認めることができるでしょう 

厶〇 

力 

クレイニアス いったい、 どのような 種類でしょう。 

アテナイからの客人 こういう種類です。一方では、悪いことが起こりそうだと予想すると、わたしたちはそ 
れへの恐怖を抱くでしょう。 

クレイニアスそのとおり。 

アテナイからの客人 さらに他方、わたしたちは、なにか立派でない ことを 行なったり言ったりすれば、悪評 
をこう むる と 思い、世評を恐れる ことが しばしばあります。この恐怖こそ、 少なくとも わたしたちは、いや 、 S 


1「そぅしたしきたり」とは、むろん、一時的には損失であっても、将来の利益をもたらすょぅなしきたりの こと 0 
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うにすベての入も、羞恥と呼んでいるものです。 

クレイニアス たしかにそのとおりです。 

アテナイからの客人 わたしが二つの恐怖と言ったのは、これらなのです。そのうち後者(羞恥心)は、苦痛そ 
の他いろいろの恐怖に抵抗するとともに、また最大の快楽のほとんどに抵抗します。 

クレイニアスまことにおっしやるとおりです。 

T テナイからの客人 したがって、立法者であれその他誰であれ、多少とも見どころのある者なら誰しも、そ 
の恐怖を「慎み」と呼び、これを最大の尊敬をもって貴ぶのではないでしょうか。またこれと反対の大胆さを、 
「慎みのなさ」と呼び、公私を問わず、万人にとっての最大の悪と見なすのではないでしょうか。 

クレイニアス おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 そうするとその恐怖は、一般に多くの大事にさいして、わたしたちを救ってくれること 
はもとより、なかんずく戦いの勝利と安全をもたらしてくれる点では、ほかのどんなものを一つ一つこれと比べ 
てみても、これにまさるものはないのではありませんか。というのも、思うに、勝利をもたらしてくれるものは 
二つ、敵を前にしての大胆さと、味方の間で不名誉な恥辱をこうむることへの恐怖が、それなのですから。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 そうなると、わたしたちはみな、恐れない者に も 恐れる者に もなら なくてはなりません。 
それぞれの理由がどこにあるのか、それはすでにくわしく話しました。 

クレイニアス たしかに。 
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アテナイからの客人さらにまた、各人を、さまざまの恐怖からまぬかれた「恐れない者」に仕上げようと望 
む場合、わたしたちは、法律の助けをかりて彼を恐怖へ導き、もってそのような者たらしめます。 

クレイニアスあきらかにそうします。 

アテナイからの客人では、他方、いましめの助けをかりて、誰かを「恐れる者」にしようとする場合は、ど 
うでしょうか。わたしたちは彼を、破廉恥と戦わせてこれへの抵抗力をつけ、もって彼みずからの快楽と戦う場 
合にも、勝利を得るようにさせなくてはならないのではないでしょうか。いや、一方、ひとが、勇気にかけて完 
璧なものとなるには、自分のなかにある臆病と戦ってそれを征服しなくてはならず、もしその意味での戦いを経 
験することも、それで鍛えられることもなければ、おそらくは誰しも、自分の持っている能力の半分も、その徳 
に達することはできないでしょう。それなのに他方、充分に節制をわきまえた者となるのには、そうしたことを 
必要とはしないのでしょうか。つまり遊びであれ真面目な仕事であれ、また言論をもってすると、行為、技術に 
よるとを問わず、破廉恥なことや不正なことをするようにすすめるたくさんの快楽や欲望と戦い、これを征服す 
ることなしに、いなむしろ、そういう経験の何ひとつをも身につけることなしに、節制をわきまえた者となれる 
のでしょうか。 

クレイニアスいや、それは道理にあわないでしょう。 


羞恥心が、身体の苦痛や快楽に抵抗するといぅのは、盖 に耐えること。同様に快楽の誘惑にも抵抗できること0 
恥心あるがゆえに、身体の苦痛に負けることを恥じてこれ 
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一五110 

アテナイからの客人 ではどうでしょう。そもそも入間に、恐怖を起こす薬を授けた神がいるでしょうか。ひ 
とがその薬を飲もうとすればするほど、その一服ごとに、ますます自分が不幸になるように考え、わが身の現在 
未来のすべてに対して恐怖をいだくようになり、最も勇気のある人間ですら、ついにはありとあらゆる恐れにと 
ざされる、だがいったんその飲物から解放されて悪夢から覚めると、いつでも再び元の自分に戻る、というよう 
な薬です。 

クレイニアス いったいあなた、およそこの人の世に、そんな飲物があるなどと、どうして言うことができま 
しょう0 

アテナイからの客人 ありませんね。しかし、かりに、もしどこかにあれば、勇気促進のため、立法者にはき 
っと役に立ったことでしょうね。たとえば、その飲物をめぐって、こんな話を立法者とまじえることだって、充 
分ありえたでしょう。「さあ、立法者よ、あなたの行なう立法がクレテ人に対してであれ、別の人びとに対して 
であれ、まず第一に、市民の勇気と臆病に関するテストを行なうことができれば、それを歓迎したいと思われる 
でしょうね」と。 

クレイ||アスおそらく どんな立法者でも、明らかに肯定するでしょう。 

アテナイからの客人 「ではどうでしょう。安全で大きな危険を伴わない ものを 歓迎しますか、それとも、危 
険を伴う ものを 歓迎しますか」 
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D 


C 


クレイニアスその点についてもまた、誰しも「安全に」ということに同意するでしょう。 

アテナイからの客人「そこであなたはその飲物を用い、彼らを恐怖のなかへ導き、その状態において彼らを 
L ろいろと 吟味し、 その 結果 彼らが、恐怖なき者とならざるをえないようにされることでしょうね。すすめたり 
いましめたり、たたえたりする一方、万事においてあなたに従わず、あなたの指示どおりの人間になろうとしな 
い 者は、 これをはずかしめたりもされるでしょう。また、立派にかつ勇敢に鍛錬を、っけた者は罰しないで去らせ 
るが、それが立派でない者には罰を 科す、 というようにされるのでしょうね。いやそれとも、ぜんぜんその飲勿 
を用いようとはされないでしょうか、たとえその飲物に、他にこれといって咎める点がな、，としても一 
クレイニアスどうして彼がそれを用いずにいることがありましょう、あなた。 

アテナイからの客人それというのも、あなた、この訓練は、今日のものにくらべて、驚くほどかんたんだか 
らでしょう。一人で行なうにせよ少人数で行なうにせよ、またはときに応じ、任意の人数で行なうにしてもュ。 
その点、かりにある人が、羞恥心を重視するところから、その訓練に成功するまでは人目に立たない方が よ、 と 

考えて、こっそりただ一人で、恐怖に対して自分を鍛えるとすれば、それ も 賢明なやり方でしょう - その場合、 

無数のわずらわしいものは避けて、ただその飲物だけを用意するとしてのことです(犯-。あるいはまた、素質 

と訓練から、もう立派に準備ができたという自信で、臆せずにもっと多くの飲み仲間と一緒になって 鍛え、 その 

1「その場合……のことですが」 (64803—471^10^ 6 VOV Q- V- 意味するものととる。したがって、 D4 TrapaqKec ^ 6 Tr evos 
Tlpcpli Tipay ndTi Trapaqia ^ IS) を、「賢明なやり のあとのコンマを削る(イングランドによる )0 
方でしょう」 (D4l56pes>5Q* v ti Trpp'TTOl) にかかる条件を 


111 




糊 E 飲物にはつきものの、人を変える力に負けずに打ち勝つ姿を誇示するとすれば、それもまた賢明なやり方でしょ 

う。そういう人なら、やがて徳のおかげで、見苦しい失敗は一つもなさず、人がかわってしまうこともなく、ま 

た、どんな人もその飲物には負けてしまうのを恐れて、最後の一服にうつる前に、立去ってゆくでしょう。 

クレイニアスそうするでしょうね、だってあなた、いくら自信のある人でも、そのように〔最後の一服をさけ 
( 1 ) 

る用心を〕するのが、賢明ですからね。 

649アテナイからの客人そこで、 もう 一度立法者に向かって、次のように言ってみようではありませんか。「そ 
れはそれとして、立法者よ、このように恐怖をつくる薬は、どうやら神もこれを人間にあたえられなかったし、 

わたしたち自身にも、その工夫はついていません、-いかさま師は、仲間とは見なしませんから-、だが反 

対に、恐れを感じなくなり、大胆であってはならぬことにまで、度外れに、時もわきまえず大胆になること、そ 
ういうふうにする飲物ならあるでしょうか。それとも、どう言ったものでしょう」 

クレイニアス「ある」とおそらく彼は肯定するでしょう、酒がそれだと言いながら。 

アテナイからの客人その飲物こそは、今言われたものと反対の作用をもっているのではありませんか。第一 
B に、それを飲むや、たちまちその人を、以前の自分より愉快にし、飲めば飲むほどに、たくさんのおめでたい希 
望や、思わくだけの能力で、一杯にしてしまうのではありませんか。そういう人は、おしまいに、賢者になった 
つもりですっかりおしゃべりになり、無邪気になり、まったくの怖さ知らずになり、やがてなにはばかることな 
く、言いも行ないもするようになるのではありませんか。思うに、誰しも、この点ではわたしたちに同意してく 
h るでしょう。 
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クレイニアス たしかに。 

I 六 

アテナイからの客人 そこで、思い出しておきたいのですが、わたしたちの主張に よる;2 、 わたしたちの魂の 
内部には、気づかってやるべき要素が二つありました。一つは、わたしたちができるかぎり大叵 こなる ためのも 
C の、他方は反対に、できるかぎり恐れるものとなるためのものでした。 

クレイニアス 後者は思うに、慎みの仕事とおっしゃった ものでしょう。 

アテナイからの客人 よくご記憶です。ところで、勇敢である こと や恐れを感じないことが、恐布 CD 真只中で 
II 練されねばならないとすれば、その反対のものは、反対の状態のなか(で)養成されねばならないだ ろうと、考え 
なくてはなりません。 

クレイニアス それが道理にかなっていますね。 

アテナイからの客人 そうすると、おのずからひとがそこではとりわけ大胆不敵になるような、そう(う状態 
がありますが、そういうなかで、その練習はなされねばならないようですね。破廉恥や大担さには断じて染まら 
D ぬ練習、思い上がりから、何であれ恥ずべきことを言ったり身にうけたり行なったりはしないかと、 つねこ 恐れ 

1 二の中は、 V ングランドの解釈により補う。 る気持」は「大胆不敵になる自信過剩のなかで」 という 意 
2 647 A 〜 B # 照。 ^0 

3 「反対のものは、反対の状態のなかで」とは、「恥を怖れ 
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を抱くための練習です。 

クレイニアス そのようですね。 

アテナイからの客人 ところで、次のようなものはみな、わたしたちを、大胆不敵にするものではありません 

か。憤怒、愛欲、驕慢、無知、貪欲、臆病、さらにまた、富、美貌、強力、その他、快楽によって陶酔させ、錯 

乱状態におとしいれるいっさいのものです。そこで、一方では、これらの状態の、安上りで比較的無害な テスト 

を行なうという目的、同時に他方では、その訓練をもかねる、という目的からすれば、酒をかこんでの戯れなが 

らのテスト、—むろん、多少の用心をもって行なわれるとしての話ですが—、そのテスト以外に、それより 

もずっと適切なものとして、いったいどんな快楽をあげることができるでしょうか。だって、まあ考えてみまし 

ょう。気むずかしく粗野な魂からは、無数の不正が生じるものですが、 そういう 魂であるかどうかの テストを し 

てみるのに、その相手となんらかの契約を結び危険をおかしてみるのと、デイオニュソス祭の機会を利用してつ 

きあってみるのと、どちらがより危ないやり方でしょうか。あるいは、愛欲に負けやすい魂であるかどうかのテ 

ストをするために、自分の娘や息子や妻をゆだね、 そう やって最愛の者を危険に さらした 上で、その魂の性格を 
( 1 ) 

観察してみるでしょうか。いやじっさい、これという致命的な出費をするでもなく、戯れながら観察する方が、 
いかにまさっているかということは、そういう例をどれほどひとがあげて論じてみても、とても追っつかないぐ 
らいでしょう。したがってまた、このことに関しては、クレテ人にせよ、他国の誰にせよ、まさに次の点につい 
てだけは、異論を唱えはしないだろうと考えます。つまり、その〔酒による〕テストは、お互いを試す適当なテス 
卜であって、その費用の手鞋さ、安全さ、速やかさにおいて、他のテストよりもずっとまさって P るという S で 
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す。 

クレィニアスまことにそのとおりです0 

アテナィからの客人 そうなると、魂の 性質 や 状態を 認識するというまさにこの 行事 (酒宴)は、魂に関するこ 
との 世話を しなくてはならぬあの 技術に とって、最も有用なものの一つとなるでしょう。その世^^5、 わたノ .こ 
ちの 主張にょれば、政治術の仕事 だと 思われます。 そうではありませんか。 

クレイ||アスまったくそのとおりです。 


をおかした上で、その魂の性格を観察してみるだろぅか、 
それとも、ディ オー ーユ ソス 祭の機会にその人と つき 合って 
みた上で、そうしてみるだろうか」としてみ ること もで き 
る。だがこうした補いを考えずに、原文をそのまま読んで 
も(訳文)、意味は明瞭である。なお 650 A 2 の e £ sp{a は 
S - PTT " 一と ほぼ同義とする(シュタルバウ ムによる 〇 


1 65 0 A 4 ■ kiv 5 CVEO q avTSS は、 Klvscsc'q avTa と読む(ベツカ 
丨による〇ただし意味の上では大差はない。なお、この 
文章は繰り返しを避けての省略文で、たとえば次のよぅな 
補いを考えてみることができる(シユタルバゥムによる)0 

「 . 最愛の者を危険にさらして魂の性格を観察するのと、 

酒をかこんで戯れながら、危険をおかさずに観察するのと、 
どちらがより危険であろぅか」。あるいはまた、「 . &険 
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T ) 

アテナイからの客人 さて、当面の問題について、つぎに考察しなくてはならないのは、思うに、酒をかこむ 
会合が、わたしたちの天性のほどを見抜くという、ただそれだけの利点をもっているのか、それとも、その酒を 
かこむ会合が正しくとり行なわれた場合には、そこにはずいぶんと真剣になって考えるに値する、なにか大いな 
る利益がふくまれているのか、ということなのです。さて、わたしたちはどう答えたものでしょうか。ふくまれ 

ている-と、おそらくこの讓論は意味しようとしているようです。では、どこに、どのような ft かたでふくま 

れているのか、わたしたちは、議論にまどわされないように注意しながら、この点に耳を傾けてみようではあり 
ませんか。 

クレイニアス では、話してください。 

アテナイからの客人 そこで、わたしが今一度思い出しておきたいことは、わたしたちの言う正しい教育とは、 

( 2 ) 

そもそも何であるか、ということです。それというのも、今のわたしの見当では、酒の会合というこのしきたり 
が立派に立て直されるとき、そこに、教育の救済も見られると思うからなのです。 

クレイニアス これは容易ならぬ発言ですね。 

アテナイからの客人 わたしの意見は、つまりこうなのです。子供たちが幼年期にもつ最初の感覚は、快楽と 
苦痛ですが、徳と悪徳が初めて魂にそなわってくるのは、その快苦においてなのです。これに対し、叙知とか、 
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しっ'^りした 真実の 思わくな どは、 せめて 老年に おいてなりとひとにそなわれば、もって幸運とすべきものなの 
です。というの も、 それらのもの や、 そこにふくまれている善きもののすべてを身につけた人こそ、完全なる人 
B なのです から。 したがって、わたしの意見によれば、子供たちの身に最初に 徳の そなわることが、教育なのです 0 
つまり快楽と愛、苦痛と憎悪が、まだ理知による把握のできない者の魂に、正しい仕かたで植えつけられるなら 
ば、 そしてまた、理知による把握ができるようになったとき、それら快苦愛憎が、適当な習慣のもとで立派にし 
つけられ、それによってその理知と協調するようになるならば、その両者の協調全体が、すなわち 恵な のです。 

C これに対し、その協調のうちでも、快楽と苦痛に関して正しくしつけられて、人生の初めから生涯の 終りまで、 
憎むべき を 憎み、好むべき を 好む ようになること、 まさに そのことを、議論の便宜上、他から切り離して、それ 
に 教育の 名をあなたがあたえるなら、少なくともわたしの考えでは、そのあなたの名づけ方は正しい ことになる 
でしょう。 

5 ) 

クレィ11アスそのとおりです、あなた、教育に関するさきほどの話にせよ今の話にせよ、ともにわたしたち 
には正しいものと思われます。 

2 1 . 643 W 〜 E 参照。 

3 653 AVO の 0 2 O 0 V は 、 yoov と読む(デニストンによる〇 

4 653 W 5 6 P 08 >S eoqoal は T -s> o - p§s eoQos の意味に解す 

る(シュタルバウム、ピュアリによる〇 

5 1 . 643 B 〜； E 参照。 


1「当面の問題」とは、1 . 650 W の「このことについては」 
同様、「酒をかこんで時を過ごす こと」 を意味している。 

つぎにつづく文章の、「酒をかこむ会合」-原文で もす 

ぐのちに書かれている——は、その意味で主語として補っ 
たものである。 
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アテナィからの客人 それは結構です。じっさいこのように、快楽と苦痛が正しくしつけられることこそ教育 
D なのですが、そうした教育は、人間の一生の間にはたるみがきて、一般に失われて しまう ものなのです。だが神 
神は、労苦をになって生まれついた人間の種族を憐れみ、その労苦からの休息となるように、神々への祭礼とい 
う 気晴らしを定めてくれました。 さらに また神々は、 ム ゥサたち(音楽.芸術の神) とその 指揮者 アポロン、 およ 
びディオ-ーュソスを、祭礼を矯正する目的をかねた同伴者としてあたえられるとともに、その神々と一緒になっ 
て行なう祭礼において生じる、心の糧をもあたえられたのです。 

さて、このことに関し、近頃しきりにわたしたちの間でやかましく言われている説が、事の自然にかなった真 
実を伝えているかどうか、よく見てみる必要があります。その主張によると、若者というものはほとんどすべて、 
身体の面でも音声の面でもじっとしていることができず、たえず動き、声を出すことをもとめている、というの 
です、 —— ある者は、たとえばいかにも楽しげに踊ったり遊戯したりしながら、飛んだり跳ねたりするし、また 
ある者は、ありとあらゆる声を立てたりする。ところで、他の動物たちは、 リズムと ハ ーモー ー—(階調)の名で呼 
ばれる、運動における秩序と無秩序の感覚のいずれをも持ってはおりません。しかし、わたしたち人間の場合は、 
踊りの同伴者としてつかわされたとわたしたちの語ったあの神々が、さらに リズムと ハ ー モニーを楽しみながら 
感じる感覚をも、さずけてくださったのです。じつにこの感覚をとおして、神々はわたしたちを運動させ、また 
歌と踊りでわたしたちお互いをつなぎ合わせながら、わたしたちの踊りの先頭に立たれる。さらに神々は、それ 
に歌舞団(コ n ス)という名前をあたえられたのですが、それは、本来そこに喜び(ヵラ)がそなわっているところ 
から、その「ヵラ」という名前にちなんだわけです。以上がその主張です。 


120 


法律(第二巻) 


さあわたしたちは、まず、 以上の 説をうけいれたものでしょうか。そして 教育の 初めは、ムゥサたちとアポ 
ロンによるものだと見なしてよいでしょうか、それとも、どのようにしたものでしょうか。 

二 

クレイニアスそう見なしてよいでしょう。 

アテナイからの客人 すると、 わたしたちの 場合、教育の ない者とは、 歌舞の心得を もたぬ者となるのではあ 
B りませんか。 他方、教育の ある者とは、充分に 歌舞の 経験をつんだ者とすべきではありませんか。 

クレイニアスそうです。 

アテナイからの客人ところで、歌舞は、全体として、踊りと歌からなっています。 

クレイニアスとうぜんのことです。 

アテナイからの客人すると、立派に教育をうけた者は、立派にうたい、おどることができるはずですね。 
クレイ||アスそのようです。 

アテナイからの客人では、いま言われたことはまた、いったい、どういう意味なのか、見てみましょう。 
クレイニアス とおっしやると、どのようなことでしょう？ 

アテナイからの客人わたしたちは、「立派にうたい、立派におどる」と言いましたが、「立派な歌をうたい、 

C 立派な踊りをおどるならば」とつけ加えてもよいでしょうか、それとも、つけ加えないでおきましょうか。 
クレイニアス つけ加えましょう。 
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アテナイからの客人 では誰かが、立派なものは立派だと見なし、醜いものは醜いと見なし、それに従ってそ 

れらを扱うなら、どうでしょうか。そのような人が、歌舞と音楽の点で より 立派に教育された者と なる のは、次 

のどちらの場合でしょうか。 (1) 立派だと思われたものを、そのつど充分に、身体と声を使って伝える ことは で 

きるが、しかし、立派なものに喜びを感じもしなければ、立派でないものを憎みもしない場合でしょうか。それ 
( 1 ) 

とも、 (2) 心に思った ままに 声と身体で正しくやってのけることは うまくで きないが、しかし、快楽と苦痛の感 
じ方では正しきを得ていて、立派なものはこれを喜んでうけいれ、立派でないものは何でもこれを嫌悪する、と 
いうような場合でしょうか。 

クレイニアス 教育という点から見て、あなた、それこそたいへんな違いをおっしゃっておられますよ。 
アテナイからの客人 すると、もしここにいるわたしたちが三人とも、歌と踊りについての立派さを認識でき 
れば、わたしたちはまた、正しく教育された者と教育されていない者をも、認識できるわけですね。だが、その 
点で無知であれば、そもそも教育を守るものがあるのかどうか、あるとすればどこにあるのか、それさえついに、 
識別することができないでしょう。そうではありませんか。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 ですから、つぎにわたしたちが、跡をつける m 犬のように探さねばならないのは、歌と 
( 2 ) 

踊りにおける立派な身振りと旋律(メロディ ー) なのです。もしそれらが、わたしたちの目から逃れでもすれば、 
ギリシア風のものにせよ外国風のものにせよ、正しい教育について、 このさき わたしたちが議論をしてみても、 
徒労となるでしょう。 
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B 


655 


クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 それはそれとして、その立派な身振りとか旋律とかは、いったい、どういうものだと言 
うべきでしょうか。さあ、どうでしょう、勇敢な魂が困難におちこんだ場合と、臆病な魂がそれと まったく 同じ 
困難におちこんだ場合とでは、そもそもそこに生じる身振りと話し振りが似ているでしょうか。 

クレイニアス どうして 似て いましょうか、 顔色 すら 似て いないというときに。 

アテナイからの客人 よい答えですね、あなた。しかし、いいですか、音楽はリズムとハーモニーにかかわる 
ゆえに、そのなかには身振りと旋律がふくまれているのです。したがって、その旋律や身振りについて、「よい リ 
ズムの」とか「よいハーモーーーの」とか言うのは、正しい言葉使いですが、歌舞団の教師が形容しているように、 
「よい色の」と言うのは、正しい言葉使いではありません。だが、臆病な者や勇敢な者にも、それぞれの身振り 
や旋律があり、そして勇敢な人のものを立派と呼び、臆病な入のものを醜いと呼ぶのは、正しいわけです。とこ 
ろで、それらすベてにわたってあまり長談義にならないように、簡単にこういうことにしておきましょう。つま 
り、魂や肉体の徳——徳そのものであれ徳の似姿であれ——とにかく徳にかかわりをもつ身振りや旋律はすべて、 
立派であり、悪徳にかかわりをもつものはすべて、その反対だということです。 

クレイニアス それは正しい提案です。 わたしたちの答え も、今は そのとおりということにしておいてくださ 

1 654 D 1 3 SIOEq ' eal は slavo£TTa 一と 読む(パッダムに いずれに対しても、先行詞の意味を もつものと 解す る。 

よる) 。なお C5- 00 5OS S - VKETVOS は、 イングランドの 解 2 654E4 Kai 宣 V は、 KaTOV と 読む (リッタ I による〇 

釈により、〇乒 o » Toloc ) TO めを、 C 6 OSSJC 8 ) KeTVO ^ oss:..o 
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アテナイからの客人 では、もう一つ、こういう問題があります。わたしたちは、すべてが同じように、どん 
な歌舞にも喜びを感じるでしょうか、それとも、それは無理なことですか。 

クレイニアス まったく無理なことですね。 

アテナイからの客人 では、わたしたちをそのように迷わせ違わせてしまったものは、いったい何だと言った 
ものでしょう。それは、美しいもの(立派なもの)は、わたしたちすベてにとって同じではない、 という ことなの 
でしょうか、それとも、美しいもの(立派なもの)は誰にとっても同じなのだが、しかし同じだとは思われない、 
ということなのでしょうか。というのも、まさか悪徳を表現している歌舞の方が、徳を表現している歌舞よりも 
ずっと美しい、などと言う人もいないでしょうし、また、自分は邪悪をあらわしている身振りに喜びを感じるが、 
他の入はそれと反対のムゥサの技(音楽.芸術)に喜びを感じる、などと言う人もいないでしょうからね。もっと 
も、大多数の人びとは、音楽の正当な規準は、魂に快楽をあたえる能力にある、と言っています。しかしこの説 
は、支持されうるものではないし、また、およそ口にすることすら、敬虔を欠くことなのです。むしろ次■のこと 
が、わたしたちを迷わせているようです。 

クレイニアス どのようなことですか。 

三 

アテナイからの客人 そもそも歌舞は、さまざまの行為や状況を通じての諸性格の模倣であり、歌舞者(俳優) 



法律(第二巻) 


656 


E 


はそれぞれ、各自の性質と模倣によってこれを演じます。したがって、そこで話される言葉、うたわれる調子、 
あるいは、なんらかの踊りの仕ぐさが、歌舞者(俳優)の天性や習慣やその両方にかなっていて、自分にぴったり 
する場合には、歌舞者はそれに喜びを感じてほめたたえ、美しいと呼ばざるをえなくなります。しかし、それが 
彼らの天性や性格や習性にそむく場合には、彼らは喜びを感じることも、ほめたたえることもできず、醜いと呼 
ばずにはいられないのです。ところが、天性の面は立派だが、習性の面は反対であるとか、あるいは、習性の面 
は立派だが、天性の面は反対であるとかいう場合、そういう人間の口にする賛辞は、感じている快楽と裏腹にな 
るものです。つまり、彼らは口では、「それらの歌舞は、どれも楽しいが、下劣だ」と言い、思慮があると彼ら 
が認めている人の前では、そういった身振りをしたり、うたったりするのを恥じるのです。まるで自分が、本気 
でそれを立派だと思っているように見られはしまいかと気づかってね。しかし内心では、それに喜びを感じてい 
るのです。 

クレィ||アス まったく、あなたのおっしゃるとおりです。 

( 1 ) 

アテナィからの客人 ところで、劣悪な身振りや旋律に喜びを感じる者には、〔その喜びは〕なんらかの害をも 
たらすでしょうか。あるいは、その反対のものに快楽を覚える者には、〔その快楽は〕逆になんらかの利益をもた 
らすでしょうか。 

クレイニアスおそらく、そのよう です。 


1「その喜びは」、おょびすぐ後の「その快楽は」を、主語としてそれぞれ補ぅ(シユタルバゥムの解釈にょる)。 
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咖 B アテナイからの客人 「おそらく」でしょうか、それとも、その状況は「かならず」、次のような場合と同じに 
なるのでしょうか。悪い人間の下劣な性質に馴染んでいながら、それを憎みもせずに喜んで受けいれ、申しわけ 
程度の非難はしてみせるものの、じっさいに相手の悪徳に目ざめているわけではない、 というよう な人がいます 
が、そういう場合のことですね。そんなとき、善悪どちらの性質に喜びを感じるにせよ、その人は、相手に同化 
されるにちがいありません。たとえ、それをほめるには羞恥を感じるにしてもです。しかし、そうだとすると、 
善きにつけ悪しきにつけ、こうした同化以上の大きな影響を確実にもたらすものとして、いったいそのほかに、 
なにをあげることができるでしょうか。 

クレイ-アス 何ひとつあげることはできないと思いますね。 

アテナイからの客人 では、ムゥサの技(音楽.芸術)の教育と遊戯に関し、現在立派に法律が制定され、ある 
いは将来制定されようとするところにおいて、次のようなことが、作家の自由にゆだねられるべき だと、 わたし 
たちは考えるでしょうか。つまり、リズムや旋律や詩句に関することで、創作にあたって、作家自身の興味をひ 
くことならどんなことでも、法律を尊重している市民たちの子供や若者に歌舞団で教え、その結果彼らの上に、 
徳であれ悪徳であれ、どんな影響を及ぼそうともかまわない、というようなことがですね。 

クレイ11アス それは断じて道理にかなったことではありません。どうしてかない ましょう か。 

アテナイからの客人 しかし現在では、エジプトをのぞくほとんどすベての国家において、 そうすることが 許 
されているのです。 

クレイニアス では、エジプトでは、そうしたことは、 どのように 立法され て、，るとおっしゃる のですか。 
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アテナィからの客人それは、聞くだけでも驚嘆に値することなのです。というのも、彼らのもとにおいては、 

どうやら昔から、いまわたしたちの話している説が認められていた様子で、国内の若者たちは、習慣として、立 

派な身振りや旋律を練習しなくてはならないのです。そして彼ら エジプト 人は、その立派な身振りや旋律が、 ど 

( 1 ) 

のようなもの、どのような種類であるかを指定し、これを神殿に告示しました。そして、絵描きやその他、形態 
( 2 ) 

を仕上げる仕事にたずさわる者が、形態をあつかう領域においてにせよ、もっとひろく芸術全般においてに せよ、 
その指示されたこと以外に新機軸を出すことも、国に伝承されているもの以外になにか他の新しいことを工夫す 
ることも、ひとしく許されてはいなかったし、今日でも許されてはいないのです。もしあなたが、一万年来の 
—— 概算ではなく、正確に一万年来の——その地における絵画や彫刻を調べてみられるなら、それらのものが、 
今日つくられたものにくらべて、美醜いずれにおいても大差のないこと、いなむしろ、同じ技術にもとづいてつ 
くられていることを、見出されるでしよう。 

クレィニアスじつに驚くべき話ですね。 

アテナイからの客人いや、驚くというより、それこそは、とくに卓越した立法と政治の仕事なのです。もつ 
ともそのエジプトにおいても、他のとるに足らぬものが、あなたの目に とまる こともありましょう。しかし、立日 
楽に関する次の事情こそは、まさに事実であり、またよく考えてみるに値することなのです。すなわち、その領 


656 D vo TaoTOC のあとのコンマを削り、6: ttcc のあとに n 2 656 E 2 K ftl 6TTOT) 6: ttoc を削る(ティラ 丨 にょる〇 
ンマを付す(ビュデ版にょる )0 
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T) 

域において、ほんらい正しい姿を身につけている旋律が、しっかりと立法化されえたという事実なのです。その 

ようなことは、おそらくは、神か神のごとき人間にして、できる仕事なのでしょう。まことにその国においては、 

( 2 ) 

言い伝えによると、長期間保存されたそれらの旋律は、女神イシスの作とされているのですからね。 

( 3 ) 

とすれば、すでに言ったように、もし誰か、旋律の正しさをわずかでも把え得る者があるなら、その人はそれ 
を、 迷うことなく法律と規則にもちこまなくてはなりません。というの も、 快楽と苦痛を手段にする好奇心は、 
たえず新しい音楽を手がけてやまないにしても、それとて、神聖化された歌舞を古くさいときめつけて破壊する 
ほどの大きな力は、まず持ってはいますまいからね。少なくともかのエジプトにおいては、それを破壊するだけ 
の力は持たず、事態はむしろまったく反対だったように思われます。 

クレイニアス あなたの今のお話からすれば、 どうやら それは事実のようですね。 

四 

アテナイからの客人 すると、音楽や、その他歌舞を伴う遊戯の正しい扱い方は、なにか次のような条件によ 
ると、安んじて言えるのでしょうね。つまり、わたしたちは、事がうまくはこんでいると思えば喜びを感じ、反 
対に喜びを感じるときは、事がうまくはこんでいると思うものです。そうではないでしょうか。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 さらに、そういうとき、つまり、喜びを感じているときには、わたしたちはじっとして 
いることができません。 
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クレイ||アスそうですね0 

アテナイからの客人ところで、われわれの若者なら、自分でうたい舞うこともたやすくできるでしょうが、 
わたしたち老人になると、なにしろ、かつて身につけていた身軽さも今は失われているのですから、彼らの遊戯 
や祭りを楽しみながら、観察者の方にまわって過ごすのが、 適切 だと思うのではないでしょうか。というのも、 
その昔の 身軽 さを 憧れ 望めばこそ、できるだけ青春の記憶をよみがえらせてくれそうな者たちに、そうやって競 
技をやらせているのですからね。 

クレイニアスまったくそのとおりです。 

アテナイからの客人そうすると、祭礼を行なう人びとについて今日世間に流布している説にしても、それは 
まんざら、大衆の心ない言いぐさだとは、思われないでしょうね。つまり、わたしたちを最も楽しませ喜ばせる 
者こそ、すぐれた腕前と見なし、優勝者として判定すべきだというのがその説なのです。じっさい、そういう祭 
りのときは、わたしたちは自分を解放して楽しもうとしているのですから、最も多くの人びとを最大限に喜ばせ 
る者こそ、最高の名誉をあたえられ、今も言ったように、勝利の栄冠をになって、それでとうぜんのことですか 

1 657 A 7 eQPPOOVTQ を削る(テイラーによる〇の伝説によると、オシリスがセトに殺されたあと、子供の 
2イシスの女神は、エジプトにおいて、太古からひろく尊 ホロスを守って夫の遺骸を探し、これを手厚く葬ったとい 
敬されている九神中の一女神。その牛の角をもった姿を、 う。またへロドトスは(同第二卷(五九))、イシスをギリシ 
へロドトスはイオにたとえている(『歴史』第二巻(四一))。 アのデメテルともくらべている。 

同じくへロドトスにより(同第二卷(四二))、ディオニュソ 3 656 B 〜 C をさすかと思われる0 
スとくらべられているオシリスの神がその夫であるが、別 
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らね。とすれば、この説は正しいのではないでしょうか。また、そのように行なわれれば、それで正しく行なわ 
れたことになるのではないでしょうか。 

クレイニアスおそらくそうでしょう。 

アテナイからの客人 でも、いいですか、あなた、そういう問題には、早急な判断をくださないようにしたい 

ものだと思うのです。むしろ、問題点を細かく分け、こんなふうに考察してみる方がよいと思います。かりに誰 

かが、体育競技、音楽競技、馬術競技というような区別をせず、そういう種類の別なく、ただ単純に競技を開催 

し、市民のすべてを集めてこう布告するとしたら、どういうことになるでしょうか。希望者は誰なりと、快楽に 

ついてだけ技を競うべくやってくるがよい。その手段に規定はなく、とにかく観客を最も楽しませた者、楽しま 

せるという効果を最もあげて勝利を獲得し、競技者のなかでいちばん面白いとの判定を下された者、そういう者 
( 1 ) 

に賞品が設けてある、 -こういう 布告から、いったいどんな結果が生じると考えますか。 

クレイ11アス お話の意味は、どこにあるのですか。 

アテナイからの客人 おそらく、ある者は、たとえばホメロスのように、何か叙事詩を吟誦して見せ、ある者 
は、叙情詩を竪琴で演じ、また別の者は悲劇を、さらに別の者は反対に喜劇を演じる、ということになるでしょ 
う。またもし誰かが、操り人形を演じるのが勝利への近道と考えたとしても、おどろくにはあたりません。さて、 
たくさんのそのような競技者、それに類する他の競技者がやってきた場合、そのうち誰がとうぜんの勝利を占め 
ることになるのか、わたしたちは言うことができるでしょうか。 

( 2 ) 

クレイ||アス それは無理なお尋ねですよ。だって〔判定を〕聞く前に、いや、直接自分の耳で競技者一人ひと 
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りに耳を傾けてみる前に、いったい誰が、まるでわかったように、そんなことに答えられるでしょうか。 

アテナイからの客人 ではどうでしょう、よろしければこのわたしが、あなた方お二人に、その無理な答えを 
してみましょうか。 

クレイニアス ぜひ、そうしてください0 

アテナイからの客人 では、もしきわめて幼い子供が判定するとすれば、操り人形を演じた者を、勝利者とす 
るでしょう。そうではありませんか。 

クレイニアス そのとおりですね。 

アテナイからの客人 しかし、 もうすこし大きい子供なら、喜劇を演じた者を ■利 者とするでしょう。だが、 
教養ある婦人や若い青年たち、さらにおそらく大衆の大部分なら、悲劇を演じた者を 勝利者と するでしょう。 
クレイニアス おそらく、そうでしょうね。 

アテナイからの客人 しかしわたしたち老人は、たぶん、『イリアス』や『オデュッセイア』、あるいはへシオ 
ドスの詩句を巧みに吟誦す る 吟誦詩人に、 とりわけ 楽しんで耳を傾け、彼をすぐれた勝利者と主張す るでしょう。 

( 3 ) 

そうなると、いったい誰が、真の勝利をおさめたことになるのか、これが次の問題です。そうではありませんか。 


1イングランドの解釈に従う。 ば、「上演を聞く」というょり、「判定を聞く」意味であろ 
2 シャンツ、ビユアリは、「聞く前に」 (65805 TrpivdKooqai うとしている。これに従った。 

T £) を削っている。 だがこのまま 訳しても意味は つながる。 3 65 00 D 9 の 疑問符を コンマに かえる (イングランドにょ 
イングランドもこの 語に懐疑的で あるが、 もし読む とすれ る)0 
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クレイニアスそうです0 

E アテナイからの客人 わたしやあなた方としては、明らかに、わたしたち同年輩の者によって判定された者こ1 

T) 

そ、真の勝利者だと、言わざる をえ ません。なぜなら、わたしたちの国のその習慣こそ、あらゆる国、あらゆる 
所で今日見られる さまざまな 習慣のなかで、 とりわけ 最善の ものと 思われるからです。 

クレイニアス それはそうですとも。 

五 

アテナイからの客人 このわたしにしても、音楽は快楽を規準として判定されなくてはならない、 という その 

点だけのことなら、世間の人びとと同意見なのです。とはいっても、どんな人の快楽でもよい、というのではあ 

りません。最もすぐれた人たちや充分な教育をうけた人たちを喜ばせるもの、とりわけ、徳と教育の点で他にぬ 

きんでている一人の人間を喜ばせるもの、それこそ、最も立派なムゥサの技(音楽)としなくてはなりません。わ 

たしたちが、芸術に関することがらの判定者は徳を必要とする、と主張する理由も、そこにあるのです。彼ら判 

定者は、叡知はもとより、とりわけ勇気をそなえていなくてはならないからです。なぜなら、真の判定者は、劇 

場の観客から教わって、つまり、大衆の喝采やみずからの無教養ゆえに正気を失って、判定をくだすべきではあ 

( 2 ) 

りません し、反対に、真実を わきまえて いながら、勇気の なさや 臆病ゆえに、判定の初めに神々に呼びかけた そ 
の同じ口で、噓と承知の判定を軽々しく公表すべきでもないからです。 

というのも、もともと判定者とは、観客の弟子としてではなく、教師としてその席についているのであり、観 
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客にふさわしくも正しくもない快楽をあたえる作家に反対する目的で、着席しているからです。作家のそうした 
( 3 ) 

感心で きぬ 態度は、たとぇば、 シヶリア や イタリアの 今日の風習に似ているわけです。彼らの風習は、観客たる 
大衆に譲歩し、優勝者の判定を、挙手選出によって決定しているのですが、そうすることにより、一方では、作 
家そのものを堕落させているのです、——なぜなら、作家は、判定者たる観客の低俗な快楽を目標に制作するた 
め、その結果、彼ら観客の方が、作家を教育していることになりますからね——。そして他方では、観客の快楽 
をも堕落させているのです。なぜなら、観客はいつも、自分よりすぐれた品性の人に耳をかすことによって、そ 
の快楽を高めなくてはならないのに、今の彼らのやり方では、まったく反対の結果を、身に招いているからです。 
さて、今のこうした議論の結論は、いったいなにを、わたしたちに意味しようとしているのでしょうか。考えて 
みてください、それが次のような意味かどうか。 

クレイニアスどのようなことですか。 

( 4 ) 

アテナイからの客人 どうやら 議論は、まわりまわって、三度目四度目に、同じところへ到着した ようです ね。 

初に、自分の義務を公正に遂行することを、神々に誓約し 
たという。 

3 「太古のへラス(ギリシア)の法律には許されていた」 (65 VO 
w 5 l 6 rn »5 ?v . • • . 00)までを削り、ぱ5 084€^のあとのピリ 
オドをコロンにかえる(イングランドによる〇 

4 たとえば、 1 • 643 E , 645 A , n . 653 B , 656 W などをさす。 


1この習慣がなにを意味するか判然としない。しかし前後 
から判断すると、老齢を尊重する こと、 したがって また、 
芸術作品の判定においても、これを経験豊かな老齢者にゆ 
だねるといぅ習慣かと考えられる。本篇の他のところにお 
いても(たとえば1.634 E )、 ブラトンはいろいろな.面で、 
老齢尊重の見解を述べている。 

2 音楽、体育、その他公的な競技においては、判定者は最 
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( 659 ) 


すなわち、教育とは、法律によって正当と告示された理、また老齢の有為な人物から、その経験に照らし、真に 

正当なりと認められた理、そういう理へ子供たちを誘い導くことにほかならない、ということです〇だから、子 

供の魂が、法律や法律の説得に従う人とは反対の快苦を、感じる習慣をつけないように、むしろ、快苦いずれに 

せよ、老人と同じことがらに歩調を合わすようにさせようという、まさしくこの目的から見ると、いわゆるわた 

したちが歌と呼んでいるものは、じつは魂への呪文を意味するものとなるのです。それも、わたしたちの言うか 
( 1 ) 

の協調を目的とした、真面目な呪文なのです。しかし若者たちの魂は、真面目なことに耐えられないものですか 
ら、そうした呪文は、遊びとか歌とか呼ばれ、 また そのような扱いをうけているわけです。それは ちょうど、 病 
人や体の衰弱した者に対して、滋養物の処方を任としている人が、効き目のある滋養物は、 口 あたりの よい 食べ 
ものや飲みものに入れてあてがい、害のあるものは 口 あたりのわるいものに入れ、その結果、病人たちが前者を 
望み、後者を嫌うという正しい習慣をつけるようにするのと、同じことなのです。それと同様に、真の立法者±、 
称賛に値する美しい言葉を使って作家を説得し、説得できなければ強制し、作家をして、思慮も勇気もそなえ、 
あらゆる点ですぐれた人物の身振りをリズムで、調子をハーモニーでそれぞれ描きながら、立派な制作をするよ 
うに、 させることでしょう。 

クレィニアス そうすると、ねえあなた、現在他の国々では、そのような仕かたで詩作が行なわれていると、 
ゼゥスの神かけて、あなたには思われるのですか。というのも、わたしの見るかぎり、わたしたちの国 クレテ や 
ラヶダィモンの場合を除けば、あなたの今のお話が実行されているのを、わたしは知りません。むしろ踊りにつ 
いても、それ以外の音楽全般にわたっても、たえずなにか新しいものの生まれているのを、知って P ます。しか 
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もそれらの変革は、法律によってではなく、ある種の無秩序な快楽によって行なわれているのですが、その快楽 
たる や、 あなたがエジプトの例で説明されたように同一のものであった り、 同一の状態を保ったりしている どこ 
ろか、 ひとときも同じ姿ではないものなのです。 

アテナイからの客人もっともなお言葉です、クレイニアス。だが、もしわたしの話しぶりが、あなたに、い 
まあなたが尋ねておられるようなことが現に行なわれているかのような印象をあたえたとすると、それはおそら 
く、わたしの考えていることを明瞭に話すことができなかったために、そういう印象をあたえ、そういう結果を 
招いたものと思われます。いや、わたしは、音楽に関して、こうあってほしいと望むことを話していたのですが、 
わたしの話しぶりが、おそらく、そのことをわたしは事実として述べているのだとあなたに思われるようにした 
のでしょう。わたしの望むことを話したというのも、その理由は、すでに事態が誤った方向へ遠く踏み出してし 
まい、もはや改善しがたくなっているときに、なおこれを非難するというのは、ときに必要なことではあれ、け 
っして 愉快な ものではないからです。ともあれ、わたしの望むことについては、あなたも同意されているわけで 
すから、どうかおっしゃってください。他のギリシアの国においてよりも、あなたやこの方のお国においては、 
そのようなことはよりよく行なわれていると言われるのですか。 

クレイニアスもちろんです。 

アテナイからの客人 では、 もし 他の 国々においてもそのように行なわれるとすれば、どうでしょう。そのよ 


1 「協調」とは、 653 B で 語られて いる、快 苦の 感情と 理知との間の協調をさすものと思われる。 
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うに行なわれる場合の方が、今のやり方で行なわれる場合よりも、事はより立派になると言いうるでしょうか。 

クレィニアス それははるかにすぐれた ものとなるでしょう。もしこの 人のお国やわたしの国の ように、さら 
にはまた、今あなたがそうあるべき だと おっしゃったように、行なわれるのであればね。 

六 

アテナィからの客人 さあそれでは、このへんでわたしたちは、意見の一致をはかっておこうではありません 

か。あなた方のお国で、教育や音楽のすべてにわたって言われていることは、こうではありませんか。あなた方 

は、作家たちを強制して、こんなふうに語らせています。善き人は、大きく強かろうと、小さく弱かろうと、あ 

るいは裕福であろうとなかろうと、とにかく思慮があり正しくさえあれば、幸福であり浄福である。しかし、た 
( 1 ) 

とえキニュラス王やミダス王より富んでいようとも、もしその人が不正であれば、みじめで悲慘な暮しを送ると0 
I (2) 

また、お国のあの詩人の言葉も、もし彼が正しく語るのであれば、こうなるのです。たとえある男が、世にいう 
美しきことのすベてを行ない、それを手に入れようとも、正義をもってするにあらざれば、いやそればかりか、 
たとえその男が、そうした人物にふさわしく、「敵の傍に迫って攻撃を加えようと も」、 正義をもってするにあら 
ざれば、「わたしはその男の名をあげはしないであろう。ものの数にもいれないであろう」と。いな、もし彼が不 
正であれば、あえて「血ぬられた殺りくに目を向け」たりはしてもらいたくない。また、「トラキアから吹くボ 
レアス(北風)」と競って、勝利をしめてはもらいたくない。その他いわゆる善きものの何ひとつ、彼のものには 
ならぬことを、と。 
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というのも、世の人の口にのぼる善きものは、その数えられ方が正しくないからです。なぜなら、いちばん善 

( 3 ) 

いものは健康、二番目は器量よし、三番目は富などと言われたり、その他のたくさんの善きものがあげられてい 
B ます。たとえば、見ること聞くことの鋭敏さ、その他感覚にかかわることすべてに鋭敏であること、さらにまた、 
僭主となって欲するままに行なえることとか、さらにすベての仕合せの頂点として、これらすべてを所有した上 
で、できるだけ速やかに不死になること、などがあげられています。しかし、あなた方やわたしなら、おそらく 
次のように主張するでしょう。健康を初めとしてそれらすベてのものは、正しく敬虔な人びとにはこよなく善き 
C 持物となるが、不正な人びとにとっては、すべてが最悪のものになると。さらにまた、たとえ、いわゆる善きも 
ののすべてを身につけて永久に不死であろうと、彼が正義その他徳のすべてを欠いていたのでは、見ることにせ 
よ、 聞くことにせよ、感覚することにせよ、そして一般に生きることにしても、最大の禍とな り、 むしろそうい 
う人は、残るいのちのできるだけ少ないほど、その禍も小さくなるであろうと。 

者にとっては、善きものも無価値である、と語ったのにた 
いし ( I .629 A ~ W 参照)、勇敢さそのものも、もしその男 
が不正であれば価値がない、と語るわけである。 

3 本篇以外でも、たとえば『ゴルギアス』451: E 、 『メノン』 
007 E 、 『ェウテュデモス』 279 A 〜； B などにおいて、 ブラト 
ンにより引用されることの多い、当時のギリシア人一般の 
考え方である ( I .631 C 参照)。シモーーデスの言葉とも、ェ 
ピカルモスの言葉とも^えられている。 


1キニュラスは、キュプロス島の伝説上の王で、アポロン 
の寵愛をぅけ、またアブロディテの司祭であり、地上最大 
の幸福に恵まれたといぅ。ミダス王は、プリュギアの伝説 
的な王。ディオーーュソスの神に、自分の触れるものすベて 
を黄金にかえてほしいと頼んだため、酒もパンも黄金に変 
じ、飲食できずに困る ことにな つた伝説は、 ょく 知られて 
いる。 

2 テュル タイ オスを指す。テュル タイ オスが、勇敢でない 
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そこで思うに、あなた方にしても、お国の作家を説得するなり強制するなりして、以上わたしの言った ことを 
表現するようにさせ、さらに、それに従った リズムやハーモーーーを あたえて、われらの若者たち を 教育す るよう 
D にさせるでしょう。そうではないでしょうか。さあ、考えてみてください。わたしははっきりと申しますが、い 
わゆる悪しきものは、不正な人びとにとっては善いものですが、正しい人びとにとっては悪いものであり、いわ 
ゆる善きものも、善き人びとにとってこそ真に善いものですが、悪しき人びとにとっては悪いものとなるのです0 
そこで、さきほどもお尋ねしたことですが、わたしとあなた方とは同意見なのでしょうか、それとも、どうでし 
ょうか。 

クレイニアスある点においては、わたしたちの意見は一致するように思われますが、しかし別の点では、ま 
ったく一致しないように思われます。 

七 

アテナイからの客人 すると、わたしがあなた方を説得できない別の点とは、おそらくこのことなのでしょう 
ね。健康、富、僭主的権力を一生涯所有してはいて.も、——いや、さらにお望みなら、不死と共に卓越した体力 
E と勇気が彼にはそなわっており、いわゆる悪しきものは何ひとつ彼の身に生じないとつけ加えてもよいのです(犯 

-、たとえそうであっても、もし自分自身の内部にただ不正と傲慢だけをもつならば、そのような状態で生活 

をいとなむ者は、あきらかに幸福ではなくみじめになる、という点なのでしょうか。 

クレイニアスまさにあなたのおっしゃるとおり、その点なのです。 
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アテナイからの客人よろしい。それでは つぎに、 わたしたちはどう言えばよいのでしょうか。これではどう 
です、勇敢で、強く 美しく、 裕福で も あり、全生涯を 通じて欲するままを行なえるような 人で も、もしかりに 不 
正で 傲慢な 人で あれば、かならずや 醜い 暮し方をすることになるだろうと、そうあなた方には思われませんか。 
いやそれとも、おそらくこの 点 だけは、つまり 「醜い 暮し方をする」という点だけは、あなた方にも同意される 
のでしょうか。 

クレイ11アス それは大いに。 

( 2 ) 

アテナイからの客人ではどうです、「わるい暮し方」でもある、という氛4? 

クレイニアスその点になると、もうさきほどと同様に同意するわけにはゆきませ A / ね。 

アテナイからの客人ではどうです、自分自身にとって 「不愉快 かつ有利ならざる暮し方」である、とハう S 
よ？ 

クレイニアスその上そんなことまで、どうして同意することができましょうか。 

アテナイからの客人「どうして？」とおたずねですね。それはあなた、どなたか神様が、わたしたちに調和を 
あたえてくだされば、わたしたちの意見は一致できるように思われますがね、目下のところ、わたしたちの歌は 
互いに調和がとれていないようですから。というのも、わたしには、以上の結論はきわめて必然的なことだと思 

16657 〜 E2KailTr:s!val ylyvf OV の解釈は、イ 2 「わるい」という墓は、「みじめに」と「邪悪に」との 
ングランドによった〇ただしそれをダッシュで插入句的に 両義を含む。ここでは、前者の意味で語られている。 

扱うことについては、パ—ネットの まま 読む。 
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われるからです。しかもその必然性たるや、親愛なるクレィニアス、まことに、クレテが島であることの明白さ 
にもまさるほどのものなのですよ。そして、もしわたしが立法者だったら、作家たちにはもとより、国内のすべ 
ての人びとに強制し、つとめてそうした発言をするようにさせるでしょう。また、邪悪なくせに快適な暮しをし 
ている人びとがいる、とか、有益有利なものと正しいものとは一致しない、とか、そうした言葉を口にする者が 
国の中にあれば、ほとんど最高に近い刑罰を科すことでしょう。そのほか、おそらくは現在クレテやラヶダィモ 
ンの人びとによって、さらには、あきらかにそれ以外の人びとによって話されているものとは異なったことで、 
わが市民に説得し、口にさせたいと思うものもたくさんあるのです。 

それというのも、さあすぐれた方々、それこそゼゥスとアポロンの神かけて、あなた方の法律を立法されたそ 
れらの神々自身に対し、わたしたちが、次のような質問をしてみるものと考えてください。「はたして、最も正 
しい生活が最も楽しい生活なのでしょうか。それとも、生活には二種類あって、一方は最も楽しいもの、他方は 
最も正しいものとなるのでしょうか？」と。もし、二種類なのだと答えられるなら、とうぜんの質問を重ねると 
して、おそらくわたしたちは、もう一度その神々に対して、こうたずねるでしょう。「どちらの人たちがより幸 
福だと言うべきでしょうか。生涯、最も正しい生活を送る人たちでしょうか、それとも、最も楽しい生活を送る 
人たちでしょうか」と。そして、もし、最も楽しい生活を送る人たちである、と答えられるなら、その言葉は、 
神々のものとしては奇妙なものになるでしょう。むしろそのような奇妙な言葉は、神々の名において語られるの 
ではなく、父親や立法者のものとする方が、わたしには望ましく思われます。ですから、どうか今しがたの質問 
は、父親なり立法者なりに対してなされたものとしてください。そしてその人が、最も楽しい生活を送る人が最 
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も幸福である、と答えたものとしてください。そこでつづいて、わたしはこう言うでしょう。「父上、あなたは、 
わたしができるかぎり幸福な生活をすることを、望んでおられたのではなかったのですか。それなのにあなたは、 
わたしに、できるかぎり正しい生活をするように、たえず指図することをやめませんでした」と。 

したがって、一方、そのような〔最も楽しい生活が最も幸福であるという〕見解を抱く人は、それが立法者であ 
れ父親であれ、奇妙でもあれば、首尾一貫した語り方をするのに難渋するように思われるのです。しかし、反対 
に他方、もし彼が、最も正しい生活が最も幸福である、という見解を示すとすると、思うに、それを聞く者は誰 
しも、こう追求してくるでしょう。「いったい法律は、そういう生活のなかに、快楽にまさるどんな善美なもの 
があるというので、その生活を称賛しているのか」と。というのも、いったいどんなものが、快楽から切りはな 
されていながら、なお善きものとして、正しい人の上に生じるというのでしょうか。さあ、いいですか、人間や 
神々からあたえられる名声や称賛は、善美ではあるが楽しくないものであり、他方、悪評はその反対のものだと 
でもいうのでしょうか。「愛する立法者よ、けっしてそんなことはありません」とわたしたちは答えるでしょう。 
いや、さらにまた、誰にも不正を働かず、誰からも不正を受けないことは、善いこと美しいことではあるが、楽 
しくないことだとでもいうのでしょうか。他方、その反対は、醜くかつ悪いことだが、楽しいことだとでもいう 
のでしょうか。 

クレィニアスどうしてそんなことがありましょうか。 
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アテナイからの客人 したがって、快を、正や善や美から分離しない説は、他の点ではともかく、ひとに敬虔 
で正しい生活を送る気持にさせるためには、説得力をもつことになるでしょう。それゆえまた立法者にとっては、 
その一致を否認する説は、諸説の中でも最も醜く、最も敵対的なものとなるのです。というのも、苦しみを上ま 
わる喜びの付随しないようなことがらとあっては、誰しも、みずからすすんで説得され、これを行なう気持には、 
ならないでしょうからね。 

ところで、遠くから見られるものは、 ほとんど 誰の目に もそう ですが、 とりわけ 子供に対しては、 ぼんやりと 

( 2 ) 

した映像をあたえるものです。しかし立法者は、その不明瞭な ところを 取り除いて、わたしたちの思わくを、そ 
れ とは 反対の方向に差し向けてくれるでしょう。そして、習慣 や 称賛 や 言論によって、なんとか、次のように説 
得するでしょう。正しい こと 不正な ことは、陰影を つけて描かれた 絵のような もので、不正な ことは 正しい こと 
の反対であるため、不正で よくない 当人から眺められると、それは楽しいものに見え、反対に正しいことが、こ 
の上なく不愉快に見える。だがもし正しい人から眺められると、快不快いずれに関しても、いっさいが誰の目に 
も、 今と 反対に見える、 と。 

クレイニアスそのよう ですね。 

アテナイからの客人 そこで、判定の真実性に関しては、どちらの判定が より 権威をもってい ると 主張したも 
のでしょう か。 より 劣った魂の判定でしょうか、 それとも、よりすぐれた 魂の判定でしょうか。 
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クレイニアスとうぜん、よりすぐれた魂の判定でしょう。 

アテナイからの客人するととう ぜん、 不正な生活は、正しく敬虔な生活よりも、たんに醜く劣悪であるばか 
りか、じっさいは、はるかに不愉快なものともなるわけです。 

クレイニアス少なくともこれまでの議論からすれば、そのようですね、あなた。 

アテナイからの客人 だが、 たとえ 事実が、 いまの 議論が 明示したようではなかったとしても、多少ともなす 
ところのある立法者が、若者のためによかれと思い、あえて彼らに多少の偽りを言う場合、これ以上に有益な為 
りを言うことができるでしょうか。若者たちのすべてが、強制的にではなくみずからすすんで、すべての正しい 

〜 (3) 

ことを行なうようにさせるのに、これ以上有力な偽りを言うことができるでしょうか。 

クレイ||アスあなた、真理は美しく不動のものです。しかし、それを信じこませるのま、たやす、，ことで丈 
( 4 ) 

ないようです。 


T - s ) TO0 o 9 lKa{§ IVOCVTS S の前後、および C 4 の emspoo 1 J£va 
のあとに、それぞれ コンマを 付して読む (ィングランドに 
よる0ただし ^8を°! 0142 にはしない )0 

3 教育的配慮から意図的につくられる偽りについては、 
『国家』 n .3002 c 〜 D などにも語られている。 

4 答えのつながりが多少曖昧。偽りの教育的意図が理解さ 
れずに、陳腐な返答に逃れたと見ることもできる(イング 
ランドの解釈〇 


1 663 W 1 の KaiQ- ya 96 v te Kai KQA6V を削る方が明瞭にな 
るとする解釈もあるが(ィングランド、ピュアリ)、ベーネ 
ットに従っておく。あるいは、「快と正とを切り離し、善 
と美とを切り離す」といぅ解釈もあるが(ティラー)、それ 
では意味がむしろ曖昧になると思われる。 

2 以下663 C 5 まで、解釈に疑義の多い箇所である。； B 6 の 
qKOTOSlvlav は qKOTOSlviav と、 B 8 の匕^は^^ざと読む。 
句読点に関しては、03の-0-〇1<6怎<0{のあとのコンマを削り、 
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( 1 ) 

アテナイからの客人 それはそのとおりです。しかし、シドン人の伝えているお伽話は、あのように信じがた 

( 2 ) 

いものですが、たやすく信じこませることができました。他にもそうした話はたくさんありましょう。 

クレイニアス どのような お伽話ですか。 

アテナイからの客人 昔、歯が播かれたとき、その歯から、武装した兵士たちが生まれてきたという話です。 

しかもこの話は、立法者にとって、なにごとによらず、それを若者の魂に説得しようとこころみさえすれば、説 

得できるものだという、大きな証拠になります。したがって、立法者がよく考察して見つけねばならないことは、 

ほかでもなく、なにを説得すれば国家に最大の善をなしうるか、ということなのです。またそれに関連し、万全 

の方策をも見出さねばなりません。いったいどのような方法をもってすれば、国家という共同体全体が、歌、物 

語、議論のいずれにおいても、生涯を通じてつねに、その問題に関してできるかぎり同一のことを口にするよう 

になるかという、そのための方策をね。だが、これとは多少でも異なった意見をおもちでしたら、これに対して 

反論してくださって、いっこうに差しつかえありません。 

クレイニアス いや、それに対して反論することは、わたしたちのどちらにも、できそうにありません。 

アテナイからの客人 それでは、わたしとしては、次の話にうつるのがよいようですね。わたしの主張によれ 
(3) 

ば、三種類より成る歌舞団はいずれも、わたしたちがすでに述べ、これからも述べようとしているかぎりのその 
他すベての美しいことを語りながら、子供たちの魂がまだ幼く柔らかいときに、これを魅惑しなくてはならない 
のです。しかしわけても次の点を、歌舞団の扱いの要点としましょう。最も楽しい生活と最も善い生活とが一致 
することは、神々によっても語られている、と主張すれば、それがいちばんの真実を語ることになるでしょうし、 
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またなにか他の語り方をする場合よりも、説得すべき相手を、はるかによく説得で きるだろう、ということです 0 
クレイ11アス おっしゃる ことに 同意しなくてはなりますまい。 

アテナイからの客人 ではまず、その最も正しいやり方としては、ムゥサたちにつかえ る 少年歌舞団が、一番 
目に入場してきて、以上の意味の歌を、全市民の前で力いっぱい高らかにうたう。つぎに二番目には、三〇歳未 
満の者から成る歌舞団が入場し、その言葉の真実を示す証人として、救い主 パイアン(アポロン) の(か)に呼びかけ、 
若者たちに恵みをたれ、 これを 説得して くれる ように祈る。以上のようになるでしょう。さらにな お 三番 目と し 
D て、三〇歳以上六〇歳未満の者たちもうたわなくてはなりません。だが、その年齢以上の人びとは、もはや歌に 
耐えるだけの体力はないのですから、その場に居残り、うたわれているのと同じ性格をもった人物の物語を、神 
の息吹にかられた話し方で、話す人とならねばなりません。 

われわれは勇敢であった」とうたえば、壮年のそれは、「今 
われわれは勇敢である」という意味をうたい、若者のそれ 
は、「われわれはやがてもっと勇敢になるだろう」という 
意味のことをうたったという。 

4 664 W 7 の QOT s ) v がなにをさすかは、イングランドの晖 
釈に従った。ただし、 a o と読む解釈の方はとらない。 

5 一番目の少年たちのつかえるムウサたちは、少年たちの 
教育を司り、二番目の救い主パイアン(アポロン)は、歌舞 
による魂の治癒救済を司る。 


1すぐあとで語られるよぅに、カドモスによって殺された 
龍の歯がまかれたとき、その土からテバィの祖先が生まれ 
たといぅ伝説。 

2 663£5の1<は1301と読む。また疑問文とは読まない 
(ィングランドによる) 0 

3歌舞団の三種類については、ブルタルコス『英雄伝』 r リ 
ユクルゴス」(ニー)において、それが昔のスパルタにおけ 
る、教育的配慮からする習慣であったことが語られている0 
つまり、祭礼のさい、老人、壮年、若者の三年齢層より成 
る三つの歌舞団が編成されたが、老人の歌舞団が、「昔の 
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クレイニアス しかしあなた、その三番目の歌舞団とは、どういう人たちのことをおっしゃっているのですか。 
その人たちについて、いったいなにを言おうとしておられるのか、どうもはっきりとわかりません。 

アテナイからの客人 ところが、まさにその人たちこそ、これまで話されてきた議論大部分の、目標となって 
いた人たちなのです。 

クレイニアス まだ納得がゆきません。もっとはっきり言うようにしてください。 

九 

( 1 ) 

アテナイからの客人 もしわたしたちにその記憶があるなら、この議論のはじめに、こんなふうに話しました。 
すべて若者たちの本性は、火のようにはげしいものだから、身体の面でも音声の面でもじっとしていることがで 
きず、たえず無秩序に声を立てたり、跳びはねたりしている。だが、それら運動と音声両面での秩序の感覚は、 
他のいかなる動物もこれを身につけてはいないが、人間だけが、生まれながらにこれを所有している。さらに、 
運動の秩序にはリズムという名称があたえられ、他方、音声の秩序には、高音低音が一緒に混ぜられると、ハ— 
モーという 呼名が用いられ、それら運動と音声の二つの秩序をひとまとめにしたものが、歌舞と呼ばれる。ま 
た、神々はわたしたちを憐れんで、踊りの同伴者ないし導き手として、わたしたちにアポロンとムゥサたちをあ 
たえられたが、なおその上に、もしわたしたちが記憶しているなら、三番目の同伴者として、デイオニュソスを 
もあたえられた——このよ.うに話しましたね。 

クレイニアス どうして記憶していないことがありましようか。 
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アテナイからの客人 ところで、アポロンとムゥサたちの歌舞団のことは、すでに話されました。そこで残る 
三番目の歌舞団は、とうぜん、ディオニュソスの歌舞団と呼ばれねばなりません。 

クレイニアス いったい、それはどういう意味ですか。お聞かせください。だって、「老人たちから成るディオ 
ニュソスの歌舞団」などと突然聞かされては、まことに奇妙な感じがしますからね、かりにも三〇歳以上、いや、 
五〇歳を越えて六〇歳にも及ぶという者たちが、ディオ-1ュソスのためにうたい踊るということになります ( y 。 

アテナイからの客人 たしかに、あなたのおっしゃるとおりです。じっさいわたしも、これには説明が要ると 
思います、それがそのょうに行なわれズも道理にかなうというのは、 どういう 意味なのか、それについての説明 
がね。 

クレイニアス そうです とも 0 

アテナイからの客人 ところで、少なくともさきほどまでのことは、わたしたちの間で同意されていますね。 
クレイ||アス どの点に関してですか。 

アテナイからの客人 大人も子供も、自由人も奴隸も、男も女も、誰もかれも、まさしく国中の人が国中の人 
に向かって、わたしたちがくわしく述べたあの歌を、たえず呪文としてうたいつづけねばならない、という こと 
です。そのさい、歌い手が、賛歌に飽きをおぼえないでこ-れに楽しみを見出すためには、なんらかの方法でたえ 

1653 Dsqq . 参照。 ぼ同様の意味から、老人たちが、酒と狂乱の神ディオーーュ 
2 クレイニア スは、1.641 D ,646 E などにおいて、酒の 酔 ソスに仕えてうたい踊ることに、意外な ものを 感じたので 
いの教育的効果を疑問としたょうに、ここでは、 それとほ ある。 
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ず変化がもたらされ、ありとあらゆる色づけがほどこされなくてはならないでしょうがね。 

クレイニアス むろん、そのようにすべきだということに、異論のあろうはずがありません。 

アテナイからの客人 では、老人から成る、この、わたしたちの国家の最善ともいうべき部分、それは年齢と 
思慮の点で、市民のうち最も影響力をもっている部分ですが、その部分は、いったいどこで、その最も美しい歌 
をうたえば、最大の善をもたらしてくれることになるでしょうか。いやそれとも、最も美しく、最も有益な歌に 
'関するこの上ない権威ともいうべきこの部分を、わたしたちは、そうむざむざと放置しておいてよいでしょうか。 

クレイ||アス いや、手放しておくことはできません。少なくともいまのお説からすれば。 

アテナイからの客人 では、それには、どのような処置が適切でしょうか。こういうやり方ではどうでしょう 
か、考えてみてください。 

クレイニアス どんなやり方ですか。 

アテナイからの客人 おそらく誰しも、年をとるにつれて、歌へのためらいが濃厚になります。そしてそれを 
やってみても、楽しみは少なくなるばかりか、無理にやらされでもすれば、ますます気恥ずかしい気持になるで 
しょう。年をとって思慮深くなればなるほど、その気持はいよいよ強くなります。そうではないでしょうか。 

クレイニアス そのとおりですね。 

アテナイからの客人 だから、劇場で、ありとあらゆる人を前にして、立ってうたうとなると、なおいっそう 
の気恥ずかしさをおぼえるでしょう。しかもなおその上に、もしそんな老人たちが、優勝を競う歌舞団のように、 
節食して脂肪を落し、発声練習をしたあとでうたわねばならないとなると、おそらくはまことに面白くなさそう 
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に、恥ずかしげな歌い方をして、しぶしぶそれをやることになるでしょうね。 

クレイニアス まったく、あなたのおっしゃるとおりです。 

1 ) 

アテナイからの客人 ではわたしたちは、彼らを心から歌に向かうようにさせるには、どのような仕かたで元 
気づければよいのでしょうか。次のような法律を立てるのが、よいのではないでしょうか。 

まず第一に、一八歳未満の子供には、彼らが生活の労苦に立ち向かうようになるまでは、若者にありがちの激 
情的な性情を警戒させ、身心ともに、火に火をそそぐようなことをしてはならないと教えて、酒はまったく飲ま 
せません。 

つぎに、三〇歳までの若者に対しては、適度に酒を飲ませるが、酔っばらうことや深酒は、かたくひかえさせ 
ます 

しかし、彼らが四〇歳に達した場合には、共同食事で食事をすませたあと、神々の名を呼び、わけてもデイオ 

ニュソスを呼びよせて、老人たちのなぐさみでもある秘儀に臨ませるのです。というのも、その秘儀、——これ 
( 2 ) 

はつ まり 酒のことですが——、それは、デイオーーュソスが、老いのかたくなさに備える薬として、人間たちにあ 
たえてくださったもので、そのおかげでわたしたちは若返り、あたかも火に入れられた鉄がそうなるように、魂 
の性格は憂いを忘れて頑固から柔軟となり、そのようにして、ずっと扱いやすくなるのですから。さて、誰しも、 

1以下にも見られるように、「彼ら」とは、たんに老人たち 2 666 B 6 の To - vof は、削除案も考えられているが? 
の歌舞団員だけではなく、主としてそれを意味しながら、 ングランド、 ビュデ版)、その前後に コンマを 付す(シュタ 
三種の歌舞団全員をもさす。 ルバ ゥム による)。 
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ひとたびそういう気持になるなら、もし大勢のなかでではなく適当な人数のなかでなら、またもし見知らぬ人た 
ちの間でではなく顔見知りの間でなら、以前よりも気恥ずかしさを感じることなく、ずっと積極的にうたう気持 
になる、いや、わたしたちがたびたび言ったように、かの呪文の歌をうたう気持になるのではないでしょうか。 
クレイニアス それは大いに、そうなるでしょうね。 

アテナイからの客人 そうすると、彼らを誘導してわたしたちと一緒に歌に参加させるには、以上の方法は、 
そう 不適当な ものと もいえないでしょう。 

クレイ-アス ええ、けっして。 

- 〇 

アテナイからの客人 ところで、その人たちは、どのような歌をうたうのでしょうか。いや明らかに、なにか 

( 1 ) 

彼ら自身にふさわしい歌でなくてはなりますまい。 

クレイ11アス そうですとも。 

( 2 ) 

アテナイからの客人 では、どのような歌が、神のごとき人たちにはふさわしいのでしょうか。歌舞団の歌で 
しょうか。 

クレイ||アス それはむろん、あなた、わたしたち クレテ 人にせよ、 こちらのラケダイモンの 人たちにせよ、 
歌舞 団でうたい慣れて憶えたもの以外のどんな 歌も、 うたうことはできないでしょうね。 

アテナイからの客人 もっともなお話です。だって、じっさいあなた方は、最も美しい歌を身につけてはおら 
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れないのですから。それというのも、あなた方の国制は、軍隊向きのものであっても、都市定住者のものではあ 

りません。いや、あなた方は、お国の若者たちを、まるで牧場に草をはむ仔馬の群れさながら、放し飼いにして 

います。あなた方の誰 ひとりと して、自分の仔馬を、それが はげしく 暴れ狂い抵抗し ようと も、それを、仲間の 

群れから引き離し、それぞれに馬丁をあてがい、毛を梳いたりなだめたり、また、子供の養育にふさわしいこと 

のいっさいをあたえたりして、教育してはいません。その養育とは、たんに勇敢な兵士を つくる ためのものでは 

なく、国と町を治めうる者をつくるためのものなのですが。まことにそのような教育をうけた者こそ、わたした 
( 3 ) 

ちが初めに言ったように、あのテュル タィ ォスのいう戦士より、はるかにすぐれた戦士となるのです。なぜなら、 

そういう教育をうけた者は、個人の場合でも国家全体の場合でも、いついかなるところにおいても、勇気を徳の 

第一位としてではなく、第四位のものとして評価するからです。 

N (4) 

クレィニアス これはあなた、どうやら、またしてもあなたは、それとなくわたしたちの立法者をおとしめて 
いますね。 

アテナイからの客人 いや、わかっていただけると思いますが、たとえそうだとしても、意図してそうしてい 
るわけではありません。それはともかく、よろしければ、議論の導くままに、どこへなりと進んでゆこうではあ 


1主としてバーネットの校訂に従いながら、しかし 666 D ごとき人」なのかどぅか、明瞭ではない。 
3の3はユと読み、また04の疑問符を終止符にかぇる 3 I . 629 A 〜 630 D 参照 0 
(ィングランドに よる〇4 I .630 C - D 参照 0 
2 第三番目の歌舞団の老人たちが、はたしてすべて「神の 
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f 667 B りませんか。というのも、もしわたしたちが、歌舞団の歌や公共の劇場における歌よりすぐれた歌を知っている 
のなら、それをあの人たちに、——わたしたちに言わせれば、前者の歌には気恥ずかしさを覚えるが、すぐれた 
歌ならどんな歌でも、すすんでこれに参加することを求めているという——、あの人たちに、割り当てるように 
してみようではありませんか。 

クレイ||アス結構ですとも。 

アテナイからの客人ところで、まず初めに、なんらかの楽しさが伴うものにはすべて、とうぜん、こ、っいう 
事情が見られるのではありませんか。つまり、それの最も重要な要素は、まさにその楽しさそのものだけである 
のか、あるいは、ある種の正しさがそれか、または三番：3；に、有用性がそうなのか、そのいずれかだということ 
です。わたしが言っているのは、たとえば、食物や飲物、その他すベての栄養物には、楽しさが伴いますが、そ 
C の楽しさを、わたしたちは快楽と呼ぶことができるでしょう。これに対し、正しさや有用性についていえば、摂 
取するもの(食物)に含まれていて、そのつど健康に役立つ要素、ほかならぬその要素こそ、その食物の最も正し 
い部分でもあるわけです。 

クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人さらにまた学問にも、楽しさ、つまり快楽が伴っていますが、しかし、その正しさや有 
用性、善さや立派さをつくり上げているものは、真実性なのです。 

クレイニアスそうですとも。 

丨 (1) 

アテナイからの客人では、類似したものをつくりだすという理由で模写技術と言われているものにっ、"ては、 
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どうでしょうか。それらの技術が模写をなしとげる場合、もしそこに快楽が生じるなら、快楽が副次的にそこに 
生じるという、まさにそのことを、楽し さと 呼べば、最もふさわしいのではないでしょうか。 

クレイ 1 1アス ええ。 

7テナイからの客人しかし、そうした模写物の正しさとなると、一般的に言って、その量と性質に関する等 
しさが、まずこれをつくり出すのであって、快楽がそうするのではないでしょう。 

クレイ117ス うまい 言い方ですね。 

アテナイからの客人そうなると、快楽という尺度で判定されて差しつかえないのは、こういうものだけでは 
ないでしょうか。有用性も真実性も類似性も生み出すことなく、また、もとより害をもたらすこともなくつくり 
出されるもの、いやむしろ、それら(有用性、真実性、類似性)に付随する楽しさ、ただそれだけを目的として生 
じるもの、そういう もの だけではないでしょうか。 もし その楽しさに、以上のどれ一つ も 付随しないときには、 
これを快楽と名づけるのがいちばんよいでしょうね。 

クレイニアスあなたが意味しておられるのは、ただ害のない快楽の こと だけですね。 

アテナイからの客人そうです。そして、その快楽のあたえる害や益が、真剣にとりあげて語るに値しない場 
合、その同じ快楽を、わたしは遊戯と言います。 

クレイニアス まことにあなたのおつしやるとおりです。 


1「模写技術」とは、絵画、彫刻、音楽など、いわゆる芸術の仕事を意味する。 
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アテナイからの客人すると、今言われたことから、こんなふうに言ってもいいのではないでしょうか。およ 

そいかなる模倣にしても、けっして快楽や真ならざる思わくを尺度として判定されるべきではない、——さらに 

つけ加えれば、 いっさいの 「等し さ」もまた 同様である、 とね——。というのも、 一般的に 言って、 等しい もの 

が等しいのも、均斉のとれたものが均斉のとれたものであるのも、誰かにとってそう思われているとか、誰かが 
( 1 ) 

そこに楽し さを 感じるとか、そういう条件によってではないからです。——むしろ、いっさいの模倣は、なによ 
りもまず、真実を尺度として判定 さるべき であって、断じて、それ以外のものによってではありません。 

クレイーーアス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人ところで、音楽はすべて、模写や模倣の技術だと言うのではありませんか。 

クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人そうすると、音楽は快楽を尺度として判定される、と主張する人があっても、けっして 

そのような説をうけいれてはなりませんし、また、かりにそうした音楽があったところで、けっしてそれを卓越 

( 2 ) 

した ものと 見なして、探し求めたりしてはなりません。むしろ、わたしたちの求めるべき音楽は、美の原像との 
類似性を、 よく 保存しているものでなくてはならないのです。 

クレイーーアス おっしゃるとおりです。 

( 3 ) 

アテナイからの客人そこでまた、最も美しい歌を探し求めているあの人びとにしても、その探し求めるべき 

ものは、思うに、楽しい音楽ではなく、正しい音楽でなくてはなりません。というのも、わたしたちがすでに言 
(4) 

ったように、模倣の正しさとは、模倣された原像ほんらいの量と質がそのまま再現されたとき、そこに成り立つ 
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D 


C 


ものだったからです。 

クレイニアス そのとおりですとも。 

アテナイからの客人 さらにまた、音楽に関しては、誰しもこういうことを認めるでしょう、音楽の作品はす 
ベて、模倣であり模写である、ということです。少なくともこのことだけは、作家、聴衆、俳優のすべてが、こ 
ぞって認めるのではないでしょうか。 

クレイニアス 大いに認めます。 

アテナイからの客人 したがって、作品評価の誤りをおかすま•いとする者は、作品のそれぞれについて、そも 
そもそれは何であるかを、認識しなくてはならないように思われます。というのも、もしひとが、作品の本質、 
つまり、そもそもそれは何を意図しているのか、また、それは本来どういうものの模像であるのか、ということ 
を認識していないならば、その人は、その意図実現の正確さも、ましてその間違いをも、ほとんど識別すること 
はできないでしょう。 

クレイ||アス ほとんどできますまい。それはとうぜんのことです。 

( 5 ) 

アテナイからの客人 しかし、「正確さ」を認識していない者が、そもそも「その善さや悪さ」を識別するこ 


1 668 A 2 の^ tis は d ' Tls と読む(イングランドによる)。 人びと。 

2 668 W 2 T-SJTOO KaAooli - H ^' QHl はテイラーの解釈に従った。 4 667ciD 参照0 

なおテイラ— はリツ タ丨に 従ぅ。 5「善さ、悪さ」とは、 もとより 作品のあたえる道徳的効 

3 もとより、デイオーーユソスに仕える第-.:番目の歌舞団の 果について言われている。 
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1 とがで きる でしょうか。いや、わたしの言葉は多少明瞭 さを 欠いていますが、 おそらく 次のように言えば、 もっ 
と明瞭になるでしょう。 

クレイ11アスどのようにですか？ 

II 

アテナイからの客人わたしたちの視覚に訴える模写は、むろん、たくさんありますね。 

クレイ 1 1アスええ。 

アテナイからの客人では、それらの模写において、模倣されている物体がそれぞれ何であるかをひとが知ら 
ないとしたら、どうなるでしょうか。はたしてその人は、それらの模写のうちで、正しくつくられているものを 
認識できるでしょうか。わたしの言おうとしていることは、たとえばこういうことなのです。その乍品は、物体 
E 諸部分の数や位置に関し、事実あるだけの数を保っているかどう.か、また、しかじかの部分がしかじかの部分の 

傍に置かれることによって、その物体はしかるべき秩序を-さらには色と形を-獲辱しているが、 そういう 

秩序をその作品は保っているかどうか、それとも、それら諸部分のすべては、ただ雑然と製作されているのか、 
といったことの認識なのです。まさか、模倣されている動物の何であるかをまったく知らずにいながら、以上の 
ことを識別できるとは、思われないでしょうね。 

クレイ-|アスむろん、 どうして 識別で きましょう か。 

アテナイからの客人では、描かれたものや彫塑されたものが人間であること、さらにまた、人間自身のもつ 
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669部分のすべてを、色や形もろとも、技術によってそれがそなえていること、それらの認識をわたしたちがもって 
いる場合は、どうでしょうか。そういうことを認識している者なら、とうぜん、それが美しいか、それともどの 
点において美に欠けているか、ということも容易に認識できるでしょうね。 

クレイニアス それはあなた、かりにもし そう なれば、わたしたちのいわばすベてが、動物たちの〔像の〕もつ 
美し さを 認識して いることになるで しょうね。 

アテナイからの客人 おっしゃるとおりです。そうすると、絵画、音楽、その他どんな模写の技術においてで 
あれ、思慮ある判定者たらんとする者は、それぞれの模像に関し、次の三つのことをわきまえねばならぬのでは 
B ないでしょうか。第一に、そもそもそれは何の模像であるかを、つぎには、どのような模像にせよ、それがどの 
程度正しく作られているかを、さらに第三番目には、それがいかに立派につくられているかを認識することです。 
クレイニアス どうやら、そのようですね。 

アテナイからの客人 さあそれでは、音楽に関する問題はどの点が面倒なのか、投げ出さないで話をつづける 

ことにしましょう。けだし音楽については、他の模像にくらべ、とりわけやかましく論じられていますから、ど 

の模像にもまして、最大の慎重 さを 必要としているのです。というのも、もしひとが音楽の扱いを誤ると、感心 

( 2 ) 

C しない習性を喜んでうけ入れるようになり、最大の害をこうむるものですが、しかもその過失は、きわめて気づ 

1 669 w 2-3 0 3:n§iTe - - D » spo , s を削る(イングランド ぶため、成功した場合にはその教育的効果は大であるが、 

による)。 また失敗したときの危険も大きい、という意味のことが語 
2『国家』日. 401 D 〜 E にも、音楽の作用は魂の深部に及 られている。 
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咖 かれにくいのです。なぜなら、作家というものは、 ムウサたち 自身に くらべる と、作者としてはずいぶんと劣っ 
ているからです。 

思うに、ムウサたちなら、男の言葉使いを作っておきながら、誤って女の調子や旋律を割り当てたり、また、 

自由人の旋律や身振りを構成しておきながら、奴隸や非自由人のリズムを付け加えたり、反対に、自由人にふさ 

わしいリズムや身振りを前提しておきながら、そのリズムに反した旋律や言葉を割り当てたりするような、その 

D ような過失をおかしたりすることはないでしょう。さらにまた、なにか一つのものを模倣しているつもりでいな 

がら、動物や人間の声とか、楽器の音とか、ありとあらゆる騷音を、一緒に寄せ集めたりもしないでしょう。と 

ころが、人間である作家は、不合理にも、そうした混合や混乱のかぎりをつくし、オルべウスの言葉を借りれば、 

「成熟せる楽しみの齢に達している」人びとに、笑いの種を提供することになりかねないのです。なぜなら、そ 

うしたありとあらゆる混乱が行なわれていることも、成熟せる齢の人びとの目にはとまるものですからね。それ 

だけではなく、作家たちは、散文に韻をつけては、リズムと身振りを旋律から切り離したり、反対にまた、歌い 

E 手ぬきで竪琴や笛の音を用いては、歌詞のない旋律とリズムをつくったりもするのです。じつにこういう状況で 

は、リズムやハ I モニーに言葉が伴っていないものですから、それがそもそも何を意図しているのやら、また語 

るに値するほどのどんな原像に似ているのやら、その認識がきわめて困難となるのです。むしろ、〔ひとは〕次の 

(3) 

ように考えなくてはなりません、こうしたやり方はすべて、敏速、技巧、動物的音声を愛好する あまり、 笛や竪 
670琴の音を、踊りや歌の伴奏以外においても用いているわけで、きわめて粗野なものであると。けだし笛、竪琴、 
いずれにせよ、歌い手ぬきで、ただそれだけを用いるというやり方からは、音楽の教養とはまったく関係のない、 
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金銭目あての巧妙さが生まれてくることになるでしょう。 

(4) 

この 問題は、 これで 論じつ くされました。しかし、わたしたちの考察していることは、わたしたちのうちで、 
すでに 三〇歳に 達した 者や五〇歳を越えた者は、 ムゥサのこと(音楽)にたずさわってはならない、というの では 
なく、むしろ、それにたずさわらなくてはならない、ということでした。そこで 次の ことは、これまでのところ 
から、すでにわたしたちの 議論の 示しているところだと思われます。つまり、 五〇歳に 達した 者で歌を うたうこ 
B とになった 者は、歌舞団の 音楽よりも、すぐれた音楽教育をうけていなくてはならない、ということです。とい 
うのも、彼らは、リズムとハーモニーについて、鋭敏な感覚と認識とをもっていなくてはならないからです。い 
やそれとも、ドリア調への関心のあって無きにひとしいような人が、どうして、さまざまな旋律の正し さと か、 

(5) 

その旋律に作家の添えた リズムが 正しいかどうかとい うこと を、認識す ることができるでしょう か。 


1 669CH の xps)T:a は qsE と読む案が多く見られるが、 
このまま読む。『国家』 X. 601B2 などにも、この意味での 
XPS>E の用法が見られる。 

2 主語として、一般的に「ひとは」を補ぅ。あるいは、 さ 
きのオルべゥスの言葉に見られる「成熟せる楽しみの齢に 
達している人たち」を主語とする こともできる。 

3 669 E6I7 TQ'XOCS . : . 0 Tlpls'sous の属格は、アストの解釈 

をとる(ィングランドの注釈による〇 

4 「この問題」とは、音楽の誤った扱い方のこと。 

5 ひ 70W4-6 - S -). : . 6 P9 SJS を、イングランド、ピュア 


リは削っている。しかしシユタルバゥムの解釈に従った 

(①； B 4 公を B 3 tis の関係代名詞とする。② B 4—54 J :.. 
Ssplo-Ti の Trpo^Kev を c . dat per . et gen . rei の用法とす 

る 。③ W 4 -—5 Tr-Do q rlKEV J TI fl -npoQJKev を、列えば T1S JZJ< 
00 07Eis 同様の慣用的用法と見る)。ただし： 84 -£■> 以下の関 
係文章は比5 50〇|35土までとする。 

なおドリア調だけがあげられているのは、ブラトンの評 
価の高さにょるのであろぅ。『国家』白 .399 A 、 『ラケス』 

1008 D 参照。 
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卿 クレイ117ス けっして認識できないことは明らかです。 

(1) 16 
アテナイからの客人 思うに、一般の大衆は、笛に合わせてうたったり、リズムに合わせて行進したりする訓 

練をうけてしまうと、もうそれで笑止にも、ハーモー II やリズムの善し悪しを充分に認識しているつもりでいる 

C のですからね。しかも自分たちが、そうした歌や行進のどれ一つとして、認識せずにそれを行なっているのだと 

は、思い及ばないのです。だが、ふさわしい内容をもつ旋律はすべて正しく、ふさわしくない内容をもつ旋律は 

誤っている〔というのが事実な〕のです。 

クレイニアス とうぜんのことです。 

アテナイからの客人 では、それがもっている内容すら認識していない人は、どうでしょうか。すでに言った 

( 2 ) 

ように、その人は、なんらかの場合にあたって、その旋律の正しいことを認識できるでしょうか。 

クレイ11アス いったい、どんな認識方法が考えられましょう。 

一二 

アテナイからの客人 どうやらここで、わたしたちは再び、あのことを見出しているようです。つまり、今し 
がたもわたしたちが元気づけ、また一種の方法をもって強制し、自発的にうたうようにさせているかの歌い手た 
D ちは、その一人ひとりが、リズムの歩みや旋律の調べに歩調を合わすことのできる程度までは、音楽§目をうけ 
ていなくてはならない、ということです。それによって彼らは、ハーモーーーとリズムをよく観察し、そのなかか 
ら、自分の年齢や性質にとってうたうにふさわしいものを選択することができるようになり、そのようにして、 


法律第二巻) 


じっさいうたうのです。またそれをうたうことによって、自身がその場で無邪気な快楽を楽しむと同時に、若者 

E たちに対しても、立派な性格にはそれ相応の愛着を抱かせるための、指導者となるのです。もし彼らが、それほ 

どの程度にまで音楽教育をうけたならば、彼らは、大衆向きの教育や作家たち自身のうける教育よりも、より厳 

密な教育をうけたことになるでしょう。それというの も、 作家にとっては、 ハーモーー—と リズムの認識はまずま 

ず必要ではあっても、第三番目の点、つまり模倣物(作品)が立派であるかどうかという点は、それを認識する必 

要がないからです。しかしわたしたちのいう歌い手の方は、最も立派な ものと 次善の ものと を選び出すために、 

14) 

67その三点すベての認識を、必要とするからなのです。さもなければ、若者たちを魅惑して徳へ向かわせるに充分 
な歌い手とは、けっしてなれません。 

(5) 

さて、初めにこの議論が目的としたことは、ディオニュソス歌舞団のための弁護の正当性を立証することにあ 
ったわけですが、それは力のかぎり話されました。そこで、それがそのとおり成功していたかどうかを、調べて 
みようではありませんか。 

思うに、そういう集会は、いつものことながら、酒が進むにつれて、きまって騷がしくなるものです。それと 

1 670 B10 の ac- T s>v は OC0A - S ) と読む(パッダムによる〇せる方法。 

2 「なんらかの場合」とは、 669 C において語られた ような、 4 669 A 〜 B 参照〇コーー点」とは、①模倣されている対象は 
誤った旋律の場合をさしてい ると 考えられる。 何か。⑧模倣のされ方は正しいかどうか。@それは道徳的 

3 666 B 〜 C 参照。飲酒の効力を利用し、歌をうたう気恥 によい影響を及ぼすかどうか。この三点である。 

ずかしさや気おくれを追い出し、積極的にうたう気持にさ 5 664 E 3 〜665 B 参照 0 
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们 B てしかし、今話題になっている集会ではやむをえぬ こと だと、わたしたちは初めに前提しておきました。 

クレイニアス やむをえぬことですね。 

アテナイからの客人 そういう場合には誰しも、日頃の自分より気持も軽やかにふくらみ、楽しくなってすっ 

( 2 ) 

かりおしゃべりになり、隣人の言葉をうけつけぬばかりか、自分のみならず他人までも立派に支配できるような、 
思い上がった要求をもちます。 

クレイニアス そのとおりですね。 

( 3 ) 

アテナイからの客人 わたしたちはまた、 こうも 言いはしなかったでしようか。そういう状態になると、酒を 
C 飲む人たちの魂は、まるで鉄か何かのように灼熱して柔軟にも若々しくもなるから、したがって、教育や形成の 
能力とそのすベを身につけた人にとっては、その入たちの指導は、彼らが若かった頃と同じように、容易に行な 

( 4 ) 

われるのだと。また彼らを形成するのは、あの〔若者の酒宴の〕とき同様、すぐれた立法者のつとめである、とも 

話しました。酒宴に関する法律を制定するのも、その入の仕事でなくて はなり ません。それは、その酒宴の席に 

ある者が、期待にあふれ気が大きくなり、度を越して恥知らずになり、また、沈黙、会話、飲酒、音楽などの順 

序も、それを交互に行なう ことを も守ろうとしなくなると、万事それと反対に振舞う気持をおこさせる法律なの 

( 5 ) 

です。そして、 そういう 感心で きぬ 大胆 さのきざしがあらわれる や、これに戦いを挑む きわめて 立派な恐怖、わ 
D たしたちが慎みとも羞恥心とも名づけたかの神的な恐怖を、正義の力をかりて、直ちに送りこむことのできる法 
律なのです。 

クレイニアス そのと*りです。 
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アテナイからの客人 さらに冷静で素面の者が、素面でない者の指揮者として、その法律を守護しその協力者 
とならねばなりません。そういう指揮者をもたずに酒の酔いと戦うことは、冷静な支配者をもたずに敵と戦うよ 
E りも、ずっと危険なことですから。さらにまた、そうした指揮者やデイオニュソスに仕える指導者たち、それは 
六〇歳を越えた人たちですが、彼らにすすんで服従する気になれない者は、軍神アレスに仕える指揮者に服従し 
ない者と同等の不名誉を、いな、それ以上の大きな不名誉を、こうむらねばなりません。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 もし酒の酔いやそのなぐさみがこのようであれば、そういった飲み仲間たちは益をうけ 
るばかりか、互いに別れてゆくときも、今のように憎み合ったりせず、むしろそれまでよりもいっそうの親しみ 
672を加えるのではないでしょうか。それというのも、彼らは、まことに法律に従っていっさいの交わりを行なった 
からであり、また素面の者が素面でない者を先導するときはいつも、その導きに従ったからなので(れ。 

クレイニアス もし今おっしゃっているとおりのものであれば、そういうことになるでしょうね。 


団の監督者ともなる。 

5 恐怖の二種類については、 I . 647 A sqq . 参照。 

6 672 A1 の KaT Q - v 6 liocs s m - は KaT Q - v 61 iocs 5 と 読み、 A2 
の dKOAOC 9^' 0〇^£5のぁとのコンマを、{^/776 < 6|.;£ < 〇1のぁ 
とに移す(イングランドによる〇 


1 1 . 640 C 参照。 

2 1.649 W 参照。 

3 666 B sqq . 参照。 

4 立法者は、若者たちの酒の席においてその指導者と なる 
と共に、第三番目の歌舞団、すなわちディオニュソス歌舞 
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アテナイからの客人 ですから、わたしたちはもう、ディオニュソスの贈物について、それが悪いもので国の 

( 1 ) 

なかへ受け入れるには値しないというようなあの非難を、単純には口にしないようにしましょう。というのも、 
ま 一こ (くらでもたくさんの〔有益な〕ことを、 くわしく 語ることもできるでしょうから。もっとも、その贈物とし 
てあたえられる最大の善といえども、これを一般大衆の前で口にするには多少のためらいがあります。というの 
も、それを口に出せば、彼らは間違った受けとり方や理解の仕かたをしますからね。 

クレイニアス いったい、 どのような 善でしょうか。 

アテナイからの客人 次のような、物語とも言い伝えとも言えるものが、ひろく知られていますね。なんでも 

( 2 ) 

このディオニュソスは、継母へラによって魂の判断力を奪われ、そのためにその復警をしようとして、バッコス 

の狂乱やありとあらゆる狂気の踊りをもたらしたのであり、酒もまた、その同じ目的のために贈られたものだと 

、，うのです。 だがわたしと しては、 そうしたことを 口にするのは、神々についてそんな ことを 話しても差しつか 

えないと思っている人びとにゆだねておきます。むしろわたしの知っていることは、このことだけなのです。い 

かなる生きものも、成熟すればとうぜん身につく知性を、そっくりそのまま身につけて生まれてくることはけっ 

してない、ということです。したがって、本来の叡知がいまだ身についていない時期には、まったくの狂乱状態 

となって無秩字な声を張り上げ、またまっすぐに立てるようになるや否や、やはり無秩序に跳びはねるものなの 

(3) D 

です。しかし、こういう状態にこそ、音楽や体育術の源があると話したことを、思い出したいものです。 



法律（第二巻) 


クレイニアス おぼえていますとも、それはもう。 

アテナイからの客人 さらにまた、このこともおぼえているのではありませんか。この源こそ、わたしたち人 
D 間の内部にリズムとハーモーの感覚を植えつけたものであり、そしてそれは、アポロンやムゥサたちやデイオ 
ニュソスのおかげであったと話していたことです。 

クレイ11アス むろん、おぼえていますとも。 

アテナイからの客人 それにまた、滔にしても、どうやら世人の説では、わたしたちが狂気にかかるようにと、 
人間への復讐のためにあたえられたことになっています。だが、わたしたちのこれまでの議論の説くところによ 
れば、むしろ反対に薬として、魂には慎みが、身体には健康と強さがそなわるように、あたえられているのです。 
クレイニアス あなた、あなたは まことに 見事に、その議論を思い出させてくれました。 

E アテナイからの客人 さて、歌舞に関することの半分は、これで終ったことにしておきましょう。そこで残り 
の半分ですが、やはり適当と思われる仕かたで終りまでつづけましょうか、それともここで止めておきましょう 

妬にかられてその正気を奪った。このことを言う。復讐と 
は、正気を奪われるのはデイオーーユソスの神だけにとどま 
らず、他の人びとも奪われなくてはならぬという意味であ 
ろう。 

3 653 D 〜 E , 664 E など参照。 

4 664^〜665>参照。なぉ672〇2の6£8>\;は1-〇01-00\;と読 

む(コルナリウスによる)。 


1 1 . 6300 C 〜 E 参照。 

2 デイオ ーー ユソスは、ゼウスがカドモスの娘セメレとの問 
に生んだ子供である。これを嫉妬したゼウスの妻へラの奸 
計により、セメレは、デイオニユソスを身ごもったままで 
殺されるが、のちデイオニユソスは、父ゼウスに助けられ、 
一ーユサの山中で生長する(デイオ•ニユソスの名はこれに 
ちなむといぅ説もある)。生長した暁も、ヘラはなおも嫉 
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{ 672 ) 


クレイニアス 半分とおっしゃるのは、どういうものでしょうか。またどのようにその両者を、分#しておら 
れるのでしょうか。 

アテナイからの客人 わたしたちの意見では、歌舞の全体は教育の全体と同じでした。さらに、そのうち音声 

( 2 ) 

にかかわる部分は、 リズムとハーモニー を含んでいました。 

クレイニアス そうです。 

アテナイからの客人 他方、身体の運動にかかわる部分は、音声の運動に共通するものとしてはリズムを持ち、 
身体固有のものとしては身振りを持っていました。これに対し音声にあっては、音声〔固有〕の運動として旋律が 
ありました0 

クレイニアス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、音声のうちで魂にまで届く部分、それはつまり、徳の教育としての意味をも 
つ部分ですが、その部分をわたしたちは、適当な言葉もないままに、音楽と名づけました。 

クレイ II アス たしかに正しい名づけ方でした。 

(4) 、 

アテナイからの客人 他方、身体に関して、遊びに伴う踊りと言った部分については、もしその運動が身体の 
徳をつちかうところまで及べば、身体をそこまで技術によって導くことを、わたしたちは体育術と呼ぶことにし 
ましよう。 

クレイ11アス 正当です。 
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C 


B 


アテナイからの客人 さて音楽に関する部分、つまり、今しがたもくわしく述べて充分にやりとげたと言った、 
ほぼ歌舞の半分に相当する部分ですが、その部分については、今もその言葉をそのまま繰り返して おきましょう 0 
だが残りの半分ですが、それを話したものでしょうか。それとも、どのように、またどんな扱い方をすべきでし 
ょうか。 

クレイニアス これは、あなたともあろうお 方が。 あなたの 話し相手が クレテ人とラケダイモン人であるとい 
( 6 ) 

うのに，音楽についてはくわしく話しておきながら、体育術の方はそのままにしておくとすれば、わたしたちの 
どちらにしたところで、そんな質問に対していったいどんな答えをすると、あなたはお思いなのですか。 

アテナイからの客人 そのお尋ねで、すでに、はっきりした答えをなさっておられると言いたいところです^。 
わたしにだってわかりますよ、それは質問のかたちをとっているが、じっさいは今言ったように、答えなのだと 
いうことはね。いや、さらに、体育術の問題をやりとげよとの、命令でもあるのですね。 

クレイニアス これは見事に受けとめてくださいました。じっさい、そのようにしてもらいたいものです0 
アテナイからの客人 そうしなくてはなりますまい。それに、あなた方お二人ともよくご承知のことがらを語 

1 672£3の眾3て£\;のあとのピリオドを疑問符にかえる る〇 

(ビュアリによる067323|4と同様の文章構造。 4教育を遊びと関係づけることについては、 たとえば 1 . 

2 653 E 〜 654 E 参照。 643 B 〜 D 参照。 

3 673>3—4の71で65^£^<7735£«'$は(このまま読むとき 5 672 E 参照0 

は、 A 3 の Tfjs は、 A 4 の Trals £ Q's の 冠詞となる)、 cbs dp £- 6むろん、 どちらも 体育を重視して いる国柄であるのに、 
TjsTralsEQ'v と 読み、前後に コンマを 付す(ビュデ版によ の 意 0 
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( 673 ) 


るのは、そうむずかしいことではありませんから。じっさいあなた方は、さきの音楽においてよりもこの体育術 
において、はるかに多くの経験をつんでおられるのですから。 

クレイ- T ス まあ、あなたの おっしやるとおりでしよう0 

I 四 

アテナイからの客人 では、この体育という遊戯の起源もまた、すべての動物が、生まれつき跳びはねる習性 
をもっていることにあるのです。ところが人間という生きものになると、すでに言ったように、リズムの感覚を 
そなえているところから、踊りを生み出したのです。他方、〔歌の〕旋律がまたそのリズムを思い出させ目覚めさ 
せるので、その両者が互いに一緒になって、歌舞としての遊戯を生んだのです。 

クレイニアス まったくそのと おりです。 

アテナイからの客人 さて、今も言っているように、そのうち一方は、すでにくわしく話し終えたのですから、 
つぎに他の半分を話すようにしましょう。 

クレイ||アス ぜひとも。 

アテナイからの客人 では、もしあなた方お二人さえよろしければ、まず酒の酔いの扱い方について、最後の 
仕上げをしようではありませんか。 

クレイニアス いったい、どんな、またどのような仕上げのことを、おっしゃっているのですか。 

アテナイからの客人 もしある国家が、今言われた飲酒のしきたりを真剣な問題と見なし、節制をわきまえる 
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B 


674 


ための訓練にする意味で、法律と秩序を守って行なうなら、また、その他の快楽に関しても、同様に同じ原浬で、 
自分に打ち勝つための方法と見なしてそれを回避しないようにするなら、それらのいっさいを同じ方法で扱わね 
ばなりません。 

しかし、もし国家が、その風習を娱楽と見なし、誰でも飲みたい人は、飲みたいときに、誰であれ飲みたい相 
手と一緒に、飲むことが許されているとするなら——その他酒以外のどんな風習の場合も同様です(犯——、わた 
しは、そういう国家やそういう個人が飲酒に親しむべきであるということには、賛成投票をしな、，でしょう 。む 
しろクレテ人やラケダィモン人の慣例どころか、ヵルケドン人の次のような法律に賛意を示すでしょ ( 320 

すなわち、軍役に服しているときは、いかなる人も、いついかなるときも、酒という飲物を飲んではならず、 
むしろその全期間中は水を飲んで過ごすべきである。また国内にある場合、男女を問わず奴隸+6、、，っ、，かなる 
ときも飲んではならない。官職にある者も、その在職年間は酒を飲んではならない〇 さらに また、船長 も 裁判官 
も、その職務を遂行しているときは、断じて酒を飲んではならない。また、なにか重要な評議会に、審議のため 
出席する者も、飲んではならない。またいかなる人も、身体の訓練や病気のためでなければ、昼間はけっして飲 
んではならないし、夜といえども、男女を問わず、子供をもうけるつもりのある場合は、飲んではならな、。 


1ィングランドの解釈に従い、34 Alrmy . : . 6 :AASV は -€« ov を 補ぅ解釈を とる が、 リデル、スコットそ1を 
一種の 插入句ととる。 諸家は、「どんな仕事に従事し なが 補わず独立に、与格と一緒に用いられて assent , agree の 
らでも」の意味に とつている。 例に、 この 箇所をあげてい る。それこ龙つた0 
2 674>私の71で§6£{5<については、シユタルべゥムは、 
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こういう法律なのです。なおそれ以外にも、正気を保ち正しい法律に従う人なら、酒を飲んでならない場合は、 
たくさんあげられるでしょう。 

したがって、こうした原理に従えば、どんな国家も多くの葡萄園を必要とはしないでしょう。また、他の農産 
物やすべて日々の食糧品が統制をうけますが、なかんずく酒は、あらゆるもののなかで、おそらく最も適量に、 
最も少なく生産されるでしょう。 

さあ、あなた方、もしよろしければ、以上の話をもって、酒に関してなされたわたしたちの議論の、最後の仕 
上げとしておいてください。 

クレィニアス立派なお話でした。同意見です。 
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アテナイからの客人 この問題は、これですんだことにしておきましょう。さて、国制の起源ですが、それは 
そもそも、どこにあったと言うべきでしょうか。思うに、こういうところから考察すれば、最も容易に、最も見 
事に、それを考察できるのではないでしょうか。 

クレイニアス どのようなところからでしょうか。 

アテナイからの客人 それはね、さまざまな国家が、徳へも悪徳へも移り変るその移りゆきを考察するには、 
いつでもそこから出発しなくてはならない、そういう地点なのです。 

クレイ||アスどういう 地点からだとおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人 思うに、時間の無限の長さと、そのなかで起こるさまざまの変化からです。 

クレイ||アス それは、どういう意味でしょうか。 

アテナイからの客人 ねえ、いいですか、国家が存在し人間が国家生活を営みはじめてから、どれほどの時間 
が流れたか、そもそもそんな時間の量がわかると、あなたには思われますか。 

クレイニアス いや、けっして、かんたんにわかるようなものではありません。 

アテナイからの客人 とはいっても、おそらくそれが、無際限の途方もないものだということだけは、おわか 
りになるでしょうね。 
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クレイニアス もとより、それだけのことでしたらね。 

アテナイからの客人 ところが、その期間には、幾万とも数えきれないたくさんの国家がつぎつぎ生まれ、ま 
たそれと同じ 割合で、 それに劣らぬ数の国家が滅亡したのではないでしょうか。さらにそれらの国家では、 繰り 
返しいたるところで、ありとあらゆる国制が採用されてきたのではありませんか。それは、ときには小さな国家 
から大きな国家へ、ときには大きな国家から小さな国家へ、また、すぐれた国家から劣った国家へ、劣った国家 
からすぐれた国家へと、変化してきたのではありませんか。 

クレイニアス とうぜんのことです。 

アテナイからの客人 そこでわたしたちは、できれば、そうした変化の原因を把握してみようではありません 
か。 というのも、おそらくそれが、国制のそもそもの成立と推移を、わたしたちにあきらかにして くれる と 思い 
ますから。 

クレイニアス もっともなお言葉です。わたしたちは大いに努力しなくてはなりますまい。あなたの方は、 
のことについてのお考えを明らかにする努力を、わたしたちの方は、それに従ってゆく努力をね。 

677 アテナイからの客人 さて、 昔の物語には一種の真実があると、あなた方には思われますか。 

クレイニアス いったいどのような物語でしょう。 

アテナイからの客人 洪水、疫病、その他いろいろのことで、人間は幾度となく破滅し、その結果ごくわずか 
の人間の種族だけが生き残ったという物語です。 

クレイニアス 誰にだって、そういう話ならどんなものでも、文句なしに言じられますよ。 
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I ( 1 ) 

アテナイからの客人 さあ それでは、たくさんのそうしたことがらの一例として、昔々洪水のために生じた滅 
亡を思いうかべてみようではありませんか。 

クレイ||アス その滅亡について、いったいどんなことを思い描くのですか。 

アテナイからの客人 たとえば、その当時滅亡をまぬかれた者は、おそらく山に住む若干の牧人たちで、それ 
が人間種族の残り火として、山頂のどこかに保存されたのだというようなことです。 

クレイニアス 明らかにそうですね。 

アテナイからの客人 さらに また、そうした入たちが、いろいろな技術に無経験だったのはいうまでもないこ 

( 2 ) 

とですが、とりわけ都会の者が、貪欲や競争心のためにお互いの間で行なう策略や、その他互いに H 夫し合う詐 
欺行為に関しても、無経験だったにちがいありません。 

クレイ11アス おそらくそう でしょう。 

アテナイからの客人 また、平野や海のそばに定住した国々は、その当時すっかり滅亡したものと想定してよ 
いでしょうか。 

クレイニアス 想定してよいでしょう。 

アテナイからの客人 また、すべての道具は失われるし、さらに、政治の技術によるものとか、なんらかの知 
恵にかかわりのあるめぼしい発見はあったにしても、そのいっさいは、かのときに消え去ったと言ってもよいで 
しょうか。だってあなた、もしそれらが、現在のように整えられた状態でその間もずっと存続していたとすれば、 
そもそも新しい発見などが、なんであれ、行なわれたでしょうか。 
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( 3 ) 


クレィ IITX あなたは、こういうことをお考えなのでしょうか。何万年の何万倍という長い間、それらの発 

( 4 ) 

見は、その時代の人たちには知られていなかったわけで、わずかに千年ないし二千年の昔、あるものはダィダロ 

スによって明らかにされ、あるものはオルべゥスによって、あるものはパラメデスによって、また音楽に関する 

( 5 ) 

ことはマルシュアスとオリュンボスによって、竪琴に関することはアンピオンによって、さらにその他 ありとあ 
らゆることが、それぞれ ありと あらゆる人びとによって明らかにされたのだが、しかもそれらのことは、いわば 
昨日か一昨日に起こつたことと言つて もよ い、 というよう なことをね。 


1おそらく、 デウカリ オンの大洪水のことであろう。人間 
どもの僻傲を いましめよう として、 ゼウスの 神が 大 洪水を 
もたらした とき、デウカリオン(プロメテウスと クリ ユメ 
ネの 子)は、 プロメテウスの 忠告に より、 箱船を つくり、 
妻ピユ ラ(エ ピメテウスと パンドラの子) と共に 逃れ、 九日 
の間漂流したのちパルナッ ソスに 到着して生きのびたとい 
う。この二人の間から人類が生まれた。 

2 67767の令1ン0|5'5のあとにコンマを付す(シユタルバ 
ウムによる)。 

3 677 Dl TOOTOO TO 6ti というように 0 Tei を補う(ヘルマ 
ンによる )0 また D 6 の文末に疑問符を付す(ビュアリによ 
る〇 

4 677 D 2 の^ yovev を削る(ヘルマンによる〇 

5 ダイダロスはギリシアの伝説的彫刻家。鋸、マスト、膠 
なども彼の発明といわれる。彼の彫刻は、目を動かし、歩 


行したといわれる。ミノア文明のもたらした代表的な伝説 


的人物。 




オルべウスは、 トラキアの 伝説的音楽家。 


-パラメデスは、エウボイア王ナウ7° リオスとクリ ユメ 

ネの子。字母、骰子、暦、貨幣などを発明したといわれる。 
——マルシュアスは、山野の精でデイオニュソスの従者で 
あるサテユ ロス やシレノスの一人。笛をもってアポ ロンの 
キタラと競演して敗れ、生きながら皮をはがれたとも伝え 
られる。——オリュンボスは、プリュギアの伝説的作曲家 
で、マルシュアスの父(あるいは子)とされている。その曲 
は、聴く者の魂を熱狂にかり立てたといわれる。——アン 
ピオンは、ゼウスとアンテイオペの子で、ゼ トスと 兄弟。 
竪琴の名手。のちテバイの支配者となったが、その城壁が 
つくられるとき、彼の竪琴の音にょっておのずから石が動 
いたとつたえられる0 
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アテナイからの客人 これは 奥ゆかしいですね、 クレイニアス 。文字 どおり 昨日の人で ある お国の友人を省か 
れるとは。 

1 ) I 

クレイニアス 思うに、 エピメニ デスのことを言っておられるのでしょう。 

アテナイからの客人 そうです、その人のことです。だってあなた、彼はその発明によって、あなた方のお囯 
の人すベてをはるかに凌駕しているのですからね。その発明は、ずっと昔へシオドスが言葉の上では予言してい 
ました ( i )、 じっさいにそれを成しとげたのは、あなた方も言っておられるように、その人だったのですから。 
クレイニアス たしかに、わたしたちはそう伝えています。 


アテナイからの客人 すると、かの滅亡に見舞われた当座の人類の状況は、こんな有様だったと言ってよいの 
ではないでしょぅか。恐ろしいほどの荒涼とした有様がどこまでもひろがってはいるが、しかし潤沢な大地のひ 
ろがりも大きい。他の動物たちは姿を消しているが、若干の牛の群れ、それにおそらくは山羊の種族がたまたま 

( 3 ) 

生き残っている。しかしそれとてその当初は、牧人たちの口を養ぅにはごくわずかのものであったと。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 だが、国家、囯制、立法、それらはいまわたしたちの議論の主題となっているものです 
が、それらについて、いやしくも記憶といってよいものが残っていたと思いますか。 

クレイニアス けっして。 
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アテナイからの客人 すると、そうした状態のなかから、今日わたしたちの持つすべてのものが生じてきたの 
ではありませんか。国家、国制、技術、法律、それにたくさんの悪徳とたくさんの徳が。 

クレイ || アス どういう意味でしょうか。 

アテナイからの客人 これは、おどろきましたね。当時の人びとは、町の暮しにかかわることに——立派なこ 
とも、その反対のことも数多くあるわけですが——無経験であったというのに、徳や悪徳にかけて成熟していた 
と考えちれますか。 

クレイ || アス もっともなお言葉です。わたしたちにも、あなたのおっしゃっていることがわかりました。 
アテナイからの客人 ですから、時がたち、わたしたち人間の種族が増大するにつれて、いっさいが、今日あ 
るいっさいの状態へと、進んできたのではありませんか。 

クレイニアス まったくそのとおりです0 

アテナイからの客人 それも思うに、突然にではなく、まことに長い時間をかけて、少しずつ進んできたのです0 
クレイ 11 アス むろん、そうであってしかるべきでしょうね。 

ったのは、ヱピメ，ニデスであるという意味(前注参照)。 

3ソーン ダ ー スの解釈に従い、677 E7—00 の^ VISrn - の対照 
を生かして 訳す。 ただし 678A1 55 V については ソーン ダ 
—スの解釈をとらず、677 E10 の QTrdvla へかけて読み、 
678A1 eIvoc 一は、677 £8の ^妾{§からはじまる、111卜0. 

acc . ととる(イングランドによる)。 


1エピメニデスについては、1 • 642 D 注2参照。彼の発明 
とは、葵とアスフォデル(百合の一種)で、すぐれた効用を 
もつ薬草を工夫したと言われている。 

2 へシォドスの『仕事と日々』四〇行に、葵とアスフォデ 
ルには、「心身を爽快にする養分」 (6 VE 10 CP ) の含まれている 
ことが語られているが、それらからじっさいに薬草をつく 
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アテナイからの客人 それというのも、思うに、高地から平地へ下ってくることの恐怖は、誰にとっても、ま 
だその耳に新しく鳴りひびいていたでしょうからね。 

クレイニアス とうぜんのことです。 

アテナイからの客人 当時の状況では、人びとは、その数が少ないだけに、互いの姿を見ることによろこびを 
感じながらも、しかし、陸路海路を問わず互いに往来するための乗物は、 さまざまな 技術もろとも、いわばその 
すべてが失われていたのではないでしょうか。したがって、お互いの交際は、そう簡単にできることではなかっ 
たと思います。それというのも、鉄、青銅、その他すベての鉱物は、泥にうずまって姿を消していましたから、 

I ( 1 ) 

その結果、そういう金属を鉱石から採出するにも、その手段はまったくなく、また木材も不足していたのです。 
たとえ多少の道具が山地のどこかに残存していたところで、それらはたちまち使い尽されて姿を消していました 
し、それにかわる別のものは、採鉱の技術が再び人間たちのもとに戻るまでは、生まれてくる可能性がなかった 
のです。 

クレイ||アス どうしてありえましょう0 

アテナイからの客人 では、どれほどの世代をへたあとで、再びそれが生まれて くるよう になったと考えられ 
ます * R I 

クレイ||アス あきらかに、かぎりなく多くの世代をへてからです。 

アテナイからの客人 したがって諸技術にしても、鉄や青銅やその他そうしたすべてを必要とするかぎり、そ 
の同じ時期はもとより、 さらに 長い間にわたって、その頃は姿を消していたのではないでしょうか。 
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クレイ||アス もちろんです。 

アテナイからの客人 したがって、内乱も戦いも、その期間は、いろいろな理由から消失していたわけでへ1-2。 

クレイニアス どんな理由ですか。 

アテナイからの客人 まず第一に彼らは、荒涼としたところにいたので、お互いにやさしい気持を抱き、親切 
を 示し合っていました。つぎに食糧は、彼らが争って手に入れねばならぬほどでもありませんでした。なぜなら、 
当時一般に彼らの生活の手段となっていた牧草地も、おそらく、最初の若千の人びとの場合をのぞけば、けっし 
て乏しくはなかったからです。というのも、乳や 肉に 彼らはけっして不足しなかったし、そのうえ狩猟に ょり、 
少なからぬ上質の食糧を調達していたからです。さらにまた、衣類、寝具、住居、その他火にかける器物や火に 
かけずに使う器物にしても、彼らは不自由しませんでした。というのも、諸技術の中で陶工や織物の技術だけは、 
鉄をすこしも必要としませんし、またその二つの技術だけは、それによって衣食に必要なすべてのものが供給さ 
れるようにと、神が人間にあたえてくれたからです。その目的は、たとえ人間の種族がそうした困窮状態におち 
こんだ場合でも、子孫を残し増大してゆくように、ということにあったのです。さて、そういう状態だったから、 
彼らは、貧しいとしてもひどく貧しいということはなかったし、また貧しさゆえに、やむなく互いに#たが l /'' を 


1乗物をつくるには木材がいる。その木材を得る it は伐採 2 678 csqq . で語られるょうに、当時の入びとが互いに出 
しなくてはならない。しかし伐採するにはそのための道具 逢うのを楽しみにしていたとすると、「内乱」の生じる余 
がいる。ところがその道具をつくるための金属が不足して 地はなくなる。また金属不足の結果武器の類が乏しくなる 
いる。だから、乗物がない、——という理由づけである。 から、おのずから戦争の可能性も少なくなる0 
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( 1 ) 

する こともありませんで した。 さりとてまた彼らは、当時 それが 彼らの 現状だった わけです が、なにしろ金 も銀 
も持たなかった のです から、けっして金持になる こと もなかった と 思われます。 

しかし富も貧しさも同居していないような共同体にあっては、おそらくこの上ない高雅な性格が生まれてくる 
でしょう。なぜなら、驕慢も不正 も、 羨望 も 嫉妬 も、 そこには生じてこないからです。したがって彼らは、一つ 
には以上の理由のためにも、また同時にいわゆる人の好さのためにも、善良でした。彼らは、なにかが美しいと 
か醜いとか言われているのを耳にすると、人の好さから、まったく本当のことが言われているのだと考え、その 
とおりに信じこんだものです。というのも、彼らの誰 ひとりと して、今日のように、利口さから、ひょっとして 
噓ではないかと疑うすべを知らなかったのです。むしろ彼らは、神々と人間たちについて言われていることはそ 
のまま真実だと考え、それに従って生活を送っていたのです。そのゆえに彼らは、まことにわたしたちがいま述 
ベてきたような人間だったわけです。 

クレィニアス わたしにはもとより、この人にとっても、そういうお説に異論はありません。 

三 

アテナィからの客人 そこでわたしたちは、こんなふうに言ってもよいのではないでしょうか。こういう仕か 
たで生活を送ってきた多くの世代は、洪水以前の世代や今日の世代にくらべて、きっとその技術もつたなく、知 
識も乏しいものであったにちがいない。他の技術 もさる ことながら 、とりわけ 今日陸上海上で見られる戦争の技 
術や、また、その場所を国内にかぎっての戦争の技術、——いわゆる訴訟、内乱のごとく、悪事と不正を互いに 
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働き合う目的で、言葉と行為のいずれによっても策略のかぎりを工夫しているような-、そういう戦争の技術 

に関しても、乏しいものであったにちがいない。しかし他方、それだけにいっそう人が好く、勇気もあり、また 
いっそう思慮深く、 あらゆる 点ではるかに正しくもあったと。その原因は、すでにわたしたちが語りました。 
クレイニアス あなたのおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 さて、わたしたちが以上のことを話題にし、さらにそれにつづくことすベてを話そうと 
しているのも、その目的は、次のことにあるとしなくてはなりません。当時の人びとにとって、どうして法律が 
必要となったのか、また、彼らの立法者は誰であったのか、ということを理解するためなのです。 

クレイニアス そうですとも。よいお言葉でした。 

アテナイからの客人 ところで、彼らは、立法者を必要とはしなかったし、またそのような時代にあっては、 

いまだ法律のようなものの生じてくる傾向も、見られなかったことでしょうね。というのも、周期の間のその時 
{ 2 } 

期に生まれた人びとは、いまだ文字も所有せず、むしろ、風習や、いわゆる祖先伝来の锭にしたがって、暮らし 
ていたのですから。 

クレイニアス おそらくそのとおりでしよう。 


1 679:86-7の6一ぎ：.| ^までば、いろいろな解釈 2 プラトンは、人類のほとんどを滅亡させるょうな天災が、 
がある。削除案(ピュアリ)。前後のコンマと終止符を入れ 長い期間を隔てて、稀に生じる ものと 考えていたょうであ 
かえて次の文章と一緒に読む案?ストはこれをとってい る。ここに言う「周期の間のその時期」とは、そういう周 
る)。今はアーペルト、ビュデ版の解釈に従った。 期的な天災直後のことを意味していると思われる。 
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アテナィからの客人だが、そのことがすでに、国制というものの一種のあり方となっています。 

クレィニアス どのような国制でしょうか。 

アテナィからの客人そうした時代の国制は、一般に家父長制(デュナスティアー)と呼ばれているように思わ 

れます。そしてその制度は、今日でも、ギリシアや外国のいたるところに存在しているのです。思うに、ホ メロ 

( 1 ) 

スもまた、次のようにうたいながら、キュクロブスたちの暮し方には、この制度の存在していたことを語ってい 
ます、すなわち、— 

この者たちには審議の集会も法令もないのだ 

彼らは高い山々の頂きうがたれた洞窟の中に住みなし 

各自その子供や妻を支配し 

( 2 ) 

互いに無関心のまま過ごしているのだ 

クレィニアス どうやらお国のその詩人は、すぐれた人だったようですね。というのも、じつはわたしたちも、 
彼のほかの詩、それもなかなか優雅なものに馴染んだことがあったからです。もっとも、そうたくさんではあり 
ませんが。だってわたしたちクレテ人は、外国人の詩にさほど親しまないものですから。 

メギロス しかしわたしたちの方は、反対に親しんでいます。そしてその詩人は、同種の詩人たちをはるかに 
凌いでいるように思われます。もっとも、彼が描写しているものはいつも、ラコニア(スパルタ)風の生活という 
より、どちらかといえばィオニア風の生活なのですが。ともかく今の場合、彼はあなたの説を、見事に立証して 
いるように思われますね。だってその物語を通して、彼らキュ クロ ブスたちの古風さを、未開のせいにしている 
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のですから。 

アテナイからの客人 そうです。たしかに立証しています。ですから、わたしたちは彼を、時にはそうした国 
制が生じてくることの、証人と見なそうではありませんか。 

クレイ||アス 結構です。 

アテナイからの客人 するとそういう国制は、滅亡につづく困窮状態のため、一軒一族ごとに分散してしまっ 
た者たちの中から、生じてきたのではないでしょうか。その国制にあっては、最長老の者が支配権を匿って いる 
のですが、それはその支配権を、父あるいは母から譲りうけたことによるのです。そして〔それ以外の者たちは〕、 
その長老に服従し、鳥たちのように一つの集団をつくっているのですが、それはつまり、家長の支配に従ってい 
るのであり、あらゆる王制のなかで、最も正当な王制の姿をとっているのです。 

クレイ||アス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 さて、その次の段階では、もっと大勢の者たちがひとところに集合し、もっと大きな集 
団(ポリス)をつくります。そして、初めて山麓で農耕に向かい、また野獣たちを防ぐための防備の城壁として、 

粗石だけの一種の囲いをつくるのです。こうして今度は、共有の一つの大きな家をつくりあげるのですね。 

クレイニアス そのようになるのが、おそらくとうぜんでしょうね。 


1オデュツセウスが、その漂泊の途上で出会ぅところの単 2『オデュツセィア』第九卷ニニ—二五行参 M 〇 
眼の種族。いわゆる巨人族に属している。 
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アテナイからの客人 ではどうです、次のようになるのも、とうぜんではありませんか。 

クレイニアス どのようなことでしょうか。 

アテナイからの客人 その大きな家が、初めの小さなものからしだいに大きくなってくる場合、それぞれの小 
さな集団は、一族ごとに、最長老の支配者と若干の風習——それらは互いの暮し方が隔ってい石ために、それぞ 
B れに固有の ものと なっていますが——をたずさえてきます。その風習が固有で あると いうのも、 神々 と自分自身 
に関して彼らの風習としているものが、彼らを生んだ者、育てた者の異なるに応じて異なっており、節度あるも 
のからは節度ある風習が、勇敢なものからは勇敢な風習が、生まれているからなのです。このようなわけで、と 
うぜんそれぞれの部族は、自分の性向を、その子供や、子供の子供に刻みつけながら、今も言うように、それぞ 
れ固有の淀をひっさげて、より大きな共同体のなかへはいってくることになるのです。 

クレイニアス どうしてそうでないことがありましょう。 

C アテナイからの客人 さらに、それぞれの部族にとって、自分たちの捉は好ましく思われるが、他のものの锭 
は二次的なものになるのも、やむをえないことでしょう。 

クレイーーアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 では どうやら わたしたちは、知らぬ間に、立法の源に足を踏みいれたようですね。 

クレイーーアス まことにそのよう です。 

四 
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アテナイからの客人 けだし、次の段階では、そのように集合した者たちは、とうぜん、自分たち共通の代表 
者を何人か選び出さざるをえません。その代表者たちは、あらゆる部族の風習に目を通し、そのうち彼ら自身に 
最も好ましく思われたものを、公共に役立つように、指導者たち、つまり王として民衆を導いている者に明示し、 
それを採用するように提言するのです。こうして、彼ら代表者たちは、立法者と呼ばれることになるでしょう0 
他方、代表者たちは、さきの指導者たちを支配者に任命し、複数の家父長制のなかから、一種の貴族制ないし一 
種の王制をつくり上げ、国制のそうした推移をくぐって、政を行なって ゆく ことになるでしょう。 

クレイ||アス たしかにつぎつぎと、そういう順を追って、事が進んで ゆく でしょうね。 

アテナイからの客人 それではさらに、第三番目に生じる国制の形態を話すことにしましょう。その形態にな 
ると、国制にも国家にも、あらゆる種類、あらゆる性状のものが出そろうわけです。 

クレイ||アス どのようなものですか。 

アテナイからの客人 それはホメロスが、二番目につづき、三番目のものは このよう にして生じた と 言いなが 
ら、言い及んでいたものです。彼は、こんなふうにうたっています、 

彼(ダルダノス)がダルダニアの都を建設せしは 

言葉を話す人間たちの都 


1もし指導者の全部、あるいは若千名が支配の座につくな ただ一人の指導者に支配の地位があたえられるならば、王 
ら(その場合、彼らは平等の職権をもつのであるが)、その 制(パシ レィ ア ！) となる。 

政体は貴族制 (アリストクラティア ー) となる。これに対し、 
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かの聖なるイリオス(イリオン)の都が 
いまだ平野にきずかれず 

( 1 ) 

人びとがなお泉豊かなるイデの山麓に住みなしていた頃のこと 

思うにこれらの言葉や、キュクロプスについてうたったあの言葉も、その話しぶりにはどことなく、神にも自 

I (2) 

然にもかなうものがありますね。それもとうぜんで、詩人というものは、その歌をうたうや、神的な種族となり、 
ヵリス(優美)やムゥサたちに助けられながら、つねにたくさんの真実の出来事にふれるのですから。 

クレイ||アス 大いにそうですね。 

アテナイからの客人 さあでは、今わたしたちの注意をひいた物語のもうすこし先まで、進んでみようではあ 

( 3 ) 

りませんか。おそらくそれは、わたしたちの目的としているものを、多少とも明らかにしてくれるでしょうから 
ね。そうした方がよくはありませんか。 

クレイ||アス むろん、 そのようにしましょう。 

アテナイからの客人 さて、わたしたちはこう伝えています。イリオン (トロイ ア)が建設されたのは、〔人び 
とが〕高い山から大きく美しい平野に下りてきた頃で、上流にあたるイデ山から発した多くの川近くの、さほど 
高からぬ丘の頂きにおいてであったと。 

クレイニアス たしかに、そういうふうに伝えられています。 

アテナイからの客人 すると それが行なわれたのは、あの洪水の後、ずいぶんと長い時がたってからの こと だ 
と、 わたしたちは考えはしないで しょう か。 
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クレイニアス もとより、 長い時がたってからのことです。 

アテナイからの客人 というの も、彼らは、今しがた話された滅亡の ことな ど、その頃はすっかり忘れていた 
C ように思われますからね。なにしろそんなふうに、高い山から流れて くる たくさんの川の ほとりで、あろうこと 
か、さほど高く もない 丘の頂きを信頼して、都市を建設した というので すから。 

クレイ II アス ですから、 あの 不幸な出来事から、 まことに 長い時がたっていたのは いうまでもありません。 
アテナイからの客人 それにまた、人間の数の増大に伴い、他にもたくさんの都市が、その頃はすでに建てら 
れていた ものと 思われます。 

クレイーーアス もちろんです。 

アテナイからの客人 きっとそれらの都市が、かのイリオン(トロイア)に向かって軍を進めたのでしょうね、 
それも、おそらくは海路をも使って。その頃はすでに、誰もが、恐れる ことなく 海を使っていたのですから。 

D クレイーーアス そのように思われます。 

アテナイからの客人 そしてアカイア人は、ほぼ一〇年とどまって、 トロイ アを荒廃させました。 


1『イリアス』第二〇卷ニー六—ニー八行参照。ダルダニ のトロスが、その地に トロイ アの名をあたえた。ゼウスの 
アの都を建てたダルダノスは、ゼウスとエレクトラの間の 妃ヘラが トロイ アに敵意を抱いたのも、その祖ダルダノス 
子で、 トロイ ア王系の祖にあたる。テウ クロス 王の娘バテ が、ゼウスとエレクトラの間の子だった ことにょ る。 

イエイアと結婚し、王の 死後 その地にダルダニアの 名を あ 2 682>3の 5-0£〇:311<6\;を削除(シュタルバウムにょる)〇 
たえた。二人の子がいたが、その一人 エリクトニ ォスの子 3 もとょり、 立法の起源を さぐるといぅ 目的で ある 0 
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クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、その イリオンの 包囲されていた期間が一〇年ともなると、その間に、包囲し 

ていた者それぞれの母国では、若者たちの内紛のために、多くの不幸がもち上がっていました。というのも若者 

たちは、兵士たちが自分の国や家に帰還したとき、立派なふさわしい仕かたで彼らを受けいれず、むしろその結 

果、おびただしい死刑や虐殺や追放が生じてくるありさまでした。その追放された者たちは、その後、名前をか 

えて再び戻ってきましたが、彼らは、アヵイア人と呼ばれるかわりに、ドリア人と呼ばれました。その理由は、 

( 1 ) 

追放されたその者たちを糾合したのが、ドリエゥスという人だったからです。そして、これにつづく出来事のい 
っさいは、ラヶダイモンの方よ、すでにあなた方が、物語として語りつくしておられます。 

メギロス そのとおりです。 

五 

T テナイからの客人 さて わたしたちは、法律について話し合っていた最初のところで、談た またま 音楽や酒 

( 2 ) 

の酔いにおよび脱線したわけでしたが、その同じもとの所へ、まるで神に導かれでもするように、今や再び戻っ 
たわけです。議論は、いわばそのとらまえ所を、わたしたちに返してくれたわけですね。というのも、議論はち 
ょうど、かのラヶダイモンへの定住のくだりに達したのですから。その定住が、クレテの場合同様立派に行なわ 

( 3 ) 

れたのも、あなた方の説によれば、いわば兄弟のように相似した法律のおかげだとい うこと でした。 

そうすると、 わたしたちは、議論が横道へそれた もの だから、 さまざまの国 制 や 建国の間をぬって く 


調 
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ベてきたおかげで、それだけの儲けものをしているわけです。わたしたちは、一番目、二番目、三番目の国が、 

丨 (4) 

かぎりなく長い時間の間に、思うに、相ついで建国されていったさまを観察してきました。ところが今や四番目 

のものとして、このラヶダィモンの国が-もしお望みなら、民族と言ってもよいのですが-建国当時の姿を 

保ち、しかも今は建国を終えた ものと して、わたしたちの前に登場してきたのです。 

これらすベての考察をもとにして、もしわたしたちが、どの建設が立派に行なわれ、どのようなものが立派で 
なかったか、またどのような法律が、それらの国々のなかで保存され破壊されているものを、それぞれ保存し破 
壊してきたのか、また、法律のどれがどう変えられれば、国家を幸福にすることができるのか、こういったこと 
を、多少とも理解することができるのであれば、メギロスにクレィニアス、わたしたちは、いわば最初から始め 
るつもりで、もう一度その話をしなくてはなりません。もっともこれまで言われた話に、非難したい点でもあれ 
ば別ですが。 

メギロス いや、あなた、もう一度わたしたちが立法の考察にとりかかるなら、いままでの話に見劣りもしな 

いう人物についても、伝不詳。 

2 1 . 638 C sqq •のあたりをさすと思われる 0 

3 1.6260あるいは L 636 M 参照。 

4 第一の国制は家父長制(デュナスティアー)、第二の国制 
は貴族制(アリストクラティアー)、第三の国制は、トロイ 
アのように、平野に建設され、 さまざまな 国制の推移を内 
包しているもの。 


1前一一世紀頃のいわゆるドリア人の侵入をさすものかと 
思われるが、これだけの記述では、歴史的に何をさしてい 
るか明らかではない。ドリア人は、昔恩をぅけたへ ラク レ 
スの一族を助け、彼ら一族の王権回復を援助するための侵 
入と考えて、その侵入の ことをヘラクレス ー族の帰還と呼 
んでいたとつたえられる。その「帰還」の意味が、ここで 
は別様に解釈されているのであろぅか。またドリエゥスと 


189 



E 


D 


( 683 ) 


ければ、それよりも短くならないものが聞けるであろうと、どなたか神さまが約束してくださるのであれば、わ 
たしの方は、長い道のりをよろこんで歩きもするでしょう。また、今日の一日すら短いものに思われるでしょう。 
たしか今日は、太陽の神が夏から冬へ向きをかえる日(夏至)のはずですけれどもね。 

アテナイからの客人 するとどうやら、わたしたちはそれを考察した方がよいようですね。 

メギロス もちろんです。 

アテナイからの客人 ではわたしたちは、頭の中で、かりにこういう時代に身を置いてみることにしましょう。 
ラヶ ダイモン、アルゴス、それにメッセネが、それぞれの所有領もろとも、メギロスよ、あなたの祖先の支配下 
にすっかり置かれていた、そういう時代にです。だがその後、物語の伝えるところによると、彼らはその軍勢を 
三分し、アルゴス、メッセネ、 ラケ ダイモンの三つの国家を建設する決心をもつに至りました。 

メギロス そのとおりです。 

アテナイからの客人 そして、テメノスがアルゴスの、クレスポンテスがメッセネの、プロクレスとエゥリユ 
ステネスが ラケ ダイモンの、それぞれ王となりました。 

メギロス そのとおりですとも。 

アテナイからの客人 そしてその当時の人たちはみな、その王たちに対し、もし彼らの王国を破壊しようとす 
るような者があれば、救助する誓いを立てました。 

メギロス そうでした。 

アテナイからの客人 だが、王国がくつがえされるとか、あるいは、何らかの支配権がかつてくつがえされた 
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と力いうときゼゥスの 神 かけて言います が、 かりにもそれが、王たち自身以外の誰か他の者の手によってなさ 
れた 、というようなことが、そもそもあるのでしょうか。いやそれとも、ほんのすこしまえ、たまたまその話にお 
よんだとき、そんなことはないと認めておきながら、今はすっかりそれを忘れてしまったというのでしょうか。 
メギロス どうして忘れたりしましょうか。 

アテナィからの客人 そうするとわたしたちは、こうした 主張を、 ここでいっそう確実なものにすることがで 
きるでしょう。というのも、わたしたちは どうやら、 じっさいの出来(*2に出会って、その同じ見(*3に達したよう 
684ですからね。そこで、なにか空論をとりあげてではなく、じっさいに生じ、事実の裏づけをもつことがらをめぐ 
って、その探究を行なうことができるわけです。さて、じっさいに生じた事実は、次のようでした。三っの王家 
とその支配下にある三つの国とは、支配し支配されるために彼らの定めた共通の法律に従い、 相互の間に 以下の 
誓約をかわしました。すなわち、 一方、 王家は、時がたち世代がかわろうとも、支配権をより強化させたりはし 

こしまえ」という言い方に抵抗があるとも思われる。ある 
いは本篇に先行する、なにか失われた対話篇があったのか 
というような推定もなされている。 

2 アルゴス、メッセネ、ラケダィモンの三国設立のこと。 

3 王家の滅亡は、他のものによってではなく、それ自身の 
手によると、すぐ前に語られた見解。 

4 6S4A1 の T o-y OCC-T 6 v A o'yov を削る(バツダムに よる)。 


1「ほんのすこしまえ」とは、たとえば1 . 626 E 〜627 W 
の「自分自身に負ける ことを 悪とする」 という 問題の 論じ 
られたところか、あるいは1.628 W の「内乱」にふれられ 
た箇所か、または 67 SW などが考えられる。しかしまた、 
自分自身の内なる悪にょって亡びる という 考え方は、 『国 
家』その他の対話篇にも見られる プラトンの 一貫した考え 
の一つであるから、本篇のどこか特定の箇所を指す という 
のではないとも考えられるが、しかしそれ だと 「ほんのす 
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ない。他方、被支配者は、支配者がその誓約を守るかぎり、みずから手を下し王家をくつがえす こと もなければ、 
B 也者の その企てを黙認する こと もしない。 さらに 王は、もし他の王や民衆が不正をこうむればこれを助け、民衆 
も、他の民衆や王が不正をこうむればこれを助ける、という誓約です。そうではなかったでしょうか。 

メギロス そのとおりです。 

アテナイからの客人 さて、その三国の間で、 こういう 国制の組織が立法化されたわけですが、-その立法 

を王が行なったか、他の誰かが行なったかは別として——、とにかくその国制の組織には、大きな利点が含まれ 
ていたのではありませんか。 

メギロス どのようなことでしようか。 

アテナイからの客人 制定された法律に一国が従わない場合は、そのつど他の二国が一緒になって、その一 
に対して救済に赴く、 という ことです。 

メギロス あきらかに、それは大きな利点です。 

アテナイからの客人 とはいっても、たしかに、一般の人びとは、立法者に対し、民衆がこぞって、心から受 
け入れられる法律を制定してくれる ように 要求するものです。それはちょうど、体育教師や医者に対して、治療 
をうけている身体を、不愉快でないやり方で治療し癒やしてもらいたいと、要求するようなものです。 

メギロス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 しかし、じっさいには、たとえ苦痛を伴っても、さほど大きくない苦痛で、身体を快調 
で健康なものにしてもらえれば、それで満足しなければならぬ場合もしばしばあるものです。 


国 
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メギロスたしかにそのとおりです。 

D アテナイからの客人さらにまた、当時の人びとに次のような事情のそなわっていたことも、法律制定の仕事 
を少なからず容易にしました。 

メギロスどんなことでしょうか。 

六 

アテナイからの客人この立法者たちは、人びとの間に、財産の一種の平等を定めようとしたにもかかわらず、 

そのさい、最大の非難をこうむらずにすんだのでした。しかもその非難こそは、別の仕かた (- ci 立法されている多 

くの国々にあっては、もし誰かが、その手段ぬきでは満足な平等は生じないと見て、土地所有の変更や負債の帳 

消しをはかる場合、いつもそこに生じてくるものなのです。じっさい立法者が、そうしたことにいささかでも手 

2 } 

E をふれようと企てると、人はみな「動かしてはならぬものを動かすな」と言って反対し、土地の再分割や負債の 
帳消しを提案する者に呪詛をあびせるもので、どんな立法者も当惑してしまうものなのです。ところが、ドリア 
人の場合は、この点においても、あのように首尾よく、ひとの憎しみもうけずに行なわれ、ために土地は争いを 
招かずに分割され、昔からの大きな負債もそこにはありませんでした。 

1684 DON の 6 : AASS は 6 : AA-J と読む(イングランドによる )0 ある〇 W . O 042 E 〜 00 43 A , XL 913 B , その他『テアイテトス』 

2 神像、祭壇、墓石、境界などを動かすことは、重大な違 1001 A 参照。 

法行為とされていたが、そのことを意味する諺風の表現で 
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メギロス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 それでは、ねえあなた方、いったいどうして彼らの建国と立法とは、あのようなまずい 
結果に終ったのでしょうか。 

メギロス それはどういう意味でしょうか。彼らのどこを非難して、そうおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人 というのも、国は三つもありながら、そのうち二つの部分は、たちまち国制や法律を破 
壊し、ただ一つの部分、つまりあなた方の国家だけが残ったからなのです。 

メギロス これは、簡単には答えられぬ問題をお尋ねですね。 

( 1 ) 

アテナイからの客人 とはいえわたしたちは、出発の初めにも言いましたが、さしあたって今は、このことを 
考察吟味しながら、つまり、法律をとりあげて老人向きの思慮ある遊びを楽しみながら、この先の道中を楽にし 
なくてはならないのですからね。 

メギロス もちろんです。おっしゃるとおりにしなくてはなりません。 

アテナイからの客人 ところで、わたしたちが法律をとりあげて考察する場合、今の〔三つの〕国々を秩序づけ 
ていた法律をとりあげるより以上に、いったいどんなすぐれた考察をすることができるでしょう か。 あるいは国 
家の建設にしても、いったいそれらよりも名声があり、大きくもあるようなどんな国家をとりあげて、考察する 
ことができるでしょうか。 

メギロス それらの国々を除外して他の国の名をあげるのは、容易なことではありません。 

アテナイからの客人 ところで、およそ明らかなことは、当時の人びとが、彼らの軍備はたんにペロポネソス 
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のためのみか、もし異国のものが彼らに不正を働くなら、ギリシア人全体のためにも充分な守りになるであろう 

と、 このように 考えたということです。異国が不正を働く例としては、たとえば、かつて イリオンの 住民たちが、 
( 2 ) 

ニノス王朝当時のアッシュリアの勢力を頼み、思いあがった気持から、あの トロイ ア戦争を招きよせるに到った 
ようなことが、それにあたるでしょう。というのは、かのアッシュリア帝国の威容は、当時なお少なからず保た 
れていたからなのです。ちょうど今日のわたしたちが、ペルシア大王を怖れているように、その頃もまた当時の 
人びとは、かの統合されたアッシュ リア 連邦をおそれていたのでした。けだし、二度目の トロイ アの占領は)、ギ 
リシア人に対する彼らアッシュリア人の大きな非難の的になっていました。というのも卜 ロイア は、彼らの帝国 
の一部だったからです。 

そこで、そういういっさいの状況に備えるために、当時の軍団の編制は、三つの国に分割されながら も、ヘラ 
クレスの子供にあたる兄弟の王のもとで、一つに統一されていたわけですが、その考案も整備もなかなか見事で、 
それは、かの トロイ アに渡った軍の編制よりはるかにすぐれていると、思われていたようです。というのも、当 
時の人びとは、まず第一に、彼らのいただいているヘラクレスの子孫の方が、ぺ a ブスの子孫より、支配者とし 


11.625 A~w 参照。 ついては『ィリアス』第五卷六四〇—六四二行参照。二度 

2 アッシュリア帝国の建設者とされる伝説的人物。アッシ 目はむろん卜1ーィア戦争のこと。 

ュリアの町-1ネベの創設者とされる。 4 683 D で語られた、三人の王のこと。 

3 一度目は、トロィアがプリアモスの父ラオメドンの治下 5 トロィア遠征軍の将軍アガ メム ノンとメネラオスのこと。 
にあったとき、ヘラクレスにょってなされた攻略。これに 
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咖 E ての比較においてよりすぐれていると思っていたし、 さらに また、その軍団の方が、 トロイ アに渡った軍団より、 

勇気の点でまさっているとも思っていたのです。じじつ、前者の方が勝利を収めたのに対し、後者、 つまり〔卜 

ロイアに渡った〕アカイア人たちは、前者によって、つまりドリア人たちによって負かされたのですから。 

( 1 ) 

当時の人びとは、およそこのような考えで、そうした備えをととのえていたのではないでしょうか。 

メギロス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 したがって、そうした備えが将来堅固なものとなり、長期間存続するだろうと当時の人 
686びとが考えたとしても、それはとうぜんのことではなかったでしょうか。それというのも彼らは、互いに数々の 
苦労と危険をわかち合いもしてきたし、また兄弟を王にいただき、一族によって治められもしてきたのですから0 
その上さらに、数多くの予言者たち、 とりわけ デル ボイの 神 アポロンに、 おうかがいを立ててきたのですからね。 
メギロス 彼らがそう考えるのもとうぜんのことです。 

アテナイからの客人 ところが、それほどの大きな期待も、今しがた言った ように、 その小部分であるあなた 
B 方の領土を除いては、 どうやら 当時、間な しに 消え失せた ようです。しかも その小部分がまた、今日にいたるま 
で、他の二部分との争いを、かつてやめたことがありません。これがもし、かりに当時の意図が実現され、みな 
が和合して一体となっていたのなら、戦いにおいて、それ こそ 不敗の力を保っていたことで しょうに。 

メギロス まことにそのとおりです。 

七 
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アテナイからの客人 では、それはどのようにして、またどんな理由で亡びたのでしょうか。かくも大きな、 

かく も 立派な組織を、いったい どういう 偶然が破壊したのか、それは考察してみるに値することではないでしょ 
( 2 ) 

うか。 

メギロス そのとおりです とも、 だって、 もし それらの国を無視するなら、他のなにを考察しようと、美しく 
偉大なものを保存した法律や国制、反対にそれらをすっかり駄目にした法律や国制、そのいずれを観察すること 
も、おそらく 困難でしょうからね。 

アテナイからの客人 すると、ここでどうやらわたしたちは、幸いにも申し分ない考察に、一歩踏みこんだこ 
とになりますね。 

メギロス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、誰しも人間というものは、驚いたことに、あなた、今のわたしたちもそうな 
のですが、自分では気づかずに、いつもこんなふうに考えてしまうようですね。つまり、なにか立派なものが生 
まれると、もし誰かが、どのような仕かたにせよそれを立派に扱うすべを心得てさえおれば、おどろくほどの成 
D 果を、それの成しとげるのが見られただろうに、とね。しかしです、今わたしたちが、当面の〔軍団編制の〕問題 
につ、，てそう考えるとすれば、それはおそらく、正しくもなければ、自然にかなったものでもないでしょう。さ 


1 614の tcxOtt ; 一は TolaoTT ; 一と読む(ビュデ版にょる)。 2 それを破壊したものがけつして偶然ではなかつたといぅ 
ただし訳文上大差はない。 解答は、 696 Asqq •であたえられる。 
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らにそのほかどんなことがらにせよ、もしそれについてそのような考え方をしているなら、それが誰であ1、 

れは正しくないわけです。 

メギロス いったいあなたは、なにを言おうとしておられるのですか。また、そのお説は、とりわけどういう 
点にかかわりがあると、わたしたちは言ったものでしょうか。 

アテナイからの客人 それはね、あなた、今しがたのわたし自身を、自分で笑ってみたわけです。というのも、 
わたしたちが話題にしている今の軍備に目を向けたとき、わたしには、それがまったくもって見事なものに思わ 
れましたし、またいまも言ったように、もしその当時誰かそれを立派に使用する者が出ておれば、それこそ驚く 
ほどの値打のあるものが、ギリシア人の手に落ちていたであろうにと、そんなふうに思われたからなのです。 

メギロス だって、あなたの言われたことは、すべて適切で道理にかなっていましたし、またわたしたちがそ 
れに賛意を示したことも、そうだったのではありませんか。 

アテナイからの客人 おそらくそうだったのでしょう。しかし、わたしはこういうことを思ってみるので す。 
誰しも、能力や力量がたっぷりとある大いなるものを目にすると、すぐさまこんな田5、，にとりつか^るものです。 
もしそれを所有している者が、質童ともにかくも大なるものを利用するすべを、レ得て さえ お tL ば、その、韋業 
のかずかずを成しとげ、幸福になるであろうと。 

メギロス そう思っても、正しいのではありませんか。それとも、あなたはどうおっしゃりたいのですか。 
アテナイからの客人 まあ考えてみてください。どんな事柄についてにせよ、そのような賛辞を正しいものと 
している人は、どこに目を向けて、ものを言っているのでしょうか。まず、今言われているあのことがらについ 
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て、考えてみてください。「その当時軍団を組織した人びとが、もしし かるべき 仕かたで、その軍団を配置す る 
すべを心得ていたとすれば、彼らはおそらく事に成功していたであろう」とは、 そもそもどのような 意味なので 
しょうか。それはつまり、「もし彼らが、その軍団をしっかりと団結させ、永久にそれを維持し、その結果、彼 
ら自身が自由になるばかりか、他の人びとを欲するままに支配で きる 者と も なったならば、つまり、要するに、 

B 彼らみずからもその子孫たちも、ギリシア人異国人の別なく、総じて全人間の間で、欲する ままに 振舞える よう 
になったとすれば、彼らは成功したことになる」という意味ではないのでしょうか。人びとが称賛するのは、そ 
ういうことのためではありませんか。 

メギロス まったくそのとおりです0 

アテナィからの客人 また、大きな富とか家門のきわ立った名誉とか、何であれ、それに類したものを目に し 
て、同じような賛辞を口にする人はみな、この点に目を とめて 言っているので しょうね。つまり、 その所有者は、 
その所有のおかげで、欲するもののいっさいを、いや大部分の、それこそ語るに足るものを、手に入れる ことが 
できるであろう、 という 点です。 

メギロス たしかに、そのように思われますね。 

C アテナイからの客人 ではどうでしょう。今の議論によって明らかにされたことこそ、だれにも共通した一 
の欲望の形なのでしょうね、議論そのものがそう主張して いるよう に。 


1 ON 00 6 D VO の 6 acn Q q T o - v のあとに6: v を補ぅ(イングランドによる〇 
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メギロス どのようなことでしょうか。 

アテナイからの客人 わが魂の要求するままに事が行なわれてほしい、ということです。できれば事のいっさ 
いが、さもなくば、せめて人間にかかわりのある事だけなりとね。 

メギロス それはもとよりそのとおりです。 

アテナイからの客人 いやしくも、子供のときと老人のときとを問わず、わたしたちすべてのつねに欲してい 
るものが、そのようなことだとすると、わたしたちが一生涯を通じて祈願していることも、またとうぜん、まさ 
しくそのことにあるのではないでしょうか。 

メギロス むろん、そうです。 

アテナイからの客人 その上さらに、親しい人びとの身の上にも、自分たちが自分の上に祈っているその祈り 
を、一緒になって祈ってやりもするでしょう。 

メギロス もちろんです。 

アテナイからの客人 息子は父親にとって親しいものですね、一方は子供で、他方は大人ですが。 

メギロス もちろん。 

アテナイからの客人 しかしながら、子供が自分の身の上に生じるようにと祈っていることがらのなかには、 
父親としては、息子の祈りどおりにはけっして運ばないように神々に祈りたいことも、たくさんあるでしょう。 
メギロス 子供がまだ若く、考えも足らぬ頃に祈る場合のことを、あなたは言っておられるのですね。 
アテナイからの客人 そうです。またさらに、父親の方が、耄碌しているとか、あるいはあまりに血気さかん 
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E であると力して、立派なことや正当なことを何ひとつわきまえぬままに熱烈な祈りを捧げる場合も、そうです。 

ちょうど、子供の方は立派で正当な ことを わきまえているのに、父親は、あのテ セ ゥスが、不幸な死に 方をした 

( 1 ) 

ヒッポリュトスに抱いたのに近いような感情にかられて、祈るような場合ですね。そういうときあなたは、子供 
が父と、その祈りを共にするだろうと思いますか。 

メギロス あなたの言おうとしておられることがわかりました。ひとが祈り熱望しなくてはならないのは、万 

事が自分の願望のままになるということではなく、それよりはむしろ、願望が自分の叡知(思慮)に従うように、 

( 2 ) 

ということでなくてはならない。そしてこの、「知性が身にそなわるように」ということこそ、国家にせよわたし 


たちの誰ひとりにせよ、祈り求めなくてはならないことなのだ、 
られ るよう に M われます。 


■こういうことを、あなたは言おうとしてお 


丄エウリピデス『ヒッポリユトス』による。ヒッポリユト 
スの 若い継母 パィドラは、先妻の子ヒッポリユトスへの恋 
情にかられる。彼女はそれを自分一人の胸に秘めょぅとす 
るが、乳母の知るところとなり、乳母を通じてヒッボリユ 
トスに告げられる。しかし潔癖なヒッポリユトスがこれを 
拒絶した ため、 パィドラは誇りをきずつけられた 無念 さか 
ら 、夫、 つまりヒツポリュトスの父テセウスに、ヒツポリ 
ュトスにより閨を犯されたとの詐りの遺書を残して自殺す 
る。テセウスは、事の真実をわきまえず、パイドラの遺書 
を盲信し、息子ヒッポリュトスの死をポセイドンの神に祈 


願する。このことを言ぅ。 

2 バーネットの校訂に従ったが、もし写本通り 6 007 E 7 の 
TTOA C - を Tr rl ^ v と読めば(シュタルバウム、ティラ—、アー 
ペル ト、ビュデ版}、 「ひとは、 願望が 自分の 叡知に 従ぅ こ 
とを同時に祈るのでなければ、万事が自分の願望のままに 
なることを、祈つたり熱望したりしてはならない」となる0 
ピュアリは、£7の^>>0\;を削っているが、本質的には 
その解釈とかわりはない。フィチ—ノのラテン訳はわれわ 
れの訳文と同じである。 
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アテナィからの客人そうなのです。そして、とりわけまた、国政にたずさわる立法者は、つねにこの知性の 

点に着目しながら、法律の条項を制定しなければならないということ、これは、わたし自身もいま思い出したこ 

( 1 ) 

となのですが、またあなた方にも、思い出してもらいたいことだと思います。もしこの議論の初めに言われたこ 
とを、おぼえておいででしたらね。初めに言われたのは、こういうことでした。すぐれた立法者は、戦争を目的 
としていっさいの法令を制定すべきだというのが、あなた方お二人の勧告だったわけですが、これに対し、わた 
しの方は、こう言いました。そのあなた方のやり方は、四つ存在している徳のうちの一つだけに着目して、法律 
を制定するょうに命じているわけだ。しかしすぐれた立法者は、すべての徳、とりわけあらゆる徳の先頭に立つ 
指導的なものに、着目しなくてはならない。それは、叡知(思慮)であり知性であり、またそれらにつき従う愛と 
欲望を伴った思わくであると。 

こうして、議論は、再び前と同じ地点に到着したわけです。そこで、語り手であるわたしの方は、あのときに 
言ったことを今も再び話します。わたしが戯れているとも、本気になっているとも、お気に召すままにとってく 
ださい。わたしの主張はこうなのです。知性を身につけていない者が祈りに訴えるのは、危険なことであり、む 
しろ願望とは反対のことが、その身に生じるであろうと。 

というのも、わたしは今大いに期待しているのですが、もしあなた方が、すこし前にわたしたちのもち出した 
議論についてこられるなら、あなた方はこういうことを発見されるだろうと思うのです。王たちが没落し、その 
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意図したこともすっかり崩壊した原因は、臆病にあるのでもなければ、支配者と支配 さるべき 者たちが、戦争に 
関することがらに精通していなかった、ということにあるのでもない。むしろ、それ以外のありとあらゆる悪徳 
によって破滅したのであり、とりわけ、人間にかかわりのあることがらのうち最も重要なことがらの無知のため 
に、破滅したのだということです。そこで、当時の事情はそのようであったし、現在でもまた、事が起こればそ 
のように起こるだろうし、将来においても、それ以外の仕かたで事は生じないだろうということを、もしあなた 
方がお望みなら、議論のつづきを追って進みながら、発見するようにしてみましょう。また友情のよしみで、力 
のおよぶかぎり、あなた方に明らかにするように努めてみましょう。 

クレイニアスそうとな れば、あなた、言葉だけであなたを賛美するのは、 どうも 好ましくありません。だか 
ら、実際の行ないによって、大いに賛美を示すことにしましょう。つまり、あなたのお話に、熱心に従ってゆく 

(4) 

ことにします。だって、ひとが本心から賛美しているかどうかは、そういう行為において、とりわけ明らかにさ 
れるのですからね。 

メギロス これはよいお言葉、クレイニアス。あなたのおっしゃるとおりにやりましょう。 

クレイニアス もし神の心がそこにあれば、おのずからそういうことになるでしょう。さあ、とにかくお話し 
ください。 

1 I . 630 C 〜 D , 631 C 〜 D など参照。 3 6 S 6 C で中断された国家滅亡の原因に関する議論をさす。 

2 688 C 1—2 の cnrous ^ OVTa _ T o £ T £ の一行を削る(ビユ 4 688 D 8の rn - A £ c ' 0 -5 05は^29-5'8$と読む(アストによる)0 

アリによる)。 
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アテナイからの客人 さあそれでは、それにつづく議論の道をたどりながら、わたしたちはこう主張すること 
にします。まさに最大の無知が、その昔、かの勢力を破壊したのだが、今日でもなお、その無知は、同じ結果を 
もたらす。したがって、いやしくも立法者たる者は、そうした事情にかんがみ、できるかぎりの叡知(思慮)を国 
家に植えつけると共に、無知はこれを能うかぎり、取り除くように努めねばならないと。 

クレイニアス あきらかにそう努めねばなりません。 

アテナイからの客人 それでは、どんなものが、最大の無知と言われてふさわしいのでしょうか。あなた方お 
二人とも、わたしの言葉に賛成されるかどうか、考えてみてください。わたしとしては、次のような無知を、そ 
れと見なします。 

クレイニアス どのような無知でしょうか。 

7テナイからの客人 自分ではあるものを、美しいとも善いとも思っているのに、それを愛さずにかえって憎 
み、反対に、劣悪で不正と思っているものを、愛し迎える、そういう場合の無知なのです。このように、快楽と 
苦痛が、理にかなった思わくとの間できたす不調和を、わたしは無知のきわみであると主張しま(打。また、それ 
は魂の広範囲に及ぶものですから、最大の無知とも主張します。広範囲に及ぶというのも、苦痛快楽を感じる部 
分が魂の中で占める比率は、いわば国家の中で、民衆が占める比率に相当するからです。したがって魂が、知識 
や思わくや理知などの、本性上支配すべき部分に反対する場合、それをわたしは、愚かさと呼ぶのです。その事 
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情は、国家についても個人の一人ひとりについても同じことで、前者にあっては、大衆が支配者と法律に従わな 
い場合に、国家の愚かさが生じ、後者にあっては、魂の内部に美しい理が内在しているのに、それが何ひとつ善 
い結果をもたらさず、むしろ、それとまったく反対の結果をもたらす場合が、それなのです。少なくともわたし 
は、国家の場合でも市民一人ひとりの場合でも、そういう無知のすべてを、この上なく本道を外れた無知と見な 
したいのであって、職人たちの無知ではありません。ねえあなた方、どうかあなた方が、わたしの言っているこ 
とを理解して くださる とよろしいのですが。 

クレィニアス わかりますとも、あなた、あなたのそのお説に同意もします。 

アテナィからの客人 それでは、この点については、こういう決定がくだされ、告示がなされた ものと してく 
ださい。すなわち、以上の意味における無知な市民には、支配権にかかわることは何ひとつゆだねてはならない。 
むしろ、たとえ彼らが、いかに利害の計算にすぐれていようとも、またすベての気のきいたたしなみや、理解の 
敏捷さにかかわるようないっさいのことに、いかに骨身をけずっていようとも、無知の者としてこれを非難しな 
くてはならない。他方、これと反対の状態にある者は、たとえ彼らが、俗に言う「読み書きも泳ぎの心得もわき 

亡を招いた原因は、軍人の戦争に関する職業的無知ではな 
い、と言う意味であろう。もっと一般的に、すぐれた生活 
を 送る ことを できな くさせる 人間と しての 無知である。 

3 68908のク6忘§<のぁとに、コンマを付す(イングラン 
ドによる)。 


1快苦を感じる感性と知性の間の不調和を除くことが、教 
育の重要な部分であることについては、第二巻の初めにも 
語られており ( II .653 A 〜 C 参照)、それに続く議論の根本 
的な主題となっている。 

2 「職人たち」の中には、一般的に あらゆる 職業が含まれ 
ているのであろぅが、この場合についていえば、王国の滅 
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まえぬ」ものであれ、彼らを呼ぶに知者の名をもってすべきであり、またあらゆる支配権を、思慮ある者として 
これにゆだねなくてはならない、という決定です。 2 

というのも、いいですかあなた方、調和を失っていて、いったいどうして叙知(思慮)が、たとえその一片たり 
と、 生じることがありえましょうか。それは不可能なことです。むしろ、あらゆる調和の中で最美最高の調和こ 
そ、最大の知恵と呼ばれるにふさわしいのです。理知にかなった生活をする者は、この知恵にあずかります。だ 
がその知恵を欠く者は、家を亡ぼす上に、さらに国家に関しても、その救済者となることはけっしてなく、むし 
ろ折あるごとに、そうした無知の姿をさらけ出すことになるでしょう。さて、さきほども言ったように、こうい 
うことがこのように告示されたものとしておいてください。 

クレイニアス たしかにそうしておきましょう。 

一〇 

アテナイからの客人 さて、国家にはかならず、支配者と被支配者とがいなくてはならないでしょう。 

クレイ11アス 言うまでもありません。 

アテナイからの客人 よろしい。そこでつぎに、大国小国を問わず、また、家の大小においても同様に、支配 
し支配される資格には、どのようなものがあり、またどれほどの数があるのでしょうか。父親と母親のもつ資格 
は、その一つではありませんか。そして一般的に、親がその子供を支配するということは、どこにおいても正当 
な資格となるのでしょうね。 
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クレイニアス それは大いに。 

アテナイからの客人 さて、つぎにつづく資格としては、高貴な者が卑賤な者を支配する、ということです。 
さらに第三番目の資格として、年長者が支配し、年少者は支配され ねばならない、 というの が、 以上のあとにつ 
づきます。 

クレイニアス ええ、たしかに。 

アテナイからの客人 さらに第四番目の資格としては、奴隸は支配され、主人は支配すべきである、ということ。 
クレイニアス 言うまでもありません。 

アテナイからの客人 第五番目には、思うに、強者が支配し、弱者は支配されるべきである、ということが。 
クレイニアス あなたのおっしゃったのは、まことに有無を言わさぬ支配ですね。 

( 2 ) 

アテナイからの客人 その上それは、動物の世界すべてにひろくゆきわたっており、テバイの人ピンダロスも 

ている詩句において、「法こそは万物の王なれ、死すべき 
もの、不死なるもの、なべてのものの」という言葉が見ら 
れるが、その言葉はそこで、「強者の支配」が「自然の正 
義」 である ことを 主張す るた めの傍証の意味で引用されて 
いる。したがってここでも、『ゴルギアス』のそうした詩 
句が考えられていたのかも知れない。しかしまた、『ゴル 
ギアス』引用のその句をそのように解す る ことについては、 
いろいろ問題もある。『ゴルギア ス』 4 004 W 及び同所注参 
照。 


1「調和」とは、 もとょり 以上語られてきたところの、知 
性と情念の間の調和である。 

2 ピン ダ！！スは、前五一八—四三八年頃のギリシア最大の 
叙情詩人の一人。ボィオティアのキユ ノスケ パ ライに 生ま 
れ、二〇歳の頃すでに詩人の名声をはせたと言われる。才 
リユン ピア、 ピユ ティア、 イストミア、 ネメアの四大祭に 
おける競技の勝利を歌った作品が現存している。ここでプ 
ラトンが、ピンダロスのどの 詩句を念頭に置いているかは 
明瞭ではない。たとえば『ゴルギアス』4 004 B に引用され 
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咖 C かつて言つたように、「自然にかなつたもの」でもあるのです*だが思うに、最大の資格は、第六番目のもので 
しょう。すなわち、知識のない者は従うことを、思慮ある者は指導し支配することを、命じるものなのです。し 
かもまさにこの、ほんらい強制的にではなく、みずから進んで法律の支配をうけるということ、いやしくもこれ 
を自然に反したものとする主張は、最高の賢者ピンダロスよ、わたしならまずしないでしょう。むしろこれこそ、 
自然にかなつたことだと主張するでしょう。 

クレイニアス まことにあなたのおつしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 つぎに、第七番目の支配権を、神に愛された人や幸運の人のもの、と言う意味で、わた 
したちは一種の籤にうつたえます。籤に当つた者が支配し、はずれた者は去つて支配をうけるのが至当だと、主 
張するわけです。 

クレイニアス あなたのおつしゃるとおりです。 

D アテナイからの客人 そこでわたしたちは、安易な気持で法律の制定に向かうような人があれば、その人に対 
して、戯れながらこう言うでしょう。 

「立法者よ、支配者たるの資格がどれほどあり、またそれらが、本来どのような点で互いに対立し合うものか、 
それはもうおわかりでしょうね。今やわたしたちは、いわば内乱の源泉を〔そこに〕見出したわけですが、それを 
治療するのは、あなたの仕事なのですよ。そこで、まず第一に、わたしたちと一緒に考察してもらいたいことは、 
あのアルゴスやメッセネの王たちは、以上の資格から、どのように、またどの点で誤つて逸脱したために、彼ら 
E みずからはもとより、当時驚嘆すべきものであつたギリシアの勢力をもともども、波滅させることになつたのか、 
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1 ) 

ということです。彼らは、かのへシオドスが『半分はしばしば全体よりすぐれている』と適切にも語っているこ 

( 2 ) 

とに、思い及ばなかったのではないでしょうか。へシオドスはこう考えていたのです。全体を獲得することは破 
滅を招くが、半分なら適度だという場合は、いつでも、適度の方が適度をこえたことよりはるかにすぐれている。 

(3) 

なぜなら、前者はより善いこと、後者はより劣ったことであるから、と」 

クレイニアス まったくそのとおりですね。 

アテナイからの客人 ところで、そうした事態が破滅を招くのは、それがまず王の身辺に生じることによって 
でしょうか、それとも民衆の問に生じるためでしょうか、いつもどちらだと思いますか。 

クレイニアス 通常、多くの場合、それは、贅沢で傲った暮しをしている王たちにとりつく病気だと思います。 
アテナイからの客人 すると、これはもう明らかなことではないでしょうか。つまり、まず当時の王たちが、 
制定された法律の限度をこえて、より多くをとろうとする病気にかかったのです。そして、言葉と誓いで協定し 


h 684 E 〜685 A で提起された問題に、ここで戻ることに 
なる。 

一へシオドス『仕事と日々』四〇行。そこでは「葵とアス 
フォデルの中に、心身を爽快にする養分がいかに含まれて 
いるか(つまり、貧しい暮し方の中に、どれほどの仕合せ 
があるか、の 意 ごとい ぅ 詩句 (677 W 注2 参照)と並べて、 
「半分は……」の詩句がうたわれている。したがってその 
意味 も、たとえ半分でも、正義にかなった安らかな気持で 
手に入れる方が、全体を不正な仕かたで得るより、ずっと 


幸福になる、 という 意味で語られているのであろう。 ここ 
でもその意味で引用されている。また『国家』 v _ 466 C 
にも、賢者の言葉として、へシオドスのこの句が引用され 
ている。 

3 690 M 3-5 の6 TT 6 T § . … x - g ' ovos まで(訳文では、「ヘシ 
オ ドスは こう 考えていたのです。全体を……」以下)は、 
後人の插入としての削除案がある(ヘルマン、シャンツ、 
ピュアリ )0 
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たことに関し、互いの間で調和を守らなかったのです。ところがその不調和こそが、わたしたちの主張するよう 
に、一見知恵のように見えて、じつは最大の無知にほかなら ず、 これが、その調子外れ や、 調和の決定的な喪失 
を通じて、かの国々すべてを破壊したの.です。 

クレイ-アス どうやら、そのように思われます。 

アテナイからの客人 それはそれとして、では当時の立法者は、立法にあたって、こうした不幸な事態の発生 
にそなえ、いったいどういうことに注意すべきだったのでしょうか。いや、神々にかけて言いますが、今からす 
ればその認識にはなんの知恵をも必要としないし、それを語るのも困難ではありません。しかしもし当時、これ 
を予知することができたとすれば、その予知者は、わたしたちよりはるかにすぐれた知者だったということにな 
るでしょうね。 

メギロス いったいどういうことを、あなたは言おうとしておられるのですか。 

アテナイからの客人 ねえ、メギロス、あなた方のお国で生じたことをよく観察すれば、その当時なにが行な 
われるべきであったかは、これを認識することも、認識した上で語ることも、今となっては、いずれも容易なこ 
となのです。 

メギロス もうすこしはっきりおっしゃってください。 

アテナイからの客人 よろしい、次のことが、いちばんはっきりしたことになるでしょう。 

メギロス どのようなことでしょうか。 
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7 テナィからの客人 もしひとが、適度を無視して、小さなものに大きすぎるものをあたえると、 J —たとえ 

ば、舟に帆をあたえるにせよ、身体に滋養物を、また魂に支配権をあたえるにせよ——、そのすべてが、 iKXat して 

しまうものなのです。そして、あるものは驕 りを きわめて病気に突っ走り、 ある ものは驕 りの 子供で ある 不正に 

突っ走る。ところで、そもそもわたしはなにを言おうとしているとお思いですか。まずはこういうことなのです。 

「みなさんもおわかりでしょうが、およそ死すべきものの魂は、まだ若く、貴任もとれないときに、人の世の 

最高の支配権など、担いうるものではありません。あえて担えば、そういう魂はかならず、自分の思考力を、最 

大の病気ともいうべき無知で満たし、最も近しい友人からも憎しみをかうことになるのです。ひとたびそうなる 

と、その事態はたちまち魂を破壊し、能力のいっさいを駄目にしてしまうのです」 

したがって、適度をよく認識し、こうした事態にそなえて警戒を怠らぬことこそ、偉大なる立法者のつとめな 

のです。ところで、そんな警戒なら、その当時でもなされたであろうと推測す る ことは、今日からすれば ごく あ 

( 1 } 

たりまえの推測です。だがじっさいは、次のようであったらしいのです。 

メギロスどのようだったのですか。 


169 1 D 5 I 6 の cbs o ov - mTVS -は、テクストにいろい ットのままに読む 0 

ろ疑義のあるところ。ィングランドの解釈に従い、バーネ 
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アテナィからの客人 あなた方の ことを 気づかってくださる、ある神さまがあったようです。その神さまが、 

E 将来の ことを 予見し、王の家系を、一つの家系としてではなく、双生児につながる両立した家系として、あなた 

方にあてがい、いっそうの適度を守るべく王家を制限されたのです。その後、さらに、人の身でありながら神的 

な能力をかねそなえた一入の人(概が、お国の支配権のいまだ熱に浮かされているのを洞察し、王族にありがちの 

専横な力に配して、老年の思慮にとむ能力をあてがったのです。つまり二八人の老人たちが、重大なる国事に関 

しては、王たちの権力と対等の投票権をもつようにしたわけでへ#。つぎに、第三番目の救い主は、お国の支配権 

が依然として乱れを見せ、血気にかられているさまを見て、いわば馬銜を嚙ませるように、監督官(ヱポロス)の 
' 5) 

雇力を、銜による職権に準じたものとして導入しながら、それに配したのです。 

さて以上の 理由から、あなた方の王国は、とうぜん混合されるべき要素から混合され、また、適当な限度を保 
ったことによって、みずからが救われるばかりか、他の国々 の 救いの原因ともなったのです。思うに、これがも 
しテメノス、クレスポンー^ X 6 、 および当時の立法者たち、 —— どのような人たちが立法の任にあたっていたにせ 
よ、とにかく——、彼らの手に支配権がゆだねられていたとすれば、アリ スト デモスの所有する部分(ラヶダィ 
モ V ?))すら、安全に保たれはしなかったことでしょう、——なぜなら、彼らは立法に、充分な経験をつんではい 
なかったからです。というのも、もしその経験をつんでおれば、彼らは、若輩の魂、それも専制的権力へ移行す 
る可能性をはらむ支配権を手に入れたばかりの若輩の魂に、まさか誓いの手段で、節度を守らせることができよ 

うなどとは、思いもしなか.ったでしょう-。だが、じっさいは神さまが、最も持続する支配権はどのようにあ 

るべきであったか、また現にあるべきかを、示してくださったわけです。 
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しかし、さきほども言いましたょぅに、わたしたちの立場から以上の認識を持つことは、今日ともなれば、何 

ら知恵を必要とすることではありません、-過去の手本をもとにして観察することは、すこしも困難なことで 

はないのですから——。だが、これがもしその当時にあって、それらを予見し、支配権に節度を守らせ、三つの 

( 8 ) 

支配権から一つの統一をつくりうる人があったとすれば、その人は、当時意図されていたいつさいの善きものを- 
安全に保ったことでしょう。また、かのペルシアの軍勢にせよ、その他いかなる軍勢にせよ、われわれをとるに 


足らぬものと軽んじて、ギリシアに軍を進めるなど、け 
クレィニアス あなたのおっしゃるとおりです。 
アテナイからの客人 それにしても、クレイニアス、 


1スパルタ 第一代の王は、プロ クレスと エゥリュ ステネス 
であったが ( 6 003 D 参照)、この両人は、アリ スト デ モスの 
双生児であった。 この ことを言う。 

2 スパルタ建国にまつわる伝説的入物リュクルゴスのこと。 
「神的な能力」とは、おそらく、彼がアポロンの託宣をう 

けたことを指しているのであろう。 

3 いわゆるスパルタの長老会である。事実上はその中に二 
人の王も含めて考えることができるから、三〇人ょり成る 
とも 見られる0 

4 「第三番目の救い主」とは、饗宴の席などにおいて、三 
度目の灌奠は、救い主ゼウスに捧げられる習慣から、諺風 
に用いられるようになった言葉。今の場合、具体的には、 


つしてしなかったことでしよう0 


ペルシア軍勢に対する彼らの防禦のさまは、不名誉なも 


おそらく前八世紀頃の スパルタ 王 テオボンボスを 指すので 
はないかと推定されている。 

5 いわゆる五人の監督官(あるいは長官)である。毎年民問 
から選出され、長老会、王家の勢力を牽制する役目をもつ。 
前五世紀頃には王家を凌ぐ勢力をもっていたと言われる。 
これがいつ頃制定されたかについては、諸説がある。 

6 6 003 D 参照。 

7 上注 1 参照。 

8 スパルタ、アルゴス、メッセネの三圍を意味すると もと 
れるが、ィングランドの解釈に従い、一二つの支配権を、王、 
畏老会、監督官を さす ものと解釈する。 
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のでした。だが、わたしが不名誉と言うのは、当時の人びとのかちとった海陸での勝利が、輝かしい戦いではな 
かったという意味ではありません。当時のことを不名誉というのは、むしろ、こういう意味なのです。 

まず最初に、三国のうち一国だけがギリシアの防禦に立ち、他の 二 国は、 まことにな げかわしい腐敗ぶりでし 
た。つまり、その一国 (メッセネ) は、 ラケダイ モンがギリシア救援に赴く ことを、 その ラケダイモンとは げしい 

(2) I 

一戦を交えさえしてこれを阻止し ようとし ましたし、他方、かのアルゴスは、三国分&当時は先導的立場にあっ 

(3) 

たにもかかわらず、外敵防戦の誘いに応じようともしなければ、立って防戦しようともしなかったのです。その 
戦争にまつわる当時の出来事を、さらにいろいろと数えあげて、ギリシアの態度の立派でなかったことを非難す 
ることもで きる でしょう。いや、ギリシアがみずからの地を防禦したと言うことさえ、正しい言葉とはいえない 
でしょう。それどころか、もしかりに、 アテナイ 人と ラヶダイ モン人の一致協力した心が、迫りくる隸属化を防 
がなかったとしたら、おそらくとっくの昔に、ギリシア人の種族はすべて、お互いの間で I あるいは異国の種 
族がギリシア人と、あるいはギリシアの種族が異国人と——混合されていたことでしょう。それはあたかも、ぺ 
ルシアの専制に屈する人たちが、今日、散り散りにされたり寄せ集められたりしながら、みじめな離散の暮しを 
送っているのと、同じことになったでしょう。 

このような点が、 クレイ ニアスにメギロス、古今のいわゆる政治家や立法者たちに対して、わたしたちの非難 
しうる点なのですが、そのわたしたちの目的は、彼らの失敗の原因を探究することによって、それとは別の、ど 
のような処置を とるべき であったかを、発見す る ことにありました。その処置とはまさしく、今しがたわたした 
ちの言ったことにほかなりません。つまり、強大な支配権や混合の形をとっていない支配権を、立法によって設 
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立してはならない、ということです。それというのも、わたしたちの意図によれば、国家とは自由なもの、思處 
あるもの、みずからのうちに友愛を保つものでなくてはならず、立法者たる者、よくその点に着目して、立法し 
なくてはならないからです。 

だが、どうか奇妙にうけとってもらいたくないことは、わたしたちがこれまで、立法者は立法にあたって、し 

かじかの点に着目しなくてはならないと言いながら、いくつかの点を繰り返し提出してきたわけですが、しかも 

そこに S * 出された諸点が、そのつど同じものとは思われなかったかも知れない、ということです。だが、これは、 

( 4 ) 

こう考え直していただきたいのです。着目すべき点として、あるいは節度を保つことを、あるいは思慮を、ある 
いは友愛を述べるにしても、その着眼点はけっして別々のものではなく、同一のものだった、ということです。 
他にもそれに類した言葉使いをたくさんとることもありましょうが、それらがわたしたちを、混乱におとし入れ 
ないようにしたいものです。 

1前四九〇年の マラ トンの戦いをさす。ミルティアデスを 
将軍とするアテナイ軍が、このときペルシア軍勢をよく防 
いだ。スパルタ軍は、たまたまアポロンに捧げてのカルネ 
イアの祭りの期間にあたっていたため、慣例上出兵するこ 
とができず、戦いの終った翌日に到着した という (へロド 
トス『歴史』第六卷 (一 〇六、一二〇)、および 6900 E 参照〇 
2 6900 E にも、メッセネが当時 ラケダイモンと 交戦したこ 
とに ふれられているが、 これに 対応する歴史的事実は明瞭 
ではない。 


3 ペルシア側と親交を保っていたアルゴスが、対ペルシア 
軍のギリシア同盟に応じょぅとしなかったことについては、 
へロドトス『歴史』第七卷(一四八—一五二)にも語られて 
いる。また当時アルゴスが、スパルタと友好関係になかっ 
たことも、その理由の一つである。アテナィからの客人の 
言葉では、この点にふれられてはいない。 

4 「節度を保つこと」^ 93 C 2 up 6 s t6 QS -e-povmTV) を削る案 
もある(シャンツ、ピュアリ )0 しかし、自由を暗示する別 
の表現ととることもできる(ィングランド)。 
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クレイニアス 議論を もう 一度たどってみて、 そうするように 努めてみ ましょう。 だがさしあたり、その友愛、 
思慮、自由に関してですが、立法者た る もの、いったいどういうことを目的にすべきだと言うおつもりだったの 
ですか、それを聞かせてください。 

|二 

アテナイからの客人 では聞いてください。国制には、いわばその母ともいうべき二つのものがあり、他の国 
制は、そこから生まれてきたと言って、まず正しいでしょう。そして、その一方を君主制、他方を民主制と呼ぶ 
のがよく、前者の頂点にはペルシア民族が、後者の頂点にはわたしたち(アテナイ)が立っていると言ってよいで 
しょう。これに対し他の国制は、ほとんどすベて、今も言ったように、それら二つをもとにして、ありとあらゆ 
るかたちに組み合わされているのです。したがって、いやしくも思慮と一緒に、自由と友愛が生じるべきである 
なら、とうぜん、以上二つの囯制をかねそなえていなくてはならないのです。そしてまさにこのことこ そ、 わた 
したち tc > 議論の勧めたいと思っていることで、それは言葉にすれば、こうなるのです。いやしくも国家が、この 
二つをわけ持つことがないかぎり、その国家は、けっして立派に治められることはできないであろうと。 

クレイニアス とうぜんのことですね。 

アテナイからの客人 ところが、今の二国のうち、その一方(ペルシア)は君主主義を、他方(アテナイ)は自由 
主義を、それぞれただそれだけを、必要以上に偏愛し、どちらの国も両者を、適量に保持してはいなかったので 
す。だがあなた方の国制、 つまりラ n ニア(スパルタ) とクレ テの国制は、その点で もっとう まくいっています。 
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他方、アテナイとペルシアも、一時はそのような〔よい〕状態を保っていたときがありましたが、今日では遠く及 
びません。で、そのようになった原因を詳しく話してみたいと思います。どうでしょうか。 

クレイ||アス ぜひそうしてください。かりにもわたしたちの提案をやりとげるつもりでおられるのなら。 

1 ) 

アテナイからの客人 では、一緒に耳を傾けましょう。ペルシアは、キュロスの統治下では、隸属と自由を他 
のときよりずっと適量に維持して おり、 その時期には、まず自分が自由になるとともに、やがては、他の多くの 
国々の主人ともなりました。それというのも、支配にあたって、被支配者たちに自由をわかちあたえ、彼らを同 
等にあつかったものですから、兵士たちは指揮者たちにいちだんと親しみをおぼえ、危険に のぞめば、 すすんで 
みずからを差し出したからです。さらにまた、もし彼らの間に、誰か思慮に富み審議の能力のある者があらわれ 
ると、王はこれに嫉妬を抱くどころ か、 言論の自由を許し、何ごとにせよ、有能なる 協議 者を 名誉 あつく迎えた 
ので、そういう者は、その思慮の才能を、公共のものとしてひろく公に役立てたからです。こうして、当時にあっ 
ては、自由、友愛、知性の共有のおかげで、万事が彼らに進歩をもたらしたのでした。 

卜を除くオリエントは、ほとんどペルシアのもとに屈した。 
本文の以下にも語られるように、被征服者に対し、その風 
習、宗教を寛大に黙認し、その統治の良風が伝えられてい 
る。このキュロスが父に、その子カンビュセス王が殿様に、 
次の王 ダレイオス (694 C 注1参照)が商人に、それぞれ喩 
えられた という 插話が伝えられている(へロド トス 『歴史』 
第三巻(八九)参照)。 


1キユロスは、在位前五五九—五二九年頃の、ペルシア大 
帝国の基礎を固めたアカイメネス家の名君。カンビユセス 
一世の子。初めメディア王アステユアゲスに仕えてこれを 
倒し、 さらに リユディア王クロ ィソ スを倒して、帝国の基 
礎を固めた(へロドトス『歴史』第一巻参照)。またバビユ 
ロニ アを平定、イラン高原から、インダス河、カスピ海、 
小アジア沿岸に及ぶ領土を征服した。彼の治下で、エジブ 
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クレイニアス そのお話は、じっさいそのとおりだったようですね。 

C アテナイからの客人 それでは、いったいどうしてペルシアは、カンビュセスの統治のときに衰亡し、ダレイ 

( 1 ) 

オスの統治のときには、もう一度再興したのでしょうか。この考察にあたって、もしよろしければ、一つ予言め 
いた推測をしてみてはいかがでしょう。 

クレイニアス 結構です。だってその推測は、わたしたちが目的としてきたものの探究を、はかどらせてくれ 
るのでしょうからね。 

アテナイからの客人 では、キュロスについて、わたしはいま、こういう推測をたててみます。彼は、他の点 

では有能かつ愛国心に富む将軍でしたが、正しい教育という点では、まったくこれに乎をふれず、また家政に対 

(3) 

しても、いっこうに心を向けなかったのであろうと。 

クレイ||アス いったいどういう意味で、そんなことが言えるのでしょうか。 

アテナイからの客人 彼は、子供たちの養育を女たちにゆだねたまま、若いときから一生涯、兵事にたずさわ 
っていたようです。ところが、その女たちは、子供たちの養育にあたり、彼らを、幼年時代からすでに幸福に恵 
まれた者、生まれながらにして祝福されており、その面では何ひとつ欠けるところのない者、と見なしたのです。 
そして彼女たちは、子供たちはもう充分に幸福なのだからという意味で、彼らに逆らうことは、誰にも何事にお 
いても許さず、子供たちの言うこと為すことは、誰もがこれをほめたたえるように強制し、人も知るああした人 
間に育てあげたのです。 

クレイニアス どうやらあなたのお話では、なかなか立派な育て方のようですね。 
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E アテナイからの客人 いや、言うならば、王室の女たちのやる、女にぁりがちの育て方なのですね。つい最近 
金持になったばかりで、しかも男たちは、戦争 や ぁれこれの危険で暇がなく、そのために まったく 男手のないな 
かで子供たちを育てるという、王室の女たちのね。 

クレイニアス なるほど、そのとおりです。 

アテナイからの客人 他方、 父親の方はと言えば、その子供たちのために、羊や家畜の 群れ、 さらに人間その 
695他、 さまざまなものの群れを手に入れていたのです。ところが、それらを将来ゆずるべき子供たちが、父祖伝来 
の 技術、 つまりペルシアの 技術ですが、 その教育をうけていないことには、.思いいたらなかった。そのペルシア 
の技術 こそは、——もともとペルシア人は牧人で、苛酷な 土地の 子らだった のです から——、なかなかきびしい 


ふカンビユセスはキュロスの子で、在位前五二九—五一一一 
年頃。 エジプトに進軍してその征服に努めたが、他に見る 
べき 業績はなく、カルタゴ、エチオピアなどへの進出も失 
敗に終っている。その正気を失した狂乱狂暴は臣下におそ 
れられた(へロドトス『歴史』第三巻(三〇—三八)参照 )0 
ダレィオスは、直接ペルシア王系の血縁者ではなく、ヒ 
ュ スタスペスの子である (695 C おょびその箇所の注5参 
照)。カンビュセスの王位を奪ったと伝えられるマゴス僧 
を殺害して王位についた。在位前五ニー—四八六年。その 
間、小アジア沿岸のギリシア諸都市に平和をもたらした。 
また全領土を 二十 有余州に分割していわゆる太守の制度を 


しき、ペルシアの財政確立に尽すなど、その業績はキュロ 
スにつぐものがあった。ギリシアにも出兵したが、これは 
マラトンの戦いで破れた。エジプト遠征中に没。その国内 
諸制度その他の事績については、へロドトス『歴史』第三 
卷(八八—一六〇)参照。またダレィオスを悩ましたスキュ 
タィ族との戦いについては、同書第四卷(一—一四〇)参照。 

一 694 C 私の TC 50 TO は Too と読む(パッダムにょる )0 

> ここでブラトンは、たとえばクセノボンの『キユロス大 
王の教育』に見られるょぅな、キュロスを哲学的な王とし 
て賛美する人たちへの、批判を匂わせていると見る解釈も 
ある。 
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もので、戸外の暮しを営むこともできれば、寝ずの見張りに立つことも、必要とあらば兵士の役に立つこともで 

きるという、きわめて頑強な牧人たちを、つくり上げるに充分なものだったのです。しかるに父親は、自分の息 

( 1 ) 

子たちが、女たちや宦官たちの手から、いわゆる幸福ゆえに駄目になった教育、メディア風の教育をうけている 

ことに気づかなかった。その結果、子供たちは、甘やかされて育てられた場合にありがちの性格へと、育ってい 

ったのです。こうして子供たちは、キュロスの死後、贅沢と放埒でふくれあがったまま王位を継承したものです 

( 2 ) 

から、まず初めに、兄弟の二人が同権であることに我慢できず、一方が他方を殺しました。ところが、その後そ 
の殺した者自身が、飲酒と無教養ゆえに正気を失い、メディア人や当時のいわゆる宦官、 —— これらはいずれも 

( 3 ) 

カンビュセスの愚を輕蔑していたのですが I 、彼らの手にかかって、王権を失ったのです。 

クレイニアス たしかに、そうしたことが伝えられています。おそらくじっさいも、ほぼそれに近いことが生 
じたのでしょうね。 

( 4 ) 

アテナイからの客人 ところがその後、ダレイオスはじめ七人の手によって、王権は再びペルシアに戻ったと 
伝えられています。 

クレイ11アス そのとおりです。 

アテナイからの客人 では、わたしたちの議論の意図にしたがって、観察してゆくことにしましょう。 

( 5 ) 

ダレイオスは、王の息子として生まれたのでもなかったし、甘やかされた教育によって育てられたのでもあり 

ませんでした。彼は、彼を含む七人と共に王位に復帰してこれを手にいれると、それを七つの部分に分割しまし 
( 6 ) 

た。それら諸部分の名残は、わずかながら、今日もなお残されています。また彼は、法律を制定し、一種の平等 
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D を共^のものとして導入し、そのよぅにして治めるべきであると考えました。また、キュロスがペルシア人に約 
I (7) 

束していた貢納品配当のことを法律にくみ入れ、金銭と贈物によってペルシア民衆の心をとらえながら、全ペル 
シア人の間に、友愛と公共心をもたらしました。そのよぅなわけで、軍隊は心からの好意をつくし、キュロスの 
残した国土に劣らぬ国土を、彼のために新しくつけ加えたのです。 

だが、ダレィオスのあとには、またしても王室風の贅沢な教育によって育てられた、かのクセルクセスがつづ 
E く、-「おおダレイオスよ！キュロスの過失に学ばなかったため、あなたは、キュロスがカンビュセスを育 


▲ペルシアがメディアを征服する経緯については、へ ロド 
トス『歴史』第一巻(九五—一四〇)参照。ペルシアが、他 
国のあらゆる風習を摂取するのに巧みで、メディアの華美 
な風習を もょくと り入れた ことにつ いては、同書第一卷 
(一三五)参照。また クセノ ボン『キユ ロス 大王の教育』第 
八巻(一の四〇)にも、メディアの風習が華美優雅であった 
こと、 キユ ロスが それを身につけていた ことに ふれられて 
いる。 

- カンビユセスが、兄弟のスメルデイスを殺害したのであ 
る。これについては、へロド トス 『歴史』第三巻(三〇)参照。 

> マ ゴス 僧である兄弟が、その一人 (ガゥマタ) が スメル デ 
イスに似ていることを利用し、また スメル デイ ス殺密 の秘 
めら れているのを幸いに、謀反を起こして王で あると 主張 
した。このくだりについては、へロドトス『歴史』第三卷 
(六 一—六三)參照。なお「カンビュセスの愚を軽蔑してい 


たのですが」 ( 695 B 7 KaTa - e - pov ^' avTOS ) は、意味の上で、 
メディア人と 11^* 官のいずれにもかかるとする イングランド 
の解釈に従ぅ。 

4 七人とは、 ダレイオス、オタネス、アスパティネス、ゴ 
ブリユアス、インタブレネス、メガビユゾス、ヒユダルネ 
ス(へロドトス『歴史』第三巻(七〇)参照)。 なおこの 七人 
にょる王位回復については、同書第三巻(六 一—八七)参照。 

5 ダレイオスは、ペルシアの総督 ヒユスタ スペスの息子で、 
キユロス 同様ア ヵィメネス 家の流れに属しているが、直接 
には ヵン ビユセス王の息子ではない (694 C 注 1 参照)。へ 
ロドトス『歴史』第三巻(七〇)参照。 

6 へロドトスにょると(第三卷(八九))、ダレィオスは二十 
有余州に分割したとされている。 

7 ダレィオスは、貢物を王家の独占物とせずに、ひろく臣 
下に分与したのであろぅ。 
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てたと同じ流義で、クセルクセスを育てたの だ！」 ひとが こう 呼びかけるのも、とうぜんのことだといえましょ 

う——。その クセルクセスは、 同じ教育の生みの子よろしく、カンビュ セスと ほぼ同様の、不運な生涯をたどり 

( 1 ) 

ました。そして、ほぼそのとき以来ペルシアには、呼名は別として、真にその名に値する大王は、ついに一人と 
してあらわれなかったのです。 

その原因は、わたしの説によれば、偶然によるものではありません。いな、並はずれた富をもつ僧主の子供た 
ちの、送るのをつねとしている悪しき生活、それこそがその原因なのです。というのも、子供にせよ、大人にせ 
よ、あるいは老人にしても、そのような育て方から、徳にかけて卓越した者になることはけっしてないのですか 
ら。まさにこの点こそ、立法者は言うに及ばず、わたしたちもまた、今のこの話の機会に、よく考えねばならぬ 
ことだというのが、わたしたちの主張なのです。 

ところで、 ラヶ ダィモンのお方、あなた方の国家の功績としてとうぜん認めてよいことは、まさにこの点なの 

( 2 ) 

です。つまり、あなた方は、その建国の初めにあの神の ごとき 人が、神の教えをうけて決定したものにあらざれ 
ば、いかなる名誉、いかなる養育も、貧富の別や私人王家の別による差別をもって、これを分配したことはけっ 
してなかったということです。まことに、いやしくも国家においては、誰かが並はずれた富をもっているという 
理由で、格別の名誉があたえられたりしてはならないのです。それはちょうど、もし徳に欠けるところがあれば、 
たとえその人の足が速く、容姿が美しく、また力が強かろうと、そのために格別の名誉があたえられてはならな 
いし、たとえ徳があるにしても、 もし それに節制が伴わなければ、あたえられてはならないのと、同じことなの 
ですから。 
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C 


メギロス あなた、そのあなたのおっしゃる〔節制が伴わないならば という〕ことは、どういう 意味でしょ' 

> 〇 

I 三 

アテナイからの客人 思うに、勇気は徳の一部分ですね。 

メギロス もちろんです。 

T テナイからの客人 それでは、たいへん勇気はあるが、節度がなく、しまりのない人を、自分の同居者や隣 

( 3 ) 

人として受け入れるかどうか、——あなたはこういう言葉を聞いたものとして、自分自身で判定してみて くださ 

、〇 
V 

メギロス とんでもないことを！ 

アテナイからの客人 ではどうです、技術の心得があり、その面では知者であるが、しかし不正な人は？ 

メギロス けっして受け入れません。 

アテナイからの客人 しかし、少なくともその正しさというものは、節制の働きなしには生まれません。 

メギロス むろん、そうです。 

1キュロス以来、ペルシア王は代々「大王」と呼ばれた。 3 r 〔私の〕議論を聞いた わけだから」というようにとる こ 
2 「神の ごとき 人」 とは リュクルゴスのこと。 691: E 注 2 参 もで きる (ビュアリ、 テイラ ー) が、アーペレ トに 従った。 
照。 
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アテナイからの客人 それにまた、わたしたちがついさきほど提案した知者、すなわち、その持っている快楽 
と苦痛を正しい理に調和させ、それに従わせているような人も、節制の働きなしには生まれません。 

メギロス むろん、生まれないでしょう。 

アテナイからの客人 加うるにまた、国家における名誉の配分について、 どのような 配分がいつも正しく、ど 
のよう なものが正しくない かということ に関し、 なおこういう 点を考察して みましょう。 

メギロス どのよ、っなことですか0 

アテナイからの客人 節制が他のすべての徳から切りはなされ、ただそれだけが魂にそなわった場合、それは 
名誉なものと見られて正しいのでしょうか。それとも不名誉なものと見るべきでしょうか。 

メギロス どう答えるべきか、わたしにはわかりません。 

アテナイからの客人ところが、 そのあなたの答えこそ、まことに 適切な のです。 というの も、わたしの 質問 
のどちらをお答えになっても、あなたは調子はずれの答えを口にして いるよう に、わたしには思われる でしょう 
から。 

メギロス すると、わたしの答えでよかったわけですね。 

アテナイからの客人 そのとおりです。じっさい、名誉や不名誉の対象となるものにただ付随するだけのもの、 

¢ 2 ) 

そういうものは、言葉に出して言うべきではなく、言葉には出さず、黙って おく 方がふさわしいのですから。 

メギロス どうやらあなたは、節制のことを意味しておられるようですね。 

アテナイからの客人 そうです。これに対し、他の諸徳のうち、もしそれに節制が付随すれば最大の利益をわ 
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たしたちにあたえるもの、それが最高の名誉をうけるなら、最も正しい名誉をうけていることになるでしょうし、 
二番目に利益をあたえるものは、二番目の名誉をうけて正しいことになるでしょう。そのようにして、それぞれ 
のものが、その順位に従ってつぎつぎと名誉をうけとるならば、それで正しいうけとり方になるでしょう。 

メギ ロス そのとおりです。 

アテナィからの客人 ではどうでしょう。それらの名誉を配分することもまた、立法者の仕事だと、主張すベ 

( 3 ) 

きではないでしょうか。 

メギ ロス それは大いに。 

アテナィからの客人 では、そのすベてにわたって、いちいち具体的に細かく配分することは、これを立法者 

L (4) 

にゆだねて *> くとしても、わたしたち自身もある意味では法律を求めている者なのですから、これを次の三つに 
分割することは、わたしたちがやってみてはどうでしょうか。最も重要なものと、第二、第三に重要なものとを、 
分けて区別することです。 

「付随す るだけのもの」と 訳して おく0 

3 1 . 631 D 〜 632 W 参照。そこでは、善きものの区別、結 
婚と子供の 養育、 ヱロ —スの扱い方などに関して、非難す 
べきを非難し、名誉をあたえるべきものには名誉をあたえ 
るという、評価の公正の重要さが語られている。 

4 「ある意味」とは、実際家としてでなく、理論の上、言 
葉の上において、の意味。 


1 6 009 D 参照。 

2「節制」は、それなしには他の諸徳も成立しない性質のも 
のであるが、そういう意味で諸徳に「付随するだけのもの」 
は、その価値を言葉に出して言うょり、むしろ黙っておく 
方がょいという意味。しかしそれは、それが無価値だから 
というのではむろんなく、むしろ他の諸徳と別の秩序の価 
値をもつからである。この意味で696 D 一一の Tip 6 qsrllia を、 
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メギロスそれはぜひともやりましょう。 

アテナィからの客人 では、わたしたちは言います。思うに、国家は、もしそれが人間の力に許されるかぎり 
安全に保たれ、幸福であろうとするなら、ぜひとも、名誉と不名誉の配分を正しく行なわなくてはならない。と 
ころで、その配分の正しさとは、魂に属する善きもの——その魂には節制が伴う——が、最も貴いもの、第一位 
のものと見なされ、つぎには、身体に属する美しいもの、善きものが、 第二 位、さらに、いわゆる 財産 や金銭に 
属する善きものが、第三位、というように見なされることである。反対に、立法者にせよ国家にせよ、金銭をと 
くに重んじて名誉の地位に上げたり、あるいは、名誉の点で下位のものを上位に位置づけた りして、 以上の順位 
から逸脱する場合には、その行ないは、神を敬うものでも、政にかなったものでもないことになるであろう。 
これを、わたしたちの言葉とすればよいでしょうか、それともどうでしょうか。 

メギロス ぜひともはっきりと、それをわたしたちの言葉にしておきましょう。 

アテナィからの客人 さて、こうしたことを、このように長々とわたしたちに話させたものは、まさしくペル 
シア国へ船の探究にあったわけです。わたしたちの発見するものは、年を追って悪化していった彼らの姿なのです 
が、その原因は、わたしたちの主張によれば、彼らがあまりにも民衆から自由を奪い去り、限度以上に専制的要 

( 4 ) 

素を持ちこみ、もって国家内部の友愛と公共心を破壊したことにありました。 

ところが、これが破壊されると、一方、支配者たちのはかりごとは、被支配者たる民衆のためにではなく、み 
ずからの支配権のために、はかられます。つまり、もし彼らが、たとえわずかでも自分たちの利益になると考え 
れば、いつでも、«しい国々や種族さえ、これを兵火で破壊して亡ぼし、その結果、互いに敵意をもって容赦な 
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く憎み憎まれ合うことになるのです。他方また、自分たちのために民衆に戦ってもらう必要に迫られても、その 
E 民衆の間には、危険を冒しても戦おうとするほどの熱意を伴った公共心など、まったく見出されないのです。い 
な、数の上でこそ何百万という数え切れぬ部下を持ちながら、その所有する部下たるや、一人として戦いの役に 
立つものではないのです。そして、あたかも人手が不足しているかのように傭兵をやとい、金でやとわれたその 
698 異国の者によって、他日わが身の安全が保たれるであろうと考えているのです。加うるに、いわゆる国家的に名 
誉なことや立派なことも、金銀にくらべればいつも屑がらくたにすぎぬことを、じっさいの自分の行ないによっ 
て明言しているわけですから、もはや逃れようもなく、みずからの無知を暴露しているものとしなくてはなりま 
せん。 

メギロス まことにそのとおりです。 

-四 

T テナィからの客人 さて、ペルシアの事情、つまり、ペルシアが現在立派な統治をうけていないのは、極端 

ffl» 7 r'lm«Trl と読む(シユ ナィ ダ—による〇 
4 693W にも、自由、思慮、友愛の必要性にふれられてい 
る。また 694W には、ペルシアを大ならしめたキュ ロス 大 
王の功績として、自由、友愛、知性をもたらしたことが語 
られている。 


1 この区別はもとはピユタゴラス派に端を発しているとい 
われる。のちのストア哲学における善の区別にもこれが見 

られる。1 . 631C~D, n . 661Aic など参照。 

2 $7 C 6 の Tr - S ' 一は irepi と読む(ィングランドに よる)。 

3 697 07のォ'171はいろいろ訂正案が考ぇられているが、 
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な隸属と専制のためだというペルシアの 1 Ji 情については、以上をもって終ることにしましょう。 

メギロスまことにそのとおりでした。 

アテナイからの客人他方、アッティヶの国制についても、つづいて同じような仕かたで、次のことを詳述し 

なければなりません。つまり、反対にいっさいの権威に縛られない完全な自由は、他者の権威に依存しながら適 

当な限度を守っている自由より、すくなからず劣っている、ということです。 

さて、 ギリシア 人に対する、いな、ほぼ エゥロぺ (ョー ロッ パ)の全居住民に対するペルシア人の進撃が行なわ 

れたあの時期にあっては、わたしたちの国制は、古くからのしきたりを守り、官職は四つの階層にもとづいてい 
( 2 ) 

ました。また、一種の慎みの心が女王のように君臨しており、そのお蔭でわたしたちは、みずからすすんで、当 
時の法律に服従して生きようとしたものでした。加うるに、海陸に姿をあらわしたペルシア軍勢の威容が、絶望 
的な恐怖を投げかけたものですから、わたしたちは、支配者と法律に対し、いっそうの隸属を示すようになりま 
した。すべてこうした理由のために、わたしたちのお互いの間には、強度の友愛が生まれました。 

かのダテイスのひきいるペルシア軍勢がやってきたのは、サラミスの海戦に先立つこと、ほぼ一〇年のときで 
した。それは、公然とアテナイ人およびエレトリア人を目差し、彼らを奴隸にしてつれ帰るべく、ダレイオスに 
よって派遣されたものでしたが、もしダティスがそれに成功しなかったなら、死刑の予告が彼に下されていたの 
です。そのダティスは、何万もの軍勢をひきい、短時日のうちに、エレトリア人を完全に武力で捕獲し、「一人の 
エレトリア人も彼の手を逃れたものはない」という怖るべき風説を、わたしたちの国に送りこみました。それに 
よると、 ダティスのひきい.る兵士たちは、手をつなぎ合い、 ちょうど 引き網で さらうよう にしてエレトリアの全 
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土を一掃した という ことです。その風説が本当なのか、また どういうふうに して流れてきたか、それは べつと し 

て、他のギリシア人はもとょりのこと、わけてもアテナイ人の心を寒からしめました。そこで彼らは、四方八方 

E に使節を派遣したのですが、ラヶダイモン人を除いては、一人として助けにこょうとはしなかったのです。しか 

もそのラヶダイモン人にしても、一つには当時の対メッセネ戦争のために、あるいはまたなにか別の事情が彼ら 

を妨げていたのか、——それに関する話はべつに聞いてはいないのですが——、とにかく、マラトンでの戦いに 

(4) 

一日おくれて到着したのでした。 

その戦いののち、大王のもとからは、大がかりな軍備の噂や威嚇が、つぎつぎと伝えられながら、たえず届い 
てきました。やがて時が流れ、 ダレイオスの 死去が伝えられました。しかし王位をうけついだ彼の息子は、若く 


1 698 >での^< は削る(イングランドにょる)。 

2 「古くからのしきたり」とは、ソロン(前六四〇—五五九 
年頃)の改革以来、の意。「四つの階層」とは、ソロンの制定 
にょる、財産評価をもととした四階層を指す。①五〇〇メ 
ディム ノス (すなわち、年間の穀物生産量が五〇〇メディ 
ムノスの 階層。 ー メディ ムノスは ほぼ五一/ニ リットル)。 
② 騎士階層 (ヒッペィス) (年間約三〇〇メディ ムノス)。③ 
農民階層(ゼウギ タィ) (年間約一五〇メディ ムノス)。④賃 
銀労働者(テーテス)(農民ょり少ない年間生産高)。国家の 
主要官職は①②⑧の順位に応じて選ばれ、④は、民会や民 
衆裁判への参加だけが許されていた。 

3 ダテイスに よる エレトリア進撃は、前一:九〇年頃。『メ 


ネクセノス』 240 A 〜 B にも ほぼ同様の記述が 見られる。 
同所では、五〇万の兵士と三〇〇の軍船をしたがえた とさ 
れている。また「短時日」とは、同所では「三日問」 とさ 
れているが、へ ロド トス『歴史』第六卷(一〇一)では、六 
日間の戦争ののち七日目に征服したとなっている。なお 
「引き網で さらうょう に」というのは、ペルシア軍が諸鳥 
を征服する場合、住民掃討に用いた習慣的方法のょうであ 
る。へ ロド トス同書第三巻(一四九)ではサモス島が、第六 
卷(三一)ではキオス、レスボス、 テネ ドスの諸島が、これ 
をこう むっている0 

4 メッセネとの戦いについては 692 D 参照。 ラヶダィ モン 
軍の到着が 一 n 遅れたことについては、同所注1参照。 
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て烈しいだけに、遠征の熱意をいっこうに捨ててはいないとの話でした。そこでアテナィ人は、マー--/トンでの出 

来事にかんがみ、その装備のいっさいは、自分たち自身に向けて準備されているものと思いました。そしてアト 

( 1 ) 1 

ス 岬に運河のうがたれたこと、へ レスポント スに橋のかけられたこと、さらに軍船のおびただしい数を聞くに及 
び、もはや身を守るすべは、陸にも海にも、自分たちには残されていないと思いました。というのも、誰ひとり 
として自分たちを助けにはこないであろうと、考ぇたのです、——なぜなら、以前ペルシアの軍勢がやってきて、 
エレトリア 周辺をすっかり征服したとき、そのと きも 誰ひとりとして自分たちを助けにはこなかったし、ともに 
戦って危険にあたろうとはしなかったことを、彼らは記憶していたからです。今度もまた、まさにそれと同じこ 
とが、少なくとも陸戦による場合には生じるであろうと、彼らは予想したのでした I 。かといって、海戦によ 
る場合にしても、千艘、いな、それ以上の軍船が進撃してきているとあっては、身を守るすべなどまったくとざ 
されていると、彼らは見たのです。 

だが、身を守るただ一つの道のあることに、彼らは思い至りました。それは、望みも薄く絶望的なものではあ 
りましたが、しかし、ただ一つの道でした。彼らは、以前の出来事に目を向け、あのときも、彼らが戦って勝利 
をおさめたのは、思うに、絶望の底からのようなものであったと、そこに思い至ったのです。そこで、この希望 
に錨をおろしながら、自分たちの逃れゆくところは、ただ自分たち自身と神々のなかのみであることを、見出し 
たのです。 

こうして、これらすベての事情が、つまり、当時目前に迫っていた恐怖と、昔からの法律によってつちかわれ 
てきた恐怖とが、彼らお互.いの間に友愛を植ぇつけました。後者の恐怖は、彼らが、昔からの法律に服従するこ 
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とによって身につけたもので、それこそわたしたちが、これまでの話のなかで、しばしば「慎みの心」と呼び、 
すぐれた人たらんとする者は、その「慎みの心」に従わねばならないと話してきたものなのです。また臆病者と 
は、その心から解放され、そのおそれを持たぬ者にほかなりません。その臆病者の心をも、もしその当時、かの 

(3) 

「おそれ」がとらえていなかったならば、彼らはけっして、力を合わせて身を守りもしなかったでしょうし、神 
殿や墓地や祖国や、その他身内の者たちや親しき者たちを、当時じっさいその救助に赴いたようには、これらを 
守ることもしなかったでしょう。むしろ、わたしたちのめいめいは、その当時に、散り散りに細分され、それぞ 
れ異なったところを目差して、離ればなれにされていたことでしょう。 

メギロス まことに、あなた、おっしゃるとおりでした。あなたの今の言葉こそ、あなたご自身にはもとより、 
あなたの祖国にもふさわしいものでした。 

I 五 

7テナイからの客人それもそのはずなのです、メギロス。だって、あなたのような方を相手に、当時の出来 
事を話すのは、まことにふさわしいことですからね。なにしろ、生まれながらにして、ご祖先の気質にあずかつ 


1アトスは、カルキディケからレムノス島の方角に向かっ 三—三六)など参照。 

て、エーゲ海に突出した岬。ア トス 岬の運河については、 2 I . 647 A 〜 p « 671 D , 日. 69 O 0 B など 参照。 

へロド トス 『歴史』第七卷〇三— 二 五)参照。へ レス ボン 3 699 C 6 の f は af (慎みの心)と同義にとる。なお 
トスの ょく知られている架橋については、同書第七卷(三 C 6 の一行はパ ーネットのままに 読む0 
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ておられるのですから。 

ところで、あなたにもクレイニアスにも考えてもらいたいのですが、わたしたちの話には、多少とも立法のた 

めの参考になることがあるのでしょうか。だって、わたしがこうして話をつづけているのも、その目的は、物語 

にあるのではなく、今言う、その立法にあるのですからね。さあ、では考えてみてください。ある意味では、ぺ 

ルシア人とほぼ同じ不幸な出来事が、わたしたちの上にも生じたわけでした。もっとも、彼らの方は、民衆をま 

ったくの隸属へ導いたのに対し、わたしたちの方は、反対に、まったくの自由へと、大衆を走らせた点は別です 

が。さて、そういうこれまでの話は、このさき、なにをどんなふうに話すべきか、ということのためにも、ある 

( 2 ) 

意味では適切だったことになります。 

メギロスおっしゃるとおりです。しかし、今のその言葉の怠味を、どうか、もうすこしはっきりさせる よう 
に努めてください。 

アテナイからの客人そのつもりです。ねえ、あなた方、昔の法律のもとでは、わが国の民衆は、けっして法 
律の主人ではありませんでした。むしろ、ある意味では、みずからすすんで法律に服従していました。 

メギロス どのような 法律に、 とおっしゃる のですか。 

アテナイからの客人まず第一に、当時の音楽に関する法律に、と申しましょう。もしわたしたちが、自由な 
生活の極端に増大してきたすがたを、最初から詳しく話そうとするのでしたらね。 

それはこうです。当時わたしたちのもとでは、音楽は、それ自身のいくつかの種類や形態に分類されていまし 
た。歌の一種類に、神々に捧げる祈りがあり、それは賛歌(ヒュムノス)という名称で呼ばれていました。さらに、 
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これに対応するものとして、別の種類の歌があり、それは、まず悲歌(トレーノス)と呼べばいいものだったょう 

です。また、アポロン賛歌(パイオーン)がいま一つの別の種類で、さらにいま一つの ものと しては、デイオニュ 

(3) 

ソスの生誕を扱ったものと見られますが、いわゆる酒神歌(デイテユランボス)と言われるものがありました。さ 

{ 4 } 

らにまた、それらとは別の種類の歌として、 まさに「ノモス」というこの 名称で呼ばれる ものもありました。も 

っと もこれには、「竪琴に合わせて歌われる」 という 言葉が そえられていました0 

さて、他にも若干のものを加えて、こうした区別がしっかりと定められていましたから、異なった種類の旋律 

(5) 

を、別の種類の旋律に適用することは、許されなかったのです。そして、これらの区別を認識し、認識した上で 
判定し、さらにそれに従わぬものを懲罰する権威は、今日のように、大衆の やじり， でもなければ、粗野な叫び 
のごときものでもなく、また称賛をあらわす拍手でもありませんでした。むしろ、一方、教養を身につけた人び 


1むろん国運衰亡のこと。 

2 699 E 5 I 6 は、 ィングランドの 解釈に従い、パ— ネットの 
ままに読む。問題は、^ 5の77855:.、〇03£06£1;と〇177{3〇- 
yEyov 6 Tes :: 以下の文孝のつづき方の不明瞭さにある。 

3 以上を大別すれば、神々に捧げる ものと 死者に捧げる も 
のに区別される。前者は 「ヒュムノス」 (賛歌)、後者は r 卜 
レーノス」(悲歌)となる。さらに前者のうち、アポロンの 
神に捧げる ものは 「パイ オーン (あるいはパイア ーン)」 (ア 
ボロン 賛歌)と呼ばれ、デ イオ ーー ュソス の神に捧げる もの 
は「デイテュランボス」(酒神歌)と呼ばれる。なお 700 W 4 


Alovc'qou ys'mo ■一 s 「ディオニユソスの 屯誕を扱っ たもの」と 
いう箇所は、「ディオニユソスの生んだもの」ととれなく 
もない。 

4 これまでの話において、「法律」 (ノ モス)の意味に用いら 
れてきた、 まさに その r ノ モス」という 名称が、別の一つ 
の歌を意味するものとして用いられている、 ということを 
意味している。 

5 70〇比 ゞ の窆ン〇は窆ぞと読むーィングランドにょる)。 
なお旋律の混同については、« 669 C 〜 D 参照。 
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とに対しては、自分の耳で最後まで黙って聞くように、定められていましたし、他方、子供たちや子供の養育係 

D り、その他一般の群集に対しては、懲らしめの鞭という戒律が置かれていたのです。したがってこれらの面では、 

大部分の市民たちは、みずからすすんでこのようにきびしい秩序の支配をうけようとしたもので、騒がしい叫び 

声に よる 判定を行なおうなどと、あえて企てたりはしませんでした。 

ところが、その後時代がすすむにつれて、音楽のたしなみにそむいた違法を先導する者として、詩人たちが、 

——素質の面では詩人の才能をもってはいるが、ムゥサの定めた正しさや法規については無知にひとしい詩人た 

ちが——、生まれてきたのでした。彼らは、バッコスの狂乱にふけり、適度を越えて快楽のとりこになり、悲歌 

(トレーノス)を賛歌(ヒュムノス)に、アポロン賛歌(パイオ I ン)を酒神歌(ディテュランボス)に混合し、笛の調 

ベを竪琴の調べで模倣し、ありとあらゆるものを互いに混ぜ合わせながら、無知ゆえにそれと気づくこともなく、 

音楽に関するこんな誤った意見まで主張したのです。「音楽では、およそ正しい規準など、わずかばかりもあり 

はしない。むしろ、すぐれた人であれくだらぬ人であれ、これを楽しんできく人の快楽を規準として判定される 
( 1 ) 

のが、最も正しいのだ」と。 

こうして彼らは、このような作曲をし、それに類した歌詞をそえたりしながら、大衆のなかへ、音楽に関する 
違法と、充分な判定能力をそなえているかのような思い上がりを、植えつけたのです。その結果、劇場の観客た 
ちは、あたかも自分たちが、音楽における美と美ならざるものとを熟知しているかのように、かつての沈黙から 
転じて騒々しくなり、かくて、音楽における「最優秀者支配制」 (アリストクラ ティア ー) に代って、かの劣悪な 
る「劇場支配制」(テアトロ クラ ティアー)が生じたのです。 
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それというのも、もしこの意味での民主制(デー モクラティア ー) が、教養ある自由人のみにかぎられ、ただ音 
楽においてのみ生じたのであれば、その結果も、さほどおそるべきものではなかったかも知れません。しかし事 
実は、音楽から端を発して、万事に関して知恵があると思う、万人のうぬぼれや法の無視が、わたしたちの上に 
生じ、それと歩調を合わせて、万人の身勝手な自由が生まれてきたのでした。というのも、彼らは、みずからを 
識者であるかのょうに思うところから、畏れなきものとなり、その無長が無恥を生んだのです。思うに、思い上 
B がりのために、自分ょりすぐれた人物の意見をおそれないということ、まさにこのことこそ、悪徳ともいうべき 
無恥であり、それは、あまりにも思い上がった身勝手な自由から生じてくるものなのです。 

メギロスまったくあなたのおっしゃるとおりです。 

-六 

アテナイからの客人この身勝手な自由につづいて生じてくるものは、おそらく、支配者への服従をいさぎよ 
しとしない自由であり、さらにその自由につづいて、父母や年長者への服従と戒めから逃れようとする自由なの 
です。それも終局に近づくと、法律に服従しまいとする自由が生じ、ついに終局そのものに至って、誓約や信義、 
C 総じて神々を重んじまいとする自由が生じるのです。 そうなる と、物語にいう、昔の巨人族(ティタン)の本性を 


1« 6500 E ~659 C 参照。そこでは、芸術の判定者となる ことが語られている。 
者は、なにょりも徳において秀れた人物でなくてはならぬ 
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模倣してその身に示しながら、巨人たちと同じか■のところに逆戻りし、ついに不幸のやむことのない、つらい生 
を送りつづけることになるでしょう。 

ところで、わたしたちが以上のようなことを話したのは、そもそもなんのためだったのでしょうか。馬を相手 

にする場合と同様、議論においても、ひとはたえずその手綱を引きしめねばならないと思います。まるで口に手 

綱がついていないかのように、議論の手で無理やりに運ばれ、諺にも言う「驢馬から落ちて しくじ%)」ことのな 

(3) 

いようにしなくてはなりますまい。むしろ、今 も 言うように、いったい どういう 目的で以上の ことが 話されたの 
か、今一度わたしたちは、問い直してみなくてはなりません。 

メギロスおっしゃるとおりですね。 

アテナイからの客人ところで、それが話されたのは、あの目的のためでした。 

メギロスどんな目的でしょうか。 

アテナイからの客人わたしたちはこう言いましたね。立法者は、次の三点を目標において立法しなくてはな 
らない、つまり、立法された国家が、自由な国家、自己自身のうちに友愛を保つ国家、知性をそなえる ものと な 

(4) 

るよう に、 という 目的です。 そうだったです ね。 どうでしょう か。 

メギロス まったくそのとおりでした0 

アテナイからの客人まさしくこれを目的として、わたしたちは、国制としては最も専制的なものと、最も自 

(5) I 

由なものとを選び出し、そのどちらが正しい国制のあり方であるかを、目下考察しているしだいです。ところで、 
わたしたちの確認したことは、こういうことでした。両者のそれぞれからある適量を、すなわち、前者の場合に 
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は、僭主として振舞ぅことの適量、後者の場合には、自由人として振舞ぅことの適量を採用すれば、そのときそ 

れぞれの国制には、他にまさる繁栄がやどるが、これに反し、それぞれの国制が極点にまで押し進んで、： S 者の 

場合には隸属の極点、後者の場合には自由の極点、というようになると、どちらの側にとってもよい結果にはな 

( 6 ) 

らない、ということでした。 


メギロスまつたくあなた Q おつしやるとおりです。 


1この箇所は、①「物語に言う昔の巨人族の本性を模倣し 
……示しながら」の一句と、®「巨人たちと同じかのとこ 
ろに逆戻りし、……つらい生を送りつづける」の一句をめ 
ぐって、解釈がわかれる。①⑷「巨人族の木性」を、人問 
は巨人族から生まれたという神話にょり、人1!!]の中に含ま 
れている原罪的な、巨人族の性質の意味にとる(ティラー)。 
⑹「巨人族の本性」とは、ォリュンボスの神々と争って夕 
ルタロス(奈落)に閉じこめられた巨人族の本性を意味する 
ととる(ィングランド、ビュデ版)〇②については、「巨人 
たちと同じかのところに逆戻り」する者 ( Q--e-lKokvocs) と同 
格になる主語を、 ( a ) 「人間たち」と見れば、「巨人たちと同 
じかのところ」とは、「タルタロスのょうなつらいところ」 
の意味となる(テイラー、ソーンダース、ビュデ版、シュ 
タルバウム〇⑹これに対し、その主語を、「巨人たち」と 
すれば、巨人たちは、すでに何らかの罪で一度タルタロス 
に閉じこめられたが、その後脱出して神々と争い、再び 


「同じところ」(タルタ ロス) へ逆戻りした、というように 
解される(イングランド)。訳者としては、①に関しては ( b ) 
を、②に関しては⑷をとりたい。 

2 一驢馬から(アポ•オヌゥ)落ちる」を「知性から(アポ • 
ヌゥ)落ちる」， に、 語呂合わせの ように 扱ってかけ、「愚か 
さを示す」の意味が含まれる という (ビュ アリ)0 

3 70 1 D 2 x Q' plv rns VEKOC は、諸家そのいずれかを削っている。 
ただしビュデ版は写本のまま。 

4 693 W にこの三点が語られている。ただしそこでは、「知 
性」の代りに「思慮あるもの」とされている。 

5 もとよりペルシアの国制とアテナイの国制である。693 
D 〜 E 参照。 

6 『書簡集』 \_. 354 E の「隸属と自由は、極端化すると、 
いずれも最悪、適度を守る場合には最善」という箇所が、 
リッタ—、イングランドにより、適切にもこの箇所と比較 
されている。 
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T) 

アテナイからの客人そしてまた、わたしたちが、ドリア軍団の建設や、ダルダ ノスによる 山裾と海辺への定 

(2) (3) 

住、また、滅亡をまぬかれて生き残った最初の人びとなどを考察したのも、以上のことを目的としていたのでし 

(4) 

た。さらにまた、これらに先立つ、音楽と酒の酔いに関するわたしたちの議論、さらにはそれに先行する議論を 
考察したのも、同じ目的のためでした。これらすベての話は、そもそも国家はどのように治められれば最善なの 
か、また私的には、ひとはどのようにみずからの生涯をまっとうすれば、最良の生き方となるのか、それを知ろ 
うとするためのもの.でした。だが、はたしてわたしたちは、なにか有益な結果をもたらしたのでしょうか。それ 
を調べるには、メギロスにクレイ-1アス、そもそもどのような吟味が、わたしたちお互いの間で話されればよい 
のでしょうか。 

クレイニアスそれならあなた、わたしは一つの吟味を考えついたように思います。わたしたちがこれまで話 
してきた議論は、どうやらすベて、一種幸運のたまものとして、わたしたちにあたえられたような気がするので 
す。というのも、少なくともこのわたしは、ちょうど今そうした話題を必要とする時点に立ち至っていますし、 
それに、あなたがこのメギロスと一緒にこの場合に居合わしておられたというのも、これまた、いわば時のはか 
らいだったからです。といいますのも、目下わたしの身にふりかかっていることを、あなた方お二人に隠すつも 
りはありません。それどころか、あなた方と出会ったことを、いわば吉兆と見なしているのです。 

ほかでもありませんが、クレテの大部分が、ある植民を行なおうとくわだてており、事の世話を、 クノソスの 
人びとに委託しているのです。ところが、その クノソス 政府がまた、わたしのほか九人の者に、それを委託した 
.のです。同時に政府はまた、法律についても、もしこの クノソスの 法律でわたしたちに気にいるものがあれば、 
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(5) 

それを取り入れて制定するように、また、たとえ他国の法律でも、〔気にいるものがあって〕それがすぐれている 

と思われれば、他国のものであることに頓着せず、それを取り入れて制定す るよう に、命じているのです。 

こういうわけですから、さしあたり、わたしに も あなた方に もよ いように、こうしてみてはどうでしょうか。 

( 6 ) 

これまで話された内容から選択して、いわば根本から建国するつもりで、言葉の上で国家を組み立ててみましょ 
う。そうすれば、わたしたちにとっては、求めていることの吟味になるでしょうし、同時に、わたしはまたわた 
しなりに、その組み立て方を、将来の国家に役立てることもできるでしょう。 

アテナイからの客人 よいことを告げてくれました、クレイニアス。では、もしメギロスに気のすすまぬこと 
でもないかぎり、ことわたしに関しては、万事できるだけ、あなたの望みのままになるものと考えてください。 
クレイニアス ありがたいことです。 

メギロス もちろん、わたしの方にも異存はありません。 

クレイニアス お二人の言葉に感謝します。では言葉の上で、まず国家を建設す るよう にしてみましょう。 

5 前文同様〔気に入るものがあって……〕を補う(シユタル 
バウムによる)。 

6 702 W 3 で、アテナイからの客人が、「そもそもどのよう 
な吟味が、わたしたちお互いの間で話されればよいのでし 
ようか」と語っていた言葉に答えるものとして、 「 M 葉の 
上で」とわざわざ断られたとも考えられる。 


1 S2E 〜 692 C 参照。 

2 6001E 〜 6002C 参照。ダルダノスについては、同所の注 
1参照。 

3 677W 〜 6 001C 参照。 

4 第一巻、第二巻参照。以上これまでの話の順序が、逆に 
扱われている。 
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704 アテナイからの客人 さあでは、将来の国家をどのように考えるべきでしょうか。といってわたしは、その国 

家の呼び名について、現在どんなふうであるか、とか、将来その国家をどう呼ぶべきか、とか、そうしたことを 

お尋ねしているのではありません、——というのも、そういうことなら、おそらくその国家建設のいきさつや、 

B 国家の場所などがきめてくれるもので、河、泉、土地の神々などの呼び名が、それにまつわる神嗤な名前を、新 

( 1 ) 

しく生まれた国家に付与して くれる でしょうからね——。だが、わたしがその国家に関し、知りたい と 思って尋 

ねていることは、それが海辺に位置する国家となるのか、それとも内陸の国家となるのか、 という 点なのです。 

( 2 ) 

クレイニアス おそらくあなた、わたしたちが今話題にしている国は、海からほぼ八〇スタディオンほど隔っ 
ているでしょう。 

(3) 

アテナイからの客人 ではどうでしょうか。その国に近い海岸のあたりには、港があるのでしょうか、それと 
も、まったく港はないのでしょうか。 

クレイニアス それなら、その海岸は、可能なかぎりの良港に恵まれていますよ、あなた。 

(4) 

C アテナイからの客人 これは 驚いた ことを おっしゃる。で、 その 国の周辺の土地は、いったいどうなんですか。 
あらゆる 物資を産出するのですか、 それとも 若干は欠ける ものもあります か。 

クレイニアス おそらく、何ひとつ欠けることはないでしょう。 
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T テナイからの客人 近くには、それと隣接する国があるのでしょうか。 

クレイ 11 アス まったくありません。それだからこそ、その国が建てられたのです。昔、その地方から外地へ 
の植民が行なわれたために、その土地は、かぎりなく長い間、無人の地となっているのです。 

アテナイからの客人 では、平野、山地、森林に関する状況はどうでしょうか。それぞれの分布状況は、どの 
ようになっていますか。 

(5) 

クレイ||アス それは、他のクレテ全般の性質と似通っています。 

アテナイからの客人 平坦というより、むしろ土地が険しいとおっしゃるのですね。 

クレイニアス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 さて、そういうことだと、その国は、徳を身につけるのに、まったく望みなしとい うわ 
けでもありませんね。というのも、もしこれが、海辺に位置し、良港に恵まれながらも、物資が豊かでなく、多 

ロメートル〇 

3 704 W 6 の KOCTQ-TaoTQQc-Tfis は読みに くい。シユタルバ 
ゥムはじめ諸家は、「その国の海に近い部分」の意味を読 
もうと している。 アー ペルトのように、 もし 〇 0 ^ } 5を 〇- 1< ^ 5 
と改めることができれば、簡単になる。 

4 この驚きの理由は、 705 A sqq . に語られる。 

5 新しく建設される国以外の、他の クレ テ、 という 意味。 


1704 A 4 -5 は、 A 4 TO 0 TO を支配する動詞として、たとえ 
ば soirl のごときものを仮想的に補い(訳文では「きめてく 
れる」がこれにあたる)、さらにその仮想的動詞の主語を、 
A . 4 - 〇 - KaTolKl qIJo - の QOTjs 5 T1S T O'TTO のと 見なす 〇 そして td h - » 
Trpoq 6 S J の主語としては、 A 5 TroTOCHOO . : .rn- TTSVUlip. : . 
4671-8までのず0〇\;芒5'のみと見なす。したがつて3146770〇 
のあとのコンマを削る(イングランドの解釈に よる〇 
2 ースタデイオンを六00フイ—卜と見て、約一四/五キ 
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( 704 ) 


くのものを欠く有様だと、その国は、誰か偉大な救い主や神のごとき立法者を必要としたことでしょう。さもな 

I T) 

ければ、そういう性質の国は、華美虚飾に浮き身をやつした、多くの劣等な品性を見ることになるでしょう。だ 

がじっさいは、八〇スタディオンの距離が、これを緩和しています。それにしても、お話だと、その国は良港に 

恵まれているということですから、その恵まれている分だけ、必要以上に海に接近しすぎていることになります 

が、しかし、この点でも、わたしたちはまずよしとしなくてはなりますまい。 

まことに 隣接している海というものは、その土地にとって、日々の生活には快適なものであっても、実状は、 

まったく「塩辛く苦い隣^」なのですからね。というのも海は、その土地を、貿易や小売りのあきないで満たし、 

ひとの心に、不正直で信頼のおけぬ品性を植えつけ、そのため国民は、お互いの間においても他国の人びとに対 

しても、 ひとしく 信頼を欠き、友愛を失った ものと なるからです。だが、あらゆる物資を産出するという事実が、 

このことを阻止してくれます。なにしろ険しい土地のことですから、あらゆる物資を産出しながら、同時に多量 

に産出する、などということは、明らかにありえないでしょうからね。もしこれが、その両立の可能な土地であ 

れば、多量の輸出に応じられるため、物の代りに、金銀の貨幣で満たされることになるでしょう。しかも、国家 

が高尚で正しい品性を身につけるための祸としては、一つ一つをくらべてみた場合には、これ以上に大きいもの 

はないと言ってよいほどなのです。このことは、もしわたしたちにその記憶があれば、これまでの話でも、わた 

(3) 

したちの語ってきたことでした。 

クレイニアス それは憶えています。そしてあのときにせよ今にせよ、わたしたちの言葉の正しいことを認め 
ます。 
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アテナイからの客人では、さらにどうでしょうか。わたしたちの国の地域は、造船材についてはどんな状況 
でしょうか。 

クレイニアス ffit にしても松にしても語るに足るほどではなく、糸杉も多くはありません。また、落葉松やプ 
ラタナスにしても、ごくわずかしか見出されないでしょう。それらは、造船 H が、船の内装の部分に、いつもか 
ならず使わなくてはならないものですが。 

アテナイからの客人そういう自然の姿も、その国にとって、わるくはないようですね。 

クレイニアスどうしてでしょうか。 

アテナイからの客人敵のよくない面を真似るような模倣は、たやすくできない方が、国にとってはよいこと 
なのです。 

クレイ—アスあなたがそうおっしゃるのは、これまで話されたいろいろのことのうち、どの点に目をつけて 
おられるからなのですか。 


のそこなわれることが多いといぅ。 

2 アルクマン(前七世紀頃のスパルタの叙情詩人)の詩句と 
伝えられる。 

3 たとえば695 E 〜 696 A の「並はずれた富」への批判参照。 


1海の近くに位置する国家の道徳的危険については、たと 
えばアリストテレス『政治学』第七卷(六)の冒頭で語られ 
ている。すなわち、海に隣接する国家は、風習を異にした 
人びととの交流や、貿易商人にょる人口増加のため、良風 
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アテナイからの客人どうかあなた、この話の初めに話されたところへ目をつけて、わたしの言葉に注意をし 

てください。クレテの法律は、ある一つのものに着目していると言われた、あの点なのです。ところが、あなた 

( 1 ) 

方お二人の説だと、まさにその一つの目標は、戦争だということでした。わたしは、それにこたえて、あのよう 

に制定された法令が、とにかく徳に着目しているのは結構なことだと言いはしましたが、その着目が、いうなら 

( 2 ) 

E ば徳の全体に対してではなく、一部に対してである、という点は、まったく承認しませんでした。そこで今度は、 

代ってあなた方のほうが、当面の立法にさいし、万一にもわたしが、徳を目差さぬものとか、徳の一部だけを目 

差すようなものを立法することがありはせぬかと、注意深く監視していてほしいのです。というのも、わたしは、 

次のような法律の制定だけが正しいものだと想定しているのですから。すなわち、なにか立派な結果が不断に付 

706 随してくるもの、ただそういうものだけを、ほかのもののなかから、あたかも弓を射る人のようにつねに狙い、 

(3) 

それ以外のものは、たとえ富とかそれに類するも-のがたまたま得られようと、今言われた立派な結果が伴わぬか 

ぎり、そんなものはいっさい無視してしまう、そういう法律なのです。 

ところで、今も言われた、敵のよくない面の模倣というのは、ある国が海近くに位置して、敵によって苦しめ 

られるような場合に、生じてくるものなのです。たとえば——断っておきますが、わたしはあなた方に、不愉快 

な ことを 思い出させようとして、言うのではありません-かつてミノスは、海上にもつ大いなる勢力をたのん 

(4) 

B で、アッティケの住民たちに、貢物のつらい納入を命じました。ところがアッティヶの者たちは、まだ今日のよ 
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うに軍 fe を持ってはいませんでしたし、またその国土も、海軍力を容易に提供してくれるほど、造船材に富ん 
ではいませんでした。したがって、彼らには、〔敵の〕航海術を模倣して、自分たちの方も水夫になり、そのよう 
にして敵を防ぐなど、当時、そうかんたんにやれることではなかったのです。また思うに、かりにそれができた 
C としても、しっかりと大地をふみしめる重装歩兵であることをやめて、その代りに海の兵士となり、慣れぬ習慣 
を身につけるよりは、まだしも七人の子供たちを幾度も失った方が、彼らにはよいことだったかも知れません。 
その習慣とはたとえば、たびたび船をはなれて打って出ては、再び素早く軍船に退却したり、また敵の攻撃にあ 
ったときに踏みとどまってあえて死を選ばないでも、いっこうに恥ず べき ことを行なっているとは思わない習慣、 
いなむしろ、武器を捨てて、彼らの言う、かの「恥ずかしくない逃走」を行なおうとも、もっともらしい言い分 
けが、即座に生まれてくるような、そういう習慣ですね。だって、「恥ずかしくない逃走」などという言葉は、海 
D 軍の 戦闘に従事 すればいつも生じてくるものです が、 それは「かぎりなき 称 ( t 」 に値するどころか、むしろまっ 

船をひきいてアテナィを攻略して降伏させたあと、貢物と 
して、年々各七人の少年少女をクレテへ送ることを強要し 
た。これらの人質は、ラビユ リントスに 住む ミノ タウロス 
( I . 624 A 注2参照)の犠牲にされたという。このことを言 
う。 ミノ タウロスは テセ ウスに より 亡ぼされる。 

5 すぐ前の「恥ずかしくない逃走」同様、これも昔の詩甸 
からの引用と推定されるが、出所は不詳。「恥ずかしくな 
い逃走」の方は、アルキロコスのものとも推定されている。 


1 1 . 625 DiK 参照。 

2 1 . 6300〜631 A 参照。 

3 «661 A 〜 C で語られる「善」 の 諸段階参照。なお706 
A 1—2 は、 イングランドの 解釈に従いながら、バ ーネット 
のままに読む。 

4 クレテ王ミノスの王子アンドロゲオスは、パンアテナイ 
アの祭りで勝利を得たあと、テバイ訪問途上で変死をとげ 
たが、これを策謀と思ったミノス王 ( I . 624 A 注2参照)は、 
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たくその反対なのですから。まことに、よくない習慣には、断じて市民を馴染ませてはなり ません。 それも、市 
民のうち最優秀の部分であれば、なおさらのことです。 

ところで、そういう海戦のしきたりがほんらい感心しないものだという、ただそれだけの ことなら、 おそらく 
ホメロスからも、学ぶことができたでしょう。たとえば、ホメロスにおけるオデュッセゥスは、アヵイア軍が卜 
ロイア軍と戦って圧迫をうけたとき、アガメムノンが軍船を海へ引き出すように命じる と、 これを非難していま 

す。彼はアガメムノンに立腹してこう言うのです、- 

あなたという入は戦いと叫び声のいりみだれるこのさなかに 
装いも見事なる軍船を海へ引き出せと命じるのか 

それこそすでに望みを達したるトロイア軍にはいっそうの望みを叶え 
われわれにはまったき破滅が訪れよう 

けだしアヵイア軍は軍船が海に引き出されたとあってはもはや戦いをつづけはしまい 

いなあたりを見まわし戦列に背を向けるだろう 

1 ( 1 ) 

かくてはあなたの声高に語るはかりごとこそ禍をもたらすものとなるであろう 

したがって、かのホメロスもまた、重装歩兵の戦っている傍の海上に、三段櫂船の停泊しているのは感心しな 
いということは、よく知っていたのです。そんな習慣に馴染んでは、獅子といえども、鹿の前から逃げる癖をつ 
けるでしょう。 

その上、海軍力によって威を保つ国家 ( l ± A ) 、国が救われたとき、戦士たちのうちの最もすぐれた者に対して、褒 
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B 賞を分かち与えないことがあります。というのも、国の救いは、蛇 手 や 水夫 長(五〇 人 長)や漕ぎ手たちの 技倆、 
さらに、 とる にたらぬあらゆる人たちのお蔭によるのですから、それらの各人に、正しく褒賞を贈る ことは、誰 
しもできる ことではないからです。だが、そもそもその点をしくじっておきながら、なお国制が正しきをうるな 

(3) 

ど、どうしてありえましようか。 

クレイニアス それは ほとんど 不可能ですね。だがそれにしても、あなた、ギリシア人が異国人と交えたかの 

サラミスの海 (似 こそ、ギリシアの地を 救った ものだと、少なくとも われわれ クレテの 者は、言い伝えています。 

cT テナイからの客人 おっしゃるとおりで、ギリシア人や異国人の間でも、そのように言う者は大勢います。 

(S) 

しかしあなた、わたしたち、わたしとこのメギロスなら、マラトンとブラタイアの陸戦こそ、前者はギリシア人 
の玫われる発端となり、後者はそれを完成させたものだと、言うでしょう。またそれらの陸戦は、ギリシア人を 
いちだんと立派にしましたが、海戦の方は立派にしなかった、とも。もっとも、当時われわれのすべてを救って 

艦隊が、クセルクセスのひきいるペルシア艦隊を 破り、 ぺ 
ルシア側の敗北を決定した海戦。 

5 マラトンの 陸戦については白. 692 D 注1 参照。ブラタ 
イア は、 アテナイの同盟国で、ボイオティア 南部の町。前 
四八〇年 サラミスの 海戦で破れた ペルシア 軍は、 マル ドニ 
オスの 指揮の もとで、 一時 テツタリアに 退き再起を計った 
が、このブラタイアで、スパルタの 名将 パウサ ニア スのひ 
きいる一〇万の兵と戦って破れた。 


1『ィリアス』第一四卷九六—一〇二行。九八、一〇二行の 
二、三の語が異なっているが、意味に大差はない。 

2 707 A 5 aislQ - Tp - vacTlKQ - TT 6 AESV scvQ ' liels は Q 一 Tro ' Asls al 
2? Q - TQ - vacTlKdcscvQ ' TI £ val の意味にとる(シユタルバゥムに 
ょる )0 

3 論功行賞の公平の重要さについては、 1 . 631 E 〜 632 C , 
0. 697 A 〜； B などにもふれられている。 

4 前四八〇年。テミストクレスを総指揮官とするギリシア 


249 



E 


D 


i.707) 


くれたいくつかの戦いを、こうした言い方で話題にする ことが 許されればの話ですが。その さいサラミスの 海戦 
、 ( 1 ) 

にアルテミシオンの海戦をもつけ加えましょう。 

しかし、 それはそれとして、とにかく目下わたしたちが、国土の性質や法律の組み立て方を検討しているのは、 

国制にそなわる徳を目標としてのことなのです。わたしたちは、世の大多数の人び とのよう に、ただたんに生き 

ながらえてあることだけが、人間にとって、最も貴いことだとは考えません。むしろ、できるかぎり善き人とな 

り、この世にあるかぎりそのようでありつづけることこそ、最も貴いことと考えています。だが、このこともす 

( 2 ) 

でに、これまでの話のなかで、言われたことでしたね。 

クレイニアスたしかに。 

アテナイからの客人したがってわたしたちは、これまでと同じ道を歩んでいるかどうか、そのことだけを考 
えることにしましょう。建国と立法のことについては、その道こそ、国家には最善の ものな のですから。 

クレイニアスそれはもう、まことに最善のものですね。 

三 

アテナイからの客人では、これにつづく問題をおっしゃってください。あなた方の国に入植するのは、どこ 
の人ですか。その志願者は、クレテのどの国においても土地の養える限度以上に人口がふえたという理由で、ク 
レテの全土からやってくるのですか。というのも、まさかギリシア中から、あなた方が志願者を集められるわけ 
ではないでしょうからね。もっとも、あなた方のお国には、アルゴス、アイギナ、その他ギリシアの各地から入 
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植している人たちが若干いることは、わたしも知ってはいます。が、それはそれとして、さしあたって今度入植 

してくる当面の集団は、どこからくるとおっしゃるのか、その点をお話しください。 

クレイ—アスそれは、クレテの全土からやってくる ものと 思われます。また、他の ギリシア 人のなかでは、 

ペロポネソスから くる 人たちが、一緒に入植す る 仲間として、 とりわけ 歓迎され るものと 思われます。 というの 

も、今のあなたの言葉にもありましたが、おっしゃるとおり、ここにはアルゴスからきた人たちもいますし、そ 

れに、当地で現在最も評判のよい、かのゴルテュネ族もまた、アルゴスの出なのです。その種族は、かの「ベロ 

mm 4) 

ポネソスのゴルテユス」から、たまたま移住してきているのですから。 

アテナイからの客人ところで、植民地建設というものは、蜜蜂の分封の ような 仕かたで行なわれないと、 ど 

の国家にとっても同じようにたやすく行なわれるものではないようです。つまり、土地の狭さに圧迫されるとか、 

なにかそうした不幸な状況に強いられるとかして、親しい者たちを後にして親しい者たちが出て行きながら、一 

1アルテミシオンは、エゥボイア島の北西に突出した岬で、 家の一つとして語られている。アイギナは、サラミス湾に 
アルテミスの神殿があった。ギリシア艦隊は、ここでペル 位置する小島。 

シア軍の侵入を食いとめた。 4 ペロポネソス半島のゴルテユスという町は、アルカディ 

2 1 . 62 oociD , 日. 600 7 E 〜 60000W など参照。「大切にしなけ ア地方に位置し、厳密にはアルゴス出身ということはでき 
ればならないのは、ただ生きるということではなくて、よ ない。古典期には、「クレテ島のゴルテユス」の方が評判 
く生きるということなのだ」(『クリトン』 400 W ) の有名な言 をはせていた。クレテのアルテミス信仰にまつわる少女ブ 
葉は、ブラトン終生の一貫した考え方である。 リトマルティス(ゼゥスとカルメの娘)は、このゴルテユス 

3 アルゴスは、ペロポネソス半島中央部東岸の、アルゴス 出身とも苜われる。クレテのゴルテユスは、その地で発掘 
湾に臨む町。日. 6 003 D にも、三国に分建されたドリア人国 された法典碑文で知られている。 
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つの地方から一つの種族が出てきて定住する、というのでなければね。だがじっさいは、ときには国家(国民)の 
一部分が、内乱のために強制され、やむなく別のところへ移動しなくてはならないこともあれば、またときには、 
ある種族の国家全体が、抗しがたい攻撃によってすっかり征服され、国外へ逃れていったこともあります。すべ 
てこうした場合の建設と立法の仕事は、.ある場合にはより容易に行なわれますが、また別の場合にはより困難と 
もなるのです。 

というのも、一方、言語や法律をひとしくする一種族の場合は、宗教的行事その他そうしたいっさいを共有す 
るために、一種の友愛の保たれる反面、本国のものとは異なった法律や国制は、容易にこれをうけつけないので 
す。また、法律がよくないために内乱を起こしておきながら、破滅を招いたその同じ習性を、それに慣れている 
ばかりに、なおも守りつづけようとすることがしばしばありますが、そういう場合は、建設者や立法者にとって、 
面倒で扱いに くいものと なるのです。 

他方、これに対し、多種多様のものが合流してできた種族は、新規の法律に服従する気持になる点では、おそ 

らく ずっと容易でしょうが、しかし、呼吸を一つにして、 ちょうどく びきにつながれた一組の馬のように、いわ 

( 1 ) 

ば一人ひとりにいたるまで一つになるのは、長い時間を必要とする、きわめて困難なことなのです。 

いや、 ともかく、 立法や国家の建設というものは、じっさい、徳にかけて衆にぬきんでている者たちの行なう 
( 2 ) 

仕事なのです。 

クレィニアスおそらくそうでしょう。しかし、どういう点に目をつけてそうおっしゃっているのか、もうす 
こしはっきりとお話しください。 
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T テナイからの客人お断りしておきたいのですが、もう一度立法者の吟味に立ちもどるとなると、そのさい- 
多少耳障りなことを口にすることにもなりそうです。しかし、わたしたちの話が適切なものであれば、別に面 fsl 
なことにはならないでしょう。それにしても、わたしはいったい、なにを気にしているのでしょう。だって、人 
間のなすことがらはすべて、こんなふうなものだと思われますのにね。 

クレイニアスいったいなん のことを、 あなたはおっしゃっているのですか。 

アテナイからの客人わたしが言おうとしているのは、こういうことです。入間は誰ひとり、何ひとつ立法を 
行なっているのではない、むしろ、ありとあらゆる偶然や禍が、ありとあらゆる仕かたで起こってきて、それら 
が、人の世の立法のいっさいを司っているのだ、ということです。あるときは一つの戦争が、強制的に国制をく 
つがえして、法聿を変えもするでしようし、あるときは、ひどい貧しさからくる困窮が、そうすることもありま 

(3) 

しょう。さらに また、疫病が襲って くると か、長期間の季節の不順が年々いくども生じるとかして、その結果， 
病気が多くの改革を強いる こと もあります。これらすベてのことをよくよく見れば、おそらく誰しも、今しがた 


1 70 ooD 4 Eis は sis と読む案もあるが、バーネットのままに にょる)。 

読む。『国家 』 VL 503 WS , IX .58 00C4I5 にも同様の用法が 3 709 A 7 の61 5' 1は0-| 5' $と読む(シユタルバゥムに 
見られる。 ょる)。 

2 708 D 7 の TEAediTOCTOV は TeA£ST p ' TSV と読む(バッダム 
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わたしが言ったように、ためらうことなくこのように言うことでしょう。死すべきものは誰 ひとりと して、一つ 
B の立法も行なってはいない、むしろ、人間のなすことがらは、ほとんどそのいっさいが偶然である、と。じっさ 
い、航海術、舵取り術、医術、戦術などについては、そういうふうに言って、それですベてよいように思われま 
す。 

ところがですよ、まさしくその同じ諸領域において、次のように言っても、その言葉は、同じように正しいも 
のとなるのです。 

クレイニア X どのように ですか。 

アテナイからの客人 「神」が万物を統べ、また、神を助けて「偶然」と r 機会」が、人間のなすことがらの 

( 1 ) ( 2 ) 

いっさいを統べている、ということです。だが、第三のものとして、より温順な技術が、以上のものにつづいて 
いることを認めなくてはなりません。というのも、嵐の場合、舵取り術が、「機会」を助けてこれと共同するか 
否かによって、その得失はきわめて大であると考えたいのです。それともどうでしょうか。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 また、他のことがらにおいても同様に、事情は同じ理に従っているものと思われます 
が、とりわけ立法のことにおいては、 まさしく この同じ理を認めなくてはなりません。かりにも幸福な仕かたで 
国家を建設せんとするなら、その土地にそなわるべき諸条件がともにそなわった上で、なお真実を身につけてい 
る立法者が、つねにそうした国家には登場してくる必要があるのです。 

クレイニ了ス まったく、あなたのおっしゃるとおりです。 
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アテナイからの客人では、いまあげられたそれぞれの分野に関する技術をわきまえているほどの人は、おそ 
らく、正しく祈願するすべをも心得ているのでしょうね、つまり、そもそも「何が」、偶然によって〔幸運にも〕 
自分のものとなれば、あとはただ技術だけを必要とすることになるのかという、その祈願のすべを。 

クレイニアスもちろんです。 

アテナイからの客人また、今しがた言われた諸技術にたずさわる人はすべて、もし各人それぞれの祈りの内 
容を述べよと命ぜられれば、それを述べることができるでしょうね。そうではないでしょうか。 

クレイニアスむろん、できるでしょう。 

アテナイからの客人同じことは、思うに、立法者にもできるでしょう0 
クレイ11アス少なくともわたしは、できると思います。 

アテナイからの客人では、彼に語りかけようではありませんか。「さあ、立法者よ、わたしたちはあなたに、 
何をあたえ、またどんな状態の国家をあたえたものでしょうか。それをあなたがうけとった上で、今後あなたが、 
自分の力で、その国家を満足のゆくようにととのえることができるためには」 

クレイニアスそれをうけて どう 答えれば、 正しく 答える ことになるのでしょうか。 

アテナイからの客人その正しい答えを、立法者にかわってわたしたちが答える、ということですね、そうで 

1 70937の^65を710'30は^65を110'30£43{の意味に 2 709B8 ^- ss ' Tepov は、イングランドの解釈に従った。 
とる 解釈 もある(イングランド〇しかし Tc'x づ， ipo's と 一 3 「同じ 理」 とは、「偶然」と共に「技術」 を も必要とする 
緒に、0751<-&-5<8>£71の主語とする一般の解釈に従う。 こと0 
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はありませんか。 

( 1 ) 

クレイニアス そうです。 

アテナイからの客人 それはこんなふうにです。つまり、「僭主によって支配されている国家をあたえてもら 

いたい」と彼は言うでしょう。「またその僭主は、若く、生まれつき記憶力に富み、聪明で、勇気があり、度量 

{ 2 } 

の大きい者であってもらいたい。さらに、これまでの話において、徳のどの部分にも付随しなくてはならないと 
( 3 ) ( 4 ) 

わたしたちの述べたあのもの、それが、今の僭主の魂にも、付随するようにしてもらいたい。もし彼にそなわっ 
ている他の諸徳が、多少とも役立つようになるべきなら」と。 

クレイ||アス ねえメギロス、この方は、その「付随するもの」ということで、とうぜん、節制のことをおっ 
しゃっているように思われます。そうではありませんか。 

( 5 ) : 

アテナイからの客人 ただし、クレイニアス、通俗的な意味での節制であって、ひとが重々しい意味あいをつ 

け、「節度を保つこと(節制)とは叡知のことでなくてはならない」と無理をして言うような、そういう意味での節 

制ではありません。むしろ、ほんの子供や動物にも生まれつきそなわっていて、その点で、ある者は快楽に対し 

抑制のないことが、ある者は抑制のあることがあらわにされてくるような、そういうものを意味しているのです。 

そういうものはまた、 もし それだけが単独に、世に言う多くの善きものから切りはなされると、とくにあげつら 

( 6 ) 

うほどの値打はなくなると、わたしたちは言いました。わたしの意味していることは、おそらくあなた方にもあ 
わかりになると思いますが。 

クレイ||アス よく わかります。 
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アテナイからの客人そうすると、わたしたちの僭主は、さきほどのいろいろな素質に加えて、さらにこの節 
制という素質をも、そなえてもらわねばなりません。もしも国家が、それを手に入れれば最も幸福な生活が送れ 
ると いう、そういう国制を、できるだけ速やかに、できるだけ立派に、もつべきであるならばね。というのも、 

国制をととのえる方法として、これよりも速やかで、またこれよりもすぐれた方法は、現に存在しないし、今後 
もありえないでしょうから。 

クレイニアスだがあなた、どのように、またどのような議論をもってそれを話せば、その人は、みずからの 

(7) 

言葉の正しさを、〔他人に〕説得す ることができるのでしょう か。 

アテナイからの客人たやすいことですよ、クレイニアス、それがそうであるのは、自然本来の姿にかなって 

1709 W 3-5 の対話者の順序についてはいろいろ修正案が 「一般に節制とか正義とか呼ばれていて、哲学と知性なし 
あるが、バ丨ネット(これはリッタ丨を採用)のままに読む。 に、もっぱら習慣と訓練から生まれるような徳性」として 

2 『国家』 VI . 487 A にも、哲学者に要求される素質として、 の「通俗的な社会道徳」 (Tflv srllioTlKflv KOci TTOAlTIKflv 6 p£l 
これとほぼ同様のことが語られている。したがって、この 1 V ) のことであろう。 

箇所における僭主も、『一;家』第九巻できびしい批判や非 6日 .696 D 〜 E 参照。そこでは、節制が「他の諸徳から」 
難をうけている僭主では なく、 むしろすぐれた哲人王の意 切り離される場合のことが語られている。したがって「世 
味での僭主である。 に言う多くの善きもの」とは、「世俗的な善きもの」では 

3 日 .696 W 〜； E 参照。そこで語られている「節制」のこと 0 なく、勇気その他の諸徳を意味しているものと思われる。 

4 710 A 1 TCPOCVVOCIJivT; 一は TCPQ'VV§ と読む(イングランド 7 「自分自身を説得す る」 とも解呎できる(ビユアリ、ビユ 
による)〇ビユアリの校訂もこれに近い (TCPQ'vvouflliTV と デ版、 テイラー、ソーンダース )0 今は、 フイ チ— ノ 、シ 
読んでいる)。 ユタルバゥム、アーペルト、イングランドの解釈に従った。 

5 たとえば『パイドン』002>〜ぱに語られているような、 
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いるのだということを理解するのはね。 

クレイニアス おっしゃる意味は、どういうことでしょうか。こういうことを言っておられるのでしょうか。 
もしも、若くて、節度があり、聡明で、記憶力に富み、勇気があって、度量の大きい僭主が誕生するならば、と 
ね。 

アテナイからの客人 さらに、幸運な、ということもつけ加えてください。ほかでもありません、その僭主の 

時代こ、称賛に値する立法者が出現し、それと同時に、あるめぐりあわせが、この二人を同じところへみちびく、 

という意味での幸運なのです。なぜなら、それさえ実現すれば、およそ神が、ある国家の特別の仕合せを望む場 

合になしとげるほどのことは、ほとんどすべてなしとげられたことになりますから。だが、そのような支配者が 

( 2 ) 

二人あらわれてくれば、二番目の幸運となり、さらに〔三人あらわれてくる場合は〕三番目、そして同様の割合を 
もってすすめば、支配者の数が増えれば増えるだけ、より困難となり、反対になれば、それに応じて带態も反対 
になるのです。 

クレイニアス どうやら 最善の国家は、僭主制から生じて くると おっしゃっているようですね。ただし、最優 
秀の立法者と節度ある僭主とを伴う場合の僭主制ですが。そして、そういう状態から最善の国家への変化は、最 
4容易に、また最も速やかに行なわれると、おっしゃるのですね。また、つぎに容易な変化は、寡頭制からであ 

( 3 ) 

り-—いやそれともべつのご意見でもおありでしょうか——〔さらに第三番目は、民主制からであると〇 

アテナイからの客人 いや、そうではありません。むしろ、その変化のいちばん容易なのは僭主制からで、二 
番 H は、王制の国制から、三番：！：は、ある種の民主制からなのです。第四番 H のもの、つまり寡頭制ですが、こ 


258 



法律（第四巻) 


B 


711 


れはそうした最善の国家の誕生を、いちばんうけいれにくいでしょう。なぜなら、その国制においては、権力者 
が最もたくさんいるからです。いいですか、わたしの言わんとするところは、こういうことなのです。最善の国 
制への変化が実現するのは、真の立法者が自然の恵みによってあらわれて、しかも彼が国家最高の権力者たちと 
ある種の力を共有する場合のことだというのです。そしてその権力者が、僭主制の場合のように、数において最 
少、力において最大である場合、まさにそのとき、その変化は、通常、速やかにかつ容易に行なわれるものなの 
です。 

クレイ11アスどういう意味ですか。わたしたちにはよく理解できませんが。 

T テナイからの客人とはいえ、そのことは、これまで一度ならずたびたび、わたしたちによって言われてき 
たと思いますよ。あなた方はおそらく、僭主制のしかれている国家を、見られたことさえないのでしょうね。 

クレイニアスわたしとしては、そんな光景など、見たいとも思いませんよ。 

アテナイからの客人とはおっしゃるが、もしごらんになれば、今しがた言われた点を、僭主制のなかに見い 
だされることでしょう。 

クレイニアスどのような点でしょうか。 

アテナイからの客人僭主にとっては、国家の性格を変えようと望む場合、さしたる苦労もいらなければ、そ 


1 71001の a c-T-s> は OC C - T S - と読む(シュタルパゥムにょる)。 3 ィングランドは、この 一.13を後人の插入とするヘルマン59 

! 2 

2 これを補ぅ(フィチ— ノ、アーペルト、ピュアリにょる〇の説を採用。ビュアリも削っている。 
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れ£どの長广時間をかけなくてもすむ、ということです。むしろ彼は、市民たちをさし向けようとする方向へ" 
徳の習慣へであろうと、反対の方向へであろうと、その方向へ、まず自分から歩めばよいのです。そのさい、あ 
ることがらは、これを称賛して名誉をあたえ、あることがらは、反対にこれを非難しながら、まず自分の身をも 
って行為の指標を示す。そして、それぞれの行為において従わないものは、これに不名誉をあたえるわけです。 

クレイニアスだが、そうした説得と強制を同時に採用した場合、他の市民たちが直ちにその人につき従って 
ゆくなどと、どうして考えられるでしょうか。 

T テナイからの客人ねえ、あなた方、国家がその法律を変更するとき、権力の座にある人たちの示す手本を 

もってする以外に、より速やかで、より容易に行なえる方法があるなどとは、わたしたちは何ぴとによっても説 

得されてはなりません。また、それ以外に、今日それが行なわれている方法があるとか、他日あるだろうなどと 

( 1 ) 

もね。というのも、いまの〔僭主の手本によって法律慣習がかえられるべきだという〕ことは、わたしたちにとっ 

て不可能なことでもなければ、その実現が困難なことでもありません。むしろ、実現の困難なのは、次のことで、 

これまでの長い時間の間にそれが実現されたのは、きわめて稀なことなのです。だが、ひとたびそれが実現する 

( 2 ) 

や、いやしくもそれが実現された国家には、数かぎりない善のすべてが生み出されるのです。 

クレイニア K いったい、どういうことをおっしゃっているのですか。 

アテナイからの客人節制と正義にかなった慣習に対する神的な愛が、若干の指導者階級の間に生じる場合の 
ことなのです。その指導者階級が、君主制によって指導権をもっていようと、財産の莫大さや家柄の高貴さによ 

( 3 ) 

って也に優って、〃ようと、あるいは、あのネストルの生まれかわったような天性の人であろうと、それは問題で 
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はありません。伝えられるところによると、かの ネスト ルは、弁論の力において衆にぬきんでていたと言われて 
いますが、さらになお、節度をわきまえている点でも、いっそうまさっていたということです。ところで、そう 
いう手本は、トロィア時代でこそ実現したと伝えられていますが、わたしたちの時代ではまったく無理なことで 
す。とはいえ、もしそういう人物が、かつて存在していたとか、将来生まれるであろうとか、あるいは今日、わ 
たしたちの間に誰かいるとするなら、その人自身が幸福な生活を送るのはもとより、その節制ある人の口から出 
る言葉に耳を傾けて従う人たちもまた、幸福な生活を送るでしょう。そして同様に、すべての権力についてもま 
712 た、同じことが言えるわけです。つまり、一人の人間において、最大の権力と、思慮や節制の働きとが落ち合っ 
て一緒になるとき、そのときこそ、最善の国制と最善の法律の誕生が芽生えてくるのであって、それ以外の方法 

(4) 

では、けっして生じてはこないのです。 

さて、以上のことは、一種の物語として語られた託宣とみなし、それによって次のことが証明されたものとし 

(S) 

ておきましょう。つまり、善き法律をもつ国家の誕生は、ある意味では困難なことではあるが、しかし別の意味で 

スとアガメムノンの調停に立ったとき、その弁舌は蜜より 
も甘くやさしいと語られている。 

4 『国家』 V . 473 D 参照。いわゆる理想的な哲人王国家と 
して、哲学的叡知と政治的権力の一致が語られている。 

5 712 A 私 K £ xprlqli - S 5 Q 0 S のあとのコンマを削る(イングラ 
ンドによる) 0 


1これを補ぅ(シユタルバゥムの解釈にょる〇 

2 『国家』 V .473 C 〜 D に、その最高の、しかし困難な理 
想として、いわゆる哲人王国家が語られている。 

3 ピユロスの王。トロィア戦争では、ヘラス側の将軍とし 
て参加した。弁舌に長じている上に、将軍たちの中でも高 
齢であったため、仲間争いの調停役を演じることが多かっ 
た。『ィリアス』第一卷二四九行のあたりでも、アキレゥ 
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( 1 ) 

は、 もし わたしたちの言うことが実現 さえ すれば、 なによりも 速やかで、 まことに 容易である、 という ことです。 
クレイ||アス それは、どのようにしてできるのですか。 

アテナイからの客人この年で、まるで子供たちそっくりのやり方になりますが、今の物語をあなたの国にあ 
てはめて、ひとつ言葉によって、その法律をつくりあげてみようではありませんか。 

クレイニアス やり始めましょう。ためらっているときではありません。 

五 

アテナイからの客人では、国家設立のために、わたしたちは神の加護を呼びもとめましょう。 

「神よ、願いを聞きとどけたまえ。それに耳をかたむけ、恵みといつくしみをたずさえて、われらのもとにあ 
らわれたまえ。国家を建て、法律を ととのえ るのに手をかしてくださるため」 

クレイニアス ぜひとも、あらわれたまえ。 

アテナイからの客人だがいったい、わたしたちはどのような国制を、その国家に割り当てるつもりでしょう 
、〇 

クレイニアス いったい どう V っ含みで、そうおっしゃっているのですか。もうすこしは っきり と言ってくだ 
さい。たとえば、民主制とか寡頭制とか貴族制とか王制とか、そういったことを意味しておられるのですか。だ 
って、まさか僭主制のことをおっしゃっているのではないでしょうからね。少なくともわたしたちには、そう思 
われます。 
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アテナイからの客人さあ、それなら、あなた方の国の国制が、そのうちのどれにあたるかを述べていただく 
として、あなた方のどちらが、先に答えてくださるのでしょうか。 

メギロス 年長者であるわたしが先に答える方が、正しいのではないでしょうかね。 

クレイニアスおそらくそうなります ね。 

メギロス それは結構ですが、しかしあなた、 ラケ ダイモンの国制をつらつら考えてみるに、どのような名称 

でそれを呼ぶべきか、たちどころにあ.なたにお答えする、というわけにはゆきかねるのです。というのも、それ 

( 2 ) 

は僭主制に似ているようにも思われます、-なにしろ、その国制のもつ監督官というのは、まことに驚くほど 

僭主的な一面をもっていますからね——。ところが同時に、ときによると、その国制はあらゆる国家のなかでも、 
( 3 ) 

とりわけ民主的な国家に似た一面をもつように思われるのです。かといって、他方また、それが貴族制であるこ 
とを否定するというのも、まことにおかしなことなのです。ところがさらにまた、そのなかには終身の王制も存 
在し、しかもすベての国家のなかで最も古いものだと、わたしたち自身からは言うまでもなく、世の一般の入た 

4) 

ちからも言われているのです。そこで、わたしとしては、今の ように まったく突然に尋ねられても、じっさいの 
ところ、 すでに言ハました ように、 それがそれらの国制のどれにあたるのか、はっきり限定してお答えする こと 


1しかしまた、そのことが託宣の形で証明されたといぅこ 3 712 D 6-7 STluoKpaToupivTl は、 ^ IpaTockvT ; 一と読む(ビ 
とは、やはりそれの実現がきわめて稀でかつ困難であるこ ュアリによる)0 

とが、暗示されているとも考えられる。 4 訳文上大差はないが、712 E 4 &v fn - PSTTle£isaQ-veleEis 
2 日. 692 A および同所注5参照。 と読む(ィングランドによる) 0 
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ができないわけです。 

クレイニアスねえ メギロス、わたしもあなたと 同じ状態におかれて いるよう ですね。 というのも、クノソス 

の国制が、それらのどれにあたるかを断定的に語ることに、わたしはまったく当惑をおぼえるのです。 

T テナイからの客人それはね、あなた方、お二人ともがほんとうの意味での国制をもっておられるからです 

よ。これに対し、今しがたわたしたちの名づけたものは、国制ではありません。むしろ、自分たちのある部分を 

主人としてその支配をうけ、それに隸属している諸国家の、暮し方にすぎません。そしてそれぞれの国家は、そ 

の主人のもつ支配力の呼び名で、名づけられているのです。だがもし国家が、本来なにかそのような支配力にち 

( 1 ) 

なんで名づけられるべきであるとすれば、知性をもつ者たちの真の主人である神の名にちなんで語られるのが、 
至当なのです。 

クレイニアスしかし、その神とは誰のことですか。 

アテナイからの客人その今の質問を、多少とも適切な仕かたで解明しようとすれば、なおもうすこし、物語 
の助けを借りなくてはならないでしょうね。 

クレイニアス そのようにしなくてはならないのでしょうかね。 

六 

アテナイからの客人ええ、大いに。というのも、さきほどわたしたちは、共同体建設のことを詳しく語りま 

( 2 ) ( 3 ) 

したが、その国家よりもなおはるか昔のク n ノスの時代に、きわめて幸福な一種の統治、あるいは定住がなされ 
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ていたと伝えられています。そして今日の国家のいかなるものにせよ、最もすぐれた仕かたで治められているほ 
どのものは、その統治を模倣しているのです。 

クレイニアス そういう統治についてであれば、大いに傾聴しなくてはならないようですね。 

アテナイからの客人 少なくともわたしには、そう思われます。だからこそ、この議論のなかへそれを導入し 
たのでした。 

クレイニアス そうしていただいて、 まことによ かったわけです。さらに、いかにもふさわしい物語なのです 
C から、その続きを終りまでつづけてくだされば、申し分のないやり方となりましょう。 

アテナイからの客人 おっしゃるとおりにしなくてはなりますまい。さて、当時の人たちの幸福な暮しについ 
ては、わたしたちのもとにまで、その言い伝えが伝わっていますが、なんでもその暮しは、いっさいのものを、 
まことに豊かに、かつ、おのずからそなわったものとして、所有していたようです。そしてその原因は、いわば 
次のようなことにあったと言われています。 

1「〈神〉(テオス)の〈支配〉 (クラ ティア—)」の 意味で、 「テ ドン、 ハデスなどは、この クロ ノスとレアの間の子供たち。 
オクラ ティアー」と名づけられるのがよ い、 との 意味で あ 父 ウラノスを去勢してみずからが王座についたように、 彼 
ろう。 自身もまたゼウスたちによって王座を奪われた。しかしこ 
2 日. 6700 A sqq . 参照。滅亡後の残存した人びとのつくる こでは、そういう神話にまつわる クロ ノスではなく、黄金 
共同体の 状况〇 時代をもたらした クロ ノスという、別の伝承による クロノ 
3クロ ノスは、ウラノスとガイアの末子で、ウラノスのあ スの一面が強調されている (713 D 注 3 参照) 0 
とをうけて王座につく。ゼウス、ヘラ、デメテル、ボセイ 
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^ すなわち、クロノスは、こういうことをよく知っていたのです。わたしたちがすでに詳述したように、およそ 

人間の身で、驢りや不正に充たされることなしに、人の世のこといっさいを絶対の支配者として統治で きる ほど 

の者は、誰もいないのだということを。それゆえ、そのことをよく考慮の上で、彼は当時、わたしたちの国家に、 

( 2 ) 

D 王ないし支配者として、人間をではなく、神により近く、人間よりすぐれた種族、つまりダイモーンをあてがっ 
たのでした。それはちょうど、今日のわたしたちが、羊の群れやその他家畜の群れに対して行なっているのと、 
同じことなのです。つまり、わたしたちは、牛を牛の支配者に、山羊を山羊の支配者に というよう に、彼らの任 
意のものを彼らの支配者とはしないで、むしろ、彼らよりずっとすぐれた種族であるわたしたちが、彼らの主人 

(3) 

となっています。まさにそれと同様、神 クロ ノス もまた、 もともと 人間を愛していましたから、わたしたちより 

すぐれた種族であるダイモーンの種族を、あてがったのでした。そのダイモーンの種族は、わたしたちの世話を 

E やきながら、——その世話は、彼ら自身にとってはごく容易なことで、しかもわたしたちには、かずかずの安ら 

ぎをもたらすものでしたが——、そのようにして、平和と慎み、捉へのうやまいと、尽きることなきいましめの 
(4) 

心をもたらし、もって人間どもの種族を、内輪もめのない幸福なものにしてくれたのでした。 

この物語は、今日もなお真実を保ちながら、こういうことを伝えています。神が、ではなく、誰か死すべきも 

のが支配する国家は、いかなる国家も、不幸や労苦をまぬかれるすべはない、ということです。むしろ、わたし 

たちは、手段のかぎりをつくして、いわゆるクロノスの時代の生活を模倣すべきであり、そして知性(ヌゥス)の 

714行なう規制(ディア ノメ ー) を法律 (ノ モス)と名づけて、公的にも私的にも、わたしたちの内部にあって不死につ 

(5) 

ながる〔その知性という〕ものに服しながら、国家と家をととのえなくてはならないということを、その物語は意 
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味しているのです。これに対し、一人の入間が I 寡頭制の場合であれ、民主制の場合であれ——快楽と欲望を 
追求してその充足を求め、何ひとつしっかりとは維持せず、飽くことを知らぬ、終ることのない悪しき病に悩ま 
されているような魂をもっているとき、そのような魂をもった人間が国家や個人を支配して、法律を踏みにじる 
にいたっては、今しがたもわたしたちが言ったように、救われる手段はないのです。 

さて、以上の ような 説について、わたしたちは考えてみなくてはなりません、 クレィ ニア ス 、その説に従った 


1 日. 691 C 〜 D # 照。 

2 へシオドス『仕事と日々』一ーニ—一二三行に、いわゆ 
る至福なる黄金の種族は、この世を去った後、人問たちを 
守る者として、 ダイモ ー ンにな ると 語られている。 

3 へシオドスの伝える黄金時代 (713 W 注 3 参照)の支配者 
の意味で、「人間を愛していた」と言われている。 

4 「慎み」と「いましめ」が、ゼウスの神からもたらされ 
たことは、『ブ ロタ ゴラス』3220にも、 プロメテウス 神話 
に託して語られている。 

5 ここで 行なわれている ギリシア 語自身の興味深い言葉の 
遊びは、それを訳文で 伝えることは 困難で ある。「〈ヌゥ 
ス〉(知性)の 〈ディアノメ 1 >( 規制)が 〈ノ モス〉(法律) であ 
る」という 言葉のつながりにおいては、まず、 〈ノ モス〉 と 
〈ディア メメー〉 の語呂合わせが行なわれている。他方また、 
その〈ヌウス〉(知性) は、 プラトンによれば「人間の内なる 
不死の部分」 であるから、これは また. 「ダイ モーン」 とも 


重なる。そのことは、 「〈ヌ ウス〉(知性)の 〈デイアノメ —> 
(規制ごという言い方のなかで、 〈ディアノメ |>と 〈ダイ モ 
丨ン〉との語呂合わせで暗示されているともとれなくはな 
い。したがって、〈ヌ ウス〉 (知性)= < ダイ モ —ン〉 、その 〈ダ 
イモ ーン〉 の 〈デイアノメ1 >(規制)= 〈ノ モス〉(法律)と、 
語呂合わせが重ねられているとも考えられる。かくて〈ノ 
モス〉(法律)は、一方では〈ヌウス〉(知性)と結びつき、他 
方では 〈ダイ モ ーン〉 ともつながりをもつことになる。それ 
はすなわち、クロ ノスの 時代の 〈ダイ モ ーン〉 の役割、人 iiij 
を見守る役割(上注2参照)と重なることが、それらの言葉 
の結びつきから暗示されているとも考えられる。 

6 『ゴルギアス』493 W に、食欲な魂の欲望的部分のことが、 
「漏れやすい」(〇〇 qTeyav 6 v ) というょうに形容され、「穴 
のあいた甕」に喩えられている。「何ひとつしっかりとは 
維持せず」(3^'〇§§〇05^)とは、そのょうな意味におい 
てである。 
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ものか、それとも、どのようにしたものかを ね。 

クレイニアスむろん、それに従わねばなりますまい。 

アテナイからの客人ところで、ある人たちの主張によると、法律の種類は囯制の種類があるだけある、とい 

うこと ですが、 そのこと をあなたはご存知でしょうね。世間一般の人たちが語っている国制の種類については、 

わたしたちはすでに詳しく述べまし(た 一。 ところで、いま問題になっていることがらが、くだらぬことにかかわる 

ものとは見なさないでください。むしろ、重大なことにかかわるものなのです。なぜなら、正しいことと不正な 

( 2 ) 

ことの着目すべき点はどこにあるのか、ということが、またしても問題となって、わたしたちの前に登場してき 
たのですから。というのも、世の人の主張によれば、法律の着目すべき目標は、戦争でもなければ 德の全体でも 
ない。むしろ、現今どんな国制がしかれているにせよ、その国制の支配が永久につづき、破壊されることのない 
ようにと、 その国制にとっての利益に、目を向けねばならないというのです。また、自然にかなった「正義」の 
定義としては、次のように言われるのがいちばんよい、というのです。 

クレイニアスどのようにですか。 

( 3 ) 

アテナイからの客人「正義」とは、強者の利益である、というように。 

クレイニアス もうす こしは っきり おっしゃってください。 

アテナイからの客人こう言えばよいでしょう。国家においてはいつでも、かならずや勝者が法律を制定する 
のだと、彼らは主張するのです。それとも、そうではないでしょうか。 

クレイ II アスお言葉のとおりですね。 
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7テナイからの客人 そこで、彼らはこう主張するのです。民衆が-いや、これは何か他の国制でも、ある 

いは僭主でもいいのですが——勝利をおさめた上で法律を制定する場合、その支配権が持続するようにという自 
分自身の利益以外に、彼らがみずからすすんで第一番の目標と定めるものが、なにかほかにあると思うか、と。 
クレイニアス どうしてそんなものがあると思われましょうか。 

アテナイからの客人 したがってまた、その制定されたことを誰か犯すような者がでてくると、制定者は、そ 
の制定されたことを「正義」と名づけ、その者を、不正を犯すものとして、懲らしめるのではありませんか。 
クレイーーアス それはそうする だろうと 思われます。 

アテナイからの客人 したがって、それら制定されたことは、いつもそのようにして、そのような意味で、「正 
しさ」 をもつことになるでしょう。 

クレイニアス少なくとも 今の説は、そう主張していますからね。 

(4) 

アテナイからの客人というのも、 今の ことは、 支配権に関する あの 諸資格の一つに もなる わけですから。 
クレイ||アスどのような 諸資格でしたか。 

3 『国家』 1 .33 000 〜 n .367 E において、この説が、いわゆ 
る トラ シユマ コス 説として展開されている。『ゴルギアス』 
私82 C sqq . に語られるカリクレスの説も、このトラシユマ 
コス 説と重なるものを持っている。 

4 日. 690 B に語られている第五番 H の資格をさす。 


1 712 csqq . 参照。なお 714 B 5 の疑問符を終止符にかえ、 
W 4 のコンマを疑問符にかえて読む(ピュアリにょる) 〇シ 
ュタルバウムは、； B 5 を終止符にしているが、； B 4 はコンマ 
のまま 読んでいる。 

2 I . 630 C 参照。ブラトン全著作の関心事で ある ものが、 
「またしても」といぅ 言葉のなかに読み とれる。 
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m アテナイからの客人 誰が誰を支配すべきか、ということについて、あのときわたしたちが考察した諸資格で 

す。そして、両親が子供を、年長者が年少者を、高貴な生まれの者が卑賤な生まれの者を、それぞれ支配すべき 

であるように思われました。さらに、もし憶えておられるなら、それ以外にもそうした資格がたくさん、しかも 

( 1 ) 

お互いに衝突し合うものとして、ありました。さらに、いまの勝者の支配もまた、それら諸資格の一つでした。 

715またわたしたちは、こうも言いましたね。かのピンダロスも、自然にかなったこととして、彼の言い方に従えば、 

( 2 ) 

「非道のかぎりのものを正しきものとしてあつかっている」と。 

クレイニア ス そうでした。それがあのとき言われたことでした。 

(3) 

アテナイからの客人 さあそれでは、どちらの側の人にわたしたちは国家をゆだねるべきか、それを考察して 
ください。というのもそれに似た問題は、いろいろな国家において、すでに何度となく生じてきたのですから。 
クレイニアス どのようなことですか。. 

七 

アテナイからの客人 支配権が争奪の的になると、勝利者側は、国事を完全に手中におさめ、敗者側には、败 
者自身にはもとより、その子孫にすら、支配権をいささかたりとも分かち与えようとはしないものです。いな、 

B 他日誰かが支配の座にのぼり、以前に受けた悪を憶えていて、反乱を起こしたりすることがないようにと、互い 
に警戒しながら生活を送るものです。 

しかし、わたしたちは今こう主張します。そのようなものはもとより国制ではないし、また、国家全体の公共 
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のためを目的として制定されていないような法律は、まことの法律ではない、と。さらに法律が、一部の人のた 
めに制定されるような場合、そうした一部の人は、党派者ではあっても市民ではなく、‘また、彼らが言うところ 
の、それら法律の正しさなるものは、空しい言葉にすぎないとも、主張します。 

ところで、わたしたちが以上のようなことを主張するというのも、それは、こういう意図から出たことなので 
す。わたしたちとしては、あなたの建設される国家の支配権を、誰かが金持であるからといって、その人にゆだ 
C ねるつもりはありませんし、他のそれに類するもの、体力や、体の大きさや、家柄などに恵まれているから とい 
って、その人にゆだねるつもりもありません。むしろ、制定された法律に心から服従し、その服従の点で国内で 

ばかんたんであるが(パッダム、ピュアリ)、そうしないで、 
今は、 フイ チ— ノ、シュタルバウ ム、 イングランド、ビユ 
デ版などの解釈に従った。 

3 「どちらの側の人に」とは、 IK. 690B の第五番目の資格 
を問題にしている以上、法律や正義を強者のものと考えて 
いる人か、それとも「強制的にではなく、みずから進んで 
法律の支配をうけるということ」 (690C3) を正しいとして 

いる人か、どちらか-という意味であろう(イングラン 

ド)。しかしテイラ—は、両親、年長者、高貴の生まれの 
者か、それとも、子供、年少者、卑賤の生まれの者か、そ 

のどちらの系列か-という意味に解している。イングラ 

ンドの方をとる。 


1 日 • 690D にも、諸資格が「互いに対立し合ぅ」とある〇 
2 日. 690W 〜〇 参照。ただしその箇所では、 ピンダロスの 
言葉自身は直接引用されていない。同所の注2でもふれた 
ょぅに、そこで言及されている ピンダロスの 言葉は、おそ 
らくは、『ゴルギアス』 4004W に引用されたものではないか 
と思われるが、今のこの箇所の ピンダロスの 言葉は、ほぼ 
その『ゴルギアス』のものと一致する。ただ「非道のかぎ 
りのものを正しきものとしてあつかっている」の「主語」 
となるものが、ここでは 「ピンダロス」 であるが、『ゴル 
ギアス』では「法律」となっている。したがって、ここで 
「あつかっている」と訳された動詞6: ysiv は、『ゴルギア 
ス』の引用句の場合とは、動詞自身は同様でも、同様には 
考えられない。動詞の主語を「法律」 ( V 61 JOS ) にかえて読め 
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の勝利を占める入、そういう人にこそ、神々への奉仕のつとめをもあたえるべきであると主張します。第一位の 
勝利者にはその最高のつとめを、また第二位の勝利者にはその第二のものを、そしてそのように順位を守りなが 
ら、そ n , こっ づく人たちにはそれぞれ、それにつづくものを割り当てるべきであると、主張するのです。 

さて、ふつう 世間で支配者と呼ばれている人を、わたしはここで「法律の従僕」と呼びましたが、それはかな 
らずしも、呼び名の新し さを ねらったわけではありません。むしろ、国家の存亡は、なによりもまず、この^に 
かかっていると考えるからなのです。それというのも、法律が被支配者の地位に立ち、法律が主権をもたぬよう 
な国家、そういう国家にあっては、その滅亡は助%に迫っているものと、わたしは見なすのです。反対に、法律 
が支配者の主人となり、支配者が法律の下僕となっているような国家においては、その国家の安全をはじめとし 
て、呻々 から国家に恵まれる善きことのいっさいが実現されるのを、わたしははっきりと見るからです。 

クレイニアス ゼゥスに誓って、そのとおりですとも、あなた。さすがお年にそむかず、よく見ぬいておられ 
ます0 

アテナイからの客人 誰しも若いときは、生涯でもいちばん曇った目で、こういう問題を見ているものですが、 
老 、こなる と、ひじょうによく見えるものですから。 

クレイ11アス まったくそのとおりですね。 

アテナイからの客人 さて、このつぎはどうしたものでしょうか。植民者たちがやってきてこの場にいるもの 
と仮定し、彼らのために、ヒれにつづく議論を、最後までやりとげるべきではないでしょうか。 

クレイニアス そのとおりです。 
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アテナィからの客人 では、彼らに話しかけましょう。「諸君、神は、古の言葉にもあるよう jj 、 万有の初め. 
716 終り•中間を保持し、その本性にかなった円周運動を行ないながら、真直ぐに進んでゆく。また、つねにその神 
に随行するのは、神の锭をないがしろにする者への復讐者たる、正義の女'神。幸福であろうと心がける者は、謙 
遜と節度をわきまえて、その正義の女神にしっかりと随行している。しかるに、もしひと(4)、財産、名誉、ある 
いは若さ愚かさを伴う容姿の端麗さゆえに思い上がり、慢心からいい気になり、自分には支配者も指導者も必要 
ではない、むしろ他の人びとを指導する力量がある、などという驕りの炎で魂を燃え上がらせたりすれば、彼は、 
B 神に見捨てられて孤立するのだ。見捨てられたとなると、なおのこと、他の同類を仲間にひきずりこんでは騒ぎ 
をおこし、ありとあらゆるものを混乱におとしいれるのだ。そして、世間一般の人にはひとかどの人物と思われ 
はするが、それほどの時もたたぬ うちに、 正義の女神にたっぷりと罪の報いを支払い、わが身をはじめ、家をも 
国をも、すっかりくつがえしてしまうのだ。 

第五巻の初めから再びつづけられ、 V. 734 E2 で終る。そ 
れらは法律全体に対する序文として、その哲学的道徳的基 
礎となっている。 

3 この箇所でも、たとえば r 法律はゼウスの補佐役」とか、 
「正義の女神はゼウスの従僕」などのオルべウス教の考え 

があるという(シユタルバウム、ィングランドによる) 0 

4 71 6 >4-5の0-541-15は、£1^1-15と読む(シュタルバゥム 
による)。なおその d ではじまる副文章は、 B 1 の flys qes 
までと見る。 


1「法律が支配者の主人となる」という主張のなかに、た 
とえば『クリトン』における、死をもって国法を守る ソク 
ラテスの姿を見ることもできるであろう。 

2 「古の言葉」のなかに、古注は次のょうなオルべウス教の 
言葉を見ている(シユタルバウム、ィングランドに ょる) 0 
すなわち、「ゼウスは初めであり中間である、また万物は 
ゼウスの手で保たれている。ゼウスは、大地と、星をちり 
ばめた天との根本である , -〇なお、ここから始まるアテナ 
ィからの客人の語りかけは、 71 00A6 で一度中断されるが、 
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さて、ひとの世の定めがこうしたものとわかれば、いったい思慮ある者は、なにを行ない、なにを心すべきで 
あろうか。またなにをすべきではないのか」 

クレィ117ス 少なくとも、この こと だけはあきらかです。神に従う者の仲間に加わることを、誰しも心がけ 
ねばならないということです。 

八 

アテナィからの客人 「では、 どのような 行為が、神に愛され神に従うものであろうか。それはただ一つ、こ 

ういう 古の言葉があてはまるものである、すなわち、節度をわきまえた者の場合は、『似たものは似たものに愛さ 

れ る』 ( U 。 節度をわきまえぬ者は、お互い同士の間でも、節度をわきまえた者との間でも、愛されることはない。 

( 2 ) 

さて、われわれ人間にとっては、万物の尺度は、なににもまして神であり、その方が、人びとの言うように、 

(3) 

誰か人間が尺度であるとするよりも、はるかに妥当なことなのである。したがって、そうした尺度となる存在 

(神)に愛されんとする者は、みずからもまた力のかぎりをつくし、その神に似たものとならなくてはならない。 

そこで、この理に従えば、われわれ人間のうちでも節度をわきまえた者は、神に似るがゆえに神に愛されるが、 

(4) 

他方、節度をわきまえぬ者は、神に似ず神と不和になる。不正の者もまた同様。他の悪徳についてもまた、その 
ようにして同じ理に従う。 

さて、次のような説も、これから結果するものとわれわれは考えよう。それはあらゆる説のなかでも、思うに、 
最も美しく、最も真実なものである。すなわち、神々に犠牲を捧げ、祈りや、捧げものや、その他神々への奉仕 
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のかきりをつくしてつねに神々と交わりをもつことは、善き人の場合には、こよなく美しくまた善い.ことであり、 
E 幸福な生活のために最も実り多いことであり、その上、とりわけふさわしいことであるが、悪しき人の場合には、 
とうぜん、それとは反対の結果になるということである。というのも、悪しき人は、その魂において不浄であり、 
717善き人は反対に浄らかであるが、汚れた手から贈物をうけとることは、善き人にとっても神にとっても、ふさわ 
しいことではないから だ。 したがって、神々に捧げられるどれほどの骨折りも、不敬虔な者にとっては無駄骨と 
なる。しかし敬虔な者にあっては、いかなる場合にも、こよなく時宜にかなうものとなる。 

さて、これで、われわれの目標とすべき的は手にいれた。しかし、それを狙う矢や、■その矢を飛ばすいわば道 
具となるものは、見事命中するためには、どんなものだと語ればよいのか。 

われわれはこう主張する、 まず 第一に、地下の神々には、ォリュンボスの神々や国家を守護する神々に捧げる 
B ものより 低い敬い、 つまり、 偶数の もの、 第二位の もの、 左側の ものを割り当て、それらよりも 上位で、 それと 

きにしては、『法律』における法律の哲学的基礎づけは不 
可能である。 

3 「万物の尺度は人間」 という ブロタゴ ラスの 有名な命題。 
『テアィテ トス』 152 A 、 『クラテュロス』 386 A など参照。 
『テアィテ トス』 全篇は、知識論に託して、この命題への 

徹底的な批判を行なっている。 

4 71603の 0710'分0で05のぁとにコンマを付す方がゎかりゃ 
すい (イングランドによる )0 


1「似た者同士」とか「類は類を呼ぶ」とかは、昔からょく 
使われるギリシアの古諺であるが、例えば『オデュッ セィ 
ア』第一七卷二一七— ニニ 〇行などにも見られるょうに、 
もともと、 あまり 善くない者同士の集りに用いられる こと 
が多い。しかしここでは、善き者同士について語られるた 
め、 「ただし節度をわきまえたものの場合は」という条件 
が加えられたのであろう。 

2 『法律』全巻の根本となる、最も重要な命題。これをぬ 
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対〔の右側〕になる奇数のものを、今しがた語られた後者の神々にあてるなら、その人は、敬虔の的に、見事命中 

することになるであろう。また思慮ある人なら、それらの神々のつぎには、ダィモーンのために、そのつぎには 

半神たちのために、祭りを営むであろう。つぎには、家々につたわる祖先伝来の神々の社を、法に従って祭るこ 

とが、そのつぎには、存命中の両親に対する敬いが、それぞれ、そのあとにつづくであろう。 

へ 2) 

この両親に対しては、最初にして最大の負債、あらゆる恩義のうち最も重い負債を負っているのであるから" 

それを返す ことは とうぜんの锭である。彼はまた、その所有しているもの、持っているもののいっさいを、自分 

を 生み育ててくれた親に属する ものと 見なし、それらを両親への奉仕に、できるかぎり提供しなくてはならない。 

まず財産からはじめ、つぎには身体にかかわるものを、さらには精神にかかわるものを。そうすることは、その 

昔、幼い子供のために費やされた、骨身を惜しまぬ親たちの気苦労や労苦の借りを返し、今は老年の身で必要と 

するものの多い老人たちに、その返済をすることにほかならない。 

また、自分の両親には、生涯を通じ、とりわけ言葉の慎みを保ち、これを守りつづけなくてはならない。とい 

うのも、軽はずみでうわついた言葉には、最高の重い罰が待っているからである。——まことに、そうしたいっ 

(3) 

さいのことに対しては、正義の女神の使者、かの復讐の神ネメシスが、その監視者として配されているのだから 
——。そしてまた、両親が立腹し、たとえその憤怒を、言葉や行為にあらわして発散することがあっても、これ 
に一歩譲らなくてはならぬ。けだし、父親が息子から不正をこうむったと思えば、息子にはげしく立腹するのも、 
きわめてとうぜんのことだとわきまえて。さらに両親が他界したときは、最もつつましい葬儀が、最もょい。そ 
の葬義は、世のしきたりの荘重 さを こえてもいけないし、また、祖先がその両親を葬ったときの荘重.さに劣るも 
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のであってもならない。さらにまた、すでに物故せる者たちにささけられる、年々の気づかいも同様に、彼らに 
718名誉をもたらすものでなくてはならない。また、つとめて彼らの記憶をいついつまでも保ちつづけ、幸いにも財 
産に恵まれれば、その適当な額を故人に割り当てることも忘れず、そのようにして、いつも、この上ない敬いを 
彼らにささげねばならない。 

もしわれわれがこれらを実行し、こうしたやり方をまもって生活するなら、われわれそれぞれは、いついかな 
る時も、神々や、また人間よりすぐれた者から、それにふさわしい報いをうけ、生涯のほとんどを仕合せな希望 
のうちに過ごすことになるであろう」 

さらに、子供、身内、友人、市民に対してなすべきことや、客人に対しての神々の意にかなったもてなし方、 

B および、それらすベての 人び ととの交わり 方、 ——ひとは、それらの義務を 遂行す ることによって、みずからの 
生活を楽しいものとなし、法律にかなった仕かたで生活をととのえなくてはならないのですが——、それらのこ 

2 717 比6^ は 0 15と読む(へルマンによる)0 

3 人間の傲り(ヒユ ブリス) に対して、神々から下される正 
義顕証のための怒りを人格化した女神。へシオドスでは二 
ユ クス (夜)の娘とされる。 アッ ティ ケにお ける ラムノス 神 
殿が、ネメシスを祭る最もよく知られたもので、ペイディ 
アス がその神像を刻んだという。ネメシス ( Nfn -. li £ Qls ) という 
言葉は、彼女への尊敬者それぞれに、その賜を「分かち与 
える 」 (v ^' El ) という意味につながるとも言われる。 


1 バーネットのままに 読むが、 717 B 1の TQ -1 T - SITTP - は読 
む(ビュデ版は si TT - SITT 6:と読んでいる)。なお奇数 I 偶 
数、上位—下位の対立については、いわゆる ピュタゴラス 
派の ものと 見られる価値の二元系列と無関係ではない とも 
考えられる(ア—ペルトに ょる)。その 系列については、た 
とえばアリストテレス 『形而上学』第一卷 (9006 P 2 4) に、 
「限—無限、奇数—偶数、ーー多、右側—左側、男性—女 
性、静止—運動、直線—曲線、光—闇、善—悪、正方形— 
矩形」といぅ、対立項目が語られている。 
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とがらに関しては、法律そのものが、詳細な説明をあたえてくれるでしょう。その上で法律は、或る人柄には説 

得することにより、説得に服さない他の人柄には、強制といましめで懲らしめることにより、神々の同意をえて、 

われわれの国家を、至福のもの、幸福なものにしあげてくれるのです。さらにまた、わたしと同じ考え方をもっ 

ている立法者なら、とうぜん言わなくてはならないことで、しかも法律の形式に表現するには、不適当なものも 

いくらかあります。そういうことがらに関しては、立法者は、自分自身に対しても、立法しようとしている相手 

方に対しても、その雛型を提出し、残りの話すベてを力のかぎり詳述してから、そのあとで、法律の制定にとり 
( 2 ) 

かかるべきであると、わたしには思われます。 

(3) 

クレイニアス では、そのようなことがらは、とくにどのような形式に置かれればよいのでしょうか。 
アテナイからの客人 それらを、いわばなにか一つの輪郭に入れて話すのは、それほど容易なことではありま 
せん。しかし、次のようなやり方でやってみようではありませんか。それらに関するはっきりした考えを、多少 
とも、もつことができるかも知れませんから。 

クレイーーアスどのような やり方か、おっしゃってください。 

アテナイからの客人 わたしは、人びとが、徳に向かってもっと従順であってほしいと願っています。そして、 
そのことはまた、明らかに、どのような立法の場合でも、立法者がそうあらしめようと努めていることなのです。 
クレイ || アス それはそのとおりです。 

九 
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アテナィからの客人 ところで、まったくの粗野な魂を相手にしているのでないかぎり、立法者のすすめる徳 

の話に、穏やかに心をひらいた態度で、聞き手が耳を傾けてくれるためには、以上の話は多少とも役に立つこと 
(4) (5) 

をしているように思われます。もしその結果、わたしの言うように、大いにとは言わないまでも、たとえわずか 

( 6 ) 

なりと、聞き手の心をひらき、すすんで学ぶようにさせるならば、それでよしとしなくてはなりません。それと 
いうのも、できるかぎり最善の人に、できるだけ速やかになろうと切望しているような人は、そうたやすく見つ 
E かるものではないし、そうたくさんいるわけでもないからです。むしろ、世の多くの人たちは、へシオドスの賢 
明さを証明しているようなものなのです。そのへシオドスはこう言っています。「悪徳にいたる道はなだらかで」、 
まことに短いから、汗もなく歩んでゆける。「しかし」——と彼は言う—— 

徳の前には 

不死なる神々は汗を置きたもうた 
徳への道は長く嶮しく 
719その初めはなだらかではない 

4 71 00 D 2-4 は、ィングランドの解釈に従いながら、バー 
ネットのままに読む。 

5 71805言<7'1<は言反と読む(ィングランドによる)0 

6 なぜなら、すぐつぎに語られるように、徳への道は、そ 

の初めが嶮しいから。279 


1 718B2I01TC0V VOT: 00 vQOTSV J 51^0505 : • •Q-TTOTeAmT の 意 
味は、 0 i v 61 iol ac-Toi sl£vrrl£A0 6 VTesQ-TTOTeAOGCn の 意味に とる 
(イングランドの 解釈に よる )0 

2 718 td 7 T : ol のあとに5 mTV を補ぅ(ア ー ペルトによる)。 

3 718 C 3—4 の疑問文一行は、クレイニアスの言葉とする 
(イングランドによる〇 



B 


(719) 


しかしひとたび君が頂きに達すれば 

それからあとはたとえ困難ではあるにしても 
( 1 ) 

楽に耐えてゆけるものだ 

クレイニアス それは、まことに見事な話しぶりだと思われます。 

アテナイからの客人 まったく見事です。ところで、これまでの議論は、わたしの見るところ、ある結論をも 
たらしていますが、それを、あなた方の前に提出したいと思います。 

クレイ II アス ぜひとも提出してください。 

アテナイからの客人 では、立法者と対談しながら、こんなふうに話しかけてみてはどうでしょうか。 

「立法者よ、どうかおっしゃってください。いやしくもあなたが、わたしたちのなすべきこと、言うべきこと 

をご存知なら、むろんあきらかに、それをお聞かせくださるのではありませんか」 

クレイニアス それはとうぜんのことです。 

( 2 ) 

アテナイからの客人 r ところですこし前に、わたしたちは、立法者たるものは、詩人(作家)たちが彼らの好 
むままになんでも詩につくるのを、放任してはならないと、こうあなたが話されたのを、直接お聞きしたのでは 
なかったでしょうか。それというのも、詩人たちは、どんな言葉を語れば法律に逆らい国家を害することになる 
のか、そんなことはわきまえてはいますまいからね」 

クレイニアス たしかに、あなたのおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 では、詩人たちになり代り、もしわたしたちが、次のようなことを立法者に言うとすれ 
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ば、その言葉は、当をえたものとなるでしょうか。 

クレイニアスどのような 言葉ですか。 

C アテナイからの客人こういう 言葉です。 

「立法者よ、昔からの言い伝えがあって、それは、われわれ詩人によってつねづね話されるばかりか、またひ 

ろく一般の人びとにも認められている。それによると、詩人は、ムゥサ(詩神)の鼎に坐るときはいつも、正気の 

(3) 

ものではなくなっているという。むしろ、湧きおこってくる思いを、あたかも泉のようにそのまま流れ出るにま 

S I 

かせている。さらに、その技術は模倣にあるため、互いに矛盾する性格の人物を創作しては、やむをえず、自分 
自身に矛盾することを語ることもしばしばある。しかも、語られた言葉の甲が真実なのか、乙が真実なのか、そ 
D れは知らずにいるのだと。 

しかし立法者には、法律のなかで、こうしたこと、つまり、一つのことがらについて二つの説をなすというこ 
とは、許されてはいない。立法者は、一つのことがらにはいつも一つの説を、明らかにしなくてはならない。 

口走ったと伝えられる。詩人が、ムゥサの女神にとり憑か 
れて詩作することを、鼎に坐るその巫女に喩えたのである。 
詩人の そうした 忘我状態については、他にも『ソクラテス 
の弁明』 22 W 〜 C 、 『パイ ドロス』 245 A 、 『イオン』 533 D 
〜 534 W などでふれられている。 

4 詩作と模倣との関係については、たとえば『国家』日. 
392 Dsqq . など参照。 


1 へシオ ドス『仕事と 日々』 二八七—二九二行。この言葉 
は、他にも、『ブロタゴラス』レ4017『国家』«364〇〜；〇、 

『パイドロス』 2720 などで、フラトンにょってょく引用 
されるものの一つである。 

2 n . 656 C 参照。 

3 アポ ロンの 予言を伝えるデル ボイの 巫女ピユティアは、 
三脚の鼎に坐り、我を失った狂気にかられて、 その 予言を 
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( 1 ) 

今しがたあなたによって言われたことがらを例にとって、考えて見たまえ。葬儀には、度を過ぎたものや、粗 
末なものや、適度をわきまえたものがあるが、あなたは、その一つ、中庸のものを選択して命じ、絶対的にこれ 
だけを推賞しておられる。しかし、このわたしなら、もし作品中にたいそう金持の女性が登場し、彼女自身の埋 
葬を言いつけるくだりとあらば、わたしは、度を過ぎた埋葬を推賞するだろう。反対に、けちで貧しい男であれ 
ば、つつましい埋葬を、また適度な財産を所有し、彼自身も節度をわきまえた者であれば、同じく節度のある埋 
葬を推賞するだろう。 

だが、あなたの方は、適度を口にするとき、今しがたのような話し方で、言うべきではない。むしろ、適度と 
はどういうものなのか、どれだけの量なのか、という ことを 言わなくてはならない。さもなければ、そうした説 
は、まだ法律とされてはならないと考えてもらいたい」 

クレィ-アス あなたのおっしゃるとおりです。 

- 〇 

アテナィからの客人 ところで、わたしたちによって法律制定の任に指名された者は、法律の冒頭に、これま 
で言ってきたような前置きを公表しないでよいものでしょうか。むしろ、そもそもの初めから、なすべきこと、 
なすべからざることを語り、威嚇的に罰則を持ち出しておいては次の法律に向かい、立法される相手方への一言 
の勧告も説得も、つけ加えないでよいものでしょうか。いや、医者の場合と同じように、——通常医者というも 
のは、ある医者はこのように、他の医者はあのようにと、それぞれ〔二つの〕異なったやり方で、わたしたちに処 
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B 


置を施すものですが——、そのようにわたしたちも、両様の方法を思い出してみてはどうでしょうか。それとい 
うのも、ちょうど子供たちが医者に対し、できるだけ穏やかな方法で自分たちに処置を施してくれと頼むように、 
わたしたちも立法者に、そうした要求をするためなのです。 

それにしても、いったいこういう言葉は、なにを意味しているのでしょうね。わたしたちはこういうことを話 
しているのです。世の中には、医者もいれば、医者の助手もいます。しかしその後者をも、わたしたちはむろん 
医者と呼ぶでしょう。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 つまり後者は、自由民であろうと奴隸の身であろうと、医者と呼ばれるわけです。しか 
し〔奴隸の医者(助手)の方へ財〕、主人の指示、観察、経験にもとづいて、その技術を身につけているのであっても、 
自由民がみずから学ぶときや、自分の弟子たちに教えるときのように、ものごとの本来のあり方に則ってするの 

1 717 Dsqq . 参照。両親の葬儀に関するもの。 「後者(助手ごを、その以下につづく文章の主語とした上 
2 720 B 2 I 4 までの解釈は、イングランド、テイラ丨によ で、「後者(助手)は、それが自由民であれ奴隸であれ、主 
った。それによれば、720 W 2 「自由民であろうと奴隸の身 人の指示、観察、経験にもとづいて、……」と解する。し 
であろうと」の譲歩文は、前文 A 00 の「むろん医者と呼ぶ かしこの箇所で、医者の例によって明らかにしようとされ 
でしょう」にかかるものと見なす。そして「主人の指示 ていることは、「医者と助手との対立」ではなく、「強制的 
……」以下を、「奴隸の医者(助手ごを主語とした上での (奴隸的)方法と説得的(自由民的)方法の対立」であるから、 
別の文章と見る。したがって訳文ではそれを補った。これ イングランドの解釈の方がよいと思う。ただし原文そのも 
に対し諸家(アーペルト、ピュアリ、ビュデ版、ソーンダー のの点では、諸家の読み方の方が無理がない。 

ス)の解釈は、いまの譲歩文を、以下の文章にかけて読み、 
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{720) 


ではありません。いわゆる医者と呼ばれている者に、以上の二種類があることを、あなたは認めますか。 

クレィ—アス むろん、認めます。 

アテナィからの客人 ところで、あなたはまた、こういうことにも気づいておられるでしょう。国内には奴隸 

の病人もいれば自由民の病人もいるのですが、そのうち奴隸に対しては、通常ほとんど奴隸〔の医者〕が走りまわ 

ったり、あるいは施療所で待機したりしながら、その診療にあたっています。そして、そうした医者は誰も、一 

人ひとりの奴隸の病気それぞれについて、なにかの説明をあたえもしなければ、うけつけもしない。むしろ、経 

験からしてよいと思われる処置を、あたかも正確な知識をもっているかのように、僭主さながらの横柄な態度で、 

一人の病人に指示しておいては、さっさと、病気にかかっている別の奴隸のもとへ立ち去ってゆく。そして、そ 

のようにして彼は、病人を診療する主人の労苦を軽くしてやるのです。 

これに対し自由民である医者は、たいていの場合、自由民たちの病気を看護し診察します。それも、病気をそ 

の根源から、本来のあり方に則って検査をし、患者自身ともその身内の人びとともよく話合い、自分の方も、病 

人からなにかを学ぶと共に、その病人自身にも、できるだけのことは教えてやるのです。そして、なんらかの仕 

かたで相手を同意させるまでは、処置の手を下さず、同意させたときでも、説得の手段によって、たえず病人の 

( 1 ) 

気持を穏やかにさせながら、健康回復の仕事を成しとげるべく努力するのです。 

よりすぐれた医者なら、これらのどちらの方法で治療を行なうでしょうか。またよりすぐれた体育教師なら、 
どちらの方法でその訓練を行なうでしょうか。両様の方法を使いながら、一つの医療の効果をあげるのでしょう 
か。それとも、どちらか一つの方法、しかも二つのうちのより劣った方法で、病人の気持を扱いにくくしながら、 
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721 


行なうのでしょうか。 

クレイニアス それはあなた、複式の方法を用いる方が、はるかにすぐれているでしょう。 

アテナイからの客人 では、もしよろしければ、その複式のやり方と単式のやり方を、立法の場に適用してみ 
て、それぞれを考察してみようではありませんか。 

クレイニアス もちろん、望むところです。 

II 

アテナイからの客人 さあ、それでは神かけておたずねしますが、立法者はいったい、どのような法律を、第 
一に制定すればよいのでしょうか。国家誕生の出発点となるものを、その制定順序の第一に位置づけるのが、自 
然本来の姿にかなうことになるのではないでしょうか。 

クレイニアス たしかに。 

アテナイからの客人 ところで、結婚という結合や交わりが、どの国家にとっても、その誕生の出発点ではな 
( 2 ) 

いでしょうか。 

クレイ||アス そのとおりです。 


1 720 E 1 の6: ysv のあとのコンマを削る(イングランドに 2 I . 631 D 〜 E 参照0 
ょる) 0 
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アテナイからの客人 すると、結婚に関する法律が第一番に制定されるならば、その制定は、あらゆる国家に 
とって、正しい順位にぴったりとかなうことになるでしょう。 

クレイニアス まったく、そのとおりです。 

アテナイからの客人 それでは最初に、「単式のやり方」で表現してみましょう。おそらく、次のようになる 
でしょう- 

( 1 ) 

「男子は三〇歳に達したなら、三五歳までに結婚しなければならない。さもなければ、罰金と市民権剝奪の刑 

( 2 ) 

をうけるもの ■<>: する。罰金は、これこれの額とし、市民権剝奪は、これこれの方法をもってする」 

結婚に関する「単式の法律」は、およそ以上のようなものとしておきましょう。これに対し、「複式の法律」 

は、次のようになります- 

「男子は三0歳に達したなら、次のことを念頭において、三五歳までに結婚しなければならない。すなわち、 

人間の種族は、自然のめぐみにより、ある意味では不死にあずかっており、ひとはすベて、その不死への欲求を、 

生まれながら、さまざまのかたちにおいて持っている。たとえば、名の知られた者となり、死後無名のまま横た 

わるまいとすることも、そうした不死への欲求である。したがって、人間の種族は、時間全体と同年齡のもので 

あり、時間の全体とたえず歩みを共にしているし、将来 もそう しつづけるであろう。 それと いうの も、 人間の種 

族は、次のような仕かたによって不死なものとなっているからである。つまり、つぎつぎと子供を残して、〔種族 
I (3) 

としての〕同一性を永遠に保ちながら、出産によって不死にあずかっているからである。そこで、みずから意志し 

てこの事実に背を向けるのは、断じて敬虔なことではない。しかも、子供や妻をなおざりにする者は、意図して 
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これに背を向けているのである。 

D したがって、 もし ひとがこの法律に従うなら、罰をこうむることなく解放されるであろう。しかし反対に、こ 
れに従わないで、三五歳に及んでもなお結婚しない場合は、毎年、しかじかの額の罰金刑をうけることとする。 
その目的は、独身生活が自分にとって有利であり、気楽な過ごし方であるなどと、考えたりしないようにするた 
めである。 さらに、 そうした者は、国の若者たちが、時に応じ、自分たちの年長者を手厚く遇する ときの あらゆ 
る名誉にも、あずかりえない ものと する」 

さて、以上の法律をさきの法律とくらべて聞く人は、それぞれの場合にあたって、次の判断を下すことができ 
E るでしょう 。法律というものは、説得と威嚇とを同時に併用する仕かたで、長さにおいて少なくとも二倍のもの 
(複式) となる のがよいのか、それとも、ただ威嚇だけを用いて、長さの点で単一のもの(単式)となるのがよいの 

れたという。たとえば、全市民権の永久的剝奪に相当する 
罪状としては、国事犯、法廷での偽証、戦閼中の臆病な行 
為、市民法冒濱などであったと伝えられる。ここでも、同 
様に、結婚しない理由や状況の考慮の上で、いろいろな形 
の剝奪の仕かたが考えられているのであろう。 

3 種の同一性を保つことによって、永遠と不死に参加した 
いとする欲求が、すなわちプラトンの語る「エロー ス」 
(愛)の一面である。これについては、『饗宴』206 C 〜 207 E 
参照。 


1 VI .7005 W にも、同じく三〇—三五歳の規定が語られてい 
る。しかしまた、 VI .772 D 〜： E では、男子二五歳になれば、 
結婚のことを考えはじめてもよいという規定が見られる。 
おそらく、三〇歳は、当時のギリシア人の普通の場合であ 
り、二五歳は、それより早くなる場合の限界を示したもの 
と考えられる。またこの不一致に、本篇制作のあわただし 
さを推定する見解もある(ティラー)。 

2 本来の「市民権剝奪」は、国外追放であるが、のち多少 
の修正が行なわれ、あらゆる市民権の永久的剝奪、一部の 
市民権の一時的剝奪というように、いろいろな形が考えら 
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か、 ということの 判断です。 

メギロスラコニア (スパルタ)風に合うものとなれば、あなた、より簡潔な方をつねに選ぶことになります。 
しかしそれらの法令のうち、どちらがわたしの国で法令として制定されることを望むか、その判定者になれと誰 
かがわたしに命じるのであれば、わたしはより長い方を選ぶでしょう。いやそれのみか、いかなる法律の場合で 
も、今の例にならい、その両様が可能となれば、わたしは同じ選択を行なうことでしょう。 

とはいえ、今の立法の内容は、このクレイニアスにこそ気にいるものでなくてはなりません。というのも、 

下 そのような 法律を採用し ようと 意図しているのは、ほかならぬこの人のお国なのですから。 

クレイニアス まったく、あなたのおっしゃるとおりですよ、メギロス。 

一二 

アテナイからの客人 ところで、文書の長短について議論することは、あまりにも単純すぎます、- という 

のも、わたしたちが尊重すべきものは、思うに、その卓越性であって、最も短い.ことでも、また長いことでもな 
いからです I 。しかし、今しがた述べられた法律にあっては、使用上の長所からみて、その一方が他方に まさ 
ること、たんに二倍というだけではありません。むしろ、 さきほど あげられた二様の医者の種類が、きわめて適 
切な、その対比を示しています。ところが、こうした事情があるにもかかわらず、立法者の誰ひとりとして、い 
まだかつて心にとめていないと思われる事実があります。立法のためには、説得と強制という二つの方法を、た 
とえ 教養のない大衆を相手にする場合に許される範囲内にせよ、その二つの方法を用いることができるにもかか 


g 
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D 


C 


わらず、一方の方法しか用いていない、という事実です。つまり彼らは、説得の上に強制を混ぜながら立法して 
いるのではなく、ただひたすら強制だけにうったえて、立法しているのですからね。 

だが、あなた方の幸運と言うべきでしょうが、このわたしは、なお第三番目の要素が、法律にあってしかるべ 
きだと見ているのです。もっとも今日では、どこにおいても行なわれてはいないのですが。 

クレィ11アス いったい、 どのようなものを 意味しておられるのですか。 

( 2 ) 

アテナィからの客人 それは、今日のこの日わたしたちが行なってきた対話から、いわは神の恵みとして生ま 
れてきたものなのです。というのは、どうやらわたしたちが法律について話し始めてから、そのときは夜明けだ 
ったものが、もう真昼になっていますが、わたしたちは、この申し分ない休息所に居つづけて、ずっとただ法律 
のことばかりを話し合ってきました。しかも、わたしたちの言葉に法律が出はじめたのは、どうやらつい今しが 
たのことの ように 思われます。それ以前にわたしたちの間でかわされたことはすべて、法律の序文だったわけで 
す。 

どういう 目的で、わたしはこうしたことを話したのでしょうか。それは、こういうことを言いたいと思ったか 
らな のです。い -3 さいの言論、およそ音声の関係している言論にはすべて、序文、 つまり 一種の準備体操のよう 
なものがそなわっています。これは、そのあとにつづくものをうけ入れるのに役立つような、それぞれの技術に 
かなった一種の受入れ準備をととのえさせるものなのです。たとえば、竪琴に合わせてうたわれる歌、いわゆる 


1 72201の 1. 3<はぎ«-75<と読む(アス.卜にょ.る)。 2 722 C 6 の VUV S は vOv と.する(シユタルバゥムにょる〇 
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( 1 ) I 

r ノモス」と呼ばれている歌の初めにも、またすベて音楽というものの初めには、驚くほど念入りに仕上げられ 

E た 序曲がついています。しかるに、真にその名に値する r ノモス 」、国政にかかわりをもつ ものと わたしたちの 

主張する「ノモス」(法律)には、あたかもそんな序文などほんらい存在していないかのように、いまだかつて、 

誰 ひとりと して、それを口にした人もいなければ、またそれを作製して公にした人もありません。 

しかし、現在わたしたちの間で行なわれた話は、そういうものがじっさいに存在している ことを 示しているよ 

うに、わたしには思われます。また、今しがた言われたところの複式の法律にしても、ただ言葉どおり単純に二 

倍というのではなく、「法律」と「法律の序文」という二つの要素の こと だと思われます。そして、自由人でな 

いと言われた医者の処法に喩えられ、僭主的命令と呼ばれた部分、その部分は、純然たる法律にあたりますが、 

( 2 ) 

それに先立って話されたもので、このメギロスによって説得的と呼ばれた部分は、じじつたしかに説得的ではあ 
りますが、しかしまた、言論の序文の機能を持っているように思われます。なぜなら、語り手が説得をもってそ 
のすべてを説明するというのも、その目的は明らかに、立法者から法律を伝えられる相手側が、法律としてのそ 
の指示を、心をひらいて受け入れ、またそれだけすみやかに納得してくれるようにという、そういう目的のため 
だったと思われるからです。したがって、わたしのこの説によれば、まさにその部分は、法律の「本文」ではな 
く、「序文」と呼ばれるのが正しいことになるでしょう。 

さて、それでは、このような話のあとをうけて、つぎにわたしが言いたいと思っていることは、何だとお考え 
になりますか。それはこういうことです。立法者たる者は、いっさいの法律に対して、つねにそれを序文抜きの 
ものにすべきでないのはもとより、個々の条項の場合においても、そうしてはならな、.、ということです。と l /'' 
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うのも、そうすることによって、ちょうど先刻〔一例として〕話された二つの法#1の相互の間 ( D ) 後劣が見られたよ 
うに、それと同じだけの優劣が、両者の間で見られることになるでしょうから。 

クレイ || アス わたしとしても、それと別のやり方では立法しないように命じたい と 思います 。たとえその 人 
が立法に精通した人であっても。 

C アテナイからの客人 そのあなたの言葉は、クレイニアス、少なくともこういう点までは、そ^で結構 だと M 
われます。 つまり、 いっさいの法律には序文をつけること、および、いかなる立法に着手する場合で も、 その 個々 
の条項の初めに、法律全文にふさわしい序文を付さねばならない ということ、 少なく ともこの 二 点まではね、 

-というのも、その序文につづいて述べられる予定のもの(法律の本文)は、並々ならぬ ことであるし、また、 

それ(本文)が明瞭に記憶されるか否かで、少なからざる差異が生じてくるのですから——。とはいえ、もし b/J 
したちが、いわゆる重要な法律にも些細な法律にも、同じ比重で序文のつけられることを 指示す るとすれば、わ 
D たしたちのその言葉は正しくはないでしょう。なぜなら、歌にせよ言論にせよ、そのすべてに序文をつける よう 
なことをする必要はないからです、-もっとも、少なくとも本来的には、すべてのものが序文をもっているわ 

ギロスの言葉、「長い方の法律を選ぶ」 という 言葉を、暗 
にさしているととることもできる(イングランドによる)。 

3 むろん結婚に関する法律である。. 

4 723«6の«"38>\;は〇->'^> , 0〇<の意味にとる(シュタルバ 
ウムによる)0 


1「ノモス」といぅギリシア語が、「法律」のほかに、一種 
の歌を意味することについては、日. 7001 B 参照。その他 
『クラテュロス』417 W 〜 4100 A 及び同所注參照。 

2 しかしメギロスは、どこにおいても、「説得的」といぅ 
言葉を用いてはいない。したがって、いろいろと テクスト 
の修正案が考えられている。しかし、721 E 〜 722 A のメ 
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ナですが、しかし、それらすベての序文を使う必要はないのです——。むしろ、そういうことは、それぞれの® 

合に応じて、弁論家、作曲家、立法者の判断にゆだねるべきことなのです。 

クレイ11アス あなたのおっしゃるとおりだと思われます。しかし、それはそれとして、あなた、わたしたち 

はもうこ^ Jil 上、ぐずぐずしながら時を費やさないようにしましょう。むしろもう一度本論に立ちもどっ て、 あ 

なたさぇよろしけ1(±*、さきほどあなたが、序文としての建前をもってではなしに話しておられたあの箇所から、 

2 ) 

i じめましょう。そうして、ちようど遊戯をしている者たちが口にするように、-二度目はうまくゆく」ものと 
して、もう一度初めから、繰り返そうではありませんか。ただし、さきほどのように、思いつくままの議論とい 
うのではなく、序文を手がけているという建前でね。つまり、わたしたちは序文を話しているのだという同意の 
上に立って、あの説を初めからやりましょう。 

また、#々への敬いと祖先への心づかいに関しては、今しがた話されたことでもう充分です。そこで、そのあ 
とにつづくことを、序文のすべてが充分に話されたとあなたに思われる ところまで、 話すように努めましょう。 
そのあとではじめて、法律そのものの詳しい話をつ 'つけてください。 

アテナイからの客人 すると、神々や神々のあとにつづく者たち、および、存命中の、あるいは他界した親た 
ち、そ^らに関しては、今も言うように、あのとき充分にわたしたちはその序文をつけたというわけです ね。 そ 
こであなたは、このような序文のうちでなお言い残されているものを、いわば明るみに出すように、命じておら 
れるものと見うけられます。 

クレイ||アス まったくそのとおりです。 
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B 


アテナィからの客人わかりました。では、それらにつづく問題は、自分自身の魂や身体や財産に [ Ml し、それ 
に払うべき努力、また控えるべき努力の限度はどのょうであるべきか、ということです。この問題こそ、語り手 
も聞き手もょく熟考した上で、できるかぎりその教養を身につけるのが、ふさわしいことでもあれば、そてがま 
た両者のどちらにとっても、有益となることなのです。だから、わたしたちが、これまでの話につづけて、話し 
もし、聞きもしなければならないのは、疑いもなく、まさにこの問題となるのです。 

クレイニアスあなたのおつしやるとおりです。 


場合、一度目に不吉なしるしを見た者が、 もぅ 一度 やり直 
す場合に語られる言葉 ともいぅ。 

3 717 B 参照。 ダイモーンと半神たちのこと。 


1715 E で、アテナイの客人が、植民する人たちに話しか 
ける箇所を指す。 

2 ここでは、一般的に遊戯をする者の口にする言葉とされ 
ているが、この言葉はまた、犠牲を捧げて神意をぅかがぅ 





B 


727 


726 


アテナィからの客人そこで、いま神々と親愛なる祖先とについてのことを聞かれた方は、どなたも聞いてい 
ただきたい。 

I i , (1) 

「人間の持っているもののなかで、最も自分自身のものであって、最も神的なるものは魂である。ところで 
誰にとっても、自分のものにはすべて二つの種類がある。一方の、より強力でより優れているものは支配するも 
のであり、他方の、より弱くより劣っているものは隸属するものである。したがって、自分のもののうち、支配 
するものは隸属するものより、つねに尊敬されなければならない。こういうわけで、わたしは自分の魂を、主で 
ある神々とそれにつづく者た(切のつぎに、第二のものとして尊敬すべきだと主張するが、この勧告は正しい。し 
かるに、われわれのうちいわば誰ひとりとして魂を正しい意味で尊敬してはおらず、ただ尊敬していると思って 
いるに過ぎない。というのは、尊敬(栄誉)は神的な善きものであって、それは悪しきものの何ものによってもも 
たらされはしない。口先だけの言葉や贈物や迎合によって魂を高めているつもりになり、そのじつ、それをいさ 
さかも向上させていない者は、尊敬しているつもりで、じつは少しも尊敬してはいないのだ。 

，ことえば、 ひとは誰でも物心がつくようになると直ちに、自分は何でも理解できるのだと思いこみ、自分の魂 
を褒めることが尊敬することだと考えて、魂に何でも好き勝手なことをすすんでやらせるが、われわれの主張か 
らすれば、皮はそうすることによって魂を損っているのであって、尊敬しているのではない。ところが、われわ 
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れの言うように、魂は神々につぐ第二のものとして尊敬されなければならない。またもしひとが 自ノ 刀のいち L 
ちの過ちの責任が自分にはないと考え、大部分の、しかも最も重大な禍の責任を他人に帰して、自分自身をつね 
に責任外におくならば、自分では自分の魂を尊敬しているつもりでいながら、じつは尊敬しているどころではな 
C いのだ、現に魂を損っているのだから。またもし彼が、立法者の助言や勧告に背いて快楽に耽るならば、それは 
尊敬するどころか、禍と悔恨とでみたすことによって魂を辱しめているのだ。また反対に、労苦や恐れや苦しみ 
や悲しみが称賛されるものである場合に、彼がそれらに、最後まで耐え抜こうとせずに屈服してしまうならば、 
そのときも彼は屈服することによって魂を尊敬してはいないのである。すべてそのような行為によって、彼は魂 
D を尊敬に値しないものにしてしまうのだから。またもしひとがなんとしてでも生きることが善いことだと考える 
ならば、そのときにも彼は、魂を尊敬しているのではなく、辱しめているのである。というのは、ハデス(冥界) 
に』けるものはすべて悪である、と魂が考えるときに、彼はその考えに屈服してしまい、そしてよく分らないな 
がら、ひょっとしたらその反対に、あの世の神々の世界は、われわれにとってすベての善きもののなかで最大の 
ものであるかもしれない と、 教えたり反駿したりして、異を唱えることをしないのだから。 

さらにまた、ひとが姿かたちの美しさを徳よりも尊敬するならば、これもまた魂に対する、まことの全面的な 
軽蔑にほかならない。この議論は、身体の方が魂よりも尊敬されるべきだなどと、間違ったことを言っているの 
E 1 こから。土から生まれたものは何もの も、オリュ ンボスの神々の世界のものよりも尊敬されるべきではない。魂 


1 726 A 3 T : £T p - esc - s は削る(イングランドにょる)。 2 ダイモ—ンや半神たち。 IV . 717 B 参照 0 
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碑 について、 これとは違った考え方をする者は、自分が軽視するこの持ちものが、どんなに驚くべきものであるか 
728 を知らないのだ。またもしひとが不正な方法で富を手にいれたがり、あるいは、 そうして 手にいれて やまし さを 

感じないならば、そのときにも、このような贈物によって自分の魂を尊敬していることにはならない、- いや 

それどころではない —— 、魂の価値と美とを、彼はわずかの黄金で売りわたすのだから。しかもじっさいは、地 
上 および地下のすべての黄金をもってしても、徳に等しい価値は持ちえないのだ。 

要約して言えば、立法者が一つ一つ取りあげて、これは醜く悪いもの、また反対に、これは善く立派なものと 
定めたものに対し、前者からはあらゆる手段をつくして遠ざかり、後者をば、あらゆる力を傾けて実行しようと 
B 欲しない者は、知らないのだ、人間は誰でもそのような態度を取ることによって、最も神的なものである魂を、 
最も恥ずべき、最も無様な仕かたで扱っているということを。というのは、悪行に対する最大の裁きと言われて 
いるものを、ほとんど誰ひとりとして考えてみようとしないからだ。ところで、この最大の裁きとま、現に悪し 
くある人びとに似ることであり、似るにつれて善き人びとや言論を避けてそれと縁を切り、悪しき人びとを追い 
求め、それと親交を結んで離れないことである。だが、悪しき人びとと交わる者は、そのような人びとが、とう 
C ぜん互いにしたり，言ったりすることを、彼もまた、したりされたりせざるをえない。しかしじつは、このよう 
な目に会うことは裁きではなく —— 正しいこと(ディカイオン)や裁き(ディケー)は立派なことなのだから I 報 
いであり、不正に伴う結果であり、そのような目に会う者も会わない者も、ともに不幸なのだ。一方は その？ を 
癒されないがゆえに、他方は他の多くの人びとの安全のために滅ぼされるが ゆえ ( icl)o だがわれわれのみるところ 
では、尊敬とは、一般的に言って、優れたものに従い、劣ったものをば、それがより善くなることが可能なら f 、 
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できるかぎり善くすることである。 

二 

ところで、悪を避け、すべてのうちで最善なるものを追い、それを捉え、いったん捉えた上は、残りの生涯を 
それとともにあるのに、魂以上に適した素質を持つものは、人間の持ちもののなかに存在しない。したがって、 
魂は第二に尊敬されるべきものとされたのであり、第三に来るのは I 何びともこのことを認めるであろうが 

-とうぜん、身体に対する尊敬である。しかしさらに、これらの尊敬を吟味し、そのうちどれが本物で あり、 

どれが贋物であるかを調べて みる ことが必要であり、それは また 立法老の仕事である。 思うに、彼はこれらの 尊 
敬を次のもの、ないし次のようなものとして示すのではないだろうか。すなわち、尊敬され るべき 身 本とよ、た 

んに美しいものでも、強いものでも、速いものでも、大きいものでも、健康なもので さえもな く、-一間一般 

にはそう思われているであろうが-、そうかといって、ましてこれらと反対のものでもない。これらすベての 

性質を適度に具えた身体こそ、他にぬきんでて最も節度 も あり、健全なものでもある。なぜなら、極端なものは、 
一方は魂を思いあがった向こうみずなものにし、他方は、卑屈な意気地のないものにして しまう からである。 
金銭 や物の所有についても同様であり、これらも同じ尺度で評価されるべきである。一般に、これらのものよ、 

1報いを受ける者は不幸である。報いは正しい意味での裁 る。彼はますますその罪を重ね、ついには也の VX との 安 
きではないから、ひとはそれを受けることによって、その 全を脅かす者として、社会から抹殺されるであろう。 

罪を癒されはしない。他方、報いを受けない者も不幸であ 
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729 ずれも、ありすぎると、国家や個人にとって敵意や内紛を生ぜしめ、また不足すると、奴隸状態を生むからである。 

ひとは残された子供たちが大金持であるようにと、子供たちのために金銭に執着してはならない。それは子供 
たちにとっても、また国家にとっても、善いことではない。若者たちにとって、財産は、取巻き連中をひきよせ 
るほどでもなく、そうかといって必要に事欠くほどでもないのが、すべてのなかで最も調和のとれた、最も善い 
ものなのだ。それはあらゆる場合に、われわれに調和と釣り合いとをもたらし、生活を苦労のないものにしてく 
B れる。子供たちには、多くの黄金をではなく、多くの廉恥心を残すべきである。ところで、われわれは若者たち 
が恥知らずな振舞いをするときに、これをたしなめることによって、この遺産を残そうと考える。しかしそれは、 
『若者はすべての人に対して恥を知る心を持つべきだ』というような、今日、若者たちに向かってなされるお説 
教からは生まれてこない。思慮ある立法者なら、むしろ老人に向かって、若者に対して恥を知れと戒めるであろ 
う。とりわけ、自分が何か恥ずべきことを行なったり口にしたりするのを、誰か若者に見られたり聞かれたりす 
C ることのないように注意させるだろう。老人が恥知らずな振舞いにおよぶところでは、若者たちもすこぶる恥知 
ら.ずであるのはとうぜんなのだ。若者たちの、それは同時に自分たちのでもあるわけだが、とくに優れた教育は、 
説教することではなく、他人に説教してきかせることを、みずから生涯を通じて実践してみせることである。 

そしてもしひとが、すべての親族や、氏神を共にし同じ血をうけたすべての人び とを 尊敬し敬うならば、とう 
ぜんお産の神の加護により、子宝に恵まれることができよう。またもしひとが、友人や仲間たちの自分に対する 
D 尽力を、彼らが考えるよりも大きく重大なことだとみなし、自分の友人に対する親切を、友人や仲間が考えるよ 
りも小さなことだとみなすならば、人生の交わりにおいて、彼らの好意をうけるであろう。また国家や同胞にと 



法律第五巻) 


ってぬきんでて最も優れた人とは、オリュンピアの競技その他、戦時や平和時のどんな試合に勝つ ことよりも、 
遵法の評判で、すなわち、生涯を通じて誰よりも立派に国法に奉仕した という 評判で、勝利を おさめることの方 
E を選ぶ人である。 

さらにまた、外国人に対しては、彼らとの契約を とくに 神聖なものとみなさなければならない 。すべて 外国人 
に対する罪は、同国人同士のそれに比べて、復讐の神にいっそう深いかかわりを持つと言えよう。なぜなら、外 
国人は仲間も身寄りもいないのだから、人間からも神々から も、 いっそう同情されてしかるべきなのだ。したが 
って、 より多く 復饕する力のある者は、それだけいっそう熱心に援助を与えるが、 とくに その力を具えているの 
730は、『外国人を保護する ゼゥス』に 仕えて、それぞれの場合に外国人を守る ダィモーンや 神である。ゆえに、 いさ 
さかなりと将来を慮る明を具えた者は、その生涯の終りまで、外国人に対する罪を何ひとつ犯すことのな いよ 
うに、大いに注意しなければならない。 

さらにまた、外国人に対してであれ、同胞に対してであれ、歎願者に対する罪は、誰に とっても 最大の 罪と な 
る。なぜなら、歎願のさいに歎願者が、約束を とりつける にあたっての証人として立てた神が、苦しむ者の 特別 
の保護者となるから、苦しむ者が、その受けた苦しみの復讐をして もらえないことはありえないであろうから」 

三 

B さて以上で、両親や自分自身や自分の財産との関係、 また 国家や友人や親族との関係、さらに外国人や同国人 
との関係はだいたいみてきました。しかし、自分がどのような人であれば、人生を最も立派に送る ことができる 
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かを、それにつづいて、取りあげなければなりません。法律をではなく、これから制定される法律に対して、各 
人をより従順で好意的な者につくりあげる教化力を持った称賛と非難、それらをわたしたちはつぎに語らなけれ 
ばならないのです。 

「さて、真実は、神々にとってすベての善きものの先頭にあるが、人間にとってもすべてに先行する。恵まれ 
て幸福になりたいと願う者は、できるだけ長く真実な者として生きるために、そもそもの初めから真実とともに 
あるがよい。そのような人間は信頼に足るからだ。しかし故意に噓をつくことを好む者は、信頼することができ 
ないし、心ならずも噓を好む者は愚かである。このどちらも羡ましいものではない。誰であれ、信頼できない者 
や、 無知な者は、友人がないし、時が経つにつれてその正体がわかるから、人生の最後の苦しい老年期に、まっ 
たくの孤独を自らに招くことにな り、 その結果、仲間 や 子供たちが生きていようがいまいが、ほとんど同じよう 
に、彼にとって人生はひとりぼっちのものになってしまう。 

何ら 不正を行なわない人間も尊敬に値するが、不正を行なう者に不正行為を許さない者は、前者よりも倍以上 
に尊敬に値する。前者は一人分の価値しかないが、後者は他人の不正を当局者に知らせるので、他の何人分かの 
価値があるからである。しかしさらに、当局者の行なう処罰にできるかぎり協力を惜しまない者は、偉大な申し 
分のない市民であり、徳の栄冠は彼にありと宣言されねばならぬ。同じ称賛が、節度や思慮についても、またそ 
の他の、ひとが持つ善きもののうち、ただ自分がそれを持つだけでなく、他人にも分かち与えることができるか 
ぎりのものについても、語られなければならない。そしてこの分かち与える者は、最高の人として尊敬されるべ 
きであり、また分かち与えることはできなくても、そうしようと欲する者には、第二の地位を許すべきである。 
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だが物惜しみをして、すすんで何か善きものを、友情から誰かと分かち合うことをしない者は、その人自身は非 
難されるべきだが、そうかとい- P て、その持っているものまで、持主のゆえに価値なしとすべきではなく、それ 
をできるかぎり手にいれなければならない。そしてわれわれのところでは、誰もが嫉み合うことなく、徳を目差 
して競い合わねばならぬ。このような人は、自らは競争に励むが、中傷によって他をおとしいれることがないか 
ら、国家を強大ならしめる。しかし嫉み深い人間は、他人を中傷することが優位に立つ道だと考えて、自分が真 
の徳を目差して努力するよりも、競争相手を不当な非難にさらすことによって挫けさせる。こうして彼は、国家 
全体の、徳を目差しての競争の訓練をできなくさせ、国家の評判を、自分にかかわりのある分だけ、おとしてし 
まうのである。 

またひとは誰でも怒ることを知らなければならない.〇それ■とともに、できるかぎり穏和でなければならない。 

なぜなら、他人の、危険で矯正することの困難な、あるいはまったく矯正不可能な不正行為に対しては、それと 

戦い、防戦して、勝利を収め、断乎として懲らしめる以外に逃れる道はないが、このことは、いかなる魂も高貴 

な怒りなくしてはなしえない。他方、不正を行なうが、矯正可能な不正をなす人びとの場合には、不正な者はす 

ベて、自らすすんで不正をなすのではないことを、まず知るべきである。なぜなら、最大の悪のどれひとつも、 

何ぴとも自らすすんで獲得することはけっしてないであろう。まして、自分の所有するもののうちで最も貴重な 

( 1 ) 

4ののなかにおいて、そうすることはない。そして魂こそ、前にも述べたように、万人にとって、まことに®も 


1 726 A 参照。 
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如貴重なものなのである。したがって、何びともこの最も貴重なもののなかに、最大の悪を自らすすんで取りいれ 
て、生涯それをかかえて生きることはありえない。いやむしろ、一般に不正な人や悪を持つ人は、憐れむべきだ 
D が、とくに癒しうる悪を持つ人はこれを憐れみ、このような人に対しては、女のように堪え性なくいつまでもい 
きりたつのではなく、怒りを抑え和げてよい。しかし徹底的にどうしようもなく道を踏みはずした悪人に対して 
は、怒りをあらわにすべきである。だからこそ、善き人はそのときどきで、あるいは怒り、あるいは穏やかであ 
るべきだと、われわれは主張するのである。 

四 

すべての悪のうち最大のものは、多くの人びとの魂に生まれつき具わっており、ひとは誰でも自分にそれを許 
E し、それから逃れる手段を講じない。これは、『およそ人間というものはもともと自分が可愛いのであり、また 
とうぜんそうあって然るべきなのだ』という言い方に含まれているところのものである。しかしほんとうは、こ 
のあまりにも自分を愛しすぎることが、各人にとってそれぞれの場合に、すべての過ちの原因なのである。なぜ 
なら、愛する者は愛の対象について盲目であり、自分のものを真なるものよりもつねに尊敬すべきだと考えて、 

732 その結果、正しいもの、善きもの、美しいものについての判断を誤るからである。というのは、偉大な人物たら 
んとする者は、自分自身や自分に属するものをではなく、正しいことをこそ愛すべきなのだから、たとえそれら 
が自分によってなされたことであっても、あるいはむしろ他人によってなされたことであったとしても。そして 
この同じ過ちから、自分の無知を知だとする、万人に共通の思いが生じたのだ。その結果、われわれはほとんど 
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B 何も知らないのに、何でも知っていると思いこみ、自分の知らないことを他人にしてもらわずに、自分でやって 
は過ちにおちこまざるをえないのだ。ゆえにひとは誰でも、あまりにも自分を愛することを避けて、自分よりも 
優れた人をつねに追い求めるべきであり、そういうふうにすることを、恥ずかしいと思う気持を先立ててはなら 
なぃ」 

なお、しばしば話題にのぼることで、これよりも些細なことですが、有用性においてそれに劣らない事柄があ 
ります。それを思い出しながら、ここで述べておかなければなりません。というのは、潮が引けばかならず反対 
に潮が満ちてこなければなりませんが、思い出すということは叡知が引いていって、また満ちてくるようなもの 
ですから。そこで、わたしは言うのですが…… 

C 「度はずれの笑いや涙は抑えるとともに、みんながそうするように互いに戒めあわなければならよ、し、そ tL 
だけでなく、すべて過度の喜びや過度の苦しみはひたすら隠して、見苦しくないように努めなければなら i 、、 
各人のダィモーンが順境に安住していようと、あるいは運命の変転によって、われわれのダィモーンがあたかも 
高く険しい山のような困難に遭遇することがあろうとも。そしてまた神が、その贈りたもう善きものによって、 
われわれに襲いかかる労苦の重荷を軽くし、現にある苦労をより善い方へと変化させてくださることを、他方、 

D 善いものについては、これとは反対に幸運の助けによって、それがますます増大することをつねに希望しなけ ^ L 
ばならない。まこと各人は、このような希望を抱き、すべてこのようなことを心に描いて生きるべきであり、け 
っして怠ることなく、遊びのときにも仕事のときにも、他人にも自分にも、つねにこのことを明瞭に思い起こし 
ていなければならない」 
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さて以上で、生の営みについて、どのような営みをなすべきか、また各個人について、どのような人であるべ 
きかは、神さまと関係のある部分については、ほとんど譜り終えました。しかし、人間的な側面についてはまだ 
語っていませんが、それを語らなければなりません。わたしたちの話している相手は人間であって、神々ではな 
いのですから。 

「さて、快楽、苦痛、欲望は、もともととくに人間的なものであって、死すべき生きものはすべて、最も重大 
なかかわりあいをもって、それらにまるで文字どおり吊りさげられ縛りつけられざるをえない。だからこそ、最 
も立派な生活を称賛する必要があるのだ。というのは、たんにそのような生活が、よい評判をもたらすという外 
形において勝っているからだけではない。もしひとがその生活を味わうことを欲し、若い時代にそれから逃げ出 
すことをしないならば、すべての人が求めること、すなわち一生を通じて、楽しむことの方が多く苦しむことの 
方が少ないという点においてもまた、それは勝っているからである。もしひとがそのような生活を『正しく』味 
わうなら、その優位はたちどころに、しかも充分に明らかになるであろう。しかし、この『正しさ』とは何であ 
ろうか。それをこれから、われわれの言論に教えられながら考察しなければならない。つまり、より快適な生き 
方をより苦しい生き方と比較することによって、ある生き方がわれわれの本性にかなうか、また別の生き方が本 
性に背くかを、次のようにして考察すべきなのである0快楽はわれわれの望むところであるが、苦痛は、これを 
選びもしなければ望みもしない。また、どちらでもない状態は、快楽の代りに望むことはないが、苦痛と取りか 
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えてなら望みもする。さらに、大きな快楽を伴う小さな苦痛はこれを望むが、大きな苦痛を伴う小さな快楽はこ 
れを望まない。だが、快楽と苦痛の双方が等しい状態は、これを望むとはっきり言うことはできないであろう。 

これらすベての快楽と苦痛とは、その多さ、大きさ、強さ、等しさによって、あるいは、欲望との関係におい 
てそれらすべてと正反対のもの〔すなわち、少なさ、小ささ、弱さ〕によって、それぞれの場合の選択に影響を与 
えたり、与えなかったりする。これらは、必然的にこういうふうに秩序づけられているから、多くの大きな強い 
快楽と苦痛とを持つ生は、快楽の要素が勝っているならわれわれはそれを望むが、反対の方が勝っているなら望 
まない。また両方ともに少なく小さく弱い生も、苦痛の要素が勝っているなら、これを望まないが、反対の方が 
勝っているなら望む。さらに両方を等しく持つ生では、先に述べたよう (( C 1 考えなければならない。すなわち、両 
方を等しく持つ生は、われわれに好ましいという点で苦痛の生に勝っているかぎ(以、それを望み、厭わしいもの 
を快楽の生より多く持っているかぎり、それを望まない。こうして、すべてわれわれの生活は、もともとこれら 
の快楽と苦痛に縛りつけられているものと考えなければならないのであり、そしてわれわれがほんらいいかなる 
生活を望むものであるかを考えなければならないのだ。もし以上とは違ったものを望む、とわれわれが主張する 
ならば、それは現実の生活に対する無知と無経験が言わせるのである。 


1 733 B 参照。 

2 733C8 0TT£ppaAA6VTSV は、 0 TTEPTPQ'AAOVTOC と 読む ヘリッターによる ) 0 
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六 

いったい、どのような、またどれだけの種類の生活があるのだろうか。それらについての選択にあたって、ひ 
とは望ましいものと望ましくないものとを考察し、それをおのれを律する淀として、好ましく快適であるととも 
に、最も善く、最も立派なものを選んで、人間としてできるかぎり、最も幸福に生きなければならないのだ。わ 
れわれに言わせれば、節度ある生活はその一つであり、思慮ある生活もその一つであり、勇気ある生活もその一 
つであり、健康な生活もその一つに数えられるであろう。これら四つに対し、他の四つ、無思慮な生活、臆病な 
生活、放縦な生活、病気の生活が対立する。 

さて識者によれば、節度ある生活はあらゆる点で穏和であり、その与える苦痛も穏やかなら、快楽も穏やかで 
あり、欲望もほどほどで、愛欲も狂熱的ではないが、他方、放縦な生活はあらゆる点で荒々しく、その与える苦 
痛も激しければ快楽も激しく、欲望も強烈で荒れ狂い、愛欲も能うかぎり狂熱的である。また節度ある生活では、 
快楽が苦痛に勝り、放縦な生活では、大きさ、多さ、頻度ともに苦痛が快楽に勝る。ここから必然的に結果する 
ところは、前者はわれわれにとって本性上より快適な生活であり、後者はより苦しいものだということである。 
そして快適に生きることを望む者は、もはや自分からすすんで放縦に生きることはありえない。いや、すべて放 
縦な人は、かならず心ならずも放縦なのだということは、もしいま述べられたことが正しいとすれば、もはや明 
らかである。大多数の人間が節度を欠いて生きるのは、いずれも無知か自制心の欠如か、あるいはその両方に起 
因するのである。 
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同じことが病気の生活と健康な生活についても考えられなければならない。どちらも快楽と苦痛とを持つが、 
健康な生活では快楽が苦痛に勝り、病気の生活では苦痛が快楽に勝る。そして生活の選択にあたってわれわれの 
意図するところは、苦痛が凌駕するようにということではない。苦痛が凌駕される生活、それをこそわれわれは 
より快適だと判定したのである。そこで、節度ある生活は放縦なものより、思慮ある生活は無思慮なものより、 
勇気ある生活は臆病なものより、快苦の感情をともにより少なく、より小さく、より稀に持っていると言えよう。 
しかし前者はそれぞれ快楽の割合において後者に勝り、後者は苦痛の割合において前者に勝るから、勇敢な生活 
は臆病なものに、思慮ある生活は無思慮なものに打ち勝つ。ゆえに、一方の生活は他方の生活より、すなわち節 
度ある、勇気ある、思慮ある、健康な生活は、臆病な、無思慮な、放縦な、病的な生活よりいっそう快適である。 

要約するに、身体において、あるいは魂において、徳と結びついた生活は、悪徳と結びついた生活よりもいっ 
そう快適であるばかりでなく、他の諸点、すなわち、美しさ、正しさ、徳性、名声においても、はるかに勝って 
いる。その結果、それを持つ人に対し、反対の生活を送る人よりも、あらゆる点でより幸福な生活を保証する」 

七 

さて法律の「序文」としてこれまで語られてきたことは、これで終りとしましょう。序文のつぎにはとうぜん 
法律？モス)が来なければなりません。いや、より正確には、国家の法律の下図を描かなければならない、と言っ 


1 IV . 722 D 注1参照。 
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た方がむしろいいでしょう。織布やその他何にせよ、編んでつくられたものの場合、横糸と縦糸とは同じ種類の 
糸からつくることはできません。縦糸の材料はより優れた性質を持っていなければならないのです、——それは 
強くて、その性質に何かしっかりしたところがありますが、横糸の方はもっと柔かで、適当な順応性を持ってい 
ます1。ですから、何かこれに似た仕かたで、国家において役職につくべき人びとと、教育による試煉をわず 
かしかうけていない人びととは、それぞれの場合に、適当に区別されなければなりません。じっさい、国制には二 
つの要素があります。一つは個人を役職に任命することであり、他はそれぞれの役人に法律を付与することです。 

しかしこれらすベてに先立って、次のことを考察しておかなければなりません。羊飼、牛飼、馬その他それに 
類するものの飼育者は、家畜の群れをひきうけるときにいつでも、まずそれぞれの群れに適した浄めを行なって 
からでなければ、けっしてその世話に着手しないでしょう。つまり彼は、健康なものとそうでないものとを、生ま 
れのよいものとよくないものとを選り分け、後者を別の群れへ追いやり、前者だけを飼育するでしょう。これは 
彼が次のことを、すなわち、もし現在いるものをすっかり浄めておかないと、生まれと悪い育ちとによって駄目 
にされてしまった身体と魂とを相手にして、無駄で果てしない苦労を重ねることになるだろうということ、さら 
にそれらが、それぞれの家畜の群れのなかで、健康で汚れない性質と身体とを持ったものまでも、駄目にしてし 
まうだろうということを考えるからです。ところで、他の動物のことはさして重要ではなく、ただ一例として引 
き合いに出されるくらいの価値しかありませんが、人間のことになると、この浄めやその他すベての扱い方につ 
いて、それぞれの場合にふさわしい方法を見出し、明らかにすることが、立法者にとって最大の関心事なのです。 

たとえば、国家の浄めについてですが、それはこんなふうにするのがいいでしょう。浄めの方法はたくさんあ 
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りますが、あるものは穏やかであり、あるものは厳しいのです。同一人が僭主であるとともに立法者で も ある場 
合には、厳しくて最善の浄めを行なうことができるでしょうが、立法者が僭主の権力を持たないで、新しい国制 
と法律を制定する場合には、浄めのなかで最も穏やかなものでも行なうことができれば、それだけでけっこう崗 
足するでしょう。最善の方法は最良の薬と同様に苦いものです。それは罰を伴う裁判によって懲らしめるやり方 
であり、最高の罰としては死や追放を科すのです。というのは、最大の罪を犯した者で矯正不可能な者は、国家 
にとって最大の害悪として、排除してしまうのが普通だからです。ところで、わたしたちの浄めのうち、より I 
やかな方はどうかと言いますと、食糧不足のために、自分たち持たざる者は、いつでも指導者のあとについて、 
持てる者の持物を襲撃する用意があるぞと示威する輩、そのような輩を国家に巣くう病根として、体裁よ く/ E 介 
払いをするために、植民という名前を与えて、できるだけ丁重に彼らを国外に送り出すのです。 

さてすベての立法者は、何らかの方法でこういう浄めを最初にやらなければなりません。しかし、この点につ 
いて、わたしたちの現状は以上のものほど難しくはありません。なぜなら、現状に対しては、植民に訴えるとか、 
何か他の浄めの方法を選ぶとか、工夫をこらす必要がないからです。現状はちょうど、泉や渓流など数多くの源 
B から、水が一つの貯水池へ流入する場合に、あるものは取りいれ、あるものは別に道をつくって脇に流し、流れ 
込む水ができるだけ清浄であるようにと、注意して監視しなければならないようなものです。たしかに苦労と危 
険とは、すべて国家の建設にはつきもののように思われます。しかしいまの場合は、建設が実際に行なわれるの 
ではなくて、言論の上でのことですから、わたしたちにとって、市民の募集は完了し、その浄めも希望どおりに 
0行なわれたものとしましょう。なぜなら、この囯の市民になるために集まってこようとする人たちのうち、悪、_ 
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人びとは、わたしたちはあらゆる説得の手段と充分な時間とをかけて、徹底的に吟味して、入ってくるのを防ぐ 
でしょうし、善い人びとは、できるかぎりの好意と親切とをもって迎えいれることにするでしょうから。 

八 

先にわたしたちは、ヘラクレスの子孫たちの植民が、土地と、負債の帳消しと、財産の分配とについて、恐ろ 

( 1 ) 

しくて危険な争いを免れたという点で、幸運だったと言いましたが、わたしたちもそれと同じ幸運に恵まれてい 

ることを忘れてはなりません。古くからある国家は、この問題を立法化せざるをえなくなると、それを昔のまま 

にしておくこともできないし、そうかといって、何らかの仕かたで変革することもできず、残るところは、いわ 

ば祈りを捧げることぐらいで、それ以外には、漸進的改革を行なう人びとの手によって、長い時間をかけて、わ 

ずかずつの注意深い変化を行なうことだけです。その方法というのは、こうなのです。つまり、改革者のなかに 

は、自ら莫大な土地を持ち、数多くの債務者をかかえながら、正義感から、これらの困窮している債務者たちに 

対し、負債の帳消しとか土地の再分配とかによって、自分の持っているものを彼らと分かち合おうと欲する人び 

とが、必ずあるものです。このような人びとは、何らかの仕かたで中庸を堅持し、貧乏は財産を減少することに 

ではなく、欲望を増大することにあると考えているのです。この考えが国家の安全の最大の基礎となり、それを 

確固とした土台として、その上に今後、上述の条件にかなったどんな国家構造をも建てることができます。しか 

( 2 ) 

し、もしこの土台が健全でないならば、どんな国家にとっても、その後の政治活動は容易ではありますまい。 
この困難から、先にも言ったように、わたしたちは免れているのです。しかし、もしかりに免れていなかった 
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として、どのようにしたらそれから免れうるかを明らかにしておくことは、より正しいことでしょう。そこで、 
ここで言わせてもらいたいのです、正義感に支えられて貪欲から免れること、このような手段以外に広狭いずれ 
にせよ、逃れる道はないと。そしてこのことを、いまわたしたちの国家のいわば支柱としなければなりません。 
というのは、財産が相互の争いの種とならないような制度を何としてでもつくるべきであって、それに先立って、 
古くから互いに反目し合っている人びとのために、他の施策をおしすすめることは、少しでもものの道浬をわき 
まえた人なら、自分からすすんではけっしてしないでしょう。しかしいまのわたしたちのように、まだ住民相互 
に何の敵意も存在しない、新しい国家を建設すべく神から与えられた人びとが、土地と家の分配によって、自分 
から敵意を招くとしたら、それこそまったくの邪悪さと結びついた、およそ人間らしからぬ蒙昧でしょう。 

では、正しい分配の方法とはどういうものでしょうか。第一に市民の総数がどれだけ必要かがきめられなけれ 
ばなりません。そのつぎに、市民の区分について、彼らをいくつの、そしてどれだけの大きさの部分に分けるベ 
きかについて、合意に達しなければならないのです。そしてこれらの部分のあいだで、土地と家とが、できるだ 
け等しく分けられるべきです。ところで、充分な人口数は、土地および近隣諸国との関係を考慮しないでは、正 

(3) 

D しくきめることはできないでしょう。土地は一定数の節度ある人びとを養うに足るものでなければなりませんが、 
それ以上は必要としません。人口は近隣諸国の侵略に対しておのれを守ることができ、また自分たちの隣国が侵 


1 日. 684 D 〜 E 参照。 3 737 D 1 Trcscrov / S は 7 TOG - O 0 S と読む(ィングランドにょる〇 
2 736 E 7 TJ)slieTapQ' sss は削る(イングランドによる)。 
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略されたときに、まったく手が出せないのではなく、援助することができるほどの数でなければなりません。こ 
れらの点は、土地と隣国とを見た上で、理論と実際の両面できめるとしましょう。さしあたっては、法律の輪郭 
と下図とを完成するために、話を立法の問題に向けるとしましょう。 

ところで、便利な数として、五〇四〇という数を取り、これだけの数の土地保有者があり、分配地を防衛する 
ものとしましょう。そして土地と家も同じようにしてこれと同じ数に分けられ、一人に一つの分配地があたるよ 
うにしなければなりません。まず、この数全体を二分し、ついで、同じ数を三分してみてください。じっさい、 
その数は、四によっても、五によってもというふうに、つぎつぎに一〇に至るまでの数によって分けられる性質 
を持っているのです。すべて立法にたずさわる者は、数に関して、少なくともその程度は、つまり、どの数が、 
そしてどんな種類の数がすべての国家にとって最も有用であるかということぐらいは、知っていなければなりま 
せん。そこでわたしたちは、最も多くの、しかも最も近接した因数を持つ数を選びましょう。たしかに、数系列 
の全体というものを考えれば、それはあらゆる目的のための、あらゆる分割を含んでいるでしょう。しかしわた 
したちの五〇四〇という数は、戦争のためであれ、平時のあらゆる契約や取引のためであれ、徴税や分配金に関 

, T ) 

してであれ、五九の因数にしか分解できませんが、これらの因数は一から 一0までのすベての数を含んでいるの 
です。 

九 

さて、これらの数に関する事柄は、法律によってその研究を命じられた人びとが、時間をかけてしっかりと把 
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握しなければなりません。じっさい、それはわたしが述べたとおりなのですが、それがとくに国の建設者によっ 
て語られなければならないのは、次の理由によるものです。新しい国を最初からつくるにせよ、滅びてしまった 
古い国を再建するにせよ、神々と神殿とについて、つまり、それぞれの神のためにどんな神殿を国内に建立すベ 
C きか、またどんな神やダイモーンにそれを捧げるべきかについて、心ある人ならば誰も、デルポイやド';1;2 ^やア 

(3) 

ンモンの神託が、あるいは古い言い伝えが、何らかの仕かたで I たとえば、神々がお姿をあらわされたとか、 

神々のお告げがあったとかいって-人びとに信じこませたものを、変えようと試みたりはしないでしょう。こ 

れらの信仰がもとに なって、 犠牲とそれに伴う祭儀とが定められたので あり、 それらはその土地の土着の ものも 

(4) 

あれば、テュレニア、キュプロス、その他から渡来したものもあります。そしてこれらの言い伝えに よって、 神 
託や神像や祭壇や神殿が神聖なものとされ、それらのおのおのに聖域が与えられたのです。 

D これらすべてを、立法者たる者はいささかも変えてはなりません。それぞれの地域に、神、ダイモーンもしく 
は半神を割り当てるべきであり、土地の分配にあたっては、まず最初に、これらの神々に選り抜きの土地とそれ 
に付随するいっさいとが割り当てられなければなりません。その目的は、それぞれの地域がきめられた時期こ行 
なう集りが、あらゆる必要をみたす機会を提供し、また犠牲の祭りを通して、人びとが互いに挨拶をかわし、親 
E しくなり、知り合うことにあります。国家にとって、市民が相互に知り合う以上に大きな善はありません。なぜ 

1補注 A (七八五べージ)を参照。 3エジプトの神、リュビアの砂漠中にその有名な託宣所が 
2 デルボイはアポロンの、ドドネはゼゥスの託宣所。『パ あった。『アルキビアデス n 』14 SE 注3参照。 

イドロス』244 W 注1参照。 4 ローマ人がエトルリアと呼んだイタリア中央部の地域。 
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なら、互いの性格が白日のもとになく闇にとざされているところでは、何びともふさわしい栄誉や役職を与えら 
れたり、正当な裁きをうけたりすることはできないでしょうから。したがって、すべての国において、どんな人 
でも、何にもまして、自分が誰の目にも不正直者と映ずることなく、つねに率直誠実であると思われるように、 
また不正直な他人によって欺かれることのないように、努めなければなりません。 

I ( 1 ) 

さて、法律の制定にあたって、わたしがつぎにとる手は、将棋で神聖線から駒を動かすように、普通行なわれ 
ない手ですから、初めて聞く人をおそらく驚かすでしょう。しかしながら、熟慮と経験とをつめば、国家の建設 
というものは最善というわけにはゆかず、次善にならざるをえないということが分るでしょう。おそらくひとは、 
独裁権を持たない立法者というものに慣れていないために、そのような次善の国家をうけいれないかもしれませ 
ん。しかし最も正しいやり方は、最善の国制、第二のもの、第三のものを語り、その上で建国の各責任者に選択 
を委ねることです。そこでわたしたちも、いまこの言葉に従って、その優秀性において第一、第二、第三の国制 
を述べることにしましょう。そして選択はこの場では、クレィニアスに任せることにしましょう。あるいは他の 
誰でもかまいませんから、こうした選択をひきうけて、自分の祖国の制度で自分に好ましいものを、自分流のや 
り方で取りいれたいと願うものがあれば、その人に任せましょう。 

I 〇 

そこで、あの昔からの諺が国中で最もよく行なわれているところが、最善の国家であり、最善の国制、最善の 
法律なのです。その諺とは「まこと友人のものは共同のもの」というあれです。もしこのことが——つまり、妻 
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たちが共同のものであり、子供たちが共同のものであり、全財産が共同のものであるということが——^現にどこ 
かで実現されているか、あるいは将来実現されるとするならば、そしていわゆる個人のものが、生活のあらゆる 
面から、あらゆる手段をつくして、すっかり拭い去られ、ほんらい個人のものとされるものでさえ、何とかして 
共同のものになるように、たとえば、目や耳や手が共同のものとして、見たり聞いたり働いたりするとみえるよ 
うな、さらにすベての人が、同じものに喜びや悲しみを感じ、称賛にも非難にもできるかぎり一致するような、 
あらんかぎりの工夫がこらされるならば、つまり、何らかの法律が国家を可能なかぎり一つのものにつくりあげ 
るならば、このことが法律の持つ卓越性の規準であって、何びともこれより正しく、これより優れた他の規準を 
定めることはできないでしょう。 

もしこのような国があるならば、そこに住まわれるのがいく柱かの神々にせよ、神々の子たちにせよ、その 
方々はこのような生き方をして楽しく日を送られることでしょう。ですから、国制の手本を他に探す必要はなく、 
ただこれにすがり、できるだけこれに近いものを、全力を傾けて求めればよいのです。そしていまわたしたちが 
試みてきたものは、もしそれが実現すれば、不死なるものに最も近く、一つの次善の意味での国制になるでしょ 
う。第三の国制は、もし神の思し召しがあれば、そのつぎに述べるとしましょう。しかしいまは、この第二の国 
制が何であり、またどのようにしてそれが生成するかを述 y ることにしましょう。 


1将棋で盤の中央の線を神聖線と呼び、どぅしても止むを といぅ。 
えない とき 以外は、この線から駒を動かすことはなかった 
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さてまず、土地と家とは分配することにし、共同耕作はさせないことにしましょう。そのようなことは、彼ら 

749の生まれ、育ち、教育の現状からみて、過大の要求ですから。しかし分配は次のような考えにもとづいてなされ 

なければなりません。すなわち、そのような割当をうけた者は、それを国全体の共有物とみなさなければならな 

いのです。そして国土は祖国なのですから、子供が母親に対する以上に、彼はその世話をしなければならず、そ 

のうえ国土は神であって、死すべきものたちの主人なのですから、なおのことそうしなければなりません。また、 

その土地の神々やダィモーンについても同じ考えを持つべきです。 

そしてこれらのことがいつまでもそうであるために、さらに次のように考えなければなりません。すなわち、 

いまわたしたちが分けた竈の数はつねに同じであって、けっして多くも、少なくもなってはならないということ 

です。そのようなことは、どの国にあっても、次のようにして確保されるでしょう。つまり分配地をうけとった 

者は、つねに自分の子供たちのなかから自分に気にいった一人だけを、その家の相続人として、彼のあとをつい 
— ( 1 ) 

で一族や国家の神々-存命中の者たちも、そのときまでにすでに物故した者たちも-を祭る者として残さな 

ければならないのです。 

( 2 ) 

子供が二人以上ある場合には、他の子供たちについては、女の子はあとで定める法律に従って嫁がせ、男の子 

は市民のうちで子供に恵まれないものに養子にやります。これらはなるべく好意にもとづいてなされるべきであ 

り、.もしそのような好意を持つ相手がいないとか、それぞれの市民に、女の子にせよ、男の子にせよ、子供が多 

すぎるとか、あるいは反対に子供が生まれないで少なすぎるとかいうような場合にはすべて、わたしたちがこれ 

(3) 

から設定する.' , 最高の、最も栄誉ある役職にある者が、余分のものや足りないものをどう処置すべきかを検討し、 
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つねに五〇四〇という家の数が保たれるように、できるかぎりの工夫をこらさなければなりません。 

その工夫はいろいろあります。子供が生まれやすい人びとに対しては産児制限をし、反対の場合には、名誉や 

不名誉をあたえたり、年配の者の若者に対する警告の言葉によって戒めて、熱心に多産を奨励し、これらの工夫 

によって、わたしたちのいうところの目的を達成することができます。そしてそのようにしてもつ、<に、五〇四 

〇という家の数を保つことがどうしても困難になったならば、つまり、夫婦の和合の結果、わたしたちの市民が 

(土 

増えすぎてどうしようもなくなった場合には、これまでにたびたび述べた、あの昔ながらの方策が残っています0 
つまり適当と思われる人びとを、送る方も送られる方も親愛の情をもって、植民として送り出すのです。またも 
し反対に、大波のような病いの洪水や戦争の破壊が襲いかかって、市民が奪われたために、人口がきめられた数 
よりもはるかに少なくなる場合には、できることなら、賤しい教育をうけた者を市民のなかにうけいれるべきで 
はありませんが、「必然には神で さえ 抗いえない」と言われています。 

二 

さて、わたしたちのいまの言論が、次のような忠告の言葉を語りかけると想像してみましょう。 

「おお、衆にすぐれた人びとよ、数に関して、また善美なるものを生みだしうるいっさいのものに関して、 

1存命中の一族の神々とは両親を指す。 4 たとえば、 736 A 参照。 

2 742 C , VI . 772 D 〜 E 参照。 5シモニデスの言葉。『プロタゴラス』345 D 參照。 

3 護法官を指す。護法官については VI .752 Esqq . 参照。 
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gB 然の命ずるところに従って、同質性、相等性、同一性、整合性に対する尊敬をおこたってはならない。とくにい 
まは、まず先に述べた五〇四〇という数を、生涯を通じて守り通し、ついで、諸君が最初に分相応だとして分配 
された財産の高と大きさとを、互いの売買によって損ってはならない、——そのようなことをすれば、神である 
分配の籤も、立法者も、諸君の味方にはならないであろう——、というのは、これに従わない者に対して、いま、 
法律はまず次のように規定するからである。すなわち法律は、土地の割当を希望する者に対して、まず土地がす 
C ベての神々に捧げられた聖なるものであること、ついで、このことを保証するために男女の神官が、一度、二度、 
三度まで犠牲を捧げて祈願を行なうであろうこと、この二つを承知の上で、割当をうけるなり、それを放棄する 
なりせよとあらかじめ警告した上で、自分の割り当てられた家なり土地なりを売買する者は、それにふさわしい 
罰をうけるべきことを規定するのである。そして将来のために、その規定は糸杉の板に記されて、神殿に立てら 
D れなければならない。それに加えて、この規定が実行されるようにと、役人のなかで最も眼の鋭いと思われる者 
にその監視を委ね、それに対する違反が起きるたびに、これを見逃すことなく、法と神とに従わない者を懲らし 
めさせるべきである。 

いま定められたことが、それを遵守する国々にとって、もしそれにふさわしい制度を伴うならば、どんなに大 
きな恩恵をもたらすかは、古い諺を借りるならば、『悪人は誰もこれを理解できない』であろうが、経験をつみ、 
修練によって徳を身につけた者なら、理解することができるであろう。なぜなら、このような制度の下では、た 
E いして金儲けの余地はないし、そこではとうぜん、自由人の性格が恥ずべきものであるいわゆる賤業に背を向け 
るものであるかぎり、何ぴとも自由人にふさわしくないどのような利殖手段によってであれ、金を儲ける必要も 
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なけれ は、 許されてもいないし、また 何ぴ ともそのような 手段で金をかき集める ことな ど、ぜんぜん S ってもみ 
ないからである」 

I 二 

742これらに 加えて、 さらに次のような法律が以上の諸規定に つづきます。 すなわち 、何び とも 個人的には 金銀を 
いっさい所有することを許されませんが、日常の交換のための貨幣は別です。このような交換は職人にとっては 
ほとんどなくてはならないものですし、 また 奴隸や外国人などの賃金労働者にそのような現金に よる 賃金を 支払 
う必要のあるすベての人びとにとってもそうです。ですから、国内では通用するが、外国では通用しない貨幣を 
持つべきだとわたしたちは主張します。全ギリシア共通の貨幣は、遠征や国外旅行、たとえば、外交 使節とか、 

B そのほか国に必要な使節として誰かを派遣する必要が生じた ときな ど、そういうときのために、国家はつねに ギ 
リシア共通の貨幣を保有していなければなりません。しかし、個人が外国に旅行する必要が生じた場合には、殳 
人の許可を得て出かけるべきですし、その場合外国の貨幣を余してどこかから持ち帰ったならば、それを国家に 
預けて、その金額に見合う国内の貨幣をうけとらねばなりません。もし誰かが外国の貨幣を私蔵していて見つか 
ったならば、国庫に没収されるし、それを知っていて通報しなかった者 も、 持ち込んだ者とともに、呪いと非難 
C とにさらされ、その上、持ちかえった外貨より少なくない額の罰金を科せられる べきです。 

ところで、嫁を貰ったり、嫁にやったりする場合に、どれほどな りと 持参金を持たせてやる こと も、 受けと る 
こと も、けっしてしてはなりません。 また 信用のおけない人に金を預ける こと も、 利邕 を とって 金を貸す ことも 
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⑽してはなりません。借りた者は利息も元金もぜんぜん返さないでもよいのですから。 

これらのしきたりが、国家が行なうべき最善のものであることは、次のようにして、それらをたえずその根本 
D 的意図にまで遡って考察する人には、正しく判断されるでしょう。わたしたちの言うところによれば、心ある政 
治家の意図するところは、大衆の主張とは違っているのです。大衆は、よき立法者とは、彼が叡知を傾けて立法 
するその国が、できるだけ大きく、また金鉱や銀鉱に富み、海陸ともにできるだけ多くの人びとを支配して、で 
きるだけ富裕であることを意図すべきだと主張します。彼らはさらに、真の立法者は、その国が最も善く、最も 
E 幸福であることを意図すべきだと付け加えるでしょう。しかし、これらの意図のうちあるものは実現可能ですが、 
あるものは不可能なのです。ですから、国の建設者は、実現可能なものの方はこれを欲するが、不可能なものに 
対しては、空しい望みを抱いたり、実現を試みたりはしないでしょう。じっさい、幸福と善とは必ずといってい 

いくらい 相伴っていますが、 -それこそ 立法者が意図す る ものです-—、非常な金持が同時に善き人で あるこ 

とは 不可能です、 少なくとも大衆が金持だとする人びとの場合はそうな のです。 彼らが金持というのは、莫大な 
額にのぼる財産を所有しているごく少数の人びとのことで、これこそまさに悪しき人が所有するであろうものな 
743のです。そして、もしそうだとすれば、金持は、たとえ善き人でなくても真の意味で幸福になれるとする彼らの 
見解に、わたしは同意することはできません。特別に善き人が特別に金持であることは不可能な のです。 

「どうして？」とた ぶん誰かが反問す るでしょう。 なぜなら—— とわたした ちは答える でしょう ——不正な手 
段と 正当な手段との両方に よる 所得は、正当な手段のみに よる 所得の二倍以上であり、また立派な仕かたにしろ、 
ft ずべき 仕かたにしろ、消費する ことを 欲しない者は、立派な目的のための立派な消費ならしようとする者にく 
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B らベてその消費が半分に過ぎません。したがって、二倍の所得と半分の消費とで暮らしている者にくらべて、 
それと反対の暮し方をしている者が、より金持になることはありえません。この二人のうち一方は善き人である 
が、他方は吝嗇であるかぎり、悪しき人とは言わないまで も、 I ときにはまったくの悪人であることもありま 
すが I 、いま言ったように、善き人ではけっしてありません。じっさい、正当な手段と不正な手段とによって 
所得を得、正当な手段にせよ不正な手段にせよ、消費を節する人は、そのうえ吝嗇で も あれば、金持になります 
がまったくの悪人の方は、概して金使いが荒いから、ひどい貧乏になります。しかし立派な目的のためにのみ 
C 消費し、正当な手段によってのみ金を儲ける人は、非常な金持になることも容易ではありませんが、そうかとい 
って、非常な貧乏になることもないでしょう。したがって、非常な金持は善き人ではない、というわたしたちの 
言葉は正しいことになります。しかし、もし善き人でないならば、また幸福でもありません。 

- 三 

さて、わたしたちの法律がその根底において目差すところは、人びとが最も幸福になり、できるかぎり互いに 
〇仲好くするようにということでした。しかし、互いのあいだに多くの裁判沙汰や多くの不正が—ところでは、 
市民が仲好くすることは不可能です。それが可能なのは、こうした市民相互の裁判沙汰や不正が、できるだけ小 
さく少ないところです。ですから、国内に金銀があってはならないし、手仕事や利貸しや賤しい家畜の飼育によ 
って、多くの金を儲けることも許されない、ただ農業が生みだし、与えるものに満足すべきであり、それ も 金を 
儲けて V るうちに財産のほんらいの目的をつい忘れてしまうことのない程度にとどめるべきだというのが、わ 
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gE たしたちの主張なのです。そしてその目的とは、魂と身体ですが、それらは体育その他の教育をうけることなし 
には、言うに足るほどのものにはなりえないのです。 

( 1 ) 

したがって、財産への配慮はいちばんあとにすべきであると、一度ならず、わたしたちは語ってきたのです。 
というのは、すべての人間が真面目に関心をよせる対象は、全部で三種類ありますが、そのうち財産に対する関 
心は、それが正しいものであっても、最後の、三番目のものであり、身体へのそれが中間のものであり、魂への 
それが第一のものだからです。したがって、いまわたしたちが論じている国制も、もしこのような順序で価値判 
断を行なうならば、法律が正しく制定されていることになります。しかし、もしそこで定められる法律のうちあ 
744るものが、節度よりも健康を、健康や節度よりも富を、国家においてより尊敬されるものとしていることが明ら 
かになるならば、その法律が正しく定められていないことは明白です。ですから、立法者は、たびたび自分にこ 
う問わなければなりません、「わたしは何を狙っているのか。わたしはこの的を射とめるだろうか、それともや 
り損うだろうか」と。こういうふうにすれば、おそらく彼は自分で立法の仕事をなしとげ、後からくる人びとの 
手間を省くことができるでしょうが、これ以外のどんな方法でも成功しないでしょう。 

さて、割当をうけた者は、その分配地を先に述べた条件で保有すべきだとわたしたちは主張します。ところで、 
B もし 各人がほかの点でもすベて等しいものをもって移住してくるのなら、好都合だったでしょう。しかし、それ 
は不可能で、ある者はより多くの、ある者はより少ない財産をもってやってくるでしょうから、いくつかの不等 
な財産階級が設けられなければなりません。これは多くの理由によりますが、とくに、国家が万人に均等な 機会 
を提供するためです。すなわち、役職の任命や税金や分配金の決定にあたって、各人の価値を、たんに祖先や彼 
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E 


D 


C 


自身の徳性あるいは身体の強さや姿かたちだけでなく、裕福であるか貧乏であるかによっても評西するた めで あ 
り、こうして人びとが栄誉や役職を、等しくはないが釣り合いのとれた分配によってできるだけ公平に与えられ、 
争うことがないようにするためです。これらの理由から、財産の大きさによって、 第一、第二、第三、第 四とよ 
ばれる —— あるいは何か別の名前でもかまいませんが I 四つの財産階級がつくられなければなりません。人び 
とは同じ階級にとどまる場合もあれば、貧乏人から金持へ、金持から貧乏人へと、各人が自分にふさわしい階級 
へ移ってゆく場合もあります。 

以上に加えて、わたしはさらにこんな形の法律を、それにつづく ものと して定めたいのです 。とハう の^ 5、 
たしたちの主張によれば、最大の病気、これは内乱とよぶ よりは 分裂とよんだ方が いっそう正しいでしょうが、 
この病気に冒されまいとする国家では、国民のどこかの部分に、極端な貧困や富があってはならないからです。 
この二つが内乱や分裂を生むのですから。したがって、いまや立法者はそれらの双方の限界を示さなければ なり 
ません。 

まず分配地の評価額を貧困の限界とすべきである。そしてこれは不変でなければならず、いかなる役 A も、 S 
に対しても、その財産がこれ以下に下るのを見逃してはならない。また役人以外で も、 有徳の評判を得たいと願 
う者は誰でも、同じようにすべきである。立法者はそれを尺度として、その二倍、三倍、四倍までは寺つ ことを 
許す。しかし，もし誰かがそれ以上を所有するならば、財宝の発見によるにせよ、曆与によるにせよ、金 諸ナこ 


1たとえば、 1 . 631 P 日. 697 B , V . 728 E 〜 729 A 参照。 2 741 A 〜 E 参照0 
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よるにせよ、あるいは何か他の類似の幸運によって限度以上を手にいれたにせよ、それを国や国の守護神に献ず 
るならば、彼は評判を保ち罪を免れるであろう。しかし、もし誰かがこの法律に従わない場合は、誰でも欲する 
者はそれを告発して、限度以上の財産の半分を貰うことができる。そして有罪とされた者は、自分自身の財産の 
なかからそれと同額を別に罰金として支払い、また、先の限度以上の財産の残りの半分は神々のものとなる。す 
ベての市民の、分配地以外の全財産は公に記録され、法律の任命する役人の管理下におかれなければならない。 
これはすべてについての訴訟が、財産に関するかぎり、容易に、かつきわめてはっきりと決定されるためです。 

I 四 

つぎに、まず都市をできるだけ国土の中央に、しかも都市として有利な他の諸条件を具えた場所を選んで、位 
置させなければなりません。これらの諸条件を考察し、述べることは難しいことではありません。ついで一二の 
部分への分割が行なわれるべきですが、まずへスティアとゼゥスとアテナのために一つの神域を定め、これをア 
クロボリスとよび、そのまわりを円形に囲み、それを中心として都市そのものと全国土とを一二の部分に分割し 
なければなりません。これらの一二の部分は、よい土地は小さく、悪い土地は大きくすることによって、平等に 
なる ようにすべきです。それから五〇四〇の分配地を分け、さらにそのおのおのを二分し、中心から遠いものと 
近いものとが一対をなすように、二つの部分を組み合わせます。すなわち、都市に隣接した部分は国境に接した 
部 ttl 、 都市から二番目の部分は国境から二番目の部分と組み合わせ、他もすベてこのようにするのです。そし 
てこの二っの部分への分割にあたっても、土地の優劣についへ - C 3 いま述べたような工夫をこらし、分配地の大小を 
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746 


E 


加減することによってそれらが等しくなるようにすべきです。 

(4) 

さらに、住民もまた一二の部分に分け、分配地以外の財産についても、これらの一二の部分ができるだけ等し 
くなるように考慮し、そのすベてを記録しなければなりません。そしてそのあとで、一二に分けられた分配地を 
一二 柱の神々に割り当て、それぞれの神に 籤で 割り当てられた部分を、その神の名をとって 名 づけて、神に 捧げ、 
これを部族とよびます。また都市の一二の部分も、他の国土を分けたのと同じ仕かたで分けなければなりません。 
こうして市民各自は二つの家を、一つは中心に近いもの、もう一つは周辺に近いものを持つことになるわけです。 
これで入植は完了したとすべきです。 

I 五 

ところで、わたしたちはぜひとも 次の ことを 考慮して おく 必要が あります。それはいま 述べた いっさいが、言 
葉どおりすベて実現するような好機にめぐりあうことはとうていないだろうということです。そのためには、人 
びとがこのような集団生活に嫌悪を感じることなく、一生のあいだきめられたほどほどの財産を持ち、わたした 
ちがめいめいに割り当てた 数の子 供を 生み、金 その他、いま 述べた ところから 立法者が 禁止することが明らかな 
品々 を 手に しないということに耐えること、さらに田舎と都市とについても、 立法者が 語ったように、都市を中 

1竈の神。各家庭において家の守護神として竈に祭られる 2 745 C 7 slif は削る(.ハイ。ハーズによる)。 

とともに、公共生活においても国の守護神としてプリユタ 3 745 D 3 ts の後に TT ^' を插入する(ビユアリによる)。 

ネイオンに祭られた。 4 745 D5 s ep q o s は VETIJS と読む f イングランドによる〇 
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祕央におき、その周囲至る ところに 家々 を 配置する ことを 前提条件 とします が、これは まるで 夢物語か、蠟細工で 
B 国家 や 国民を つくる ようなものです。立法者のこのような計画は、ある意味で間違ってはいませんが、彼は次の 
ように再考してみる必要があります。そこで立法者はわたしたちに向かってもう一度、こんなふうに語りかけま 
す。 

「諸君、以上の議論のなかで、いま言われた批判がある意味で真実であることに、わたしが気づいていなかっ 
たなどとは思わないでいただきたい。そんなことはないのだ。というのは、将来の計画をたてるときには、いつ 
でも次のようにするのが最も正しいとわたしは思う。つまり、計画が目差すべき理想を示す者は、最も立派な、 

C 最も真実な点を何ひとつとして落としてはならず、他方、それらのうちに実現不可能なものがあることを発見し 
た者は、それを脇にのけて実行せずにおき、残されたもののうち、理想に最も近く、なすべきものに最も似た性 
質を持つもの、それを実現すべく工夫をこらさねばならない。しかし、立法者にはその意図を最後まで語らせる 
べきで、それが済んだら、そのとき初めて、彼の立法の提案のうち、どれが役に立ち、どれが困難であるかを、 
彼ともども調べてみるべきである。なぜなら、たとえどんなつまらないものをつくる職人で も、 言うに足るほど 
D のものになろうとするなら、何であれ、首尾一貫したものをつくりあげなければならないから」 

一六 

さて、わたしたちは 一二の部分への分割を きめましたから、 今度は、 まさしく 次の点を考察す るよう 努力しな 

( 1 ) 

ければなりません。すなわち、これらの一二の部分は、さらにそれぞれの内部に多くの分割を許しますが、これ 
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らの下位部分や、さらにそれにつづく部分、そしてさらにそれから生まれる部分とい、っふうにして、五〇四〇に 

(3) 

E 至るまでの、 —— これらの分割によって氏族や区や村、戦闘部隊の編成や指揮、さらに貨幣や固体や液体の単位、 

重さの単位が生じるのです——、これらすベての部分が規格にかなっていて互いに調和す るよう にと、どんな明 

白な仕かたで法律がそれらを規制すべきかを考察しなければならないのです。これらの ことに 加えて、次の こと 

も恐れてはなりません。すなわち、ひとが手にいれる道具はすべて、ひとつとして規格に外れることを許さない 

747と規定するならば、あまりに細かいことを言いすぎるという評判をたてられはしないかと心配してはならないの 

です。そして数の持つ分割可能性や複雑性が、数そのものにおいて示される複雑性にせよ、線や立体における複 

(4) 

雑性にせよ、さらに音声や運動 —— これには上下の直線運動や円運動があります —— における複雑性にせよ、そ 
れが、すべてにとって役に立つということを万人に共通な理性によって認識すべきです。 

はっきりしない。村については、 _. oo 4 oocsqq . に全国で一 
二の村があり、一二の地域の各中心に一つずつ配置される 
と 述べられているにとどまるが、これが各地域の中心たる 
重要村落を指すとすれば、他にも多くの小村落が散在して 
いたと考えられる。しかしそれと区との関係は不明で ある 0 
また氏族については 、VI 7005 Asqq . に 各氏族 ごとに 氏名が 
生誕の年と ともに 記録され、死亡と ともに 消されると ある 
が、氏族と部族その他の区分との関係も明らかでない。 

4 算数、 平面幾何、立体幾何、音楽理論、運動論を さす。 


1 746 D 5 Q0TO0 は a o と読む(シユタルバゥムによる〇 

2 746 D 6 §'1と^のあいだに1^を補って読む(ティラー 
の提案による)。 

3 745 E において、全国民が一二の部族(ピューレ—)に分 
けられたが、ここにあげられている氏族(ブラ—ト リアー)、 
区(デーモス)、村(コーメー)が部族のさらに下位区分なの 
かどぅかは、後者についての記述が不充分であるためによ 
く分らない。 VI . 753 C に市民は自分の名前にその父、部族 
および属する区の名前を記すとされているところからみれ 
ば、 区は部族の下位単位とみられるが、区と村との関係は 
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W 立法者たる者は、これらすべてに眼を向けて、すべての市民に、これらの数の与える秩序からできるかぎり外 
B れることのないように命じるべきです。なぜなら、家政にとっても、国政にとっても、他のどんな技術にとって 
も、一つの教科として、数の学問ほど大きな力を持つものはないからです。その最大の利点は、生まれつき無気 
力で愚鈍な人間を目覚めさせ、理解力に富んだ、物覚えのよい、俊敏な者に仕立てあげ、この神的な術知のおか 
げで、彼が生まれつきの能力を越えた進歩をするということです。ですから、すべてこれらの数学的諸学問は、 
それらを充分に修得して利益を収めようとする人びとの心から、もしひとが卑しさと貪欲とを法律と慣習によ - P 
C て取り除くならば、立派で適切な教科となるでしょう。だが、もしこれらが取り除かれない と、 知らないうちに、 
知恵の代りに紛れもない奸智をつくりあげることになるでしょう。 H ジブト人、フューーキア人その他多くの民族 
が、彼らの他の慣習や富の持つ自由人らしからぬ性格のゆえにそういうふうになっているのを、現にわたしたち 
は見ることができます。こんなことになったのは、彼らの無能な立法者のためか、彼らを襲ったきびしい運命の 
D ためか、あるいは別の何かきびしい自然的条件のためでしょう。 

そしてじっさい、メギロスに クレィ ニアス、わたしたちは忘れてはならないのですが、優れた人間や劣った人 
間を生むという点で土地によって違いがあり、この事実に逆らって法律を制定してはならないのです。土地のう 
ちあるものは、さまざまの風のせいで、または日当りのせいで、〔人を育てるのに〕適さなかったり、適したりし 
ますし、ある土地は水によって、ある土地は大地の生みだす食物そのものによって、そうなのです。 この 食物は、 
E 身体によい影響や悪い影響を与えるだけでなく、魂にもそれに劣らずすべてそのような影響を与えることができ 
ます。だがさらに、これらすベての土地のなかで、最も優れているのは、神的息吹きが漂い、ダィモーンが住み 



法律(第五巻) 


たもう土地なのです。これらのダイモ ー ンはそのと きどき で、そこに入植する人びとを、 優しく 受けいれ f こり、 
あるいは受けいれなかったりするのです。道理をわきまえた立法者なら、このような事丙 こ. ついて、人間が調べ 
ることができるかぎり 充分に調査し、 その上で法律を制定すべく試みるでしょう。ですから、 クレイニアス、あ 
なたもそうなさらなければいけません。ある土地に入植しようとなさるなら、まず、そのようなことに、 ひを 向け 
なければならないのです。 

クレイニアス いや、アテナイからみえられたお方、まことに結構なお話でした。わたしもおっしゃるとおり 
にしなければなりますまい。 
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( 1 ) 

アテナイからの客人 さて、これまでいろいろと述べてきましたが、次の仕事は、おそらくあなたの国のため 
に役職を制定することでしょう。 

クレイ||アス まさしくそうです。 

アテナイからの客人 国制をととのえるのには、次の二つの段階があります。第一は役職の制定および役人の 
任命、つまり、いくつの役職があるべきか、またどんな仕かたで任命がなされるべきかという問題です。それが 
済んだらつぎに、それぞれの役職に法律を付与しなければなりません。つまり今度は、いかなる法律を、またど 
れだけの数の、どんな種類の法律を、それぞれの役職に付与するのが適当かという問題です。しかし、この選定 
を行なう前に、ちょっと休んで、それに関連してお話しするのが適当な、ある事柄を述べることにしましょう。 

クレイニアスとおつしやいますと？ 

アテナイからの客人 こういうことです。つまり、立法の仕事というものは大事なものではありますが、立派 
につくられた国家が、立派に制定された法律の施行を、不適格な役人の手に委ねるならば、立派な法律から何の 
利益も得られず、天下の物笑いになるばかりでなく、おそらく国家にとって最大の損害と不名誉とがそれから生 
じるであろうということは、誰にも明白だということです。 

クレイーーアス そうですとも。 
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アテナイからの客人 ですから、あなた、あなたの現在の国家と国制とについても、この危険が存在するとい 
うことを考えてみましょう。じっさい、あなたにもお分りのように、まず第一に、役人の地位に向かって正しく 
歩む者たちは、彼ら自身もその家族も、子供のときから〔その地位に〕選出されるに至るまで、充分な^味をうけ 
ていなければなりません。つぎにまた、選挙人たるべき人びとも、法を重んじる習慣のなかに育てられ、それぞ 
れにふさわしい候補者を、あるいは嫌悪をもって、あるいは好意をもって、正しく退けるなり受けいれるなりで 
きる ように、 充分に教育されていなければなりません。しかしこの点については、最近一緒になったばかりで、 
互いに知り合ってもいないし、そのうえ教育もない人びとが、どうして役人を間違いなく選ぶことができるでし 
ょうか。 

クレイニアス おそらく、それは不可能でしょうね。 

( 2 ) 

アテナイからの客人 しかし、「乗りかかった船」と言います。そしてそれがまさに、いまのあなたとわたしの 
おかれた状況なのです。というのは、あなたは、お言葉によれば、九人のお仲間と一緒に、いまや国家の建設に 
E 努力することを、クレテの国民に約束されたのですし、わたしはといえば、現にわたしたちが行なっているこの 
752 物語によって、あなたに協力することをお約束したのですから。もちろん話し始めたのですから、この話を頭な 
しで放っておくつもりはありません。そんな恰好でそこら中を歩き廻られたら、みっともないでしょうからね。 


1第六卷 一—三草における二つのテクストの併存説につい 2 文字どおりには、いったん土俵に上がったら言いわけは 
ては、丨補注 B (七八五べージ)参照。 許されないの意。 
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クレイニアス これは、あなた、いいことを言われました。 

アテナイからの客人 いや、言うだけでなく、できるだけそんなふうに、行なうことにしましょう。 

クレイ||アス ええ、ぜひとも、言っているとおりに行なうことにしましょう。 

アテナイからの客人 もし、神さまの思し召しがあり、そしてわたしたちがこれほどの老齢に打ち勝つことが 
できるなら、そういうことになるでしょう。 

クレイ||アス しかしおそらく、神さまもお望みくださるでしょう。 

アテナイからの客人 おそらくね。ところで、神さまのお導きに従って、次のことも取りあげようではありま 
せんか。 

クレイニアス どんなことですか。 

アテナイからの客人 現状において、わたしたちの国の建設が、何と勇敢で危険をかえりみないものであるか、 
ということです。 

クレイニアス 何を考えて、またいったいどこに目を向けて、そういうことを言われるのですか。 

アテナイからの客人 それは、わたしたちが経験のない人びとに対して、彼らがいつかはいま制定されつつあ 
る法律を受けいれてくれるだろうという期待のもとに、いかにも気軽に、恐れ気もなく立法を行なっている、と 
いうことを考えてなのです。しかし、 クレイ ニア ス 、このことだけは、きっと誰にでも、それほど賢くない人び 
とにでも明白でしょう。つまり、何びともこれらの法律を初めからたやすく受けいれはしないでしょうが、もし 
子供のときからそれらの法律を味わい、その下で育てられ、充分にそれに慣れ親しんできた人びとが、国家のす 
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ベての役人の選出にあずかるようになるまで、それだけの期間、わたしたちが何とかもちこたえることができれ 
ば、期待が持てるだろうということです。じっさい、いま述べていることが実現したならば——そのことを正し 
く実現する何らかの方法なり工夫なりがあるとして——このような教育をうけた国家が、現在の過渡期を過ぎた 
後にもなお存続することは充分に保証されるとわたしは思います。 

クレイニアス ごもっともです。 

アテナイからの客人 それでは、その目的のために充分な方法を、こんなふうにして何とか工夫することがで 
きるかどうか、考えてみまし よう。 わたしの言いたいのは、 クレイ ニア ス、こういうことです 。つまり、クノソ 
ス人は、他のクレテ人よりもとくに、あなた方が いま 植民なさる土地に、たんに形式的に関係するだけでなく、 
最初の役人が、最も確かな、最も優れた方法で任命されるよう(に)、できるかぎり入念に配慮する 義務が あると い 
うことです。その場合、他の役人を選ぶのはむしろ簡単な仕事ですが、護法官だけは、あなた ( M が、 まず 最初に、 
全努力を傾けて選ぶことがぜひとも必要です。 

クレイニアス では そのために、 どんな方法なり、考え方なりが見つかるでしょうか。 

アテナイからの客人 それはこうです、「おお、 クレ テの子ら よ」とわたし は言います。 「クノソス、 ±、多く 
の都市のなかでのその招導的地位のゆえに、この植民地へ やってきた 人び とと共同して、自分たちと眩らの双方 


1752 D 7 il 2 v は—1と読む(イングランドに ょり 写 2 752£15-嘗は°:|と読む7ングランドにょる)0 
木のままに)。 
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から、全部で三七人を選ばなければならない。そのうち一九人は入植者から、残りは クノソス 自身からとする」。 
これらの 人び とをクノソス 人はあなたの国に提供すべきであり、そしてあなたご自身をも、説得によるか、ある 
いは適度に力を加えて強制するかして、その植民都市の市民であり、一八人のなかの一人であるとすべきなので 
す。 

クレイニアス しかしあなた、 どうして あなた もメギロスも、 わたしたちの国制づ くりに 参加して くださらな 
かったのですか。 

二 

アテナイからの客人 アテナイはね、 クレイ ニアス、誇り高き国なのです。そしてスパルタも同じです。それ 

にどちらもここから 遠く離れています。しかしあなたは、 あらゆる 点で適任者ですし、他の〔九名の〕植民地建設 

者たちも同様で、いまあなたについて言われたことが、そのまま彼らにもあてはまります。 

そこでわたしたちの現状からいって、最も適当な方法は、以上のようだとしておきましょう。しかし、時が経 

( 1 ) 

ち、もし国制が存続したならば、これらの役人の選出は次の ような ものとします。すなわち、騎兵もしくは歩兵 
として兵役につく人びと、およびその年齢が許すかぎり、戦争に参加した人びとのすベてが、これらの役人の選 
出に参加すべきです。そしてその選挙は、国家が最も尊いものとする神殿において行なわれ、各人は投票札に候 
補者の名前、その父、部族および属する区の名前を記し、それに自分自身の名前も同じ様式で書きそえて、神の 
祭壇に持ってゆきます。そして希望者は誰でも、これらの札のうち自分に異論のある名前が*かれているものを 
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- 2 ) 

三〇日以内に 取り出して、 市場(ァゴ ラ—)におくことを許されます。〔それが過ぎると〕承認された投票札を上 i 
三〇〇 位まで、役人は国中に公示して 閲覧させ、 ふたたび市民は同じようにしてそれらのなかから各人が好む者 
に投票し ますが、 役人はそれらのなかから二度目に選ばれた 一〇〇 人を全市民にもう一度公示します。そして三 
眚に、二 Q 一 8人の なかから、誰でも希望す る者は、 犠牲 獣のぁいだを通ってゆきなが ( M 、 募の好む者に 
投票しなければ なりません。 そして 最も 多くの票を得た 三七 人を、審査の上で役人に任命すべきです。 

では、クレィニァ スにメギ ロス、 わたしたちの国では誰が、役人の選出と彼らの資格審査についてこれらいっ 
さいのことを取りしきるのでしょう か。 こんなふうに組織されたばかりの国にとって、誰かそういう人が いなナ 
ればならないという二とは分りますが、まだ役人が一人もいないとき!;4)、誰がそのような者になるかは分りませ 
ん。しかし、ともかくもこういう人びとは 必要な のですし、しかもそれはつまらない人びとではなく、できる h 
ぎり 優秀な人び とでなければならないのです。 「仕事は 始めれば半分は済んだも同然」と諺にもいいますし、 立派 
な 有めは、 わたしたち誰もがつねに 称赞 するものです。しかし、わたしの見るところでは、初めは半分以上でぁ 
り、そして 立派な 初めはどんなに褒めても褒め足りません。 

クレイニアス ほんとうにおっしゃる とおりです。 


3犠牲獣の あいだを通ることは、契約を神聖なものとする 
2少なくとも 一一 一 onEETfJ 場におくとも読める。いずれにし ための方法であったといぅ。 

ても、選挙の®一段階と第一一段階とのあいだには少なくと4 753 E 4 TTP 6 s _ STTP 6_ f 読む ( n ルナリゥス 

も三〇日の 期 no がある。 こょる〇 
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アテナイからの客人 では、そのことを知っていながら黙って過ごし、どうやって始めたらいいかを、わたし 
たち自身にはっきりさせないでおくのはよしましょう。もっともわたしとしては、たくさんの持ちあわせがある 
わけではなくて、現状にとって、 a うことが必要でもあるし、有益でもある言葉は一つしかありません。 

クレイニアス それはどんなことですか。 

三 

アテナイからの客人 わたしの一:-1:1うところはこうです。わたしたちが建設しようとしているこの国には、それ 
を建設する母国以外に、いわば父も母もありません。もちろんわたしは、建設された国々のかなり多くが、それ 
を建設した国と仲違いすることが、これまでにもしばしばありましたし、これからもあるだろうということを知 
らないわけではありません。しかしいまは、これらの新しく建設された国々は子供のようなもので、たとえいつ 
かは生みの親に背くときがくるとしても、幼少期の頼りなさが続くあいだは、生みの親を愛し、親からも愛され 
て、いつも家族のもとに逃げて帰り、そこに唯一の味方をみつけるのです。こういう関係が今日、クノソス人の 
新しい国への配慮を通して、彼らと新しい国とのあいだに、また新しい国とクノソスとのあいだに、すでにでき 
あがっているとわたしは言うのです。 

( 1 ) 

そこでわたしは、前にも言ったように、——立派なことは二度言っても何も悪いことはありませんから——、 
クノソス人は入植者のなかから、できるだけ最年長で最善の人びとを、少なくとも一〇〇人選んで、彼らと協力 
して、これらすベての ことを 取りしきらなければならないと言います。そして他にクノソス人自身のなかからも 
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10〇人を選びます。これらの人びとは、新しい国へやってきて、役人が法律に従って選ばれ、選ばれた上で審 

査が行なわれるようにと、協力して配慮しなければならない、とわたしは言うのです。そしてこれらの ことが 済 

むと、クノソス人はクノソスに帰り、新しい国は自分で自分を守り、繁栄す るよう に努力すべきなのです。 

しかし、あの三七人のなかに入った人びとは、現在も、また将来もずっと、次の目的のためにわたしたちに選 

ばれたものとします。第一に、彼らは法律の番人でなければならず、ついで市民各自が自分の財産の額を役人に 

申告する、財産登録の番人でなければなりません。ただし最高の財産階級は四ムナまで、第二は三ムナ、第三は 

ニムナ、第四はームナまでは控除されます。もし誰かが申告以外の余分なものを持っていることが明らかになる 

と、そのような財産はすべて国庫に没収されます。それに加えて、誰でも追及しようとする者は、彼を裁判にか 

ける ことができますが、もし彼が利得のゆえに法律を蔑ろにしたかどで有罪と されるならば、この 栽判〇 アィケ 
2 ) 1 

丨)は立派なものでも、名誉なものでもなく、恥ずべきものです。つまり、誰でも望む者は、彼を不当利得のか 
どで告発し、護法官自身の前で裁判にかけることができるのです。そしてもし被告が敗訴したならば、彼は公共 
の財産にあずかることを許されず、国家において何らかの分配がなされる場合にも、分配地以外には分け前にあ 
ずかることができず、そして彼の罪状は一生のあいだ、誰でも 読もうと 思えば読める場所に記録されるべきなの 
です。 


1 752 D 参照。 

2 ディケーといぅ言葉の持つ「裁判」と「正義」の二つの意味をかけている。 


341 



D 


C 


B 


( 755 ) 


ところで、護法官は二〇年以上その任にあってはならず、五〇歳未満でその役に選ばれてもなりません。もし 
六〇歳で任命されたとすれば、在任期間は一〇年間だけということになります。そしてこの割合でゆき、したが 
ってもし誰かが七〇歳を越えてなお生きているとしても、もはやこれらの役人の一人として、そのような重大な 
職務を果そうなどと考えてはなりません。 

四 

( 1 ) 

さて護法官については、以上三つの任務が与えられたとしましょう。法律の制定がさらに進むにつれて、それ 
ぞれの法律がこれらの人びとに、いま述べたもの以外に彼らが管理すべき仕事を付け加えるでしょう。しかしい 
まは、引きつづき他の諸役人の選出について語ることにしましょう。 

さてつぎには将軍を、さらに軍事上の彼のいわば補佐役としての、騎兵隊長、部族騎兵隊長、部族歩兵部隊の 
指揮官—普通、部族歩兵隊長とよばれていますが、まさにこの名が最もふさわしいでしょう-—-を選ばなけれ 
ばなりません。 

これらのうち将軍は、 この 国の市民たちのなかからのみ、護法官が候補者をあげ、 この 候補者のなかから、戦 
争に参加すべき年齢のときにそれに参加した者や、現に戦争に参加する者すベてによって選出されるべきです。 
しかし、候補にあげられなかった者たちのうち誰かが、候補者のうちの誰かよりも優れていると思う人があれば、 
その人は、誰の代りに誰をたてると名前をあげ、その旨を宣誓した上で、対立候補としてたてます。そして両者 
のうち举手によってきめられた者を候補者に加えるべきです。そして、最も多くの举手を得た三人が将軍として 
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軍務を管理する者となります^ J 、 彼らは護法官と 同じょうに 資格 審査をうけなければなりま- fr ん。 

各部族ごとに一人ず つ、 計|二人の部族歩兵隊長については、こうして選ばれた将軍たち が、今度は， H 分たち 
で候補者をたてます。そして対立候補の指名、挙手選出、資格審査は、部族 歩兵 隊長の場合も将軍の場合と同じ 
ょうにしなければなりません。 

選挙のための集会は、政務審議会とその執行部が まだ 選ばれていない現段階では、護法官が 召集し、できるだ 
け神聖な、できるだけ広い場所を選んで、震歩兵と騎兵とを別々に着席卷、？のすベての部隊は第三の, 
一：^とす、へきです。将軍は全員の掌で選ばれますが、部族歩兵隊長は楣を持つ歩兵が、 また部族騎兵隊長は騎正ハ 
全員が自分たちで選ぶべきです。また、軽装歩兵、 弓 兵、その他の部隊の指揮官は、 将軍が自分で任命します。 

そこで 騎兵 隊長の 任命 だけが まだ 残っている ことになります 。これは将軍の候補者指名を したのと 同じ人びと 
が、候補者を指名します。そして彼らの選挙 も、 対立候補の指名も、将軍の場合と 同じにします。 騎兵隊が歩兵 
の見ている前でこれらの人びとの挙手選出を行ない、最も多くの票を得た二人が、すべての騎馬兵の招揀官にな 
るべきです。 

挙手選出に対する異議中し立てせ一回まで認められるべきです。しかし、もし誰か I 回思異讓を申し立て 
るなら は、 それぞれの選挙の際に掌選出の集計をする役の人びとが、自分たちのあいだの投票に i てきめな 


、すなわち、法の守護者たること、財産登録の番人— 2 755 E 9 §111を削る(シユタルバゥム による)。 
と、および不当利得に対する裁判を行な ぅこと。 3 756 A 1 CC 0 TO — は a — と 読む (アストによる)。 
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ければなりません。 

五 

政務審議会は一二の三〇倍の人数から成り、——三六〇という数は、これをさらに分けるのに好都合でしょう 
1、それを九〇人ずつ四つの部分に分け、おのおのの財産階級から九〇人ずつの審議員を選出します。最初に、 
最高の階級からの候補者指名に一(±1、全市民がかならず投票しなければならず、従わない者には定められた罰金が 
科せられます。投票が済むと、指名された者の名前が記録されます。二日目には、第二階級からの候補者の指名 
が前日と同じ仕かたで行なわれ、三日 E には、第三階級からの候補者の指名が希望する者によって行なわれます。 
ただし、〔希望する者によってと言っても〕この投票は上位の三階級には強制的ですが、第四の最下位の階級は、 
誰かが投票を欲しなくても、罰金を免れます。四日目には、第四の最下位の階級からの候補者指名がすべての人 
によって行なわれますが、第三、第四階級の者は、もし投票を望まなくても、罰金を免除されます。だが第二、 
第一階級の者が投票しなければ、第二階級の者は最初の罰金額の三倍、第一階級の者は四倍を科せられます。五 
日目には、役人は記録された名前を全市民に公示して閲覧させ、そして全市民がこれらのなかから投票を行ない、 
投票しない者は最初の罰金額を科せられます。そして各階級から一八〇人ずつを選んだあとで、さらに籤によっ 
てその半数を選び、資格審査をした上で、彼らをその年の審議員とするのです。 

このような形での選挙は君主制と民主制の中間に当たりますが、囯制はつねにこの両者の中間でなければなら 
な、，のです。と0っのは、奴隸と主人とでは友情はけっして生まれないでしょうし、くだらない人間と優れた人 
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間とが等しい評価を受ける場合も、やはり友情は生まれないでしょう。——なぜなら、等しく k 、ものこ等し、， 

ものが無差別に与えられるならば、その結果は等しくなくなるでしょうから-。じっさい、この二02)によって 

国内には争いが絶えないのです。たしかに「平等は友情を生む」という古い M は真実であって、まったく正しく、 
適切に語られています。しかし、この友情を可能にする平等とはどういう平等なのかということがすこぶる不明 
瞭であるために、それがわたしたちをすこぶる混乱させるのです。というのは、二種類の平等があって、そ^ら 
は名前は同じですが、実際は多くの点でほとんど正反対のものだからです。一方の乎等は、どんな国家、どんな 
立法者でも、栄誉を与える際にそれを容易に導入することができます。これは尺度、重量、数による平等 e 、 分 
配に籤を用いることによって、それを適用することができます。しかし最も真実な、最もよき平等は、誰にでも 
容易に見分けられるというものではありません。なぜなら、それを判定する能力はゼゥスのものであって、こ D 
能力が人間の助けになるのは、いつもわずかだからです。しかし、国家なり個人なりにとって、それが助けに^ 
るかぎり、すべての善きものがそこから生みだされるのです。なぜなら、それは、より大きなものにはより多く 
を、より小さなものにはより少なくをと、双方にその本性に応じて適当なものを分け与え、とくに栄誉に っ、 て 
は、徳において大いなるものにはつねに大いなる栄誉を、徳と教養とにおいて反対のものにはそれにふさわしい 
ものを、双方に比例的に分け与えるからです。じっさい、政治というものも、わたしたちにとってよ、 つも、 ま 

1政務審議会議員の選出も二段階に分かれ、第一日から四 出され、そのうち籤によって半数が選ばれる。 

日までに各財産階級からの候補者指名が行なわれ、五 hie 2独裁制における極端な不平等と民主制における 無差別な 

に二回目の選举によって各階級それぞれ一八〇名ずつが 51 平等。 
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7.5 r D さに この正義のことなのです。いま も わたしたちは、 クレィニア ス、この正義を目^し、この平等に眼を， M けて、 
現在誕生しつつある国家を建設しなければならないのです。そしてもし誰かが、他の国家を建設することがあれ 
ば、この同じものを目標にして、立法すべきです。少数の、あるいは一人の僭主なり、あるいは民衆の支配なり 
をではなく、つねに正義を目差すべきであり、この正義とはいま述べられたもの、すなわち不等なるものにそれ 
ぞれその本性に応じて与えられる平等のことです。 

しかしながら、国家全体としては、もし国内のどこかに内紛が生じるのを避けようとするならば、これらの平 
E 等や正義という言葉を、ときには少し緩めた意味に使う ことも 止むをえないのです。——というのは、斟酌した 
り寛大に扱ったりすることは、正しい意味での正義から外れ、完全な厳密 さを 損うものですから——。そういう 
わけで、大衆の不満を避けるために籤による平等も用いざるをえませんが、その場合にも、籤を最も正しい結果 
に導きたもうよう神と幸運とに祈らなければならないのです。こうして、やむなく二種類の平等を用いなければ 
758 なりませんが、一方、つまり幸運を必要とする方の平等は、できるだけこれを用いることを少なくします。 

六 

これらのことはこのような理由から、友よ、国家が存続しようとする揚合に、必ず行なわなければならないこ 
とです。ところで、海上を航行中の船は、昼も夜もつねに見張りを必要としますが、国家も同じように、他の諸 
国家の浪に揉まれ、あらゆる種類の陰謀に捉えられる危険にさらされているのですから、昼から夜へ、また夜か 
B ら昼へと、役人が役人に、見張りが見張りに引き継ぎ、引き渡して、少しもとだえることがあってはなりません0 
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しかし多人数では、これらの仕事のどれひとつも速やかに行なうことはとうていできませんから、とうぜん、* 
議員の大部分は、ほとんどの時間自宅にあって、家の仕事に精を出すのが許されます。そして彼らの一二分の一 
を一二の月のそれぞれに割り当て、一力月交替で守護者の役につかせ、外国からの、あるいは国内からの来訪者 
に迅速に応待させます。これらの来訪者のなかには、国家が他の国々に対して答えるべき事柄や、こちらが他国 
に質問して相手の答えをうけとるべき事柄について、報告を持ってくる者もあれば、質問をしにくる者もありま 
す。そしてとくに、国家においてつねに起こりがちな、そのときどきの、さまざまな変車に対して、できるかぎ 
りそれが起こらないようにし、もし起こった場合には、できるかぎり速やかに国家がこれに気づいて、起こった 
ことを癒すようにします。これらの理由から、この行政機 M は、法律にきめられたものであれ、国家緊急の際に 
行なわれるものであれ、すべての集会の召集や解散の権限を持たねばなりません。そしてこれらすベてのことは、 
政務審議会のーニ分の一の部分が〔ーヵ月〕その管理にあたり、彼らは一年の残りのーーヵ月は休むことになりま 
す。しかし、政務審議会のこの部分は、つねに他の役人たちと協力して、国を守る仕事にあたらなければならな 
いのです。 

さて国家(都市)に関することは、以 L のようにすれば、適当な秩序づけがなされるでしょう。しかし残りの、 
地方全体については、どのような管理、どのような秩序があるべきでしょうか。都市全域も、地方全体も一二の 
部分に分けられたのですから、都市そのものの道路、住宅、公共の建物、港、市場、泉について、とくに聖域、 
神殿、その他それに類するものすべてについて、管理者が任命されるべきではないでしょうか。 

クレィニアス そうですとも。 
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アテナィからの客人そこで、神殿には堂守と男女の神官とがいなければならない、と言うことにしましょう。 
また道路、建物、およびそれに類するものの秩序が保たれるように、そして人間や人間以外の動物が不正を行な 
うことのないように、さらに都市の城壁に囲まれた部分でも、郊外でも、都市にふさわしい状態が維持されるよ 
うに、三種類の役人が選ばれなければなりませんが、いま述べた仕事にたずさわる者を都市保安官、市場の秩序 
にたずさわる者を市場保安官と呼ぶことにします。 

ところで、男女の神官は、その職が世襲である者は、これを動かしてはなりません。だが、初めて入植する人 
ひとのところでは、このようなことに関してよくあることですが、 - W : 襲の神官がいないか、あるいはごくわずか 
の神殿にしかいない場合には、それがおかれていない神殿には、神々に仕える者として男女の神官を任命しなけ 
ればなりません。ところで、これらすベての役職の任命にあたっては、あるものは選挙に、あるものは籤による 
べきです。それは地方および都市のそれぞれの地域において、お互いに友情を確保するために、民主的方法と非 
民主的方法とを併用し、その結果、人びとができるかぎり心を一つにするためです。だが神官については、神さ 
まの思し召しどおりになるようにお任せします。つまり籤によって神的偶然に委ねるのです。しかし籤に当った 
人についてはそのつど、第一に、身体的に欠陥がなく嫡出の子であるか、つぎに、できるだけ汚れのない家の出 
であるか、そしてその人自身が殺人やすべてその種の神事にかかわる犯罪に汚されていないか、また父母も同じ 
ように暮らしてきたか、という点を審査しなければなりません。 
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すべての神事に関する法律ば、これをデル ポィ からもってきて、それに対して神事解釈者を任命した 上で、 こ 
の法律を用 L なければなりません。神官の職はいずれも一年とし、それ以上にはわたりません。また 神聖な 法$ 
に従って神事を立派に行なおうとする者は、わたしたちのところでは六〇歳未満であってはならないのです。こ 
れらの規則は女性の神官にも適用されます。 

神事解釈者については、それぞれの四部族一組が、三回の選挙によって、自分たちのなかから各部族一名の割 
で四名ずつを選び、各組の四名のう ち 最も得票の多い三名が審査をうけ、計九名の名前が デル ボィに 送られて、 
各組の三名のうちから一名ずつが神託によって選ばれま(1-2。彼らの資格審査や年齢の制限は神官の 場合と同様で 
す。しかし、これらの神事解釈者は終身とします。そして欠員に対しては、それが生じた四部族が補欠選挙を行 
なうものとします。 

また 財務官がそれぞれの神殿の聖財、神領、そこからの収穫、賃貸料を管理する者と して、 最高の財産階級か 
ら、最大の神殿には三名、それより小さなものには二名、最も小さなものには 一名選ばれます。 それらの 人び と 
の 選挙や 資格審査は、将軍の場合と同様です。神事に関する規定は以上のと おりとしましょう。 

部族一組の各グループが四名ずつを選出し、全一二名のう 
ち最も得票の多い三名を資格審査の上任命し、残り九名の 
名前をデルボィに送って、各グルーブの三名のう ちから 一 
名ずつを神託によって選んでもらう。この三 名と 先の三名 
とを あわせて六名を神事解釈 者とする。 

3 755 C 〜 D 参照。 


1神事に関する法律(慣習)の解釈者でぁり、その選出方法 
については759 D 〜： E 参照。その任務は殺人その他の浄め、 
葬儀、結婚などに際しての供犠、祭事万般等すこぶる広汎 
に及んでいる。 

2ここでは神事解釈者を全部で三名とする説を採ったが、 
他に六名説がある。それにょると、三回の選挙にょって四 
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さて、何ものもできるだけ無防備状態におかないようにしなければなりません。ところで、都市の防衛は次の 
ようにします。すなわち、将軍、部族歩兵隊長、騎兵隊長、部族騎兵隊長、政務審議会の執行部、さらに都市保 
B 安官、市場保安官が、もしわたしたちによってしかるべく選ばれ、任命されたなら、この仕事を管理することに 
な^^ます。 

しかし都市以外の国土は、すべて次のようにして守ります。すなわち、わたしたちの国土全域は、できるだけ 

( 1 ) 

等しい一二の部分に分けられていますから、一つの部族が一つの部分に籤によって割り当てられ、五人のいわゆ 
る地方保安官もしくは監視 I 動を提供し、この五人組のそれぞれに自分の部族から二五歳以上三〇歳未満の 一二 
0人の若者を選ばせま一打。そしてこれらの人びとに囯土の諸部分が籤によって割り当てられ、一月交替で各組が各 
部分を受け持ち、全員が全国土についての経験と知識とを持つようにします。これらの監視隊とその隊長は二年 
間守備の役にあたります。監視隊長は最初に籤によって割り当てられた受持部分である国土の地域から、一月ご 
D とに右まわりで隣りの地域へとつねに移動しながら、隊員を導いてゆきます。右まわりとは西から東への意味だ 
としてください。ところで、一年経って二年目になると、監視隊のできるだけ多くの者が、一年の一時期に国土 
を経験するだけでなく、できるだけ多くの者が国土を知るとともに、各季節に各地域に起こることを学ぶように 
■と、そのときの引率者は今度は左まわりでつねに移動させながら、二年目の終りまで彼らを導いてゆきます。三 
E 年目には、別の五人の地方保安官もしくは監視隊長が選ばれて、一二人の隊員を監督します。 
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ところで、それぞれの地域に勤務中に彼らがなすべき仕事は次のようです。まず第一に、国土が敵に対してで 
きるだけよく防衛されるように、必要なかぎり、堀をつくり、溝を掘り、砦を築いて、何にせよ、国土や財産に 
危害を加えようとする者を、できるかぎり防がなければなりません。この目的のために、駄馬や各池或の家僕を 
76 使って、これを働かせたり、彼らを監督したりすることになりますが、その場合は、できるだけ 皮ら の仕事が 受 
なときを選ぶべきです。そして要するに、すべての点で敵には通行しがたくし、他方味方には、道洛がいずれ も 
できるだけ平坦になるように配慮して、人間であれ、駄馬であれ、家畜であれ、できるだけ通行しやすくするの 
B です。また雨水が山の高みから山あいの落ち建んだ谷間へと流れ込むときに、国土に害をなさず、むしろ利益を 
もたらすようにと、水の溢出を提防や堀で防ぎます。こうして谷が雨水を受けいれ、吞みこんで、下流のすべて 
の畑や土地のために、流れや泉をつくり、最も乾いた土地にさえ、たくさんのよい水を供給するようにします。 

C 湧き水については、流れであれ、泉であれ、植木や建物でいっそう 美しく 飾り、地下の水路をつくってこれらの 
流れをつなぎ、たくさんの水をため、 もし そのあたりに神に捧げられた聖なる森か神域があるなら ば、 水路をつ 
くって神殿のなかにまで四季を問わず水を送って、それらを 美しくします 。またこのような場所には どこに も、 
若者たちは自分たちやまた老人たちのために体育場をつくり、老人向きの温浴場を しつらえ、 よく 乾いた 薪を 豊 
D 富に用意し、病いに苦しむ人び とや、 百姓仕事に疲れきった人び との 身体を 癒すべく、やさしく受けいれてやり 

1 /60 W 3 KCCT 二 VSCT 6 V は 削る (ィングランドによる〇3 地方保安官の数については、.^補注 C (七 A 六。へ1ジ)参 
2 地方保安官と いう 名称は、ここの ように 監視隊長を意味 照。 

する場合と、隊員をも含める場合とある0 
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ます。これは、下手な医者にかかる よりもは るかに役に立つものです。 

九 

以上の こと やそれに類す る 仕事はすべて、その地域に美観をそえ利益に もなる でしょうし、また楽しい気晴ら 

しをも提供するでしょう。しかし、彼らの仕事のなかで重要なものは、次のようなものです。例の六0人の監視 
( 1 ) 

隊長のそれぞれの組は、自分たちの地域を敵に対してだけでなく、味方と称する人びとに対しても守らなければ 

なりません。奴隸であれ、自由民であれ、もし誰かが隣人もしくは同胞の誰かに害を加える場合には、被害をう 

けたと訴える人のために裁判を行ないますが、些少の額ならば、五人の隊長だけでこれを行ない、それ以上の額 

ならば、一方が他方に要求する額が三ムナまでの場合は、彼らが部下の一二人とともに一七人でこれを裁きます。 

ところで、王のように最終決定を下す人たちを除いて、いかなる裁判官も役人も、栽判や職務の遂行に関して、 

執務監査を受けないですますことはできません。とくにこれらの地方保安官の場合、もし彼らがその管理下にあ 

る 人び とに 対して、不公平な賦役を課したり、農業の収穫を同意を得ないで奪い 去ろうと 企てたりして、不当な 

振舞いに及ぶならば、またもし賄賂として贈られたものを受けとり、あるいはそのうえ不正な判決を下したりす 

るならば、誘惑に屈したものとして国中に恥をさらさせます。また彼らがその地域の人びとに対してなすその他 

( 2 ) 

の不正行為については、ー ムナまでの ものは、村人や隣人たち の 法廷に自発的に従わせますが、それ以上の場合 
や、またそれ以下であっても、一月ごとに絶えず別の地域に移動することによって、訴えられても逃げられるだ 

( 3 ) 

ろうと当てにして、裁判に服そうとしない場合にはいつでも、被害者は公共の法廷に提訴すべきです。そして勝 
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訴したならば、逃げて自発的に罰を受けようとしなかった者には、二倍の罰金が科せられます。 

隊長と部下の地方保安官たちには、在職中の二年間を次のように過ごさせます。まず、それぞれの地或ごとに 
C 共同食事があり、全員がそこでいっしょに食事をとらなければなりません。そして隊長の命令によるか、ある、， 
は何か万やむをえざる事情による場合を除き、たとえ一日でも共同食事に欠席したり、あるい±一晚でも外泊 〆 
たりした者は、もし五人の隊長が彼を告発し、見張りを怠った者としてその名を市場に掲示するならば、彼は国 
家に対するおのれの義務を放棄した者として 恥辱を うけるし、たまたま彼に出会い、懲らしめようと欲する专± 
D 誰でも、鞭で懲らしめても罰をうけません。もし隊長自身のなかで誰かこのような過ちを自ら犯すものがあれ f 、 
それは六〇人の隊長たち全員が監視する必要があります。違反を見たり聞いたりしながら告発しない者は、同じ 
法律の適用をうけ、若い人びとよりも厳しく罰せられなければなりません。つまり彼は、若者たちに命令する® 
につく 資格を いっさい 剝 奪されるべきなのです。そして、このようなことがけっして起こらないように、また起 
こった場合にはそれ相当な処罰が行なわれるようにと、護法官にそれらを厳しく監督させます。 

E ところで、 人間は 誰でも、 人間 一般について次のように考えなければなりません。すなわち、ひとに仕えたこ 
とのない 者は、称賛に値する主人には なれないでしょう。そして立派に 支配す ることよりも立派に仕えることを 
誇りにすべきであって、まず第一に 法律に 対して神々への奉仕のつもりで仕え、ついで年長で名誉ある生き方を 


1補注 C (七八六べ—ジ)参照。 3補注 D 参照。 
2補注 D (七八七べージ)参照。 
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してきた人び とに 対して、若者たちはつねに仕えなければなりません。さてつぎに、地方保安官の一員となった 
者は、その二年間、日々の食事は貧しく乏しいものを取らなければなりません。例の一二人は選ばれると、五人 
の 隊長とハっ しょに集まって、公僕たるにふさわしく、他人を自分たちのための下僕や奴隸にしないこと、他の 
農夫 や村人のところから彼らの奉公人を取りあげて私用に使うことなく、ただ公用の際にのみこれを使うこと、 

と、， ったこと をき めます。そして公用以外のことでは、自分たちだけで互いに仕えたり、仕えられたりする生活 
を送る決心をし、それに加えて、つねにあらゆる地域を守りまた地域の事情に通じるために、武装して夏も冬も 
国中を»|<^調査して廻るのです。すべての人が自分たちの国土を詳細に知ることは、おそらく何にも勝るよい勉 
強でしょうから。そこで若者はこの勉強のために、犬を用いる 狩 狐や、その他の 狩 狐に、そのようなことが万人 
に与える快楽や利益にもまして、励まなければなりません。 

ですから、これらの人びととその仕事とを、秘密任務にたずさわるものと呼ぶ にせよ、 地方保安官と呼ぶにせ 
C よ、 あるいは何とでも好きに呼ぶにせよ、自分たちの国を充分に守ろうとする者は誰でも、できるだけ熱心にそ 
の仕事をすべきです。 

I 〇 

さて、 わたしたちの役人の選挙で、つぎにくるものは市場保安官と都市保安官のそれでした。六〇人の地方保 
安官につづくものは三人の都市保安官であり、彼らは都市の一二の部分を三つに分けて、地方保安官の例になら 
って、 市街地の道路 や、 いずれも地方から都市へと延びている幹線道路や、建造物が、すべて法律に違反してい 
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D ないようにと管理します。とくに水に関しては、これらの都市保安官たちは、監視隊の者たちがよく気をつけて 
彼らのもとへ送り込み、引き渡してくれた水が、充分にそして清潔な状態で泉へ導かれ、都市に美観を そえる と 
ともに、役にも立つようにと配慮しなければなりません。ですから、これらの人びとも、公共のことに尽くす能 
力と時間とを持つ者でなければならないのです。そこですベての市民は、最高の財産階級のなかから、自分の望 
E む人を都市保安官の候補者に指名し、挙手選出によって最大多数を得た六人にしぼり、選挙管理人が籤によって 
そのうちから三人を選び、資格審査をした上で、彼らのために定められた法律に則って、都市保安官の仕事を行 
なわせます。 

彼らのつぎは市場保安官ですが、これは第二と第一の財産階級から五名が選ばれます。しかし、その他の点で 
は、彼らの選挙は都市保安官のそれと同じにします。すなわち、候補者のなかから挙手選出によって一〇名を選 
び、籤によって五名にしぼり、資格審査の上で、彼らをその役に選ばれたものとして告示します。以上いずれの 
764選挙にも、すべての人に参加させます。それを欲しない者は、もし役人に通報されると、「悪しき市民」とみなさ 
れた上、五〇 ドラクメの 罰金を科せられます。しかし、民会 や 公の集会への出席は希望者だけでよいのですが、 
これも第二と第一の財産階級に属する者にとっては強制的で、集会に出席しなかったことが明らかにされた者は、 
一 〇ドラクメの 罰金を科せられます。しかし、第三と第四の財産階級に対しては強制的ではなく、何らかの緊急 
の事情から、全員の出席を当局が命令する場合以外は、罰金なしとします。ところで、市場保安官は、市場の秩 
B 序が法律の定めどおりに維持されるように見張り、また、市場に ある 神殿 や 泉を管理して、何びともけっしてこ 
れに害を加えることのないようにします。もし害を加える者があれば、その者が奴隸や外国人である場合は、懲 
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脱らしめのために鞭で打つか投獄し、 もし 市民の誰かが そのようなことで 秩序を乱すならば、罰金を科しますが、 
一〇〇ドラクメまでは自分で裁く権限を持ち、その二倍までは都市保安官と共同で、不正行為をした者を裁き罰 
C 金を科することができます。都市保■安官も自分たちの管轄範囲では同様な罰金と刑罰を科することができ、彼ら 
だけではームナまで、市場保安官と共同でなら、その二倍までは科してよいことにします。 

二 

つぎには音楽と体育の役人を任命するのが適当でしょうが、これらはどちらも二種類あって、一方はその教育 
を、他方は競技を担当します。法律でいう教育担当者とは、体育場や学校の監督者を指し、彼らはその外的環境 

I ( 1 ) 

D の整備やそこでの教育、同時にそれに関連する男女児童の通学や学区などの面倒をみます。 

他方、競技担当者とは、体育や音楽の競技者に対する審判官で、これもまた二種類あり、一方は音楽に関する 

ものであり、他方は体育競技に関するものです。体育競技では、人間の競技にも馬のそれにも、同じ人が審判官 

E になりますが、音楽の場合には、独演の演奏家たちの審判官、たとえば吟誦詩人、竪琴弾き、笛吹き、その他す 

ベてそのような人たちの審判官と、合唱の審判官とでは、別々の人がなるのが適当でしょう。 

( 2 ) 

そこでまず、子供や大人や少女の歌舞団が、踊りやさまざまの音楽的表現をもって行なう娯楽について、役人 
を選ぶ必要があります。彼らに対しては一人の役人で充分ですが、四◦歳以上の者とします。また独演者に対し 
765 ても、三〇歳以上の者一人で充分で、彼は演奏申し込みを受けつけ、競演者に対して適切な判定を下します。と 
ころで歌舞団の管理、運営にあたる者は、次のような仕かたで選ばれなければなりません。つまりこの種の事柄 
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D 


C 


B 


の愛好者はすべて、〔選挙の〕集会に出席することとし、もし出席しなければ、罰金を科せられますが、 I その 
裁定は護法官が行ないます——、他の人びとは、もし出席したくなければ、強制はされません。そして選挙人は、 
専門家の中から候補者を選ばなければなりませんし、資格審査にあたっては、承認する側も拒否する側も、籤に 
あたった人がこの道の専門家であるか否かという一点のみを、問題とすべきです。ところで、あらかじめ挙手選 
出によって選ばれた一〇人のなかから、籤にあたった一人が、資格審査をうけた上で、一年間、法律に従って歌 
舞団の管理にあたります。また、これとまったく同じ仕かたで籤にあたった者が、 向こう 一年間、独奏や合奏の 
競演にやってくる人びとの管理にあたりますが、この籤にあたった者も、審査員たちによる資格審査を受けます。 

つぎに、馬と人間の体育に関する競技の審判官が、第三と第二の財産階級から選ばれなければなりません。こ 
の選挙への出席は、上位の三階級には強制されますが、最下位の階級は ffl 金なしで免除されます。籤によって選 
ばれる者は三人ですが、あらかじめ挙手選出によって二〇人が選ばれ、その二〇人のうちから三人が籤で選ばれ、 
審査員たちが投票によって審査します。 

しかしどんな役職にせよ、誰かが籤にあたった上で資格審査によって失格とされれば、同じ仕かたで別の人び 
とを代りに選び、それらの人びとについて同様の資格審査を行ないます。 


1 ィングランドにょれば、 0 iKflssv は「住居」というもと る人もある。 

の意味から、どこに住む者はどこの学校へ通わせる という 2 764 E 5 ylyvoli — は ylyvops ' rlv と読む(ィングランドに 
学区を意味するので あろうという。 しかし校舍の意味に採 ょる)。 
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( 1 ) 

わたしたちがいま述べてきた分野で残されたもう一つの役職は、男女児の教育全般にわたる監督者です。です 
から、この役にあたる者も一人、法律に従って任命されますが、彼は五◦歳以上で、嫡出の子を持つ父親でなけ 
ればなりません。できれば息子と娘とを持つことが望ましいのですが、できなければその一方だけでもかまいま 
E せん。そして選ばれた者自身 もまた 選ぶ者も、その役が国家における最高の役職のなかでもとくに最も重要なも 

ので ある ことを、考慮すべきです。なぜなら、すべて成長す るものに あっては、植物や動物であれ-温和な も 

のでも野生のものでも——また、人間であれ、その最初の芽生えは、もしそれがうまくゆけば、そのものが持っ 
766 て生まれた ょさを 充分に発展させるのに、最も力あるものだからです。人間はたしかに温和な生きものだとわた 
したちは認めますが、しかしながら、人間は一般に正しい教育と恵まれた素質と を 得てこそ、最も神的な、最も 
温和な動物になるのであって、もし不充分な、あるいは立派でない育てられ方をすると、大地の生みだすものの 
なかで、最も獰猛なものになるのです。 

このゆえに、立法者は、子供の養育が二義的な片手問仕事になることを許してはなりません。いな、まず第一 
に、将来の子供たちの監督者が立派に選ばれるょうにすることから始めるべきであり、国中の人びとのなかで、 

B あらゆる 点で最善の人を子供たちの監督者に任命すべく、できるかぎりの努力を傾けなければならないのです。 
ですから、政務審議会とそ.の執行部とを除くすべての役人が、アポロンの神殿に赴いて、秘密投票を行ない、護 
法官たちのなかで、教育に関する事柄を司るのに最も優れてい ると 各人が考える人を選びます。そして最も多く 
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の票を得た人が、護法官を除く他の、選挙母体たる役人たちによって資格審査をうけた上で、五年間その任にあ 
C たり、六年目には、同じ方法で別の人がその役に選ばれるべきなのです。 


もし誰か公の役職にある者が、三〇日以上の任期を残して死去すると、その任にあたるべき人びとが、同じ士 
かたで別の人をその役職に任命します。 

またもし孤児の後見人が死ぬと、国内に居住す る 父方、母方の親戚で、従兄弟の 子までの者が、一〇日以内に 

D 別の人をたてます。そぅしなければ、子供の後見人が決まるまで、各人に一日ー ドラクメの 罰金を支払わせます 〇 
ゝ2) 

たし3に、いかなる国家も、法廷がしかるべく構成されていなければ、国家とはいえないでしょう。しかし ま 
た、わたしたちの裁判官が無言であって、仲裁裁判における ように、 予審の際に係争者たち以上に発言をしない 


1この教育に関する最高責任者はさまざまの呼び方をされ 
ている。たとえば、教育全般にわたる監督者 (765 D )、 子 
供たちの監督をするために選ばれた者 ( VD . OO 09 A )、 教育 
監 ( W .0012 E )、 子供たちの監督者 ( VH .0013 C ) など。 

2 裁判制度については、丄補注 D (七八七べージ)参照。 

3 仲裁裁判はアテナイの裁判制度の一つの特色で、事件を 
正式に裁判所へ提出する前に仲裁者にゆだねるものである。 
仲裁者は係争者のあいだの和解につとめ、和解させえない 
場合には自ら判決を下し、この判決が双方にうけいれられ 


れば、裁判はそれで完了する。しかし係争者が不満な場合 
には裁判所に提訴する(詳細はアリストテレス『アテナィ 
人の国制』(五三) 参照)。 ブラトンはこの仲裁裁判の制度を 
修正して、マグネシアの裁判制度に取りいれ、三段階の法 
廷の 第一 段階とした (補注 D 参照)。 しかしここで裁判官が 
無言であって充分な審議をつくさない のを 非難するのに、 
なぜ仲裁裁判におけるょぅにと言ったのかは分らない。多 
数の陪審員から構成される陪審裁判でも、裁判官たちはた 
だ投票するだけで、まったく無言である ことに変り はない。 
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ならば、こういう人は理非を決定するに充分な者とはなれないでしょう。こういうわけで、よい裁判を行なうに 
は、裁判官が多数でも困難ですし、また少数でも、無能な人たちであれば、やはり困難です。また、つねに双方 
E の争点が明瞭になることが必要であり、時間をかけてゆっくりとたびたび審議を行なうことが、争点を明瞭にす 
るのに役に立ちます。ですから、互いに争う人びとは、まず隣人や友人で、争われている事柄を最もよく知って 
767いる人びとのところへ行くべきです。しかし、もしそれらの人びとのところで充分な栽決を得られなければ、別 
の法廷に赴かなければなりません。そしてこの二つの法廷が解決をすることができなければ、第三の法廷がその 
訴訟に決着をつけるべきなのです。 

さてある意味で、法廷を設置することは役人を選ぶことです。というのは、役人はすべて、何らかの事柄の裁 
I ( 1 ) 

判官でなければならず、裁判官のほうは、役人ではありませんが、彼が最終的に判決を下すその日だけは、ある 

B 意味でかなり重要な役人になるのですから。そこで裁判官も役人であるとして、どんな人が裁判官として適当か、 

どんな事柄を扱うのがいいか、またそれぞれの場合に何人が適当かをお話ししましょう。ところで、当事者各自 

( 2 ) 

が共同して誰かを選んで、自分たちで自分たちのために設置するの，が最も本来的な意味における法廷だとすべき 

(3) I 

です。その他の場合にとっては二つの法廷があります。一つは誰か個人が個人を、自分に対して不正をなしたと 
して告発し、裁判に持ち込んで決着をつけようと望む場合であり、もう一つは公共体が市民の誰かによって不正 

(4) 

C を加えられたと、誰かが考えて、公益を擁護しようと欲する場合です。これらの裁判官がどのような人びとであ 
り、また誰であるかを、これから語らなければなりません。 

ところでまず、第三審(第三法廷)に持ち込んで互いに争う、すべての個人に共通の法廷が構成されなければな 
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りませんが、それは次のようにしてつくられます。一年もしくはそれ以上の任期を持つすべての役人が、夏至の 

D 翌月、新しい年が始まる前日に、一つの神殿に集まって、神に誓いをたてた上で、それぞれの役職から一人の裁 

判官を、いわば初穂として捧げなければなりません。つまり、それぞれの役職において最善と思われ、来るべき 

一年間、同胞のために最もよく、最も敬虔に裁きを行なう と 思われる人を選ぶのです。そして これらの 人び とが 

選ばれると、選んだ人びと自身によって資格審査が行なわれ、もし誰かが審査に落ちれば、同じ仕かたで別の人 

が代りに選ばれます。そして審査に合格した人び とは、 他の法廷から上告して きた 人び とに 対して裁判を行ない、 

E この際の投票は公開とします。そして政務審議会議員、および これらの 裁判官を選出した他の役人たちは、 これ 

らの裁判に出席し、傍聴することを義務づけられますが、その他の人びとにあっては、希望者にかぎります。 

もし誰か裁判官が故意に不当な判決を下したと非難する者があれば、その人は護法官のもとへ訴え出るべきで 

( 6 ) 

す。この訴えで有罪とされた栽判官は、被害者に対し損害の半分を支払わねばなりませんが、もっと大きな罰に 
値すると思われるならば、担当の栽判官が、彼がどんな罰を加重されるべきか、 また 国家ならびに告訴人に対し 
どれだけの罰金を支払うべきかを裁量します。 

対する罪であることはいうまでもない。 

4 767 C 1 ^^きで文章を切り’^穴^〇くの後に^をい 
る(〇 2 写本による)。 

5 アテナィの暦では新年は夏至のあとで始まる。 

6 リツターは V 1.0046 B 3 との類比でこれは二倍の間違いで 
はないかとしている。 


1陪審制であるから、裁判官は専門の役人ではない。 

2 隣人法廷をさす。 

3 個人が個人に対して罪を犯したと訴える場合と、個人が 
国家に対して罪を犯したと訴える場合とである。もちろん 
この公私の区別は現在の刑事と民事との区別とは異なるも 
ので、現在の刑事事件の大部分はここでいぅ個人の個人に 
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しかし、国家に対する罪の告発では、まず一般大衆が裁判に参加することが必要です、 I なぜなら、誰かが 
国家に対して不正を行なった場合には、被害をうけるのは国民すベてであり、彼らがそのような裁決に参加しな 
いならば、不平を抱くのはとうぜんでしょうから——。しかしながら、このような裁判の初めと終りは民衆に委 
ねられるべきですが、審理は被告と原告の双方が同意する三人の最高の役人の前で行なわれなければなりません。 
もし双方が自分たちだけで合意に達することができなければ、政務審議会が彼ら双方の選択に決着を与えます。 

しかし私的な訴訟にも、できるだけすベての市民が参加すべきです。なぜなら、裁判に参加する権利にあずか 
らない人は、自分が国家の一員であるとはまったく考えないからです。そこでこのゆえにまた、部族民による法 
廷が設けられ、そのつど、籤によって選ばれた裁判官が、嘆願に動かされることなしに、裁判を行なわなければ 
なりません。しかし、これらすベての法廷のうち、最終決定を下すものはかの第三審の法廷であり、それは隣人 
法廷でも部族民法廷でも解決を得ることのできない人びとのために、人間の能力の許すかぎり、外からの力に左 
右されることの最も少ないようにつくられている、とわたしたちが言うところのものなのです。 

一四 

さて、わたしたちの国の法廷については、——その構成員を役人であるとか、ないとか、異論の余地のないよ 

( 1 ) 

うに言い切ることは容易ではないとわたしたちは言いましたが——、これについては、外側からみたこの見取図 
ともいうべきものによって、ある部分は語りましたが、語り残した部分も多々あります。というのは、裁判に関 
する詳細な法律の規定や分類は、この立法の仕事の最後になされるのが、最も正しいことでしょうから。ですか 
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ら、これらの事柄はわたしたちが終りに近づくまで待ってもらわなければなりませんが、他の役職の任命に関し 
ては、大部分の法律の規定はほぼ終りました。しかし国家と国政全般にかかわるいっさいの運営の完全厳密な叙 
述は、わたしたちの考察が、そもそもの初めから、第二の部分、真中の部分といぅふぅに、すべての部分を順々 
に取りあげて、最後に到達するまでは、明らかになりえません。ところで目下のところは、役人の選出のところ 
まで来たわけですから、序論的部分はこれで充分に終ったとして、法律の制定を始めるのに、もはや何ら遅滞し 
たり、逡巡したりする必要はありません。 

クレイ-アス いや、あなた、これまでのお話も大いにわたしの気にいりましたが、いま、これまで述べられ 
たことと、これから述べられることとについて、初めと終りとを結びつけられた、そのお話しぶりはそれ以卜に 
好ましく感じました。 

( 3 ) 

アテナイからの客人 では、これまでのところ、わたしたちは老人向きの知的遊びを見事に楽しんできたわけ 
ですね。 

クレイ||アス いや、一人前の男子の仕事の見事さを見せてくださったのだと思います。 

アテナイからの客人 そうかもしれません。しかし次の点でも、あなたがわたしに同意してくださるかどうか、 
考えてみようではありませんか。 


1 767 A 参照。 3 日. 685 A , IV . 712 B 参照0 

2 xn. 956 wsqq . 参照。 
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クレイニアス どんなことですか、そして何についてですか。 

アテナイからの客人 それはちょうど絵描きの仕事が、ご承知のように、描かれるそれぞれの対象について、 

けっしてこれで終りということがないようにみえるのと同じです。彼らは色を塗ったり、際立たせたり、あるい 

は絵描きの弟子たちがそれを何とよぶにせよ、ともかくも描かれた絵がもはやこれ以上美しさと鮮明さを増すこ 

とはありえないというところまで、手を加えることをやめないように思われます。 

クレイニアス あなたのおっしゃることは、わたしもひとから聞いたことがあって分るように思います、もっ 

とも、わたしはその道の修行を積んだことはありませんけれど。 

アテナイからの客人 そんなことは何もさしつかえありません。ともかく、いま絵描きの技術について語られ 

た言葉を、わたしたちは こんな ふうに使って みることができましょう。つまり、 誰かが あるとき、できるだけ美 
丨 (1) 
しい絵を描き、しかも時の経過と ともに それがだんだん 悪くな って ゆく のでは なく、ますますよ くなって ゆくこ 

とを願うと想定してみましょう。彼は死すべきものですから、誰か後継者を残さないかぎり、その多大な労苦も、 

I (2) 

束の間のいのちに過ぎないということはお分りでしょうね。この後継者は、その絵が時の経過によって損われた 
場合に、これを修復し、また画家自身の技術的未熟さのゆえにやり残されたものに、将来磨きをかけて、完成に 
近づけることができるのです。 

クレイ||アス それはそのとおりです。 

アテナイからの客人 ではどうでしょう。立法者の願うところもそういうものなのだとはお思いになりません 
か。彼は最初に、法律を厳密さにおいてできるだけ欠けるところのないように書こうとするでしょう。ついで時 
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が経ち、自分の善しとするところを実地に試してみて、次のようなことに気づかないほど愚かな立法者がいると 
お思いですか。つまり、自分の築いた国家の体制と秩序とが、だんだん悪くなってゆくのではなく、つねにより 
善くなってゆくためには、必ずや自分の善しとするものの多くが、誰か後につづく者の手によって改善されねば 
ならないようなものと して残されている、ということにね。 

クレイニアス おそらく-いや、必ず-立法者なら誰でも、そう願うでしょう。 

アテナイからの客人 それなら、もし誰かが、法律を守り改善してゆくべき方法について、多少なりと理解を 
持たせるようにと、実地と理論の両面から他人に教えるどんな方法があるか、その点について何らかの工夫を持 
っているなら、彼は目的を達成するまでは、それを語りつづけてやめないのではないでしょうか。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 それなら、わたしもあなた方お二人も、いまそれをしなければなりません。 

クレイ||アス それとおつしゃいますと？ 

アテナイからの客人 わたしたちは法律を制定しようとして、すでに護法官も選んだのですが、わたしたちは 
人生の黄昏にあるのに対し、彼らはわたしたちに比べれば若いのですから、いまも言うように、わたしたちはた 
だ法律を制定するだけでなく、これらの人びとが護法官であるとともに立法者でもあるように、できるかぎりの 
努力を傾けなければならないのです。 


1 769 C 3 s - i の後に f 一をいれる(ィングランドにょる)。 2 769 C 4 1-〇0は〇*;と読む(へルマンにょる)。 


365 



沉 B クレイニアスもちろんです。 もし わたしたちに充分な能力があるのならば。 

アテナイからの客人 ともかくも 試み、努力することです。 

クレイ11アスそ うですとも。 

I 五 

アテナイからの客人それでは、わたしたちは彼らに向かって、こんなふうに語りかけましょう。 

「親愛なる法律の擁護者たちよ、われわれの制定した法律の各部分には多くの欠陥があろう、1これは止む 
をえないことなのだから——。しかしながら、重要な点と全体にわたる事柄については、いわばスケッチによっ 
てその輪郭だけは示すべく、できるだけ努力しよう。このスケッチの肉付けは諸君がしなければならない。 だが、 
C 諸君がそのようなことを行なうときの目標はどこにあるか、それを聞く必要がある。というのは、メギロスとわ 
たしと クレイニア スとは、この目標についてたびたび話し合い、そしてわれわれは、この話し合いが立派なもの 
だという点に同意している。われわれの諸君に希望するところは、諸君がわれわれの同調者とも弟子ともなって、 
護法官や立法者が目標にすべきものとしてわれわれ一同が意見の一致をみた事柄を、諸君もまた目標にしてくれ 
ることである。 

D ところで、われわれが意見の一致をみたのは主として次の一点である。すなわち、老若男女を問わず、われわ 
れの囯に住む人に、何らかの仕事、性格、所有、欲望、考え方、学問なりを通して、人間たるにふさわしい魂の 
徳を具えることによって、善き人になってもらいたいということである。われわれが言うところのこの唯一の目 
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標に向かって、生涯を通じてあらゆる努力が傾けられなければならない。これらの目的追求の努力にとって障® 
となる他の事柄は、何ひとつ、何ぴとも、それを選ぶことがあってはならない。最終的には国家といえ ども この 
例外ではない、もし国家が隸属の軛に耐えて悪人 どもの 支配に甘んじるよりは破滅するか、あるいはおのれが亡 
命によって国を捨てるか、いずれかを選ばざるをえない場合に立ちいたったならば。ほんらい人間をいっそう悪 
くするような囯制に転換す るく らいなら、むしろすベてのこのような苦難に耐えるべきである。 

以上が、われわれが先に合意に達した点であり、今度は諸君がこれらの双へ M に眼をやりながら、われわれの法 
律を称賛するなり、非難するなりしたまえ。そしてこの目的にかなわないものは非難し、かなうものは 歓迎し 喜 
んで受けいれて、そのような法律に従って生きるようにしたまえ。しかし、これとは別な、世間でいうようなほ 
かの善きものを目差す仕事には別れを告げなければならない」 

さて以上につづいて、わたしたちの法律は、次のように神聖な事柄を出発点として、そこから始めることにし 
ましょう。つまりまず最初に、わたしたちはもう一度あの五〇四〇という数を取りあげて、それが全体としても、 
また各部族の戸数としても、どれだけの便利な因数を含んでいたか、また含んでいるかを考えてみなければ なり 
ません。各部族の戸数をわたしたちは全体の一二分の一としましたが、それはちょうどニーの二〇倍にあたりま 
す。そしてわたしたちの全体数は一二で割ることができ、部族の戸数も一二で割ることができます。ですから、 


1 770 E 2 clelvaqa は01 ef av と読む(シユタルバゥ 2 魂の徳を得るのに役立つ事柄とそれの障害となる事柄 0 

ムにょる〇 
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それぞれの部分は一年の各月と、万有の回転に対応し、神聖なもの、神の賜物と考えられなければなりません。 

それゆえにこそ、どの国も本能的なものに導かれて、これらの分割を神聖なものとするのです。もっともある 
場合には他の場合よりも、おそらく分割がいっそう正しく行なわれ、聖別の結果がいっそう恵まれたものでした。 
だがともかく、わたしたちとしては、いま五〇四〇という数を選んだのは、最も正しいことだったと主張します。 
この数は一一を除いて、一から始めて一二までのすべての数によって分割されます。——しかしその一一でも、 
ほんのわずかの治療を施せばよいのです。一つの方法としては、二つの竈を取り去れば健康になります I 。こ 
れが本当だということは、暇があれば簡単な説明で明らかにすることができましょう。ですから目下のところは、 
いま述べられた原理を信じて、この分割を行ないましょう。そして分割されたそれぞれの部分に、神もしくは神 
神の子の名を与え、祭壇とそれに付属するものとを付与します。そして月に二回、その祭壇の前で犠牲を捧げる 
ための集りを催しましょう。そのうち一二回は各地方の部族に、他の一二回は都市の各地域に割り当てられます。 
その目的は、第一には、神々やすべて神的なるものの恵みを得るためであり、第二には、わたしたち自身がお互 
いに親しみ知りあい、さまざまな交わりを深めるためであると言いたいのです。 

というのは、結婚という形の共同生活と結びつきのためには、花嫁の実家や彼女自身および嫁ぎ先についての 
無知を取り除くことが必要で、これらの点でけっして誤解のないように、できるかぎり最大の努力が払われなけ 
れぱなりません。ですから、このような真面目な目的のために、少年少女たちはいっしょに踊りを楽しむべきで 
す。そして彼らは、理性を失わない仕かたで、適当な口実がつけられる年頃にかぎって、各人の節度をわきまえ 
た羞恥心が許すかぎり、互いに裸を見たり見られたりするのです。 
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これらすベてのことを 監督し、 秩序を与えるのは、歌舞団の管理をする役人であり、彼らはまた護法官の肋 it 
を借りて、わたしたちが規則の制定でやり残した点に関して、立法者の役をしなければならないのです。そして 
B 先に言ったように、すべてこのような些細な、数多くの事柄に関しては、立法者はどうしてもやり残しをせざる 
をえませんが、それは、毎年絶えずこれらの事柄を経験する人びとが、実地によって学び、年々規則を つくり、 
訂正しながら変えていって、そのような規則やしきたりが、充分に規定されたと思われるところにまで妻しなけ 
ればなりません。ところで、 供犠 や歌舞に関しては、個々の規則すベてについての実験期間は一〇年あれば適当 
C であり、また充分でしょう。その間にそれぞれの役人は、法律を制定した立法者が存命ならば彼と共同して、ま 
たすでに死去していれば、自分だけで、自分の役目のうちやり残された事柄を、護法官に報告して訂正し、それ 
ぞれが立派に仕上げられたと思われるところにまで達しなければなりません。その上で、それらを不動のものと 
して定め、 最初に 立法者が彼らのために制定した他の 諸 法律とともに、これを施行すべきなのです。これらの法 
律については、自分からはけっして 何 ひとつ動かしてはなりません。もし止むをえざる事情が生じたと思われる 
D 場合には、すべての役人、すべての民衆、すべての神託の助言を求め、それらすべてが一致するなら ば、 そのと 
きには動かすことができますが、そうでなければ、どんな場合にもけっして動かしてはなりません〇訂 IE こ反対 
する者が、.つねに勝利を得るのが法にかなったことなのです。 


1五〇三八は一一の倍数である。 3 77 0 B 参照0 
2 764 Ei 765 A#Mo 
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さて二五歳に達した男性は、お互いに調べたり、調べられたりした上で、自分の意にかない、協力して子供を 

E 持つにふさわしい娘をみつけたと思ったなら、三五歳までのあいだにすベて結婚しなければなりません。だが、 

適当な、似合いの相手を探す方法について、彼にまず聞かせておかなければなりません。というのは、クレイニ 
{ 2 } 

アスの言われる ように、 それぞれの法律の前には、それにふさわしい序文がおかれなければなりませんから。 

クレイニアスいや、あなた、 よく 思い出させてくださいました。それに、話を持ち出されるのに、まさに適 
切 だと わたしに思われる機会を捉えられましたね。 

アテナイからの客人どうもありがとう。ではわたしたちは、よい父親から生まれた子供に向かって、こう呼 
びかけるとしましよう。 

773「息子よ、お前は思慮ある人びとにとって評判のよい結婚をしなければならない。彼らはお前に、貧しい人び 
ととの結婚を避けたり、金持との結婚をとくに追い求めたりせずに、もし他の条件が同じなら、つねに劣った方 
を選んで結婚するようにと忠告するであろう。というのは、それによって国家も、結婚する両家も利益を受ける 
であろうから。〔国全体が〕均質で釣り合いがとれているということは、徳にとって極端よりもはるかに勝ってい 
B るのだから。あらゆる行動にあたって、必要以上にせっかちで、急ぎ過ぎると自覚している者は、物静かな家庭 
から妻を迎えるように心掛けなければならない。だが生まれつきその反対の性質の者は、反対の家庭と縁組みを 
すべきである。そしてすベての結婚を通じて、一つの原則がなければならない。すなわち、各人は、国家に とっ 
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て利益をもたらす結婚を求むべきであって、自分にとって最も快適なものをではない。ところが、すべての人は 
なぜかつねに自分に最も似た性質を持つ者の方へ引かれるもので、その結果、囯全体に、富の上でも性格の上で 
も不均衡が生まれる。ここから、わたしたちの国では起こってもらいたくないことが、たいていの国ではじっさ 
いによく起こるのである」 

ところで、これらのことを法律の条文によって規定すること、つまり「金持は金持と結婚すべからず、有力者 
は他の有力者と結婚すべからず、せかせかした性質の者はゆったりした者と、ゆったりした者はせかせかした者 
と縁組みすべし」などとすることは、滑稽なばかりでなく、多くの人びとの怒りを買うでしょう。なぜなら、国 
家は混酒器のように混合されていなければならないということを理解するのは、容易なことではないからです。 
混酒器では、酒は注ぎ込まれると、気違いのように沸きたちますが、別の素®:の# i によって懲らしめられると、 
見事に混り合って、美味しい、ほどよい飲み物ができ上がります。だが、このことが子供をつくるための混合に 
も起こるということを、ほとんど誰ひとりとして見抜くことができないのです。それゆえ、法律でこのようなこ 
とを規定するのはやめなければなりませんが、ひたすら財産を追い求め、自分と等しい身分の人との結婚を求め 
E るよりも、子供たちがむらのない人柄であることの方を、各人がいっそう重要視するようにと、呪文を唱えて説 
得に努めなければなりません。そして結婚にあたって財産のことばかり考える者には、非難を浴びせることによ 


1 IV . 721 B , VI .7005 B では男性の結婚年齢は三〇歳から三 2 IV . 723 D 参照。 
五歳までとなっている。 3 水の こと0 
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ってその考えを変えさせるべきであって、書かれた法律によって強制してはならないのです。 

I 七 

以上を、結婚についての勧告の言葉としましょう、子孫を残し、つねに自分に代って神に仕えるものを提供す 

( 1 ) 

ることによって、永遠のいのちに参与すべきだという先の言葉にあわせて。これらすベてと、さらにもっと多く 

のこと を、 ひとは 結婚についての適切な序文として、結婚の義務に関して語る ことができる でしょう。しかし、 も 

し誰かが故意にそれに従おうとせず、国のなかにあってよそものとして他人と交わらず、結婚しないままに三五 

歳になるならば、彼は毎年罰金を払わねばなりません。その額は、最高の財産階級に属する者は一〇〇ドラクメ、 

第二階級の者は七〇ドラクメ、第三階級の者は六〇ドラクメ、第四階級の者は三〇ドラクメです。そしてこの罰 
( 2 ) 

金はヘラに奉納されます。年々の罰金を支払わない者には、その一〇倍の債務を負わせます。そしてこの女神の 
財務官がその取りたてにあたり、取りたてを執行しないと、彼自身が債務を負うことになります。そして執務監 

( 3 ) ( 4 ) 

査にあたっては、すべての市民がこのような事柄について説明を与えなければならないのです。ところで、結婚 
を欲しない者は、金銭的には、以上の罰を科せられますが、尊敬という点では、彼は年下の者から受けるいっさ 
いの尊敬を奪われ、若者たちも誰ひとりとして自分から進んで彼に従ってはなりません。もし彼が誰かを懲らし 
めようと するなら、すべての者が被害者の側に立って守ってやらなければならないのです。その場に居合わせな 
がら味方しない者は、法律によって、臆病で「悪しき市民」の烙印を押されなければなりません。 

持参金については前にも述べましたが、もう一度、貧乏人がお金がないために妻を娶らずに、あるいは娘を嫁 
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がせずに年をとってしまうことはあるまい、と言っておきましょう。というのは、この国の人びとは誰も必需ロロ 
に事欠くことはないからです。また妻が持参金を鼻にかけることも、夫の側が金のために賤しい、自由人らしか 
D らぬ隸属におちいることもいっそう少ないでしょう。そしてこの規則に従う者は、それによって立派な行為を一 
つすることになるでしょう。しかし従わないで嫁入り支度として五〇ドラクメの価値以上のものを与えたり受け 
たりする者、あるいはームナの、あるいはームナ半の、あるいは最高の財産階級に属する者ならニムナの価値以 
上のものを与えたり受けたりする者は、別に同額を国庫に収めなければならず、他方、与えられあるいは受けと 
られたものは、ヘラとゼゥスに奉納され、その取り立てはこれら二柱の神々の財務官に行なわせます。これは独 
E 身者の場合、ヘラの財務官がそれぞれの場合に取り立てを行ない、そうでなければ、彼らがめいめいに自分の懐 
から罰金を支払わねばならないと言われたのと同様です。 

婚約の権利は、第一に父親、第二に祖父、第三に父を同じくする兄弟に属し、これらの人びとが一人もいない 
場合には、つぎに同じ順序で母方の親族に移ります。もし〔これらの人びとが一人もいないという〕異常な事態が 

るためのいくつかの改正を行なった。監査官の選出方法、 
監査の方法、監査官自身の監査等については第ーニ卷三章 
参照。 

4 774 W 4 TTSS は「すべての市民」と訳したが、すべての 
財務官とも取れる。 

5 V . 742 C 参照。 

6 ゼウスとヘラは 結婚の神聖を守る神。 


1 IV . 721 B〜D 参照。 

2 結婚を保護し妻の座を守る女神。 

3 アテナィでは官職に ある ものは、その任期終了後一力月 
以内に、その執務について報告する義務を負い、市民は誰 
でもこれについて告発することができた。しかしこの制度 
はたびたび政敵追い落としの手段として悪用された。ブラ 
トンはこのアテナィの制度を取りいれ、上述の悪用を避け 
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g 起こった場合には、最も近い親族がつねに後見 (Al とともにその権利を行使します。 

775婚礼前の供儀やその他、そのょうなことについて婚礼の前、最中、後に行なわれるのがふさわしい儀式につい 
ては、各人は神事解釈者に尋ね、彼らの言うところに従えば、自分にとって万事うまくゆくと考えるべきです。 

一八 

披露宴については、友人は双方とも男女あわせて五人ずつまでとし、親類縁者も双方ともそれと同数を招待す 
るにとどめなければなりません。誰にしても、費用はその財産にふさわしい額を越えてはならず、最も財産のあ 
B る階級でームナ、つぎはその半分、さらにつぎは、と評価額が減少するにつれて順次少なくすべきです。そして 
この法律に従う者はすべての人に称賛され、従わない者は婚礼のムゥサの調べ?モス)を解さない、粗野で無教 
養な者として、護法官が懲らしめなければなりません。 

酷@7するまで飲むことは、酒を与えたもうた神の祭りは例外として、その他の場合には不適当なことですし、 
危険でもありますが、とりわけ結婚を真剣に考えている者にとってはそうなのです。このときに花嫁と花婿とは 
C 人生の大いなる転機に立っているのですから、いつにもまして正気であることがふさわしいことですし、同時に 
また、生まれる子がいつもできるだけ両親が正気であるときに生まれるょうにしなければならないからです。ど 
んな夜に、また昼に、神さまの思し召しで子供が宿るかは、分らないといっていいのですから。それに加えて、 
酩酊して弛緩した身体で子供をつくってはいけないのです。いや、胎児は秩序ある仕かたで、しっかりとして、 

D 安定した、静かなものにつくりあげられなければなりません。ところが、酒に酔った人は身、レともに狂っていて、 
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自分自身があっちこっちにもって行かれたり、行ったりします。ですから、酷町者は種を蒔くのが- e '*' いかでも 

あり、下手でもあって、その結果、でき損いで信頼のおけない、性格も身体も真直ぐでない子供を生むでしょう。 

したがって、欲を言えば、一年中、いや一生のあいだ、そうでなくても、せめて子供を生む年齢に ある あいだは、 

健康を損ねたり、傲慢や不正にかかわる行為は、できることならしないように、 よく 注意し なければなりません0 

—— なぜなら、 それは 必ず、 生まれる子供の魂と身体に似姿を刻みこんで、あらゆる点で劣悪な子供を生むでし 

E ょうから-。とりわけ、かの婚礼の日と夜とは、そのようなことから遠ざからなければなりません。なぜなら、 

「初め」は人間 G あ：；，だ12います神であ 0- C 2、 それは、かかわりを持つ人びとのすベてから、 もし 自分に ふさ わ 

しい尊敬を受けるならば、すべてを救ってくださるものだからです。 

{ 3 } 

77 r 婿は分酉地にある二つの家の一方を、いわば雛を生み育てる場所と考えて、父母のもとから離れて、そこで 
結婚 生活を行ない、それを自分や子供たちの住まいと生活の場にしなければ なりません 。というのは、 親愛の倩 
には何か離れていて懐しむ気持がまじると、それはみんなの心を固め結びつけるものだからです。 しかし、 あき 
あきするほどいつもいつしよにいて、しばらく会わずにいることから来る懐し—持たない と、 満足の度を越え 
て、互いに離れてしまうものです。これらの理由から、若夫婦は住みなれた家に 母や 父 や妻の身内を 残して、あ 
B たかも植民地に赴くかのようにして、こちらから訪問したり、あちらからの訪問を受けたりしながら、自分たち 


1 S . VO 26 E 参照。 3 V .745 C 〜 E 参照0 

2 753 E , 765 E 参照。 
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だけの家庭をつくらなければならないのです。そして子供を生み育て、ちょうどたいまつのように、生命をつき 
からつぎへと伝えて、法律が命じるところの神々の祭りをつねに行なわなければ なりません。 

-九 

つぎに所ぎ勿としては、どんなものを持っていたら、最も適当な財産を持っていることになるでしょうか。そ 
の多くは、考えることも、手にいれることも困難ではありません が、奴隸 のことになると、あらゆる点でむずか 
し、-のです。そのわけは、わたしたちが彼らについて語ることは、ある意味では正しくなく、ある意味では正し 
いからです。つまり、わたしたちが 奴隸 について語るところは、事実に反する点もあり、また事実に合致する点 
もあるのです。 

メギロス それはまた、どういうことなのですか。というのも、あなた、あなたがいまおっしゃっていること 
が、わたしたちにはまだよく分りませんから。 

アテナイからの客人 いや、ごもっともです、メギロス。というのは、ラケダイモンのへロット制度は、全ギ 

リシアでほとんど最大の難問を提供し、一方ではそれができたのを是とする人びとと、他方では非とする人びと 

(2) 、 

とのあいだに、論争を巻き起こすでしょうから。——マリアンデュ ノイ 族を隸属させたヘラクレアの奴隸制や 

テッタリアのペネスタイ ( I も論争の的になりますが、これほどではありません-。これらのことやすべてこれ 

に類した事柄に目をやるとき、わたしたちは奴隸の所有について何をなすべきなのでしょうか。話の途中でたま 
たまわたしが口にし、とうぜんのことですが、あなたが、いったい何を言おうとしているの力と尋ねられたのは 
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つまりこのことだったのです。もちろん、わたしたちは誰でも、奴隸はできるだけ気立てのやさしい、できるだ 
け立派なものを所有すべきだと、言うであろうということは分っています。なぜなら、奴隸の方が兄弟や息子ょ 
りも、あらゆる徳性において優れていて、主人やその家財や家族全体を救ってくれたことが、これまでに数多く 
あるのですから。たしかに、こういうことが奴隸について言われていることをわたしたちは知っています。 

メギロス もちろんです。 

T テナィからの客人また反対に、奴隸の魂には健全なものは何ひとつなく、道理をわきまえた人なら、こん 
な輩をけっして何ひとつ信用すべきではないとも言われていますね。わたしたちの詩人のうちで最も賢い人も、 
ゼゥスについて語りながら、こんなふうに明言しています。—— 

蟲く声のゼゥスは人びとからその心の半ばを奪い去りたもう 
隸属の日が彼らに襲いかかるそのときに 

こうして各人は、それぞれの考えによってこれらの二つの見解のどちらかを取り、一方の人びとは奴隸の輩を 
ぜんぜん信用せず、まるで獣で も 扱っているかのように、棒 や 鞭で もって 奴隸の心を三倍 どころ か何倍にも奴隸 
的にしてしまいます。また他方の人びとはこれとは正反対のことをします。 


1へロットはスパルタ人の所有していた農奴のこと。『ア は同地方の土着人。 

ルキビアデス I 』 122 D 注2参照。 3テッタリア CD 先住民で、スパルタのへロット同様農奴と 
2 ヘラクレアはヘラクレア.ポンティケのこと。黒海南岸 して耕作に従事した。 

のビテューーア地方のギリシア植民都市。マリアンデュノィ 4 『ォデュッセィア』第一七卷三ニニ行以下。 
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メギロス そうですとも。 

B クレイニアス では、あなた、こんなふうに違いがあるとしたら、わたしたちは、わたしたちの国土で奴隸の 
所有と懲罰とについて、どんなふうにしたらよいでしょうか。 

アテナイからの客人 どうでし±う、クレイニアス、人間というのは、手に負えない動物であって、奴隸と自 
由人である主人とを実際問題として区別するという、このどうしても必要な区別に対しても、けっして容易には 
言うことをきいてくれないし、将来もそうでしょうから、奴隸が所有物として難物なのは明らかです。 メッセニ 
ア人によってしばしば繰り返されてきた叛乱や、同じ言葉を話す多くの奴隸をかかえている国家の場合、さらに 
はイタリアの海岸に出没するペリディノス(海賊)と呼ばれる盗人どものさまざまな所業や冒険が、奴隸制がどん 
なに多くの禍を生むものであるかをしばしば事実によって証明しています。 

これらすベてに眼をやったとき、ひとはこのような事柄すベてについてどう対処すべきかに困難を感じるでし 
ょう。それには二つの対策しか残されていません。一つには、彼らを奴隸であることに甘んじさせようとするな 
ら、彼らが互いに同国人でないように、できるだけ言葉を同じくするものでないようにすることです。もう一つ 
には、彼らのためだけでなく、よりいっそう自分たち自身のために、彼らに思いやりを示し、正しく扱ってやる 
ことです。このような立場にある者に対する扱い方は、奴隸に対して暴力を振わないこと、もしできれば、対等 
の人に対する以上に不正な行ないをつつしむことです。というのは、ひとが、見せかけでなく心から正義を敬い、 
真に不正を憎む者であることが明らかになるのは、自分が容易に不正を行なうことのできる人びとに対するとき 
なのです。ですから、奴隸に接するときに示される性格や行為において、不敬や不正に汚されていない者は、徳 
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E を育てるための種を蒔く能力を、誰よりも充分に具えていることになりましょう。そして、主人にせよ、替主に 
せよ、あるいはおよそどのような権力にしても、自分より弱い者に対して権力を行使する人について、同じこと 
をしかも正しく言うことができます。だからといって奴隸は、懲らしめるべきときには、 m らしめなければなら 
ず、自由民に対するように、戒めるだけで付け上がらせてはなりません。家僕に対する呼びかけは、ほとんどす 
778ベて命令でなければならず、男女を問わず、家僕に向かってはどんなふうにせよ、けっして冗談を言ってはなり 
ません。じっさい、多くの人びとは奴隸に対してこのような態度を取り、まったく愚かにも彼らを付け上がらせ 
ては、人生をいっそう困難なものにしてしまうのです。奴隸にとっては支配されることが、また自分たちにと - P 
ては支配することが困難になるのです。 

クレイニアス おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 さてこれで、さまざまな仕事を手助けさせるのに、ふさわしい能力をもった奴隸を、数 
も充分にできるかぎり用意したわけですから、そのつぎには住居のことを言葉の上で描いてみるべきではありま 
せんか。 

クレイ||アス まったくそうです。 

二〇 

B アテナイからの客人 新しく建設され、いままで住居というものがなかった国では、建造物のいわばすべてに 
ついて、それらのいちいちを、とくに神殿や城壁を、どんなふうにするかを考慮しなければならないようです。 
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これらの問題は、クレイニアス、結婚よりも先のものだったのですが、いまは言葉の上だけのことですから、こ 
んなふうにここで扱っても充分許されるでしょう。しかし、じっさいに国家がつくられる場合には、神さまの思 
し召しにかなえば、建築のことを結婚の前にし、これらすベてのことができ上がった上で結婚のことを仕上げと 
しましょう。しかしいまのところは、ただ建築のことについて、その概略だけを一通りみることにしましょう。 
クレイニアスまったくそうです。 

アテナイからの客人ところで神殿は、市場の周囲と、都市全体のぐるりに、安全と清潔さとのために、高い 

土地に建てなければなりません。これらに接して役所と裁判所が建てられ、そこを最も神聖な場所として、そこ 

で判決が与えられたり、受けとられたりするでしょう。それはこれらの裁判が神聖な事柄に関するものだからで 

あり、またそこが神聖な神々のいますところだからでもあります。そしてこれらの建物のなかには、殺人その他 

死刑に値する罪の栽判が行なわれるべき裁判所があります。 

城壁については、メギロス、少なくともわたしはスパルタに賛成し、域壁を地中に横たわったまま眠らせてお 

いて、起こしたりはしますまい。その理由はこうなのです。すなわち、一つにはあのよく引用される、城壁につ 
( 1 ) 

いての詩人の言葉、「城壁は石よりも青銅と鉄でつくられるべきである」という言葉は見事です。なおそれに加 
えて、もしわたしたちが、一方で毎年青年たちを地方へ送って、溝を掘り、堀をつくり、また砦を築かせて敵を 
防ぎ、国土の境界から一歩たりとも踏み込ませまいとしながら、他方で城壁をめぐらしたりしたら、とうぜん大 
変な物笑いを招くことになるでしょう。城壁というものは、第一に、国家にとって健康上少しも益がありません 
し、またそのなかに住む人びとの魂に、一種の意気地のなさを植えつけるのが常です。城壁は、人びとを誘って、 
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敵を防ぐよりそのなかへ逃げ込ませ、夜も昼も絶えず誰かが見張りをすることによって国の安全を確保する代り 
に、城壁と城門に守られて眠りこけているのが、真の安全を得る手段だと考えさせるのです。まるで彼らは苦労 
を免れるために生まれてきたかのように、そして真の安楽は苦労を通じて得られることを知らないかのように。 
しかし思うに、恥ずべき安楽や怠惰からは、とうぜんまた苦労が生まれてくるものなのです。だが、もし城壁が 
人びとにとってどうしても必要だというのならば、個人の住宅の構造を、始めから都市全体が一つの城壁になる 
ようにつくるべきです。すなわち、すべての家々を守り易いように、道路に面して同じ様式で、同じ大きさに建 
てるのです。こうすれば、都市全体が一つの家の外観を呈し、見た目に快いばかりでなく、守り易さからみても、 
すべてに抜きんでた安全性を持つことになります。ところで、最初に建てられたものが そのまま 保存されるよう 
にと、それの管理をするのは、とうぜんそこに住む人びとの仕事でしょうが、都市保安官もよく監督して、管理 
を怠る者には罰金をもって強制することさえしなければなりません。彼らはまた、市街地にあるすベてのものの 
衛生管理に意を用い、誰か個人が建造物や溝などで公共の財産を侵すことのないように注意すべきです。さらに、 
雨水の流れをよくするように配慮することも必要ですし、その他、都市の内外で彼らが処理するにふさわしいこ 
D とにも意を用いなければなりません。これらすべてと、その他困難なために法律が やり 残した事柄に関しては、 

護法官が実際の経験に照らして、法律をつけ加えることにします。 

さて、これらの建物や、市場や体育関係の建物、学校、劇場などが整い、学校は生徒を、劇場は観客を寺ち う 


1作者不詳。 
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けているわけですから、わたしたちは立法の順序に従って、結婚のつぎに来るものに向かうことにしましょう。 
クレイニアス ぜひそうしましょう0 

二 I 

アテナイからの客人 では、結婚式は済んだものとしておきましょう、クレイニアス。そしてそれにつづいて、 

子供が生まれるまでの一年あまりの時期があるでしょう。他の多くの国々よりも優れたものになろうとする国に 

( 1 ) 

おいては、この時期を新婚夫婦はどのように過ごすべきか、——これは先に述べられたところにつづく問題です 

が-、それを語ることは、この上なくやさしいというわけにはゆきません。いや、先に述べられたもののうち 

少なからぬものが、大衆に受けいれられがたいものでしたが、これはそれらの多くのものよりも、いっそう受け 
いれられ難いのです。しかしながら、正しくて真実であると思われることは、何としてでも語らなければなりま 

せん、 クレイ ニアス。 

クレイ||アス まったくそうです。 

アテナイからの客人 そこで、誰かが国家のために法律を公布して、市民が公共の行動においていかに生きる 
べき かを明らかにしようと考えるとしましょう。彼が個人生活に関しては強制の必要をいっさい認めず、各人は 
その欲するままに日を送ることが許されるべきであって、けっしてすべてを規則づくめにすべきではないと考え 
るならば、どうでしょうか。つまり、個人生活は法律で規制せずに放っておきながら、公共の生活に関しては、 
市民が法#に従って生きるであろうと期待するとしたら、このような考えはけっして正しくはありません。では 
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何のためにわたしは、こんなことを言い出したのでしょうか。それはつまり、わたしたちの新婚の夫たちは、結 
B 婚前の時期に比べて、勝りも劣りもせず、共同食事の生活をすべきだと主張したいのです。たしかに、この制度 
が最初あなた方のところで初めて行なわれたときには、それは驚くべきことでした。それはあなた方が、人口が 
少なくて、しかも非常な難局に立たされていたときに、おそらく戦争が、あるいはそれと同じ圧力を持った他の 
事態が強制したものなのでしょう。ところが、人びとがいったんこの共同食事を採用することを余儀なくされ、 
C それを味わってみると、この制度は国の安全に寄与することすこぶる大なるものであるように思われました。あ 
なた方のところの共同食事の制度が確立されたのは、何かこのような事情によるものでした。 

クレィニアスそうのようですね。 

アテナィからの客人そこで、わたしの言おうとしたのはこういうことです。つまり、この制度がかつては驚 
くべきことであり、それを人びとに実施することは恐るべきことであったのですが、いまではこれを立法化する 
ことは、それを行なう者にとって当時と同じような困難を伴いはしないだろうということです。しかし、それに 

つづく制度の方は、-これはもともと実施されれば成功するはずのものですが、いまのところはどこにも実施 

されていないために、立法者は、諺に言う「火の中へ羊毛を梳く」の類いや、その他無数のこれに似たことをし 
D て無駄骨を折らされているのですが——、この制度の方は語ることも、語った上でそれを実行に移すことも容易 
ではありません。 


1この話題は776 W でいったん中断された。 
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クレイニアス それはいったい何なのですか、あなた。あなたは話そうとなさりながら、ひどく言い渋ってお 
られ るよう にみえますが。 

アテナイからの客人 このことだけに長い時間を無駄に費やすことがないように、話してしまいましょう。つ 

まり何ごとであれ、国家において秩序と法律にかなって生じるものは、すべて善い結果を生みますが、秩序のな 

いもの、あるいは間違った秩序を持つものは、多くの場合、他のよく秩序づけられたものまで駄目にしてしまい 

ます。いま話している事柄も、まさにそれにかかわりがあるのです。というのは、クレイニアスにメギロス、あ 

( 1 ) 

なた方のところでは、男性の共同食事の制度は立派に、そして同時に、先に言ったように、神的な必然ともいう 
べきものによって驚くばかりにでき上がりました。しかし、女性の方はまったく不当にも、法律の規制を受けず 
に放置され、彼女たちの共同食事の制度は日の目をみるに至りませんでした。わたしたち人間のうち、生来その 
弱さのゆえに、よりいっそう隠しごとを好み、奸智にたけた種族、すなわち女性は、立法者が不当にも手を引い 
たために、無秩序のままに放置されているのです。そしてこの種族を放置したために、あなた方は多くのものを、 
もしそれらが法の支配下にあったならば、現在よりもはるかによい状態にあったであろう多くのものを、逃して 
しまったのです。というのは、女性が野放しに放置されるということは、普通考えられるように半分だけの問題 
ではないのです。わたしたちのみるところでは、女性は生まれつき男性よりも徳性において劣っているだけ、そ 

(2) I 

れだけ二倍以上も問題になるのです。 

ですから、この点をもう一度考え直して訂正し、そしてすベての制度を女性にも男性にも共通に実施すること 
が、国家の幸福にとってより好ましいことでしょう。しかし現状では、人間という種族は、とうていそこまで到 


384 



法律（第六巻) 


C 達するほど、幸運に恵まれてはいませんから、共同食事さえが国家公認の制度にはぜんぜんなっていない他の地 
域や国々では、道理をわきまえた人なら、それを口にすることすらしないでしょう。ですから、実際問題 として、 
女性に人前で公然と飲み食いすることを無理強いしようとする ことな ど、どうして嘲笑を H かずにできましょう 
- R 女性にとってこれ以上耐えがたいことはないのですから。というのは、女性は引きこもってひそやかに生き 
ることに慣れているものですから、無理に明るみへ引っ張り出そうとすれば、あらゆる抵抗を試み、とても立法 
D 者の手には負えないでしょう。そういうわけで、いまも言いましたが、他の地域では、女性はこの正当な議論が 
提案されれば、我慢するどころか、あらゆる罵声を浴びせるでしょう。しかし、この国では、おそらく戋曼する 
でしょう。ですから、もしあなた方がせめて言論の上だけでなりと、国制全般についてのわたしたちの議論が失 
敗に終ることのないように望まれるのでしたら、わたしはこの提案がよいものであり、適当なものであることを 
説明したいと思います。もちろん、あなた方お二人がお聞きになりたければということで、そうでなけ1ボやめ 
にしましよう。 

クレイニアス いや、あなた、 わたしたち二人とも、まったく自分でも不思議なくらいお話を伺いたい気持で 
いるのです。 


_照 性より多くの禍を生むから、全体の禍は男性によって生じ 
男女が徳性において優劣がなければ、女性によって生じ る禍の二倍以上である。 

る禍は全体の禍の半分である。しかし実際には、女性は男 
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アテナイからの客人 では、みんなで聞くことにしましょう。ですが、わたしがどこか遠くまでさかのぼつて、 
そこから議論を進めるようにみえても、驚かないでください。わたしたちには暇は充分ありますし、法律に関す 
る事柄をあらゆる面から考察することを妨げるものは何ひとつありませんから。 

クレイ-アス おつしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 それではもう一度最初に言つた ことに 帰りましょう。というのは、すべての人が次のこ 
とだ ナは よく 知つていなければならないからです。つまり、人間の種族はその生成の初めもなければ終りもなく、 
つねこ あつたし、また将来も絶えずありつづけるものであるか、あるいは人間が初めて生まれて以来、経過した 
時間の長さは測り知れないほどであつたか、そのいずれかだということです。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 ではどうでしょうか。諸国家の成立と滅亡、秩序正しい、あるいは無秩序な、さまざま 
のしき た ( SN )、 飲みものや食べものに関する多様な欲望、それらがあらゆる仕かたで地球上到るところに存在して 
きたとは&われないでしょうか。そしてまた、さまざまな気候の変動が生じて、その際におそらく生物はその性 
質をいろいろと変化させたとは思われないでしょうか。 

クレイーーアス それはそうですとも。 

アテナイからの客 A ではどうでしょうか。葡萄の木は、前にはなかつたのが、いつかどこかであらわれたの 
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だと、わたしたちは信じているのではないでしょうか。またオリ ー ヴ も、 デメテルと コレの 贈物も同«なので ま 

3 ) 

ないでしょうか。そして トリ プトレモスとかいう人が、それを伝える役をしたのだとい うことも。 しかし、 これ 
らのものがまだなかった時代には、動物は今日のように共食いという手段に頼った とは 思われませんか。 

クレイニアス もちろん思います。 

アテナイからの客人 たしかに、今日でもなお多くのところに、人間がお互いを生贄にするということが残っ 
ているのが見られます。しかし別のところでは、これとは反対に次のようなことを聞いて います 。つまり、人び 
とは牛肉を味わうことなど敢えてしなかったし、また神々への供物も生きものではなく、麦粉菓子とか 蜂蜜漬け 
の果物と か、その他 これに 類す る 清浄な 供物であって、肉を食べたり、神々の祭壇を血で汚したりすることょ敬 
虔ならざることであるとして、肉を遠ざけ、いわゆるオルべ ゥス 教徒の生活を当時の人びとは^って おり、 すべ 
ていのちのないものだけを口にし、反対にいのちあるもののすべてから遠ざかっていたのです。 

クレイニアス あなたのおっしゃることは広く語られていることであり、信じるに足るものです。 
アテナイからの客人 しかし、 いったい何のために、いまそれらのことすべてがあなた方に語られたのかと、 

失われた娘を探す旅の途中エレゥシスにやってきて、その 
地の王ケレウスー家のもてなしをうけ、御礼として王子卜 
リブトレモスに翼をもった竜のひく車を与え、また農耕の 
術を教えた。トリブトレモスはこの車に乗って世界をまわ 
り、人類に農業を教えたという。 


1 日. 676 A sqq . 参照。 

2 7 00 2A6 Kod ppcbsss は削る(アストにょる)。 

3 デメテルは大地の産物の女神。コレはペルセポネともょ 
ばれ、ゼゥスとデメテルの娘。ゼゥスはデメテルに知らせ 
ずにコレを冥府の王ハデスの妻に与え、ハデスは野原に花 
つむ乙女をさらって、地下の国につれ去った。デメテルは 
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尋ねる人があるでしょうね。 

クレイニアス お察しのとおりですよ。 

アテナイからの客人 それでは、 クレイ ニア ス 、もしわたしにできれば、この先を何とかお話しするよう努力 
してみましょう。 

クレイ||アスどうぞ お願いします。 

アテナイからの客人 わたしの見るところでは、人間にとってすベては三つの必要と欲望とにもとづいており、 

そしても し人び とが 正しい指導を受ければ、 そこから徳が生まれ、 悪しき指導を受ければ、 その 反対が結果し ま 

す。そして このような欲望と しては、生まれる と 直ちに人間にそなわっている、食べる ことと 飲む ことと があり 

ます。それらに対しては、すべての動物は、いかなる場合にも、本能的な愛を持っており、それらすベてに対す 

る快楽と欲望とを満足させて、あらゆる苦痛をつねに避けること以外に、ほかになすべきことがあるのだと誰か 

が言おうものなら、いきりたって反抗するのです。ところで、わたしたちにとって第三の欲望、最大の必要であ 

り最も鋭い愛欲であるものは、最後にあらわれてきますが、これは人間を狂気によってまったく火のように燃え 

上がらせます。それは、あのこの上ない激し さを もって燃え上がる生殖への欲望のことです。これら三つの病い 

に対処するには、人びとをいわゆる最高の快楽から最大の善へと向けかえ、三つの最も力のあるもの、すなわち、 

恐 ffi と法#と真なる言論とによって、それらを抑制するように努めなければなりません。さらに、ムゥサたちや 

1 ) 

競技を司る神々の助けを借りて、これらの病いの増大と蔓延とを食い止めなければならないのです。 

さて結婚のつぎには出産を、そして出産のつぎには育児と教育をおくことにしましょう。もしわたしたちが、 
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■先に共同食事の問題に到達したときと同じようにして議論を進めてゆけば、おそらくわたしたちの個々の法律は 
でき上がってゆくでしょう —— 。この共同食事という形の交わりが、結局女性をも含むべきか、それとも男性だ 
けのものであるべきかは、もっと近くからこの問題に取り組むときに、おそらくいっそうはっきりしてくるでし 
C ょう——。またこれらの共同食事の諸問題の前にあるもの、それはまだいまのところ立法化されていませんが、 
わたしたちがそれを法律の規制の下におき、それを前において、その上でいまも言ったように、これらの諸問題 
をいっそう詳しく考察すれば、それらにより適した、よりふさわしい法律を定めることができるでしょ ko 
クレイニアス ほんとうにおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 ではいま語られたことを記憶に止めておくことにしましょう。おそらくいつかは、それ 
らすべてが必要になるときが来るでしょうから。 

クレイニアス 何を記憶しておけとお命じになるのですか。 

アテナイからの客人 わたしたちが三つの言葉で明らかにしたものです。わたしたちは、食べることと、第二 
D に飲むことと、そして第三に性の興奮とをあげました。 

事を意味する ものと して解釈している。すなわち共同食事 
の諸問題を解決するためには、まずその前提となる人間の 
欲望、男女の違い等々を解明しなければならない。それと 
同様に出産、育児、教育等の諸問題の解決にも、まずその 
前提となる人間性の本質から解明してかからなければなら 
ないという意味であろう。 


1 ゞ 泛比一〇^ミ〇口—は-^雲〇く卩一と読むハアルディナにょ 
る )0 

2 7 SB 5 2 .15は8"5と読む(ィングランドにょる)。 

3 783 B 7 ac-T0TS,w8 ac-T<I>v, Cl OC0TP-, C 2 ac-Tdc, C 3 ac-TOTS 
といぅ代名詞が厳密に何を指しているかがはっきりしない 
ため文意が曖昧である。ここではこれらの代名詞が共同食 
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クレイ || アス たしかに、あなた、いまお命じになったことを覚えておきましょう。 

アテナイからの客人 けっこうです。ではわたしたちは新婚の夫婦のことに戾って、彼らにどういうふうにし 
て、どんな仕かたで子供をつくるべきかを教えることにしましょう。そしてもし説得することができなければ、 
法律によって脅かすことにしましょう。 

クレイニアス どんなふうにして？ 

二三 

アテナイからの客人 新婚の夫婦は国家のためにできるだけ立派な、善い子供を生むことを心掛けなければな 

りません。いかなる行為も、共同してこれを行なう人びとみんなが、自分たち自身とその行為とに心を傾けるな 

らば、すべては立派によく仕上げられますが、心を向けないか、あるいは心というものを持たないならば、その 

反対の結果になります。そこで、夫たるものは妻と子供をつくることに心を傾けなければなりませんし、妻も同 

様です。このことはまだ子供が生まれない時期にはとくにそうなのです。そしてわたしたちの選んだ婦人たちを 

彼らの監督者にしなければなりませんが、その人数は、多くても少なくても、役人たちが適当と考える数を、ま 

( 1 ) 

た適当と考える時期にきめればよいのです。彼女たちはヱイレイテュイアの神殿に毎日少なくとも二〇分間集合 
します。そしてこれらの集まりにおいて、子供をつくる時期にある夫や妻のうち誰かが、結婚式で供物が捧げら 
れ儀式が行なわれる際に定められたことよりほかのことに眼を向けているのを見た者があれば、互いに報告し合 
わなければなりません。 
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子供をつくる期間と子供をつくる者たちを監督する期間は、子供が生まれやすい場合には一〇年と し、 それ以 

上にわたってはなりません。しかしもし誰かが、この期間が過ぎても子供ができなかった場合には、身内の者た 

ちや監督の役にある婦人たちとともに、双方に都合のよい条件を協議して離婚させます。しかし、何が双方にと 

C ってふさわしいか、また利益になるかについて、論争が生じた場合には、護法官のなかから一〇人を選んで、彼 

らに調停を委ね、その決定に従います。これらの監督の役にある婦人たちは、若夫婦の家に入っていって、 ある 

いは叱り、あるいは脅して、彼らの過ちや無知を止めさせます。もし彼女たちの手に余る場合には、護法官のも 

とに赴いて報告し、彼らがこれを止めさせます。もし彼らでも手に負えない場合には、これを公表し、その名を 

D 掲示し、これこれの者を改心させる ことは 不可能で ある 旨を宣誓の上で公示します。 こうして 名前を 掲示され た 

ものは、掲示を行なわせた者を法廷で負かさないかぎり、次の ような 権利を剝奪されます。すなわち、彼は結婚 

式や子供の誕生祝いに出席することができず、もし出席すれば、望む者は誰でも彼を鞭で懲らしめることができ、 

それによって罰せられることはありません。同じ規則が女性にも適用されます。つまり同様の不始末から名前を 

( 2 ) 

掲示され、しかも裁判で勝てない場合には、彼女は供を従えての外出 や 種々の栄誉を うける ことができず、 また 
結婚式や子供の誕生祝いに出席することも許されません。 

E しかし法の定めるところに従って子供を設けた後に、もし男が妻以外の女性と、女が夫以外の男性と同様の関 

1出産の女神。 つきで嫁にきたのに、侍女を買ってやらず、外出のとき だ 
2 婦人たちの供を従えての外出については、テオ プラスト け女市から伴の女を傭って くると ある。 

ス『人さまざま』(一ーニ)に、吝嗇な男は自分の妻が持参金 
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g 係を持つならば、相手が まだ 子供をつくる年齢に ある 場合には、子供をつくる年齢に ある 人び とに ついて言われ 
たのと 同じ罰を与えるべきです。しかしその年齢を過ぎると、このような事柄に関して自制心の ある 男女は大い 
によい評判を受け、反対の者は反対の評判を、というかむしろ不評判をこうむります。大部分の者がこのような 
785 事柄に関して節度を守るならば、規則などつくらずにそっとしておくべきですが、風紀が乱れて いる 場合には、 
いま定めた法律に従って規則をつくり、それを実施しなければなりません。 

各人に とってその 生誕の年は全人生の初めです。それを「人生の初め」 として 父祖の神社に記録する必要があ 
ります。さらに各氏族ごとに白い壁に男女児の名前を、その生誕の年をあらわすアル コンの 世代数と並べて記録 
B します。そのそばに氏族の存命者の名前がつねに記録され、死亡者が消されます。 

結婚年齢の限界は、女性は一六歳から二〇歳まで、男性は三〇歳から三五歳までとすべきです。役職につくの 
は、女性は四〇歳、男性は三〇歳からとします。軍務に関しては、男性は二〇歳から六〇歳までとします。しか 
し、女性については、軍務に関して女性を用いる必要があると考えられる場合にかぎって、子供を生んでしまつ 
てから五〇歳に至るまで、各人に可能な、また適当な仕事を課すべきです。 


たのであろう。『法律』では特にアルコンという役職はな 
く、アルコンという言葉は広い意味で役人一般を指すが、 
護法官を指している場合も多い。アルコンの世代数で年代 
をあらわすというのは XK . 947 Asqq . の記述と矛盾する。 


1父祖の神殿におさめられる記録と各氏族ごとに白い壁に 
記される記録とは二つの別箇の記録とみるべきであろぅ。 
また生誕の年をあらわすアルコンの世代数といぅ場合、ブ 
ラトンはアテナィの筆頭アルコンのことを思い浮かべてい 
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788 アテナイからの客人さて、男女の子供たちが生まれたので、そのつぎには、養育と教育とを語るのが、わた 
したちにとって最も正しいことでしょう。この問題は、語らないで済ますことはとうていできませんし、そうか 
といって語るとすれば、教えるとか勧告するとかいう形を取る方が、法律で規定するよりも、適当なようにわた 
したちには思われます。なぜなら、私的な家庭生活には、人目につかない多くの細々した事柄が生じ、これらは 
B 個人の苦痛や快楽や欲望に左右されて、立法者の勧めるところに反するものとなるため、市民たちの性格を種々 
雑多な、互いに似ていないものにしてしまいやすいのです。しかしこのことは、国家にとって悪なのです。とい 
うのは、それらの事柄が些細な、しかもたびたび起こるものであるため、法律で罰則を定めるのは、適当でもな 
ければ、見た目に好いものでもありませんし、また些細なたびたび起こることにおいて、人びとが法律を犯す習 
慣を身につけてしまうために、それは書かれた法律を危険におとしいれるからです。こういうわけで、これらの 
C 事柄に関して法律を定めることは困難ですが、そうかといって黙っていることもできません。わたしの言う意味 
を、いわば雛型とでもいうべきものをお見せすることによって、はっきりさせるよう努力しなければなりますま 
い。いまのところ、わたしの説明は少々曖昧なようですから。 

クレイニアス ほんとうにおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、正しい養育とは、明らかに、魂と身体をできるだけ美しく、善くすることが 
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( 1 ) 

できるものでなくてはならないと言われましたが、あの言葉は正しかったと思います。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 しかし、身体を最も美しくというのは、いちばん簡単には、子供がごく小さいときから、 
できるだけ真っ直ぐに育たなければならないということだと思います。 

クレイニアスまったく そうです。 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。次のことにわたしたちは気づいていませんか、つまり、すべての 
生物の発育は、その最初の段階がとりわけ最も大きく、最も早いものであり、したがって、人間の背丈も、五歳 
を過ぎると、それ以後の二〇年間で、以前の倍にはならないと、これまでも多くの人びとのあいだで論じられて 
きましたね。 

クレイ||アス そのとおりです。 

アテナイからの客人 では、これはどうでしょう。急速な成長が、多くの適当な運動を伴わないで生じた場合 
には、身体に無数の悪い結果をもたらすということを、わたしたちは知っていませんか。 

クレイニアス もちろん知っています。 

アテナイからの客人 それなら、身体が最も多くの栄養を取って大きくなるとき、そのときに最も多くの運動 
を必要とするわけです。 


1 1 . 643 A 〜644 W 参照。 
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クレイニアス何ですって、あなた。生まれたばかりのごく幼いものたちに、わたしたちは最も多くの運動を 
課そうというのですか。 

アテナイからの客人いや、 そうではありません。それよりもっと前に、母親の胎内で養われているときにで 

クレイ||アスこれは何ということを、あなた。胎児にとおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人 そうです。あなた方が、そのような時期にある者の運動について、何もご存知ないのは 
不思議ではありません。奇妙なことかもしれませんが、そのことをあなた方に説明したいと思います。 

クレイニアスぜひお願いします。 

アテナイからの客人 じつは、そのようなことはわたしたちのところでいっそう理解されやすいのです。そこ 
では必要以上に遊びごとに熱中する人びとがいるものですから。つまり、わたしたちのところでは、子共だけで 
なく年のいったものまでが、互いに闘わせるために鳥の雛を育てています。彼らはそのような動物の訓練として、 
それらをけしかけて闘う練習をさせるお互い同士の運動だけで、充分であるとはけっして考えていません。それ 
に加えて、めいめいがそれらの雛を持って、つまり、小さいものは手のなかにいれ、大きいものは小脇にかかえて、 
自分の身体の健康のためにではなく、それらの雛鳥の健康のために、何スタディオ T んも歩き廻るのです。そして 
見る眼を具えたものにとって、少なくともこれだけのことが明らかになります。つまり、すべての身体はそれが 
受けるあらゆる種類の振動や運動によって、自分から身体を動かすにせよ、あるいは駕籠とか、船とか、馬とか 
に乗るにせよ、またほかのどんな乗物によって運ばれるにせよ、これらの運動によってよい影響をうけて元気に 
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なり、それによって食物や飲物の栄養を吸収して、わたしたちに健康と美と、その上、力までも与えることがで 
きるのです。 

二 

さて、事情がこのようであるとすれば、そのつぎにわたしたちは、何をなすべきだと言ったらよいでしょうか。 
妊婦は散歩すべしとか、子供が生まれたらまだ柔いうちに«細工のように形を整えるべしとか、二歳になるまで 
はおむつにくるむべしとか、そういう法律を制定して、物笑いの種になることをあなた方はお望みですか。さら 
に、法律による S 3 則を定めて、乳母たちに強制的に、子供が自分で立てるようになるまで、野原や神社や親戚の 
家などにいつも抱いてゆかせたものでしょうか。そして立てるようになっても、小さいうちは、脚にあまり重み 
がかかって脚が曲ってしまうことのないようによく注意させ、子供が三歳になるまでは、苦労して抱いてゆかせ 
ましょうか。また乳母はできるだけ頑健でなければならないとか、一人ではいけないとかいうことも規定しまし 
ょうか。そしてこれらの規則のいちいちに対して、それが守られなかった場合には、違反者に対する罰則を書き 
記すことにしましょうか。いや、それはとんでもないことではありませんか。というのは、いま言われたばかり 
のことが数多く、たくさんに起こってくるでしょうからね。 

クレイニアスどんなことですか。 


1 IV . 704 W 注2参照。 
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アテナイからの客人わたしたちが大いに物笑いの種になるだろうということです。それに乳母たちは、女に 
ありがちな性格や奴隸根性から、言うことをきかないでしょうしね。 

クレイニアスでは何のために、これらの規則が語られなければならないと、わたしたちは言ったのですか。 

アテナイからの客人こういうわけです。つまり、国家のなかで主人で自由人である性格の持主は、それを聞 
けば次のような正しい認識におそらく到達するでしょう。すなわち、国家において個人生活が正しく規制されな 
いかぎり、公の生活にとって確固とした法律が制定されることを期待しても無駄であろうということです。そし 
てこのことを理解した人は、さきほど述べられた諸規則を自ら法律として用い、そうすることによって、自分の 
家庭も国家も、ともに立派に整え、幸福に暮らすことでしょう。 

クレイニアスまったく、もっともなお言葉です。 

アテナイからの客人ですから、ごく幼い子供たちの魂の訓練についても、初めに身体についての話をしたの 
と同じ仕かたで語り終えるまでは、わたしたちはこのような立法の仕事をやめますまい。 

クレイニアスまったくそのとおりです。 

アテナイからの客人そこで、次のことを双方の場合に、いわば基本原理としましょう。つまり、ごく幼い子 
供たちの身体と魂とを、夜となく昼となくできるだけ守りをし運動させることが、すべての子供たちにとって、 
とくに最も小さいものたちにとっては有益であり、そしてできることなら、彼らがいつもまるで船に乗っている 
ような状態で暮らすことが望ましいということです。しかしいまは、できるだけそれに近い状態を、生まれたば 
かりの赤ん坊のためにつくってやらなければなりません。このこと(運動の心身に与える効果)は次の事実、すな 
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わち子供の乳母たちやコリュバンテスの病いの治療を行なう女たちが、この原理を経験から学び、その有用性を 
認識するに至ったという事実からも証明される必要があります。ご承知のように、母親がなかなか寝つかない子 
供を寝つかせようとするときには、彼らに静止をではなく反対に運動を、——腕に抱いて絶えずゆさぶって やる 

のです -、沈黙をではなく歌を与え、そしてバッ コスの 狂気に とりつかれた 人び とを 癒す よう' に'、 あの 踊りと 

歌との結合という形での運動を治療に用いて、子供たちに文字どおり笛の音に よる pa !. いをかけてしまうのです。 
クレイニアス これらのことの原因は、あなた、いったい何なのでしょうか。 

アテナイからの客人それを見つけることはさして難しくはありません。 

クレイニアス つまりどんな？ 

( 4 ) 

アテナイからの客人これら二つの心理状態は一種の恐れであり、恐れは心のある種の病的な状態に起因しま 
す。 ですから、そのような状態に対して、ひとが外からゆさぶりを与えると、外から与えられた運動が恐怖と狂 
気という内なる運動に打ち勝ち、打ち勝つことによって各人の心臓の苦しい鼓動を静めて、魂のなかに静かさと 
安らぎとを生ぜしめ、すこぶる好ましい結果を生むのです。つまり、目を覚ましている子共たちには 民り を1 さ 

1コリユバンテスとはブリユギアの女神キユべレの祭司で、 2 ここでブラトンは、コリユバンテスの病い とバッ コスの 
女神を祭る際に熱狂的に踊り狂う。コリユバンテスの病い 狂気とを、ほとんど同じようなものとして扱っている。 
とは、この女神によって起こされると信じられている病的 3 790E3 paKX— の後をコンマで切り、 fis は f 一と 
な 興奮状態で、 それにかかると、コリユバンテスのように 読み、 iQ'qEls の後の n ンマを削る(イングランドによる )0 
踊り狂う。この病いを癒すには、患者に激しい運動を与え 4 子供が なかなか寝つかないのと、コリュバンテスや パッ 
て、疲労の極に おちいらせることによって癒すという。 コスの狂気。 
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せ、他方の目覚めている人びとには、各人が犠牲を捧げて吉兆を得た神々の助けにより、笛に合わせて踊りをさ 
B せることによって、狂気の状態から正気へと立ち戻らせるのです。以上が、こんなに簡単な言い方ですが、納得 
のゆく説明になりましょう。 

クレイ—アス たしかにそうです。 

アテナイからの客人 しかし、 もし それが、そういうふうに何かいま述べたような効果を持つとすると、わた 
したちは次のことを自分の心にとどめておかなければなりません。つまり、すべての魂は幼いときから恐怖にと 
りつかれていると、それだけいっそう恐怖の習慣を身につけるだろうということです。そしてそのことは、臆病 
さの訓練にはなるが、勇気のそれにはならないということを誰もが認めるでしょう。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 反対に、わたしたちに襲いかかる怯えと恐れとに打ち勝つことが、幼いときからの勇気 
の鍛練であるとわたしたちは言いましょう。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 ですから、このこと、つまりごく幼い子供たちを運動によって鍛えることも、魂の徳性 
の一つの部分〔すなわち勇気を養うこと〕に大いに役立つと言えましょう。 

クレイニアス まったくそうです。 

アテナイからの客人 さらに、魂の明朗さと気むずかしさとは、それぞれが生じる場合には、魂の善い状態と 
悪い状態との小さからぬ部分になるでしょう。 
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クレイ11アス そうですとも。 

アテナイからの客人 では、どのような方法によって、わたしたちは生まれたばかりの赤ん坊に、これらの二 
つの気質のうち、どちらでも好きな方を直ちに植えつけることができるでしょうか。どのようにして、 また どれ 
だけのことがやれるかを、説明すべく努力してみなければなりません。 

クレイ||アス そうですとも。 

三 

アテナイからの客人 では、わたしたちのところでの考え方をお話ししましょう。甘やかすと子供の性質を気 
むずかしく、怒りっぽく、ごく些細なことにも動かされやすいものにしますが、その反対に、極端にそして乱暴 
に押え付けると、子供を賤しい、自由人らしくない、偏屈者にし、その結果、共同生活に適さないものにしてし 
まいます。 

クレイニアス でも、まだ言葉を理解することができず、他の教育をも受けることのできない者たちを、国家 
全体としては、どのようにして養育すべきなのですか。 

アテナイからの客人 こんなふうにするのです。すべての生きものは、ことに人間の種族は、生まれると直ち 
に、叫び声を発する習性を持っています。そして人間の赤ん坊は、叫ぶだけでなく、他の生き ものよりも よく泣 
くものなのです。 

クレイニアス まったくそうです XI 。 
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アテナイからの客人ですから、乳母は子供が何を欲しがっているかを知ろうとするとき、これらの表現力ら、 
何を与えたらよいかを判断します。何かが与えられて黙れば、正しいものを与えたのだと考えますし、泣いたり 
わめいたりすれば、よくなかったのだと思います。こうして、子供たちにとっては、好きなものと嫌いなものと 
を示す方法は、泣くことと叫ぶことです、これは不吉な表現手段ですが。この時期は少なくとも三年はつづきま 
すが、それは悪く過ごすにせよ、善く過ごすにせよ、一生の小さくない部分なのです。 

クレイ||アスおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人ところで、あなた方お二人にはこうは思われませんか。気むずかしくて、明朗でない人 
間は、善き人にふさわしくないほど歎きやすく、そして概して不平が多すぎると。 

クレイニアスたしかに、わたしにはそう思われます。 

アテナイからの客人ではどうでしょう。もしこの三年間、あらゆる手段を尽くして、わたしたちの子供が、 
できるだけ悲しみや恐怖やあらゆる苦しみを経験することのないように計らうならば、この間に子供の心をより 
快活な、明朗なものに育てあげるとは思われないでしょうか。 

クレイニアスそれはもちろんです。そして、あなた、もし彼に多くの快楽を与えてやれば、とくにそうする 
ことができるでしよう。 

アテナイからの客人これは驚きました。そこまではもうわたしは、クレイニアスについてゆけません。じつ 
は、そのような行為が、わたしたちにとって、すべてのなかで最大の破滅なのです。というのは、最大の破滅は 
、，つでも養育の最初の段階で起こるのですから。しかしわたしたちの言っていることが正しいかどうか、見てみ 
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ることにしましよう。 

クレイニアス 何をおっしゃるのか、話してみてください。 

アテナイからの客人 いまわたしたちが二人で話し合っているのは、小さからぬ問題です。そこであなたも、 
メギロス、お考えになって、わたしたちといっしょに判断してください。わたしの意見は、正しい生き方はひた 
D すら快楽を追い求めるべきでもなければ、また苦痛をすべて避けるべきでもなく、まさにその中間を 歓迎す，，へき 
だというのです。この中間は、さきほど明朗という言葉で呼んだものですが、この状態をある神託の言葉に従っ 
て、わたしたちみんなは、いみじくも神のものと呼んでいます。わたしの主張では、この状態こそ、わたしたち 
のうちで神のようでありたいと願う者もまた追求すべきものなのです。彼は自分としてもひたすら快楽こ傾(て 
はなりません、それによって苦痛を免れることはできないのですから〇また他人が、老若男女を問わず、そのよ 
うな状態に陥るのを許してもいけませんが、とくに生まれたばかりの赤ん坊の場合は、できるかぎりそれを避け 
E させねばならないのです。なぜなら、すべてのものにとって、一生の性格が習慣によって最も決定的に形成され 
るのはその時期だからです。さらにわたしは、もし冗談を言っていると思われる恐れがなければ、すべての女た 
ちのなかで、子供を宿している女には、その期間はとりわけよく気をつけてやり、妊婦が たびたび、 心を 狂わ士」 
るような快楽も、また他方、苦痛も経験することがなく、そのあいだ中、明朗な、明るい、稳やかな気分を 持っ 
て暮らすようにさせなければならないと主張するでしょう。 

793クレイ ーー アスいや、あなた、わたしたちのどちらの言葉が正しいかをメギロスにお尋ねになるには及び ませ 
ん。わたし自身、ひとは誰でも、ただ快楽だけの、あるいは苦痛だけの生活を避け、つねに中道を歩むべき だと 
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いう点で、あなたに賛成しますから。ですから、あなたは立派に語られ、また納得のゆく返事を受けとられたわ 
けです。 

アテナイからの客人 まったくそのとおりです、 クレイ ニアス。そこでさらに、わたしたち三人で次の点を考 
えてみようではありませんか。 

クレイ||アス どんな ことを ですか。 

四 

アテナイからの客人 わたしたちがいま問題にしているこれらの規則はすべて、世間の人びとが書かれざる锭 

と呼んでいるものだということです。そして父祖の法と彼らが呼んでいるものは、このようなものの総体に他な 
( 1 ) 

りません。さらに、さきほどわたしたちが付け加えた言葉、つまり、それらを法律と名づけるべきではないが" 
それらに言及せずに済ませてもならないという言葉は正しかったのです。なぜなら、これらの規則は国制全体の 
ffil 帯- e v あり、すべての、すでに文字に書かれ、公布されている法律と、将来成文化されるであろう法律との中間 
にあって、文字どおり祖先伝来の、すこぶる古い锭とも言うべきものです。ですから、それらが立派に定められ、 
慣習となるならば、それまでに書き記された法律をまったく安全に包み護る役をしますが、もしそれらが誤って 
正しい道から外れると、ちょうど大工の建てた建物の支柱が中心から外れたときのように、すべてを崩れさせ、 
重なり合って倒れさせるの.です。支柱も、その上にあとから立派に建てられた建物も、いったん古くからの支え 
が？明れると、崩れてしまいます。ですから、わたしたちはこのことをよく頭にいれて、クレイニアス、あなたの 
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お国を新しいうちに、あらゆる仕かたで結び合わせるよう努力しなければなりません、法律とか慣習とかしきた 
りとか呼ばれるものを、大小にかかわらず、できるかぎり見落とすことのないようにして。というのは、すべて 
このようなもので国家は結び合わされているのですから。だが、そのどちら(法律と慣習やしきたり) も、 互いに 
他方なくしては永続性を持ちません。したがって、多くの些細にみえるしきたりや慣習が流れ込んで、わたした 
ちの法律をかなり長いものにしても、驚くにはあたりません。 

クレィ||アスいや、あなたの おっしゃるとおりで すし、わたしたち もそういうふうに考えるようにしましょ 
、っ0 

アテナィからの客人 そこで、男の子も女の子も三歳になるまでは、もしいま述べられた ことを 厳密に実行し、 

たんにお座なりにそれに従うというのでなければ、幼児の養育に少なからず裨益するところがあるでしょう。し 

かし、三歳、四歳、五歳、さらに六歳までは、性格の形成のために遊びが必要になります。けれども、もう甘や 

かすのはやめて、恥ずかしい思いを与えないようにして、懲らしめなければなりません。これは奴隸について言 
( 2 ) 

つたことですが、乱慕に懲らしめて、懲らしめられた者に怒りを植えつけてはならないし、また懲らしめずにお 
いて甘やかすべきでもありません。自由民に対しても それと同じように すべきなのです。 

ところで、この年頃の子供たちにとって、遊びは自然発生的なものであり、彼らは集まる と、 たいてい自分た 
ちで遊びを発明するものです。そしてこの年齢に達した、つまり三歳から六歳までの子供たちは、すべてそ^ぞ 


17 0000 B 〜 C 参照。 2 VI 777 E 〜 7700 A 参照0 


405 



D 


C 


B 


(m 


れの村の神社に集まらなければなりません。各村ごとの子供たちが同じ場所に集まるのです。さらに乳母たちが、 

このような年頃の子供たちの行儀のよさや悪さを監督しますが、乳母たち自身と子供たちの集団全体には、先に 
( 1 ) 

述べた一二人の婦人たちの一人ずつが、それぞれに割り当てられ、一年間監督の任にあたり、この割当は護法官 
によって行なわれます。そしてこれらの婦人たちは、結婚の世話役をつとめる婦人たちが、各部族から一名ずつ、 
自分たちと同年輩のものを選出します。その任についた者は、職務として、毎日神社を見廻り、悪いことをする 
者があれば、そのつどこれを処罰します。奴隸や外国人である場合は男女を問わず、下役の奴隸を使って自分だ 
けの裁量で処*5し、市民の場合は、その者が処罰に異議を唱えるなら、都市保安官のもとにつれていって裁きを 
うけさせ ますが、異議を唱えないならば、市民であっても自分の権限で処罰してかまいません。 

ところで、六歳以後は男女を別々にすべきです。——男の子は男の子と、同様に女の子は女の子同士で、時を 
過ごさせます——。だが、どちらも学習に向かわせなければなりません。男の子は、馬術、弓、投槍、石投げの 
教師の もとへ 行かせますが、女の子 も、 もし彼女たちが同意するなら ば、 これらのことを学ぶだけはさせるのが 
よいでしょう、 とくに 槍と楣の使用に関してはね。しかし、現状を見る と、 そのような事柄についてほとんどす 
ベての人が正しい理解を持っていません。 

クレィニアス どんな ことを 言っておられるのですか。 

五 

アテナィからの客人 人びとの考えでは、わたしたちの手に関するかぎり、右と左とではすベての行動におい 
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て生まれつき相違があるとされています。だがそれでいて、足や下肢に関しては、その働きに何の差異も見出さ 

れていません。わたしたちは誰も、乳母や母親の愚か さの ために、手がいわば片ちんばになって しまった のです0 

なぜなら、自然の能力から言えば両の手足はほとんど等しいのですが、 わたしたちがそれらを正しく 用いないで、 

習慣によって違ったものにしてしまったのですから。もちろん、さして重要でない事柄、たとえば竪琴を左手に 

持ち、右手で琴爪を使うとか、それに類する事柄では、何ら問題はありません。しかし、これらの実例にならっ 

て、他の場合にも、必要もないのにこのようにするのは、愚かだと言ってよいでしょう。スキュティア人の風習 

がそのことを示しています。彼らは左手に弓を持ち、右手で矢をつがえ る だけでなく、 どちらの 手をも両方の目 

的に同じように使います。他にも多くの同種の実例が、戦車を駆る こと その他に見られます。それらに よると、 

左手を右手よりも弱いものにしている人びとは、自然に反するやり方をしているのだとい うこと が分ります。 

ところで、これらのことは、いま も 言ったように、角製の琴爪と かその 他の そのような 道具の場合には、 さし 

て問題ではありません。しかし鉄製の武器を用いなければならない場合には、大変な違いがあります。弓や投槍 

やその他を用いる場合にもそうですが、ことに槍や楣を相交えなければならない場合には、はるかに大きな違い 

があります。学んだものと学ばない者、訓練を受けた者と受けない者とでは、 まさに 大違いなのです 。たとえば、 
( 3 ) 

パンクラティオンやボクシングやレスリングで完璧にまで練習をつんだ者は、左で 闘うことが 不可能では なく、 

1これらの一二人の婦人たちについては、どこにも述べら 3 ボクシングとレスリングを組み合わせた ような競技で、 

れていない。 すこぶる荒々しく危険の伴うものであった。 

2 VI . 7004 A 〜 C 参照。 
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观 C もし相手が彼に、向きを変えてそちら側で闘わざるをえなくさせても、まるで片輪のようにぶざまによろめいた 

りはしません。思うに、ちょうどそれと同じように、槍と循の使用だけでなく、その他のすべてにおいても、身 

を守り他を攻めるために、両の手足を持つ者は、そのどちらをも遊ばせておいたり、訓練せずにおいたりするこ 

とができるだけないように、というのが正しいことだと考えるべきなのです。じっさい、もしひとがゲリユオネ 
( 1 ) 

スやブリアレオスの身体をもって生まれてきたならば、その百の手で百の投げ槍を投げることができるのでなけ 
D ればなりません。以上すベての事柄は、男女の役人がその監督にあたらなければなりませんが、女性の役人は遊 
びと養育とを、男性の役人は学習を監督し、すべての少年少女が両手両足を自由に使い、習慣によって、もって 
生まれた能力を損うことのできるだけないようにしなければならないのです。 

六 

こうして学習は、実際上二つに分かれると言えましょう。身体に関する体育と、魂をよくするための音楽.芸 
E 術とです。そして体育はさらに二つに、つまり、踊りとレスリングとに分けられます。踊りの一方は、ムゥサの 
言葉を踊りによって模倣(表現)する人びとのもので、豁達さと自由人らしさとを保持するものです。他方は、健 
康と身軽さと美しさを目差すものであり、手足や身体の他の部分の適当な屈伸を行なって、それらの諸部分に本 
来のリズミカルな動きをとりもどすものです。このような動きは、すべての踊りにふんだんに含まれており、そ 
れに伴っているのです。 

5 ( 3 ) ( 4 ) 

796レスリングに関しては、アンタィオスやケルキュオンが、ただ勝ちたい一心から、彼らの技で編み出した工夫 
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( 5 ) ( 6 ) 

や、 H ペィォ X やアミュコスのボクシングでの H 夫は、合戦には何の役にもたたないのですから、言及するに値 
しません。しかし正々堂々のレスリングに属するもの、すなわち頸、手、脇腹を相手に摑まれたのを ふりほどく 
技などは、力と健康とのために、勝利への愛と優れた身のこなしとをもって苦労して学ばれるものであり、これ 
はあらゆる目的に役立つのです から、 おろそかにしてはなりません。いやむしろ、わたしたちの法律がその箇所 
B にきたならば、学ぶ側にも教える側にも、後者に対しては親切に教えるょぅにと、前者に対しては感謝をもって 
学ぶ ょぅにと 命じなければならないのです。 

わたしたちはまた、歌舞団が演ずるにふさわしいかぎり、模倣としての踊りを無視してはなりません。当地で 

( 7 ) ( 8 ) 

のクウ レ テスの武装踊りや、 ラケ ダイモンでのディ オスコロイの 踊りがそれです。わたしたちの国の主人である 


▲ ともにギリシア神話に出てくる怪物。『エゥテユデモス』 
299C 注 3、4 参照。 

一 795 E 2tA Q'TT0VTas は tA p'TTOCqa と読む(ビユアリに 
ょる)。 

> 寝わざを得意にしたといぅ。『テアイテトス』 169W 注3 

参照。 

■ポセイドンあるいはへパイストスの子で、エレゥシスの 
王。外来者とレスリングをしては、負けた者を殺したが、 
ついにテセウスによって殺されたという。彼は足わざを得 
意にした。 

- 『イリアス』第二三巻のパトロクロスの葬儀の際に催さ 
れた競技で、ボクシングの勝利を収めた。 


6 ポセイドンの子で、ビテュニアの伝説的住民で あるべ ブ 
リュケス族の王。外来者にボクシングの試合をいどんでは、 
負けた者を殺した。アルゴナウタイが彼の国に来たとき、 
ゼウスの子ポリュデウケスのために殺された。ボクシング 
用の グロ ーヴを発明したのは彼で あるという。 

7 クレテに住む半神的存在。クレテのイデの山中にかくれ 
た赤ん坊のゼウスを保護し、その周囲で踊りまわり、武器 
をかきならして、その泣き声が、ゼウスの生命を狙う父ク 
ロ ノスに聞こえないようにした。 

8 ゼウスの子、カストルとポリュデウケスの兄弟。特にス 
パルタにおいて尊崇され、武装踊りをもって祭られた。 
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処女神も歌舞の遊びを喜ばれますが、素手で踊るべきではなく、完全武装で身を整えた上で踊るべきだと考えら 

れました。ですから、少年や少女たちも女神の恩寵を称える ときに、 これらのお手本をすっかり模做するのが適 

当でしょう。それは戦争の役にも立ちますし、祭礼に花を添えるものでもあります。子供たちはこれらの学習を 

( 2 ) 

する年齢に達すると直ぐから、戦争に参加する年齢に達するまでの期間、どの神に詣でて祭礼の行列を行なう際 

にも、つねに武装し馬に乗らなければならないでしょう。そして緩急さまざまの踊りと行進にあわせて、神々や 

D 神々の子たちへの祈願を捧げなければなりません。また体育競技やその予選は、まさしくこれらの目的(戦争と祭 

礼)のためになされるべきであって、それ以外の目的を持つべきではありません。なぜなら、このような目的を持 

つ競技は、平時にあっても戦争の際にも、国家にとっても個人の家庭にとっても、役立つものですが、それ以外の 

身体的訓練は、遊びであれ、真面目なものであれ、自由人にはふさわしくないからです、メギロスにクレイニアス。 

( 3 ) 

話の初めに、体育について語らなければならないと言いましたが、それはもうほとんど語り終えました。これ 
で完了です。しかし、もし何かこれより優れたものをあなた方がお持ちなら、どうかそれをみんなの前に示して 
E お話しください。 

クレイ—アス いや、あなた、それらのご提案を退けて、体育と競技とについてそれら以上のものを見つける 
ことは、容易ではありません。 

アテナイからの客人 それなら、つぎに来るのは、ムゥサとアポロンの贈物についてですが、さきほどはそれ 
を全部話してしまって、体育に関することだけが残されていると思いました。ところが、いまになってみると、 
すべての人びとに対して何がなお語られるべきかということ、またそれが真っ先に語られるべきであるというこ 
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とが明らかになりました。です4ら、つぎにそれを語ることにしましょう。 

クレイ||アスもちろん、お話しにならなければなりません。 

7 ( 4 ) 

797 アテナイからの客人 では、 わたしの言うことを聞いて ください。もっとも、 以前にも聞いてはくださ -? たの 
ですが。しかしそれにしても、ひどく変った耳馴れないことというものは、語る側も聞く側も充分な注意を払わ 
なければなりませんし、いまの場合はとくにそうなのです。というのは、わたしは、これからお話しすることを 
口にするのがためらわれるのですが、何とか勇気を出して、怯まないようにしましょう。 

クレイニアス何のことを言っておられるのですか、あなた。 

七 

アテナイからの客人すべての国において、遊びというものは法律の制定にとってすこぶる重大な影響を持ち、 

制定された法律が永続性を持つか否かを決定するものだということが、一般に知られていないとわたしは主張す 

B るのです。というのは、もしそれが規制され、同じ子供たちが、同じ仕かたで、同じようにして、つねに同じ遊 

びをし、同じ玩具を喜ぶようにすれば、真剣な事柄に関する規則も、変らないでいる ことが 可能でしょう。しか 
(5) 

しもし、これらの遊びが動かされ、新しくされ、絶えずさまざまの変化をうけて、子供たちが同じものを好まし 

1アテナ女神のこと。 4 797 A 1 S ! は5と読む(リチャーズによる)。 

2 すなわち、六歳から 二〇歳 まで。 5 797 B 4 TQ - aoTd は tocOtoc と読む(イングランドによる )0 

3 n . 673 W 参照。 
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いとはけっして言わないならば、そして自分たちの身のこなしや持ちものについても、何が美しく何が醜いかと 
C いう一致した規準を持たず、むしろつねに何か新しいものを作りだし、形、色その他において従来とは違ったも 
のを導入する人間がとくに尊重されるならば、このような人間以上の悪疫は国家にとって存しない、と言っても 
過言ではありますまい。というのは、彼はそれと気づかれずに若い者たちの性格を変え、彼らに古いものを軽蔑 
させ、新しいものを尊重させるからです。 もう 一度言います、いかなる国家にとっても、このような言葉、このよ 
うな意見以上に大きな禍はありえないと。それが、どれほど大きな悪であるとわたしが言うかを聞いてください。 

クレイニアスそれとは、国々において古いものを非難することを言っておられるのですか。 

アテナイからの客人 まさしく そうです。 

クレイニアスその問題でしたら、わたしたちは、あなたに耳を貸さないどころか、最も好意を持った聞き手 
なのです。 

アテナイからの客人そうでしょうねえ。 

クレイニアスどうぞお話しください。 

アテナイからの客人それでは、いつもよりもっと注意を払って、わたしたちは話を聞きもし、また互いに話 
し合いもしましょう。変化というものは悪しきものからの変化は別として、その他のすべてのものにとってすこ 
ぶる危険であることを、わたしたちは見出すでしょう。季節、風、身体の養生、魂のあり方など、いま言ったよ 
うに悪しきものを唯一の例外として、すべてのものにとって、変化は、時と場合で異なることなしに、危険なの 
です。そこで身体に 目を 向けて、それがどんなふうにして、すべての食物、飲物、労苦になじんでゆくかを見て 
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みましょう。身体は最初のうちこそ、それらによって混乱をうけますが、時が経つにつれて、これらの飲食物か 

ら、身体にあった肉をつくり、このような食生活のすべてと友だちになり、慣れ親しんで、この上な く 快適で建 

康な生活を送ります。そしてもしもう一度、どれか別の評判のよい食生活に変えることを強いられることになる 

と、最初は病いに悩まされるが、食物への慣れをふたたび取り戻すことによって、やっとのことで元気を回復す 

るのです。これと同じことが、人間の思想や魂のあり方についても成り立つと考えなければ なりません。 

なぜなら、人間がある法律のもとに育てられ、そして何らかの神的な幸運のおかげで、その法律が長い年月の 

あいだ変化することなく、その結果、何ぴともそれが現在と違ったあり方をした時代の記憶もなければ、それを 

人伝に聞いたこともないならば、そういう場合には、魂全体がその法律を敬い、いったん制定されたものを、た 

とえどれ一つにせよ、動かすことを恐れるからです。そこで立法者は、国家にこのような状態を生ぜし める 工夫 

を何とかして見つけなければなりません。わたしはこうすればよいと思います。どの立法者も、先に言ったよう 
1 ) 

に、たとえ子供たちの遊びを変化させても、要するに遊びであって、それから最も重大で真剣な害悪が生じると 
は考えていないのです。ですから彼らは、変化を防がないで、むしろ変化に屈し、追随しているのです。そして 
彼らは、次の ことを 考慮にいれていないのです、つまり、遊びに変化を持ち込む子供たちは、以前の世代とは違 
つた人間になり、別の人間になるがゆえに別の生活を求め、別の生活を求めるがゆえに違った しきたり や法律を 
欲するようになる、 ということをです。 そしてその結果として、 いま 言われた、国家に とっての 最大の悪が訪れ 


1 797 A 参照。 
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1 D るであろうということを、彼らは誰ひとりとして恐れていないのです。他の点での変化、外面的な形に関する変 

化は、それほど大きな悪をもたらしはしないでしょう。しかし人間の性格にかかわる問題で、称賛と非難の基準4 
がたびたび変ることは、すべての変化のなかで最も重大であり、思うに、最も多くの注意を必要とするでしょう。 

クレイニアス そうですとも。 

八 

( 1 ) 

アテナイヵらの客人 ではどうでしょう。先にリズムは、そして一般に音楽は、優れた、もしくは劣った人間 
のあり方を模倣するものであると言いましたが、これらの言葉を、わたしたちはいまでも信じているでしょうか。 

E それともどうでしょう。 

クレイ II アス わたしたちの見解は少しも変っておりません。 

アテナイからの 客人すると、わたしたちの国の子供たちが踊りと歌とにおいて別の作品(模倣)に触れたいと 
いう欲望を持たないように、また誰かがさまざまなたのしみを提供して、彼らを誘惑することのないように、あ 
らゆる工夫をこらさねばならない、とわたしたちは言うのではありませんか。 

クレイニアス ほんとうにおっしゃるとおりです。 

799アテナイからの客人ところで、そのような目的の ために、 わたしたちのうち誰かが、エジプト人たちよりも 
優れた工夫を持っているでしょうか。 

クレイニアス どんな工夫のことをおっしゃっているのですか。 
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アテナイからの客人すべての踊り、すべての歌を、神に捧げられた聖なるものとするということです。それ 
にはまず祭礼を整えるべきで、一年を通じていかなる祭礼を、いつ、そしてどの神、神々の子およびダイモーンの 
ために行なうべきかの暦を つくる のです。つぎに神々に犠牲を捧げるときに、どの犠牲にはどの賛歌をうたう ベ 
きか、またどのような踊りをもってそのときどきの犠牲の式を祝うべきかを定めるのです。これはまず、 ある 特 
定の人びとが定め、いったんこれが定められると、全市民がいっしょに、運命の女神たちや他のすべての神々に 
犠牲を捧げた上で、灌奠を行なって、それぞれの歌を、それぞれの神々やその他のものに捧げられた聖なるもの 
とします。しかし、もし誰かがこれに反して、どれかの神のために別の賛歌や踊りを導入するならば、男女の神 
官が護法官と協力して神意と法律とに従って彼を祭礼から追放すべきです。しかし、もし追放された者が、すす 
んでこの追放に従わないならば、誰でも望む者は、彼をその生涯を通じて不敬罪で告発することができます0 

クレイニアスそれは正しいことです。 

アテナイからの客人では、もう話がここまできたのですから、わたしたち自身にふさわしい態度を取らざる 
をえません。 

クレイニアス とおつ しやい ますと？ 

アテナイからの客人年輩の人はいうまでもなく、どんな若者でも、何であれ、変ったまったく不慣れな こと 
を見たり聞いたりすると、それらについての疑問を直ちに駆けよって解決し ようとは しないで、むしろ、立ちど 


1 n . 655 D 〜 656 A 参照。 
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raoD まるでしょう。それはちょうど誰かが、独りで、あるいは他人とともに旅をしていて、別れ道にさしかかり、道 
がよく分らないので、疑問の点を自分自身に問いかけるなり、他人に相談するなりして、道がどこへ通じている 
かをよく調べて確かめるまでは、先へ進まないのと同じです。そしてごれこそわたしたちが、この時点でしなけ 
ればならないことなのです。すなわち、法律に関していま問題にされている議論は並外れたものですから、徹底 
的に調べてみなければならず、このように重大な事柄について、即座に何か明確なことを言うことができるなど 
と、わたしたちほどの年にもなれば、そう軽々しく断言してはなりません。 

クレイ117スほんとうにおっしゃるとおりです。 

E アテナイからの客人 ですから、わたしたちはそれに時を貸し、充分に考察した上で初めて確かな答えを出し 
ましょう。しかし、いまわたしたちが問題にしている諸法律に付随する規定が、いたずらに妨げられて仕上がら 
ないことのないように、それらの法律の終りまでゆくことにしましょう。おそらく、もし神さまの思し召しがあ 
れば、全体の説明が完結するときには、現在の難問も満足のゆく解明がなされるでしょうからね。 

クレイ II アス 見事なお言葉です、あなた、おっしゃるとおりにしましょう。 

アテナイからの客人 では、わたしたちの主張では、この奇妙な こと、 つまりわたしたちの国では歌が法律 (ノ 

モス)になったということが、受けいれられたものとしましょう。たしか昔の人びとも竪琴の歌に何かこんな名 
—( 1 ) ( 2 ) 

800前を与えたようでしたが、それと同じようにです。——ですから、おそらく彼らもいま言われたことにまったく 
無関係だったわけではなく、彼らのうち誰かが、いわば眠っているあいだの夢で、あるいは目覚めているときの 
幻で、そのことを漠然とながら感じていたのでしょう——。ともかく、この問題について、次のような決議をす 
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ることにしましよう0 

何びとも、公の神聖な歌や若者たちのすベての踊りに違反してうたったり、踊りの動作をしたりしてはならな 
い。これは他のどんな法律に違反してもならない のと 同様である。そしてこれに従う者は罰を免れるが、従わな 
い者は、いま述べたように、護法官並びに男女の神官がこれを懲ら' L める ものと する。 

ではこれでもう、これらの点はわたしたちの議論のなかに含まれたということにしましょうか。 

クレィニ7ス そうしましよう。 

九 

アテナィからの客人そこで、どんな仕かたでそれらを立法化すれば、まったくの物笑いになるのを避けるこ 
とがで きるでしょう か。それらについては、なお次の点を考えて みましょう。 いちばん確実な方法は、 まず 初め 
にそれらの雛型ともい うべき ものを言葉の上でつくって みる ことです。わたしは次の ような ものがその雛型の一 
例になると思います。法律に従って犠牲の式が行なわれ、生贄が焼かれていると きに、 もし奉納者の息子なり 兄 
弟なりが、自分勝手に祭壇や生贄の傍に立って、ありとあらゆる瀆神的な言葉を吐いたと想像して みましょう。 
.いったいその nl びは、彼の父なり他の身内の者たちなりに、落胆と不吉な予言や予感を植えつける とは 言えない 

1すなわち「ノモス」 という 名前。日.70 ow およびその箇 ゥムによる)。また t6ts は t6 y £ と読む(アーペルトによ 
所の注参照。 る)。 

2 799 E 11 Kai KCC 0 Q - TT-S は Ka CD dTTEP KOC'l と読む(シユタルバ 
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でしょうか。 

クレイニアス 言えますとも。 

アテナイからの客人 ところが、わたしたちの地域では、ほとんどすベてといっていいくらいの国々で、これ 

が実情なのです。つまり役人が公に犠牲を捧げると、つづいて歌舞団が、それも一つでは なくたくさん の歌舞団 

が進み出て、祭壇から遠からぬところに、ときにはそのすぐ傍らに立って、聖なる生贄にあらゆる冒瀆の言葉を 

浴びせかけ、言葉とリズムとこの上なく悲しげな調べとで、聴衆の魂をかきむしり、犠牲を捧げたばかりの国家 

に、その場で最も多くの涙を流させた歌舞団が賞品を手にするのです。このようなしきたり?モス)に対して、 

わたしたちが反対投票をしないということがあるでしょうか。そしてもし清浄でない物忌みの日に、市民がその 

ような 哀しい歌に耳を傾けなければならないとすれば、その場合には、むしろ外囯から歌舞団を歌うたい として 

傭って くるべき ではないでしょうか、たとえば、 ヵリア 風の調べをもって葬列について ゆく 傭われの歌うたいの 
( 2 ) 

ように。そうすることが、このような哀しい歌にはふさわしいでしょう。そして喪の歌にふさわしい装いは花冠 
や金の飾りではなくて、まさにその正反対のものなのだということを付け加えておきます、これらの話題につい 
てはできるだけ早く切りあげたいものですから。ただわたしは次の一つの質問を、もう一度わたしたち自身に尋 
ねたいのです。歌のあるべき第一の特性として次のことを設定すれば、わたしたちにとって好ましいでしょうか。 
クレイニアス どんなことですか。 

アテナイからの客人 縁起のよい言葉ということです。わたしたちの歌というものは、あらゆる点でまったく 
縁起のよいものであるべきではないでしょうか。それとも、いまさら質問などしないで、それはそうだときめて 
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しまいましようか。 

クレイ11アス もちろん、そうなさってください。その法律は満場一致で承認されますから。 

アテナイからの客人 では、縁起のよい言葉のつぎに、音楽に関する第二の法律は何でしょうか。わたしたち 
が犠牲を捧げる神々に対して、そのつど祈りがなされるべきだということではありませんか。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 第三の法律は、思うに、祈りとは神々への要請で ある ことを詩人たちは知らなければな 
らないこと、したがって、それと気づかないで、悪いものを善いものだと思って求めたりすることのないように、 
くれぐれも心すべきだということです。もしそのような祈りがなされるとしたら、, S うに、そのような事態は笑 
うべきことでしよう。 

クレイ II アス そうですとも。 

( 3 ) 

T テナイからの客人 ところで、わたしたちは少し前に、金銀の富の神がわたしたちの国に祭られて住むべき 
ではないという議論に従いませんでしたか。 

クレイニアス 従いましたとも。 

アテナイからの客人 だがいったい、その議論は何を説明するために語られたのだと言ったものでしょうか。 


1 カリアは小アジアの南西地方。彼らの歌は笛を伴奏にし 2 800 E 3 Toos TEA£u lqavTots は削る(ィングランドにょる) 0 
た物悲しい調子のものであったらしい。 3 V . 742 D 〜 744 A 参照0 
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1 c それは、詩人という種族は、善いものと善くないものとを明白に識別する能力を、必ずしも充分に具えているわ 
けではない、ということを示すためではありませんか。ですから、誰か詩人が言葉や旋律でこの過ちを犯し、正 
しくない祈りをするならば、彼は最も重大な事柄について、わたしたちの市民に正反対の祈りをさせることにな 
りましょう。しかもこれ以上の過ちは、いまも言ったように、そう多くは見つからないでしょう。ですから、こ 
のことも、音楽に関する法律の雛型の一つとして定めることにしましょうか。 

クレイニアス このこととは？もつとはっきりおっしやってください0 

アテナイからの客人 詩人は国家が認める合法性や正当性、美や善に反しては何ひとつ作ってはならないし、 
またその作品を、この仕事のために任命された審査員や護法官たちに見せて承認を得ないうちは、いかなる個人 
にも 見せてはならない という ことです。ところで現にこれらの審査員をわたしたちはすでに任命しています。す 

( 1 ) D 

なわち、わたしたちが選出した、音楽に関する立法者たちや教育の監督者がそれなのです。ではどうでしょう。 
繰り返してお尋ねしますが、これをわたしたちの〔音楽に関する〕三番目の法律、雛型もしくは見本として、定め 
ましょうか。いかがなものでしょう。 

クレイニアス そうしましょう、もちろんです0 

I 〇 

アテナイからの客人 さて、これらのつぎには、神々への賛歌と頌歌が、祈りを交えてうたわれるのがきわめ 
てとう ぜんでしょう。そして神々のつぎには、 同じようにダイモーン と半神に対して、それらすべてにふさわし 
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い頌歌を伴った祈りがなされるべきでしょう。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 ところで、これらのつぎには、もう何ら躊躇することなしに直ちに、次の法律に進んで 
よろしいでしょう。すなわち、市民のなかで、身体的にあるいは精神的に骨の折れる立派な仕事をなし遂げ、法 
律によく従ってその生涯を終えた者たち、彼らは頌歌を受けるにふさわしいであろうということです。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 しかしまだ存命中の人間を、彼がその生涯を終え、見事な最後を遂げる前に、頌歌や賛 
歌をもって称えるのは安全ではありません。なお、すべてこれらの栄誉は、際立って優れた人びとに男女の別な 
く与えられることにします。 

さて、歌や踊りは次のように定めなければなりません。音楽に関しては、昔の人びとの残してくれた古い立派 
な作品が数多くありますし、身体のためには同じように踊りがあります。そのなかから、わたしたちが建設中の 
国にふさわしい適当なものを自由に選ぶことができます。少なくとも五〇歳に達した、これらのものの審査員を 
選んで、この選択を行なわせます。古い作品のうち、規準に達していると思われるものはこれを承認し、欠けた 
ところがあるか、あるいは まったく 不適当 だと 思われるものは、一方は まったく 拒否し、他方はもう一度取りあ 
げて修正します。そのために、詩人であり音楽家である人の協力を求めますが、彼らの創作能力を用いるのであ 


1 VI . 764 C ~ 765 C 参照。 
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卿 C って、少数の例外を除いては、彼らの好みや欲望に任せることはしません。こうしてわたしたちは立法者の意図 
を解釈して、踊り、歌、およびいっさいの歌舞をできるだけその意を体して作りあげます。音楽の営みは、すべ 
て秩序のないものが秩序を持つと、たとえそのために甘美さが加わることはなくても、はるかにより優れたもの 
になります。快さというものはどんな音楽にもあるものです。なぜなら、もしひとが、子供のときから、落着い 
D た分別のある年齢に達するまで、節度のある、秩序を持った音楽に親しんできたならば、彼はその反対の音楽を 
聞くと、それを嫌い、自由人にふさわしからぬものと呼ぶでしょう。しかし、もし彼が通俗的な甘い音楽のなか 
に育てられたならば、それと反対のものを冷たい不快なものだというでしょう。ですから、たったいま言ったよ 
うに、快不快という点では、どちらにも優劣はありません。違いがあるのは、そのなかで育てられた人びとを、 
それぞれに一方はより善く、他方はより悪しくすることです。 

クレィニアス 見事なお言葉です。 

アテナィからの客人 さらに、女性にふさわしい歌と男性のそれとを、何らかの型によって区別し、それらに 
E 適したハーモニーとリズムとを与えなければなりません。というのは、全体としてハーモニーが歌の主題に合わ 
なかったり、あるいはリズムが韻律に合わなかったりするのは恐ろしいことだからです。ハーモーー—とリズムの 
点でそれぞれの歌に適していないものを与えると、そういうことになるのです。したがって、これらのハーモニ 
1とリズムのだいたいの型なりと、法律によって規定しなければなりません。これらの女性にふさわしい歌と男 
性にふさわしい歌とに、単に音楽 的 観点から必然的に規定されたハ I モニ—とリズムとを与えることはできます 
が、 それだけで なく、 女性にふさわしい歌は、男女の 自然的 性の 相違 そのものをもとにして、それによって男性 
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の歌との区別を明らかにせねばなりません。たしかに、豁達さと勇敢さへの傾向は男性的というべきですし、礼 

儀正しさと慎み深さへの傾向は法律の上でも、理論の上でも、とりわけ女性的だとみなされるべきです。 

では、これらの規定はこれだけとしましょう。つづいてこれらの事柄の教授と伝達とについて、どんな方法で、 

誰に、そしていつ、そのおのおのが行なわれるべきかを語らなければなりません。ところで、たとえば、船大工 

というものは、船造りの初めに竜骨を据えて船の型を示すものですが、わたしもまたそれと同じことをやってい 

( 1 ) 

るよう に思われるのです。つまり、魂のあり方によって人生の さまざまな 型を区別し ようと 努力しながら、わた 

しはまさに人生という船の竜骨を据えているのです。どんな手段により、どんな生き方で、この生の大海原を横 

( 2 ) 

切って、わたしたちの人生という船を最もよく導いてゆけるか、そのことを正しく考察しているのですから。た 
しかに人間の世界の事柄は、それほど真剣に取り組む価値はありません。けれども、わたしたちは真剣にならざ 
るをえないのです。これは不運なことです。しかし、わたしたちは人間の世界にいるのですから、適当な仕かた 
でこの真剣さを発揮するのが、おそらくわたしたちにふさわしいことでしょう。いったい、わたしは何を言おう 
としているのか、誰かがわたしの言葉をさえぎってそう尋ねるなら、おそらくそれは正しいでしょう。 

C クレィニアスまったくそうです。 

アテナイからの客人わたしの言う意味は、真剣な事柄については真剣であるべきだが、真剣でない事柄につ 
いては真剣であるなということ、そしてほんらい神はすべての浄福な真剣さに値するものであるが、人 ra の方+6、 


1 TPOTTIS — (竜骨) と TP 67 70 s (魂の あり方)とをかけている。 200 03 B 3 qKOTrstv は i SJv と 読む (パィ。ハーズにょる〇 
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( 803 ) 


( 1 ) 

前にも述べましたが、神の玩具としてつくられたものであり、そしてじっさいこのことがまさに、人間にとって 
最善のことなのだということです。ですから、すべての男も女も、この役割に従って、できるだけ見事な遊びを 
楽しみながら、その生涯を送らなければなりません、現在とは正反対の考え方をしてね。 

クレイニアス 正反対とは、どういうふうにですか。 

アテナイからの客人 今日では一般に、真剣な仕事は遊びのためになされるべき だと 考えられています。 たと 

えば、戦争に関することは真剣な仕事であり、それは平和のために、効果的に遂行されなければならないと考え 

られています。しかし事実は、戦争のうちには真の意味の遊びも、わたしたちにとって言うに足るだけの人間形 
( 2 ) 

成も現に含まれてもいませんし、戦争の結果それらが生じる こと もないでしょう。しかしわたしたちの主張から 
すれば、この人間形成こそ、わたしたちにとって最も大事なことなのです。ですから、各人が、最も長く、最も 
善く過ごさなければならないのは、平和の暮しなのです。では、正しい生き方とは何でしょうか。一種の遊びを 
楽しみながら、つまり犠牲を捧げたり歌ったり踊ったりしながら、わたしたちは、生きるべきではないでしょう 
か。そうすれば、神の加護を得ることができますし、敵を防ぎ、戦っては勝利を収めることができるのです。ど 
のような歌と踊りとによって、この二つの目的を達成することができるかについては、その大要はすでに語られ 
ました。いわば道は切り開かれているのですから、わたしたちは次の詩人の音口'葉の正し さを 信じて進まなければ 
なりません。 

テレマコスよあることはお前が自分の心で考えるであろうし 
ほかのことはダイモーンが助言を-^えてくれるであろう 
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なぜなら神々の意に反してお前が生まれ育ったとはわたしは思わないから 

わたしたちが養育する者たちも、この詩人と同じ考え方をして、一方で、これまで述べられたことが充分なも 
のであると信じるとともに、他方、犠牲や歌舞については、どの神々に、またいつ、それぞれにそれぞれの遊び 
を捧げて神々の加護を受け、自らの本性に従った生活を送るべきかということを、ダィモーンや神々が彼らに助 
言してくださるものと信じなければなりません。人間というものは、多くは神の操り人形であって、ほんのわず 
か真実にあずかるに過ぎないのですから。 

メギロス わたしたち人間の種族を、あなた、ずいぶん貶められるのですね。 

アテナィからの客人 どうか驚かないで、メギロス、同情してください。わたしがそう言ったのは、わたしが 
神と向かいあい、自分がいま言ったょうな存在であることを身にしみて感じたればこそなのですから。しかし、 
もしその方があなたによろしければ、わたしたち人間という種族を、無価値なものではなくて、何か真剣さに値 
するものだとしましよう。 

一- 

ところで、 さらに話をつづけることにしましょう。 都市の中央にある三箇所の体育場と公の学校の建物、 また 


1 1.644 D 参照。 は、他にも n . 656 C , VH . 79 oop W . 832 D 等参照。 

2 TrssB- (遊び)と _sda (人間形成)の結びつきについて 3 『ォデユッセィァ』第三卷二六 I 二八行。 
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都市の外に、その周辺にある三箇所の調馬場と、弓その他の飛道具の練習用の広場、そこで若者たちがこれらの 

技を学んだり練習したりしますが、これらについてはすでに触れました。しかし、もしあのときに充分に語られ 

ていなかったとすれば、いまここでお話しし、法律の形にすることにしましょう。 

さて、すべてのこれらの施設には、報酬で傭われた各課目の外国人教師が住んでいて、通ってくる子供たちに 

戦争に関するいっさいの知識と、音楽に関するすべてを教えなければなりません。子供は、父親が希望する者の 

( 2 ) 

みが通学し、希望しない者は教育を免除されるというのではなく、俗に言う「猫も杓子 も」 できるかぎり強制的 

に教育を受けなければなりません。子供は両親のものであるよりも国家のものであるのですから。 

また、このわたしの法律では、女性に対しても男性に対するのとまったく同じことが要求され、女性も男性と 

同じ訓練を受けるべきだとされるでしょう。そしてわたしは、馬術や体育のどんな点にせよ、それが男性には適 

しているが女性には不適当ではあるまいかなどと恐れることなしに、この説を主張するでしょう。というのは、 

わたしはひとから聞いたことのある古い物語をほんとうだと思っていますし、またこの方は実際に知っているこ 

(3) 

とですが、黒海のほとりに住むサゥロマ タィ 人とよばれる女たちのなかには、馬術だけでなく弓やその他の武器 
に親しむ義務も、男性と同様に課せられて、同じような訓練を受けている者がほとんど数え切れないほどたくさ 
んいるのです。それらに加えて、わたしはこの問題について次のような考えを持っています。もし以上のような 
事態が実現可能だとすれば、現在わたしたちのところで行なわれていること、つまり、すべての男女が心をあわ 
せ全力を傾けて、同じ仕事を遂行するのでないということは、何よりも愚かなことである、とわたしは主張しま 
す。ほとんどすべての国は、こうして同じ経費と労力とをもって、ほんらいはいまの二倍で あり 得るのに、実際 
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はほんらいの力の半分しか発揮していませんし、将来もそういうことになります。だがこれはたしかに、立法者 
にとって驚くべき過ちだということになるでしよう。 

クレイニアス そのようです。しかし、あなた、いま言われたことのうち非常に多くは、通常の国制には矛爵 
するものです。とはいえ、あなたが言論にその道を歩ませ、それが行きつ くと ころまで行ってから、善しと思わ 

4) 

れるものを選ぶべきだと言われたのは、まったく適切なお言葉でした。そのあなたのお言葉を思い出して、わた 
しは L まあんなことを口にしたことで自分を責めています。ですから、どうぞお好きなようにつづナてく/£さい0 

- 二 

(5} 

アテナイからの客人 クレイニアス、これは先にも言ったことですが、わたしにはこう思われます。つまり、 
もしこれらの提案が実現可能であることが、事実によって充分に証明されていなかったとすれば、 おそらく それ 
を言葉の上で反駁することはできたでしょう。しかしそれが事実によって証明ずみの現状では、この法律をけつ 
して受けいれまいとする人びとは、何か別の手段を探さなければなりますまい。そんな言葉の上だけの反 M で、 

D わたしたちの国の女性が教育その他何事も、できるだけ男性と共にすべきだというわたしたちの主張が、力を失 


1 VI . 764 P 779 D 参照。 巻(一一〇以下)参照。 

2 文字どおりには「すべての大人も子供も」の意。 4 799 E 参照。 

3 アマゾンとスキユティア人との子孫で、男と同様に狩を 5 OO04E 〜 OO05A 参照 0 
したり戦場におもむいたりする。へロドトス『歴史』第四 
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って沈黙することはないでしょう。じっさい、この問題についてはまた、何か次のように考察すべきなのです。 
つまりですね、もし女性が男性とすべての生活を分かちあうのでないとすれば、彼女たちのために何か別の生活 
秩序がなければならないのではありませんか。 

クレイ—アスもちろん、なければなりません。 

アテナイからの客人では、現に行なわれているさまざまな生活様式のなかでいったいどれを、わたしたちが 
いま女性に課した、あの「共同生活」の様式に優先させればよいでしょうか。トラキア人やその他の多くの種族 
が女性にさせる生活様式、すなわち、畠を耕し、牛を飼い、羊の世話をし、召使いの役をして、奴隸と何ら異な 
るところなく働くことでしょうか。それとも、わたしたちアテナイ人やその周辺の地域の人びとすべてのように 
でしょうか。わたしたちのところでは現在女性に対してこんなふうにしているのです。つまり、わたしたちは、 
いわゆる r いっさいの財産を一つ屋根の下に集め」て、女性にそれの管理をゆだね、さらに糸を紡いだり機を織 
ったりすることのすべてを司らせます。 

それとも、両者の中間のラコニア(スパルタ)風をさせましょうか、メギロス。お国の女性たちは、娘時代には 
体育や音楽に携りますし、妻になると、機を織ることこそしませんが、つまらないとか無価値だとはとても言え 
ない、■骨の折れる生活を織りなさなければならず、家の者たちの世話、家計の切り盛り、子供の養育もかなりの 
程度はやらなければなりません。しかし、軍務には携らないのです。ですから、もしたまたま国のため子供たち 
のために、戦わざるをえない必要が生じた場合でも、彼女たちはアマゾンのように巧みに弓をひいたり、その他 
の飛道具を扱ったりすることができないのではありませんか。また楣や槍を手に、あの女神(アテナ)をまねて、 
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彼女たちの祖国の危急存亡に際して雄々しく立ち向かい、勢揃いした姿を見せて、敵に少なくとも恐怖 —— それ 

( 1 ) 

以上ではないにしても——を与えることさえできないのではありませんか。そしてこんな生き方をしている以上、 
彼女たちはサゥロマタイ人の女性を敢えてまねることなど絶対にありえないでしょう。彼女たちにくらべれば、 
かの国の女性は男性に見えることでしょう。これらの点について、あなた方の立法者たちを称賛したいと願う者 
には称賛させるがよい。しかし、わたしの意見は変りません。立法者は徹底的であるべきで、中途半端であっては 
ならないからです。つまり、女性の方は、贅沢と浪費とに耽らせ、好き勝手な生き方をさせておいて、男性だけを 
監督し、結局国家に対して幸福な生活の全体をではなく、ただ半分だけを得させるのであってはならないのです。 

メギロス どうしましょうか、クレイニアス、この客人に、こんなふうにわたしたちのスパルタの悪口を言わ 
せておいてよいものでしょうか。 

クレイニアス ええ。彼には語る自由を与えたのですから、わたしたちが法律をあらゆる点で充分に論じつく 
すまでは、好きにさせなければなりません。 

メギロス なるほど、おっしゃるとおりですね。 

アテナイからの客人 では、もう次の問題に話を進めてよろしいですね。 

クレイニアス もちろんです。 


1この箇所は、テバィのエバ ミ ノンダスが レゥクトラの 戦 たちが、その有名な訓練にもかかわらず、大恐慌をきたし 
いに勝利を収めてスパルタに迫ったとき、スパルタの女性 たのを、暗に非難したものだといぅ。 
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二- 

アテナィからの客人 では、こんなふうな人びとの生活は、どのようなものでしょうか。すなわち、彼らは生 

活の必需品は適当に供給され、職人の仕事は他の人びとに任せ、田畑は奴隸に耕させて、土地の収穫のなかから 

節度ある生活をする人びとにとっては充分なほどのものを提供させます。また共同食事が、男たちの分は別に設 

けられ、彼らの家族、すなわち娘たちとその母親たちの分はその近くに用意されます。そしてこれらすベての共 

同食事を司る男性たちと女性たちには、毎日会食者の態度を観察し吟味した上で、それぞれに会食を解散する役 

目が課せられています。そして散会後、この司会者と他の会食者たちとは、当の夜と昼とが捧げられている神々 

に対して灌奠を行ない、その上で家路につくのです。さて、こういうふうに生活が整えられている人びとには、 

必要止むをえない、そしてほんとうにふさわしい仕事は、何ひとつ残されてはいないのでしょうか。むしろ彼ら 

は、いずれも家畜のようにぶくぶくふとって生きるべきなのでしょうか。いや、とわたしたちは主張します、そ 

れは正しいことでも立派なことでもないし、そのような生き方をする者は、それにふさわしい運命を免れること 

はできないと。そして、怠けてだらしなくふとった動物にふさわしい運命とは、危険をものともしない労苦によ 

ってひどく瘠せた、他の動物の餅食になることぐらいです。もちろん、わたしたちの計画を充分な厳密さをもっ 

( 1 ) I 

て実現することは、たとえわたしたちが求めたとしても、おそらく不可能でしょう。妻や子供や家が個人のもの 

であり、わたしたちめいめいがこのようなものすベてを個人的に所有しているかぎりはね。しかし、もしわたし 
( 2 ) 

たちがあの最善のものにつぐ、いま述べられた次善のものを実現することができれば、それで充分満足すべきで 
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しょう。ところで、このような生き方をする人びとにとっても、一つの仕事が残されているのですが、それはわ 
たしたちの主張によれば、きわめて些細なものでも、きわめてつまらないものでもなく、むしろ何よりも重大な 
仕事として正しい法律によって彼らに課せられているものです。ピュティアやオリュンピアの勝利を目差す生活 
も、他のいっさいの仕事にたずさわる暇をぜんぜん持たないでしょうが、ひたすら身体と魂との徳の育成を目差 
す、真に生活の名に値する生活は、それとくらべて、二倍も、いな二倍よりもはるかに、暇に乏しいものです。 
というのは、この目的に寄与する以外の他のどんな仕事も、身体が適当な労働や栄養を取るのを、また魂が必要 
な知識や習慣を身につけるのを、妨げるものとなってはならないからです。このような生き方をする人びとにと 
って、それらの営みから完全で充分な効果を引き出すには、夜を日についでも足りないのです。これらのことは 
もともとこういうふうなのですから、すべての自由民にとって、夜明けから翌日の日が登るまで、少しの休みも 
なく、 すべての時間について決まった時間割りがなければなりません。 

たしかに、立法者が、家事に関して多くの細々した些事にまで触れること、なかんずく、国全体を絶えず厳重 
に見張るべき人び とに とっての不寝番の義務を語ったりするのは、見よいものではないでしょう。 じっさい、市 
808民のうち誰であれ、いかなる夜にしろ、一晩中ぐっすり寝込んでしまい、つねに真っ先に目を覚して起きる自分 
の姿をすべての召使いに見せないのは、誰しも恥ずべきこと、自由民にふさわしからぬことと考えなければ なり 


1原文のままでは意味が通じないので、ビュアリ、ティラ 2 『国家』第五巻で述べられた妻子の共有を指す。 
—にならつて00 07«48-の1<8-<0 <を省く。 
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ません。この種の規定を法律と呼ぶべきか、それともしきたりと呼ぶべきかは問題ではないのです。とくに、一 
家の主婦が誰か下女に起こされ、自分が真っ先に起きて他人を起こすのでないならば、男女の奴隸や召使いの子 
たちが、またそれが可能なことなら、家の建物全体までが、それを恥ずかしいことだと、互いに言いあうべきで 
す。そしてすベての人は、国家の役人も家庭の主人や主婦も、夜、目覚めているあいだに国事や家事の多くの部 
分を処理しなければなりません。睡眠を取りすぎることはわたしたちの身体にも魂にも、またこれらすベての公 
私の活動にも、ほんらい適当でないのです。じっさい、誰でも眠っているあいだは何の価値もなく、屍も同然で 
す。わたしたちのうちで、生きることと考えることとに最も心を砕く者は、できるだけ長い時間起きていて、健 
康に必要なだけの時間を眠りのためにとっておきますが、この時間はうまく習慣づければ、けっして長くはあり 
ません。また国家において、夜、目覚めている役人たちは、敵であれ同国人であれ、悪人どもを恐れさせ、正し 
い節度ある人ひとの称賛と尊敬の的になり、彼ら自身および国家全体に利益をもたらします。 

-四 

このようにして過ごされた夜は、以上述べてきたすベてに加えて、国家におけるすべての人の魂に勇気を吹き 

込むことになるでしょう。しかし、夜が明け、昼の光が戻ってくると、子供たちは教師のもとへ通わなければな 

( 1 ) 

りません。羊の群れも他のどんな群れも、牧者なしに生きることを許されないように、子供たちは養育係なしに、 
奴隸は主人なしに生きてはなりません。子供というものは、すべての獣のなかで最も手に負えないものです。ま 
だ訓練されていない、すこぶる豊かな知性の泉を持っているだけに、彼は悪賢くて油断のならない、獣のなかで 
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いちばん始末に負えないものなのです、ですから、彼をたくさんのいわば手綱で、縛っておかなければなり ませ 

ん。まず第一に、乳母や母親の手を離れると、まだ子供で幼稚なために、養育係によって、ついで教師と あら ゆ 

る種類の勉強とによって、自由民にふさわしい仕かたで縛っておかなければならないのです。しかし他方では、 

奴隸を扱うように、誰か子供がこれらの過ちの何かを犯せば、そこに居合わせた自由民は誰でも、子供 自身をも 

養育係や教師をも懲らしめなければなりません。もし誰かがそこに居合わせながら、適当な罰を与えないならば、 

その者がまず第一に、最大の非難を こうむる ことにします。そして護法官のなかで、子供たちの監督を する ため 
( 2 ) 

に選ばれた者が、わたしたちが述べた ような 非行を目撃しながら、罰すべきを罰しないか、あるいは正しい 仕 か 
たで罰を与えない人間を、監視しなければならないのです。 この わたしたちの役人は鋭い眼を持ち、子供たちの 
養育に とくに 配慮し、つねに法の命ずる善きものへ と 向かわせる ことによって、 彼らの本性を正しく導(て やる 
べきです。 

しかしながら、この役人自身を、わたしたちの法律自体はどのようにすれば充分に教育することができるでし 
ようか。なぜなら、これまでのところ、法律の語るところはまだ明瞭でも充分でもなく、たんに部分的にとどま 
るからです。だが、彼に対しては、法律はできるかぎり何ひとつ省いてはならず、彼が他の人びとに対して説明 
者とも養育者ともなるょぅに、すべての説明をしてゃらなければなりませし。 

ところで歌舞、つまり歌と踊りとについては、どのような型のものが選ばれ、修正され、聖なるものとさ^る 


1 _ u 3 mo の代りに TT & U を読む?ングランドにょる)。 2 教育監のこと〇 VI . 765 D 参照0 
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べきかは、すでに述べましへ/ ilo - しかし、子供たちの最高の監督者よ、文字に省かれたもののうち、韻律を伴わな 
C いものについては、どんなものをどんな仕かたで、あなたによって育てられる者たちは学ぶべきか、それをわた 
したちはまだ語っていません。たしかに戦争に関する事柄については、彼らが何を学び何を訓練すべきかを、わ 
たしたちはあなたに説明しました( I )、第一に読み書きについて、第二に竪琴や算数についてはどうでしょう。こ 

(3) 

れらについては戦争や家政や国政に役立つかぎりは、誰でも学ばなければならない、とわたしたちは言いました。 
また、この同じ目的のために天体、すなわち、星、太陽、月の運行についての必要な知識を、すべての国家がそ 
れを扱わざるをえないかぎりにおいて学ばなければなりません、——わたしたちは何のことを言っているのでし 
ょうか。それは日を集めて月とし、月を集めて年とすることです。その目的は季節と供儀と祭礼とが、自然の変 
化に従って、それぞれ適当な時期に行なわれることによって、国家を生き生きした活気に満ちたものと し、 神々 
にはしかるべき尊敬を払い、人間にはこれらの事柄についてい - P そう充分な知識を持つようにさせることにあり 
ます——。これらのことはすべて、友よ、立法者によってまだあなたに充分に説明されてはいないのです。です 
4ら、これからお話しすることによく注意してください。 

.まず読み書きの問題について、あなたは充分な知識を持っておられない、とわたしたちは言いました が、 どの 
点が不充分だと非難しているのでしょうか。それは次の点、つまり、将来立派な市民たらんとする者は、読み書 
きを完全に学ぶべきか、あるいはぜんぜん手をつけるべきではないかが、まだあなたには語られていなかったと 
いう点です。竪琴についても同様です。ところで、それらを学ぶべきであると、いまわたしたちは主張します。 
読み書きについては、一〇歳から約三年間、竪琴は一三歳から習い始めて三年間つづけるのが適当です。これ以 
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上でもこれ以下でもあってはなりません。子供が勉強好きであれ、勉強嫌いであれ、父親なり子供自身なりが、 
この期間を延ばしたり、縮めたりすることは違法として許してはならないのです。これに従わない者は、学校で 
与えられる栄誉——これについてはすぐあとでお話ししなければなりませんが —— を受けることが許されません。 
しかしこの期間に子供たちが何を学び、教師たちが何を教えなければならないか、そのことをまずあなたは学ん 
でください。 

さて、読み書きは、書くことと読むことができるところまでは勉強しなければなりません。しかし、定められ 
た期間内に素質が伸びない者に対しては、充分な速さと美しさとを求めることはあきらめるべきです。詩人によ 
って書かれた、音楽の伴奏を伴わない作品、そのうちあるものは韻律を持ち、あるものは一定の型のリズムを持 
たず、単に話し言葉をそのまま文字にしたものでリズムもハーモニーも欠いていますが、これらの作品の学習に 
ついて言いますと、多くのこのような入びとによって残された作品のなかには、わたしたちに危険なものがあり 
ます。衆にすぐれた護法官がたよ、あなた方はこれらの作品を、どのように扱われるのでしょうか。あるいは、 
立法者は、あなた方にどんなふうに扱うように命じれば、正しいのでしょうか。彼は大いに困るのではないかと 
わたしには思われます。 

クレイニアス いったい、それは何のことですか、あなた。あなたはほんとうにお困りになって自分自身に問 


1 799>~«おょび〇〇 0§~ 〇002:5参照。 3 V . 747 B 参照。 

2 794 C ~796 D , S 04 C ~ S 06 C 参照。 
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脚 いかけていらっしゃるようにみえます。 

アテナイからの客人 お察しのとおりです、クレイニアス。たしかに、あなた方は立法に関してわたしの協力 
者なのですから、容易だと思われるものも、そうでないものもお話ししなければなりません。 

D クレイ—アス だからどうなのですか。なぜそれらについて、 いま 問題にされるのですか。 どういう お気持か 
らなのでしょうか。 

アテナイからの客人 ではお話ししましょう。じっさい、何万という人びとの声に反することを言うのは、け 
っして容易なことではありませんね。 

クレイニアス これは、これは。あなたには、これまでわたしたちが法律に関して述べてきたことが、多くの 

人びとに対してほんの些細でわずかな点で対立していると思われるのですか。 

アテナイからの客人 まったくお- P しゃるとおりです。あなたは、わたしにはこうお命じになっているように 

みえます。同じ一つの道が、多くの人びとに厭わしいものでありながら、おそらく他のそれに劣らぬ人びと—— 

( 1 ) 

E たとえ数において劣るとしても、少なくとも質においては劣らない——には好ましいものなのだから、この後者 
の人びととともに、危険を冒し、勇気を奮って、現在の議論によって切り開かれた立法の道を怯むことなく前進 
するようにと、こうあなたはわたしに命じておられるように思われるのです。 

クレイニアス もちろんです。 
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アテナイからの客人 では去みますまい。そこで言いましょう。わたしたちのところには、へクサメトロンや 
トリメトロ(パ)や、その他あらゆる種類のいわゆる韻文の作者たちがひじょうに大勢おり、そのうちあるものは真 
面目な、あるものは滑稽な詩を目差しています。何万という人びとが、正しい教育を身につけようとする若者た 
ちは、これらの詩人たちのなかで育てられ、それに飽食しなければならないと言うのです。そしてそれには、彼 
らにこれらの詩を読んでやり、できるだけ多くを聞かせ、多くを学ばせて、すべての詩人たちを暗記させなけれ 
ばならないと言うのです。また別の人たちは、全部の詩人たちの作品から主な箇所を選び、それらすベての文章 
を一つにまとめた上で、それを記憶にとどめ、暗記させなければならないと言うのです、もしわたしたちの子供 
に多くを経験し多くを学ぶことによって、善良で賢い人間になってもらおうというのであればね。あなたがいま 
わたしにお命じになることは、これらの人びとの言葉のどこが正しく、どこがそうでないかを、彼らに対して率 
直に明らかにするように、ということではありません4。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 どんなことを言えば、これらすベての人びとについて、一言で充分な評価を与えること 
B ができるでしょうか。思うに、おそらくこんなふうに言えば、どなたも同意してくださるでしょう。つまり、こ 
れらの詩人たちはいずれも、立派なことを多く語ってはいますが、その反対のことも多く語っているということ 

1 OO 10 D 9- E 1 7 TOAAOTS — T —:. • yT は TroAAOTS , f s 2 へクサメトロンは六つの、トリメトロンは三つのメトロ 
.•.•一 TPO 县 Aoosler : yT と読む(ヮダナ1、イングラ ン、すなわち、韻律の単位を持つ詩。 

ンドによる〇 
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です。だが、もしそうだとすれば、多くを学ぶことは、子供たちにとって危険なことだとわたしは主張します。 

クレイニアス では、どんなふうにして、何を、あなたは護法官に忠告なさるのでしょう。 

T テナイからの客人 何についておっしゃっているのですか。 

クレイニアス すべての若者たちに、ある作品を学ぶことを許し、あるものを禁止する場合、いったいどんな 
基準に照らしてそうするのか、ということについてです。お話しください、どうぞ忌憚のないところを。 

アテナイからの客人 親愛なるクレイニアス、少なくともある意味ではわたしは幸運であるようです。 

クレイ II アス どんな点で？ 

アテナイからの客人 お手本がぜんぜんないわけではないという点でです。というのは、わたしたちが、明け 

方 Z らこれまでつつけてきた言論の跡を振り返ってみますと、-わたしたちはどうも神的な霊感に恵まれなか 

ったわけではないようにみえますが——、それがわたしには、一種の詩作にまったくよく似た形で語られたよう 
に思われました。そしてこの自分たちの言論を、いわばひとまとめにして眺めてみたと き、 わたしがひじょうな 
喜びを感じたとしても、おそらく何の不思議もないでしょう。なぜなら、詩の形で、あるいはいまのように散文 
の形で語られるのを、わたしがこれまでに学んだり聞いたりした数多くの言論のすべてのうちで、わたしたちの 
言論は、若者たちが聞くのに最も満足すべき、最も適当なものであることが明らかになったからです。ですから 
わたしは、護法官であり教育監である人に対して、これ以上のお手本を示すことはできないだろうと思います。 
言いかえれば、彼にこれらのものを子供たちに教えるようにと教師たちに勧めさせるより以上のことは、できな 
いだろうと思います。さらにこれらに関連し類似したものを、すなわち、彼が詩人の韻文の作品や散文で書かれ 
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たもの、あるいはこの言論のように文字に書かれないでただ語られただけのものを渉猟している途中で、わたし 
たちの言論の兄弟のようなものを見つけたら、けっしてそれを放っておかずに、書きとめさせるより以上のこと 
はできないだろうと思うのです。そして彼はまず第一に、教師自身にそれを学び賛美することを強制し、そして 
教師のうちでそれに賛成しない者たちは同僚として用いず、称賛を同じくする者たちはこれを用いて、彼らに若 
者たちを教え教育する仕事を委ねるべきです。読み書きとその教師とについてのこのわたしの話は、これでこう 
して終りにしましょう。 

クレイニア X 最初の意図からすれば、 あなた、 設定された主題からわたしたちが外れて いるよう には思われ 
ません。しかし、全体としてわたしたちが正しいかどうかは、おそらく判定す る ことは難しいでしょう。 

T) 

アテナイからの客人 そのことは、クレイニアス、たびたび言ってきたところですが、わたしたちが法律に関 
する探究をすべて終えたときに、そのときにおそらくいっそう明らかになるでしょう。 

クレイニアス そのとおりでしよう。 

I 六 

アテナイからの客人 では、読み書きの教師のつぎには、竪琴の教師に呼びかけるべきではないでしょうか。 

クレイニアス もちろんです。 


1 W . 718 B , VI . 76 O 0 D , W . 799 D 等参照。 
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アテナイからの客人 そこで、竪琴の教師に、その教授とこの分野での教育全般に関して、正当な役割を与え 
るには、わたしたちは先の議論を思い出さなければならないと思います。 

クレイニアス どの議論のことをおっしゃるのですか。 

( 1 ) 

アテナイからの客人 たしか、わたしたちはこう言いました。六〇歳になるデイオニュソスの歌い手たちはリ 
ズムとハーモニーの構成について、とくに優れた感覚を持たなければならない。それは魂が音楽によって感動す 
るときに、善い音楽的表現と悪しきそれとを、つまり、善き魂のあらわれであるものと、反対の悪しき魂のあら 
われであるものとを区別することができ、後者を排して前者はこれをみんなの前に示し、歌によって若者たちの 
魂を魅了し、彼らの誰もが自分たちに従って、これらの音楽を通して徳を追求する道をともに進むようにと呼び 
かけるためなのだと。 

クレイニアスほんとうにおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 この目的を達成するために、竪琴の教師と生徒とは、竪琴の音を用いなければなりませ 

ん。それぞれの弦は明瞭な音を出すので、彼らは竪琴と音声とのそれぞれの音を合わせなければなりません。竪 

琴が音声とは別の複雑な音を出せるからといって、弦が一つの旋律を、歌曲の作者が別の旋律を奏でたり、音と 

音との間隔の小さいのを大きいのと〔すなわち短音を長音と〕、速い調子を緩やかな調子と、高い音を低い音と対 
( 2 ) 

応させたり、同様に竪琴の音にいろいろな種類の複雑なリズムを用いたりしてはならないのです。すべてこのよ 
うなことは、三年のあいだ.に音楽の与える効果を速やかに手にいれようとする生徒たちにやらせてはならないの 
です。というのは、相反するものは互いにぶつかりあって、学ぶことを困難にしますが、若者たちはできるだけ 
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たやすく学ばなければならないからです。なぜなら、彼らにとって学ぶことを義務'つけられている学科は、此一一細 
でも数少なくもないのですから。それらの学科はわたしたちの言論が進むにつれて、時とともに明らかにされて 
くるでしょう。ともかく、音楽に関するこれらのことは、わたしたちの教育監に、以上のように監督させる こと 
にしましょう。曲そのものと歌詞とに関しては、歌舞団の教師たちは、何を、どのような性質のものを、教えな 
813 ければならないか、それについてもすべて先に詳しく述べました。それらが神聖なものとされ、それぞれが適当 
な祭礼に割り当てられ、国々に仕合せな快楽を与えて、役に立つものでなければならないとわたしたちは言いま 
したね。 

クレィニアス その点もあなたのおっしゃることは真実です。 

(4) 

アテナィからの客人 真実この上なしですよ。そしてこれらのことは、わたしたちの音楽担当の役人に選ばれ 
た者が引き受け、好意ある運命に助けられてそれを監督することにします。だが、わたしたちは踊りと身体の訓 
B 練一般について、すでに述べたことを補足することにしましょう。音楽の教授に関してやり残されていたものは 
補足しましたが、体育についても同じようにしましょう。男の子も女の子も踊りと体育とを学ばなければなりま 
せんね、そうではありませんか。 

クレイニアス そうです。 


1 n . 665 W ~670 E 参照。 

2 812 E 1 K p i dvT - e -'svov は削る(イングランドによる〇 


3 79 00D 〜 OO 02 E 参照。 

4 VI . 764 E で述べられている役人を指すのであろぅ。 
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アテナイからの客人 そこで男の子には男性の、女の子には女性の、踊りの教師が訓練のために適当でしょう0 

クレイニアス それがよいでしょう。 

アテナイからの客人 そこでもう一度、最も多くの仕事を持つであろう人、あの、子供たちの監督者を呼ぶこ 
とにしましょう。もっとも彼は音楽に関することと体育に関することとを監督し、あまり暇を持たないでしょう 
けれど。 

クレイニアス 彼は高齢であるのに、そんなにたくさんのことを監督することがどうしてできるでしょうか。 

一七 

アテナイからの客人 たやすいことですよ、あなた。というのは、法律は彼に、男女の市民のうち誰でも彼の 
望む者を、この監督の仕事の手助けに呼ぶことを許しましたし、これからも許すでしょう。また彼は誰を選ぶベ 
きかを知り、このような事柄で誤ちを犯さないことを欲するでしょう。それというのも、彼は思慮深く自分の役 
目に対し敬意を持ち、その重要性を認識し、そして次のような確信をつねに抱いているからです。すなわち、若 
者たちが過去においても現在においてもよく教育されているならば、わたしたちの国家は万事順当に航海します 
が、そうでない場合には、——いや、それは言うに値しないことでもあるし、また新しい国の門出にあたって、 
ひどく縁起をかつぐ人びとのことを慮って、わたしたちは言いますまい。 

ところで、これら、つまり踊りや体育のすべての運動について、わたしたちはすでに多くのことを述べまし (Mo 
わたしたちは体育場を設け、戦争に関係のあるすべての身体的な訓練、つまり、弓術、すべての也,術、陏術、 
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すべての重装備戦關、陣形展開、すべての行軍、設営および馬術等を定めました。これらのすべての課目には、 

国家から報酬を支払われる公の教師が配されていて、それを学ぶのは国内の男子の子供および大人ですが、女子 

の子供や大人もこれらすベてについて知識を持つべきです。彼女たちは、娘時代にすべての武装の踊りや戦闘の 

814訓練をつみ、成人してからは陣形展開、部隊編成、武具の着脱などに習熟していなければなりません。それはた 
(2) I 1 
とえ他の目的はないにしろ、ともかくも子供たちをも含めて国家全体を守る者たちが、全兵力をあげて、国を離 

(3) 

れて外征する必要が生じた場合に、彼女たちが少なくとも代って国を守るに足るためなのです。あるいはこれと 
は反対に、——このことはありえないとは誓えません——、非ギリシア人であれ、ギリシア人であれ、敵が巨大 
で強力な軍勢をひきいて外から攻め込んできて、国の存亡をかけて戦わざるをえなくなった場合を考えてみまし 
B ょう。女性たちがもし恥ずべき教育を受けているばかりに、雛鳥のためになら最も強い獣とでも戦って死んだり、 
あらゆる危険を冒したりすることを欲する母鳥のように振舞うことができず、直ぐに神殿へ駆け込み、祭壇や聖 
所をどこも一杯にし、そしてすベての動物のなかで生来最も臆病なものだという評判を人間の種族に浴びせかけ 
るならば、それは国家にとって大いなる禍でしょう。 

C クレィ—アス ゼゥスに誓って、あなた、そのようなことはどの国に起ころうとも、禍であることは別として 
も、けっして見よいものではありません。 

1 794 C 〜 796 D 参照。 3 814 A3 CTTPaTeo£q0al の後のコンマを H 6 AIV の後に移し、 

2 814 A 2 fr )5 vmKa の後に QS AAOU をいれて読む(ビユアリによ >4?>^ 0 \^ 0 ^の代りに言>^00^0^と読む(ィングランド 43 
る)。 により、<^、0写木を採る)。 
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アテナイからの客人 それでは、わたしたちは、少なくともこの程度までは、女性は軍事訓練を蔑ろにしては 
ならない、すべての市民は男女の別なくそれに励むべきである、という法律を定めようではありませんか。 

クレイ—アスともかく、 わたしは賛成します。 

( 1 ) 

アテナイからの客人 つぎにレスリングですが、その一部はすでに述べましたが、わたしが最も重要だと主張 
する点はまだ話していません。だがそれを言葉で説明することは、同時に実際に身体で示すことなしには容易で 
はありません。ですから、その点について判断を下すのは、わたしたちが述べてきた他の事柄とともに、とりわ 
け次の点を実技を伴った言葉が明らかにするときまで、延期することにしましょう。すなわち、わたしたちの考 
えているようなレスリングが、じっさいすベての運動のなかでとくに戦場での組み討ちに、最も近いこと、した 
がってまた、レスリングが組み討ちのために練習されるべきであって、後者が前者のために学ばれるべきではな 
いということをです。 

クレイニアス その点、あなたのおっしゃることは立派です。 

-八 

アテナイからの客人 ではもう、レスリングの効用については、これで充分語られたとしましょう。しかし、 
その他の全身の運動については、その大部分は踊りという名で呼んで正しいでしょうが、これには二つの種類が 
あると考えなければなりません。一方は、美しい身体の動きを模倣して荘重さを、他方は、醜い身体の動きを模 
倣して卑俗さをあらわします。そしてさらに、卑俗なものと真面目なものとは、それぞれ二つの種類に分けられ 
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ます。真面目なもののうち一方は、戦闘や激しい労苦に巻き込まれた美しい身体と勇敢な魂とをあらわし、他方 
は、仕合せと適度の快楽とのうちにある、節度ある魂をあらわします。後者の踊りは、平和の踊りと呼ぶのがそ 
の本性にかなった呼び名でしょう。 

3 ( 2 ) 

815 さて、これらの踊りのう ち 戦 さの 踊りは、平和の踊りとは異なったものですが、ピュリ ヶーと 呼ぶのが正しい 
でしょう。これには頭を反らせたり、身を退いたり、高く跳んだり、屈んだりして、あらゆる種類の打撃や飛道 
具による攻撃を防ぐ動作を模倣するものと、またそれらとは反対の動作、つまり攻撃の姿勢に至る動作、弓を引 

(3) 

いたり、槍を投げたり、あらゆる種類の打撃を加えたりするさまを模做しようと試みるものとがあります。これ 
らの戦さの踊りにおいて、立派な身体と魂とをあらわす場合の、手足をほとんど真っ直ぐに延ばしている力に満 
B ちた直立の姿、そのような姿をわたしたちは正しいとみなし、それらと反対の姿は正しいものとしては受けいれ 
ません。 

他方、平和の踊りに関しては、それぞれの場合に次の点、すなわち踊り手が踊りのあいだ中、法を守る人間に 
ふさわしく、美しい踊りの姿を取りつづけることができるか否かということを考察しなければなりません。です 

あるいは火(ピユール ) もしくは焰の色をした(ピユロス)と 
いう言葉から来たのであり、それは昔の戦士たちが焰の色 
をした服を身につけていたためだという説もある。 

3 815 A 7ぞ一^-〇〇ミ沒は心ョ^-〇〇〇〇^くと読む^ッダムに 

よる)。 


1 795 D 〜796 A 参照0 

2 ピュリヶーという名称の起原については多くの説がある。 
ピユリ コスと いう神話的人物からとられたとか、 アキレゥ 
スの子ピユロスからとられたとかいう人名起原説もあれば、 
アキレゥスがパトロクロスの屍を焼く薪の山(ピユラ—)の 
傍でそれを踊ったところから名づけられたという説もある。 


445 



816 


E 


D 


(. 815 ) 


から、まず第一に、異論のある踊りを何ら異論のない踊りから区別しなければならないのです。では、この相違 

C が何であり、両者をどのようにして区別すべきなのでしょうか。バッコスの踊りやそれに類する踊り、すなわち、 

( 1 ) 

一種の浄めや秘儀を行なう際に、人びとがニュンぺ、パン、セィレノス、サテュ D スなどの名前をつけて、いわ 
ゆる酔っ払いの真似をする踊りのたぐいですが、この種の踊りは全体として、平和の踊りとも戦さの踊りとも言 
い難く、またその目的が何であるかを規定することも容易ではありません。最も正しい規定の仕かたは、わたし 
の意見では、戦さの踊りからも平和の踊りからもそれを区別して、この種の踊りは国家にふさわしからぬもので 
ある、と言うことです。そしてそのような位置づけを行なったら、それをそのままにしておいて、いまは異論な 
くわたしたちのものである戦さの踊りと平和の踊りとにもう一度戻ることです。 

ところで、戦争とかかわりのないムゥサの技の方は、人びとが踊りによって神々や神々の子たちを祟めるもの 
ですが、これは、幸福の意識を伴ったものとして、全体が一つの分野を構成します。だがこれを、わたしたちは 
二つに分けることができるでしょう。その一方は、何らかの困難や危険から逃れて幸福に達した人びとのもので、 
これはより強烈な喜びを持っています。他方は、前からある幸福が持続し増大する場合で、これは前者よりもも 
っと穏やかな喜びを持っています。そしてこのような状態においては、人間は誰しも、喜びが大きければ大きな 
身体の動きを、小さければ小さな動きを示します。また人間がより節度をわきまえ、勇気という点でいっそう鍛 
錬していれば、動きはより小さく、臆病であって、節度をわきまえるという点で鍛錬が足りなければ、より大き 
なより激しい動きの変化を示します。しかし一般に、歌うにせよ、語るにせよ、声を出すときには誰でも、身体 
をまったく動かさないでいることはできません。ですから、語られる事柄を身振りによって表現するようになり、 
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それがすべての踊りの術を生んだのです。 

ところで、これらすベての身振りにおいて、わたしたちのうちあるものは調和した、あるものは不調和な動き 
をします。たしかに、わたしたちに古くから伝わっている名前のなかには、それがいかにもうまくできていて事 
柄にぴったりしていると考えて、称賛すべきものが多くありますが、幸福でしかも快楽に限度を心得ている人び 
との踊りについて与えられた名前もまさしくそのうちの一つです。それを名づけた人が誰であったにせよ、何と 
正しく音楽的に名づけたことでしょう。彼は賢明にも、それらの踊りすべてに H ンメレ ィア (調和)という名前を 
与えました。こうして彼は美しい踊りの二つの種類を制定し、戦さの踊りをピュリヶー、平和の踊りをヱンメレ 
ィアと 呼び、それぞれに適当な、調和した名前を与えました。ですから、立法者の方はこれらの踊りのだいたい 
の輪郭を説明し、護法官の方はさらに探究を進め、そして探究した上で、他の音楽的要素と踊りとを結びつけ、 
すべての犠牲の祭礼に、それぞれの祭礼にふさわしいものを割り当てます。こうして、これらすベてを神聖なも 
のとして記録にとどめたならば、それ以後は、踊りに関しても歌に関しても、何ひとつ動かしてはならず、同じ 
一つの国、同じ一つの国民は、同じ快楽を味わい、同じような生活をし、できるだけ同じようであることによっ 
て、善く幸福に生きなければならないのです。 


1ニュンぺはニンフ、パンは牧神(『パィドロス』 2 SD 注 で、ともにパッコスの従者とみなされていた(『饗宴』215 W 
1参照)、セィレノス(シレノス)とサテュロスは山野の精 注1、2参照)。 
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ところで、美しい身体や高貴な魂がこれらの歌舞 —— それがどんなものであるべきかはすでに語られました 
——で演じる役割についてはこれで終りました。他方、醜い身体や低劣な考えの役割、そして言葉や歌や踊りや 
それらすベてが持つ物真似的要素によって滑稽な喜劇的効果を生み出そうとする人びとの役割、これも観察し、 
知ることが必要です。なぜなら、もしひとが思慮ある者になろうとするなら、滑稽なことを抜きにして真面目な 
ことを、一般に相反するものの一方を抜きにして他方を学ぶことはできませんし、また、もしひとがたとえわず 
かの徳にでもあずかろうとするならば、滑稽なことと真面目なこととの両方を行なうことはできません。むしろ、 
彼が滑稽なことを学ばなければならない目的は、無知のゆえに、必要もないのに、滑稽なことを行なったり口に 
したりすることがないように、ということにあるのです。そのような物真似は、奴隸や傭いの外国人にさせるベ 
きであって、このようなことには何であれけっして真剣になってはいけません。自由民は誰でも、女であれ、男 
であれ、それを学んでいるのを見られてはならないのです。またこの種の物真似には、つねに何か目新しいもの 
がなければなりません。 

わたしたちみんなが喜劇と呼ぶ滑稽な娯楽については、以上の法律と説明とにとどめましょう。しかし、世に 
言うところの真面目な作者、つまり、わたしたちの悲劇の作者たちについては、彼らのうち誰かが、わたしたち 
のと ころへやってきて、こんなふうに質問したと想像してみましょう。 

「おお、異国の方々よ、われわれはあなた方の都市や地方をお訪ねしてよろしいでしょうか、それともいけな 
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いでしょうか。そしてわれわれの作品を持って参ってよろしいでしょうか。それともこのような事柄について、 

あなた方はどのような処置をきめておられるのですか」- 

この点について、これらの神のごとき人びとに対し、どんな答えが正しいでしょうか。わたしには次のような 
答えが正しいと思われます。 

Br おお、異国の人びとのなかで最も優れた方々よ、わたしたちは自分たち自身が悲劇の作者であり、しかもで 

( 1 ) 

きるかぎり最も美しく、最も優れた悲劇の作者なのです。じっさい、わたしたちの全国家体制は、最も美しく1 
最も優れた人生の似姿として構成されたものであり、そしてこれこそまことに、最も真実な悲劇であると、わた 
したちは主張します。ですから、あなた方が作者であるように、わたしたちもまた同じ種類のものの作者であり、 
しかも、最も美しいドラマの制作者かつ役者として、わたしたちはあなた方の競争相手なのです。そしてこのド 
ラマは、もともと真の法律だけが作りあげることのできるものなのだと、わたしたちは信じています。ですから、 
C わたしたちはそうやすやすと、あなた方がわたしたちのところの市場に小屋掛けをし、その美声がわたしたちの 
よりも大きく響く役者たちを舞台にのぼせることを許し、そして、あなた方が子供たちや女たちや全大衆に向か 
って演説し、同じ事柄についてわたしたちと同じことをではなく、しばしば多くの点で正反対のことを語るのを、 
許すだろうと考えてはいけません。というのも、わたしたちにしても、またどんな国にしても、もしあなた方の 
D : &品が語られ公表されるにふさわしいものであるかどうかを役人が判断する前に、いま言われたことをあなた方 


1 817 W 3 O 0 V は yoov と読む(バイウオーターによる )0 
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が行なうのを許す国があるとしたら、まったく狂っていると言えましょう。ですから、さあ、優しいムゥサたち 
の裔なる子供たちよ、まず、あなた方の歌をわたしたちのそれと並べて役人たちに提示し、もしあなた方の語る 4 
ところがわたしたちのと同じであるか、あるいはより優れていることが明らかになれば、わたしたちはあなた方 
に歌舞団を与えましょう。しかしそうでない場合は、友よ、わたしたちは上演を認めることはできません」 

以上が、もしご賛成いただければ、歌舞一般とそれの学習とに関して、法律によって きめられた 慣習 だとしま 
しょう。ただし、奴隸に関する慣習と、主人に関するそれとは区別した上でのことですが。 

クレィニアス どうして 賛成しない ことがありましょう、ともかくいまのところは。 

二〇 

T テナィからの客人 さてところで、自由民にとっては、なお三つの学問があります。計算と数に関するもの 

が一つの学問であり、線、面、立体の測定が一つのものとみなされて第二の学問であり、第三は軌道を運行する 

惑星相互の関係に関するものです。これらすベてを詳細にわたって究めるのは、 多くの 人び との 仕事では なく、 

少数の人びとがなすべきことです、——それがどういう人びとか、そのことはもっと先へ行って終りに近づいた 
( 1 ) 

ときにお話ししましょう。そうするのが適当でしょうから——。大多数の人びとにとっては、これらのうちどう 

しても必要なもの、一般人にとってそれを知らないことがとうぜん恥ずかしいと言われるものだけを学ぶのが適 

当でしょう。しかしすベての人びとが詳細にわたってそれらを究めることは、容易でありませんし、むしろ まっ 

( 2 ) 

たく不可能でしょう。とはいえ、それらの数学的知識の持つ必然性を排除することはできません。いや、神につ 
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I (3) 

いての例の諺を最初につくった人は、おそらくそのことに目を向けて、「神でさえ必然と戦う姿は見られない」 
と言ったのでしょう。わたしの思うに、彼は神的な必然を意味していたのでしょう。なぜなら、多くの人びとが 
そのような諺を引用する際に考える、かの人間的必然の意味なら、これはあらゆる言葉のなかでこの上なく愚か 
な言葉になりますから。 

クレイ||アス では、あなた、これらの学問の持つ、人間的でない神的必然とはどんなものなのですか。 
アテナイからの客人 わたしの見るところでは、その必然というのは、それを実 M することなしに、あるいは 
またそれについてまったく無知であっては、神もダイモーンも半神も、人間に対して責任をもって人間世界を監 
督することができないようなものです。一も二も三も知らず、一般に奇数と偶数の区別もできず、数を数えるこ 
ともまったく知らず、夜と昼とを数え分けることもできず、 月 や太陽や星の運行についても無知であるならば、 
そのような人はとうてい神的人間にはなれないでしょう。ですから、最高の学問についてい ささ かなりと知識を 
得たいとする人にとって、すべてこれらの学問が不可欠であると考えないのは、この上なく愚かなことです。し 
かしこれらの諸学問のうち、どれが、どれだけが、いつ、学ばれるべきか、何が何といっしょに、何が他のもの 
とは別箇に学ばれるべきか、またそれらすベてをどのようにして一つにまとめるかといったことは、これらの学 
問に導かれてさらに他の学問へと向かうために、まず最初に正しく把握しておかなければならないものです。な 

1 MI . 961 A ~ C , S 2 C ~ D の「夜明け前の会議」の会員 的知識の持つ必然性、すなわち、それの否定が成り立ち得 
たちを指す。 ないという意味での必然性)とをかけている。 

2 sl 00 A 4 0 - vayKaTa (必要なもの)と、 A 7 p-vayKalov (数学 3 V . 741 A およびその箇所の注参照。 


451 



819 


_ E ぜなら、いかなる神も現にそれと戦ってもいないし、将来戦うこともないであろうとわたしたちが主張するかの 
必然が、もともとそのように定めたのですから。 

クレイニアスええ、 あなた、いまそういうふうに言われてみると、あなたのおっしゃっていることは正しい 
し、自然の理にかなっているように思われます。 

アテナイからの客人 たしかにそうなのですよ、クレイニアス。しかし、これらのことをこんなふうにあらか 
じめ計画をたてた上で、それを立法化することは困難です。もしよろしければ、もっと厳密な立法は別の機会に 
譲りましよう。 

クレイニアス おみうけしたところ、あなた、わたしたちの国のものたちが日頃そういう事柄に不慣れなのを、 
懸念しておられるようですね。しかし、あなたのご心配はいわれのないことです。ですから、そのために何かを 
控えたりなさらないで、どうかおっしゃるようにしてください。 

アテナイからの客人 たしかにわたしは、あなたがいま言われた点も懸念していますが、それよりもいっそう 
恐れているのは、これらの学問を取りあげていながら、間違った仕かたでそれを取りあげている人びとのことで 
す。なぜなら、すべてにわたっての無経験は、いかなる場合にも恐るべきものでも、重大なものでも、また最大 
の禍でもありません。むしろ、悪しき教育のもとで多くの経験と知識とを得ることの方が、それよりもはるかに 
大きな禍となるのです。 

クレイ||アス おっしゃるとおりです。 
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二| 

B アテナイからの客人 ですから、自由民はこれらの諸学科について、少なくともエジブトでひじょうに多くの 
子供たちが読み書きとともに学ぶ程度のものは、学ぶべきだと言わなければなりません。まず算数に関して、文 
字どおり 子供たへ^ i のために遊び楽しみながら学ぶように工夫された勉強があります。たとえば一定数の林檎や花 
冠を、多くの数の子供たちや少ない数の子供たちに分けることや、あるいはボクシングやレスリングの選手たち 
を、競技の規則に従つて、交互にまた順次に、組む相手がなくて余る人が出る組や、出ない組に分けることです。 

C さらに、別の遊びとして金、青銅、銀、その他同様の金属の大盃をいろいろとりまぜたり、あるいは種類別に分 
けて与えて、こうしてわたしが言つたように、基礎的な数の使い方を遊びのなかに組み入れ、それを学ぶ者たち 
に、軍隊の編成、指揮、行進、また家政のためにも役立たせ、そして彼らをあらゆる意味でいつそう有能で俊敏 

D な人間に仕立てあげるのです。つぎに線、面、立体の測定において、すべての人間がこれらすべてについて生ま 
れつき持つている、笑うべき恥ずべき無知、それを免れさせるのです。 

クレイ-アス その無知とはどんなものを、そして何を、指していらつしゃるのですか。 

アテナイからの客人 親愛なるクレイニアス、わたし自身晚年になつて、それについてのわが国の歎かわしい 
状態を聞いて、まつたく驚いたしだいなのです。そのような状態は、人間ではなく豚のような動物にふさわしい 

3 

--- 5 

1 00 19 B 3 TT1V (子供たち)と TTSSlas (遊び)とをかけている。 2 あるいは玩具の羊0 
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SE もの だと わたしには思われました。そして自分だけでなく、すべての ギリシア 人のために恥ずかしい ことだと 思 
ったのです。 

クレイニアス 恥ずかしいって、何がですか。何のことをおっしゃっているのか、あなた、説明してください0 
アテナイからの客人 では、説明しましょう。いやむしろ、あなたに質問することによってそれを明らかにし 
ましょう。 ちょっとした質問に答えてください。線という ものを ご存知ですね。 

クレイニアス もちろん。 

アテナイからの客人 では面は？ 

クレイニアス たしかに。 

アテナイからの客人 それらは二つの別のものであり、立体が第三のものだということもご存知ですね。 

クレイニアス 知っていますとも。 

アテナイからの客人 ところであなたには、これらはいずれも、互いに通約可能だと思われませんか。 

クレイニアス 思います。 

アテナイからの客人 つまり、線は線と、面は面と、立体も同様に立体と、通約可能だという性質を持ってい 
ますね。 

クレイニアス 大いに。 

アテナイからの客人 しかし、もし若千のものは、程度の多少はあれ、通約可能でなく、あるものはそれが可 
能だが、あるものは不可能であるのに、あなたはすべてが可能だと考えておられるならば、ご自分がこの問題に 
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ついてどんな状態にあるとお思いですか。 

クレイニアス 明らかに、あわれな状態です。 

アテナイからの客人 さらに、線や面と立体との、また面と線相互の関係はどうでしょうか。わたしたちギリ 
シア人は誰も、それらが何らかの意味で互いに通約可能だと、こんなふうに考えてはいないでしょ3„&。 

クレイニアス たしかに、そうです。 

アテナイからの客人 しかし、またもしそれらがどんな意味でも通約可能ではないのに、わたしが言ったよう 
に、わたしたちギリシア人すベてが、可能だと考えているとしたら、みんなのために恥ずかしく思いながら、彼 
らに対してこう言うべきではないでしょうか。「ギリシア人たちのなかで最も優れた人びとよ、これはあの基本 
的な事柄の一つです、すなわち、それを知らないのは恥ずべきことだが、そのような基本的なことを知っている 
からといって、何もたいしたことではないとわたしたちが言った、あの基本的な事柄の一つです」と。 

クレイニアス そうですとも。 

アテナイからの客人 それらに加えて、ほかにもそれらに関連した事柄で、先の誤りに類似した多くの誤りを 
わたしたちが犯す事柄があります。 

クレイニアス どんなことですか。 

アテナイからの客人 通約可能なものと通約不可能なものとの相互関係が、いかなる性質のものであるかとい 


1二つの立体が互いに通約可能だからといって、それらの面や辺(線)が必ずしも相互に通約可能だとは言ぇない。 
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うことです。ひとはそれらを調べて双方を区別しなければならず、そうでなければ、まったくつまらない者 だと 
いうことになります。ですから、わたしたちはいつもお互いにこんな問題を出し合って、老人たちにと- P て将棋 
よりもずっと優雅な暇つぶしに時を過ごし、わたしたち老人にふさわしい閑暇のなかで勝負を競わなければなり 
ません。 

クレイニアス おそらくそうでしょう ね。 とにかく 将棋と これらの 学問とは互いに まったく 掛け離れて いると 
は思えません。 

アテナイからの客人 ですからわたしは、クレイニアス、これらの学問を若者たちは学ばなければならないと 
主張します。というのは、それは有害でもなければ困難でもありませんし、遊びながら学ばれるならば、わたし 
たちの国家に役に立ちこそすれ、 何 ひとつ害を及ぼしはしないでしょうから。しかし、もし 誰か別の意見が あれ 
ば、傾聴しなければなりません。 

クレイーーアス そうですとも。 

アテナイからの客人 しかしながら、これらの学問がこういうものであるということがはっきりすれば、明ら 
かにわたしたちはそれらを取り入れますが、そうでないと分れば、それらは排除されるでしょう。 

クレイ—アス それは明らかです、もちろんですとも。 

アテナイからの客人 それでは、あなた、わたしたちの法律に空白ができないように、いまのところは、それ 
らを 必要な学問のなかにいれておこうではありませんか。ただし、もし設定者であるわたしたちに、あるいは受 
託者であるあなた方に気にいらない場合には、いわば回収で きる 担保として、他の国制から切り離しておきまし 
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クレイニアス あなたのおっしゃるのは正しい設定です。 

ニニ 

アテナイからの客人 つぎに天文学ですが、若者たちにそれを学ばせるべきだという提案は、わたしたちに好 
ましいか否かを考えてみてください。 

クレイニアス あなたのお考えをどうぞおっしゃってください0 

アテナイからの客人 ところで、それについてはどうしても我慢のできない、きわめて奇妙なことがあるので 
す。 

クレイ||アス どんなことですか。 

アテナイからの客人 わたしたちのところでは一般に、最高の神と全宇宙とを探究したり、その原因を究める 
ことに忙殺されたりしてはならない——それは神を冒瀆することであるから——と言われていますが、じつはそ 
れと正反対のことが正しいように思われます。 

クレイ11アス それはどういう意味でしょう。 

アテナイからの客人 わたしの言うことは逆説的で、老人にはふさわしくないと思う人もあるでしょう。しか 
しもし誰かが、ある学問を美しく真実であり、国家にとって有益で、神にとってまったく好ましいとみなしてい 
B る場合、それを言わないでおくことは、いかなる意味でも不可能です。 
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クレイニアス お言葉はごもっともです。しかし、天体に関する学問のうちどんなところが、いま言われたよ 
うなものなのでしょうか。 

アテナイからの客人 それはですね、いまのところわたしたちギリシア人のいわばすべてが、大いなる神々、 
つまり太陽と月とについて間違ったことを語っているのです。 

クレイニアス どんな間違いをですか。 

アテナイからの客人 わたしたちは、それらが、またそれらとともに他の若千の星が、けっして同じ軌道を進 

まないと言い、そのゆえにそれらを惑星と呼んでいます。 

クレイニアス ゼゥスに誓って、あなた、それはあなたのおっしゃるとおりです C わたし自身 も 生涯にしばし 

ば、明けの明星や宵の明星やその他の若千の星がけっして同一の軌道を取らず、あらゆる方向に彷徨うのを見ま 

( 1 ) 

したし、太陽や月がつねにそのような動きをするのをわたしたちはみんな知っています。 

アテナイからの客人 ですから、メギロスにクレイニアス、まさにこういう理由で、わたしはいま、わたした 
ちの市民や若者たちが、天の神々についてそれらのことすベてを学ばなければならないと主張するのです。神々 
について冒瀆的な言辞を弄せず、犠牲を捧げ敬虔な祈りをあげる際に、いつも神を敬う言葉を口にすることがで 
きるところまではね。 

クレイニアス それは本当です、まず第一に、もしあなたのおっしゃるようなことを学ぶことが可能だとすれ 
ば。つぎに、もしわたしたちがそれについていまは何か正しくないことを語っているが、学ぶことによってそれ 
を正すことができるならば、わたしもこれほど大きな、これほど重要な事柄は学ぶべきだということに賛成しま 
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す。ですから、事実が こうなのだということ を、あなたは どうか 説明す るよう にあら ゆる 努力を なさってくださ 
い。わたしたちはあなたについてゆき、学ぶ ことに 努力します。 

アテナイからの客人 しかし、わたしの言うことを学ぶのはたやすいことではありません。といって、すこぶ 
る困難というのでもありませんし、非常に長い時間を要するわけでもないのです。その証拠は、こういうことで 
す。つまり、わたしがそれらのことを聞いたのは、若いときでもなければ、そんなに昔のことでもありませんが、 
いまあなた方お二人に、そう時間をかけないで、それを説明することができるだろうということです。もしそれ 
が難しいことでしたら、こんな年のわたしが、それほどのお年のあなた方に、説明することはとうていできなか 
ったでしょう。 

クレイニアスおっしゃるとおりです。しかし、驚くべきものではあるが、若者たちが学ぶに適したものであ 
り、しかもわたしたちが知らずにいるとあなたがおっしゃるその学問とは、いったい何だと言われるのですか。 
せめてそれくらいは、その学問についてできるだけはっきりと説明してください。 

アテナイからの客人 やってみなければなりますまい。じっさい、最善なる人びとよ、月、太陽、その也の星 
が彷徨うものだというこの考え方は、正しくはないのです。その正反対が本当です、 I これらの天体のおのお 
のは同じ軌道を回転しており、いくつかの軌道を通るように見えますが、じつは多数のではなく、つねに一つの 
軌道を回転しているのです——、そしてまたそれらのうち最も速いものが、間違って最も遅いと思われ、 fi も遅 


1 821 C 5 Tao 0“ 6 c は tocGtoc と読む ( A 写本にょる〇 
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1 B いものが最も速いとみなされています。そこで、事実はこのようであるのに、もしわたしたちがそういうふうに 
は考えないとしたら、たとえば、オリュンピアで走る馬や長距離の選手について、もしわたしたちが同様の考え 
方をして、最も速い者を最も遅いと呼び、最も遅い者を最も速いと呼んで、敗者を勝者として頌歌をつくって称 
えるならば、わたしたちが走者に捧げる頌歌は、正しくもなければ、彼らに喜ばれもしないだろうと思います、 

C 彼らは人間に過ぎませんけれど。しかし、いま神々について同じ過ちをわたしたちが犯すならば、あそこであの 
ときには滑稽で正しくなかったことが、いまここでこのような事柄については、けっして滑稽ではすまされない 
と、わたしたちは考えないでしょうか。〔滑稽どころか〕わたしたちは神々について繰り返し偽りの言葉をうたう 
のですから、それはたしかに神々の好みたまわぬところです。 

クレイニアス もし事実がそうだとすれば、おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 それでは、 事実が そうだということをわたしたちが 証明す ることができれば、そのよう 
なことすベて を、 この範囲までは学ばなければなりません。だが、証明されない場合には、放棄すべきでは あり 
ません か。 では、これらのことは、これで 意見の一致を みたということにしておきましょう か。 

D クレイニアス そうしましよう。 

二三 

アテナイからの客人 では以上で、教育のための諸学科についての法規は終ったと言うべきです。しかし、狩 
狐とそれに類するものすベてについて、同様に考えなければなりません。なぜなら、立法者に課せられた仕事は、 
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法律を制定すればそれで解放されるというのではなく、それ以上のものがあるようですから。つまり、法怵以外 

に、もともと勧告と法律との中間に位置する何か別のものがあり、これはすでにわたしたちの議論のなかに、た 

( 1 ) 

E びたびあらわれたことがあります。たとえば、ごく幼い子供たちの養育に関する事柄などがそうです。これらの 
事柄は、言わずにおくべきではありませんが、そうかといって、それらについて語る場合に、それらが法律とし 
て制定されると考えるのはすこぶる愚かなことだというのがわたしたちの主張です。そこで法律と国制全体とが 
こういうふうに書かれているのだとしますと、徳性において際立って優れた市民への賛辞としては、「最もよく 
法律に奉仕し、最も充分に法律に従った人が善き人である」というのでは、完全なものとはなりません。次のよ 
うに言うこと、すなわち、 r 法律の形を取るにせよ、称賛や非難の形を取るにせよ、立法者が文字にしたものに 
823 服従してその全生涯を過ごした人が善き人である」というふうに言うのが、いっそう完全な賛辞になります。こ 
の言葉こそ、市民に対する賛辞として最も正しいものであり、また立法者としては、たんに法律を書くだけでな 
く、法律に加えて、立派なことと立派でないこととに関する彼自身の見解をも、法律に織りまぜて書き記すこと 
が必要です。そして申し分ない市民は、法律の罰則によって強制されることだけでなく、これらの勧告によって 
も同じように縛られていなければなりません。 

さて、いまわたしたちが取り上げた問題〔すなわち狩狐〕を、もしいわば証拠として導入するならば、わたした 
B ちの言おうとするところをいつそうはっきりさせることができましよう。狩狐というものは、いまでは一皎に一 


1788 A ~ B , 793 A~D 等参照。 
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つの名前で包括されていますが、じつはひじょうに種類の多いものです。水中に棲息するものの狩も数多くあり 

■ますし、翼を持ったものの狩も多いですし、また地上に住むものの狩もひじょうに多いのです。そのなかには獣 

( 1 ) 

の狩だけでなく、人間の狩をも含ませるべきで、これには戦争における狩もあれば、恋愛における狩も多くあり、 
このうちあるものは称賛を、あるものは非難を招きます。そして盗賊による掠奪や軍隊相互の掠奪も狩です。立 
法者は、狩について法律を制定するときに、これらの点を明らかにしないでおくこともできませんし、あらゆる 
場合について規則や罰則を定めて、威嚇的な法律を制定することもできません。ではこのような事柄については、 
どのようにすべきなのでしょうか。彼、すなわち立法者の方は、若者の労苦や鍛練という見地からさまざまの狩 
を称賛したり非難したりする必要がありますし、他方若者の方は、それに耳を傾けて、従わなければならず、快 
楽や労苦によって、左右されてはなりません。そしてそれぞれの事柄について、罰則を定めて脅かし、法律とし 
て規定した規則よりも、称賛の言葉をもって語られた規則の方をいっそう尊重し、その命じるところを実行すベ 
きなのです。 

これだけを前おきとして、つぎに狩についての当を得た称賛と非難とがなされるでしょう。つまり、若者たち 
の魂をより善くするものが称賛され、その反対のことをするものが非難されるのです。ですから、いまや引きつ 
づき若者たちに呼びかけて、祈りの形で、こんなふうに言いましょう。 

「おお友よ、海の狩への欲望や情熱が君たちを捉えることのないように。釣針による狩も、あるいは一般に水 
中に住む生物の狩も、また人びとが目を覚しているときにも眠っているときにも、働いてくれる築を使っての怠 
情な狩にしても。また海上での人間狩である海賊稼業への憧れが君たちを襲い、君たちを残酷で無法な狩狐者に 
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することのないように。また田舎や都会で盗みをしようという考えが、君たちの心を掠めることすらないように。 
さらにまた鳥撃ちをしたいという、人の心を誑かす情熱、これはおよそ自由民にはふさわしくないものだが、そ 
れが誰か若者の心に入り込むことのないように」 

さてこのようにして、わたしたちの国の体育の選手たちには、地上の動物を狩り捕えることだけが残されるこ 
とになります。そのなかで、あるものは交替で睡眠をとる人びとによってなされるのですが、これは夜狩と呼ば 
れ、怠け者のすることであって、称賛に値しません。その狩は、休んでいるあいだが苦労しているあいだと同じ 
くらいあり、苦労をものともしない精神の勝利によってではなく、網や罠で獣の野蛮な力に打ち勝つものなので 
す。ですから、すべての人びとにただ一つ最上の狩として残るものは、馬や犬や自分自身の身体を使って四足獣 
を追う狩なのです。この場合彼らは、自分の手足を使って狩をし、駆け足や打撃や射撃によって、すべての獲物 

I (2) 

を手にいれるのです、少なくとも神的な勇気を養おうとする人びとはね。 

さて、いま述べてきた言葉が、これらすベての事柄についての称賛と非難とになりましょう。そしてそれらに 
ついての法律は次のとおりです。 

これら真に神的である狩人たちに対しては、彼らが好きなところで好きな仕かたで、犬を用いて狩をするのを 
何びとも妨げてはならない。しかし、網や罠に頼って夜狩をする者に対しては、時と場所とを問わず、狩をする 
のを何びとも許してはならない。鳥撃ちをする者は、山野ではこれを妨げてはならないが、耕地や人の手の入つ 


1 8 SB 5 荏§は^ 5 V と読む &、 o 4 写本にょる)。 2 I .631 C 参照。 
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ていない聖地では、誰でも見つけた者がこれを追い払ぅべきである。漁師には、港や聖なる川や沼地や湖を除く 
他のところでは、有害な液体を用いて水を汚染しないかぎり、漁を許すべきである。 

さて以上で、教育に関する諸規則はすべて終ったと言ぅべきです。 

クレィニアス 結構です。 
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828 アテナイからの客人 つぎにすることは、 デル ボイの 神託の助けを借りて、 さまざまの 祭礼を定め、それを立 

法化すること、つまり、どんな犠牲を、どの神に捧げるのが、国家にとってすぐれた、幸いなことであるかをき 

( 1 ) 

めることです。しかし、それをいつにするか、またその数をいくつにするかを立法するのは、おそらくわたした 
ち自身の仕事でしょう。 

クレイ||アス おそらく、数については、そうでしょうね。 

アテナイからの客人 では、まず数からお話しすることにしましょう。それは三六五が一つでも欠けてはなり 
B ません。それは、毎日少なくとも誰かひとりの役職者が、国家と国民とその財産とのために、神々もしくはダイ 
モーンのどれかに、犠牲を捧げるためです。そして、神事解釈者、男女の神官、予言者が、護法官とともに相会 
して、立法者が省略せざるをえなかった諸点をきめることにします。さらに、この省略された点がどこにあるか 
を発見するのも、これらの同じ人びとでなければならないのです。すなわち、法律は、それに因んで各部族が名 
C づけられたその一二柱の神々に対して、一二の祭礼を設けるようにと言い、これらの人びとが、それらの神々の 
それぞれに月ごとの犠牲を捧げ、歌舞と音楽競技や体育競技を、神々自身と同時にそれぞれの季節にふさわしい 
ものを割り当てます。また.彼らは、女たちの祭りを、男子禁制のものと、そうでないものとに区別します。そし 
てさらに、地下の神々の祭祀と、天上神と呼ぶべき神々およびこれらの神々に従うものたちの祭祀とは、混同さ 
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れることなく区別されるべきであり、地下の神々の祭祀を、プルトンの月である一二月に法律によって定めるベ 
きです。そして戦士たちは、このように強大な神を嫌悪すべきではなく、むしろ人間の種族にとって、つねに最 
上の友として敬うべきなのです。なぜなら、これは真面目な話ですが、魂と身体にとって、結合が分離よりも優 
れているとは、どの点からみても言えないでしょうから。 

これらの事柄を満足のゆくように取りきめようとする者たちは、さらに、次のような考えを持たなければなり 
ません。すなわち、わたしたちの国は、自由な時間と、生活の必要をみたす手段の豊かさとに関して、現存する 
国々のなかで、他にその比を見出しえないようなものですが、しかもなお、それは個人と同じように、善く生き 
なければならないということです。しかし幸福に生きる人びとにとって第一の必要条件は、自分自身悪をなさず、 
また他人によって悪をこうむらないということです。これらのうち、前者はさしてむずかしいことではありませ 
んが、悪をこうむることのないような力を手にいれることは、まったくむずかしいことであって、そのような条 
件を完全にみたすことは、完全に善き人になること以外には不可能なのです。国家の場合も、これとまったく同 
様で、国が善くなれば、その生活は平和であり、悪くなれば、内外からの戦争が起こるでしょう。 

そして事情がおよそこのようである以上、各人は、戦争において戦争の訓練をするのではなく、平和の生活の 
なかで、戦争にそなえて訓練しなければなりません。ですから理性を具えた国家は、毎月少なくとも一日、役人 
たちがそれをよしとすれば、もっと何日も、暑さ寒さも厭わずに、野外訓練をすべきです。男たち、女たち、子 


1 828 A 5 rnsvlQ ' y は削る(イングランドによる)。 
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1供たちをみんないっしょにつれてゆくのがよいと役人たちが考えた場合には、彼らをいっしょに訓練し、またと 

きには、彼らを別々に訓練します。そしてつねに何か供儀の際に行なう立派な競技を考案し、できるだけ生き生 

C きと実戦さながらの試合が行なわれるようにすべきです。 

これらの場合のそれぞれに、勝利の賞品や恩賞が分け与えられ、市民たちは互いに対して、称賛や非難の詩歌 

をつくらねばなりません。つまり、試合において、または生活全般において、各人がどのようであるかに応じて、 

最も優れてい ると 思われる者を称え、そうでない者を非難するのです。しかし、すべての人にこのような詩歌を 

つくらせるべきではありません。その作者は、まず第一に、少なくとも五〇歳に達していなければならず、また 

D 詩歌や音楽の能力を充分に身につけてはいるが、いまだかつて立派な目覚ましい行為を何ひとつしたことのない 

者であってはなりません。これにひきかえ、自ら善き人であるとともに、立派な行為をした者として国家におい 

て尊敬されている人びとの場合は、たとえ彼らの作品が音楽的に欠けるところがあっても、歌われるべきなので 

す。これらの人びとの判定は教育監と他の護法官たちによってなされ、選ばれた人びとに次の特権が与えられま 

す。すなわち、彼らだけが、その音楽作品を発表する自由を持ち、他の人びとには、この種のどんな自由も与え 

( 1 ) 

られないのです。そして何ぴとも、無許可の音楽作品を、たとえそれがタミュラスやオルべゥスの賛歌より甘美 
E であっても、敢えて歌うことは許されません。歌ってよいとされるのは神聖なものと判定されて、神々に捧げら 
れた詩歌と、善き人びとの作品で、それが行なっている称賛や非難が適当であると判定されたものだけです。 
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そして、野外訓練と詩歌における表現の自由については、女性と男性に、同じ規則が同じように適用されるべ 
きであると、わたしは主張します。ところで立法者は、次のように自問自答しながら、よく考えてみなければな 
りません。 

「さて、こうして国全体をつくりあげたのだから、わたしはどんな人間を育てることにしようか。無数の競争 
相手がいるような最大の競技の競技者たちをではないだろうか」「そうだとも」と、誰かが言うなら、それは正 
しい答えでしょう。 

「ではどうだろう、もしかりに、ボクシングやパンクラティオンや、何か別のそのような競技の競技者たちを 

養成している場合であれば、あらかじめ每日練習試合をすることなしに、本番に臨んだであろうか。いや、もし 

われわれがポクサーであるとすれば、試合の前に何日も何日も戦いの仕かたを学び、練習を重ねるのではないだ 

ろうか、いざ撈利を争って戦うその時に、用いるつもりのあらゆる技を試してみながら。そして、できるだけ本 

番に近いようにして、打撃を加えたり、打撃を防いだりすることを、できるかぎり充分に練習するために、ポク 

{ 2 ) 

シングの競技用グローヴの代りに練習用グローヴを手にはめるのではないだろうか。またもしわれわれにとって、 

戦用に近い練習用のグローヴや投槍を用いて 」 (OO 30 E ) とあ 
るところからすれば、この解釈が正しいかとも思われる。 
しかしリデル、 スコットに よれば、 q - e-aTPp とは 鉄の球の 
外側を何かで被ったものであるという。もしそうなら、こ 
れをはめて行なう練習は競技よりも、もっと激しい危険の 
多いものであったとも考えられる。 


1 ともに伝説的な トラキアの 竪琴の名手。『イオン』 533 C 
注5、6参照。 

2 競技用グローヴと訳した iliQ ' s は、手に巻きつけられる細 
長い革紐であるが、練習用グローヴと訳した-§-»,召につ 
いてはょく分らない。イングランドやテイラーは、競技用 
ょりも軽いグローヴであろぅとしており、「できるだけ実 
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脚練習相手が ひどく 不足す るようなことになると すれば、いのちのない人形をぶらさげて、それを相手の練習まで 

敢えて行なうのではないだろうか。心なき人びとの嘲笑を恐れるあまり、それを避けることがあるだろうか。そ 

C してさらに、いのちある相手も、いのちのない人形も、それらすベてに事欠くときがくれば、練習相手が一人も 

いないままに、われわれは自分で自分に向かって、文字どおり『影と戦う』ことを敢えてするのではないだろう 

か。この独り練習を、影と戦うという以外に何と言えようか」 

クレィニアスおそらく、 あなた、いまおっしゃった その 名前以外に、何とも言いようがありますまい。 

アテナィからの客人 ではどうでしょう。わたしたちの国の戦士たちは、これらの競技者たちより劣った準備 

をもって、事あるごとに、戦いのうち最大のものに、敢えて赴いたりするのでしょうか。自分の生命、子供たち、 

D 財産、さらに国家全体のために戦うのだというのに。それでも、彼らの立法者は、このお互い同士の訓練が、あ 

る人びとの眼に滑稽にみえはしないかと恐れるあまり、立法の仕事を怠るのでしょうか。彼は、装備をつけない 

小規模の訓練の方は、できることなら毎日これを行なうように命じ、集団であれ、個人であれ、すべての体育訓 

( 1 ) 

練を、〔軍事訓練という〕この目的に向かわせ、他方、いわば大規模な、装備をつけた訓練の方は、少なくともこ 
れを毎月一回は、行なうように命令すべきではないでしょうか。この訓練の場合、人びとは全土にわたって互い 
E に競い合い、競争で陣地を占拠し、伏兵をおき、あらゆる種類の模擬戦を行なって、できるだけ実戦用に近い練 
習用のダ〇1ヴや投槍を用いて戦います。これらの投槍は、ある程度危険を伴うものを用いるのですが、それは、 
このお互い同士の模擬戦が、ぜんぜん恐ろしくないものにはならず、むしろ恐怖を与えて、勇気のある者とない 
831 者とを、何らかの仕かたではっきりさせるためであり、そして立法者が、前者には栄誉を、後者には恥辱を正し 
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く分け与え、全国民をその生涯を通じて、実際の戦いに役立つように訓練するためなのです。しかも、こうした 
訓練の結果、たとえ誰かが死ぬことがあっても、この殺人を故意によらないものとして、殺人者は法律に従って 
浄められるならば、その手はもはや汚れのないものとします。これは、たとえ人びとが死んでも、その数が 多く 
なければ、それに劣らぬ数の別の人びとがまた生まれてくるが、恐れがいわば死んでしまえば、すべてこれらの 
事柄において、より優れたものとより劣ったものとを見分ける試金石を見出すことができなくなり、これは国家 
にとって、先の場合よりもはるかに重大な禍であると考えてのことです。 

クレィニアス わたしたちとしても、あなた、国家はすべてそのようなことを立法し、そして実行すべきだと 
いうことに、賛成するでしょう。 

三 

アテナィからの客人 ところで、わたしたちはみんな、現在国々において、なぜこのような集団的訓練や競技 

が、ごく小規模のものを除けば、ぜんぜんといっていいほどどこにも存在しないのか、その原因を知っている 

でしょうか。それは、大衆と彼らのために法律を制定す る 人びとの、無知のためで あると 言っていいでしょう 
> 〇 

クレイ||アス たぶんね。 


1〇〇 3<^7 ^〇'1§5はィングランドの提案に従い^071>1§5と読む0 
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柳 C アテナイからの客人 ところが、けっしてそうではないのです、親愛なるクレイニアス。それらの原因は二つ 
あり、どちらも、 すこぶるゆるがせにできないものだと言わなければなりません。 

クレイニアス どんな原因でしょうか。 

アテナイからの客人 一つは富への愛着で、これは自分の財産以外のものに心を向ける余裕を、一瞬たりとな 
くさせてしまいます。市民の誰もが、心のすべてを傾けて財産のことにかかりきってしまうと、彼は、日々の儲 
け以外のことに心を向けることがまったくできなくなるでしょう。そしてそのための勉強や仕事は、誰でもすす 
D んで自分のために学びもし、努力もしますが、他のことは嘲笑するのです。これが一つの点で、そしてこのこと 
が、次のことの一つの原因になると言わなければなりません。つまり、なぜ国家がこの軍事訓練やその他の美し 
く立派な仕事を真剣にやることを望まず、むしろ、ひとは誰でも、金銀へのあくなき欲望から、金持になる見込 
みさえあれば、立派なことであれ、醜いことであれ、あらゆる手腕や手段を用いることを辞さず、またどんな行 
為でも、敬虔なものであれ、不敬虔なものであれ、あるいはまったく恥ずべきものであれ、ためらうことなくそ 
E れを行なうかということのね。もしその行為によって、まるで獣のように、あらゆるものを飲み食いし、愛のた 
わむれのいっさいの満足を間違いなく得られさえすればです が。 

クレイ||アス そのとおりです。 

アテナイからの客人 それでは、いま述べたこのことが一つの原因になって国家が戦争にかかわることや、そ 
の他の立派なことを、充分に訓練するのを妨げ、人間のうち生まれつきおとなしい性質の者たちは、これを商人 
や船主やただの奉公人にしてしまい、勇気のある者たちは、これを、海賊、土蔵破り、神殿荒し、喧嘩好き、暴 
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れ者にしてしまうのだとしましょう。もっともこれらの人、びとにしても、性質が悪かったというよりも、ただ運 
が悪かっただけなのだ、という場合がよくあります。 

クレイニアス それはどういうことですか。 

アテナイからの客人 いつも自分自身の心に飢えを感じながら、生涯を送らなければならない人びとを、まっ 
たく不運だと言わないで、何と言えるでしょうか。 

クレイニアス では、これを原因の一つとしましょう。しかし、あなた、第一一の原因は何だとおっしゃるので 

r * > 〇 

アテナイからの客人 よく思い出させてくださいました。 

クレイニアス あなたは こう 言われるのですね。一つの原因は、わたしたちめいめいにいささかの暇を も 許さ 
ず、わたしたちみんながしかるべく軍事訓練を行なうことの妨げになる、生涯を通じての、この〔金銀への〕飽く 
なき追求だと。それはそうだとしましょう。ところで、第二の原因をおっしゃってください。 

アテナイからの客人 きっとわたしが、言葉に窮して、言わずにぐずぐずしているのだ、とお思いでしょう 
ね。 

クレイニアス いや、そうではなく、そのような金銭を求める性格に対するあなたの憎しみとも言うべきもの 
のために、目下の議論に必要である以上に、その性格に対する非難をなさっているようにおみ うけし ます。 

7 テナイからの客人 いや、これは見事にやられましたね、あなた。それでは、あなた方はその先をお聞きに 
なりたいようですね。 
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( 832 ) 


クレイ || アスさあ、おっしやってください。 

C アテナイからの客人 これまでの議論でたびたび語ってきへた一 似而非 国制、つまり民主 制、 寡頭 制、 僭主制が、 
原因だとわたしは主張します。じっさい、これらのどれも真の意味の国制ではなく、すべては、派閥制とでも呼 
ぶのが*も正しいでしょう。というのは、どれも支配するものとされるものとの合意の上に立つのではなく、支 
配することを欲するものが、支配されることを欲しない者を、つねに何らかの力によって支配するのですが、支 
配者は被支配者を恐れて、被支配者が、立派に、豊かに、強く、勇敢になることを、そして何よりも戦闘的にな 
ることを、自分からはけっして許そうとはしないからです。さて以上の二つが、ほとんどすべての悪の重要な原 
因で あり、 とくにわたしたちがいま問題にしているこれらの悪のまさに重要な原因なのです。 

しかしわたしたちがその法律を制定しつつある目下の国制は、わたしたちが述べている悪を二つとも免れてい 
るのです。たしかに、わたしたちの国家は、最大の余暇を享受し、市民は相互に自由で あり、 その法律の結果と 
して、思うに、彼らは金銭欲に取りつかれることが最も少ないでしょう。ですから、現存する国のなかで、この 
ような国家組織のみが、さきに述べへ7^3、軍事訓練であって同時に遊戯であるもの1これについては充分に言論 
をつくしました-を受けいれるだろうということは、とうぜんでもあるし、理屈にあってもいましょう。 

クレイニアス そうですとも。 

四 

アテナイからの客人 では以上のことにつづいて、すべての体育競技について銘記すべきは次のことではない 
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E でしょうか。つまり、それらのうちで戦争に役立つ競技は、これを奨励し、勝利の賞品を与えるべきだがそう 
でないものは、捨ておくべきだということです。しかし、何がそれであるかは、初めからはっきり言明し、法律 
に規定しておく方がよいでしょう。そしてまず最初に、競走および一般に速さを競う競技を、設定すべきではな 
いでしょうか。 

クレイニアス そうすべきです。 

アテナイからの客人 たしかに、足であれ、手であれ、まさに身の軽さが、何よりも最も戦いに役立つもので 
833す。足の速さは、逃げたり追いかけたりするのに適し、手の素早さは、強さと力とを必要とする肉薄戦での格闘、 
組み討ちに役立ちます。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 しかし、どちらの能力も、武器なしでは、最大の効果を発揮することはできません。 
クレイニアス そうです とも。 

(4) 

アテナイからの客人 では、わたしたちの競技では、現在の慣行に従い、布告係は、まず第一に、短距離走者 
を召集し、彼らは重装備をつけて入場してきます。装備をつけていない選手には、わたしたちは賞を与えないこ 

(5) 

B とにしましょう。第一に入場するのは、重装備をした短距離走者であり、第二は往復コースの、第三は騎馬コー 
1 たとえば、 IV. 712E, 71 5W 参照。 3 vn . 795D 〜 796D 参照。 

2 832 CVO 〜 D 1 VOT: 00 £T 001 JlEvol A 4 yoli£v, 1 KTr -^ £cyev は VOIJO- 4 文字どおりにはー スタ デイオンを走る者の意0 
6 £TO0HEV,p*A 4 you£vm>/ KTr -^ £cyev と読む(バッダムによる〇5 ー スタ デイオンの コース を往復する。 
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柳 スの、 そして第四は長距離の走者です。第五に入場す るうちの、 最初の者は、重装備をつけて アレスの 神殿まで 
の六〇スタディオンの距離を往復させ、彼はその重装備のゆえに重装歩兵と名づけ、より平坦な道を走らせます。 
次の者は、完全装備をつけた弓兵であり、アポ D ンとアルテミスの神殿までの一0〇スタディオンを、山を越え、 
C さまざまの土地を通って走らせます。そして競技を始めたら、わたしたちはこれらの選手たちが帰ってくるまで 
待ち、そしてそれぞれの競技の勝者に賞を与えることにしましょう。 

クレイ-アス 結構です。 

アテナイからの客人 さて、これらの競技は、三階級に、一つは子供の、一つは少年の、一つは成年のと、分 
けて考えることにしましょう。そして弓兵や重装歩兵として競技に参加する場合、少年用は全走行距離の三分の 

( 3 ) 

二とし、子供用は二分の一としましょう。 また 女性の場合は、 まだ 成熟していない少女たちは、無装備で、短距 
D 離、往復 コ ー ス 、騎馬 コース 、長距離の競走を行ない、これは競走路内に限られます。 また 一三歳以上結婚する 
までの者たちは、少なくとも一八歳に達するまでは、競技に参加しますが、それも二〇歳を限度とします。彼女 
たちは適当な装備を身につけて、これらの競走に出場すべきです。 

男女の競走についてはこれだけとしましょう。だが力の競技については、レスリングその他それに類する当今 
E の力業の代りに、重装備試合を一対一、二対二、さらに 一◦対一〇に至るまでの任意の数で行なわせます。しか 
し、勝利のためには、どんな目にあってはならず、相手をどんな目にあわせなくてはならないか、またどれだけ 
の点数をあげなければならないかという点に関しては、今日レスリングにおいてその道の専門家が、レスリング 
の正しいやり方が何であり、正しくないやり方が何であるかを、細かく規定した のと 同様に、わたしたち も 重装 
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備試合の権威たちを招いて、その規則をいっしょに規定するように、彼らの援助を求めなければなりません。つ 
まり、 これらの試合において、誰がどんな目にあわず、また相手をどんな目にあわせたから勝者になるのが正し 
いか、また同様に敗者と判定するための規則が何であるかということをきめるのです。そして同じ規則が、結婚 
前の女性にもあてはめられるべきです。またパンクラティオンの試合の代りに、わたしたちは、一般の軽装歩兵 
の試合を設定しなければなりません。これは弓、楣、投槍、手や石投げ器による投石によって競い合うのですが、 
この場合も規則を定め、それらについての規則を、最もよく守った者に、賞品と勝利を与えるべきです。 

以上につづいて、つぎに馬の競技についての規則が定められるでしょう。しかし、ここクレテでは、馬の数は 
多くありません し、 あまりよく 使われても いません。 その結果、 とうぜん 馬の飼育 や 競技にも、 あまり 熱心では 
ありません。 ですから、ここでは、戦車用の馬の飼育者は ひとり もい ません し、それに対して まっとうな 野心を 

( 4 ) 

もやす人もいないでしょう。したがって、この国の慣習にない戦車の競技を設定するのは、愚かなことでもあれ 
ば、愚かなことだと思われることにもなりましょう。しかしもし、乗馬用の馬——まだ歯の抜けかわらない仔馬 
と、成長馬と仔馬の中間のものと、完全な成長馬とがありますが——の競走に賞を設定するならば、わたしたち 
は乗馬のスポーッをこの国土に適したものにつくりあげることになるでしょう。そこで、これらの騎士たちが勝 
利を求めて競い合う競技を、法律によって定め、そして、すべての競技そのものと武装した出場者たちについて 

1 往復 コ丨スの 二倍。 4 834 B 7 6 ysvlqT 5- は イングランド to 提案に従い6 tyiB's 

2 諸説があるが、おそらく 一ニ スタデイオンであろう。 と読む。そしてその後に OS を補う(アストによる)。 

3 裸体で、 ともとれる。 
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柳の公の判定者の役は、部族騎兵隊長と騎兵隊長とに®ねられねばなりません。体育競技の場合と同様、この馬術 
D 競技でも、武装していない者たちの競技を、法律によって設定することは正しくありません。しかし、クレテ人 
は馬上で矢を射ることや、槍を投げることに巧みですから、たのしみのためにも、この種の競技を競い合うべき 
です。女性については、それらに参加することは、法律や規則によって強制するほどの価値はありません。しか 
し、もしそれまでの訓練が習慣となって、少女や若い娘たちでもそれに参加することが体力的に可能で、また彼 
女たちがいやがらないならば、それを許し、非難してはなりません。 

五 

E これで、体育の競技と学習とのことは、競技においてはどれだけの、また教師の もとに おいては毎日どれだけ 

の努力を、わたしたちが積むかということはすっかり語り終えました。さらに音楽のことも、大部分は、同様に 

( 1 ) 

すっかり終りました。しかし、吟誦詩人とそれにつづく者たちのこと、および祭礼の際にかならず行なわれるべ 
き、歌舞団の競演のことは、神々やそれにつづくものたちに対して、月や日や年が割り当てられたあとで初めて 
835 きめられるでしょう。つまり、二年に一度とか、四年に一度とか、そのほか神々がその順序について教えてくだ 

I (2) 

さる様式に従って定められるでしょう。その際には、音楽の競演も、競演の審判官や若者たちの教育者や護法官 
によって規則がきめられて、順次に競われるものと期待しなければなりません。これらの人びとは、そのために 
集まって委員会をつくり、すべての歌舞団や歌舞について、いつ、誰が誰と競演するかを、自分たちが立法者と 
なってきめなければなりません。それらのおのおのが、言葉、歌、 リズムと 踊りを伴うハ ーモー ー— という 点で、 
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どんなものでなければならないかということは、最初の立法者によって何度も語られました。第二の立法者た^ 4 
は、 彼の定めるところに従って立法を行ない、それぞれの犠牲にふさわしい競演を適当な時期に割り当て、国家 
に祭礼を祝うようにさせるのです。 

ところで、これらやそれに類する他の事柄が、どのような仕かたで法的規定をうけるべきかを知るのは、困難 
ではありませんし、またここかしこで変更を加えることも、国家にとってたいした利益も損害ももたらしはしな 
いでしょう。しかし、少なからず重大な事柄で、それを人びとに納得させることが困難なことがあります。それ 
はまさに神さまのお仕事なのです、もし何らかの仕かたで、現実に命令が神からくることが可能だとしたならば 
ね。しかし〔それが不可能な〕現状では、おそらく誰か大胆な人間が必要でしょう。率直に語ることを何よりも重 
視し、国家と国民にとって最善と信ずるところを述べ、堕落した人びとのなかにあって、国制全本にかなったふ 
さわしいことを定め、人間の最大の欲望に反対し、誰ひとり助けてくれる人がいなくても、ただひとり 理性の導 
きのみに従うような人間がね。 

クレイ ニア ス .今度はまた、あなた、どんな問題をわたしたちは話しているのでしょうか。 どうも 分り ませし。 
アテナイからの客人 そうでしょうとも。では、わたしがあなた方にもっとはっきり説明す るよう に努めてみ 
ましょう。じつはわたしたちの言論が教育の問題に達した とき、 わたしは若い男女が互いに 親しく 陸みあうさま 

1祭礼で演説をする弁論家たちを指すのであろう。 4最初の立法者とはアテナイからの客人自身であり、第二 

2 VI. 765 D 注 1 参照。 の立法者たちとは〇035>で語られた委員会のメンバーを 

3 vn . 798 D 〜 802 D 参照。 旨す0 
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を s い浮かべました。そこでとうぜんのことですが、不安を覚えたのです。このような国家、つまり、若い男女 
E が、充分な栄養をとり、情欲を鎮めるのに何よりも役立つ自由民らしからぬ厳しい労働から解放され、供犠と祭 
礼と歌舞団とがすべての人びとにとって生涯の関心事であるような国家を、どう扱ったらいいのだろうかと考え 
ましてね。 

では、そのような国家で、多くの人びとをしばしば極端に走らせるもろもろの欲望、理性が法律の形を取ろう 
とするとき、それから遠ざかるようにと命じる欲望から、いったいどんな仕かたで遠ざかることができるのでし 
ょうか。そしてこれらの欲望の多くを、すでに定められた諸規則が抑制するとしても、それは何も不思蠢ではあ 
りません。——というのは、極端な富を禁じることは、節度を保つのに少なからず役立ちますし、また教育の全 
本制も、そのような目標をめざすにふさわしい法律を持っており、それらに加えて、他へ逸れることなくつねに 
この法律を見つめ、若者たち自身を監視するように訓練されている役人たちの眼が、他の欲望に対しては、人間 

が計らい得るかぎりにおいて、これを抑制するからです-。しかし、少年少女のあいだの、および成人した男 

女のあいだの愛、そこから個人にとっても、国家にとっても、数え切れないほどの出来事が起こってきたのです 
が、そ tL こ■対しては、どのような用心をしたらよいのでしょうか。また、どんな草を刻んで薬をつくりだし、各 
人にこのような危険から逃れる道を見つけてやれるのでしょうか。それはまったく容易ならぬことです、クレィ 

ニアス。 

じっさい、他の少なからぬ点では、わたしたちが他の普通一般に見られるものとは異なった法律を制定すると 
きに、全クレテとラヶダィモンとは、かなり大きな適切な援助を与えてくれますが、愛の問題については、- 
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ここだけの話ですが——、彼らはまったくわたしたちとは対立しているのです。というのは、もしひとが自然の 
( 1 ) 

本性に従って、ラィオス以前の法律を制定しようとし、女性に対すると同じように、男性の若者たちと愛の交わ 
りをともにするのは正しくない ことであると 言い、動物の習性を引き合いに出して、それが自然に反する ことで 
あるがゆえに、そのような目的をもって雄が雄に触れる ことは ないの だと 指摘す るなら ば、たぶん彼の用いる論 
証は〔一般的には〕説得力を持つでしょうが、あなた方のお国では、けっして賛同されないでしょう。 

だが、それに加えて、立法者がつねに目標として見つめるべきだ、とわたしたちが主張するところのもの、そ 
れもまた、そのようなあなた方のやり方とは一致しません。というのは、わたしたちはつねに、定められる規則 
のうち、どれが徳へ導き、どれがそうでないかを探究しているのですから。さあそれでは、いまそのようなしき 
たりが、かりに美しいもの、あるいはけっして醜くはないものとして立法化されるのを認めるとしましょう。そ 
れはわたしたちにとって、徳を勧める上で、どのような貢献をするでしょうか。誘われる側の心のなかに勇敢な 
気質を育てるでしょうか。あるいは誘う側の心のなかに節度ある気質を育てるでしょうか。それとも、そんなこ 
とを信じる者はひとりとしてなく、むしろそれとは正反対に、一方では、快楽に負けて、抑制することのできな 
E い人間の柔弱さは、万人がこれを非難し、他方、女の真似をする人間の女々しさは、これを軽蔑するのではない 
でしょうか。かりにもそのような事柄を、人間のなかでいったい誰が、法律として制定するでしょうか。真の法 
律が何であるかを心得ている者なら、おそらく誰ひとり、そうはしますま、，。 


1オイ デイ ブスの父であるテバイの王。伝説にょると初めて男色を行なったといぅ。 
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では、このことが真理であることを、わたしたちはどんなふうにして証明すればよいでしょうか。もしひとが 

837 これらの事柄を正しく理解しようと望むならば、友愛と欲望、同時に愛(工 n -ス)といわれるものの本質を、見 

( 1 ) 

きわめなければなりません。じっさい、これらには二つの種類があり、 そして この両者から第三の別の種類がで 
きているのですが、それらを一つの名前で呼ぶことが、すべての困難と曖昧さとをつくりあげているのです。 
クレイニアス どういうふうにして？ 

六 

アテナイからの客人 一方では、徳性において似たもの同士、同等のもの同士を、わたしたちは友と呼びます 
が、他方ではまた、欠乏しているものが豊かなものの友で あるというよう に、正反対の種類の者同士を、友と呼 
びます。そして どちらの 感情 も強くなると、 これを愛と呼びます。 

クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、相反するもの同士の友愛は激しく野性的であり、それはわたしたちのあいだ 
では、相互的であることはめったにありませんが、似たもの同士の友愛は、稳やかで、生涯を通じて相互的です。 
これら二つが混じり合った場合には、この第三の種類の愛を持つ人間が、何を追い求めているかを知ることが、 
まず第一に容易ではありません。さらに彼は、両方のもの、つまり青春の華に触れることを命じるものと、それ 
を禁じるものとによって、反対の方向に引張られて、どうしていいか分らな くな ってしまうものです。肉体に愛 
着し、熟れた果実に飢えるように、青春の華に飢える者は、それを満喫することを自分自身に勧め、愛されるも 
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のの 心のあり方など見向きもしません。しかし肉体的欲望を二義的な ものと し、相手を欲する よりもむしろ 観る‘ 

者、魂をもって真に魂を欲する者は、肉体が肉体に堪能することを非行であると考え、そして節制、勇気、度量、 

知恵を尊び敬って、清らかな恋人とともにつねに清らかな交わりを持つ ことを 願うでしょう。しかしこれら 両者 
( 2 ) 

の混合である愛、それはわたしたちがさきほど第三の愛として述べたものです。 

さて、愛にはこれだけの種類がありますが、法律はこれらすベてを禁止し、それがわたしたちのうちに生まれ 
るのを妨げるべきでしょうか。それとも徳を目差し、若者ができるかぎり善くなることを望む愛は、それがわた 
したちの国にあることを願うが、他の二種類は、できることなら、これを禁じるであろうということは、明らか 
ではないでしょうか。あるいはまた、 どう 言ったらいいでしょうか、親愛なる メギロス。 

メギロス それらについていまあなたが言われたことは、あなた、まったくお見事ですよ。 

アテナイからの客人 予想していたとおり、わたしはあなたの同意を得たようですね。あなた方の国の法律の 
方は、このような事柄についてどう考えているかを、わたしは調べてみる必要はありません。ただ、わたしの議 
論に対するあなたの同意を得さえすればいいのです。だが、 クレイ ニアスの方は、あとでもう一度、これらの同 
じ問題について呪文をとなえて、説得す るよう に努力しましょう。ところでお二 A とも賛成頁けたとして 、 f ひ 
とも法律の話を進めようではありませんか。 

1 S 7 A 3 a c - Td は 友愛の種類を意味す るのであろう。 すな 三の種類の友愛と が ある。 

わち、後述され るよう に、友愛には、似た者同士の友愛と、 2 S 7 D 1 TPIT 0 S は/と読む(ジャクソン、 イングランドに 
正反対の者同士の友愛と、これらの二つが混じり合った第 よる 〇 
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メギロスほんとうにごもっともです。 

アテナイからの客人この法律を制定するための手段がいま手許にひとつあるのですが、それは一面ではたや 
すいのですが、他面ではいわばこの上なくむずかしいものな のです。 

メギロスとおっしゃると、どういうことですか。 

アテナイからの客人今日でも人間たちの大多数は、たとえ彼らが法律を無視する人間であると しても、 いか 
にやすやすと、そして完全に、美しい人びととの肉体的関係を回避しているか、しかもそれが不本意にというの 
ではなく、できるかぎり自分から進んで、そうしているのだということを、わたしたちは知っています。 

メギロスどういう場合を指しておられるのですか。 

アテナイからの客人誰かが、美しい兄弟なり、姉妹なりを持つ場合です。また息子や娘についても同じ捉が 
あって、これは成文化されてはいませんが、大っぴらにでも、ひそかにでも、彼らと床をともにするとか、ある 
いは.可か他の愛の仕ぐさで彼らに触れることのないように、できるだけ完全に守ってくれるのです。それどころ 
か、そのような交わりへの欲望すら、多くの人びとの心にはぜんぜん起こってこないのです。 

メギロスおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人ですから、ちょっとした言葉が、そのような快楽をすべて鎮めてしまうのではありませ 
んか。 

メギロスどんな言葉を指しておられるのですか。 

アテナイからの客人それらの行為が、まったく不敬虔であり、神の憎みたもうもの、恥ずべきことのなかで 
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も、最も 恥ず べきこと だという言葉です。そしてその理由は次の点にあるのではないでしょうか。つまり、それ 

らについて何ぴとも違った言い方をしないということ、むしろわたしたちはいずれも、生まれると直ちに、絶え 

ず至るところで、人びとがそれらのことを語っているのを聞くということです。それは喜劇のなかだけでなく、 

1 ) 

すべての真面目な悲劇でもたびたび語られます。たとえば、テュエステスのような人物、オイティブスのような 

人物、あるいは妹とひそかに交わり、発見されると即座に、罪に対する罰として、おのれに死を科したマヵレゥ 
{ 2 } 

スのような人物を舞台にのせる場合がそうです 

メギロス ともかくも 次の点だけは、 まったく あなたのおっしゃるとおりです。つまり、何び とも けっして世 
の捉に反することを口にしようと試みない場合には、世論というものは驚くべき力を持っているという ことです。 

七 

アテナイからの客人 ですから、さきほどわたしたちが言ったことは正しかったわけですね。つまり、立法者 
が、人間をとりわけ奴隸とするもろもろの欲望の一つを逆に奴隸にしようとするとき に、 どんな方法をもってす 
べき かを知るのは、容易であるということは、です。それはつまり、その世論というものを、すべての人にとつ 
て、奴»、自由芜、子供、女、要するに社会全体にとって、同じょぅに神聖なものとすれば、それにょって、そ 


1神話によると、兄弟アトレウスのために子供たちを殺さ ギストスであるといぅ。 

れた後で、自分の娘べロピアと交わり、生まれた子がアィ 2 アィオロスの子で、妹カナケと交わりを結ぶ0 
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細 E の法律に最も確乎たる基礎を与えたことになるだろう という ことです。 

メギロスまったく そうです。しかし、すべての人にその点で同じ ことを 言いたい ようにさせることがどうや 
って可能かということ になり ますと . 

アテナィからの客人 ご指摘のとおりです。わたしが、この法律に関して、自然に従って生殖のための交わり 
を行なわせる手段を持っていると言ったのは、まさしくそのことを意味していたのです。すなわち、一方では、 

839男同士の交わりを避けさせて、人間という種族を意図的に絶滅させることもなく、根づいて実を結ぶことのけっ 
してない、岩や石の上に種子を蒔くこともないようにし、他方では、蒔かれた種子が育つことをあなたが望まな 
いどんな女の畠をも避けさせる手段を持っていると言ったのはね。じっさい、この法律が永続的になるとともに 
力を持つならば、たとえば、現在親子の交わりを禁じる意味でそれが威力を持つように、もし他の場合にも、そ 
れがとうぜん持つべき威力を発揮するならば、計り知れないほどのよい結果をもたらすでしょう。なぜなら、ま 
ず第一に、それは、自然に従うものであり、愛欲の激情や狂気、あらゆる種類の不倫、飲食のすべての行き過ぎ 
B を抑え、男たちをして自分の妻を慈しませるからです。そしてもしひとがこの法律をしっかりと捉えて おくこと 
ができれば、他にも数多くの善いものが生じてくるでしょう。 

しかし、もし誰か精力絶倫の血気さかんな若者がわたしたちの傍に立って、この法律が制定されるのを聞くな 
らば、おそらく彼は、馬鹿げた、できもしない規則をきめるといって嘲り、あたり一面をそのわめき声で一杯に 
することでしょう。そして、わたしが、この法律がいったん制定された場合、それを永続させるための工夫を手 
C にいれはしたものの、この工夫はある意味ではすべての工夫のうちで最もたやすいが、ある意味では最も難しい 
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と語ったのは、まさしくこのことを念頭においてでした。つまり、それが可能であるということ、およびいかに 

したら可能であるかということを知るのは、いともたやすいことです。-というのは、わたしたちの言うよう 

に、この法規はいったんそれが充分神聖なものとされれば、それはすべての心を隸属させ、定められた法律に恐 

怖をもって完全に服従させるでしょうから——〇しかし事態は今日、〔不自然な交わりをすべて禁止するところ 

まで、法律を拡大しようとする場合に〕それが実現可能であるとは思われないところに来ているのです。それは 

D ちょうど、共同食事の制度が可能であるとは、つまり、国全体が永続的にそれを実行することができるとは考え 

られないのと同様です。もっとも、あなた方のところではそれが現に行なわれていて、その可能性が事実によっ 

て証明されていますが、しかもなお、そのあなた方のお国においてすら、それを女性にまで適用することは、自 

然にかなうことだとは考えられていません。以上のようなわけで、この不信の圧力のゆえに、わたしはこれら両 
( 2 ) 

方を、恒久的な法律として確立するのはすこぶる困難だと言ったのです。 

メギロスあなたのおっしゃるとおりです。 

アテナィからの客人とはいっても、それが人間の能力の限界を越えていないこと、実現可能であることを、 
何らかの説得力を持った議論を用いて、あなた方に説明しようとするのをお望みでしょうか。 

クレィニアス望みますとも。 

E 7 テナイからの客人次のどちらの場合に、ひとは愛欲から遠ざかり、そのような事柄について、命じられた 


1 0038 A 参照。 2 不純な交わりの禁止と女性の共同食事。 
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ところを節度をもって守ろうとすることがたやすくできるでしょうか。身体が健康で、鍛練をつんで L る場合で 
しょうか、それとも鍛練をしていない場合でしょうか。 

クレイニアス鍛練をつんでいる場合の方が、はるかにそうでしょう。 

アテナイからの客人わたしたちは誰でも、タラスのイッコスがオリュンピアの競技や、その他の競技のため 
に、どんなふうにしたかを話に聞いて知っていますね。彼はそれらの競技に勝利を得ることを切望し、また専門 
的知識をわきまえ、節度ある剛毅な性格の持主であったので、聞くところによると、鍛練の最中はけっして女に 
も少年こも «^なパったと言います。また、クリソ(ンやアステュロスやデイオポンポスやその他多くの人びとに 
つ、，ても、同じことが言われています。しかも、クレイニアス、彼らは、わたしやあなたの国の人びとよりも、 
精神の面でははるかに劣った教育しか受けていませんでしたし、肉体の点でははるかに強壮でした。 

クレイニアスたしかにあなたの言われたとおりです。これらの競技者たちの場合、事実そのようであったと 
いうことは、昔語りにきわめてはっきりと語られていますから。 

アテナイからの客人ではどうでしょう。これらの人びとは、レスリングや、競走や、その他そのようなもの 
こ^ナる勝利のために、多くの人びとが幸福なことだとするものを敢えて斥けたのに、わたしたちのところの子 
共たちは、はるかにより立派な勝利のために、それを抑制することができないのでしょうか。この勝利こそは、 
それが最も立派なものであることを、わたしたちは彼らに向かって子供のときから、物語や談話のなかで語って 
J かせ」こり、歌の汰かでうたってやったりして、おそらく彼らに信じこませるであろうものなのです。 

クレイニアスどんな勝利ですか。 
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(5) 

アテナイからの客人快楽に対する勝利です。もし彼らがそれを確保すれば、幸福に生きるし、この勝負に敗 
れれぱ、正反対のことになると、わたしたちは言っているのです。そしてその上になお、〔多くの人びとが幸福 
なことだとする〕そのものはけっして敬虔なものではないという恐れが、快楽に打ち勝つ力を与えてくれるので 
はないでしょうか。その快楽には、彼らよりも劣っている他の人びとでさえ打ち勝っていますのに。 

クレイ—アス おそらく、そうなりましよう。 

八 

アテナイからの客人そこで、この法律に関して、わたしたちはこんな状態に、つまり、一般大衆の堕落のゆ 
えに行き詰まり状態におちいっているのです。ですから、わたしたちの法律はこれらの問題に関して、文字どお 
り前進してこう言わなければならないと、わたしは主張します。すなわち、わたしたちの市民が鳥や他の多くの 
獣に劣ってはならないと。これらの鳥獣は大きな群れをなして生まれ、繁殖の時期までは、ひとりで純潔を保ち、 
番うことをせずに暮らし、その年齢に達すると、雄は雌と、雌は雄と、それぞれ好む相手と一対になり、そして 
それ以後は、最初の愛の約束を忠実に守って、神を敬い正しく生きるのです。ですから、わたしたちの市民は、. 


1オリュンピア祭で五種競技に優勝した体育家。『ブロタ 3 クロトンの人。オリュンピア祭の屢者。 

ゴラス』316 D 参照。 4 テツタリアの人であつたといぅ。 

2 オリュンピア祭で連続三回長距離競走に優勝した。『ブ 5 8485 S .— の後をセ、、、コロンで切り、守を補ぅ(ィン 
a タゴラス』3351 J 参照。 グランドにょる)。 
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こうした獣よりも優れていなければなりません。しかし、もし彼らが、他のギリシア人や非ギリシア人の大多数 
のうちにおいて、いわゆる自由恋愛が大いなる力を発揮しているのを見聞きして、これらの人びとによって堕落 
させられ、こうして快楽に対する戦いに勝利を得ることができなくなれば、護法官たちが立法者となって、彼ら 
に対し、第二の法律を工夫しなければなりません。 

クレイニアス では、どんな法律を制定するように、あなたは護法官たちにお勧めになるのですか、もしい 
制定された法律が、彼らに守りきれないとしたら。 

アテナイからの客人 もちろん、それにつづく次善のものをです、クレイニアス。 

クレイ-アス とおっしやいますと？ 

I ( 1 ) 

アテナイからの客人 快楽の力をできるだけ働かせないようにする方法がありましたね、この力に注ぎ込まれ 

る養分を、労働によって身体の他の部分へと向けることによってね。ところで、この同じ結果が、もし性行為に 

恥ずかしさの感情がかならず伴うとすれば、やはり得られるでしょう。というのは、羞恥心から、そのようなこ 

とを行なう回数が少なくなり、少なくなることが欲望の支配力を弱めるでしょうから。ですから、わたしたちの 

市民のもとでは、そのような行為は、これをひそかに行なうことが立派なことだとされ、習慣と書かれざる锭と 

によって、是認されるべきであり、大っぴらに行なうことは、醜いことだとされなければなりません。しかしだ 

からといって、全面的に禁止する必要はないのです。こうすれば、わたしたちは、次善の正し -3 をもった、次善 

の醜と美との基準を法律として制定することになるでしょう。そして、あの性格的に堕落してしまった人びと、 

( 2 ) 

それを一つの種族として、「自分自身に負けた者」とわたしたちは呼ぶのですが、彼らを三種類の力が取り囲ん 


ま 
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で、法律に違反しないように強制するでしょう。 

クレィニアスどんな種類の力ですか。 

アテナィからの客人神に対する畏怖の念、名誉を重んじること、身体ではなく魂の美しいあり方を欲するこ 
と、この三つです。いま言われたこれらのことは、おそらく夢物語での祈りに過ぎませんが、もしそれが実現さ 
れれば、すべての国家にとって、この上ない善きものとなるでしょう。そしておそらくわたしたちは、もし神が 
D 欲したもうならば、性の問題について、次の二つのうち一つを強制することができましょう。一つは、品性の正 
しい自由民は何びとも、自分の正式の妻以外の者には誰にも敢ぇて触れてはならないこと、そして嫡出でない私 
生児の種子を妾に蒔いてはならないこと、および自然に反する不毛な種子を男に蒔いてはならないということで 
す。あるいは、男子との交わりはこれをまったく禁止しますが、女性との関係については、もし誰かが、神々に 
祝福され、神聖な結婚によって家に迎ぇた者以外の女と、金で買ったにせよ、他のどんな手段によって手にいれ 
E たにせよ、そのような女と交わって、その行為を誰か他の男や女に知られるならば、彼を文字どおり他国者であ 
るとみなして、国家におけるいっさいの栄誉にあずかれない者、と法律によって規定するならば、おそらくそれ 
は正しい立法とみなされるでしょう。そこでこの法律が、それが一つと呼ばれるべきにせよ、二つと呼ばれるベ 
842 きにせよ、性行為および、一般にこのような欲望によってわたしたちがお互いに睦みあって行なう、正しいある 
いは正しくない、いっさいの性にかかわりある行為について、制定されなければなりません。 


1 0035D 〜 0036> 参裉。 2 1.626 E 参照 0 
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メギロス たしかに、あなた、 わたしと しては、あなたのその法律を心から歓迎するでしょう。しかし、クレ 
イニ アスの方は、それについてどう考えるか、それは彼自身に話してもらいましょう。 

クレイニアス それは そうしましょう、メギロス、 適当な時期が来たとわたしに思われればね。しかしいまの 
ところは、わたしたちの友人に、法律のもっと先のところまで進んでもらうことにしましょう。 

メギロス 結構ですね。 

九 

アテナイからの客人 ところで、わたしたちの話し合いも進んで、いまではもう共同食事の制度が設定された 

と、，えるところまで来ました。——この制度は、わたしたちの言うように、他のところでは困難ですが、クレテ 

で i 、 何ぴともこれとは違ったやり方をすべきだとは考えないでしょう-。さて、それがどんなふうにして行 

なわれるか、ここクレテでのようにか、あるいはラケダイモンでのように か、それともそれらとは 別に、 それら 

二つよりも 優れた、共同食事の第三の種類があるのか、この ことにつ いては、わたしには、その答えを発見する 

ことが困難だとは思われませんし、また発見しても大きな利益を約束するとは思われません。 というのは，現に 

( 2 ) 

設定されているもので、充分満足がゆくように思われますから。 

そしてこれらにつづくものは、食料の供給で、どのようにして、それを共同食事に適合させるかが問題です。 
他の諸国では食科は、さまざまな 仕 かたで、多くのところから得られ ますが、 その供給源は、 少なくともこのわ 
たしもこらの@の場合の二倍です。というのは、ギリシア人の大部分は、陸と海とから食料を得ます が、 わたした 
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ちの国の人びとは陸からだけなのです。そしてこのことは、立法者の仕事をより容易なものにします。なせなら、 
D この場合、半数の法律で充分なだけでなく、いな、もっとずっと少なくて済みますし、その上、これらの法律は 
自由民によりふさわしい性質のものだからです。つまり、海上貿易、陸上貿易、小売商売、宿屋商売、徴税請負、 
鉱山業、利貸し、複利その他無数のそのような事柄の多くにこの国の立法者は別れを告げて、それらについての 
法律制定の仕事から解放され、農夫、牧羊者、養蜂業者、および農産物の保管者や、農具の管理者のために、法 
E 律を制定するでしょう。結婚、出産、育児、さらに教育、国家における役人の任命といった重要な問題について 

(3) 

は彼はすでに法律を制定しているのですから、いまや、彼の立法は、食料とそれの供給のために働く人びとに、 
向かうことになります。 

そこでまず、農業関係法とよばれるものがなければなりません。最初の法律は、「境界を守るゼゥス」のそれ 
で、それは次のようなものです。 

何びとも他人の土地との境界石を動かしてはならない。隣人が同国人であるにせよ、あるいは彼が国境に土地 

I ! —(4) 

を所有していて、隣人が外国人であるにせよ、その行為は、文字どおり、「動かしてはならぬものを動かす」こと 

2 共同食事についてはたびたび言及されてはいるが (VI. 
7 00 0 W 〜7 00 1 D , VD . OO 06 E 〜 00 07 A , fi . 839 C 〜 D 等)明白な立 
法化はまだなされていない。 

3 842 E 3 fn » Tri の後の Too のを削る(ィングランドによる)。 

4 日 . 6 004 E 参照。 


1クレ テとラケダィモンでの共同食事の制度の相違につい 
ては、 アリストテレス 『政治学』第二卷(12719)参照。そ 
れ にょると、クレ テでは共同食事は公の費用でなされたが、 
ラケダィモンではその費用は各人が支出し、貧しい者にと 
ってこれは容易ならぬ負担であり、それを払えない者は市 
民権を失わざるをえなかった。 
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になる、とみなさなければならない。すべての人は、友人の土地や敵の土地との境界を示すところの、神々にか 
けて誓われた、小さな石を動かそうとするくらいなら、境界を示すものではない最大の岩を動かそうとすること 
の方を欲するべきである。なぜなら、友人の土地との場合には、「同族を保護するゼゥス」が、敵の土地との場合 
には、「外国人を保護するゼゥス」が証人であり、これらの神々の怒りを招くと、最も恐ろしい戦いが結果するか 
らである。そしてこの法律に従う者は、それの与える罰を受けることがないであろうが、それを軽視する者は， 
二重の罰を受けなければならない。一つは、神々からの第一の罰であり、第二は法律によるそれである。すなわ 
ち、何びとも隣人の土地との境界石を、自分から動かしてはならない。もし動かす者があれば、誰でも望む者が 
農夫たちに知らせ、彼らは彼を法廷に提訴すべきである。そしてもし誰かがそのような裁判で有罪とされれば、 
彼は、ひそかにあるいは暴力で、土地の再分配を企てた者とみなされ、法廷はその裁判に敗れた者がどんな罰を 
受けるべきか、またどれだけの罰金を支払うべきかを決定する。 

つぎに隣人に与える多くの些細な損害がありますが、それらは頻繁に起こることによって、多量の敵意を生み 
だし、 K 人関係を困難な、きわめて苦いものにします。ですから、隣人同士で何ひとつ敵意のある行動を取らな 
、，ように、あらゆる注意を払うべきです。他のこともですが、とりわけ他人の土地を侵すことのないように、つ 
ね二大(に注意しなければなりません。なぜなら、利益を与えることは、けっして誰にでもできるというもので 
はありませんが、害を与えることは難しいことではなく、誰にでもできることですから。 

境界を越えて隣人の土地を侵す者は、損害を補償し、さらにその恥知らずと自由民らしからぬ行為のつぐない 
として、被害者に対して別に損害の二倍を差し出さねばならない。これらおよびそれに類するすべての事件の審 
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査官、裁判官、刑の査定官の役には、地方保安官があたるべきだが、比較的大きな事件については、先に述べた 
1 ) 

ように、その地域の保安官全員が、小さな事件についてはそのうち隊長だけがこれにあたる。 

またもし誰かが、家畜に他人の土地で草をはませるならば、これらの役人は、その損害を実地に調べた上で判 
決を下し、刑を査定しなければならない。またもし誰かが、蜜蜂の嗜好を利用して、他人の蜜蜂の群れを奪うな 
らば、つまり、銅鍋か何かを叩いて、その音で蜂の群れを誘って自分のものにするならば、彼はその与えた損害 
を補償しなければならない。 

またもし焚火をする際に、隣人の林に注意を怠るならば、彼は役人が適当と思う fl 金を支払わねばならない。 
また木を植えるときに、隣人の土地から適当な距離を取らない場合も同様である。 

これらの事柄については、多くの立法者たちによってすでに充分に語られており、わたしたちは彼らの法律を 
利用すればよいのであって、わたしたちの国の偉大な建設者に、普通の立法者でも扱えるような多くの細々した 
事柄まで、すべてを立法するように要求する必要はありません。たとえば農業用水については、古くからの立派 
な法律が定められていて、それをわざわざ、わたしたちの議論の中に引きいれる必要はないのです。だが自分の 
土地に水をひきたいと思う者は、公共の水源から引くべきであって、誰か個人の所有に属する、地上にあらわれ 
ている泉から水をとってはなりません。彼は、家、神殿、墓所を避けるかぎり、どこを通って水を引いてもかま 
いませんが、その際水路を掘る以外に損害を与えてはならないのです。またもしある場所が、土質が乾燥してい 


1 VI . 76 1 E 参照。 2 843 E 2 1-穿は1-^と読む(ステファヌスにょる)。 
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叫 B て雨水がたまらず、必要な飲み水に事欠くならば、自分の土地を粘土層まで掘ってかまいませんが、もしその 深 
さでもまだ水が出ないならば、家中の人の飲料水に必要なだけを、隣人のところから引くことが許されます。ま 
たもし隣人のもとでも水が不足しているならば、地方保安官のもとで水の配給量をきめてもらい、それを每日受 
ナ とり、こういうふうにして、隣人と水を分けあうべきです。また上の土地で耕作をする者や、境を接して住ん 
C でいる者に対して、下に住む者たちの誰かが、もし雨水を流させないで損害を与えるか、あるいは逆に、上に住 
む者が不注*こ水を流して、下の者に対して損害を与えるならば、そして、与えた損害のゆえに、これらのこと 
に関して、彼らが互いに協力しようと欲しないならば、誰でも望む者が、都市では都市保安官に、田舎では地方 
保安^に訴えて、双方が何をなすべきかをきめてもらわねばなりません。そして命令に従わない者は、その物惜 
D しみと意地の悪い性格のゆえに、裁きを受けなければならず、そしてそれに敗れれば、役人の命令に従おうとし 
なかったという理由で、被害者に対して損害の二倍を賠償しなければなりません。 

I 〇 

さて 果実 こつ、， ては、次のようにして、みんなでこれを分けあわなければなりません。二つの贈物が、収穫の 

CT) 、 

女神の恩恵としてわたしたちに与えられています。一つは保存に適さない、コアィオニュソスの玩具」であり 
もう 一つは呆存に嵐す るよう に自然が産んだものです。そこで果実については、次の法律を定めなければなりま 
せん0 

E アル ク トゥル ( X 2) が登り、収穫の時が来るより前に、自分や他人の土地で、葡萄でも、無花果でも、普通種の果 
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( 3 ) 

実を味わう者は、ディオニュソスへの捧げものとして、自分のところから摘んだ場合には、五〇ドラクメ、隣人 

のところからなら、ームナ、その他のところからなら、三分のニムナを支払うものとする。しかし今日、「上等 

な葡萄」とか、「上等な無花果」と呼ばれているものを収穫しようと望む者は、自分のところの木から取る場合 

には、好きなように、好きな時に取ってよいが、もし他人の木から許可なくして取る場合には、「自分が置いたの 
5 ( 4 ) 

845 ではないものを動かすな」という法律に従って、つねに罰金を支払うものとする。もし奴隸が、土地の持主の許 
可なくして、そのような果実のどれかに手をつけるならば、彼は葡萄の一粒一粒、無花果の一つ一つと、同じ数 
の鞭を受けねばならない。 

在留外人は、上等の果実を買い、望むときにそれを収穫することが許される。しかし、一時的に逗留する外国 
人が、道を旅行して歩いているときに、果実を食べたくなった場合には、上等の果実なら、欲しいときに、自分 
B と従者一人にかぎり無償で、わたしたちのもてなしの印として取ってかまわないが、いわゆる普通種やそれに類 
するものは、外国人が、わたしたちとともにこれを取ることは、法律によって禁止される。もし彼らが、主人で 
あれ 奴隸で あれ、 そのことを知らないでこれに手をつけるならば、奴隸は鞭で懲らしめ、自由民は、乾葡萄や葡 
萄酒や乾無花果として貯蔵するのに適さない、他の果実を取るようにと戒め教えた上で放免する。 

C ま■た梨、 林檎、 ざくろ、その他すベてそのようなものについては、これをこっそり取ることは、何ら恥ずべき 

1葡萄 e こと。 の。これに対し、なまで食べるものは上等な葡萄と呼ばれ 

2 牛飼い座の主星で、この星の出は秋分を示す。 る。 

3 普通種の果実とは乾葡萄、葡萄酒などとして保存するも 4 XL 913 C 参照。 
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1 ことでは ない とする が、見つけられた者は、三〇歳未満ならば、傷つけない程度に鞭打ってやめさせる。自由民 
はそのような鞭打ちに対して訴えることは許されない。外国人は、葡萄や無花果と同様に、これらの果実も分け 
前にあずかることが許される。しかし、三〇歳以上の者がそれらを取る場合は、その場で食べて、一つも持ち去 
らないならば、外国人と同じ条件でそれらすベての分け前にあずからせる。しかし、この法律に従わない者は、 

D 他日徳に対する栄誉を競う際に、もし誰かが彼についてそのような事実を、そのときの判定者に思い出させるな 
らば、失格となる危険を覚悟しなければならない。 

II 

水は何にもまして、庭の作物にとって栄養を与えるものですが、それはまた汚染されやすいものです。なぜな 
ら、土や太陽や風は、水とともに大地に育つ植物を養うものですが、これらは薬物を用いたり、脇へ導いたり、 
盗んだりすることによって、そう簡単に損われるものではありませんが、水にはその性質上、すべてそのような 
E ことが起こり得るのです。ですから、それには法律の保護が必要です。そこで、それについて、次のような法律 
を定めるのがよいでしょう。 

もし誰かが他人の水に、その水が湧き水であれ、貯水であれ、薬物によるか、溝を掘るか、あるいは盗みによ 
って故意に損害を与えた場合、被害者は補償請求額を書き記して、都市保安官に提訴すべきである。そしてもし 
誰かが、何らかの薬物によって、損害を与えたとして有罪とされた場合には、その者は損害の査定額に加えて、 
泉なり貯水槽なりを浄化しなければならないが、その浄め方は神事解釈者たちの法律が、それぞれの場合、それ 
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ぞれの被害者に対して、規定す るところに 従ってな される。 

つぎに、すべての季節の収穫物搬入に関しては、誰にも何の損害も与えないか、あるいは自分の受ける利益が 
隣人に与える損害の三倍である場合には、誰でも望む者は、自分の収穫物を運ぶのに、どの土地を通ること も fp 
される。これらの事柄の裁定には、役人があたるものとする。その他誰かが、相手の意に反して故意に、 力ずく 
であろうと、ひそかにであろうと、自分の所有物にょって相手自身、またはその財産に損害を与える場合 も、 す 
ベて同様にすべきである。すべてこのょうな場合には、役人に申し立て、賠償を受けるものとする。ただしそ tt 
は、 損害が三ムナまでの場合にかぎる。しかしもし誰かの誰かに対する要求額がそれ 以上で ある場合には、彼は 
公共の法廷に提訴して、加害者に賠償させる。もし役人のうち誰かが、不正な判断をもって罰金を決定した と 思 
われる場合には、その役人は被害者に対し二倍を支払わねばならない。さらにすベての訴訟に関して、殳人の不 
正は、誰でも欲する者がこれを公共の法廷に提訴することが許される。 

刑がそれに従ってきめられる、これらの無数の細々した諸規則、訴状の提出、被告の召喚、証人 I その数を 
二人にすべきか、それとも何人にすべきか——、すべてこのような事柄については、法律に定め k 、，.- e * くわナ 
にはゆきませんが、それはまた老齢の立法者の仕事に値するほどのものでもありません。ですから、それらは若 
い立法者たちが、先人の法律を手本にして、彼らの大きな規則に則って、自分たちの 細々した 規則を つくるべき 
です。そしてそれらを必要に応じて実験的に用いてみて、 このように してすベての法律が充分に 整ったとみなさ 


1部族民法廷のこと。 
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峋 S まで、 彼らは努力すべきです。そして充分 i " たなら ば、 それら®法律を不動のものとし、もはや正しい 
杉を とったものと して、それを用いて生活しなければなりません。 

D さて、職人一般については、次のようにすべきです。第ムに、市民は誰ひとりと して、 職人の仕事に従事して 
はなりません。市民 s 家僕も同様です。なぜなら、市民たるものは国家公共の秩序を確保し維持するという、充 
分な仕事を持っており、それは多くの訓練と、同時に多くの勉学を必要とし、片手間に行なう二とを許さな L も 
のだからです。一一つ S 事なり、二つの職業なりを、徹底的1行す S とは、ほとんど人間の能力を越えたも 
E の—り、さらに自分が一つの職業に従事し、他人が別の職業に—のを監督することは、力に—ることなの 
です。ですから、わたしたちの国では、まず第一に、次の原則をたてるべきです。すなわち、何びとも鍛重で 
あって同時に大工であってはならないし、さらに大工でありながら、自分の仕事よりも、鍛冶屋の仕事をする他 
人の監督に情を出してはなりません。この場合彼は、 S 分®ために働く多くの奴隸の監督者として、彼らの監督 
(』) いっそう 精を学 S 、 そこからあげられる利益の方が、自分自身の蠢ものより、—って多い 
847 のだからとうぜんで—ということを口実にします。しかし、麗において、各人はそれぞれ一つの職業を持ち、 
それによって生活の資を得るべきです。 

都市保安官は、二 S 法律を維持すべく努力しなければなりません。そしてもし市民が、徳の雲に向かうより 
も、何か Q 職業に走るならば、彼がおのれの正道に戻るまで、非難と不名誉とをもって懲らしめなければならな 
B いのです。またもし誰か外国人が二つの職業に従事するならば、投獄、罰金、国外追放をもって懲らしめ、彼が 
一つの役だけを果し、多くの役をうけもつことのないように、強制すべきです。そしてこれらの職人に対する賃 
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銀や、彼らによる仕事の拒否について、またもし誰か他の人が彼らに、あるいは彼らが誰か他の人に、不正を行 
なった場合、五〇ドラクメまでは都市保安官が裁定をし、それ以上は、公共の法廷が法律に従って裁判すること 
にします。 

わたしたちの国では、何びとも輸出品や輸入品に対する税金を払う者はいません。乳香その他そのような神事 
に用いる外国の香料、また国内に産しない深紅色染料やその他の染料、あるいは外国から原料を輸入する必要が 
ある、その他の不急不要の目的のための技術にかかわるもの、これらを輸入してはなりませんし、また国内にと 
どめることがどうしても必要であるものを、輸出してもなりません。さらにこれらすベての事柄については、護 
法官のうち最年長の五人を除いて、それにつづく一二人のものが検査官および監督官の役にあたります。 

武器その他戦争に関係するいっさいの装備については、もし何らかの技術、植物、鉱物、繩、動物を、軍事目 
的のために輸入する必要がある場合には、国家がこれらの受け渡しを行ない、騎兵隊長と将軍とがそれらの輸出 
入を管理すべきです。そしてそれらについての適当で充分な法律は、護法官がこれを制定することになるでしょ 
う。 しかし、これらの軍需物資であれ、その他何であれ、金儲けのために、その商売をすることは、わたしたち 
E の国では地方においても、都市においても、どこでも行なわれてはなりません。 


1 846 E 6 S ' の代りに5を読む(ィングランドによる)。 と取ることもできる〇ィングランドは〇-く〇^で^⑺〇〇くと読む 

2 847 W 3 Ts > vQ-vspqecov Ts ) vmspycov はここで訳したよぅ こともできるのではないかと言っている。 

に仕事の拒否と取ることも、反対に仕事を引き受けること 
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大地の産みだすものの供給と分配については、クレテの法律に近い形の正しい制度ができれば、適当なように 
田心われます。すなわち、すべての人は、大地の産物のすべてを一二の部分に分け、それぞれの部分は、それぞれ 
の月に消費されるべきです。そしてこの一二分の一の部分のそれぞれは一たとえば小麦や大麦の部分、その他 
すべての季節の収穫物や各地方で売りに出されるすべての家畜も、同じ仕かたで分けられなければならな L ので 
すが —— 比例的に三つに分けられ、その一つの部分は自由民に、一つは彼らの家僕に分け与えられます。そして 
第三の部分は、職人および一般に外国人に割り当てられます。これらの外国人には、わたしたちといっしょに住 
んでいて生活必需品を必要とする在留外人と、そのときどきに公用、あるいは個人的仕事でやってくる人びとと 
があります。彼らのためには、すべての必需品のうち、こうして分けられた第三の部分だけが、売りに出すこと 
を強制されますが、他の二つの部分は何ひとつ売ることを強制されません。では、それらをどのようにして分け 
たら、 最も 正しいのでしょうか。まず最初に明らかなことは、わたしたちがそれらをある意味では等しく、ある 
意味では等しくな く 分けるということです。 

クレイニアスどういう 意味でしょうか。 

アテナイからの客人大地が産み育てるこれらの産物には、かならず悪いものもあれば、優れたものもありま 
す。 

クレイ II アスそうですとも。 
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7テナイからの客人 そこで、この質の点では、三つの部分のどれも、つまり、主人や奴隸に分けられた分も、 

外国人の分も、他のものに勝っていてはなりません。いや、分配はすべての人びとに、同じ質の等し さを 確保し 

なければなりません。市民各自は二つの部分を取り、それを量と質とに関して自分の欲するままに、奴隸と自由 

( 2 ) 

民とに分配する権利を持ちます。そしてそれらの残りは、数量的に次のようにして分配することにします。すな 
わち、大地の産物によって養われるすべての家畜の数を数えて、それに応じて分配するのです。 

そのつぎに、これらの人びとに、適当に配置された独立の住居が与えられなければなりません。そして次のよ 
うな配置が、このような目的のために適当でしょう。一二の村が必要で、それらが、一二に分けられた各地域の 
中心に一つずつあり、各村々においては、まず神々と神々につづくダイモーンたちのための神殿と市場との場所 

( 3 ) 

を選定すべきです。マグネタイ族の地方神や、いまなお記憶にとどめられている他の古い神々の社があるならば、 
これらを古人がしたと 同じように 敬わなければなりません。またへスティア や ゼゥス や アテナの神殿 や、 一二の 
地域のそれぞれの守護神である、他の神々の神殿を、それぞれの村に建てるべきです。そして、これらの神殿の 
周囲に、そして最も高い土地に、まず監視隊のためにできるかぎり堅固な宿舎として建物をつくります。また残 
りの国土全域に、職人たちを一三のグル ープに 分けて配置します。そのうちの一つを都市に住まわせますが、こ 
れはさらに一二の部分に分けられて、都市全体の一二の地区に割りあてられ、都市の外側にそれを円形に 取り ま 

1クレテの法律については、アリストテレス『政治学』第 に取った残りを指すものと思われる。 

二卷(一275参照。 3クレイニアスたちの新しい植民都市マグネシアの先住民。 
2 第一と第二の部分のうち、市民各自が自分と奴隸のため 
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均く形で配置され ます。 他方、それぞれの村には、職人たちのうち、農夫たちにとって役立つ職種を一箇所に集め 
彳て住まわせます。 そして これらす ベての人びとの 監督には、 地方保安官の隊長たちがあたり、各地域がどれだけ 
の、どんな 種類 e 職人を必要と する か、 また これらの職人をど二に 住まわせれば、 農夫たちにとって最も面佳な 
ことがなく、また最も 役に立つ であろう かを、— ます。また 都市における職人たちは、同様に、都市保安官の 
849 隊5 たちが 監督者となり、 その 監督の下にとどめられるべき です。 

I 三 

つぎに 市場に関する事柄はすべて、市場保安官が審します。その役目は第一に、市場にある神殿に対し何 
ぴとも何らの不正をも加ぇないように監視する二とであり、第二には、人びとの商売が節度のあるものか不法な 
もの かを監視し、懲らす必要 Q — 者を懲らしめる二と です。 商品については、まず第一に、市民たちが外 S 
に売11られてい—れの品物が、法律どおりに売られているかどうかを監視しなければなりませ 
B ん。それぞれの商品について、法律は次のように規定します。 

月の帶に、商品？ち外国人に売られる分を、代理人—二れは市民のために業務を義された外国人もし 

くよ奴隸である-が市場に持ち込むことにする。まず穀物の一二分の一であるが、外国人は一力月分の馨と 

それに付随するものを、この最初の前で買うことにする。そして月の一〇日には、一力月分に足りる飲みものを 
〇売買する。第三の市は二〇日であ^: 、 そこでは家畜が 売られ、 二れは 売り 買いを 必要と する個人に限られるま 
た農夫たちが売りに出す器具や品物、たとぇば、 皮革、 すべての衣類、織物、フニルトその他そのようなものの 
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販売も行なわれる。外国人がこれらのものを手にいれるには、他人から購入しなければならない。しかしこれら 
の品物や、粉に挽いた大麦や小麦、その他のすべての食料の小売りについては、何びとも市民や彼らの奴隸たち 
D にこれらのものを売ってはならないし、また何びとも、このよぅな人びとから買ってはならない。しかし、外国 
人の市場で、外国人が職人やその奴隸たちに売ることは許され、彼らは酒や穀物を販売し、これは一般に小売り 
と呼ばれる。また肉屋は動物を切り分けて、外国人、職人およびその奴隸に売却してよい。また薪はすべて、希 
E 望する外国人は、いつでも、地方の代理人からまとめて買って、他の外国人に、欲しいだけを欲しいときに、売 

ってよ い。 

また各人が必要とする他のすべての品物や器具は、一般市場へ運ばれ、それぞれの品がきめられた場所で売ら 
れる。そして護法官と市場保安官が、都市保安官の助けを得て、適当な場所を指定し、商品のための売場を定め 
る。そこで金銭を物と、物を金銭と交換するが、相乎から受けとらずに何かを先に渡してはならない。信用で先 
渡しをした者は、受けとるべきものを受けとっても、受けとらなくても、そのような取引については、もはや法 
律に訴えることはできないものとして、諦めなければならない。また売買による財産の増減が、財産の上限と下 
850 限とを定めて、それを越えて売買することを禁じる法律の規定を、量および価格の点で越えるならば、多すぎた 


1 849C1 は、 テク ストの TpiTi ；! を読めば、二三日にの意味 ぅのも、他の市にくらべて間隔がありすぎるので、パトン 
か、あるいは 三 力 月 ごとの二〇日に、の意味になる。しか に従い TphT ； 一は TP H T 一と 読む。 

し第一と第二の市が一日と一〇日であつて、第三の市が二 2 V.744DJ 745 B 参照。 

三日で あると いぅのはおかしいし、また三力月に一度とい 
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柳分は護法官の もとに 記録され、反対の場合には、その取引は無効とされる。 

同じ規則が、在留外人の財産の登録についても適用されるものとする。外国人は誰でも希望する者は、次の条 
B 件で国内に居住することが許される。すなわち、住むことを希望し、またそれの可能な外国人は誰でも居住を認 
められるが、彼は職業を持つ者で、また登録の日から二〇年以上滞在してはならない。彼は行ないを正しくする 
以外に、どんなわずかな居留民税をも支払う必要はなく、さらに売買のため税金を支払う必要もない。滞在期間 
が過ぎたら、自分の財産を持って退去することとする。しかし、もしその期間中に、何か国家に対する充分な奉 
C 仕という点で、言うに足るほどの成果をあげたならば、そして政務審議会と民会とを説得して、在留期間の延長 
もしくは終身の滞在要求が、公に認められるであろうと信じるならば、彼は出頭して、国家を説得し、説得に成 
功した事柄は、彼に対して完全に実行されなければならない。在留外人の子供たちについては、職人であり、す 
でに一五歳に達しているならば、その滞在期間の始まりは一五歳からとする。そして上述の条件で二〇年間滞在 
したならば、どこへでも好むところへ行かせる。しかし、もし彼が留まることを希望するならば、先と同様に、 

D 説得に成功すれば滞在させることにする。しかし、退去する者は、以前に役人のところで記入した登録を、消し 
てゆかなければならない。 
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アテナイからの客人 では、そのつぎに問題になるのは、法律を整備する上での自然の順序としては、これま 
でに取り上げてきた職業活動のすべてに付随して起こる裁判のことでしょう。さて、どんな事柄が裁判にかけら 
れるべきか、その一部については、つまり農業とかそれに関連するかぎりのことについては、すでに語られたの 
です(犯、最も重大な事件については、まだ語られてはいません。そこで、そういった重大な事件を一つひとつ取 
り 上げ (- T 2)、 それぞれの犯罪がどのような刑罰を受けるべきか、またどんな裁判官の前で裁かれるべきか、まさに 
そういった問題を、以上述べたことにつづいて、わたしたちはつぎに論じなければなりません。 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 たしかに、わたしたちが建設しようとしている国においては、—それは、わたしたち 
に言わせるなら、立派な政治が行なわれて、徳を実行するのによい条件をすべて備えているはずなのですが 、 
わたしたちがいま定めようとしているようなことすベてを法律に定めるということ自体が、ある意味では、恥ず 
かし(ことなのです。つまり、そのような国のなかに、他の国々で見られるような邪悪さの最もひどいものを身 
につけた者が、誰か生まれてくるかも知れないと考えて、そこで、そのような者が現われる場合に備えて、法律 
によって機先を制し、脅す必要があるのだとか、また、そのような人間は必ず現われてくるものと想定して、彼 
らが現われるのを阻止するためにも、また現われてきたなら懲らしめるためにも、彼らに対する法律を定めるベ 
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きであるとか、ということがそもそも、いまも言いましたように、ある意味では、恥ずかしいことなのです。 

しかしながら、わたしたちがいま法律を定めようとしている相手は、昔の立法者たちの場合のように、神々の 
子である、半神たちではありません。昔の立法者たちは、今も語り伝えられている話によると、自分たち自身が 
神々の後裔であったとともに、同じように神々の系譜を引く他の者たちに対して法律を定めたということですが、 
しかしわたしたちは、死すべき人間として、同じく人間の種子から生まれた者たちに立法しようとしているので 
す。ですから、わたしたちの市民のなかに、どうしても軟らかくならないほどに生まれつき頑固な、いわば角の 
ように硬い心をもった者が誰か生まれてきはしまいかと心配するとしても、それは当然のこととして許されるで 

(4) 

しょう。それはちょうど、あの角につつかれて固い殼をもつ種子(豆)が、火で熱しても軟らかくならないように、 
この連中は、どんなに強力な法律をもってしても、その性根をやわらげられることない者たちなのです。 

そこで、そういった連中のために、——「ために」と言ってもよい意味にではありませんが——、わたしはま 
ず第一に、神殿荒しに関する法律について語ることにしましょう。そのような犯罪をあえて犯す者が誰かいるか 
も知れませんから。むろん、正しい養育を受けた市民がそのような病気にかかるだろうとは、わたしたちは少し 
も予期していませんし、またそれは望みもしないことですが、市民たちの召使とか、外国人とか、外国人たちの 
奴隸なら、そのような犯行を企てることがしばしばあるでしょう。だから、主としてそういった連中のことを念 

1 M. 842E sqq. 参照。 る)。 

2 853 A 63 - 6S- の語は削る?ストによる)。 4 獣の角でつつかれた種子は、角のように固くなって、調 

3 853 C 2 ^0|^<§5は3-0^<015と読む(ステファヌスによ 理できないと俗に信じられていた。 
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I ( 1 ) 

頭において、しかしまた、人間の本性は一般に弱いものであるということにも警戒の目を向けながら、神殿荒し 
や、その他これと同類の犯罪で、治療が困難であるか、治療の不可能なもの全部についての法律を語ることにし 
ましょう。だが、前に同意された原則に従っへて一、これらの法律に対する「序文」を、その法律全体に先立って、 
できるだけ簡潔に語らねばなりません。 

では、悪しき欲望に昼はそ槪シれ、夜は目覚まされて、神殿にある聖なるものを掠め取るように駆り立てられて 
、，る者に対しては、ひとは次のように語りかけたり、説ききかせたりすることができるでしょう。 

「、，(かね、君。いま君を駆り立てて神殿荒しへと向かわせている悪しき衝動は、人間の生まれながらの本性 
に根ざすものでもなければ、神に由来するものでもないのだ。それは、遠い昔に犯されて償われぬままになって 
いる犯罪にもとづいて、人びとの心に植えつけられている一種の狂気なのだ。これが親から子へと巡り廻って、 
破滅をもたらす呪われたものとなっているのだ。だから君は、全力をあげて、それを警戒しなくてはならない。 
では、その警成とは、どのようにすることなのか、それをいま、君は学びたまえ。 

もしも 君に、 何 かそうい っ匕 釈 V 考えが起こった場合には、汚れを浄めてくれる秘儀に参加することだ。禍を 
防いでくれる 神々 Q 社に、歎願 者と して詣でる二とだ。君たちの間で徳が高いと評判されている人たちを訪ねて、 
皮らと交際すること だ。 そして、ひとはだれ も 立派なこと、正しいことを尊重しなければならぬと彼らが言うな 
ら ，よ、 それ こ 耳をかたむける とともに、 自分で も その言葉を口に出して言ってみるようにしたまえ。そして、悪 
しき 人たちとの交際からは逃げて、後をふりむいてはならない。そうすることによって、君の病気が少しでも和 
らぐなら、それでよいし、 もし 和らがないようなら、死ぬことの方がよりよいことだと考えて、君はこの人生か 
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らおさらばしたまえ」 

二 

では、以上のことを、すべてそのような国家の破滅につながる不敬行為を企む者どもに対しての序曲(法の序 

文)として、わたしたちは歌うことにしましょう。そうして、これに従う者には、本曲(法の本文)の方は歌わな 

くてもよいけれど、従わない者に対しては、いまの序曲につづいて、次のようなことを大声で歌わなければなり 
( 3 ) 

ません。 

神殿荒しをしていて捕まった者は、それが奴隸か外国人である場合は、額と両手に罪人の烙印を押され、裁判 
官たちが適当と考えるだけの鞭を加えられた上で、国境の外に裸で追い出されるべきである。 

おそらく彼は、そのような刑罰に処せられることで、分別を取りもどし、より善い人間になるであろうから。 
というのも、法律にもとづいて科せられる刑罰はどれ一つ、人を害することを目的にしているのではなく、次の 
二つの効果のうちのどちらかを目ざしている、と言ってよいからである。すなわち、刑罰を受けた者をより善い 

! ( 4 ) 

人間にするか、あるいは少なくとも、悪い程度のより少ない人間にするか、そのどちらかなのであるから。 
しかし、もし誰か市民が、何かその ような 行為をしている ところを 見つかった場合には、すなわち、神々や両 

1 oo54A2 mpli は iEPI — と読む(アストによる〇4 刑罰の目的については、 00 62D および XI . 934 A 〜 B など 

2 IV . 71 SB sqq . とくに 722 B 〜723 C 参照。 を 参照。 

3 同じような言い方が、 870 E 〜 S 71 A にも見られる。 
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親や国家に対して、口にするのも » られるほどの何か重大な犯罪を犯しているのであれば、裁半官としては、そ 

の者をもはや治療の見込みのない者とみなさなければならない。というのも、その者は子供の頃から立派な養育 

や教育を受けてきたにもかかわらず、最大の悪事から身を控えることをしなかったのだと裁判官は考えるからで 

ある。だから、その者に対する刑罰は死刑である。これは、彼にとっては、もろもろの不幸のなかでもいちばん 

JN さ k もので i あるナれど ( U 。 しかし、他の人たちにとっては、彼は見せしめと なること によって、利益をあた 

( 2 ) 

えることになるだろう。彼は名 もな き者として、国境の外に姿を消されてしまうのであるから。しかし、彼の子 
供や一族の者に対しては、 もし 彼らが父親の轍を踏まなかった場合には、悪から善へと立派にかつ勇敢に逃げて 
きた ものと して、名誉があたえられ、尊敬を伴った評判がたてられるようにしなければならない。 

ところで、この国においては、分配地の大きさはつねに同じで、数も同じままに保たれねばならないのである 
から、そのような犯罪人の誰ひとりの財産をも公共のものとして没収することは、この国の国制にはふさわしく 
ないだろう。しかし、もし誰かが、 fl 金刑に相当する犯罪を犯していると思われる場合は、その罰金を支払うの 
が 当然で ある。ただしその額は、その人が分配地に必要な設備をほどこした上で、なおその上に余裕があるなら、 
その限度までにとどめるべきであって、それ以上を支払わせてはならない。そしてこういったことに関する詳細 
なことは、護法官たちが記録にもとづいて よく 調査 ( Li. 、 正確なことをそのつど裁判官たちに知らせるべきである。 
それは、分配地のどれ一つも、資金不足のために耕作不可能な状態におちいるのを防ぐためである。 

しかしもし誰かが、もっと多額の罰金刑に相当すると思われる場合は、-友人たちの誰かが彼の保証人とな 

って、 (っしょにその f ) 金を支払い、彼を釈放してやろうとするのでないかぎり-、彼は長期間ひと目につく 
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C 所に監禁されるなり、ある種の屈辱的な仕打ちを受けるなりして、懲らしめられるべきである。しかし何びとも、 
どんな犯罪に対してでも、市民権を完全に剝奪されるということはけっしてない。ょしその者が、国境の外に追 
放されていてもである。 

したがって、この種の犯罪に対して科せられる刑罰は、死刑、投獄、鞭打ち、無様な姿勢で立ったり坐ったり 

させられること、国土の端にある神殿において曝し者になること、あるいは、さきほど言ったょうに、罰金がこ 

の場合の刑罰となるべきならば、罰金を支払うこと、ということになる。 

ところで、死刑が科せられるべき事件においては、前年度の役人のなかから功績によって選ばれた者たちより 
(5) 

D 成る法廷に、護法官たちが加わって、裁判官になるべきだとしておきましょう。そしてこの場合の起訴とか召喚 
とかその種のすべてのことや、またそれらの手続きに関することは、わたしたちの後につづく若い立法者たちに 


参照。 

5 第六卷一三幸 (767 C 〜 D ) の裁判制度の記述のなかにみ 
られる「第三〔審〕の法廷」(最終法廷)のこと。この法廷で 
扱われる事件は、神殿荒しのほかに、後に述べられ るょぅ 
に、国制転覆 ( 00 56 B 〜 C )、 反逆(売国) ( 00 56 E 〜 00 57 A )、 

計画的な殺人 (0071 Asqq . )、殺人未遂の傷害 (876 Esqq .) 、 
および不敬罪の一部 ( X .910 C 〜 D ) である。なお、ブラト 
ンは実際に、この種の法廷の設置をシケリアの同志たちに 
提案している(『書簡集』 M .356 D 〜 E)o 


1死刑にょってその人の悪がやむなら、それはまだましで、 
もし悪人のままで生きながらえるなら、その人の魂の最終 
的な運命はもっと恐ろしいものになるだろぅとの意味。本 
卷終り ( S 001 A ) にも、「死刑は刑罰としては最終的なもので 
はない」と言われている。 

2 後述 00 73ぱ参照。つまり、その者は死刑にされた後に、 
国内に埋葬されず、国境外に棄てられること。 

3 855 A 8 ti T s > v は T-S と読む(ペィトンにょる〇 

4 分配地以外の各人の財産もすベて公簿に記録されていて、 
謹法官の管理下におかれている。 V . 74 Cn - A 〜 B , VI . 754 D 
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考えてもらう ことにして、わたしたちがここでなすべき仕事は、〔判決の〕投票に関する規則を定めることです。 

さて、 投票は公開で行なわれねばならない。だが、その投票に先立って、裁判官たちは原告と被告に相対しな 
がら、年長 直こ、互いにで きる だけ接近して着席すべきである。また、市民のなかで暇のある者はすべて出席し 
て、熱心にこの種の裁判に耳を傾けなければならない。 

さて、最初に原告が、ついで被告が、一へ Isi ずつ陳述を行なう。そしてこれらの陳述が終ると、最年長の裁判官 
が尋問を始め、陳述内容を詳しく吟味する。最年長の裁判官につづいて、残りの栽判官全員がそれぞれ順番に、 
原告被告の双方から、 a われることを期待したのに言われなかったり、あるいは間違って言われたりしたと思わ 
れる点を詳しく問いただす。しかし、そのょうな不瀋を少しも覚えない者は、尋問の役を次の人にゆずる。こう 
して、陳述されたことのなかで当該事件に重大なかかわりがあると思われるかぎりのものは確認して、その調書 
に裁判官全員が署名をし、これをヘスティアの女神の祭壇の上に保管しておく。そして翌日また裁判官たちは同 
じ場所に集合して、前日と同じ仕かたで尋問し、その事件を審理した上で、その調書にはまた署名をする。そし 
てこれを三度繰り返して、証拠や証人に充分な考慮を払ってから、裁判官一人ひとりが神聖な投票石を手にとり、 
できるだけ公正で真実な判決を下すことをヘスティアの女神に誓った上で、投票するのである。.そしてこのょう 
にして、この種の裁判に結着をつけるのである。 

三 

さて、神々 に対する犯罪(神殿荒し)のつぎには、国制転覆に関する犯罪があります。すなわち、法律や国家を 
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人 SE の 支において、法律を奴隸にし、国家を党派の従者にする者、しかも、 これらのこと すべてを 暴力を 用 
いて行ない、法を踏み破って内乱をひき起こす者、このような者は、国家 全体にとっての最大の敵とみなされね 
ばな りません。 

他方、このような犯行のどれにも加担してはいないが、国家の最高の官職にありながら、これらの犯行に気づ 
C かぬか、あるいは気づいていても、臆病なために、自分の祖国を守って犯人を罰しようとしない者、このような 
市民は、邪悪さの点で前者につぐ者とみなされるべきです。多少ともものの役に立つ人間なら誰でも、そのよう 
な陰謀を企んでいる者を、暴力を用いて非合法に国制の変革を計っているというかどで当局に通報し、これを告 
発しなければなりません。そして、この者たちに対する裁判官には、先の神殿荒しをした者たちの場合と同じ人 
たちがなり、また裁判の審理全体も、先の場合と同じやり方で行なわれるべきです。また死刑の判決は、多数決 
によることにします。 

D なお、ひと言でいうなら、父親がこうむった汚名や fj は、彼の子供たちの誰にも及ぼされてはなりません。た 
だし、父親ばかりでなく、祖父や曾祖父までもがつぎつぎに死刑の判決を受けた者の場合は別です。そのような 

1アテナイのアレォパゴス法廷では、原告被告双方とも二 も聖なる場所とみなされていた。死刑を科すべき重大犯罪 
回ずつ陳述する^が許されていたと言われる。 の裁判がどこで行なわれるかは明記されていないが、どこ 
2ヘスティアは竈の女神であるが、古代ギリシアでは、竈 か公共の建物のなかに、国家の竈が設けられ、ヘスティア 
は家の中心であり、最も聖なる場所であった。そして国家 の像が祀られていて、そこでこの裁判は行なわれるべきも 
にも「公共の«」があり、それは一般にプリュタネイォン のと想定されているのであろう。 

(迎賓館) のなかに設けられていて、それが国家の中心で最 
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場合には、国家は、その子供たちに自分の財産を持たせて、——ただし、分配地に充分な設備をほどこすに足る 

1 ) ! 

だけの財産は残させて——、彼らの〔家族の〕出身地である国や町へ送り返さねばなりません。そして、市民のな 
かで一〇歳以上になる息子を一人より多く持っている者たちの父親か、あるいは父方ないしは母方の祖父が指名 
した子供たちのなかから、一〇名の者を籤で選び、この選ばれた者たちの名前をデルボイに通告するのです。そ 
してそこの神さまが任命された者を、よりよき幸運にめぐまれることを祈りながら、先の立退いた者たちの家の 
相続人として定めるのです。 

クレイニアス 結構な提案です。 

3} 

アテナイからの客人さらに、第三の種類の犯罪者たちに対しても、彼らを裁くべき裁判官や、また裁判のや 
り方に関しては、先に述べた場合と共通な一つの法律が適用されねばなりません。それは、反逆(売国)罪の嫌疑 
で法廷へ訴えられる者たちのことです。また、その子供たちを祖国のなかに留めるか、祖国から追い出すかとい 
う点についても、先に述べた一つの法律が、反逆者(売国奴)と、神殿荒しと、国法を暴力で破壊する者との三者 
に対して、同じように適用されるべきです。 

さらに、ものを盗んだ人に対しては、それの大小にかかわらず、この場合にも一つの法律が適用され、すべて 

( 4 } 

の者に対して一つの法的な制栽が加えられるべきです。すなわち、まず第一に、そのような栽判において有罪と 
なった者は、分配地以外に充分な財産を持っていて、支払うことができるかぎり、盗んだものの二倍に相当する 
額を被害者に支払わねばならない。しかし、それだけの財産を持たない場合は、その支払いをすませるまで、あ 
るいは告訴人が釈放を認めるまでは、投獄されねばならない、ということです。 
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B また、公共のものを盗んだかどで有罪となった者は、国家が釈放を認めるか、あるいは盗んだものの二倍に利 
当する額を支払うかしたときに、獄から出されるものとしておきましょう。 

クレイ||アス それはいったい、どういうことでしょうか、あなた。大きなものを盗んだ場合でも、小さなも 
のをこっそりと持ち去った場合でも、また聖なる場所から盗もうと、世俗の場所から盗もうと、その他、千差万 
別のどんな盗みについてでも、その間に何の区別もしないということは。立法者としては、多種多様な盗みに対 
応して、科すべき刑罰もそれぞれ異なったものにすべきではありませんか。 

四 

アテナイからの客人これはほんとうに、いいことを言ってくださいました、 クレイーーアス 。どうやらわたし 
C は、いわば無我夢中で進んでいたところを、あなたにぶつかって目を覚まされたようですね。おかげでわたしは、 
前にも考えていたことを思い出しました。つまり、法律制定の仕事は、いま現に起こっている事態からいえるよ 
うに、これまでけっして正しい仕かたでは行なわれていなかったということです。しかし、それはまたどういう 

( V . 737 E ,740 B 〜 D 参照)、種々の事情でその相続人がな 
くなった場合には、つねにその代わりの者を決めることに 
なるわけである。 

3 856 E 5 TPHOS は TPH01S と読む (テイラーによる〇 

4 ただし、以下の規定は、 XI . 933 wsqq •の盗みについて 
の罰則とは一致しない。 


1『法律』において建設され るは ずの、このマグネシアの 
国は、クレテおょびペロポネソス地方からの植民者にょっ 
てつ くられる ことになっているから ( IV . 707 E 〜 70 OOA )、 
市民はそれぞれ自分の出身国(都市)をもっているわけであ 
る0 

2 分配地の数はつねに五〇四〇でなければならないから 
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1'意味かと尋ねられるかも知れませんね。こういうことなのです。わたしたちは 前に、八， H 法律をあたえられて L 
る側の人たちすべてを、奴隸〔の医者〕によって治療を受けている奴隸たちに比較したのです が、 その比較は間違 
っていなかったということなのです。というのも、わたしたちは次のようなことを心に留めておかなければなり 
ませんからね。つまり、いまかりに、理論はもたずに、経験だけにたよって医術を用いている医者の誰かが、な 
D にかの折に、自由民の医者が自由民の患者と話し合っているところに行き合ったとしてみましょう。そしてこの 
自由民の医者はそのとき、哲学者が使うのに近いような言葉を使って、病気をその起源から問題に し、 身体の本 
tt 一般こまで溯って論じているとします。すると、先の〔奴隸の〕医者の方は、たちまち大声をあげて笑い出すこ 
とでしょう。そして彼がそのときに語る言葉は、いわゆる「医者」と呼ばれている者の大多数が、このようなこ 
とに関していつでもすぐに口に出しそうな言葉以外のものではないでしょう。つまり彼は、こんなふうに言うわ 
けです。「なんと非常識な人だろうね。君は患者を治療しないで、教育しているのだよ。まるで相手が願ってい 
E るのは、健*になることではなくて、医者になることであるかのようにね」 

クレイニアス その 人がそのようなことを言ったとしても、それは正しい言い分ではありませんか。 

アテナイからの 客人たぶん、正しいでしょうね。もしもその男が、なおその上に、法律についても、いまわ 
たノたちが行なっているようなやり方をする者は、法律を制定しているのではなくて、国民を教育しているのだ 
と、そんな k うに考えているのでしたらね。どうでしょう、そんなふうに言うことだって、適切であるとは見え 
ませんかね。 

クレイニアス おそらく、そうでしようね。 
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アテナイからの客人 しかし、わたしたちのいまの立場は幸運なものだったのですよ。 

クレイニアス いったい、どういうことがですか。 

アテナイからの客人 わたしたちは、是が非でも法律を制定しなければならぬ必要には迫られていないという 
ことなのです。いや、わたしたち自身は、囯制全般についての考察者となって、最善のことについてでも、また 
最低限に必要なことについてでも、それらを実現させるとすれば、どのようにして実現させることができるかを、 
見究めるように努力すればよいのです。そしてとくに今の場合においては、どうやらわたしたちには、もし窜む 
なら、法律についての最善のことを考察してもよいし、また望むなら、最低限に必要なことだけを考察してもよ 
い、という自由があたえられているようなのです。では、その二つのうちで、どちらかよいと思われるやり方の 
ほうを選ぼうではありませんか。 

クレイニアス その選択の出し方は、あなた、おかしいですよ。それではまるで、わたしたちは何か緊急な必 
要に迫られて、明日ではおそすぎるから、今ただちに法律を制定するようにと求められている立法者たちに、そ 
っくりの者となるではありませんか。しかし実際のところは、もしそう言ってもよろしいなら、ちょうど石積み 
職人や、あるいは何かほかの建物の建築にとりかかろうとしている人たちと同じようにすることが、わたしたち 
には許されているのです。つまり、わたしたちは材料を手あたりしだいに集めてきて、そしてそのなかから、こ 
れから建てようとしている建物にふさわしいものを選び出す——それも暇をかけてゆっくりと選び出す——とい 


1 IV . 720 A sqq . 参照。 
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うことが許されているわけです。ですから、わたしたちはいま、何がなんでもすぐに建物を建てなければならな 
い者ではなく、なおゆっくりと暇をかけて、材料を集めるなり、あるいはその材料を組み合せるなりしている者 
なのだ、ということにしておきましょう。したがって、法律の一部はすでに制定を終っているが、他の部分はま 
だ材料が集められている段階だと言って、正しいでしょう。 

アテナイからの客人とにかく、そのようにすれば、クレイニアス、わたしたちが行なおうとしている法律の 
概観は、よりいっそう本格的なものになるでしょうね。さて、それはそれとして、お願いしたいのですが、立法 
者たちについて、次のことを調べてみようではありませんか。 

クレイ-アス どのようなこと をですか。 

アテナイからの客人わたしたちの国々には、ほかにも多くの人たちによって書かれた文書や、文書のなかに 
書き記された議論もあるが、立法者の書いた文書や議論もあるでしょう。 

クレイ—アスもちろんです。 

アテナイからの客人では、どうでしょう。ほかの人たちの作品、つまり、詩人やその他、人生についての自 
分の忠告を散文や韻文によって書きとめて、記録に残したかぎりの人たちの作品には、わたしたちは注意を払う 
けれども、立法者たちの作品には注意を払わないことにしましょうか。それとも、立法者たちの作品にこそ、何 
よりもいちばんに注意を払うことにしましょうか。 

クレイニアスそれは、立法者たちの作品の方に、より多くの注意を払うでしょう。 

アテナイからの客人ところがそれなのに、ものを書く人たちのなかで立法者だけが、美しいこと、善いこと、 
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正しいことについて、それらがどのようなことであり、また幸福になろうとする者はそれらのことをどのように 
実践すべきであるかを、わたしたちに教えて忠告してはならぬのでしょうか。 

クレイ||アス もちろん、そんなはずはありません。 

T ) 

アテナイからの客人 そうすると、ホメロスや、テュルタイオスや、その他の詩人たちにとっては、彼らがそ 

の作品のなかで、人生や人生の営みについて下手な書き方をしたなら、より多く恥ずかしいことになるけれども、 
(2) (3) 

リュクルゴスや、ソロンや、その他およそ立法者としてものを書いた人たちにとっては、下手な書き方をしても、 
恥ずかしさはより少なくてすむのでしょうか。いやむしろ、こう考えるのが正しいのではありませんか。国々に 
流布しているすべての文書のなかでは、法律について書かれたものが、それを開いて見た場合に、はるかにず！' 
と立派で善いものに見えなければならないし、そして他の人びとが書いたものは、これを範にして見習ったもの 
でなければならぬか、それとも、これと調子の合わないものなら、ずいぶんと滑稽なものになる、ということな 
のです。 

ですから、国家の法律を文書に書き記すにあたっては、次のようにすべき だと わたしたちは考えることにし ま 
しょうか。つまり、書かれた規則が、愛情と分別をそなえた父親 や 母親の姿をとって現われるようにすべき だと 
いうことです。それとも、独裁者や主人の流儀にならって、命令や脅迫の形でその規則を壁の上に書いてしまえ 

1 テュルタイオ K については、1 . 629 A およびその注を参 3 ソロンは、アテナイの民主制の基礎をきずいた有名な立 
照。 法者。 

2リュクルゴスについては、1 . 630 D およびその注を参照。 
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卿 ば、それでもうすんだことにする、というやり方をすべきでしょうか。 

さてそれでは、いまのこの場合も、わたしたちは法律について考察するにあたって、前者の線にそって語るよ 
B うに努めるべきかどうか、その点を考えてみることにしましょう、——それに成功するかどうかは別にして、と 
にかく、その熱意だけは示すのです。そしてその道にそって進んで行くうちに、何か面倒な事態に会わなければ 
ならないとしたら、甘んじてそれを受けることにしましょう。だが、うまく行くことを願っていますし、そして 
神さまの思し召しがあるなら、実際にそうなるでしょう。 

クレイ||アス 見事なお話でした。あなたの言われるとおりにやってみることにしましょう。 

五 

アテナイからの客人 では、その線にそって進むことにして、まず最初に、神殿荒しに関する法律や窃盗一般 
に関する法律、およびあらゆる犯罪についての法律を、わたしたちは厳密に検討してみる必要がありますね。そ 
C して、立法のこの中途の段階では、ある部分についてはすでに法律の制定をすませたけれども、他の部分につい 
てはなお検討中であるとしても、わたしたちは落胆してはなりません。というのも、わたしたちは立法者になり 
つつあるけれども、まだ立法者になってしまっているのではありませんから。しかし、いずれ間もなく、そうな 
ることでしょう。では、これまで述べてきた事柄について、わたしの述べたような方法で考察してみることに同 
意してくださるなら、考察してみることにしましょう。 

クレイニアス ぜひ、そういたしましょう。 


522 



法律（第九巻) 


E 


D 


アテナイからの客人 それでは、立派なことや正しいこと全般に関して、次のことを見究めるように努めてみ 
ましょう。つまりそれらの事柄について、わたしたち自身の間ではいま、どの点では意見が一致し、どの点では 
意見が異なっているかということです。——わたしたちは、ほかのことは望まぬにしても、せめてその点では、 
大衆よりもまさることを熱望していると言いたいでしょうからね——。そして、その大衆は大衆でまた、相互に 
どの点では意見が一致し、どの点では意見が異なっているかということをも、よく見るようにしましょう。 
クレイ ニアス いったい、わたしたちの間のどのような意見の相違を念頭において、そう言われるのですか。 
アテナイからの客人 それは、わたしの方で説明することにしましょう。正義一般についても、また正しい人 
間や正しい事柄、そして正しい行為についても、それらはすべて立派なものであることを、わたしたちはすべて 

、 T) 

認めているでしょう。したがって、正しい人たちは、よし肉体的には醜くても、その品性がきわめて正しいもの 
であるなら、まさにその点で、まったく立派な者であるというふうに断言する人がいるとしても、そのような言 
い方を調子外れであると考える者は、おそらく誰もいないでしょう。 

クレイニアスそれで正しいのではありませんか。 

アテナイからの客人 たぶん、そうでしょうね。しかし、わたしたちは、次の事実も見ておくことにしましょ 

う。-もし、正しさをそなえているものはすべて立派であるとすると、その「すべて」のなかには、わたした 

ちに対してなされることも含まれていて、それは、わたしたちが他のものに対して*'- r ' ことと、数の上ではほと 


1「正しいことはすべて立派な(美しい)ことである」といぅ命題は、『ゴルギアス』47 6 W のなかにも述べら tt ている。 
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( 1 ) 

んど等しいだけあるでしょう。 

クレイニアス それで、どうなるのですか。 

アテナイか-りの客人 わたしたちの Ti '- r ' ことは、もし正しいことなら、それが正しさを共有している だけの、 
ちょうど それだけの程度、立派 さを も分有しているでしょう。 

クレイニアス たしかに。 

アテナイからの客人 では、わたしたちに対して*'5'が«'ことも、それが正しさを共有するなら、ちょうどそ 
れだナの程度、立派なものになる、ということが同意されるなら、その議論は矛盾したものにならないでしょ 

、っ0 

クレイニアス そのとおりです。 

アテナイからの客人 だがもし、わたしたちに対してなされることが、正しくはあるけれども、見苦しいもの 
であることを認めるとすると、その場合には、「正しいこと」と「立派なこと」とは一致しないことになるでし 
ょう。正しいことがこの上なく見苦しいことであると言われたわけですから。 

クレイニアス どういう意味で、そんなことを言われるのですか。 

アテナイからの客人 .可も理解しにくい ことを 言っているのではありません。わたしたちが少し前に定めた法 
聿 {i 、 、， ま一 W われている ことに まったく矛盾した ことを 命じているように見えるからです。 

クレイニアス どのようなことに 矛盾しているのでしょう。 

アテナイからの客人 神殿荒しをする者や、立派に制定された法律に敵対する者は、死刑にするのが「正しい」 
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とわたしたちは規定したはずですね。そしてそのほかにも、これに類する罰則を、わたしたちはいろいろと定め 

るつもりでいたのですが、それは控えたのでした。というのも、一つには、そういった刑罰は、数の上でも、ま 

たその重さの上でも、限りなく複雑なものになることが分ったからですが、もう一つには、すべての刑罰のなか 

で、それらの刑罰こそ、最も正しいものではあるが、また最も見苦しいものでもあることが分ったからなのです。 

ところで、そうなると、「正しいこと」と「立派なこと」とは、ときにはすベて同じであるように見えたり、と 

(3) 

きには まったく 反対で あるよう に見えたりするのではないでしょうか。 

クレイニアス その恐れは あります ね。 

アテナイからの客人 ですから、大衆の間では、そういうわけで、「立派なこと」と「正しいこと」とがすっ 
かり切り離されてしまっていて、その種の事柄について、首尾一貫しない言い方がなされているわけです。 

クレイ11アス それはたしかに、 そう 見えますね。 

と考えられている。ところで、なすこととなされることと 
は対応するから、 犯罪者は 刑罰を科せられることによって、 
正しいことをされることになる。しかるに、すべて正しい 
ことは、 立派な (美しい)ことでもあるとすると、 犯罪者は 
立派な ことをされるはずである。しかし 現実には、犯罪者 
の受ける刑罰は、美しくないもの、見苦しいものとみなさ 
れている。したがって、「正しいこと」と 「立派な (美しい) 
こと」とは、必ずしも一致しないことになるわけである。 


1「なす」 (能動) と「なされる」 (受動) との 完全な対応、つ 
まり、「なすものがなすのと同じ内容のこと、また同じ性 
質のことを、なされるものの方はなされるのだ」といぅこ 
とが、同じく『ゴルギアス』のなかに (476 BiDj 、 先の 
命題につづいて述べられている。 

2 0054 E 参照。 

3 この 箇所の議論の趣旨は、念のために要約すれば、次の 
ょぅになる。 犯罪者に刑罰を科す ことは 一般に「正しい」 
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アテナイからの客人 では、 クレイ ニア ス 、わたしたちの考えの方は、まさにそういった事柄について、どの 
程度首尾一貫しているのか、その点を今度は調べて見ることにしましょう。 

クレイニアス どんな事柄について(£01)、どのような首尾一貫性のことでしょう。 

2) ‘、 

アテナイからの客人 これまでの話のなかで、わたしははっきり言っておいたように思うのですが、し力し 
前に言われていなかったのなら、今わたしはこんなふうに言っているものと受けとってください。 

クレイニアス どのようなことでしょう0 

アテナイからの客人 どんな点に関してであれ、悪しき人たちはすべて、不本意ながら悪しき者になっている 
の だ、ということで (1-3)。で、 もしそのとおりだと すれば、 そのこと につづいて、次の ことが 必ず言われる ことに 
なる でしょう。 

クレイニアス どんなことを言われるつもりですか。 

アテナイからの客人 こういう ことです。-不正な人は、たしかに悪しき入であるが、その悪しき人は、不 

本意ながら悪しき者になっているのです。ところで、自発的な行為が不本意になされるということは理屈に合い 
ません。だから、不正を不本意なものとみなす人にとっては、不正を行なっている者は不本意に不正を行なって 
、るのだ、 というら うに見えるでしょう。そしてわたしとしては、今もまたそのことを承認しなければなりませ 
し。というのは、ひとはだれも不本意ながら不正を行なうのだ、ということにわたしは賛成するからです。よし 
誰かが、議論に勝ちたいためとか、名誉心にかられて、「なるほど、不本意に不正を行なう者がいるとしても、 
しかし自発的に不正を行なう人間もたくさんいるのだ」というふうに主張するとしても、わたしの説は、さきほ 
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ど. vr ベたとおりであって、その男の主張にはくみしません。 

さてそれでは、わたしとしては、どのようにしてこのわたし自身の説を一貫させることができるでしょうか。 
クレィニアスにメギロス、いまあなた方お二人は、わたしに こう 尋ねておられるのだとしてみてください。 

「それはそのとおりだとして、さてそれなら、あなたは、このマグネシア人の国家のために法律を制定す る こ 
とで、どんな勧告をわたしたちにあたえようとしておられるのか。いったい、〔刑罰に関する〕法律を制定せ よと 
勧告しておられるのか、それとも、制定するなと勧告しておられるのか、 どちらだろう」 

「むろん、制定するようにと勧告しているのです」と、わたしは答えるでしょう。 

「それならあなたは、マグネシア人のために、故意によるのでない(不本意な)犯罪と、故意によるへ自発的な) 
犯罪とを区別しようとしておられるのだろうか。そしてわたしたちは、故意による過失や犯罪には、より重い刑 
861罰を科すべきであるが、そうでないものには、より軽い刑罰を科すべきだろうか。それとも、故意による犯罪と 
いうものはまったく存在しないと考えて、すべての犯罪に等しい刑罰を科すべきだろうか、どちらにしたものだ 
ろう」 

ソクラテスの基本的な教説の一つであったと思われるが、 
プラトンも終生この説を守りつづけた。そして、ブラ トン 

の刑罰観-刑罰は魂の病気(不正)の治療であるという考 

え方も、この命題を基礎にしているように思われる。 


1 86006 up 6 $ - n - oQ'v は Ttp 6 s ttotov と 読む f アストにょる )0 

2 V . 731 C , 734 B 参照。 

3 この命題は、プラトンの対話篇のなかにしばしば述べら 
れている(『ブロタゴラス』 345 D 〜 E 、 『ゴルギアス』509 
E 、 『国家』 K . 5009 C 、 『ティマィオス』 006 D 〜 E など )0 
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クレイニアス いや、あなた、たしかに、あなたのおっしゃるとおりです。では、その点については、 さき ほ 
ど言われた説を、わたしたちはどう用いたらよいでしょうか。 

アテナイからの客人 これはいい質問をしてくださいました。では、まず第一に、その説をこんなふうに用い 
ることにしましよう。 

クレイ II アス どんなふうにですか。 

六 

アテナイからの客人 わたしたちはつい今しがた、正しいことに関して、わたしたちの間には何かひじょうに 

( 1 ) 

大きな混乱と矛盾とがあるようだと言いましたが、それが適切な言い方であったことを、ここで思い出してみる 
ことにしましょう。そしてそのことを念頭においたうえで、もう一度わたしたち自身に向かって、次のように問 
いかけてみることにしましょう。 

「わたしたちはその問題についての困難を乗り切ってもいないし、また、犯罪には故意のものと故意でないも 
のとの二種類があって、それはすべての国家において、これまでに現われたどの立法者によっても区別され、そ 
してその区別にもとづいて立法も行なわれているのであるが、その二種類の犯罪が互いにどう異なっているかと 
いう こと も、わたしたちは明確に規定してはいないのである。それなのに、わたしたちによってさきほど語られ 
た説は、まるで神からの託宣ででもあるかのように、ただあれだけのことを言ったなら、もうそれで事は片づい 
たとしてしまうのだろうか。そしてその説が正しいものだという理由は何ひとつあたえないままで、異論を押し 


528 



法律(第九巻) 


D 


切って立法することになるのだろうか」 

L や、それはできないことです。わたしたちは法律を制定する前に、犯罪には 二種類のものが あるけれ ども、 
この k 者を区するものは、一般に麗されているものとはちがう という二と を、何ら かの 形で明らかに しなけ 
ればならない？す。それは、この二つの犯罪のそれぞれに対して 3 科せられる 場合に、誰でもがわたしたち 
の定める規定についてく t とができて、科せられた刑罰が適当な も® で— かどう かを、 何とか自分で判断で 
きるようにするためなのです。 

クレィ || アス それは 結構な お話であるように、わたしどもには思われます。というのも、次の二つのうちど 
ちらかを、わたしたちはしなければならぬわけですから。つまり、—はすべ て不本意なもの( I ではないも 
の)であるということを否定するか、それとも、そのような言い方が正しいことを明らかにするために、まず E 
罪 そのものをはっきり限定するか、そのどちらかをしなければならよ、ゥです。 

アテナィからの客人 それなら、その二つのうちの前者は、つまり、〔犯罪はすべて 不本意なものであるとい 
う〕先の説を否定す ることの 方は、 わたしは 真実そ のとおり で— と 考えて いる わけです から、わたしにはとう 

てい受け人れられなとなるでしょう。 - そんな二とをする Q は、人の世の法にも反するし、神の捉にも 

そむくことになるでしょう.,,ら 。他方しかし、犯罪が どういう 仕かたで二種類に 区別されるかという点に関 
しては、 もし両者 Q それぞれが、故意でない ものと 故意 Q も Q とで 区別され るのではなくて、何かほか®点によ 


1 00 59 Wsqq . 参照。 
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って区別されるのだとしたら、わたしたちはそのことを何とかして明らかにするように努めねばならな V わけで 
( 1 ) 

す。 

クレイ 11 アス まったくですとも、その問題については、わたしたちにはそれ以外の方法を考えることはでき 
ません。 

アテナイからの客、では、そのようにすることにしましょう。さあ、いいですか、共同生活や交際のな力で 
市民たちが相互に損害をあたえ合うことは、思うに、しばしば起こることであり、しかもそういった損害行為の 
なかには、故意のものも、故意でないものも数限りなくあるわけです。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人だが、そういった損害行為をすべて不正とみなして、そうすることでまた、損害行為の 
なかにふくまれる不正も二重のものになるのだと、つまり、ある不正は故意のものであるが、ある不正は故意で 
，よ(ものであると、——というのも、損害行為全体のなかには、故意でないものが、数の上でも大きさの上でも、 

故意のものに劣らずあるからですが-、そんなふうには考えないでほしいのです。いや、わたしがこれから述 

ベようとしていることは、何か意味のあることなのか、それとも、まったく無意味なことにすぎないのか、その 
点をよく検討してみてください。わたしとしては、クレイーーアスにメギロス、ひとが誰かに対して、その意志は 
2(のに、心ならずも何かの害をあたえた場合、その人は不正を働いているのだが、しかし、心ならずもそうし 
て、るのだというふうには言いませんし、また、それを故意でない犯罪と規定して、その線にそって立法するこ 
ともしな(でしょう。(な、そもそも、そのような損害行為を不正と規定するつもりもわたしにはまったくあり 
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ません。その損害が、誰かにとってより大きなものであろうと、より小さなものであろうと、その点にはかかわ 

りなくですね。そして、もしこのわたしの考えが受け入れられるなら、〔損害ではなしに〕利益をもたらした人で 

も、その利益が正しいものでなかった場合は、不正を働いているのだと言われる場合がしばしばあるでしょう。 

というのも、いいですか、ひとが誰かに何かをあたえるとしても、または反対に奪うとしても、そのような行為 

を無条件に「正しい」とか「不正である」とか言うべきではないからです。いな、ひとが正しい性格や品性にも 

とづいて、誰かに何かの利益なり損害なりをあたえているかどうか、その点を立法者は観察すべきであり、そし 

て不正と損害という、この二つのものを分けて見なければならないのです。そして損害を受けたものは、法律に 

( 2 ) 

よって可能なかぎり損害のなかった状態にしてやらねばならないし、また失われたものは回復してやり、誰かに 
よって倒されたものはもう一度立て直してやり、殺されたり傷つけられたりしたものは、無傷なものと取り代え 
てやらねばなりません。そして、それぞれの損害について、加害者と被害者の間が賠償によって和らげられたな 
ら、立法者は、法律によって両者の関係を不和の状態から親愛の状態へと変えるように、つねに努めるべきなの 
です。 

クレィニアスそこまでのところは、それで結構です。 

アテナイからの客人ではさらに、不正にもとづく損害や、また利得、——つまりそれは、ひとが不正行為を 


1 861 D 6 JKQ - T - SOV のあとの疑問符を n ンマに変え 、 TTOTS 2 862 B 6 c-y s - s は Q-TB A - SJ !- と読む(バッダムにょる)。 
のあとにもコンマを打つ(イングランドにょる0 
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して、他の誰かが利益を得るようにしてやった場合のことですが——、これらについては、そのうちで治療の見 
込みのある場合にかぎり、魂のうちに病気があるのだと考えて、治療してやるべきです。そして、不正に洵する 
わたしたちの治療は、次のような仕かたで行なわれるのだと言わなければなりません。 

クレィ1|アスどんな仕かたによるのですか。 

アテナィからの客人こんなふうにするのです。ひとが大きなことでも小さなことでも不正行為を犯したとき 
には、法律は、あたえた員害の賠償をさせたうえに、その人を教えたり強制したりしながら、二度と再びそのよ 
うなことを自らすすんでは敢えて行なわないようにさせるか、あるいは、そこまではいたらなくても、そうする 
ことが以前と比べてはるかに少なくなるようにさせるべきです。そのための手段としては、行動を用いてもよい 
し、言葉を用いてもよい。あるいは、快楽や苦痛、名誉や不名誉、罰金や褒賞を用いてもよいし、また総じて、 
不正を曾んで正義を愛するようにする、あるいは少なくとも正義を憎まないようにする何かの手だてがあるなら、 
そのものによってよい。とにかく、そうすることこそがまさに、最も立派な法律のなすべき仕事なのです。 

しかしながら、そういったやり方をもってしても治療不可能な状態にあると立法者が認める者がいるなら、そ 
の者たちに対しては、どんな裁きや罰則を科すことになるのでしょうか。すべてそのような者たちの場合には、 
これ 以上 生きつづけることは、当の本人自身にとっても より 善いことでないばかりか、彼らがこの世を去るなら、 
他の人たちを二重に益することにもなるだろうことを、立法者は知るでしょう。二重にというのは、他の者たち 
に対して不正行為をしてはならぬという見せしめになるとともに、国家からは悪人が取り除かれることにもなる 
からです。そして立法者は、そのことを知ったなら、そのような者たちについては、罪の懲らしめとして必ず死 
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( 1 ) 

刑を科す ことになるでしょう。 しかし、その他の場合にはけっして死刑を科すことはありません。 

クレイニアス あなたの言われたことは、ある意味で、たいへん適切であったように思われます。けれども、 
不正と損害の相違は何か、また「故意によるもの」と「故意によらないもの」とが、そういったことのなかにど 
のように 入り混じっているのか、そういった点をもっと明確に説明してくださるなら、わたしたちはよろこんで 
お話を聞きたいのですが。 

七 

アテナイからの客人 では、あなた方の要求にこたえて、その点を説明することに努めねばなりませんね。む 

ろんあなた方は、魂について少なくともこれだけのことは、お互いの話合いのなかで言ったり聞いたりしておら 

( 2 ) 

れるでしょう。つまり、魂には、生まれながらそなわっているものの一つとして、——それが状態であるか部分 
であるかはともかく——、「激情」(怒り)というものがあり、これは生来喧嘩早くて制御しにくいものであって、 
無分別な暴力によって多くのことを覆してしまうものだということです。 

クレイ||アス もちろん、聞いています。 

アテナイからの客人 さらにまた、わたしたちは「快楽」を激情から区別しています。そして快楽は、激情と 

1魂の病気(不正)が治療不可能な状態にまで達している 者 2『国家』 ( IV . 442 B 〜 C , 444 B など)においても、 魂(心) の 
は、死刑にするよりほかない という 考え方は、 V . 735 E , 種々な働きを区別するのに、「部分」 という 言い方が用 
XU . 942 A , 957 E 〜 958 A にみられる。 いられていた。 
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は反対の性質の力によって威力をふるいながら、欺瞄を伴った説得によって、それがなそうと望むことは何でも 
なしとげるのだとわたしたちは主張しています。 

クレイニアス 大いにそのとおりです。 

T テナイからの客人 そして第三に、犯罪の原因は「無知」であると言う者がいても、その人は嘘をついてい 

ることにはならないでしょう。だが立法者としては、この無知を二種類に分けるほうがよいでしょう。すなわち、 

それの「単純なもの」は、軽い犯罪の原因であると考え、他方、「二重になっているもの」の方は、 I つまりそ 

れは、ひとがたんに無知にとりつかれているだけでなしに、自分のまったく知らないことについて完全に知って 

( 2 ) 

いるつもりで、知恵があると思いこんでいることから生ずる愚かさのことですが——、この種の無知に、力と強 
さとが 伴うなら、そのような無知こそ、重大で凶悪な犯罪の原因とみなすのです。しかし、その種の無知に弱い 
力しか伴わない場合は、それによって生ずる犯罪は子供っぽいものであったり、老人が犯す程度のものにしかな 
らないでしょう。たしかに立法者は、これらも犯罪とみなし、そしてそれを犯す者は犯罪人として扱って、それ 
に対する罰則を定めはするけれども、しかしその罰則は、他のどれよりもゆるやかで、きわめて寛大なものにな 
るでしょう。 

クレイ||アスおっしゃることはもっともです。 

アテナイからの客人 さて、快楽や激情には、わたしたちのうちのある者は「勝つ」が、ある者は「負ける」 
というふうに、わたしたちのほとんど誰もが言っていますね。そして、事実そのとおりのことが起きているので 

^ 9-0 
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クレイニアスまったくです。 

アテナイからの客人しかし、無知については、わたしたちのうちのある者はそれに勝つが、ある者は負ける 
というふうに言われるのを、わたしたちはまだ聞いたことがありませんね。 

クレイニアスほんとうです。 

アテナイからの客人ところで、これら三つはどれも、ひとが自分の意志の望む方向へと向かって進んでいる 
ときに、同時にまた、それとは反対の方向へとその人を向かわせることがしばしばあると、そうわたしたちは言 
いますね。 

クレイ11アスたしかに、そういうことがしばしばあります。 

アテナイからの客人では、「正」と「不正」ということによって、わたしが何を言おうとしているかを、複雑 
な言い方をしないで、いまあなたにはっきり定義することにしましょう。激情(怒り)や恐怖、快楽や苦痛、嫉妬 

や欲望が魂のなかで独裁的に支配している状態、-それが実際に何らかの損害をもたらそうともたらすまいと 

——、すべてそのような状態を一般的に、わたしは「不正」と呼んでいるのです。 

(3) 

これに反して、最善は何かと考える分別、-国家や個人がその最善はどのようにしたら実現されると考える 


1 S 63 B 8 の語は削る(ビュアリにょる)。 は、滑稽なことですむけれども、力の強い人が持つなら、 
2 V . 732 A 〜 B 参照。なお、『ピレボス』 49 A 〜 C にも、 恐ろしくて憎むべきものになる、と言われている。 
この種の無知、つまり逆にいえば、「自分では賢いと思っ 3 864 A 2 TOOTi は TO 0 T 6 y ) と読む(ヘルマンにょる〇 
ている知恵」について、これは、力の弱い人が持つ場合に 
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にせよ I 、そのような 分別が魂のなかで勝利を占めて、その人の全体を秩序づけているなら、よしときに何ら 
かの 尚 一失を犯すことがあるとしても、 そのよう にしてなされる行為のすべてと、 そのような 分別の支配に服して 
いる各人の犬 M が、「正しい」のであり、そしてこれこそが、人間の生涯全体を通じて最も善きことなのだと言わ 
なけれ f なりません。もっとも、多くの人たちは、いま述べたような〔過失による〕損害行為を、「故意によるの 
でない不正行為」と考えるかも知れませんが。しかし、わたしたちはいま、名前について言い争っているのでは 
ないのです。犯罪を犯すことになる原因には三種類あることが明らかになったのですから、わたしたちは何より 
もまず、それら三種類のものをさらにしっかりと記憶のなかにとどめておくようにしなければなりません。さて、 
その三種類のうちの一つは、 t ですが、それをわたしたちは激情(怒り)や恐怖と呼んでいるわけです。 

クレイ IIT ス ええ、たしかに。 

アテナイからの客人 また、第二の種類は、快楽や欲望であり、第三の種類は、これらとは異なったものであ 

って、最善のことについての予測や真実の判断を失っていることです。ところで、この第三の種類そのものは二 

(3) 

度分けられて、それには三つのものがあったのですから、全部では五種類のものが生じたことに、いまのわたし 
たちの話ではなるわけです。そこで、この五種類の原因による犯行を二つに分けて、それぞれに異なった法律を 
定めなければなりません。 

クレイニアス ニつに分けるというのは、何と何にですか。 

アテナイからの客人 一つは、どの場合にも暴力を用いて公然と行なわれる犯行であり、もう一つは、秘密裡 
に詭計を用いて こっそりと 行なわれる犯行です。しかし時には、 それら 両方の仕かたで行なわれる犯行もありま 
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す。この種の犯行に対しては、法律もまたきわめて厳しいものになるでしょう、もしその法律が適切なものであ 
ろうとすればですね。 

クレィニアスそれは当然でしょう。 

八 

(4) 

アテナィからの客人ではつぎに、わたしたちの話が脇道にそれてここまで来た、その元の地点まで引き返し 
D て、法律制定の仕事をやりとげることにしましょう。ところで、わたしたちはすでに、神々のものを略奪する人 
たちや、国家を裏切る者たちについての法律を定めました。さらに、現存の国制を覆す意図で法律を破壊する人 
たちについての法律も定めました。じっさい、これらの犯罪のどれかを犯す者は、おそらく、狂気の状態にある 
ために、あるいは、病気とか、非常な高齢とか、子供に近い状態にあるかで、狂気の人と少しも変らない状態に 

3 つまり、「無知は」、まず、「単純なもの」と「二重にな 
っているもの」とに分けられ、つぎに、後者はさらに、「弱 
い力を伴うもの」と「力と強さとが伴うもの」とに分けら 
れた。このようにして、「無知」は三種類に区別されたの 
であるが、これに前の二つのものを加えると、犯罪の原因 
は全部で五種類になるわけである。 

4 S 57 B 参照。 


1ここで犯罪の原因(動機)の第一の種類のものが、「苦痛」 
と言われていることには、多少の抵抗をおぼえるけれども、 
しかしここでは普通一般の意味での苦痛のことが言われて 
いるのではなく、つぎに述べられているように、「激情」 

や「怒り」に伴う限定された意味での苦痛のことであろう0 
そしてこのような意味での苦痛を快楽と対立させている例 
は、『ピレボス』 (40 D 〜 E ) にも見られる。 

2 864 w 7 rr)s - e -60 -ls は^ Eqls と読む(グル — による〇 
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あるために、そんな犯罪を犯すのでしょう。 

もし、こういった事情のどれかが、犯人なり犯人の弁護人の申し立てにもとづいて、それぞれの事件に関して 
選出された裁判官たちに明白となり、そしてその犯人はそのような心身の状態にあって違法の行為をしたのであ 
ると裁定された場合には、彼は、■あたえた損害に相当するだけの額を必ず弁償すべきであるけれども、その他の 
刑罰は免除されるものとしよう。 

ただし、誰かを殺して、その手が殺人の汚れから浄められていない場合は、別である。その場合には、彼は他 
の国のどこかの土地に移って、そこで一年間の追放生活を送らねばならない。 

もし彼が、法の定めた期間より前に帰国したなら、あるいは、自国の領土内のどこにでも足を踏み入れた場合 
は、護法官たちによって二年間国の獄舎につながれ、その期間が過ぎた後に獄から釈放されるべきである。 

さて、殺人の話を始めたのですから、あらゆる種類の殺人についての法律を、制定し終えるように努力してみ 
ましょう。そしてまず最初に、暴力によってではあるが、故意によるのではない殺人を取りあげることにしまし 
よう0 

( A )(1) ひとがつぎに述べる場合のどれかにおいて、故意にではなしに、誰か仲間の者を殺したとする。すな 
わち、 

(ィ)競技中や公共の試合において。 —— その場合、相手が即死したか、後になってそのときの殴打がもとで 

死んだかは問わない。 
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(口)戦争において。 

(ハ)軍事訓練をしているときに。-それは、武具をつけないで訓練しているときであっても、あるいは、 

実戦をまねて何かの武具をつけて訓練しているときであっても、いずれでもかまわない。 

以上の場合には、その殺害者は、これらの件に関してデルボィ〔の神〕から授けられた锭に従って浄められるな 
ら、それでもって汚れなき者(無罪)とみなされることにする。 

(二)また、医者に関してはすべて、治療中の患者を故意にではなしに死亡させた場合は、法律にもとづいて 
汚れなき者(無罪)とみなされることにする。 

(2) ひとが誰か他の者を自分で手を下して殺したのであるが、しかしそれが故意に よる ものでなかった場合は、 

-すなわち、自分の素手によって殺したのであろうと、あるいは、道具や投げ槍を使うなり、飲み もの や食べ 

ものをあたえるなり、火や寒気を利用するなり、空気を奪うなりして殺したのであろうと、また、それらの こと 
を自分の身体を使って自分で行なった場合だけでなく、他人の身体を使って行なった場合であっても、これらの 
場合にはすべて、その行為は、その人が自分で手を下して行なったものとみなして——、以下に述べるような刑 
罰を受けるべきものとする。すなわち、 

(ィ)殺されたのが、〔他人の〕奴隸である場合は、自分の奴隸が殺された のと 同じように考えて、殺された奴 
隸の主人に対して損害や損失のないように弁償しなければならない。 

もしその弁償をしないなら、殺された奴隸の価格の二倍の額の罰金を科せられるべきである。 I 奴隸の価 
格の評価は、担当の裁判官たちが下すものとする。-またその者は、試合において相手を殺した人たちの場 
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ID 合よりも、より大がかりで、より多くの浄めを受けなければならない。そしてこの浄めは、神が任命された神 
(?) 

事解釈者たちの指導のもとに行なわれるものとする。 

(口)また、殺されたのが、自分の奴隸であった場合は、法律にもとづいて自分を浄めたなら、殺人の汚れは 
払われたものとする。 

(ハ)また、もし誰かが故意にではなしに自由民を殺した場合は、奴隸を殺した者の場合と同様の浄めを受け 
なければならないが、その際、古い話の一つで、昔から語りつがれている次のような話を、軽視しないように 
させるべきである。すなわち、それは、 

自由な誇り高い精神をもって一生を送ってきた者が、暴力によって殺された場合には、その当座しばらくの間 
E は、彼は殺害者に対して激しい怒りに燃えるとともに、同時にまた彼自身、暴力的な仕打ちを受けたことで恐れ 
と傲えに充たされているから、自分の殺害者が、自分が慣れ親しんでよく行きつけていた場所に出入りするのを 
目にすると、おびえて しまう のである。そこで、自分自身が心を乱して動揺するだけでなく、殺害者の心のなか 
にある〔人を殺したという〕記憶を味方にして、能うかぎりの力をもって、その殺害者自身をも、またその人の行 
為をも動揺させるのである、という話なのです。だから、それゆえ、 

自由民を殺したその殺害者は、すべての季節が一巡するまる一年の間、被害者の前から遠のき、国土全体のな 
かで、被害者が行きつけていたどの場所からも立ち去らねばならない。 

866 CC また、殺された者が外国人なら、いま述べたのと同じ期間、その外国人の国土からも遠ざかるべきであ 
る0 
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さて、犯人がこれらの規定にすすんで従っている場合には、殺された者の最近親者は、その規定が完全に実行 
されているのを見届けたうえで、犯人を許してやるべきであるし、また犯人と和解するなら、それが何にもまし 
て適切なことになるでしょう。 

(3) だがもし、犯人がその規定に従わないで、まず第一には、人殺しの汚れから浄められない ままで 敢えて 神 
域に足を踏み入れたり、犠牲を捧げたりするなら、さらにまた、先に述べられた期間一杯を故国から離れて暮ら 
そうとしないなら、その場合には、殺された者の最近親者は、殺した者を殺人の罪で告訴すべきである。そして 
有罪となった場合は、その者が受けるべき罰はすべて、先に述べられたものの二倍にしなければならない。 

(4) だがもし、最近親者がその件を告訴しなかった場合は、被害者は自分の被害の償いを求めているのだから、 
殺人の汚れはその近親者に移っているものとみなして、誰でも欲する者が、その近親者を告訴し、法律にもとづ 
いて五年間祖国から立ち去らせるようにしなければならない。 

(5) また外国人が、その国に住んでいる外国人を故意にではなしに殺した場合は、誰でも欲する者が、前項と 
同じ規定にもとづいて告訴すべきである。そしてその殺害者が在留外人である場合は、一年間の国外追放にされ 
るし、また、まったくの外国人である場合は、 I 殺された者が外国人、在留外人、市民のいずれであろうと —— 、 
浄めを受けたうえで、この法律が施行されている国から一生涯遠ざからねばならない。 

(6) もしその者が、法律を無視して入国した場合は、護法官たちは、その者を死刑によって罰することにし、 


1 VI . 759 C 参照。 


541 



867 


E 


( 866 ) 


そしてその者が何らかの財産を持っているなら、殺された者の最近親者にその財産をあたえるものとする。 

Q だが、その者の入国が本人 S に反して行なわれた場合は、すなわち、もしそれが海上で難破し'^国へ押し戻 
されたのであ1丈、海辺にとどまって足を水で濡らしながら、次の船を待たせることにし、また、陸路を何者か 
によって無理やりに連れこまれたのであれば、この国の役人のなかでその者を最初に発見した者が、彼を解放し 
てやり、害を加えることなく、国境の外へ送り出すべきである。 

ところで、誰かが自分で手を下して自由民を殺したのであるが、しかしそれが激情(怒り)にかられて行なわれ 
たものである場合は、このような犯行は、まず、二種類に分けて扱わねばなりません。というのも、激情にから 
れて殺人を犯す人たちのなかには、突発的に、しかも殺そうという考えはなかったのに、殴るとか何かそのよう 
な行為によって、その時の衝動のままに誰かをその場ですぐ殺してしまい、そして事が終ったあとでは直ちに後 
悔する、というような人たちがいるとともに、他方ではまた、誰かから侮蔑的な言葉や行動によって辱しめられ 
たために、その復饕をしようとして、後日、計画的にその者を殺し、しかもその行為に対しては後悔しない、と 
、うような人たちもいるからです。そこで、思うに、これらの殺人は二種類に分けられるべきであり、そしてそ 
の両方ともが激胄こかられてのものだとしてよいでしょうが、しかしこれら両者は、故意の殺人と故意でない殺 
、との中間に位するものだと言えば、いちばん正しいことになるでしょう。とはいってもしかし、それら両者の 
そ^ぞれは、故意の殺人と故意でない殺人とに似ているのです。つまり、激情を胸のなかにとどめておいて、そ 
の場ですぐさま突発的な行動に出るのではなく、後日、計画的に復饕する者の方は、故意に人を殺す者に似てい 
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るし、他方、怒りを抑えることができないで、計画的にではなしに、その場で直ちに怒りに身をまかせて殺す者 
の方は、故意にではなしに人を殺す者に似ているわけです。もっとも、この後者の方だって、完全に故意のない 
者ではなくて、それに似ているだけにすぎないのですが。 

そういうわけで、激情にかられて行なわれる殺人を、法律を定める上で、故意のものとすべきか、あるいは、 
故意ではないものの一種として扱うべきか、その点をはっきり限定することはむずかしいのです。しかし、いち 
ばんよい方法で、また実情にもいちばん即している方法は、激情にかられて行なわれる殺人の両者を、〔それぞれ 
故意のものと故意でないも.のとに〕たんに似ているだけのものとしておいて、計画的なものか、計画的ではない 
ものかという点で両者を分けることです。そして、計画的であり、かつ■怒りにかられて人を殺した者には、より 
厳しい刑罰を科し、他方、計画的ではなしに、突発的に殺した者には、より柽い刑罰を科すように定めるのです。 
というのは、より大きな悪に似ているものは、より重く、より小さな悪に似ているものは、より軽く罰せられる 
べきだからです。そこで、わたしたちの法律もそのようにしなければなりません。 

クレィニアスたしかに、そうすべきです。 

九 

アテナィからの客人それでは、もう一度法律制定の仕事にもどって、次のように言うことにしましょう。 

( B )(1) 誰かが自分- e 手を下して自由民を殺し、しかもそれは何らかの怒りにもとづいてなされたのであるが、 
計画的なものでなかった場合には、その者は、他の点では、激情にかられてではなしに〔自由民を〕殺した者が受 
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けるのにふさわしかった前と、同じ fu 1 を受けるべきである。ただし、追放期間は必ず二年間として、彼自身の激 
情が懲らしめられる ようにし なければならない。 

(2) 他方、 激情(怒り)にかられてではあるが、しかし計画的に殺した者の方は、他の点では、前の場合と同じ 
«3を受けるべきであるが、先の者が二年間の追放であったのに対して、この場合は、三年間の追放に処せられる 
べきで ある。怒りが大きいだけに、より長期間の処罰を科せられるわけである。 

そして、これらの者の〔追放からの〕帰国については、次のように定めることにしましょう。 ただし、この 
点についての立法に正確を期するのはむずかしいことです。というのは、法律の上からみて、より危険だとされ 
て(る 犯 A の 方が、よりおとなしい者であったり、よりおとなしいとされている犯人の方が、より危険な者であ 
ったりすることがありますし、また、そのよりおとなしい人の方が、より残酷な仕かたで人殺しをするのに対し 
て、 より危険だとされている方は、よりおだやかな仕かたで行なうということもあるからです。しかし、だいた 
いにおいては、さきほど述べたような仕かたで、殺人は行なわれるわけです。したがって、そういった点につい 
てはすべて、護法官たちがよく調べて裁定を下すべきであるとしておきましょう 。I 

さて、 先にあげた両者それぞれにとって、追放の期間が過ぎた場合は、護法官たちは自分たちのなかから一二 
名の者を、裁判官として国土の境界のところへ派遣しなければならない。つまりこの一二名の者は、その期間中 
に 皮ら の行状を なおよく 調べておいて、彼らの赦免と国内への受け入れとに関する裁判官にもなるわけである。 
他方、追放者たちの方は、これらの役人たちの裁決に従わねばならない。 

r 3) しかし、先の両者のどちらであれ、帰国した後に、激情に負けてふたたび同じ犯罪を犯したなら、追放処 
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分にされて、今後はもはや»国は許されないものとする。 

もし帰国したなら、〔追放になった〕外国人が入国した場合と同じ処罰を受けなければならな (WO 

(4) また、〔怒りにかられて〕自分の奴隸を殺した者は、浄めを行なわねばならないし、他人の奴隸を怒りにか 
られて殺した者は、その所有主に対して、損害額の二倍を支払わねばならない。 

(5) なお、すべてこの種の殺人を犯した者のうちで、法律に従わずに、浄められないままで歩き廻って、市場 
や競技場やその他神聖な場所を汚す者に対しては、誰でも欲する者が、その当の犯人だけでなく、殺された者の 
近親者のうちで犯人のそのような振舞いを黙認している者をも告訴して、罰金もその他の賦課へ於も、二倍の額を 
支払わせたり、取り立てたりしなければならない。そしてその支払われた罰金は、告訴した者自身が自分のもの 
として持ち去ることを法律は許すものとする。 

(6) また、誰か奴隸が、怒りにかられて自分の主人を殺した場合は、殺された者の近親者たちは、その奴隸を 
好きなように扱ってよいし、そうしても罪にはならない ものと する。ただし、どんなにしてでも絶対に生かして 
おいてはならない。 \ 

しかし、誰か奴隸が、自分の主人ではない自由民を怒りにかられて殺した場合は、その奴隸の持主は、殺され 
た者の近親者たちにその奴隸を引き渡すべきであり、そして近親者たちは、その奴隸を必ず死刑にしなければな 

1■つまり、その罰は、浄 めを 受けるほかに、一年間の追放 3 浄めの儀式にかかる費用の ことであろう。 浄めは犯人自 
であった。前章 (2) の(ハ)の規定 (865 D ~ E ) 参照。 身と、犯人が汚した場所とについて、二度行なわれるから、 
2つまり、死刑である。前$ (6) の規定 (866 C ) 参照。 费用も二倍になるわけである。 


545 



E 


D 


( 868 ) 


らないが、その方法は内分たちの好きなようにしてよい。 

(7) また、稀にではあるが、起こることとして、父親や母親が怒りにかられて、息子や娘を殴るなり何かの暴 
力をふるうなりして殺した場合は、殺した者は、他の殺害者の場合と同じ浄めを受けて、三年間追放されるもの 
とする。 

そしてその者たちは、追放から帰ってきても、妻が犯人だったのなら、夫から離され、夫が犯人だったのなら、 
妻から離されて、もはや一緒になって子供をつくることは許されないし、また、自分がその子供や兄弟を奪った 
人たちと〔一つ家に住んで〕竈を共にしたり、祭事に加わったりすることも許されない。 

(8) もし、これらの点に関して法に従わないで不敬なことをなす者は、誰でも欲する人によって、不敬罪のか 
どで訴えられるべきである。 

(9) 夫が妻にしている女を怒りにかられて殺した場合、あるいは、妻が自分の夫を同じように怒りにかられて 
殺した場合は、彼らは同様の浄めを受けて、一一一年間の追放生活を送るものとする。 

そして、そのような罪を犯した者は、帰国しても、自分の子供たちと一緒に祭事を行なったり、食事を共にし 
たりすることは許されない。 

(10) なお、親でも子供でも、この規定に従わない者がいるなら、この場合もまた、誰でも欲する人によって、 
不敬罪のかどで訴えられるべきである。 

(11) さらに、兄弟がその兄弟や姉妹を、あるいは姉妹がその兄弟や姉妹を激情にかられて殺した場合は、親や 
子供の場合について言われたのと■同じ浄めと追放とが、この人たちの場合にも適用されるべきだと言っておくこ 
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とにしよう。すなわち、その者は、自分がその兄^ を 奪ったところの他の兄弟たち とも、また その子 供を 齋った 
両親とも、二つ家に住んで〕竈を共にしたり、祭事を行なった りすることは 許されない。 

I ( U ) もしこの規定に従わない者がいるなら、こういった事柄に関してすでに述べら&不敬罪の 規定が、当然 
かつ正当に、その者に適用されるだろう。 

(13) また、 誰かが生みの親に対して怒りを押えきれなくなり、怒りに狂って親の一人を敢えて设 したとしても、 
殺された者が死ぬ前に殺害者の罪を自分からすすんで赦していた場合は、故意にではなしに殺人を行なった 者た 
ちが受けるのと同じ浄めを受けたり、その他にもなすべき ことを すべてなしたな(^2)、その後は汚れなき者(無罪) 
とみなされてよい。 

B しかし、 その 赦 しがなかった場合は、このような犯罪を行なった者には、数多くの法律が適用されるべきであ 
る。すなわちその者は、暴行のかどで極刑に処せられる だろう し、同様にまた不敬罪 や 神殿荒しの かどで も 極刑 
に処せられるだろう、 神殿荒しのかどでというのは、彼は、神殿にも比すべき親の身体から生命を掠奪した 
からで ある I 。したがって、もし同一の人間が何度でも死ぬ ことが 可能なものなら、父親殺しでも母親殺しで 
も、激情にかられてそのような ことを した者は、何度でも死刑になるのがいちばん正しいで あろう。 というのも、 
A # c 子供だけには、よし親の手によって殺されようとしていて、自分の身を守るためであっても、自分を この 世に送 
制 

律 ____ I 

法 1前述 (8) および(10)の規定を指すと思われる。 

2 後述( 16 )の規定 ( O 0 69E) からみて、一年間の追放になる こと- C あろう。 
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り出してくれた父親なり母親なりを殺すことは、どの法律もこれを許しはしないだろうからである。いや、そん 
なことをするぐらいなら、ありとあらゆることを耐え忍ばねばならぬと、法律は規定するだろう。だとすれば、 
そのような犯罪を犯した者は、他にどのような仕かたで罰せられるなら、法律上妥当ということになるだろうか。 
だから、激情にかられて父親なり母親なりを殺した者には、その刑罰は死刑ということにしておこう。 

(14) 兄弟がその兄弟を、内乱の戦いのなかでか、あるいは何かそれに類する状況のなかで、相手が先に攻撃を 
しかけてきたので自己防衛のために殺した場合は、敵を殺した場合と同じように扱って、汚れなき者(無罪)とみ 
なされてよい。 

また、市民が市民を、あるいは外国人が外国人を同様な事情で殺しても、汚れなき者とする。 

さらに、市民が外国人を、あるいは外国人が市民を自己防衛のために殺した場合も、同様に汚れなき者である 
ということにしよう。そしてそのことは、奴隸が奴隸を殺した場合も同様である。 

(15 ) しかし奴隸が、よし自己防衛のためであっても、自由民を殺した場合は、父親を殺した者の場合と同じ法 

( 1 ) 

律が適用されねばならない。 

( 2 ) 

( 16 ) なお、〔父親殺しの殺人に関して〕父親よりの罪の赦しについて言われたことは、この種の犯罪のすべての 
赦しについても、同じようにあてはまるものとしよう。つまり、誰であれ、自分からすすんで誰かに対してその 
犯行を赦してやるなら、その殺人は故意にではなしに行なわれたものとみなして、法律にもとづいて犯人には浄 
めがほどこされ、そして一年間の国外追放に処せられるのでよい。 
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さて以上によって、暴力に よる 殺人で、故意に よるのではなしに、 激情に もとづいて行なわれるものに関して 

は、 充分に述べられたことにしておきましょぅ。ではつぎに、殺人のなかでも ■&'*' か 4 か、つまり、まったくの 

不正にもとづいて行なわれるもの、そして計画によるもの)、——これは决楽や欲望や嫉妬こ荨けることこよって 
(4) 

起こるものなのですが 、そぅいった 殺人に関する規則を、以上のことにつづいて、わたしたちは語らねばな 
りません。 

クレィ||アスおっしゃるとおりです。 

I 〇 

T テナィからの客人 では、 まず 最初に、 この種の 殺人の原因と なるものがどれだけあるかを、わたしたちは 
もう 一度、 言えるだけ言ってみることにしましょう。さて、そのなかでも最大のものは、貪欲にから^て荒々し 
い 状態に なっている魂を支配している欲望です。そしてこの欲望は、多くの人たちにとって最も大きな、また最 
も 強い 憧れの 的に なっているものに対して、とくに向けられているのです。つまりそれは、 金銭の ことですが、 
この 金銭が、 生まれながらの卑しい 性質と間違った教育に よる 無 教養のために、それを飽くこと もな く 際限 もな 


1つまり、死刑である。前述(13)の規定の後半参照。 4 00£E で、「不正」とは、「激情(怒り)や恐怖、快楽や苦 
2前述 ( U ) の規定の初めを参照。 痛、嫉妬や欲望が魂のなかで独栽的に支配している状態 1— _ 
3 002E7 < J?; > frl»TTl*n3oc ^ s と^の語を插入する(シユタルパ と定義さ^ていた。 

ゥムの提案にょる)。 
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しに獲得しようという数限りない欲求を、人びとのなかに生みつける力をもっているのです。そしてこの無教養 

の原因は、ギリシア人の間でも異民族の間でも、富が不当に称賛されて語られているという習わしのせいなので 

す。というのも、富は、もろもろの善きもののなかで第三の地位を占めるものにすぎないのに、彼らはそれを第 

一の地位において、自分たちだけでなく、後の世代の者たちをも害しているからです。実際、富については、真 

実のことが語られるのが、どの国においても、何よりも善きこと、何よりも立派なことなのです。つまり、富は 

身体のためにあり、身体は魂のためにあるのだと語られることがですね。したがって、富は、それらの善きもの 

のために本来存在しているのであるから、魂のよさや身体のよさについで、第三の善であるということになるで 
( 1 ) 

しょう0 

かくて、以上の論は、幸福になろうとする者なら、たんに金持になることを求めるべきではなくて、正義と節 

度にかなう仕かたで金持になることを求めるべきだということを、教えてくれるものとなるでしょう。そしてこ 

の教えのとおりになれば、殺人(犯人の死刑)によって浄められることが必要であるような殺人は、国内には起こ 

( 2 ) 

らなくなるでしょう。しかし現実には、わたしたちがこの問題を取り上げた初めにも言いましたように、この富 
への欲求ということが一つの、いや、最大の原因となって、故意の殺人という最も重大な犯罪をひきおこさせる 
のです。 

しかし第二の原因は、名誉欲にかられた魂の状態です。これが嫉妬心を生むわけですが、この嫉妬心こそ、何 
よりもまず、その気持を抱いている当のその人にとって厄介な同居人であるし、また国内の最もすぐれた人たち 
にとっても、厄介なものなのです。 
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そして第三の原因は、臆病や不正にもとづく恐怖心であって、これが事実多くの殺人を犯させてきたのです。 
たとえばその恐怖心は、ひとが何かを行なっているか、あるいはすでに行なってしまっていて、そのことを誰に 
も知られたくないと望んでいる場合に、起こるものなのです。だから、その秘密を暴露しそうな者がいるなら、 
もしほかに何とも方法がない場合には、殺すことによってその者を消してしまうことになるわけです。 

さて、以上のことは、この種の犯罪すベてについての「序文」として語られたことにしておきましょう。そし 
てそれに加えてなお、もう一つこういう話もしておきましょう。それは、秘儀の際に、その方面の事柄に真剣に 
なっている人たちの口から、多くの人たちが耳にして、固く信じている話なのですが、その内容はこういうこと 
です。 

このような犯罪に対する応報は、あの世(ハデス)においてなされるし、そして再びこの地上に帰ってきたとき 
には、必ずや0然の捉による -W を受けなければならない。つまり、被害者に対して行なったのと同じ目に自分も 
あわされながら、他人の手にかかって同じような運命のもとでこの世を終るにちがいない、というのです。 

さて、もしひとがこの序曲(法の序文)だけを聞いてこれに従い、そのような罰を真底から恐れているなら、そ 
871の者には、その序曲につづく本曲(法の本文)を歌って聞かせる必要はありませんが、従わない者に対しては、次 
のような法律を文書の形で述べることにしましょう。 


1日. 697 B , V . 743 E 参照。ただし、1 . 631 C では、別の ていた。 

ものとの比較で、富は人間的な善のぅちで第四位におかれ 2 本草の冒頭 (870 A ) 参照。 
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( c )( 1 ) 計画的に、かつ〔魂の〕不正にもとづいて、仲間の市民の誰かを自分で手を下して殺した者は、まず第 
一に、人びとが日常出入りする場所から閉め出され、神域、市場、港、その他公共の集会場のどこをも汚しては 
ならない。二れは、市民 S 4 がその犯人にその旨の奮を発しているか否かには関係ない。というのも、法が 
そのことを警告しているからであり、そして法は明らかに国家全体のためにそのことをつねに警告しているし、 
将来も警告しつづけるであろうから。 

そしてもし、殺された者の近親者で、父方においても母方においても、従兄弟までの範囲内にある者が、その 
犯人を告訴すべきであるのに告訴しなかったり、あるいは、公の場所に出入りが禁じられている旨を警告しなか 
ったり す1*±、その者は、まず第一に、殺人の汚れを自分自身がかぶるとともに、神々の憎しみをも受けること 
になるだろう、—神々の憎しみをも受けるというのは、法律のなかにふくまれている呪いの言葉が、不吉な前 
兆をも告げているからである——。そして第二には、殺された者のために復«したいと望むどの人によってでも、 
その者は告発されてよいことにする。 

他 IT ►、〔近親者で〕犯入を告訴して罰しようと思う者は、告訴の前にまず汚れに染まらないための祓い浄めと力、 
そ〇也神がこのような場合に遵守すべきこととして命じておられるかぎりのことを忠実に守り、それらのことを 
すべてなし疼えて、そして犯人には公の場所に出入りを禁ずる旨の警告を発してから、その上で告訴に出かけて 
1 1 き、その犯人に法律による処罰を受けさせるようにしなければならない。 
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ところで、これらのことは、 H 内に殺人が起こらないようにと配處しておられる神々に対して、一定の祈願や 

犠牲を捧げてから行なわれるべきであると布吿するのは、立法者にとっては容易なことです。しかしその神々と 

は、どの神々のことであるのか、また、このような訴訟を法廷に持ち出す手続きとしては、どうするのが神意に 

最もかなうことになるのか、という点については、護法官たちが、神事解釈者や占い師や神(デルボィの神託)の 

協力をえて、規則を定めるべきであり、そしてその規則に従って、これらの訴訟を法廷に持ち出さねばなりませ 

( 1 ) 

ん。なお、これらの事件の栽判官には、神殿荒しをした者たちに対して判決を下す権限をあたえられた人たちと 
同じ人たちがなるものとしましよう。 

(2) さて、その犯人が有罪と決まったなら、死刑に処せられるべきであり、また被 S 者の国土に埋葬されても 
ならない。——そうすることは不敬なことになるうえに、そのような犯人には情状酌量の余地がないことを示す 
ためである。 

( 3 ) また、その犯人が逃亡して、裁判を受けようとしないなら、永久の追放に処すべきである。 

( 2 ) 

そして、これらの永久追放になっている者たちのうちの誰かが、殺された者の国土のなかへ足を踏み入れた場 
合は、被害者の身内の者でも、あるいは市民でも、最初に見つけた人が、その者を殺しても罪にはならないし、 
あるいはその者を縛って、この判決を下した法廷の役人たちに引き渡して死刑にしてもらってもよい。 

?) ところで、〔一般に殺人罪の件で〕告訴しようとする者は、告訴と同時に、被告から保証人を要求すべきで 


1 855 C 〜 D 参照。 2 871 D 7 Trou T 8> v は TO 0 TSV と読む(コルナリウスにょる) 0 
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あるし、被告の方はこれを出さなければならないが、その保証人は、これらの祺件を扱う法廷が信用がおけると 

(1) _ 

判断した者でなければならない。つまり、「三人の信用のおける保証人が被告の出廷を保証する」べきである 
もし被告が、これらの保証人を出そうとしなかったり、あるいは出すことができない場合は、当局者は、被告を 
捕えて拘禁し、これを看視しながら、裁判の審理のときに出廷させなければならない。 

(5) また、誰かが、自分で手を下して殺したのではないが、ほかの人間に人殺しをやらせるように計画して、 
そしてそのような意図と計画によって人を殺したのちに、——その殺人の責任はその人自身にあるし、またその 

人の魂は殺人の汚れから浄められていないのに-、国内に居住しつづけているとすれば、その者に対しても、 

告訴の手続きは、保証人を出さなくてもよいという点を除けば、先に述べたのと同じやり方で行なわれるべきで 

(3) 

ある。そして、その者が有罪と決まった場合は、国内に埋葬されることは許されるけれども、その他の点では 
先に述べた〔自分で手を下して故意に人を殺した〕者の場合と同様な処置が、その者についても取られねばならな 

r 〇 
I 

(6) なお、外国人が外国人に対して、また市民と外国人とが相互に対して、さらに奴隸が奴隸に対して、殺人 
のかどで告訴する際にも、それが自分で手を下した殺人であろうと、あるいは自分はただ計画しただけで〔他人 
に実 I ■了させた〕殺人であろうと、その両方の場合とも、いま述べたのと同じ規定が適用されるべきである。ただ 
し、保証人の件は別である。保証人については、自分で手を下して殺人を行なった者は、それを出すように要求 
されると言われたのである(财、それと同様に、この人たち(外国人や奴隸)に対しても、殺人のかどで告訴しよう 

(5) 

とする者は、その告訴と同時に、保証人を出すように要求しなければならない。 
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(7) また、奴隸が自由民を故意に殺して、——自分でそれを実行したのであろうと、自分は計画だけして〔実 
行は他人の手を借りたの〕であろうと——、そして栽判で有罪となった場合は、国家の公共の処刑人が、その犯 

C 人を被害者の墓地の方へ連れて行き、墓の見えるところで、告訴して勝訴した者が命ずるだけの鞭をその者に in 
えるべきである。そしてその殺人犯が鞭打たれたあともなお生きている場合は、死刑にしなければならない。 

(8) また、何の罪もない奴隸を、もしかして自分の醜悪な所業を暴露するのではないかとい う 恐れ や、 その他 
何かこれに類する理由で殺した者は、ちょうど市民を殺した場合には殺人罪で栽判にかけられたように、 このよ 
うな事情で奴隸が死んだ場合にも、同じく殺人罪で裁判にかけられるべきである。 

I 二 

さてしかし、それについては法を定めるのさえ恐ろしいことであり、けっして好ましい仕事ではな(のですが、 
D かといって法を定めないわけにはいかないような、そういった殺人が起こることがあります。わたしが 言おうと 
しているのは、自分で実行するにせよ、自分は計画だけして〔実行は他人にやらせる〕にせよ、故意に、 かつまっ 

1 アテナイの法律の条文がそのまま引用されているものと 4 上述 (4) の規定。 

推測されている。 5 S72B2I3 erp —一のあとのコンマを削り、また t 6 vsm-Trpo- 

2 0072A1 Tis aAAOSrn« T - s ' -s は Tis 6:AA-srn» T -s'-s と読む (イン p yopsc' OVTp の S! も削る (イングランドによる) 〇 ,よ お、こ 
グランドによる)。 この文意は、被告が市民でなく、外；一人や奴隸である場合 
3 魂は清浄ではないが、自分で乎を下していないがゆえに、 は、自分が手を下したのでなく、計画しただけの殺 A であ 
身体は清浄.であると考えられるからであろうか。 っても、保証人の提出が要求 さ ^ると、， うこと。 
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叫たくの不正な状態にもとづいてなされた、親族殺人のことです。この種の殺人は、多くの場合、政治が悪く教育 
にも 欠陥のある国家において起こるものですが、しかしときには、よもや起こることはあるまいと思われている 
ような 国においても、その種の殺人のあるものは起こることがあります。で、そのような殺人が起きた場合は、 
わたしたちとしては、少し前(¢11)述べた話をここでもう一度繰り返さなければなりません。もしひとがわたしたち 
の話を聞いて、その結果、このまったく不敬虔きわまる殺人からいっそう遠ざかる者に、自分からすすんでなっ 

E てくれるのでしたらね。というのも、こういった物語ないしは説話が - あるいはそれを何と呼ぶべきであるに 

せよ——昔の神官たちの口を通して、はっきりと語られているからです。 

同族の者を i めて血を流した者に復簪せんと看視しておられる正義の女神は、さきほどから言われているよう 
な法を用いて、何かそのような犯罪を行なった者に対しては、自分が行なったのと同じ目に必ずあわねばならぬ 
ように、定めておられるのである。だから、もし誰かが父親を殺したのなら、その者はいつかあとで、子供たち 
の UL こかかって、父親と IH 1 じ非道な最後をとげざるをえないのである。また、母親を殺したのなら、その者は， 
〔次の- 1 H - 一では〕必ず女の性をもって生まれることになり、そして生まれてからは、やがてあとで、自分の産んだ子 
供たちの手にかかって世を去ることになるのだ。というのも、親子に共通な血が汚された場合には、それ以外に 
873'^ める方法はないからである。つまり、そのような所業をしでかした魂は、似たものには似たものをで、殺人に 
は®人を賞ハとして支払い、そうすることで親族全体の怒りをなだめて鎮めないうちは、その汚れは洗い落され 
ようとはしないからである。 

さて、そうだとすると、ひとは神々から下されるそのような報復を恐れて、この種の殺人は思いとどまるよう 
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にしなければならないのです。だがもし、それほどにも悲慘な運命に襲われて、そのょうな犯罪を犯すにいたっ 
た者たちがいるなら、そういった件に関して、死すべき身の立法者が制定する法律は、次のょうなものになりま 
す。 

(9) 父や母の、あるいは兄弟や子供の生命を、計画にもとづいて故意に、その身体から敢えて奪い去った者た 

ちに対しては、公共の場所への出入りを禁ずる旨の警告が発せられるべきであるし、また被告としての彼らが出 

(3) 

すべき保証人については、前に述.ベた場合と同じ規定が適用されねばならない。 

そしてもし、いまあげた親族の誰かを殺したという、そういった殺人のかどで有罪となった者がいるなら、裁 
判官たちの下役として働く係りの者たちが、その者を死刑にした上で、これを市域外の三つの路が交叉している 
指定の場所へ、裸にして投げ棄てるべきである。そして役人たち全部が、国家全体に代わり、それぞれ石を手に 
とって、これをその死骸の頭に投げつけ、こうして国全体を汚れから淨めねばならない〇そしてそのあとで、そ 
の死骸を国土の境界のところへ運び、法律に従って埋葬することなしに投げ棄てておくべきである。 

さて、それでは、「誰よりもいちばん身近かで最愛の者」と言われている人(自分自身)を殺した者は、どんな処 


1 oo70D~:E 参照。 に従ぅ)。つまり、被告が自分で手を下して殺した場合の 
2 O0 72E3 2101は>.<11と読む(ィングランドにょる)。^. 規定や、あるいは、被告が外国人または奴隸であった場合 
717 D 参照。 の規定と同じといぅ意味。 

3 O0 73B2 TS-5CXC-TQ-S は- 5- yc-as だけにかける(ィングランド 
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罰を受けるべきでしょうか。わたしが言っているのは、天から定められている寿命を無理やりに奪い去って、自 
殺した者のことです。つまりそれは、国家が裁判にもとづいてこれを科したのでもなければ、またひじょうに苦 
しく逃れることのできない運命に見舞われて、やむをえずにそうしたのでもなく、さらには、救われる見込みも 
ないし、生きてもいれないほどの辱しめを何か受けたからというのでもなくて、怠惰や男らしさに欠けた臆病の 
ために、自分自身にこの不当な罰を科した者のことなのです。 

さて、この者に対してなすべきいろいろな事柄、つまり浄めとか埋葬の仕かたに関する事柄については、それ 
らがしきたりにかなうものとなるにはどんなふうに行なわれるべきかという点は、神さまがご存知です。だから、 
その点については、近親者たちは、神事解釈者たちに訊ねるとともに、そのことを扱っている法律をもよく調べ 
て、その指示に従って行なうべきです。だが、墓についていえば、このようにして身を滅ぼした者たちに対しては、 
まず第一に、それは一つだけ離れたところにおき、そこには誰ひとりいっしょに葬ってはならない。つぎに、そ 
の者たちが名もなき者として埋葬されるべき場所は、一二の地区の境界にある、荒れ果てて名前もないところで 
なければならない。さらに、墓石もた.てず、名前も刻まないで、その墓が誰のものか分らないようにすべきである。 

もし動物が、荷を運ぶ動物でも、その他の動物でも、誰かを殺した場合は、——ただし、公に催される競技に 
おいて、競技中にそのようなことが起こった場合は別として—、近親者は、その動物を殺人のかどで訴えるベ 
きである。そして近親者から指名された地方保安官が、——誰が指名されても、また何人指名されてもよい I 、 
栽判を行なって、その動物に罪がある場合は、これを殺して、■国土の境界の外に投げ棄てるべきである。 


558 



法律(第九巻) 


B 


874 


また、何か生命をもたない物体が、人間から生命を奪った場合は、——ただし、稲妻とか、天から何かそのよ 
うな矢が落ちてきて死んだ場合は別として、それ以外のもので、ひとがその上に倒れたために、あるいは、その 
ものがひとの上に落ちてきたために、その人を殺したというような場合であるが—、そのときには、近親者は、 
いちばん近い隣人をそのものに対する裁判官にしてこれを裁かせ、このようにして自分自身のために も 親族全本 
のためにも償いをさせなければならない。そしてその物体に罪があった場合は、動物の場合について述べられた 
と同じように、国土の境界の外に投げ棄てるべきである。 

また、ある人が死体となって発見されたが、殺した者が誰であるか分らず、気をつけて探すけれども見つから 
ない場合は、他の殺人の場合と同じ内容の警告が発せられるべきであるが、その警告は、 不特定の「没人を行な 
った者」に対して、という形式をとることになる。つまり、〔被害者の最近親者は〕告訴の手続きをとった 上で、 
市場のなか L 2 次 Q ような公示を出すべきである。「二れ二れの人間を殺して殺人の罪に問われている 者は、神域 
はもとより、被害者の国土のなかのどこにも足を踏み入れてはならない 。もし 姿を現わして見つかったなら、死 
刑にされたうえ、埋葬されることなしに、被害者の国土の外に投げ棄てられる であろう- 

では、 これも、 殺人について定められた法律の 一項目で あると して おきましょう。 

さて、これまでのところは、以上述べたように、殺人が罪になる場合を扱ってきました。しかしつぎに、人を 
殺した者が、どんな殺人を犯したときに、またどんな事情で犯したときに、無罪とされて 正しいか、その 点を述 
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抓 ベることにしましょう。 それは、次の ような 場合です。 

C 夜なかに、ものを盗みに家のなかへ入った泥棒を捕えて、これを殺しても、罪にはならない。 

避■に対して自分の身を守っているうちに、これを殺しても、罪にはならない。 

誰かが自由民の女や少年に対して性に関する暴行を加えている場合、暴力によって凌辱されたその入だけでな 
く、その人の父や兄弟、あるいは子供によって、その者が殺されたとしても、殺した者は咎めを受けない。 

自分の妻が暴行されているのを夫が見つけて、その加害者を殺しても、法律の上では無罪とみなされる。 

また、自分の父親が、何も罪になるようなことはしていないのに、殺されようとしているのを助けて、誰かを 
段した場合は、——それは父親だけでなく、母親でも、子供でも、兄弟でも、または子供たちの母親(妻)の場合 
D でも同じであるが——、罪にはならない。 

I 三 

さて、生きている間の魂の養育と教育、——魂がそれを受けるなら、人生は生きるに値するものとなるし、受 

けなければ、生きるに値しないものとなるのですが-、それに関することと、暴力による死(殺人)にはどんな 

刑罰が科せられるべきかということに関しては、以上によって法律の制定は終ったものとしておきましょう。他 
方、身体の養育と訓練に関することについては、すでに述べまし(*1。しかし、そのことと関連して問題になる次 
のようなこと、すなわち、人びとが相互に暴力によって相手の身体を傷つけること、——これには故意のものも、 
故意でないものもあるのですが——、そのような暴力行為には、どのようなものがあり、またどれだけの種類が 
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E あるか、そしてそのような行為はそれぞれ、どんな刑罰を受けるのが適当であるか、というそういった点をでき 

るだけ明確にすべきであるということ、この仕事こそ、思うに、先の仕事のあとでは当然、わたしたちの立法の 
( 2 ) 

課題となるでしょう。 

さて、立法の仕事にたずさわっている人たちのなかの最も無能な者でも、殺人のつぎには、傷害と傷害による 
不具と をと りあげるでしょう。ところで、傷害は、殺人が分類されたのと同じように分類されねばなりません。 
すなわち傷害には、故意でないもの、激情にかられてのもの、恐怖によるもの、そして計画にもとづいて故意に 
なされるものとがあるわけです。では、そのような傷害行為全般をとりあげるにあたって、前 おきと して次のこ 
とを述べておかねばなりません。 

875人間にとっては、法律を制定し、その法律に従って生きることが、ぜひとも必要である。さもなければ、最も 
獰猛な獣と少しも変わりないことになるのだ。その理由は、こうである。人間のうちには誰ひとり、生まれなが 
らにして、国家生活を営むのに有益なことがらを知っているとか、またそれを知った場合には、いつでも最善の 
ことを行なうことができたり、行なうことを望んだりする、というほどに素質にめぐまれている者はいないので 

他方、身体もまた、その完成のためには、養育や教育が必 
要であるが、しかしその不完全さは訓練の不足だけによる 
のでなく、傷害に よるもの もある。だから、身体の傷害の 
ことが、身体の養育の問題に関連して問題になる というわ 
けである。 


1 vn 0013 wsqq . 参照。 

2この一節は、殺人から傷害へ話を移すためのもので、そ 
の論旨には多少不自然なところがあるょぅに思われるが、 
大体の意味は、次のょぅに理解される。すなわち、魂(生 
命)には養育や教育が必要で、それがなければ生きるに値 
しない。だから、殺人以外にも生命を失わせるものがある。 


561 



c 


B 


( 875 ) 


ある。なぜなら、まず第一に、真の政治の技術が配慮しなければならないのは、個人的な利益ではなくて、公共 
の福利であるが、——というのも、公共の福利は国家を統合させるけれども、個人的な利益は国家を解体させる 
からであるが——、そのことを認識するのは容易なことではないし、また、個人的な利益よりも公共の福利の方 
をうまくととのえるなら、その方が国家社会にも個人にも両方にとって有益である、ということを認識するのも 
容易なことではないからである。 

そして第二には、かりに誰かが、そういったことは事実そのとおりであるという認識を、知識の形ではしっか 
りと把握したとしても、そのあとで、誰にも責任を問われることのない絶対の権力者として、国家を支配するこ 
とになった場合は、もはや彼は、上に述べたような考えにとどまっていることはできないだろうからである。つ 
まり彼は、公共の福利を第一に考えてこれを促進させながら、個人的な利益の方はこれに従属させて、一生を送 
り通すということはしないで、むしろ、死すべきものとしての本性につねに駆り立てられながら、他人よりも余 
計に取ることや、私腹を肥やすことの方へと向かうであろう。また彼の本性は、道理にそむいて苦痛を避けたり、 
快楽を追求したりしながら、この二つのことの方を、より正しいことやより善いことよりも優先させるだろう。 
かくして彼は、自分のなかに闇の状態をつくり出して、結局は、自分ばかりか国家全体をもあらゆる禍で充たす 
であろう。 

もっとも、神の恵みによって、世の中に誰か、生まれながらに充分な能力をそなえた者が現われてきて、その 
ような絶対的な支配者の地位につくことができたとすれば、その人は、自分自身を支配すべきいかなる法律をも 
必要としないだろう。なぜなら、いかなる法律も、いかなる規則も、知識にまさりはしないし、また知性が何も 
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のかの従者ゃ奴隸で—と V っ ことは許されな su とだからで—。ハな、知性はすべてのも QS 配者で— 
のが当然だからである。もしもその知性が、その本来のあるべき姿どおりに、 ほんとうに真正な もので あり、自 
由なものであるのならだね。しかし現実には、そのょうな能力をそなえている者は、どこにもけっして 見出され 
はしないのである。ただし、いくらかそれらしい能力をそなえている者はいるけれども。だから、それゆえにこ 
そ、わたしたちは次善のものとしての規則や法律を選ばなければならないのである。これらのものは一般的な原 
則に目を向けていて、個々のこと全部には目の届かないものではあるに して (“。 

さて、以上の前おきは、法律が必要であると V っ 二とのために述べられたわけですが、いまわたしたちがなそ 
うとしているのは、他人を傷つけた者、または他人に何らかの害を—者は、どんな刑罰に処せられるべき 
か、あるいはどんな罰金を支払うべきか、という点について規定することです。もちろんここで、わたしたち5 
墓をさえぎって、次のょうに問うことは、どの事件についてであ っても、 誰にでも容易にできることで あり、 
それはまた正当なことです。つまりそれは、「どんな傷害を、誰に対して、どんな仕かたで、いつ、あたえた、 
のことを言おうとしているのか。個々の傷害事件は数限りなくあるし、そしてそれらは相互にたい へん 異なって 
もいる Q だから」と i う言に問ぅ二とです。さて、二 tsf すべて法 S 判断にゆだ t 二とはできな 
いことですし、かといってまた、一つもゆだねないというのも実際上不可能なことです。というのは、どの事牛 


知識の支配 こそ 最善でぁって、法律に ょる 支配は次善の といぅ考ぇ方については、『ポリティコス(政治家)』 293 C 
道でぁるが、人間性の現実に立てば、 それはやむをぇない sqq . 参照。 ， ' こ 
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についても、次の一つのことは、法廷の判断にゆだねざるをえないからです。すなわちそれは、個々の傷害事件 
が実際こ起こったか、起こらなかったかという、事実に関する問題です。他方また、何かの傷害事件を起こした 
犯人が、 どんな罰金を払 V どんな刑罰に処せられるべきかとハう点に関して、二れを一つも法廷®裁量にゆだ 
ねることをしないで、事件の大小にかかわらず、その全部について、立法者が法律を定めるということも、ほと 
んど不可能なことだからです。 

クレイ 11 アス では、そのあとは、 どう 言えばいいのでしょうか。 

アテナイからの客人 こう言うのです。——ある事柄は法廷の栽量にゆだねるが、ある事柄はゆだねないで、 
立法者が法律で規定すべきであると。 

クレイニアス では、どのような事柄は法律で規定し、どのような事柄は法廷に判断をまかせるべきでしょう 
> 〇 

I 四 

アテナイからの客人 それに答える前にまず、次のことを指摘しておくのが適当でしょう。すなわち、法廷に 
活気がなくて発言も行なわれず、裁判官たちは互いに自分の考えを隠して、秘密投票で判決を下すような国にお 
、ては、いや、それよりももっと恐ろしいことですが、裁判官たちが黙って聞いていないだけでなく、まるで劇 
場の観客のように騒ぎ立てて、順番に発言する両方の当事者に対して大声で称賛したり非難したりしながら判決 
を下すとすれば、そのょうな場合には、国家全体にとって容易ならぬ事態が起こりがちなものです。したがって 
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このような法廷のために、立法者が一種の必然に迫られて法律を制定するのは、たしかに仕合せなことではあり 
ませんが、にもかかわらず、その必然に迫られたときには、立法者は、きわめて些細な事件に関してのみ、法廷 
に処罰の裁量をゆだねて、大部分の事件については、自分で明確に法律に規定するのでなければなりません、 

-—もし実際に誰かが、いま述べたような国家のために立法するのでしたらね。 

これに反して、法廷は可能なかぎり正しく構成されているし、また裁判にあたるはずの者は立派な教育を受け 
ているうえに、きわめて厳重な審査も経ている、というような囯家においては、有罪になった者たちがどんな刑 
罰に処せられ、どんな罰金を支払うべきかを、たいていの場合は、そのような裁判官たちの判断にまかせるのが 
正しいことであるし、また適切で立派なことでもあるわけです。 

そうだとすれば、いまのこの場合も、ひじょうに多くの重要な規則を栽判官たちに対して法律で定めないとし 
ても、わたしたちは非難されることはないでしょう。そういった規則は、もっと劣った教育しか受けていない裁 
判官たちでもよく理解して、被害者が受けた損害と加害者の行為との、その両面からみてふさわしい刑罰を、そ 
れぞれの犯罪に適用することができるでしようから。いや、じっさい、わたしたちがいま法律をあたえようとし 
ている市民たちは、そのような事柄については格別に有能な裁判官になるだろうと期待しているのですから、た 
いていのことは、彼らの自由裁量にまかせるのでなければなりません。 

とはいってもしかし、わたしたちが再三述べていたことでもあるし、またこれまでの法律制定の仕事のなかで 


1 VI . 766 D 参照。 
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卿 E 実際に行なってもきたこと、つまり、刑罰の概要と類型とを述べて、裁判官たちに従うべき手本をあたえ、彼ら 
が正義の道を踏み外さないようにすること、これはあのときにも正しいやり方だったのですが、今の場合もまた、 
それと同じやり方をしなければなりません。こうしてわたしたちはもう一度、法律制定の仕事に帰ってきたこと 
になるわけです。 

では、傷害に関する法律の条文は、次のように定めることにしましょう。 

(A)(1) ひとが仲間の市民の誰かを殺すつもりで、その意図をもちながら、実際には殺すことができなくて、 

( 2 ) 

傷つけるにとどまった場合は、——ただし、法律が殺してもよいと認めている人たちの場合は別として——、そ 
877のように殺害の意図をもって傷害をあたえた者には、同情の余地はない。その者には容赦せずに、相手を殺した 
場合と同様、殺人のかどで裁きを受けさせねばならない。 

(3) 

とはいえ、まったくの非道にまではおちいらなかったその者の運命と、そして彼の守護霊(ダィモーン)とに、 
法律は敬意を表しながら、——というのもその守護霊が、加害者と被害者の双方を憐んで、後者には、その傷が 
致命的なものになるのを避けさせたし、前者には、その不幸な犯罪が呪われたものになるのを防いだのであるか 
ら、そういう意味でこの守護霊に感謝を捧げながら——、それに逆らわずに、次のように規定することになるだ 
ろう。すなわち、 

B その加害者は、死刑は免じられるが、隣国に一生涯追放されねばならない。ただし、彼の所有地からあがる収 
入は、全部自分のものとして使うことが許される。しかし、傷つけた相手に損害をあたえている場合は、被害者 
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に対して充分に弁償しなければならない。そしてその弁償額の決定は、その事件を扱ぅ法廷が行なぅべきである0 
なお、その法廷は、もし被害者がその傷がもとで死んだ場合には、殺人のかどでその犯人を 裁く はずであったの 
と同じ裁判官たちによって、構成されるものとする。 

(2) 同様に、計画にもとづいて、子供がその両親を傷つけたり、あるいは、奴隸がその主人を碁つけたりした 
場合は、その罰は死刑とする。 

(3) 同じくまた、兄弟がその兄弟や姉妹を、あるいは、姉妹がその兄弟や姉妹を傷つけて、計画的な傷害のか 
どで有罪とされた場合は、その罰は死刑とする0 

(4) また、妻が自分の夫を、あるいは、夫が自分の妻を、殺害の意図をもって傷つけた場合は、 終身追放の刑 
に処せられるものとする。そしてその者たちの財産は、もし彼らの息子や娘がまだ幼少(未成年)であれば、後見 
人がこれを管理し、またその子供たちを孤児とみなして、これの面倒をみる ことにする 。しかし、その子供たち 
がすでに成年に達している場合は、財産は自分たちのものとして処理してよいが、追放になっている親を子供た 

4) 

ちは扶養する義務がある。 

モーン」については、 V . 732 C および『パィドン』 107 D i 
E,lo oo B 、 『国家』 X .617 E , 620 D 〜 E などを参照。 

4 0077c6 m<.p- v g3 Q* v 8 pss, ^ fn«"n-p' vayKes •…は 1 Q-V 5 m-Q*vspss 

^ J , m»TTQ . と読む(イングランドによる)。なお、一般的 

に老年の親を扶養する義務については、 IV . 717 W 〜 C 参照。 


1 IV . 71 00W 〜 p vn . ooOOB 参照。 

2 すなわち、死刑を宣告されている人の場合や、また、殺 
人を犯しても無罪になる場合 (00 74 B 〜 D ) を除く といぅ 意 
味。 

3 この守護霊(ダィモーン)は、実質的には、すぐ前の「51 
命」と同じものと考えてょい。なお、この意味での「ダィ 
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抓 D またもし、このような追放の悲運に見舞われた者に子供がない場合は、追放になっている者の親族で、夫の側 

も妻の側も両方から、従兄弟の子供にいたるまでの者が寄り集まって、護法官や神官たちの助言を仰ぎながら、 

( 1 ) 

その家、つまりこの国の五〇四〇分の一にあたる分配地の相続人を定めなければならない。——その際念頭にお 
かなければならないのは、次のような国家の方針ないしは原則である。すなわち、五〇四〇の家(分配地)のどれ 
一つも、それが公私いずれの観点からみても国家に属するものであるのと同じ程度には、その家の居住者のもの 
でもなければ、またその人の一族全体のものでもないということである。だから、国家としては、自分自身の所 
E 有である家が、できるだけ浄らかで、できるだけ幸運に恵まれたものであるように保つ必要があるということで 
ある。 

したがって、もしどの家かが、つぎに述べるような程度にまで不運に見舞われるとともに、不浄なものにもな 
っている場合は、つまり、その家の所有者が、家に子供を残さずに、未婚のままでか、あるいは結婚していても 
子供がないままで、故意の殺人とか、あるいはその他、それに対しての罰は死刑であることが法律のなかに明記 
されているような、神々や市民に対する何らかの犯罪を犯して有罪とされ、死刑になってしまったような場合に 
は、あるいはまた、子供のいない誰かが終身の追放に処せられているような場合には、まず第一に、その人の家 
878 は法律に従って浄められ、汚れが取り除かれねばならない。そしてそのあとで、さきほど述べたように、親族の 
者たちが寄り集まって、護法官たちと相談しながら、国内にある家族のうちで、徳の点で最も評判が高く、同時 
に幸運にもめぐまれており、しかも子供たちの数も多い家族はどれであるかを調べてみるべきである。そして、 
そういった家族のなかから一人の子供を、死刑になった者の父親やその祖先のために養子として迎え入れ、縁起 
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をかついで養家の祖先のうちの誰かの名を名乗らせるのである。そしてこのような仕かたによって、 親族の 者， こ 
ちは、その養子が、養父にまさる幸運にめぐまれて、その家の後継ぎを生み、* i が守り手となることを、 また 祭 
事や世事の勤めを果たす者になることを祈りなが(ら)、法律にもとづいてその者を家の相続人に定める ので ある。 

他方、罪を犯した者の方は、 もし その犯罪が先に述べたようなものであった場合は、名 もな く、子 もな く、土 
地の分け前もないままにしておかねばならない。 

I 五 

さて、思うに、一つのものの境界が他のものの境界と直接に接触しているのは、必ずしもあらゆる場合におい 
てあることではなく、両者の間に中間の地域がある場合は、その地域(が)まず両者の境界のそれぞれに接しながら、 
両者の間に介在することになるでしょう。そして事実、怒り(激情)にもとづく行為 も そのような 性質のもので あ 
って、それは故意によらない行為と故意による行為との中間にあるものだと、わたしたちは語っていたので (1-40 
そこで、怒りにもとづいてなされる傷害に関しては、次のように定めることにしましょう。 
c ( B )( 1 ) そのことで有罪とされた者は、まず第一に、その傷が治りうるものである場合は、あたえた 損害の二 
倍の額を支払い、また、治る見込みのないものである場合は、四倍の額を支払うべきである。さらに、その 傷は 

1 00 56 W 注 2 参照。 3 00 7 00 B 5 m»VMq -s 6 PSV の語句は削る(ィングランドによ 
2 00 7 00 A 00 TOO TraTp6s のあとのコンマは削る(ィングラン る)。 

ドによる〇4 00 67 A 〜； B 参照。 
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治ることは治るけれども、被害者にたいへん見っともなくて恥ずかしい思いをさせている場合は、あたえた損害 
( 1 ) 

の三倍の額を支払わねばならない。 

(2) つぎに、ひとが誰かを傷つけることによって、たんにその被！！者に損害をあたえただけでなく、敵に対し 
て祖国を守ることのできない者にしたという意味で、国家にも損害をあたえている場合は、その者は、他の処罰 
に加えて、祖国に対しても損害の償いをしなければならない。すなわちその者は、自分自身の兵役を果たすほか 
に、それができなくなってしまった人の代わりをも務めて、彼に代って戦列に加わらねばならない。 

(3) もし彼がその義務を果たさないなら、誰でも欲する者により、法律にもとづいて、兵役忌避のかどで告発 
されるべきである。 

なお、上述 (1) の場合の損害に対する弁償額は、つまり二倍か、三倍か、四倍かは、その者に有罪の判決を下 
した裁判官たちが、これを決定するものとする。 

(4) 同族の者が同族の者を、上に述べたのと同様な仕かたで傷つけた場合は、両家の家族と、父方も母方も従 
兄弟の子にいたるまでの親族とが、女も男も寄り集まって、裁きを下したうえで、弁償額の決定は、〔両家の〕実 
の親たちにまかせることにする。もし、その額の決定に異論が出て話がまとまらなければ、父方の親族がそれを 
決める権限をもつことにする。しかし彼ら自身でもなお決定することができない場合は、最終的には護法官たち 
にその決定をゆだねるべきである。 

(5) 子供がその親に対し- C この種の傷害をあたえた場合は、その裁判官には、六〇歳以上の年齢で、養子では 

( 2 ) 

なく実子をもっている者たちがならなければならない。そして有罪ときまった場合は、そのような子供は死刑に 


570 



法律（第九巻) 


B 


879 


処せられるべきか、あるいは、 それよりももっと 重い何か他の s に処せられるべきか、 それとも、それより もい 
くらか軽い罰に処せられるべきかを、彼らは決定しなければならない。なお、犯人の親族の者は、 よし 裁判官に 
なるための法廷年齢に達していても、誰 ひとり その裁判に加わってはならない。 

(6) また、誰か奴隸が、怒りにかられて自由民を傷つけた場合は、その奴隸の所有主は、その奴隸を被害者に 
引き渡して、その者の好きなように扱わせるべきである。しかし、引き渡さない場合は、所有主自身が、その損 
害を完全に償わねばならない。またもし、その事件は、被害者が奴隸と共謀して仕組んだものであ(公と訴え出る 
者があれば、その者には、法廷でその点を争わせることにする。そして敗訴になれば、その者には損害の三倍の 
額を支払わせるし、また勝訴した場合は、奴隸と組んで策謀した者を誘拐の罪で告訴させる ことにする。 

( C ) ひとが故意にではなしに誰かを傷つけた場合は、あたえた損害に相当するだけの額を弁償すれば よい。 
-いかなる立法者も偶然の事故には勝てないからである-。そしてこの場合の裁判官には、子供がその親を 

4 どれだけの額を償うのか不明であるが、上述 (1) の例に 
ならうのではないかと思われる。 

5 つまり、被害者は無償でその奴隸を手に入れる ことが で 
きるわけである。なお、 XL 936 C 〜 w には、奴隸が他の家 
の奴隸に損害を あたえた 場合について、類似の規定が ある。 


1 00 78 C 4 -— cn TETfxxTTAa q Q'v は TpnTAQ q pv と 1 S 7 C むへ オレリに 
よる) 0 

2 この限定は、実子をもつ者でなければ、この犯罪の極悪 
さは理解できないだろうから、ということであろう。 

3 死刑よりも重い刑罰というのは、死刑に加えて、遺体の 
埋葬禁止および国境外への投棄ということであろう ( 0074W 
参照)。 
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傷つけた事阼について述べたのと同じ人たちがなることにすへる一。そしてその人たちが損害の額を決定すべきであ 
る0 

I 六 

さて、これまで述べてきた事件はすべて暴力によるものだったのですが、暴行の部類にはいる事件もすベて暴 
力に もとづく ものです。そこで、そういった暴行に関する事柄については、すべての人が、男も子供も女も、い 
つもこんなふうに考えておかねばなりません。 

伸々の間でも、また無事に生き長らえて幸福に暮らそうとしている人間たちの間でも、年長者は、年少者より 
も 大いに敬われている。それゆえ、公衆の前で年長者が年少者によって暴行を受けたとすれば、それは見た目に 
も見苦しいことであるし、神々の憎みたもうことでもある。すべて若者としては、老人に打たれたときには、老 
人の怒りに穏やかに堪えるのがふさわしいことなのだ。そうしてこそ、自分が老人になったときに、同じような 
尊敬を受けることになるのだから。 

さて、それでは、暴行に関する法律は、次のように定めることにしましょう。 

ひとは誰でも、自分より年長の者を、言葉においても行動においても、畏れ敬うのでなければならない。自分 
より二〇歳年上の者に対しては、男であれ女であれ、自分の父か母のように考えて、これに手をかけることのな 
(ように用心すべきである。いや、自分を産んだり産ませたりすることができる年齢の者に対しては誰にでも、 
出産を司る神々のことを慮って、いつの場.合でも手出しを控えねばならない。 
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同様にまた、外国人に対しても、ずっと前から国内に居住している者であろうと、つい最近到着したばかりの 

者であろうと、これに手をかけることをしてはならない。こちらから先に手を出すにせよ、自分の身を守るため 

にせよ、殴ることによって外国人を懲らしめようなどとは、ぜったいに思ってはならない。 

だがもし、外国人の方が勝手放題の横柄さで自分を殴ったのだから、懲らしめる必要があると考える者がいる 

なら、その人は、その外国人を捕えて、殴ることはせずに、都市保安官たちの役所へ連行すべきである。それは、 

今後ふたたび、この土地の者を殴ろうというような考えを、その外国人に起こさせないためである。 

ところで、都市保安官たちは、その外国人の身柄を引き取って調べることになるが、その際、外国人を保護し 
( 2 ) 

ておられる神に敬意を払うことを忘れてはならない。そしてもし、その外国人がこの土地の者を不正に殴ったの 
は事実であると思われるなら、その外国人に対して、彼自身が殴ったのと同じ数だけの鞭を加えて、外国人に見 
られがちの横暴さをなくするようにしなければならない。 

だがもし、その外国人に罪がないことが分れば、彼を連行してきた者を都市保安官は叱責して、これに警告を 
あたえた上で、両方ともを放免すべきである。 

1 ( 3 ) 

880同年輩の者が同年輩の者を殴ったり、あるいは、自分より年上であっても、子供のない者(独身者)を殴ったり 
する場合は、——これは老人同士であっても、若者同士であっても同じであるが——、殴られる側の者は、自然 

1 上述5)の規定(8785参照。 3 879 E 6 fiAl » nr > s 4^ lKa のあとに5を插入する?ストによ 
2 ゼゥスのこと。なお、外国人に対しては特別に配慮すベ る)。 

きであるという点に関しては、 V. 729 E 〜730 A 参照。 
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の手段によって、つまり武器をもたずに素手でもって、自分の身を守るようにすべきである。 

ただし、四〇歳を g した者が、自分から先に手を出すにせよ、あるいは自分の身を守るためにせよ、敢えて ii 
かと— I 、そ e 者は、—で、自由民らしくなく、—のような人間であ1れる I 、不名 
誉な罰を受けても当然であろう。 

さて、このような勧告に従順に従ってくれる者は、扱いやすいであろうが、しかし従順でなくて、この「序文」 

で言われた u とを 何 ひとつ 心にとめようとしない者は、そのために用意された次®ような法律の適用を受けるこ 
とになるであろう。 

(1) もし誰かが、自分より二〇歳ないしはそれ以上も年上の者を殴っているなら、まず第一には、そこを通り 
かかった者は、もしその人が、〔殴られている者(^1〕同年輩でも、年下でもない場合は、なかに入って、両者を引 
き離さなければならない。さもなければ、その人は、法の上で臆病者とみなされることになる。またもしその A 
が、殴られている者と同年輩か、年下の場合は、あたかも自分の兄弟や父親、—いはもっと年上の身内の者が 
不正な目にあわされているかのように考えて、殴られている者に加勢しなければならない。 

なおまた、いま言われたように〔二0歳以上〕年上®者を敢えて殴った者は、暴行®罪で裁判にかけられるべき 
である。そして裁判で有罪ときまれば、一年より短くない期間投獄されるものとする。ただし裁判官たちが、そ 
の期間はもっと長い方がよいと裁定した場合は、その裁定された期間どおりにしてよい。 

i ) また、外国人や在留外人のうち s 誰かが、 S 分より二〇歳ないしはそれ以上年上の者を殴っている場合は、 
その場に居合わせた者がなすべき加勢に関しては、先に言われた®と同じ規定が適用されるべきである。 
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そして、そのような裁判において有罪となった者は、もしその者が外国人であっても在留外人でない場合は、 

( 2 ) 

二年間投獄されることでその罪を償うものとする。またその者が在留外人であって、法律の規定に違反している 
D のであれば、三年間投獄されるものとする。ただし、法廷がそれ以上の期間をその者に対する ml として定めた場 
合は別である。 

(3) また、これらの暴行事件のどれかにおいて、現場に居合わせながら、法律で規定されている加勢を怠った 
者にも、罰金が科せられねばならない。その罰金額は、財産評価による第一階級の者にはームナ ( 一〇〇ドラク 
メ)、第二階級の者には五〇ドラクメ、第三階級の者には三〇ドラクメ、第四階級の者には二〇ドラクメとする。 

なお、これらの暴行事件を取り扱う法廷は、将軍、部族歩兵隊長、部族騎兵隊長、および騎兵隊長によって構 
成されるものとする。 

一七 

ところで、思うに、法律のなかのあるものは、善き人びとのためにつくられているのであって、それは彼らに、 

E 互いにどのように交際するなら、親愛の気持をもって暮らすことができるかを教えるためのものなのです。しか 

#) し、法律のなかの他のものは、教育を避けてきた人たちのために、つまり、生まれつき一種の頑固 さを もってい 

九 

第 

律 - - — - - 

ま 1 8S0B3 T&v paxoliv を 削り (ビユ アリによる)、 〔〕 に 2 8887 ocotv は Q0 と 読む (ィングランドによる〇 
よって意味を補う。 
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て、その頑固さがどうしても和らげられないで、あらゆる悪事に走ってしまうような人たちのためにつくられて 

いるので'10そして、以下に述べようとしている話をさせるのは、じつは、この後者の人たちだといってよいで 

しょう。つまり、その人たちのためにこそ、立法者はやむなく法律を制定せざるをえないわけなのです。もっと 

も、それらの法律が実際に適用されることは一度もないようにと願ってはいるのですが。 

というのも、父親や母親に、あるいはそのまた親たちにでも、敢えて手をかけて、何らかの暴行を加えた者が 

いるとしてみましょう。そしてその者は、天上の神々の怒りを恐れもしないし、また世に言う地下の世界での刑 

( 2 ) 

罰を恐れもしないで、彼は、自分がまったく知りもしないことを知っているかのつもりで、古くからの、万人に 
よって語り伝えられている話を軽蔑しながら、法を犯しているのだとしてみましょう。このような者に対しては、 
何か最終的な抑制の手段が必要になるわけです。 

さて、死刑は、刑罰として最終のものではありません。あの世でこのような人たちを待っていると言われる苦 
難の方が、〔死を始めとする〕この世の苦難よりももっときびしいものなのです。だが、それがどんなに真実な話 
であっても、このような人たちの心には何の抑止的な効果をもあげていないのです。もし効果をあげていたなら、 
母殺しもなかったでしょうし、その他、生みの親たちを殴りつけるという、神を恐れぬ大それた行為も起こらな 
かったでしょうから。それゆえ、このような犯罪に関しては、それを犯した者たちが生きている間にこの世で受 
ける懲罰は、できることなら、あの世で受けるそれに少しも劣らないものにする必要があるわけです。 

では、これにつづく法律の条文は、次のようにしましょう。 

(4) もし誰かが、自分の父親や母親を、あるいはそのまた父親や母親を、狂気にとりつかれてではなしに、敢 
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えて殴りつけているとすれば、まず第一には、それを目撃した者は、前に述べた場合と 同じく、 殴られている者 
を助けなければならない。 

(4) 

そして、この国に居留す る 外国人が助けたのであれば、彼は公の競技会の最前列の席に招待され るし、 助けな 
かった場合は、この国から永久に追放されるものとする。 

また、この国に居留していない外国人が助けたのであれば、称賛を受けるし、助けなかった場合は、非難を受 
ける ものと する。 

さらに、奴隸が助けたのであれば、解放されて自由の身となるし、助けなかった場合は、百回鞭で打たれるも 
のとする。この鞭刑は、その事件が市場のなかで起こったのであれば、市場保安官に ょって 執行され るし、 市内 
ではあるが市場の外で起こったのなら、都市保安官のうちで在勤中の者がその懲罰を行なう。また、国内の どこ 
か田舎でその事件が起こったのなら、地方保安官の隊長たちがこれを行なうものとする。 

さらにまた、その現場に居合わせた者が、誰かこの国の生まれの人であった場合は、 I 子供であろうと大人 
であろうと、あるいはまた女であろうと——、誰でもが、その殴りつけている者を r この神を恐れぬ者めが！」 
と大声で叫んで、追い立てなければならない。そうしない者には、法律にもとづいて、家族と両親の守り神であ 
るゼウスの呪いがふりかかるものとする。 


1 00530 参照。 4 881B 6 ^- TOIKOS J'scvos の は削る(シユナィダ-にょ 
2 00 SC 参照。 る)。 

3 8 S 0 B # 照。 
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そして、両親に対する暴行のかどで有罪とされた者は、まず第一に、市内から国内の他の場所へ永久に追いや 
られるべきであるし、また聖なる場所にはどこにも立ち入りが禁じられる。 

もし、 この立ち入りの禁を犯した者がいるなら、地方保安官は鞭によってなり、あるいはその他何なりと好き 
な仕かたでその者を懲らしめるべきである。また、その者が市内へ帰ってきた場合は、死刑によって罰せられね 
ばならない。 

(5) また、誰か自由民で、そのような者と飲食を共にしたり、ほかにも何かこれに似た交わりをもった者は、 
あるいは、出会った際にほんの挨拶のために相手の手を自分からすすんで握っただけの者でも、浄めてもらうま 
では、聖なる場所にも市場にも、またそもそも市内にさえも入ることは許されない。罪に感染して呪われた者と 
なっている ことを 自覚すべきだからである。 

しかしその者が、法律に従わずにこれを無視して、聖なる場所や市内を汚しているときに、役人たちのなかで 

( 1 ) 1 

そのことに気づきながらも、そのような者を裁判にかけようとしない人があれば、執務監査の際には、そのこと 
が彼に対する最大の問責事項の一つとなるべきである。 

(6) また、奴隸が自由民を——外国人であれ市民であれ——殴っているときには、そこを通りがかった者は助 

( 2 ) 丨 

けなければならない。そうしない者は、財産額に応じて、先に規定された罰金を支払わされるものとする 

そして、通りがかった者たちは、殴られている者に手をかしてその奴隸を縛り、これをその被害者に引き渡す 
べきである。被害者はこれを受けと ると、 足枷をかけて、好きなだけ鞭で打ち、——といっても、その奴隸の所 
有主の費害にならない程度にであるが——、そのうえで、法律上の所有者にこれを引き渡すものとする。法律の 
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条文は、次のょぅになる。 

奴隸でありながら、自由民を殴った者がいるなら、——ただし、役人たちの命令にょる場合は別とし (- C 3 ——、 

C その所有主は、被害者からその奴隸を縛られたままの状態で受けとり、その奴隸が被害者を説得して 、 »v めを解 
かれて生きながらえるに値する者であることを認めてもらうまでは、その縛めを解いてはならない。 

なお、この種の事件についてはすベて、当事者が両方とも女である場合も、また原告が女で被告が男、あるい 
は原告が男で被告が女である場合も、以上に述べたのと同じ法律が適用されるべきである。 


1執務監査については、 VI . 761 E おょび XL 945 Wsqq . 参 3 この 伹し書 きがある のは、鞭刑に処 せられた 自由民に対 
照。 して、その刑の執行は 一一 家の奴隸にょ っ て行なわれ たから 
2 8 00OD 参照。 である。 
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アテナィからの客人 さて、暴行に関する規定のつぎに、暴力行為全般に適用されるべきものとして' 次のよ 
うな規則を述べておくことにしましょう。つまりそれは、他人の所有に属するものは〔品物でも家畜でも〕何ひと 
つ、 誰も これを持ち去ったり連れて行ったりしてはならないし、また、隣人の持ちものはどれ一つも、その持主 
の承諾を得るのでなければ、これを使用してはならないという規則です。というのも、この規則を無視すること 
から、これまでに述べてきたような悪事はすべて、過去においても生じたし、現在も生じているし、将来も生じ 
るでしょうから。しかし、そのほかにもまだいろいろな悪事はあるのであって、そのなかでも最大のものは、若 
者たちの勝手きままで暴慢な振舞いです。そして、そういった振舞いが神聖なものに対してなされるときには 
最も重大なものに対しての暴慢な行為になるのですが、とくに、国民全体によってひとしく尊崇されている聖な 
るものや、あるいは、部族民やその他これに類する共同体の成員によってそれぞれ個々に尊崇されている聖なる 
ものに対して、暴慢な振舞いがなされる場合には、それはとくに重大なことになるわけです。 

第二には、そして重大さにおいても第二のものは、個人の所有する聖なるもの、とくに墓に対してなされる暴 
慢な振舞いであり、第三は、両親に対するもので、これは、前に述べられたのとは別の仕かたで、ひとが両親に 
暴慢な振舞いをする場合です。暴慢な振舞いの第四番目の種類は、ひとが役人たちの意志を無視して、その承諾 
を得ることなしに、彼らの所有するものの何かを連れて行ったり、持ち去ったり、使用したりする場合のことで 
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あり、第五番目は、法律上の保護を求めている、個々の一般市民の権利(所有権)が犯される場合のことです。そ 

こで、これらの犯罪行為のそれぞれに共通して適用されるような法律を、わたしたちは定めなければなりません。 

ただし、神殿荒しについては、それが公然と暴力を用いて行なわれるもので あろうと、ひとに 知られずに こっ そ 

りと行なわれるものであろうと、それにはどんな刑罰が科せられるべきであるかということは、だいたいのこと 
( 2 ) 

はすで に 話しました。だから、ここでは、言葉によってで あろうと 行動によってで あろうと、 誰かが神々に対し 
て暴慢な振舞いをする場合には、そういった言葉や行為のすべてに対して、その者はどんな処罰を受けるべきか 
を語らねばなりませんが、その前にまず、警告の言葉を述べて おく 必要があります。では、次の ような 警告の言 
葉を述べて おくことにし ましよう。 

「法律の命ずるとおりに神々の存在を信ずる者で、自らすすんで不敬なことを行なったり、また不法な言葉を 

口にしたりした者は、かつて誰ひとりいないのである。もし誰かそういうことをする者がいるとすれば、それは 

彼が、次の三つの誤った考え方のうちのどれか一つにおちい -3 ているからである。すなわち彼は、いま言われた 

ように、神々が存在す るとは 考えていないか、 あるいは 第二に、神々 は 存在す るけれども 、人間の ことを 気づか 

つてはくれないと考えているか、それとも第三に、神々は犠牲や祈願によって心を動かされるから、機嫌をとり 

( 3 ) 

やすいものであると考えているか、そのどれかなのである」 


1 前巻で述べられた ( IX . _ P 00 77 B , 8 00 1 W 〜 D ) 殺人、傷 2^.〇〇530〜〇〇56>、とくに〇〇541:>〜« 参照0 

害、暴行の犯罪を犯すのとは別にといぅ意味。なお、第一 3 神々についてのこの三つの誤った考ぇ方は、すでに『国 
一巻 一一 章をも 参照。 家』 ( n . 365 D 〜 E ) のなかでも言及されている。 
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切 C クレイニアスでは、 そのような 人たちに対しては、わたしたちは どう すればよいでしょうか。あるいはまた、 
何と言えばよいでしょうか。 

アテナイからの客人それにはまず、あなた、彼らがわたしたちを軽蔑して、嘲りながら言うだろうと予想さ 
れることに、耳を傾けてみようではありませんか。 

クレイ II アスいったい、彼らはどのようなことを言うのですか。 

アテナイからの客人彼らはきっと、冷やかし半分に、こんなふうに言うことでしょ夕。 

「アテナイのお方、ならびにラケダイモンやクノソスのお方よ、諸君がいま言っていることは本当だとも。な 
ぜなら、われわれのなかには、神々の存在などぜんぜん信じていない者たちもいるし、また、諸君が述べている 
ような、そういう神々を信じている者たちもいるのだから。そこで、諸君が法律について要求していたと同じよ 
0うへ^1、われわれも次のことを諸君に要求したいのである。つまり諸君は、きびしい罰則でわれわれを脅す前に、 
まず充分な証拠をあげて、神々が存在するということや、また神々はすぐれた方であるから、何らかの贈物によ 
って誘惑されて正義を踏みはずすことはないのだということを、われわれに教えて説得するように試みてもらい 
たいのだ。というのも現実には、そういったことやそれに類したことを、われわれは最高の詩人と言われている 
者たちからも、また弁論家、占い師、神官、その他何千何万の人たちからも聞かされているために、われわれの 
E うちの大多数の者が、不正なことを行なわないという方向へは向かわないで、不正を行なってから、そのあとで 
うまくとりつくろおうと試みているからなのだ。 

そこでわれわれとしては、粗野な者ではなくて温和な者だと標榜しておられる諸君のような立法者からは、ま 
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ず第一に、われわれに対して説得を用いていただくように要望したいのである。たとえ神々の存在を説く諸 2 V の 
議論が、他の人たちの議論よりもたいへん上手なものではないとしても、少なくとも真実さの点ではまさってい 
るなら、おそらくわれわれも諸君の言葉に従うことになるだろう。さあ、このわれわれの言い分が妥当なものな 
ら、われわれの挑戦に答えるようにしてみてくれたまえ」 

クレイニアス そのことでしたら、あなた、真実を語りながら、神々は存在するのだと主張するのは、容易な 
ことだとは思われませんか。 

886アテナイからの客人それは、どんなふうにしてですか。 

クレイニアス まず第一に、大地、太陽、星、そして宇宙全体を考えてみてください。また季節が、年や月に 
よって分けられながら、このとおり美しく秩序づけられているということも。さらにまた、ギリシア人も異国の 
人間もすベての者が、神々の存在を信じているという事実もあるのです。 

7テナイからの客人 仕合せな入ですよ、あなたは。でも、わたしは、あの邪悪な者たちがわたしたちを軽蔑 
するのではなかろうかと恐れるのです、——「恐れる」といったのは、「畏れる」という言葉は使いたくないから 
ですが——。というのも、彼らがわたしたちと考えを異にしている本当の理由を、あなた方はご存知ないからな 
B のです。いや、彼らは快楽や欲望にうち克つことができないという、ただそれだけの理由で、自分たちの心を不 


1 法律には、威嚇(強制、罰則)のほかに、説得のための sqq ., 721 Esqq . などを参照。 
「序文」が必要で あると いぅ考え; J については、！ V .719 E 
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敬な生活の方へ向けているのだと、あなた方は考えておられるからなのです。 

クレイニア X では、そういったことのほかに、いったい、どんな理由があるのでしょうか。 

アテナイからの客人 それはおそらく、彼らと関係なしに暮らしておられるあなた方には、まったくお分りに 
ならないような理由でしょう。いや、その理由は、あなた方には気づかれないものかも知れません。 

クレイニアス いまあなたが言おうとしておられるその理由というのは、いったい、何のことでしょうか。 
アテナイからの客人 きわめて厄介な無知の一種なのです、最高の知恵であるというふうに思われてはいます 
けれども。 

クレイニアス それは どういう 意味ですか。 

二 

アテナイからの客人 われわれのところ(アテナイ)には、神々を主題にしたいろいろな物語が——あるものは 

韻文により、他のものは散文によって——書物のなかに書きとめられて残っているのです。あなた方の国には、 

わたしの聞いているところでは、国制が立派であるために、そういった物語は伝わっていないということですけ 

( 1 ) 

れども。さて、それらの物語のなかで最も古いものは、天やその他のものの最初の成りたちはどのようであった 
かを語り、そしてその始源の状態からあまり遠くまで進まないところで、神々の誕生と、誕生してからのちの 
神々の相互の交渉のことを詳しく述べているのです。ところで、こういった話が、何か他の点では、それを聞く 
人たちのためになっているのか、なっていないのかという点について評価を下すのは、それらの話の作者が遠い 
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昔の人である だけに、 容易なことではありません が、 しかし、親に仕えるとか親を敬うとかという点では、わた 
しとしてはそれらの話をほめて、それは有益なものであるとも、また事実本当のことが語られているのだとも、 
けっして言いはしないでしょう。 

D しかし、そういった 古い 話のことは、ここでは取りあげないで放っておくことにしましょう。そういったこと 
は、 神々のお気に召すような 仕 かたで語らせておけばよいのです。だが、現代の知者た(切の説に対しては、それ 
がいかにもろもろの禍の原因となっているかについて、その責任を問わなければなりません。じじつ、そのよう 
な連中の 理論は、 次のような結果を生み出しているのです。すなわち、わたしとあなたとが、神々が存在するこ 
との証拠として、あなたがさっき挙げられていたまさにあれらのもの、つまり太陽や月や星や大地を持ち出して、 
そしてそれらのものは神々ないしは神的なものだと言うとすれば、あの知者たちによって説き伏せられている入 
(若者) たちの方は、それらのものはたんなる 土 や石にすぎないのであって、人間のことには何ひとつ配慮する能 
E 力のないものであるが、ただ 人び とを信じさせるために、言葉によって何とかう まく 飾り立てられて(るのだ、 

と伝えられるアナクサゴラス(『ソクラテスの弁明』 26 D 、 
Diog . L . n . 00 参照)や、あるいは彼の弟子のアルケラオス、 
ならびにその派の人びとのことだという解釈もあるが、お 
そらく特定の人が指されているのではなく、いわゆる唯物 
論的、機械論自然観を説く当時の M 然学者全体が、ひとま 
とめにして考えられているのであろう0 


1 へシオドスやペレキュデス(前六世紀中頃の人)などの宇 
宙開闢説や神々の系譜の物語のことを指しているものと思 
われる。 

2 この点についての詩人たちの物語の批判は、『国家』 n . 

377 E i 378 B にも見られる。 

3 「現代の知者たち」が誰を指しているかはょく分らない。 
「太陽は石で、月は土である I といぅ意味のことを言った 
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と言うことでしょう。 

クレイニアス これはあなた、じつに厄介な説を持ち出されましたね。かりに、その説一つだけがあったとし 
てもです よ。 ところが実際には、そのような説はひじょうにたくさんあるわけですから、なおいっそう厄介なこ 
とになるでしょうね。 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。わたしたちは、その説に対して何と答えましょうか。また、どう 
しなければならぬのでしょうか。わたしたちは、いわば誰かから告発されて、神々を信じない人たちの前で裁か 
れているつもりになって、これに弁明することにしてみましょうか。彼らは、わたしたちの立法によって被害を 
受けている者たちに対して、わたしたちが神々の存在を前提にしながら法律を定めているのは、何という怪しか 
らぬことをしているのかと言っているわけなのですが。それとも、そういった説には頓着しないで、序文の方が 
法拿そのものよりも長くならないようにするためにも、もう一度法律そのものへ帰ることにしましょうか。とい 
うのも、もしそういったふうに話をひろげるとすれば、それは短いものではすまなくなるでしょうからね。つま 
り、 神々 を言じたくない者たちがわたしたちに説明すべきであると言っていた事柄について、わたしたちが議論 
によって充分な証明を彼らにあたえてやり、法律を恐れるように仕向けて、そうすることで不敬な行為を憎む者 
にしてから、その後で初めて、適切な内容の法律をわたしたちは定めることにする、というようにしたのでは 
ね。 

クレイ II アス しかし、あなた、この短い〔話合いの〕時間のわりには、わたしたちは何度もこういうことを言 
ってきました(が)、いまのこの場合においては、長い議論よりも短い話し方のほうを尊重しなければならぬ理由は 
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何もないのだと。じっさい、誰もわたしたちを——よく言われていることですが——「追い立ててせかす者はい 
ない」のですから。だとすると、内容的に最善であることよりも、話が短いことの方をわたしたちが選んでいる 
ように見えたのでは、滑稽で馬鹿げたことになるでしょう。これに反して、神々は存在しているとともに善きも 
ので も あって、人間たちよりもはるかに正義を重んじておられるのだという、わたしたちの議論が、何らかの仕 
かたで説得力をもつようになることは、きわめて重要なことなのです。なぜなら、その議論はたぶん、この法律 
全体のための最も立派で、最も善い「序文」となるでしょうから。ですから、わたしたちは嫌気をおこしたり急 
いだりしないで、そのような議論を納得してもらうために、わたしたちの持てる力を余すところなく使って、で 
きるかぎり充分に論じてみようではありませんか。 

三 

アテナイからの客人 あなたのいまのお言葉からすると、わたしは神々にお祈りして、ただちに始めるのがよ 
さそう ですね。それほど熱心に、あなたは やる 気を起こして おられる のだから。そしてその議論を先に延ばすこ 
とはもはや許されませんね。 

さあ、それなら、ひとはどのようにしたら、怒りをおさえながら、神々が存在するということについて語るこ 


1 800 7 A 6 T 6 V S2 は T 8) vsi ( sc . V 6 iii ) と読む(ヴィンケルマ 2 I . 641 E sqq こ！ V . 721 E sqq ., K . S 58 A sqq . を参照0 
ンによる〇 
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とができるでしょうか。だって、そうではありませんか。わたしたちにこの議論をさせるようにした、また現に 

D そうさせているあの連中を、腹立たしく思ったり、憎んだりするのは当然なのですから。これも彼らが、まだ乳 

のなかで育てられていた幼い子供の頃から、乳母や母親たちから聞かされた物語をちゃんと信じていないからの 

ことなのですよ。そういった物語は、いわば子守歌のように、時には冗談で、時には真面目に、彼らに語りかけ 

られていたものですし、また犠牲を捧げるときのお祈りのなかでも、彼らはその物語を聞いたし、その物語にそ 

って演じられる見世物も見たはずなのです、！犠牲が捧げられるときに演じられるこの種の見世物は、子供が 

< 1 ) 

とくに 喜んで見たり聞いたりするものなのですが——。さらにまた彼らは、自分たちの両親が自分自身のために 
も彼ら子供たちのためにもひじょうに真剣な面持で、神々はまちがいなく存在しているものと考えて、祈ったり 
歎願したりしながら、これに語りかけているのを見たり聞いたりしたのです。それにまた、太陽や月が昇ったり 
沈んだりするときには、ギリシア人も異国の人もすベての者が、どんな不幸な境遇にある場合でも、また幸運な 
状態にあるときでも、これに向かってひれ伏して拝んでいるのを、彼らは見たり聞いたりしたのです。むろんそ 
の場合、その人たちは、神々が存在しないとは考えておらず、神々はたしかに存在しているのだと考えていたし、 
またそれらのものが神々ではないかもしれぬというような疑念を、いささかも持ってはいなかったのです。 

さて、以上述べたような事実をすべて、あの連中は軽視して、それも、少しでも分別をそなえている者なら誰 
でもが認めるような、ちゃんとした理由は何ひとつあげることもしないでおいて、いまわたしたちに対しては、 
これから行なおうとしているような議論をなすようにと、強要しているわけなのです。そうだとすると、そんな 
連中に対して、おだやかな言葉で論しながら、神々については、まず第一に、それが存在するのだということを 
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教えてやることが、どうしてできるでしょうか。でもしかし、思いきってやってみなければなりますまい。とい 

うのも、われわれの両方ともが常規を逸してはなりませんからね。あの者たちの方は、快楽をむさぼる ことによ 

( 2 ) 

ってそのような状態になるのですが、わたしたちの方まで、そのような連中に腹を立てることによって、常規を 
逸してはならないからです。 

さあ、それでは、そのような精神的に堕落している連中に対しては、何か次のような怒りをふくまない前おき 
の言葉を告げることにしましょう。そして、そのような連中のなかの一人の者と話し合うつもりで、怒りを抑え 
て、おだやかな調子でこんなふうに言うことにしましょう。 

「若者よ、君はまだ若いのだ。だが、時が経つにつれて、君がいま抱いている考えの多くは、それとは反対の 
ものへと変って行くだろう。だから君が、ひじょうに重要な事柄について判断を下そうとするなら、その時まで 
待つことだ。ところで、何よりもいちばん重要なのは、——今の君はそれを何でもないことと考えているけれど 
も——、神々について正しい考えを持ちながら立派に生きるか、それとも、その反対の生き方をするか、という 
ことだ。さて、そのことに関しては、まず最初に、君に大切なことを一つ知らせてあげても、わたしはけっして 
噓をついていると見られはしないだろう。それはこういうことである。 

神々について君のような考え方をしている者は、君一人だけではないし、また君の友人たちが最初で初めの人 

1 0000 7 D 7 rn»v qTT §-5 のあとに TS を插入する (ペィトン によ 克つことができないこと」が、人びとを不敬な者にする 浬 
る)。 由の一つとされていた0 
2 上記00006>〜《を参照。そこでは、「快楽や欲望にうち 
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というわけでもない。いな、そのような病気にとりつかれている者は、多い少ないはあれ、いつの時代にも現わ 
C れてくるものだ。そこで、わたしはこれまでにそのような連中に数多く出会つてきたから、君には次のことを言 
つておこう。それは、神々は存在しないのだという、そういう考えを若い時にいだいて、その考えを持ちつづけ 
たままで老年にまで至つた者は、かつて誰ひとりいなかつたということである。しかしながら、神々についての、 
他の二つの間違つた考えのほうは、持ちつづけられることがある。それは、数多くの人においてではないにして 
も、とにかく何人かの人においてはそうである。つまり、その一つは、神々は存在するけれども、人間のことを 
何ひとつ気づかつてくれないと考えることであるし、そのつぎは、気づかつてはくれるけれども、犠牲や祈願に 
よつてなだめて機嫌をとりやすいものであると考えることである。 

そこで、もし君がわたしの忠告に従つてくれるなら、神々についての君の考えができるだけ明確なものになる 
まで、君はしばらく待つてみることだ。ほんとうに君がいま考えているとおりなのか、それともちがうのかを、 
よく調べながらだね。そのためには、他の人たちからもだが、とくにまた立法者からもよく話を聞くことだ。そ 
してその間は、神々に対していかなる不敬な行為をも敢えてなそうとしてはならない。というのも、まさしくこ 
の問題についての真実を教えるのが、現在といわず将来においても、君のために法律を定める人のなすべき務め 
なのだから」 

クレイニアス 今までのところは、あなた、ほんとうに見事なお話でしたよ。 

アテナイからの客人 それはたしかにそうなのですが、メギロスにクレイニアス、しかしわたしたちは、自分 
でそれと気づかぬうちに、驚くべき理論にぶつかつてしまつているのですよ。 
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クレイ||アス それは、どんな理論のことでしょう。 

アテナイからの客人 あらゆる理論のなかでも最高の知恵をふくんでいると、多くの人たちから考えられてい 
る理論のことです。 

クレイ II アス もっとはっきり説明してください。 

四 

アテナイからの客人 すべての事物は、現在においても、過去においても、また未来においても、あるいは自 
然によって生じ、あるいは人工(技術)によって生じ、あるいは偶然によって生ずるのだ、というふうに語ってい 
る人たちがいるように思われます。 

クレイニアス それで結構ではありませんか。 

アテナイからの 客人とにかく、賢い人たちが言っていることなのだから、とうぜん、正しいだろうとは思う 
のですがね。でも、わたしたちとしては、彼らの後をついて行きながら、その派の人びとが、いったい、 どんな 
ことを考えているのかを、調べてみようではありませんか。 

クレイニアス それはぜひとも、そうしましよう。 

アテナイからの客人 彼らの 言う ところに—と、それらの なかで最大最美の ものは、自然と偶然とがつくり 
出すのであって、技術(人工)がつ くり 出す ものは、これより小さなものら しいです ね。つまり 技術は、 自然が最 
初に仕上げた大きな仕事を自然から受け とって、これに 加工したり、 その 形を ととのえたりする のであって、 そ 
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れの作り出すものはすべて比較的小 さな ものにすぎない という わけです。わたしたち誰もが「人工品」 と 呼んで 
いるものが まさに それなのですが。 

クレィニアス それは どういう 意味でしょうか。 

アテナィからの客人 では、こんなふうに、もっとはっきりお話ししてみましょう。火や水や土や空気、これ 
らはみな自然と偶然によって存在し、それらのどれ一つも技術によって存在するのではないと、彼らは主張して 
いるのです。そしてさらに、それらのもののつぎにくる物体、つまり大地も太陽も、月も星も、魂(生命)をぜん 
ぜんもたないところの、これらの物質(火.水.土.空気)によってつくられているのだと彼らは言うのです。つ 
まり、それらの物質のそれぞれが、それぞれのものにそなわっている能力の偶然的な働きによって動かされなが 
ら、たまたま落ち合って、何か同族のもの同士が結合するような仕かたで結びつくと、——たとえば、熱いもの 
が冷たいものと、乾いたものが湿ったものと、軟いものが硬いものと結びつくと、また一般的に、反対のものの 
偶然的な混合によって、必然的に合成させられて一つになるかぎりのものすベてもそうなのだが——、とにかく、 
そういうふうにして、またそのような仕かたで、これらの物質から、天の全体と天にあるもののいっさいとが生 
まれたのであり、そしてさらに、これら天にあるものをもとにしてすべての季節が生じると、動物や植物のすべ 
ても生まれることになったというわけです。そしてこういったものすベての生成は、知性の働きによるのでもな 
ければ、何らかの神の力によるのでもなく、また技術によるのでもない、というのが彼らの主張であり、 むしろ、 
いま言われたように、自然と偶然によるのだというわけです。 

これに対して、技術の方は、後になって、それらの自然物から、二次的なものとして生まれてきたのであり、 
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それ自体が、死すべき者どもから生まれた死すべき本性のものなのであるが、それはさらに後になって、一種の 

遊びごとにすぎないようなものを生んだので ある。 しかし、こういったものは、真実性を まるっきり 持たない も 

のであって、技術そのものと同族の、何か影の ような 存在なのである。 たとえば、 絵画や、音楽や、その他 これ 

らと同列の地位にある諸技術がつくり出すものがそれである。しかし、技術のなかに、 もし 何か真面目なものを 

ほんとうに生むものがあるとすれば、それは、医術や農耕の術や体育の術のように、その能力を自然と共同させ 

( 1 } 

ているものだけである。したがってまた、彼らに言わせる と、とくに 政治の術の場合は、自然と共同している部 
分はほんのわずかであって、大部分は技術(人為)によるものである という ことだし、同様にまた立法の仕事全体 
も、自然にではなく、技術にたよっているのであるから、それの制定するものには真実性がない、 という わけな 
のです。 

クレイ||アス それは、 どういうことでしょう か。 

アテナイからの客人 いいですか、あなた、その連中がまず最初に主張していることは、神々は人為(技術)に 
よって、つまり自然によってではなく、一種の法律(慣習)によって存在しているのだということ H 。 だから、 
それぞれの国の人間がお互いに同意して法律(慣習)のなかに定めるなら、国によってそれぞれ別々の神々がある 
ことになるわけです。そしてまた、美しいもの(立派なこと)も、自然によって美しいものもあれば、法律習慣に 

1 O 0 S 9 D 7 T - IJ-V 7 TOAIT 豆 <は45ョ0ンョ晏と読む(リチャー 発明したように思われる」という、 クリ テイアスの言葉 
ズによる)。 ( Fr . 5( DK )) を参照。 

2 「誰か利口な思いつきのよい人が、神々を畏れることを 
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よって美しいものもあって、両者は別のものだと彼らは言うのです。さらにまた、正しいことにいたっては、自 

然本来に正しいことはぜんぜんないのであって、これについては、人びとはたえず言い争いをつづけ、いつもそ 

れを変えているのであるが、しかしそれをいつ、何と変えようとも、ひとたび変えられたなら、その時から、そ 

( 1 ) 

の変更されたことが権威をもつようになると言うのです。というのも、正しいことは、人為や法律習慣によって 

( 2 ) 

生ずるのであって、何らかの自然にもとづいて生ずるのではないからだというわけです。 

さて、こういったことすベてが、親愛なる方たちよ、若者たちの間で「知者」とされている人たちの説なので 

す。その人たちのなかには、散文作家もいるし、詩人もいるのですが、彼らは、何であれ、ひとが力ずくで勝ち 

?) 

とるなら、 それこそが最高の正義で あると 主張しているのです。そこで、こういった説が もとにな って、法律が 
わたしたちに神々についてはこう考えるべき だと 命じているような、そういった神々は存在していないかのよう 
に思って、不敬な振舞いをする風潮が若い人たちの間に生じてきているのです。また、そのことのゆえに、国内 

( 4 > 

の内紛も起こっているのですが、それはあの連中が、法律を守りながら他人に隸属するのではなく、他人を支配 

( 5 ) 

して真実に生きることであるという、「自然に従った正しい生活」の方へ、若者たちを誘惑しているからなので 
す。 

クレイニアスこれはあなた、なんという恐ろしい説をお述べになったことでしょう。それは、国家公共のた 
めにも、また個々の家庭のためにも、若い人たちをどれだけ害しているか計り知れませんね。 

アテナイからの客人たしかに、おっしゃるとおりです、 クレイーーアス 。それなら、 もう 長い間、 そういう 状 
況がつくり出されているのだとすると、立法者としては、どうすべきであるとあなたは考えられますか。彼はた 
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だ町のなかに立って、次のように言ってすべての人を脅すだけでよいのでしょうか。つまり、もしも人びとが、 

神々の存在を認めなかったり、また神々の性格を法律が述べているようなものであるとは考えなかったするな 

ら、-そしてこのことは、美しいことや正しいこと、またその他の最も大切なことすべてについても、さらに 

( 7 ) 

C は、徳や悪徳に関係すること全部についても同じように言えるのであって、そういったことについては、立法者 
が法律のなかに記して指示しているとおりに考えて、これを実行すべきであるのに、もし誰かが法律に従順であ 
ろうとしないなら——、その場合には、ある者には死刑を、ある者には鞭刑や投獄を、ある者には市民権剝奪の 
刑を、また他の者たちには財産没収や追放の刑を科して罰しなければならないと、ただそう脅すだけでよいので 
しょうか。そして、人びとに対する説得の方は、立法者が彼らに対して法律を定める際に、これを法律の条文に 
つけ加えて、可能なかぎり人びとを従順にする、という必要はまったくないのでしょうか。 

D クレイニアス いや、あなた、けっしてそんなことはありませんよ。そういった事柄について説得する余地が 

1『テアイテ トス』 172A 〜 w 参照。 3 IV. 715A ( 日 . 690B も参照)に引用されている ピン ダロ 
2 アルヶラオスは、「正しいこととか、恥ずべき(醜い)こ スの詩句が念頭にあったものと思われる。 

ととかいうのは、法律習慣の上でのことで、自然にはない 4 oo 90 A 7 slp - TaoTa のあとには、他の多くの校本に見られ 
ことである」と言ったと伝えられている (Diog. L . «16)。 るように、コンマをうって読む。 

その後、この自然(ピユシス)と法律習慣?モス)とを対立 5 『ゴルギアス』 (4002Esqq.) のなかに述べられているカリ 
させて、前者を優先させる考え方が、ソフイストの時代の クレスの「自然の正義」論を参照。 

道徳論、政治論に取り入れられて大いに流行していた。ソ 6 つまり、神々が人間のことに無関心であるとか、犠牲や 
フイストのアンテイボンの議論 (Irr. 44 (DK)) や『ゴルギ 祈願によって買収されうるというふうに考えること。 

アス』 (4002Esqq.) のなかの カリ クレスの主張などを参照。 700981は 6qa ts と 読む f ステファヌスに よる 〇 
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少しでもあるのでしたら、多少とも 取柄の ある立法者なら、説得することを絶対にあきらめてはいけ ません。 む 
しろ、 人び とがよ く 言うよう に、 「あるだけの声をはりあげて J 、 神々は存在するのだという昔から信じられてい 
る^ベその他あなたが今し 76' た述べられたかぎりのことを支持する者にならなければなりません。そしてと 
くに、 法そのものと技術とに対しては、それらは自然によって存在するのであり、あるいは、自然に劣らないも 
のによって存在するのだとして、これらを助けて やるべき なのです。もしもそれらが、正しい説に お、，てよ、® 
性の産物で あるとすればです よ。 あなたはいま、そんなふう (以 言おうとしておられるように見えますし、そして 
わたしとしても、その点ではあなたに賛成なのです。 

アテナイからの客人 たいへんな熱の入れ方ですね、クレイニアス。でも、どうでしょう。そんなふうに大衆 
に向かって話してみても、大衆がその議論について行くことはむずかしいのではないでしょうか。それにまた、 
そうする ことは、際限 もないほど話を長くすることにもなりませんか。 

クレイニアス では、どうなんでしょう 。酒の酔い や 音楽の ことについては、あんなに長い話をしていたとき 
にも、わたしたちは 自分に 辛抱していたのに、神々やそれに関連する問題については、 我慢が できないのでしょ 
うか。それにまた、そのような 議論は、思慮を 伴う 立法に とっては最大の助けとなるでしょう。というのも、 法 
律の規定は V ったん 文書の なかに 書き とめられると、いつまでも 批判吟味を 受けようとするかのように、まっ 
たく変らない 姿で とどまっているからです。ですから、そのような 規定が、 最初の 間は 耳に入りにくいものであ 
るとしても、 心配す るには及びません。もの分りの悪い人間で も、 何度も立ち帰ってそれを調べてみることがで 
きるはず だ 力らです。それにまた、そのような議論が長いものになるとしても、有益なものであるなら、、レ配す 
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ることはないのです。したがって、誰であれ、力のかぎりをつくしてそういった議論に加勢をしないのは、 まっ 
たく道理にも合わないし、敬虔なことでもないと、少なくともこのわたしには思われるのです。 

メギロス クレイニアスが言われていることは、あなた、ほんとうに立派なことのようにわたしには S われま 

すけれど。 

B アテナイからの客人 それはたしかにそのとおりですとも、メギロス。わたしたちはこの人の言われるとおり 
にしなければならないでしょう。じっさい、あのような〔無神論の〕説が、人類全体と言ってもいいほどに広がっ 
ているのでなかったなら、神々の存在を擁護するための議論は一つも必要なかったでしょうからね。しかし現在 
の状況では、そうせざるをえないわけです。ところで、最も重•要な法律が邪悪な連中によって踏みにじられよう 
としているこの場合、それを助けるのによりふさわしい者として、立法者以外に、誰がいるでしょうか。 

メギロス 誰もいません。 

五 

アテナイからの客人 さあそれでは、クレイニアス、あなたもこの議論には加わってくださらなけ^ばならな 
C いのですから、もう|度わたしに、あなたの考えを聞かせてください。というの も、 あのような説をなす者は、 

1 S 0 D 4 vf の 語は 削る(イングランドによる) 0 4 第一 巻 (637 D ) より 第二 巻の終りまで、 酒の 酔いと音楽 
2 S 9§7 fiTTOV は甘 TOVI と 読む(ヘルマンに よる)。 のこと が論じられて、，た。 

3〇〇 90〇 〇〇 6<は 8-5と読む(シユタルバゥムの提案による)0 
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たぶん、火や水や土や空気が万物の最初のものだと考えており、そしてまさにそれらの物質を「自然」と名づけ 
て、魂の方は、それらの物質から後になってつくられたものだと考えているようですからね。いや、「たぶん」 
ではなくて、ほんとうに、そのことを議論によってわたしたちに示しているように思えるのです。 

クレイニアス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 では、ゼゥスにかけて聞きますが、これまで自然の探究にたずさわってきたすベての人 
たちの、愚かな考えの源泉といったようなものを、わたしたちはつきとめたのでしょうか。その説全体を吟味し 
ながら、よく調べてみてください。というのも、不敬な説になじんでいて、しかも他の人びとをもその方へ導こ 
うとしている人たちの議論が、立派なものでないばかりか、誤ってもいることが明らかになれば、それは少なか 
らぬ意味をもつことになりますからね。.ところでわたしには、彼らの議論は誤っているように思われるのです。 

クレイニアス それは耳寄りな話です。しかし、その誤りがどこにあるかを、説明してみてください。 

アテナイからの客人 でも、そうするとなると、あなたにはあまりなじみのない議論に、手をつけねばならな 
くなりそうですが。 

クレイニアス いや、躊躇すべきではありませんよ、あなた。そのような議論に手をつければ、立法の問題か 
ら離れて脇道にそれてしまうとあなたが考えられるだろうことは、わたしには分っていますから。でも、神々の 
本性は、現在わたしたちの法律において言われているとおりのものであるということに同意するには、それ以外 
にはほかにまったく方法がないのだとすると、すばらしい方よ、どうしても、そういう仕かたで話さざるをえな 
、..でしょう。 
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アテナイからの客人 では、どうやらもうわたしは、あなたがふだん聞きなれてはおられないような議論をし 

( 1 ) 

て もよさそう ですね。それは、こういう内容のものです。つまり、不敬虔な人たちの魂をつくり出した議論は、 
万物の生成と消滅の第一の(根本の)原因であるものを、最初にあったものではなくて、後になって生じたものだ 
と述べているし、また後のものを、より先なるものだとしているのです。そのために、その議論は、神々の真の 
本性について誤りを犯すことになったわけです。 

クレイニアスまだよく分りません。 

アテナイからの客人 魂(生命力)というものが、ねえあなた、ほんらいどのような性質のものであり、またど 
んな力をもっているかを、ほとんどすべての人が認識していないようですね。そして、魂についてのほかのこと 
もそうであるが、とくに、それの起源については、つまりそれが、最初にあったものの一つであって、すべての 
物体に先立つものであることや、また他の何ものにもまして、物体のあらゆる変化や変様を支配していることを、 
彼らは知っていないようなのです。だがもし、そういったことが事実だとすると、魂は物体よりも古いものであ 
る以上、魂と同族のものは、物体に属するものよりも、より先にあったものである、ということに必ずなるので 
はありませんか。 

の」として、魂はそれらから「つくり出されたもの」と考 
えており、そしてそう考えることが、「最善の魂」である 
神々の本性を見誤らせ、彼らを不敬虔な心の者にしている、 
というわけである。 


1「不敬虔な人たちの魂をつくり出した」といぅ表現には、 
一種の皮肉がこめられている。つまり、魂はほんらい万物 
の「最初のもの」として他のものを「つくり出すもの」で 
ぁるのに、自然学者たちは火、水などの物質を「最初のも 


601 



D 


C 


( 892 ) 


クレイ || アスそれは必ずそうなります。 

アテナイからの客人 そうすると、 判断、配慮、知性、技術、 そして法律の方が、硬さ、軟かさ、重さ、軽さ 

( 1 ) 

よりも、より先なるものということになるでしょう。したがってまた、最初の大きな作品や活動は、それが最初 

のものに属する以上、技術に由来するものだということになるし、これに対して、自然によって存在するものと 

{ 2 } 

自然とは、——それをまさに「自然」という名で呼んでいる点で彼らは間違っているのですが——、後になって 
生じた(第二次的な)もので あり、技術 や知性に起源をもつものだということになるでしょ一っ0 
クレイニアス彼らが呼び方を間違えているというのは、どういうことでしょうか。 

アテナイからの客人 「自然」 という言葉で 彼らが 言おうとしているのは、 最初に ある (第一次的な) ものにつ 
いての 生成の ことです。しかしもし、 魂が最初に あるものだということ が 明らかになれば、いちばん 初めに 生ま 
れてきたもののなかに数えられるのは、 火 や空気ではなくて、 魂が それだということになるから、 魂 こそだんぜ 
ん 他の ものを引きはなして 自然に よってあるのだと言うの が、 おそらく 最も 正しい言い方になるでしょう。そし 
てそのことは、 ひとが魂の方が 物体よりも 古い ものだということを証明するなら、そのとおりだということにな 
るし、それを証明できなければ、そうではないわけです。 

クレイニアスまったくおっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 では、つぎに、まさにその点を証明することに取りかかろうではありませんか。 

クレイ||アス むろん、 そうしましょう。 

アテナイからの客人 さて、これは、ひとがきわめてだまされやすい議論ですから、わたしたちは羽、レしてと 
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り - R かることにしましょう。その議論は若々しいものであるため、わたしたち老人はその甘い墓につい釣り込 
まれ、しかしそのあとではこれに逃げられて笑いものになってしまう、ということがないようにね。わ i 〕たち 
は大きなものを狙いながら、小さなものさえも取り逃がしているのだと思われないようにしなければなりません0 
そこで、ひとつ、 f 考えてみてください。かりにわたしたち三人が、流れの f 川を渡らなければならなか 
ったとして、そしてわたしたちのなかでは、このわたしがいちばん年少で、しかも多くの川を渡った経験をもっ 
ているから、そこでわたしとしては、あなた方にこう言うとしてみましょう。「あなた方は安全な場所.に残って 
E いただき、まずわたしが 自分 だけで試してみて、年上®あなた方にも渡れるか、それともどんな 工合で— かを、 
調べてみなければなりますまい。そして_ ベて みて、渡れ t とがわか-たなら、そ®ときにはあな I し 
で、わたし Q 経験を 生かしながらいっしょに渡るし、また、あなた方のような年配の人には渡ることので きない 
ものであったなら、その 危険は わたしだけにとどめておかねばなりません」と、そう言うなら、これは 理にかな 
つた言い方だと思われるでしょうね。 

さて、 今の 場合 も壽はこれと同じで、これからわたしたちが直面しようとしている讓論はかなりきびしいも 
のであり、おそらく、あなた方の力では渡りきれないものでしよう。そこで、その議論の流れが押し寄せてきて、 
的 返答に不慣れな あなた方に 質問を浴びせる ときに、あなた方は百まいがしたり頭がくらくらして、1 if で 不恰好 


1この点については、後に896 c ~00 97 B でもぅ少し詳し 
く説明される。 

2 0091 C を参照。 


3 0000 VOA に述べられている自然学者たちの説とは逆になっ 
ていることに注意。なお、この点については、『ソピステ 

ス』265 C 〜 E 参照。 
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な姿をさらけ出して不快な思いをされることがないように、わたしとしては今、こんなふうにすべきだと思うわ 
けなのです。つまり、まずわたしが、わたし自身に質問を出し、あなた方は安全なところにいて聞いてもらうの 
です。そしてそのつぎに、わたしがまたその質問に答え、そういうやり方でこの 議論 全体を終りまでやり通すの 
です。こうして、魂についての議論を徹底的に行ない、魂の方が物体よりも先なるものであることを証明するの 
です。 

クレィ1|アス あなたのおっしゃったことは、まったくすばらしいことのように思われます。どうか、そのお 
言葉 どおりにしてく ださい。 

六 

アテナィからの客人 さあ、それでは、始めることにしますが、かりにもしわたしたちが、神の助けを呼び求 
める寺があるとすれば、今こそそうしなければならぬものとしましょう、——ほかでもなく、神々自身の存在を 
証明するために、神々の助けがひじょうに真剣に呼び求められているのだとしてください I 。そして、 いわば 
安全な綱につかまりながら、わたしたちが現在直面している議論の流れのなかに入って行くことにしましょう。 

さて、このような問題について、わたしが取り調べを受けているのであれば、次のような尋問には次のような 
仕かたで答えるのが、わたしにはいちばん安全であるように思われるのです。つまり、誰かがわたしに、 

「客人よ、万物はすべて静止していて、動いているものは一つもないのだろうか。それとも、それとはまった 
く反対なのだろうか。あるいは、あるものは動いているが、あるものは静止しているのだろうか」と尋ねるな 
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ら' 

「あるものは動いているが、あるものは静止していると思います」 とわたし は答える でしょう。 

「では、 静止しているものが静止しているの も、 また動いているものが動くのも、何らかの空間のなかにおい 
てではないのか」 

「もちろん、そうです」 

r ではさらに、 あるものは 一つの場所で運動す るだろう し、他の ものは多くの 場所で そうするだろう ね」 〔と® 
手が尋ねるなら〕 

「一つの場所で運動するものとは、その中心が静止しているものの性質をもつ運動体のことを、あなたは言っ 
ておられるのでしょうか。たとえば、静止していると言われる円形のものが'、回転運動を行なっている場合のよ 
うにですね」と、わたしたちは答えるでしょう。 

「そのとおりだとも。ところで、この回転運動においては、〔中心から最も遠い位置にある〕最大の円と、〔中 
心に最も近い位置にある〕最小の円とが同時に描かれながら、それに比例して、そのような運動そのものは、小 
さなものと大きなものとに分かれるし、またその速度も、それに応じて大きなものと小さなものとがで きる こと 
を、われわれは知っているね。そしてまさにそのことのゆえに、その運動は、あらゆる驚嘆すべき現象の源にな 
つているわけなのだ。大きな円と小さな円とに、それぞれ釣り合った遅い速度と早い速度とをあたえながら、そ 


1たとぇば、一つの地点で回っている独楽とか、固定した軸を中心に回転している車輪。 
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れらを同時に動かしているのだから、——これは起こりえないことだと、ひとは考えるかもしれないのだがね」 
「まったく、おっしゃるとおりです」 

「他方、多くの場所で運動するものとは、ある地点から他の地点へとたえず位置を変えながら、場所の移動に 

よって動くものの ことを、 君は 言おうと している よう だね。そして、こういった運動をするものは、時には、何 

か一つの点だけで〔あるものの表面に〕接しながら動くこともあるし、また時には、転がることによって多くの点 

( 2 ) 

で唼しながら動く こと もあるのだ。ところで、このような運動をするものは、たえず何かにぶつかり合うのであ 
るが、静止しているものにぶつかった場合は分解するし、反対方向から動いてくる他のものに出会った場合は、 

( 3 ) 

それと一つになって、それら両者の中間的なものが合成されるわけだ」 

「たしかに、あなたの言われるようなことになると言っていいでしょう」 

「ではさらに、合成されるなら、〔量は〕増大するし、分解されれば、減少するのである。ただしこれは、それ 

( 4 ) 

ぞれのものの初めにあった状態がそのまま保たれているときのことであって、それが保たれない場合には、合成 

と分解の両方どちらによっても、そのものは消滅するのである。 

では、一般に生成ということが起こるのは、どういう状態になったときであろうか。それは明らかに、ものの 

〈はじめ〉(始源)であるものが増大して第二の段階に変化し、そしてその段階からさらに次の段階へ移り、かくし 

( 5 ) 

て第三の段階にまで達して、感覚能力をもつ者たちに感覚を提供することになった場合のことである。かくして、 
すべてのものは、このような変化と変形の過程を経ることによって生成するのであるが、そのものがほんとうに 
存在しているのは、それがそのままの状態にとどまっているときのことであって、もし他の状態へと変化したな 
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ら、そのものとしては完全に消滅して しまう ので ある」 

さて、親愛な方たちよ、以上でもってわたしたちは、すべての運動変化を種類に分けて数えあげたことになる 
( 6 ) 

でしょうね。ただし、二つのものがまだ残ってはいますが。 

クレィ||アス その二つのものというのは、何のことですか。 

アテナィからの客人 それは、あなた、わたしたちが現在行なっている考察はすべて、その二つのもののため 
である、といってよいものなのです よ。 

れているのではなかろうか。 

4 これは、一般に理解されているように、物質の固体、液 
体、気体の状態のことと考えておく。 

5 これも理解しにくい箇所であるが、ピユタ ゴラス 派の説 
にもあるように、一種の幾何学的な比喩を用いて感覚物の 
成立を説明したものであろう。すなわち、ものの始源であ 
る点から線へ、線から面へ、そして面から立体(物体)へと 
変化発展して、いわゆる三次元の段階に達したときに、も 
のは感覚の対象になる という わけである。 

6 後で ( 00 94 C ) 言われて いるところからみると、これまで 
に 八種類の運動変化が数えられた ことに なって いる。 すな 
わち、①一つの場所で回転する円運動、②多くの場所を移 
動する運動(滑ると転がる)、③分解、④合成、⑤増大、⑧ 
減少、⑦消滅、⑧生成の八種類である。 


1ここで言われていることについては、たとえば、回転し 
ている円盤上の(中心を 除く) いくつかの点が描く円運動を 
考えてみればよい。そして、これらの円運動が「驚嘆すベ 
き現象の源になっている」と言われているのは、これを モ 
デルにして、諸天体(惑星)の軌道や運動の速度などが考え 
られているからであろう。『国家』 X . 616 D 〜617 C 、 『テ 
ィマィオス』 3 00C sqq . などを参照。 

2 いわゆる r 滑る」と「転がる」の区別がこれにあたるだ 
ろう。たとえば、回転している独楽が軸心だけで支えられ 
ながら移動する場合と、円筒が転がりながら動く場合との 

よ-'っこ0 

3 「分解」の方は、いわゆる運動体についても理解できる 
が、「合成」の方は、狭義の運動体については理解しにくい 
ようで ある。次の「合成され るなら、 増大す る」という言 
い方からみても、二つの物質の混合ないしは化合が考えら 
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クレイニアスもっとはっきりおっしやってください。 

アテナイからの客人 この考察は、魂のために行なわれたのでしょう。 

クレイニアスたしかに、そのとおりです。 

アテナイからの客人 それでは、つねに他のものを動かすことはできるが、自分自身を動かすことのできない 
動を、残りの二種類のうちの一つとしましょう。これに対して、つねに自分自身を動かすことができるとともに、 
また他のものをも、合成や分解、増大やその反対〔の減少〕、生成や消滅という仕かたで動かすことのできる動、 
これをすべての運動変化のなかの他のもう一つの種類としましょう。 

クレイニアス そういうことにしておきましよう。 

アテナイからの客人 では、他のものをつねに動かしながら、〔それ自身は〕他のものによって変化させられる 

1) 卜 

運動変化を、わたしたちは第九番目のものとすることになるでしょう。これに対して、自分自身をも他のものを 

も動かし、どんな能動の動きにも、どんな受動の働きにも適応して、存在するものすべてを真の意味で変化させ 

( 2 ) 

動かすと言われているもの、このものをこそ、わたしたちは第一〇番目の動と呼ぶことになるでしょう。 

クレイニアスまったく、そのとおりです。 

アテナイからの客人 では、わたしたちが数えあげたおよそ一〇種類の運動変化のうちで、何よりも最も強力 
で、働き もとく にすぐれているものとしては、どれを選ぶなら最も正しいことになるでしょうか。 

クレイニアス 自分で自分を動かすことので きる 動が、他のものよりも無限にまさっているし、その他の運動 
変化はすべてこれより劣ると言わざるをえないでしょう。 
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アテナイからの客人 結構です。 そうすると、わたしたちがいま言ったことのなかで、正しくなかった/.';を一 
つないしは二つ、訂正しなければなりませんね。 

クレイ11アスそれは、どんな点のことですか。 

アテナイからの客人「第一〇番目の」と言われたのは、たぶん、正しい言い方ではなかったようです。 

クレイニアスどうしてですか。 

アテナイからの客人理論的には、それは生まれの上でも、また方の点でも、第一番目のものです。そしてそ 
の次のものが、これにつづいて第二番目になるわけですが、さっきは、奇妙にも、第九番目のものと言われてい 
たのです。 

クレイニアスそれは、どういう意味でしょうか。 

七 

アテナイからの客人こういう ことです。 あるもの ( A ) が他のもの ( B ) を変化させ、そしてそのもの ( B ) がま 
た別の他のもの ( C ) を変化させる、ということが順々に行なわれる場合、はたしてこういったもののなかに、変 
化の元になる何か第一のものがあるでしょうか。そもそも、他のものによって動かされるもの(财、どうしていっ 

1 O 0 94 C 4 1 V ts は tvs 9 . と読む(ステファヌスによる〇リによる) 0 

200 94 C 6 KaAOUH s '- qvsrn - の S ! は te に変える(イングランド 3 894 E 6 Stccv は 6 y ) &v と読む(ア丨ペルトによる)。 
による〇そして C 7 TaoTnvs rrv - の 07 01 - も S に変える(ビユア 
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たい、 変化を起こさせるもののなかの第一のものになりうるでしょうか。それは不可能なことですからね。しか 
し、自分で自分を動かしたものが、他のものを変化させ、そしてそのものがまた別の他のものを変化させて、そ 
してそう いう ふうにして動かされるものが何千何万にもなる場合には、それらのものの運動変化全体の始源とな 
るものは、自分で自分を動かしたものが起こす変化以外のものではないでしょうね。 

クレィ II アス まったく 見事なお話でした。そのことには同意せざるをえません。 

アテナィからの客人 それではなお、こんなふうにも言って、そしてもう一度わたしたちは、自分で自分に答 
えてみ ることにし ましよう。 

「かりに、万物が何らかの仕かたでひとところに集まっていて、静止していたとすると、-前にあげたあの 

〔知者と 言われる〕連中の大部分は大胆に もそう 主張しているのですが 1 、それらのもののなかに 最初に生ずる 
運動は、先にあげた運動変化のなかのどれでなければならないでしょうか」 

「それはむろん、自分で自分を動かす動でしょう。というのも、それらのもののなかには、それまではどんな 
変 匕 も B こっていないのだとすると、それらのものが他のものによってそれまでに変化させられるということは 
けっしてありえないでしょうから。したがって、自分自身を動かす動は、すべての運動変化の始源として、静止 
しているもののなかにおいては最初に生じてくるものであり、運動変化しているもののなかでは第一番目のもの 
であるから、その動こそが必然的に、あらゆる運動変化のなかでは最も古くて最も強力なものである、というこ 
とになるでしょう。これに対して、他のものによって変化させられて、そして他のものどもを動かす運動変化は、 
それに次ぐものということになるでしよう」 
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クレイニアス まったく、おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 さて、それでは、わたしたちはここまで議論を進めてきたことですから、次のことにも 

答えることにしましょう。 

クレイニアス どのようなことにですか。 

(5) 

アテナイからの客人 何か土でできているものとか、あるいは水や火でできているもののなかに、——それら 

が別々にあろうと、あるいは混じり合っていようと、どちらでもよいのですが-、いま言った〔自分で自分を 

動かす〕動が生じているのが見られる場合には、そのようなもののなかにはどんな状態が起こっていると言うべ 
きでしょうか。 

クレイ||アス あるものが自分で自分を動かしている場合は、わたしたちはそのものを「生きている」と呼ぶ 
べきだろうかというのが、あなたがわたしたちに尋ねておられることではないでしょうか。 

また『テアイテトス』 looOE , 1003 E には、万物は静止してい 
ると主張した者として、パルメニデスやメリッソスの名前 
があげられている。 

3 895 B 6 |^-&0^\;は|^-§,&8)1;と読む(エゥセビオスに 

よる〇 

4 895 W 7 Klvooqavs? は KioQOCV t£ と読む(アストによる )( 

5 895 C 4 m»v T -8> yrj{vcp の T * s > は T - S に改める(イングランド 

による )0 


1「万物が . ひとところに集まっていて」(あるいは「す 

ベてのものはいっしょくたになって」)と訳した語句に類似 
した表現は、アナクサゴラス ( Fr . 1( DK )) やパルメニデス 
( Fr . oo (D w )) のなかに見出される。 

2 「前にあげたあの連中」とは、〇〇〇〇〇〇£80卩でその説が紹介 
されている「現代の知者たち J (0000 6 D ) のこと を指すと思わ 
れるが、具体的に誰のことであるかは不明。前注であげら 
れたアナクサゴラスも、 r ヌゥス」(知性)によって万物は初 
めて運動をあたえられたとしているし ( Fr . 12 l 13( DK ))、 
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アテナイからの客人 そのとおりです。 

クレイニアス それはむろん、「生きている」と呼ぶべきですよ。もちろんのことです。 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。あるもののなかに魂(生命)が宿っているのが見られる場合、それ 
立ヽま述"へたのと同じことになるのではありませんか。つまり、そのものは生きていることを認めるべきでしょ 
うね。 

クレイニアス それ以外にはありません。 

アテナイからの客人 では、ゼゥスの神にかけて、そこのところでちょっと待ってください。どんなものにつ 
ヽ C でも、 あなたは三つの ことを 考えてみようとはなさらないでしょうか。 

クレイニアス それは、 どういう ことでしょう。 

アテナイからの客人 一つは、当のか W ものそれ自体であり、一つは、そのものの定義であり、もう一つは、 
そのものの名前で (- ri 。 そこでまた、存在するものすベてについて、二つの質問を出すことができるわけです。 

クレイニアス どんなふうにして、二つの質問を出すのですか。 

アテナイからの客人 わたしたちの誰でも、時には、ものの名前だけを提示して、それの定義を求めたり、時 
こ i また、その逆に、定義だけを提示して、そのものの名前を尋ねるということです。では、今度もまた、次の 
ような例をあげてみるのがよいでしょうか。 

クレイ11アス といいますと、どのような例でしょう。 

アテナイからの客人 ほかのものにおいてもですが、数においても、二つ〔の等しい部分〕に分けられるという 
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ことがあるでしょう。さて、数の場合において二つに分けられるものには、「偶数」という名前があるし、他方、 
それの定義は、「二つの等しい部分に分けられる数」ということでしょう。 

クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人 わたしが言おうとしているのは、そういったことなのです。だから、どちらのやり方を 
しても、つまり、定義を尋ねられて名前を答えても、また名前を尋ねられて定義を答えても、わたしたちは同一 
のものを指しているのではないでしょうか。名前によって「偶数」と答えても、定義によって「二つ〔の等しい 
部分〕に分けられる数」と答えても、同一のものを指しているわけなのですから。 

クレイニアス まったくそのとおりです。 

アテナイからの客人 では、「魂」 という 名前をもつもの、それの定義は何でしょうか。「自分で自分を動かす 
ことので きる 動」という、さきほど言われた こと 以外に、他の定義をわたしたちは持っているでしょうか。 

クレイニアス 「自分を動かすもの」という定義をもつものと、わたしたちすべてが「魂」という名前で呼んで 
いるものとは、同じものだとあなたは言おうとされているのですね。 

アテナイからの客人 そう、そのことを言っているのです。ところで、そのことが事実そのとおりであるとし 
ても、まだわたしたちには不満が残るのでしょうか。つまり魂こそ、現在あるもの、過去にあったもの、将来あ 

1 『書簡集』 ( vn . 342 A 〜 C ) には、存在するものそれぞれに はそのなかの第一、第二のものとして、それぞれ説明がな 
ついて、その知識を手に入れようとする場合に拠りどころ されている。なお、本篇 xn . 964 A 参照。 

とすべきものが五つあげられているが、「名前」と「定義」 
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( 1 ) 

るだろうもの、さらにはまた、それらとは反対のものすベてを、 s 初に生じさせた〇、最初に運動変化させたり 

するものにほかならないのだということが、まだ充分には証明されていないのだという不満がね。魂がすべての 

ものにとって、あらゆる変化や運動の原因であることは明らかになっているというのにですよ。 

クレイニアス いえ、不満に思ったりはしません。それどころか、魂は、運動変化の始源であった以上、万物 

( 2 ) 

のなかで最も古いものであることは、この上なく充分に証明されました。 

アテナイからの客人 それでは、あるもののなかに生じる運動であるが、それは他のものによって引き起こさ 
れるだけであって、何ものに対しても、そのものが自分で自分のなかで動くようにしてやることのけっしてない 
運動、そういった運動は、第二番目のものであり、いや、ひとがどれだけの運動を数えようとも、そのなかでは、 
その運動は最下位に位するものである、ということになるのではありませんか。それは、文字どおりに魂(生命) 
なき物体の変化にすぎないのですから。 

クレイ-アス それで正しいです。 

アテナイからの客人 そうすると、魂は物体よりも先にあったものであるが、物体の方は第二番目のもの、よ 

り後のものであり、したがって、魂が支配し、物体は支配されるのが自然の理にかなっているのだと、そんなふ 
( 3 ) 

うにわたしたちが語っていたのは、正しいし、決定的でもあるし、またこの上なく真実で完全な言い方でもあっ 
た、ということになるでしよう。 

クレイニアス たしかに、この上なく真実なことです。 
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アテナイからの客人ところで、わたしたちは前に、こういうことに同意していたのを忘れてよ、ま亡んね。 
つまり、もし魂が物体よりも古いものであることが明らかになるなら、魂に属するものも、物体に S するものよ 
り古いものであるだろうということです。 

クレイニアスたしかに、そのとおりです。 

アテナイからの客人 では、〔魂の〕気質、性格、意欲、計算、真なる判断、配慮、 記憶といったものは、物本 
の 長さ、幅、深さ、 力よりも 先に あったものということになるでしょう、 もしも 魂の方が物体よりも先に あった 
とすればですよ。 

クレイニアスそうならざるをえません。 

アテナイからの客人では、そのつ ぎに、 fv つ ことに も必然的に同意せ ざるを えないでしよう か〇つ まり、 
もしわたしたちが魂をすべての ことの 原因で あると みなすべきならば、魂は、善い ことと 悪い こと、 美しいこと 


「反対のもの」 とは、 「現在ないもの、過去に消滅してし2以上の証明は、簡単な形では、 すでに『。ハィド ロス』 
まったもの、将来消滅するだろぅもの」のことであろぅ 245C 〜 246A においてなされていたものである。 

(リッ ター にょる)。 つまり魂は、運動変化の始源として、 3 0092A,C 参照。 

ものが生ずるだけでなく、滅びることの原因でもあるわけ 4 00 92A 〜 B 参照。 

である。 
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と醜いこと、正しいことと不正なこと、およびすベての相反することの原因であるということです。 

クレイ 1| アス もちろん、同意せざるをえません。 

アテナイからの客人 では、どこにあるのであろうと、動いているものにはすべて魂が宿って いて、 これを統 
轄しているのだとすると、魂は天をも統轄していると言わざるをえないではありませんか。 

クレイニアス それはそうですとも。 

アテナイからの 客人そうしているのは、一つの魂でしょうか、それとも、多くの魂でしょうか。多くの魂な 

のです、 ——わたしの方で、あなた方お二人に代わって答えましょう。とにかく、二つより少なくはないという 

ことにしておきましょう。つまり、善いことをなす魂と、それとは反対の状態をつくり出すことのできる魂との 
( 1 ) 

二つよりもです ね。 

クレイニアス まったく、おっしゃったとおりです。 

アテナイからの客人 さて、その点はそれでよいことにしましょう。では、魂は、天や地や海に—ものすベ 
てを、 自分自身のもつ運動によって導いているのですね。つまり、それらの運動には、意欲、考察、配慮、計画、 
正し(判断や間違った判断、悦びや苦しみ、大胆や恐れ、憎しみや愛という名前がつけられているのですが■そ 
ういった運動や、またこれらと同類のものか、あるいは第一次的な運動であるものすべてによって、魂は万物を 
導いて、 る わけです。そして、 これらの運動は、今度は、物体のもつ第二次的な運動を自分の支配下において 
万物を導きながら、 増大や減少、分離や結合、およびこれらに伴うところの温かさや冷たさ、重さや軽さ、硬さ 
や軟かさ、白や黒、苦さや才さな どを 生じさせるのです。つまり、魂は、これらの運動変化をすべて用いるので 
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( 2 ) 

すが、なおその上に、「知性」の助けをも得るなら……、万物を正しくまた幸福に導くことになるし、他方、無知 
を仲間にした場合は、万物をそれとは反対の状態にしてしまうわけです。——どうでしょう、以上述べたことは 
事実そのとおりであるとわたしたちは考えることにしましょうか、それとも、事実はそれとはちがっているかも 
しれないと、なお疑ってみることにしますか。 

クレイニアスいや、その必要は少しもありません。 

アテナイからの客人 さて、それでは、どちらの種類の魂が、天や地やそれらの運行全体の支配者になってい 
C ると言うことにしましょうか。思慮に富み、徳に充ちたものの方でしょうか。それとも、それらのどちらも具え 
ていないものの方でしょうか。では、そのことに対しては、よろしければ、次のように答えてみることにしまし 
ょ、っ0 

クレイニアスどんなふうに答えるのですか。 

かし、悪しき世界霊魂のことについては何も言及されてい 
ないことに注意する必要がある。 

2 0097 td 2Q-ei ee o- v 6 pe s> s eeoTS の語句は、意味が不明であり、 
テクストが破損しているように思われる。種々の校定が試 
みられているが、「知性」(ヌウス)の性格規定にかかわる重 
犬な問題をふくむだけに、主観的解釈におち入るのをさけ 
るため、テイラ！に従って一応削除しておいた。 


1複数の魂については、後に009800099:8でも言及されて 
いるし、善の原因で ある 魂と悪の原因で ある 魂の区別は、 

00 97 W 〜 P 00 9 SP 00 99 B にも語られている。その区別は、お 
そらく、知性をそなえているか、無知を伴っているかとい 
* っことにあるだろう0 

なお、この章のこういった表現が、古代末期の思想家た 
ちにおいて、ブラトンは二つの「世界霊魂」の存在を信じ 
ていたという解釈の根拠にされたょうであるけれども、し 
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アテナイからの客人 いいですか、あなた、もし天と天のなかに存在するすべてのものとの軌道や運行全体が、 

( 1 ) 

「知性」の運動や回転や計算と同様な性質のものであって、それと類似した仕かたで行なわれているのであれば、 
その場合には明らかに、最善の魂が宇宙全体を配慮していて、そしていま言われたような〔知性が運動するのと 
同様な〕軌道にそって、宇宙全体を導いているのだと言わなければなりません。 

クレイニアスそのと おりです。 

アテナイからの客人 これに反して、もしそれらのものの運行が気違いじみた無秩序な仕かたで行なわれると 
すれば、悪しき魂が導いていると言わなければなりません。 

クレイニアス それもまた、そのとおりです。 

アテナイからの客人 さてそれでは、「知性」の運動の本質はどのようなものでしょうか。親愛なる方たちよ、 
この問®よもはや、完全に哩解して言おうとすると、答えることのむずかしいものなのです。ですから、それに 
答えるにあたって、いまあなた方がわたしの助けを求められるとしても、それは当然のことでしょうね。 

クレイ11アス これは、ありがたい話です。 

アテナイからの客人 さて、それに答えるにあたっては、わたしたちは死すべき人間の眼をもって「知性」を 

観察し、これを充分に認識することができるかのように考えて、いわば真正面から太陽に直接眼を向けて、真昼 

に夜を招くようなことをしてはなりません。いな、問われているものの影像に眼を向けてこれを見る方が、より 
( 2 ) 

安全な道なのです。 

クレイ||アス それは、どういう意味でしょうか。 
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アテナイからの客人 あの一〇種類の運動のなかで、「知性」がそれに似ているところの運動を、〔「知性」の〕 
影像として取りあげてみましょう。わたしとしては、あなた方とともにその運動を思い出すことによって、共同 
で答えを出そうとしているわけなのです。 

クレイニアス それはすばらしい話になることでしょうね。 

アテナイからの客人 それでは、あのときに言われたことのなかで、少なくともこれだけのことは、わたした 
ちはまだ覚えていますね。つまり、万物のうちのあるものは動いているが、あるものは静止していると、わたし 

: (4) 

たちは仮定したということです。 

クレイニアス 觉えています。 

アテナイからの客人 さらにまた、動いているもののなかには、一つの場所で動いているものもあれば、多く 
898 の場所を移動しているものもある、としましたね。 

クレイニアス そのとおりです。 

にも用いられている。そしてそこでは、存在するものの真 
実を直接に感覚によってとらえるのでなく、言論(ロゴス) 
に逃れて、そのなかで考察するという一種の間接的な考察 
法が提案されている。 

3 後で説明されるように、〇〇930:〜1}で語られた「一つの 
場所で回転している円運動」のこと。 

4 0093 B~C 参照。 


1『テイマイォス』 34 A 参照。そこでは、「〔宇笛の〕作り主 
は、宇宙に対して、その身体に本来ふさわしい運動を、つ 

まり . 理性(知性、ヌゥス)と知力(思慮、ブロネ—シス) 

にとりわけ深い関係にある運動を割り当てた」と語られて 
いる。 

2 太陽を肉眼で直接に観察しょぅとすれば、眼を損ない、 
暗黒をもたらすことになるといぅ比喩は、『パイドン』 99 W 
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アテナイからの客人 では、これら二つの運動のうちで、一つの場所で動いている運動の方は、回転している 
車輪を真 ia 13 たようなものですから、必ず、ある中心のまわりをつねに動くのでなければなりません。そしてこの 
運動が、 r 知性」の回転運動に種族的にも最も近く、性質も似たものなのです。 

クレイニアス それは、どういう意味でしょうか。 

アテナイからの客人 もしわたしたちが、「知性」も、一つの場所で動く運動も、その両方ともを、回転して 

いる球の運動になぞらえて、それらは規則的で一様な運動を、同じ場所で、同じ中心をめぐって、同じものとの 

関係で、一つの理法と一つの規則とに従っへ- ci 行なっているのだと言うならば、わたしたちは、言葉の上で美しい 

( 2 ) 

影像を作ることが下手な者であるというふうに、見られなくてすむでしょう。 

クレイニアスまったく、おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 では、それとは反対に、けっして一様でもなければ、規則的でもなく、同じ場所におい 
てでもなければ、同じ中心をめぐるのでもなく、同じものとの関係においてでもなければ、一つの場所において 
動くのでもなく、秩序もなければ、規律もなく、また何らかの理法に従っているのでもない運動、そういった運 
動は、 あらゆる 種類の無知と同族のものではないでしょうか。 

クレイ11アス それは間違いなく、そのとおりでしょうからね。 

T テナイからの客人 さて、そうすると、今やもう次のようにはっきりと言っても、それには何の困難もない 

ことになるわけですね。つまり、〔天にある〕すべてのものを回転させているのは魂であることが分った以上、天 
¢ 3 ) 

のこの回転運動は、とうぜん、最善の魂の配慮や秩序づけのもとに行なわれていると言うべきか、それとも、そ 
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れとは反対の魂の…… 

クレイニアス いや、あなた、さきほどの話からすれば、それらのものを回転させているのは、あらゆる徳を 
そなえた魂である —— その数が一つであれ、一つより多くであれ——というより他の言い方をしたのでは、不敬 
虔なことにもなってしまいますよ。 

アテナイからの客人 あなたは、クレイニアス、ほんとうによくこれまでの議論に耳を傾けてくださいました0 
しかし、 もう 一つ、 こういう 点に も 耳を傾けてください。 

クレイニアス それは、どんなことでしょう。 

九 

アテナイからの客人 太陽や月やその他もろもろの星、これらのものすべてを、魂は回転させているのだとす 
ると、それらの一つ一つをも、そうしているのではありませんか。 

クレイニアス もちろんです。 

にまわるようにし、こうして円を描いて回転運動をするよ 
うにした」と語ら.れている。 

3 898 C 2 i v 54は iVSE と読む(アーペルトによる〇 

4 898 c 5 mvvavTQ'v のあとはピ リオドでなくリ—ダ—へ .) 

に改める(イングランドやテイラ—の解釈に従う〇 


1 898 A 9 rns va Ao ' yov の前に KOC ® の語を插入する(アストに 
ょる)。 

2 『ティマイォス』34>には、〇〇970:注1で引用された文 
につづいて、「それだからこそ、作り主はこの宇宙を、同じ 
場所で、それ自身の占めているひろがりの範囲内で、一様 
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アテナイからの客人 では、そのうちの一つについて論じてみることにしましょう。その議論は、ほかの星全 
部についても明らかにあてはまるでしょうから。 

クレイニアス 何について論ずるのですか。 

アテナイからの客人 太陽についてです。太陽の身体(外形)は、誰でもがこれを目にしているが、その魂は、 

誰ひとりこれを見ることはできません。そしてこのことは、他のどの生きものの身体についても同じであって、 
それが生きている間であろうと、死のうとしているときであろうと、そのものの魂は肉眼では見られません。し 
かし、この魂という種族は、身体のどんな感覚によってもまったく感覚されないものであるけれども、わたした 
ちの身体にほんらいまといついていて、知性によってはとらえられるものであると期待してよい理由は、大いに 
あるのです。そこで、知性や思考だけを用いて、そのものについて次のようなことを理解することにしましょう。 
クレイニアス どのようなことをですか。 

アテナイからの客人 太陽を導いているのは魂だとすると、魂はそのことを、次の三つの仕かたのうちの一つ 
によって行なっているのだと言って、わたしたちは おそらく 誤ることはないでしょう。 

クレイニアス 三つというのは、どんなことでしょう。 

アテナイからの客人 つまり、その一つは、魂は、この目に見える円い物体のなかに宿っていて、そのものが 

進んで行くところどこにでも、これを運んでいるということです。それはちょうど、わたしたちのところにある 

( 1 ) 

魂が、わたしたちをどこにでも運び廻るのと同じです。あるいは、ある人たちが言うように、魂それ自身が、火 
とか、ある種の空気とかいう物体の形をとって、どこか外側から、物体を物体によって力ずくで押すようにして 
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動かしているのかもしれません。あるいは第三に、魂それ自身は物体の形をとらないけれども、何か別のきわめ 

て驚嘆すべき能力をそなえていて、それによって導いているのかもしれません。 

クレイニアス そのとおりです。魂が〔天にある〕すべてのものを導くのは、必ずそれらのうちのどれか一つの 

仕かたによるのでなければなりません。 

( 2 ) 

アテナイからの客人 では、……万物に光をもたらす太陽を魂が導くのは、戦車に乗ってこれを駆るような仕 
( 3 ) 

かたで行なうのか、あるいは、外側からこれを動かすのか、それとも、他のどんな方法や仕かたに よるの か、 そ 
の点はともかくとして、そういった魂を、わたしたちは誰も神と考えるのでなければなりませんね。それとも、 
どう考えるべきでしょうか。 

クレイニアス そう考えるべきです。少なくとも無知の極に達している者でなければですね。 

アテナイからの客人 では、すべての星や月について、また年月や季節のすべてについて、これと同じことを 
言う以外に、他にどんなことが言えるでしょうか。つまり、魂ないしは魂たちが、これらすベてのものの原因で 
あることが明らかになったのだから、しかも、それらはあらゆる徳をそなえた善い魂なのであるから、これらの 

2 0099A7 A0TO0551VOV の語句は削り、次の Ta c' Trlv の 
あとに5の語を插入する(シユナイダーによる〇 
3 『テイマイォス』 41 E 参照。そこでは、万有の魂がつく 
られたあとで、「それを星と同じ数だけの魂に分割し、そ 
れぞれの魂をそれぞれの星に割り当て、ちょうど〔荷〕馬卓 
にでも乗せるようにして乗せると . 」と言われている。 


1魂を火であるとした者には、たとえば、デモクリトスが 
あるし(アリストテレス『霊魂論』第一巻 (403 a -31 sqq .) 
参照)、また空気であるとした者には、アナ クシメ ネス ( Fr . 
2( DW )) やアポロニアのディオゲネス ( Fr . 4 ( DK )) おょび 
アリストテレス(『霊魂論』第一巻 (405 P 21 sqq .) 参照)など 

があるが、ここで誰のことが指されているかは不明。 
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魂は神であると、わたしたちは言うことになるでしょう。それらが、普通の生きものの場合のように、身体のな 

かに宿って天全体を秩序づけているのか、それとも、どんな仕かたや方法によってそうしているのかはともかく 

( 1 ) 

としてですよ。以上のことを認めながら、「万物は神々に満ちている」ということが否定されるのを、黙って聞 
いている者が誰かいるでしょうか。 

クレイ—アス いや、それほど正気を失っている者は誰もいないでしょう。 

アテナイからの客人 それでは、メギロスにクレイニアス、これまで神々を信じないできた者に対しては、最 
後の通告を発して、その者から別れることにしましょう。 

クレイニアス どんな通告を発するのですか。 

アテナイからの客人 わたしたちは、魂を万物のなかで最初に生じたものとしたり、またその他にもそれから 
帰結するかぎりのことを言ってきたわけですが、それは間違っているといってわたしたちを教えてくれるか、そ 
れとも、わたしたちよりも立派なことが言えないなら、わたしたちの言葉に従って、残りの人生を神々を信じな 
がら生きるか、そのどちらかをするようにということです。では、神々を信じない者たちに対して、わたしたち 
はもう充分に神々が存在するのだということを証明したのか、それともまだ不足しているのか、見てください。 
クレイニアス いや、あなた、不足しているなん て、 とんでもありません。 

I 〇 

アテナイからの客人 さてそれでは、そういった〔神々の存在を信じない〕人たちに対するわたしたちの議論は、 
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以上で終ったことにしましょう。しかしつぎに、神々の存在は信ずるけれども、神々は人間のことには無関心で 

あると考えている者に対して、おだやかに語りかけねばなりません。では、わたしたちは次のように言うことに 
( 2 ) 

しましよう。 

( 3 ) 

「よき若者よ、君が神々を信じているのは、君と神々との間に一種の同族関係があり、それが君を導いて、君 
と本性を同じくするそのものを尊敬させ、その存在を信じさせるからであろう。ところが、私的な面でも公的な 
面でも、邪悪で不正な人間たちが幸運にめぐまれていることが、 —— それはほんとうは幸福ではないのに、入び 
との思わくによって、度を越えて異常なほどに幸福だと見なされているのであるが —— 、その幸運が、詩人たち 
の作品のなかでも、あらゆる種類の話のなかでも不当に称えられているものだから、そのために君は、不敬な考 
えをもつにいたっているのだ。あるいはまた君は、ある人たちが充分な齢を重ね、子供の子供たちをも後に残し 
て、最高の栄誉のうちに人生の最後を迎えているのを、見ることがあるだろう。そしていま君は、そういった人 
たち全体のなかには、数多くの恐ろしい不敬行為を行なった者たちがいるのを、噂に聞いたり、あるいは自分の 
目で直接に見たりして、彼らがほかならぬそういった所業によって、下賤の身分から身を起こして独裁者の地位 
や最高の権力の座についているのを知り、心を乱しているのだ。そしてその場合君は、いま言ったようなことす 


1これはタレスの言葉とされている(アリストテレス『霊 3 人間の魂の一部である理性が神的なものであるかぎり、 
魂論』第一卷 (411 P 8) 参照)。 人間は神々と同族であるといえる。『ティマィォス』 41 C , 
2以下の言葉は、00800>~0において述ぺられた若者への 90 Asqq . 参照。 

説論に対応するものである。 
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ベてにもとづいて、明らかに次のような心境になるわけだ。すなわち、君は神々と同族関係にあるがゆえに、そ 
のようなことの責任は神々にあるとして、神々を咎めることはしたくないだろうが、しかし、筋道を立てて考え 
ることができないのと、かといって神々を非難することもできないのとがいっしょになって、神々は存在するに 
しても、人間のことは輕視して、それには無関心であるように思われるという、そういった心境に、君は現在達 
しているわけなのだ。 

そこで、現在の君のその考えが、 より いっそう不敬虔なものにならないように、いや、何とかできることなら、 
そういった考えがわたしたちに迫ってくるときには、議論の力でこれをいわば厄払いすることができる者となる 
ように、わたしたちは努力してみることにしよう。そしてそれには、つぎに述べる議論を、神々をぜんぜん信じ 
ていない者に対してわたしたちが詳細に論じた最初の議論に結びつけて、最初の議論もいまここで利用すること 
にしよ、 っ」 

ところで、あなたには、クレイニアス、——そしてメギロス、あなたにもですが-、前の場合と同じように、 

その若者に代わって答える役を引き受けてもらわねばなりません。そして議論の途中で何か困ったことが起きた 

なら、さきほどの場合と同じく、わたしがあなた方の答える役を引きとって、この川を渡してあげる ことにしま 
( 1 ) 

しよう。 

クレイ||アス それは、ありがたいことです。では、あなたの方も、いまのお話のようにしてください。わた 

しどももまた、できるかぎり、おっしゃるとおりにしましょう。 

( 2 ) 

アテナイヵらの客人 だがその若者に対して、神々は小さなことにも、きわめて大きなことに劣らな、，だけ 
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( 3 ) 

の配慮を しておられる の だということ を証明するのは、たぶん、 少しもむずかしいことではないでしょう。とい 
うの も、 彼はさきほどの議論に立ち会っていて、 神々 は あらゆる 徳をそなえた 善きものであ (以 、万勿 二 対して配 
慮す ることを 自分たちの最も固有な仕事と しておられる の だということ を、聞いた はずですからね。 

クレイニアス そのことは、彼はたしかに聞いております。 

アテナイからの客人 では、そのつぎに、神々が善きものであることにわたしたちが同意するのは、神々のど 
んな徳のことを念頭においてであるのか、その点を、わたしたちに反対する者たち にも加わっ C もらって、いっ 
しょに調べてみることにしましょう。 

さあ， それでは、思慮が あること や分別をそなえている ことは、 徳に属する ことであるが、 その 反対よ悪每こ 
属する こと だと、わたしたちは言いますね。 

クレイニアス そう 言います。 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。勇気は徳に属し、臆病は悪徳に属するのだということは。 

クレイニアス それも、そのとおりです。 

アテナイからの客人 そして、これらのうちの一方は醜いものであるが、他方は立派なものである と言うでし 
ようか。 


1 892 D 〜 893 A 参照。 3 900 C 9-1 Q naAAOV 泛は削る(エゥセビォス の爾入 とみら 
2 VO 00 C 9 TSTo ' ys は TOC ' T-S ys と 読む (ィングランドによ れ、多くの校本にはない) 0 

る〇 4 S 97 B 〜 pS 9 SPS 99 B 参照0 
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クレイニアス かならず、そう言うでしょう。 

アテナイからの客人 また、そういった性質のなかで、およそ下劣なものはすべて、もしそれが誰かにふさわ 
し、， とす tif 、 わたしたち人間にこそふさわしく、神々は、大小にかかわらず、そのような性質には縁がないと 
言う ことになるでしょう か。 

クレイ-1アス そのこともまた、 誰もが そのとおりだと 認めるでしょう。 

T テナイからの客人 それなら、 どうでしょう。 無関心や怠惰や無精を、わたしたちは魂の徳のなかに入れる 
でしょう か。それとも、あなたは どう 言われますか。 

クレイニアス どうして そんなことができましょう。 

アテナイからの客人 むしろ、それとは反対のもの(悪徳)のなかに入れるのですね。 

クレイニアス そうです。 

アテナイからの客人 すると、先にあげたものとは反対の性質は、もう一度また、反対のもの(徳)のなかに入 
れることになりますね。 

クレイ||アス そのとおりです。 

アテナイからの客、 そうすると、 いったい、 どういうことになるでしょう か。わたしたちの立場からいえば、 

( 1 ) 

無精で無関心で怠惰な者はすべて、例の詩人が「針のない雄蜂にそっくりだ」と言った、あれと同じような者に 
なるでしょう ね。 

クレイ||アス それはほんとうにうまい言い方ですものね。 
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I (2) 

アテナイからの客人では、神自身が憎んでおられるそのような性格を、神は持っておられるのだと言うべき 
ではありませんね。また、そのようなことを口にしようとする者を、許しておくべきでもないのです。 

クレイニアスむろん、許してはなりません。言うまでもないことです。 

アテナイからの客人では、何かある事柄に特別に配慮してそれを行なう義務のある人が、そのなかの大きな 
ことには注意を払っているが、小さなことには無関心でいるとすれば、いったい、どんな理屈に従って、そのよ 
うな人をほめるなら、まったくの調子はずれにならないですむでしょうか。しかし、その点は、こんなふうにし 
て調べてみることにしましょう。そういうことをしている者には、神であろうと人間であろうと、二種類の者が 
あるのではないでしょうか。 

クレイニアスニ種類というのは、どういうことですか。 

アテナイからの客人つまり、小さなことには無関心でいても、全体には少しも影響がないと考えているか、 
あるいは、影響があるとは考えていても、呑気さや無精なために、小さなことには無関心でいるか、そのどちら 
かであるということです。それとも、何かまだ他に無関心さが生まれる理由があるでしょうか。というのも、す 
ベてのことに配慮することが不可能な場合には、小さなことにせよ大きなことにせよ、無関心ということはあり 
えないでしょうからね。つまり、そのことについては配慮する力が不足していて、したがってその能力がないた 


1へシオドス『仕事と日々』三〇四行参照。なお、この文 問符をピリオドに変える。 

の終り (901 A 5€ V のぁと)は、ィングランドに従い、疑 2 前注、ヘシオドス『仕事と日々』三〇三行参照0 
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めに、配慮していない者にとっては、——それが神であろうと、神よりも劣った者であろうと——、無関心とい 
うことは ありえないはずです。 

クレイニ7スそれはむろん、ありえません。 

II 

アテナイからの客人では今度は、あの二人に、わたしたち三人の質問に答えさせることにしましょう。二人 
というのは、神々が存在することについては両方ともが同意しているが、一方は、神々は買収されうるものだと 
考えているし、他方は、神々は小さなことには無関心であると考えている者のことなのです。〔では、彼らにこ 
んなふうに尋ねてみましょう0〕 

「まず第一に、神々はすべてのことを知ったり、見たり、聞いたりしているのであって、およそ感覚や知識で 

とらえられるもので、神々に気づかれないものは何ひとつありえないことを、君たちは認めるのかね。それはそ 

のとおりだと君たちは言うだろうか、それとも、どうだろうか」 

( 1 ) 

クレイニアス「そのとおりです」 

アテナイからの客人「では、どうかね。神々はまた、およそ死すべきものや不死なるものがなしうるかぎり 
のことはすべて、これをなすことができるのか」 

クレイニアスむろん、そのこともまたそのとおりであると、彼らは同意するでしょう。 

アテナイからの客人さらにまた、わたしたちは五人とも全部、神々は善なるものであること、いや、最善の 
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ものであることをすでに承認しているのですね。 

クレイ||アス ええ、それはもうたしかに、承認しています。 

アテナイからの客人 さてそれでは、神々がわたしたちの同意しているような性質の方であるかぎり、およそ 
どんなことであれ、神々がこれを無頓着や無精にもとづいて行なわれるのだということに同意するのは、まった 
く不可能なことではありませんか。というのも、わたしたち人間の間においてさえ、怠惰は臆病の子供であり、 
無頓着は怠惰と無精の子供だからです。 

クレイ||アス ほんとうに、おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 そうすると、怠惰や無頓着のせいで無関心になられるような方は、神々のなかにはどな 
たもいないということになりますね。神が臆病さをそなえておられるはずはないでしょうから。 

クレイ||アス まったく、おっしゃるとおりです。 

アテナイからの客人 では、かりにもし神々が、この宇宙全体のなかの小さなことや僅かなことには無関心で 
あるとするなら、それは、次の二つの理由のうちのどちらかのためである、ということになりませんか。つまり 
神々は、そのような事柄は何ひとつまったく配慮する必要はないのだということを知っていて、そうなさるのか、 
あるいは、知らないでなさるのだということ以外に、他にどんなことが考えられるでしょうか。 

クレイニアス それ以外には考えられません。 


1この言葉は、前の約束に従って (900 C )、 クレィニア スが二人の不信心な若者に代わって答えて いるものと解される 0 
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アテナイからの客人そうすると、世にもすぐれた立派な方よ、あなたはこんなふうに言っておられるのだと 
考えることにしましょうか。つまり、神々はそのことを知らないのであり、そしてその無知のために、配慮すベ 
きであるにもかかわらず、無関心でおられるのだと。それとも、神々はそうすべきだということを知ってはおら 
れるのだが、ちょうど人間たちのなかの最もくだらぬ連中が行なうと言われているのと、同じような振舞いをな 
さるのだろうか。つまりその連中は、自分たちが現に行なっていることよりも他のことの方がより善いことだと 
は知りながら、快楽や苦痛に負けるために、それを行なわないのですが。 

クレイ II アスむろん、そんなふうに言うことはできません。 

アテナイからの客人さて、人間の営みは生きた自然(魂の活動)の一部であるし、そして人間そのものは、す 

( 1 ) 

ベての生きもののなかで、最も深く神を畏れ敬うものではありませんか。 

クレイニアスそれはたしかに、そのようですね。 

( 2 ) 

アテナイからの客人しかも、死すべき生きものはすべて神々の所有物(家畜)であり、この宇宙全体もまたそ 
うであるとわたしたちは主張しているのです。 

クレイニアスもちろんです。 

アテナイからの客人そうだとすると、ひとがこれらの所有物を、神々にとっては小さなものだと言おうと、 
大きなものだと言おうと、その点はもう問題ではありません。というのは、どちらであろうと、わたしたちを所 
有している者たち(神々)は、この上なく配慮に富む最も善きものであるのに、わたしたち所有物に無関心である 
ということは、その方たちにはふさわしくないことでしょうから。 
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では、そのことのほかにも、なお次の点も考えてみることにしましょう。 

クレイニアス どんな点ですか。 

アテナイからの客人 感覚と能力とに関することです。この二つはほんらい、容易さと困難さの点で、互いに 
反対の状態にあるものではないでしょうか。 

クレイニアス それはどういう意味ですか。 

アテナイからの客人 見たり、聞いたりするのには、大きなものよりも小さなものの方がむずかしいでしょう。 
しかし逆に、持ち運んだり、管理したり、世話をしたりするのには、小さくて僅かなものの方が、その反対のも 
のよりも、誰にとってもより容易ですね。 

クレイニアス それは大いにそうです。 

アテナイからの客人 ところで、ある医者が身体全体の治療をまかされている場合に、もし彼が、身体の大き 
な部分については配慮する意志も能力も持っているけれども、手足やその他の小さな部分には無関心でいるとす 
れば、そんな医者ははたして、身体全体をよい状態にすることができるでしょうか。 

クレイ-アス それはけっしてできません。 

アテナイからの客人 そしてそのことは、船長や、将軍や、家長の場合も同じであるし、さらにはまた、いわ 


1 『ティ マイオス』41: E ~ 42 A 参照。 S 6 A にも出て くる。 他に 『パイ ドン』 62 W 、 『クリ ティア 
2 人間は神々の所有物(家畜)であるといぅ言い方は、後に K 』 109 W 参照。 
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ゆる政治家だとか、その他これと同類の仕事をしている誰の場合でも同じであって、僅かなことや小さなことを 
E 無視しては、多くのことや大きなことも、うまく行くはずはないでしょう。石垣を築く職人だって、小さな石な 
しには、大きな石もうまくは積めないと言っているのですから。 

クレイ-アスむろん、そのとおりです。 

アテナイからの客人それなら、神ともあろう方が、死すべき定めの職人たちよりも劣っているのだなんて、 
そんなふうには考えないことにしようではありませんか。職人たちでさえ、腕の立つ者であればあるほど、より 
正確にかつより完全に、自分たちに課せられている仕事を、小さなことでも大きなことでも、一つの技術によっ 
て仕上げるのです。それなのに神は、最も賢い方であるし、配慮する意志も能力も持っておられるのに、配慮す 
ることがより容易であったはずの小さなことについては、まるで骨を折るのがいやで、ものぐさになっている怠 
け者や気の弱い人間のように、少しも配慮しないで、大きなことだけに配慮しておられるのだなんて、そんなふ 
うに考えてはならないのです。 

クレイ II アスええ、あなた、神々についてのそのような考え方は、絶対に受け入れないことにしましょう。 
そんなふうに考えることは、けっして敬虔なことでもなければ、真実なことでもないでしょうから。 

アテナイからの客人さて、今やもうわたしたちは、神々の無関心さを好んで咎め立てする者とは充分に議論 
を交えたように思いますが。 

クレイニアスそのとおりです。 

アテナイからの客人でもそれは、その者の言い分が間違っていることを、議論によって無理強いに認めさせ 
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B ている だけのことなの です。しかし、〔ほんとうに納得して もらうた めには〕その上になお、何か呪文の働きをす 
る物語が必要だと思われる のです。 

クレィニアス それはいったい、 どのような 物語でしょうか。 

一二 

アテナィからの客人では、こんなふうに語って、その若者を納得させることにしましょう。 

「万物は、その全体が保全されてよき状態にあるようにと、宇宙全体を配慮している者によって秩序づけられ 

ており、そしてそれらの部分もまた、可能なかぎり、それそれがそのものにふさわしい能動や受動の働きをして 

いるのである。しかも、これらの部分のそれぞれには、きわめて小さな ことに 関しても、それの能動や受動の働 

( 1 ) 

きをつねに監督支配する者たちが定められていて、それの末端にいたるまでこれを完全なものに仕上げているの 
である。 

C さて、強情な若者よ、君という存在もまた、そういった部分の一つであり、きわめて微々たるものではあるに 

に、われわれ人間の味方であり、われわれはそれの所有物 
(家畜)であると述べられている、神々やダイモーンのこと 
であろうか(ダイモ—ンについては、！ V . 717 B , V . 747 E 参 
照 )0 


1この「監督支配する者たち」が何を指すかは判然としな 
いが、『ティ マイ ォス』4 1 A 〜 D において、万有の作り主 
である神から生まれ、天体を除いた死すべき定めの種族 
(空、陸、海にすむ生きもの)の制作をまかされている神々 
のこと であろぅか。あるいは、後に 906 A で言われる よぅ 
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せよ、つねに宇宙全体へ目を向けながら、それに寄与しようとしているものなのだ。ところが君には、まさにそ 

のこと が、つまり、すべての生成は、宇宙全体の生に幸福がもたらされる ようにと いう、そういう目的のために 

行なわれているの だということ が、分っていないのである。君のために生成が行なわれているのではなく、宇宙 

全体のために君はつくられているのだ、ということがね。 

その証拠に、たとえば、医者や技術の心得のある職人の場合を考えてみたまえ。彼らは誰も、ある全体的な目 

( 1 ) 

標のために何ごとをも行なっているのであって、つまり全体としての最善を目ざして努力しながら、部分を全体 
のためにつくっているのであって、全体を部分のためにつくっているのではないからである。 

ところが君は、そのことに不満をいだいている。しかしそれは、君に次のことがよく分っていないからなのだ。 
つまり、君の場合にも、宇宙全体にとって最善となるようなあり方をすることが、君と宇宙とは生まれを共通に 
するものであるがゆえに、君自身のためにも最善となるのだ、ということがね。 

ところで魂は、いまはこの肉体、次はあの肉体というように、たえず肉体と結びつきながら、自分自身によっ 
てか、あるいは他の魂の影響で、多種多様に変化するのであるから、かの将棋指し〔にもなぞらえられる宇宙の 
主宰者〕 にとっては、 次の こと以外には何の 仕事 も残っていないわけである。つまり、より 善き 性格のものとなっ 
ている魂をよりよい場所に、より悪しきものとなっている魂をより悪い場所に、それぞれにふさわしい 仕 かたで 
移しながら、かくして、それぞれの魂が自分にふさわしい運命を引き当てるようにする、ということである」 
クレィニアス それは、どのような 仕 かたで行なわれるのでしょうか。 

アテナィからの客人 神々にとって万物への配慮が容易となるような仕かたのことを、わたしは言おうとして 
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いるのです。つまり、かりにもし誰か(神)が、つねに全体へ目を向けることをしないで、たとえば、火を冷たい 

水に変えるように、すべてのものの形を変えて、これを新しい形のものに作るとしたなら、そしてたんに一つの 

904 ものを多くのものにしたり、多くのものを一つのものにするだけではないとしたなら、事物が一度、二度、ある 

( 3 ) 

いは三度も生成を繰り返したあとでは、それらの配列をかえて秩序づけようとしても、それができないほどに無 
限に数多くのものが生じてしまうでしょう。しかし実際には、そういうことはないから、万有の配慮者(神)にと 
っては、仕事は驚くほど容易なのです。 

クレィニアスその点 もま だ、 よく 分りませんが。 

アテナィからの客人こういうことです。わたしたちを支配している王(神)は、わたしたちのすべての行為が 
魂の働きに よる ものであって、そしてそのなかには多くの徳も、同様に多くの悪徳もふくまれていること、また、 

( 4 ) 

魂と肉体〔の結合したもの〕は、ひとたび生じたなら、法律によって認められている神々の場合のように、永遠の 

き方をしたなら、次の転生では、「女」に生まれ変り、な 
お悪をやめない者は、さらに次の生では、その悪に応じた 
「獣」に生まれ変るということ。 

4 法律によって認められている神々(これは神話の神々と 
同じである)も、人間のように、肉体と魂とが結びついた 
ものと考えられている。この結びつきは解けないものであ 
ると いう点については、『テイ マイ オス』 40 W 〜41 B , 43 A 
参照。 


1'003070'1;\^2»<0<は0^3£<'00<と読む(ステファヌスによ 
る )0 

2 S 3 E 4 eilv y Q- p〈li e Trp 6 s ….と^の語を插入 する (シ 
ユタルバウムによる〇 

3『ティ マィ オス』 42 W〜D に語られている、魂の転生の 
三段階の ことを 指しているのであろぅ。すなわち、最初、 
〔惑〕星に蒔かれた魂が、身体と結びついて人間になるとき 
には、まず「男」として生まれ、その者が立派な生き方を 
すれば、死後は、生まれ故郷の星に帰るが、もし不正な生 
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㈣ B ものではないにしても、消滅しないものである こと、 -というの も、 その両者のうちの一方が滅びたなら、生 

きものが生まれるということはけっしてありえないからですが——、そういったことをよく見抜いておられる し、 
さらにまた、すべて善き魂はほんらいつねに有益な働きを する が、悪しき魂は有害な働きを するとい うこと を も 
考えに入れておられるのです。そこで、そういったことをすべて考え合わせた上で、個々の魂を どこに 配置す 比 
ば、 この宇宙全体において、徳の勝利と悪徳の敗北とが最も完全に、最も容易に、また 最も 立派に 実現され る こ 
とになるかを工夫されたのです。かくて、わたしたちの支配者で ある 王は、 この 計画全体を目標に して、 たえず 
何 かになりつつある魂が、 どのような 性質のものになった場合に、 どのような位置、どのような 場所を 占めて、 

C そこに住むべきであるかを工夫されているわけです。しかし、それがどのような性質のものになる かは、 わたし 
たち一人ひとりの意志にその責任があるとされたので(打。というのも、一般的にいって、わたしたちの 欲望が ど 
こに向かい、したがって、魂の状態がどのようなものになるかによって、ほとんどいつの場合で も、 わたしたち 
の誰もが、それに応じた性格の者になるからなのです。 

クレィニアスそれはたしかに、 そうなるようですね。 

アテナィからの客人 さて、 そういうわけで、魂をもつかぎりのものはすべて、自分自身のなかに変化の原因 
をもっているのだから、変化するし、そして変化すれば、〔至高の神によってあたえられた〕運命の定めと锭に従 
って動いて行くわけです。つまり、性格の変化がより小さくてより僅かなものである場合は、大地の表面に そっ 
D て移動するだけであるが、その変化がより大きくて、より不正なものとなった場合は、いわゆる地下の 仕一界へと 
深く落ちて行くのです。そこは、「ハデス」(冥界)とかその他これに類する名前で呼ばれているところであり、、 
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びとは生きている間も肉体を離れてからも、夢にまで見たりしてたいへん恐れているところなのです。 

そして魂が、自分自身の意志によってか、他の者との交わりの強い影響によって、悪徳でも徳でも、 さらにい 
っそう多い程度にこれを得た場合には、つまり、もしそれが神的な徳との交わりによって、きわ立って神的な性 
質のものになったのであれば、その場合は確実に、どこか別のもっとよい場所へ運ばれて、まったく神聖な特別 
の場所に移ることになるし、他方、それとは反対の性質のものになった場合は、反対の場所に移って、そこで自 
分の生活を営むことになります。 

「少年よ、いや、若者よ、君は神々によって配慮してもらっていないよ うに 思っているけれども、 

4 ) 

これこそがオリュンボスに住みたもう神々の下された裁きなのだ 

つまり、 ひとはより 悪い人間になれば、より悪い魂たち のと ころへ行くし、より善い人間になれば、より善い魂 

たちのところへ行って、この世に生きている間も、死んでいる間のどの時期においても、似たものが似たものに 

( 5 ) 

対してなすのがふさわしいことを、相手からなされたり、相手になしたりすることになるのだ。神々のこの裁き 
は、 君にしても、他の誰にしても、一度非運な者になってしまったが最後、これを逃げおおせたと自慢で きる 者 

任がある、神に責任はない」という言葉をも参照。 

3 次の転生において、再び地上に生まれてくるということ。 

4 『オデュ ッセィ ァ』第一九卷四三行からの引用。ただし、 
ホメロスの原文では、「裁き」と訳した語は、神々の「流儀、 
やり方」の意味に用いられている。 

5 V . 72 00 W 〜 C 参照。 


1 904 A 注 3 参照。なお、死後の魂の行方については、『ゴ 
ルギアス』『パイドン』『国家』の巻末に語られるミュート 
スを参照。 

2 「神に責任がない こと」は、同じく 『テイ マイォス』 42 
D にも言及されている。また、『国家』 X . 617 E において 
語られている ラヶシス (運命の女神)の託宣、「選ぶ者に貴 
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はいないであろう。それは、すべての裁きのなかでも、これを定められた神々が特別に下された裁きであって、 
ひとはどんなにしてでもこの裁きを免れるように警戒しなければならないのである。というのは、その裁きが、 
いつか君のことを忘れるだろうということはないからである。君がどんなに小さくなって地の底深く身を沈めて 
いても、あるいは、どんなに空高く天にまで飛び上がっていてもだ。いな、君は、この世にまだとどまっている 
ときであろうと、あるいはハデスの国に移ってからであろうと、あるいはまた、それよりもっと気味の悪い場所 

に連れ去られてからであろうと、神々に対してふさわしい償いを支払うことになるだろう。 

( 1 ) 

そしてそのことは、いいかね、君、あの連中についても同じように言えるだろう。君はあの連中が、不敬な振 
舞いやその他これに類似したことを行なうことによって、低い身分から高い地位についたのを見て、惨めな状態 
を脱して幸福になったと思っている。そしてそのことから、あたかも鏡のなかに見るかのように、彼らの行為の 
なかに、神々はすべてのことに無関心である証拠を充分に見たと考えているわけだ。それは君が、彼らは宇宙全 
体に対していったいどんなふうに寄与しているかという、彼らの分担している役割を知らないからである。しか 
しもし君が、そんなことは知る必要はないと思っているのだとすると、君は何と大胆な者だろうか。いや、もし 
ひとがそのことを知らないなら、人生の幸福と不運とについて、真理の輪郭さえもつかむことはできないだろう 
し、また、まともなことは何ひとつ言えもしないだろう。 

さて、以上の点について、このクレィニアスをはじめ、ここに集まっているわれわれ老人すベてが君を説得し 
て、君は神々について何も知らないで語っているのだということを、君に納得させることができるとすれば、あ 
とは神ご自身がよい工合に君を助けてくださるだろう。だがもし、君が何かもっと説明を必要としているなら、 
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D われわれが第三の者に対して語りかける議論に耳をかたむけてくれ、君にいくらかでも分別があるのならね」 

さて、以上でもって、神々は存在しているし、また人間のことに配慮しておられるのだということを、わたし 
たちはまるっきり下手とはいえない仕かたで証明したのだと、わたしとしては言いたいのです。しかしながら、 
神々は贈物を受けとることによって、不正を行なっている者たちによって買収される者だという、そういった考 
えの方も、いかなる人によっても同意されてはなりませんし、またそれは、あらゆる手段を講じて、力のかぎり 
反駿されなければならないものです。 

クレィニアスほんとうに見事なお話でした。そしておっしゃるとおりにすることにしましょう。 

I 三 

アテナィからの客人さあそれでは、ほかならぬ神々に誓って尋ねますが、もし神々がほんとうに買収されう 
E る者だとしたなら、いったい、どんな仕かたで買収されるのでしょうか。そしてそれは、神々がどのような本性 
の者であり、またどのような性質の者だからでしょうか。神々は、宇宙全体を実際に整えようとしておられる者 
である以上、とうぜん、支配者でなければならないでしょうね。 

クレイニアスそのとおりです。 


1 0099 E 〜 900 A 参照0 
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アテナィからの客人だが、そうすると、支配者たちのなかのどんな若たちに、神々は似ているのでしょうか。 

あるいは、どんな支配者たちが神々に似てい るので しょうか。つまり、小さな ものを 大きな ものにたとえるとす 

ると、わたしたちが神々にたとえることができる支配者とは、どんな支配者でしょうか。競争中の馬車を駆って 

いる馼者たちが、それにあたるのでしょうか。それとも、船の船長たちがそうなのでしょうか。あるいはまた、 

軍隊の指揮官たちに神々は比べられるのかもしれませんね。さらには、病気との戦いにおいて身体を守ろうとし 

ている医者たちとか、作物の生育に不都合な季節がいつものごとく訪れるのを恐れながら待っている農夫たちと 

か、羊の群れの監視人たちとかに、神々は似ているとすることもできるでしょうね。 

というのも、わたしたち自身の間ではすでに、この宇宙には数多くの善いものが ある 反面、その反対の悪いも 
) ( 1 ) 

の も あり、 しかも 後者の方が数の上では多い という ことが同意されていたのですから、悪い ものに 対する そのよ 

うな戦いは、わたしたちに言わせるなら、終ることのないものであり、並々ならぬ守護を必要とするものだから 

です。しかしわたしたちには、神々やダィモーンたちが味方となってくださっているし、またわたしたち自身が、 

( 2 ) 

神々やダィモーンたちの所有物(家畜)でもあるわけです。そして、わたしたちを滅ぼすものは、不正や、無思慮 
と結びついた暴慢であり、わたしたちを安全に保ってくれるものは、正義や、思慮を伴った節度なのです。これ 
らの徳は、神々の生ける力のなかに宿っているものですが、そういった徳の一端は、この地上のわたしたちのな 
かにも宿っているのが、 はっきりと 見られる でしょう。 

ところが、この地上に住んでいる魂たちのうちには、不正な利得をえているところの、明らかに野獣の ような 
者がいるのですが、それらの魂は、番犬であろうと、羊飼であろうと、あるいは文字どおりに最高の主人であろ 
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うと、見張り監視している者たちの魂の前にひれ伏して、へつらいの言葉や祈願をこめた呪文により、これを説 
得しようとしているのです。つまり、悪人 どもの 言葉に あるよう に、見張りの者たち(神々)自身は、この世で不 
当な利得をむさぼっても、何ひとつきびしい罰を受けないですますことができるのだと、説得しようとしている 
わけなのです。しかし、わたしたちに言わせるなら、いま名前をあげたその過ち、つまり「不当な利得をむさぼ 
ること」(自分の分け前より多くをもつこと、過度)こそ、身体のなかに現われるなら「病気」と呼ばれ、季節や 

( 3 ) 

年月のなかに現われるなら「疫病」と呼ばれるものであり、また国家や国制のなかに現われるなら、その同じも 
のが、言い方が変えられて、「不正」と呼ばれているのです。 

クレィ11アスたしかに、そのとおりです。 

アテナィからの客人そこで、ひとが不正に得たものの一部を神々にすそ分けするなら、神々は不正な人間た 
ちや不正を行なっている者たちをいつでも大目に見てくださるのだと、そんなふうに主張する人の議論は、必然 

( 4 ) 

的に、次のようなものにならざるをえないわけです。つまり、それはちょうど、狼が自分の獲物のなかからほん 
のわずかを番犬に分けあたえてやるなら、番犬の方はその贈物によっておとなしくなつて、羊が略奪されるのを 
黙って見ている、と言うのと同じだとい うこと です。どうでしょう、神々は買収され うる 者だと主張する人たち 


1 このとおりのことが明確に語られているわけではないが、 3 『饗宴』 looootB 参照。 

905 W で述べられたことが念頭にあるのではないかと思わ 4 906 D 2 IP のあとに Ei の語を插入する(ヘルマンに 
れる。 ょる)。 

2 903 B 注1を参照。 
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の議論は、そういうことになるのではありませんか。 

クレイニアス たしかに、そうなります。 

I 四 

アテナイからの客人さてそれでは、神々は、先に名前をあげた守護者(支配者)たちのなかのどの者に似た者 
として、これになぞらえるなら、ひとは誰も笑い物にならずにすむでしょうか。 r 注がれた洒や、供えられた焙り 

I ( 1 ) 

肉の匂いによって」注意をそらされ、水夫もろとも船を転覆させてしまう船長たちになぞらえるのでしょうか。 
クレイニアスいえ、とんでもありません。 

アテナイからの客人だが、そうかといってまた、競争の列のなかに加わっていながら、贈物によって心を動 
かされて、競争相手の馬車に勝利をゆずる馭者たちにも、なぞらえる ことは できないでしょう。 

クレイニアスむろん、できませんとも。神々をそんな者になぞらえるとしたら、それはとんでもない話にな 
るでしょうからね。 

アテナイからの客人しかしまた、将軍たちにも、あるいは医者や農夫たちにも、さらには羊飼たちや、狼に 
よって誘惑されている番犬にも、なぞらえることはできないでしょう。 

クレイニアス よしてくださいよ。どうしてそんなものになぞらえることができるでしょう。 

アテナイからの客人では、そうではなくて、神々のすベてが、あらゆる守護者のなかでも最高のものであり、 
わたしたちにとっていちばん大切な事柄を見守って くださって いるのではないでしょうか。 
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クレイニアスそれはまったくそうです0 

アテナイからの客人では、最も大事な事柄を守護してくださるとともに、自分自身も守護の術にたいへんす 
ぐれておられる方が、番犬や並の人間よりも劣っているとわたしたちは言うべきでしょうか。並みの人間だって、 
不正な連中からあたえられた不当な贈物のために、正義を裏切ることはけっしてないでしょうに。 

B クレイニアスむろん、けっしてないでしょう。いまの話ほど、我慢のならないものはありませんよ。それに、 
ありとあらゆる不敬虔のうちでも、そのような考えにとりつかれている者は誰であれ、すべての不敬虔な人たち 
のなかでの最大の悪党、最大の不敬虔者と宣告されるのが、おそらくいちばん正しいでしょう。 

アテナイからの客人では、以上によって、わたしたちが前に提出していた三つの命題、つまり、神々は存在 
するということ、神々は〔人間のことを〕配慮しておられるということ、そして神々は正義に反して買収されるも 
のではけっしてないということ、この三つのことは充分に証明されたと言ってよいでしょうか。 

クレイニアスもちろんです。そしてわたしどもは、あなたのこれまでの議論に賛成します。 

アテナイからの客人だが、それにしても、これまでの議論は、そういった悪人どもに滕ちたいばかりに、い 
C くらか激しい調子で語られたようです。しかし、勝ちたい気持にとらえられたのは、親愛なるクレイ-ーアス、次 


1『ィリアス』第九卷五〇〇行のなかにある語句。『国家』 用されて、神々が供物や祈願にょって心を動かされること 
n . 364 D ~ H には、『ィリアス』のこの箇所の詩句全体が引 の証拠とされている。 
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のような理由のためだったのです。つまり、悪人どもの方が議論に勝てば、彼らは 神々 についてじつに さまざま 

の〔間違った〕考えを抱いているわけですから、自分たちには何でもしたいことをする自由があるのだというふう 

に、考えはしまいかと恐れたからなのです。そういった理由のために、常よりも勢い込んで話したいという気持 

になったわけです。だがもしわたしたちが、この議論によって、その連中を何とか説得して、彼らが自分自身を 

憎み、自分のとは反対の性格を愛するようにさせることに、いくらかでも効果をあげたとしたなら、不敬罪に関 
( 1 ) 

する法律の序文は、立派に語られたことになるでしょう。 

クレィニアスいや、その望みはありますとも。しかし、望みがない場合でも、この話題の性質上、立法者が 
その責任を問われることはないでしょう。 

I 五 

7 テナィからの客人 さて、その序文のあとには、わたしたちの法律の趣旨を正しく伝える ような 言葉、つま 
り、神を敬わない者すベてに対して、自分たちの今の生き方を捨てて敬虔な生き方をするようにと前もって勧告 
する言葉がつづくことになります。そして、この言葉に従わない者に対しては、以下に述べることを、不敬罪に 
関する法律として定めることにしましょう。 

もし誰かが、言葉によってでも、あるいは行動においてでも、不敬なことをした場合には、その場に居合わせ 
た者は誰でも、そのことを役人たちに通報することによって法律に加勢しなければならない。そしてその通報を 

I (2) 

最初に受けた役人は、この種の事件を裁くように法律によって定められている法廷にその者を告発すべきである。 
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通報を受けながら、そのようにしない役人がいた場合は、その役人自身が、法律を擁護したいと望むどの人によ 
ってでも、不敬罪のかどで訴えられねばならない。 

有罪となった者に対しては、法廷は、各種の不敬行為のそれぞれに対して、別々の刑罰を科すべきである。し 
908かし、すべてどの場合においても、投獄の刑が科せられねばならない。 

ところで、獄舎は国内に三つ設けられることになる。一つは、市場の近くにある一般の獄舎で、これは普通の 
犯罪者用のものであり、大多数の犯罪者の身柄を拘置しておくために用いられる。もう一つは、「夜明け前に集 

(3) 

まる 人たちの会議」が開かれる場所の近くに位置していて、「矯正所」と呼ばれるものである。そしてい ま 一つ 
は、国土の中央付近の、人影のない、できるだけ荒涼とした場所に設けられていて、「懲罰」を意味す る 言葉で呼 
ばれるものである。 

B さて、人びとが不敬の罪を犯すのは、前に述べたように、三つの原因によってであり、そしてそのような原因 
の一つ一つから、二種類の不敬行為が生ずるのであるから、神々に関することについて過ちを犯す者の種類は、 

1 _ A よりさきほどの 907 B までが、不敬罪に関する法 2 これがどのような法廷であるかは明示されていないが、 
律の「序文」になっている(ただし、 00 S 5 B に簡単な警告の 少なくとも、その犯行が死刑に値するような重大なもので 
言葉があるが)。これは、本篇の数多くの「序文」のなかで ある場合には、 K . 00 55 C 〜 D で述べられた護法官と選抜裁 
も最も長いものであり(立法の仕事に先立って述べられる 判官より成る法廷がこれを扱うということになるだろう。 
最初の「序文」！ V .715 A 〜 V . 734 E よりも長い)、しかも 3 この会議のことについては、後に 909 A でも触れられる 
他の「序文」とは異なって、説得のほかに問答形式をとっ が、その構成や任務のことについては、 M . 95 1 D 〜 E , 961 
た論証となっている点が注目される。 Asqq . において詳しく述べられる。 
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区別に値するものとしては、全部で六つということになる。そしてこれら六種類の者は、それぞれ内容も程度も 
異なる刑罰を科せられるべきである。 

というのも、誰かが神々の存在をまったく信じてはいないけれども、生まれつき正しい性格をもっているとす 
れば、そのような人は、悪入を憎む者となるし、また不正を嫌うがゆえに、不正行為を行なおうともせず、不正 
な連中を避けて正しい人間を愛するものである。他方、これに対して、万物は神々を欠いていると考えているだ 
けでなく、その上に、快楽や苦痛に無抑制であるとともに、強い記憶力や鋭い理解力をそなえている人たちの方 
は、神々を信じていないという点では、前者と共通の病状にあるわけだけれども、他の人たちを損なうという点 
では、前者はより小さな害悪しか及ぼさないのに対して、この人たちの及ぼす害悪はより大きなものである。つ 
まり、前者の方は、神々についても、犠牲や誓いについても、自由勝手な発言をするだろうし、そしておそらく、 
罰を受けるまでは、他の人たちのやり方を嘲笑することによって、他の人たちをも自分と同じ考えの者に変えて 
しまうだろう。これに対して、後者は、考え方の点では前者と同じであるけれども、いわゆる「天賦の才」に恵 
まれていて、狡知や策略にたけた者であり、この種の人間のなかからは、あらゆる種類の詐術に専念している占 
い師たちが数多く生まれてくるのである。しかし時にはまた、その種の人たちのなかから、独裁者や民衆煽動家 
や将軍たち も 現われてくることがあるし、さらには、私的な秘儀を企てる者たちや 、 r ソフィスト」 と称される 
者たちの術策も生まれてくるのである。 

かくて、神々の存在を信じない者たちのなかにもさまざまな種類があるわけであるが、法律を定める上では、 

( 1 ) 

彼らは二種類に分けられるべきである。そしてそのうちの偽善的なものの方は、一度だけでなく二度死刑になっ 
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ても足りないほどの罪を犯している者であるが、他方は、監禁のほかに説論を用いるだけでよい者である。同様 
にして、神々は〔人間の ことに〕 無関心であると考えている人たちも、別の二種類に分けられるし、さらに、神々 
は買収され うると 考えている人たちも、 また 別の二種類に分けられるのである。 

( 2 ) 

さて、神々を敬まわない人たちの種類は以上のような仕かたで分けられたものとしておいて、無知のゆえにそ 
|のような者になっているが、気質や性格には悪いところのない者たちに対しては、裁判官は法の定めるところに 
従い、五年より少なくない期間、これを「矯正所」へ入れるのでなければならない。そしてその期間中は、他の 
市民はだれ一人、彼らに近づくことを許されず、「夜明け前の会議」の会員たちだけが、彼らを説論してその魂を 
救済するために訪ねることができるものとする。そして刑期が満了した場合は、彼らのなかで健全な精神を取り 
戻したと思われる者は釈放されて、精神の健全な者たちと共に暮らすことを許されるが、健全な精神の者となら 

(3) 

ずに、再びこのような裁判を受けて有罪となった者は、死刑によって罰せられねばならない。 

B 他方、神々の存在を信じなかったり、あるいは、神々は無関心で あると か買収され うると か考えているだけで 


1これはむろん、すぐ前に述べられた「天賦の才」 に 恵ま ンの教育刑的な刑罰観にもとづくものであろう。ただし、 
れて いる 者の方。 つまり 彼らは、表面的には神々 を 信じて 行為の過ちでなく、考え(思想)の誤りが裁かれる ように 見 
いるよう に装って いる わけで ある。 える から、後世の いわゆる 「異端審問」や「洗脳」の例を 

2 IX . 00 63 ciD において、「無知」 は 犯罪の原因のなかの 開いた ものと して種々の批判 も ある。しかし、無神論的な 
重要な ものと してあげられていた。 思想をたんに心のなかに持っているだけで裁かれるのでは 

3 犯人の精神的更生を目的とする牢獄の設置は、ブラトン なく、それを言動によって表明して他人に害をあたえた場 
の創見によるもので先例はないと言われる。これはプラト 合にのみ、裁判の対象になるのであろう。 
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なく、その上にまた野獣のような者になっている連中については、——この連中は、人びとを馬鹿にして、生き 
ている者たちの多くを惑わしている者であるし、また死者たちの霊を呼び出すと称したり、犠牲や祈願や呪文に 
よって、神々をいわば魔法にかけて説得することを約束したりして、自分の金儲けのために、個人だけでなく家 
族全体や国家をも根底から破滅させようとしている者なのであるが——、こういった連中のなかで有罪と判決さ 
れた者に対しては、法廷は、法の定めるところに従って、国土の中央にある獄舍にその者を監禁する刑を科さね 
ばならない。そしてその者たちのところには、いかなる時にも、自由民はだれ一人近づいてはならない。食事は、 
護法官たちによって定められたものを、〔看守の〕奴隸の手を通して彼らは受けとるものとする。そして彼らの誰 
かが死んだ場合には、国境の外に投げ棄てられて、埋葬されないことにす'么。 

もし誰か自由民が、その者の埋葬に手をかした場合は、その自由民は、誰でも欲する者によって、不敬罪のか 
どで訴えられて裁きを受けなければならない。 

なお、その死んだ者が、市民となるのにふさわしい子供たちを後に残している場合は、孤児の世話に あたる 係 
りの者たちが、その子供たちをも、彼らの父親が有罪の宣告を受けたその日から、孤児として扱い、他の孤児た 
ちに対するのと劣らないだけの世話をするのでなければならない。 

一六 

(4) 

しかしさらに、その連中に対しては、彼らの全部に共通に適用され る 法律が定められねば なりません。 それは、 
違法な祭祀を禁止す る ことによって、彼らの大部分が行動の上で も 言葉によってでも神々に対して過ちを犯すこ 
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とがいっそう少なくなるようにしたがってまた、愚かな考えをもつこともいっそう少なくなるようにするため 
の法律です。つまり、次のような法律が、彼らのすべてに対して例外なく定められているのだとしておきましょ 
う0 

何びとも私宅に社を建てて祭事を行なってはならない。誰かが犠牲を捧げたいという気持になった場合は、公 
E 共の神殿に赴いて犠牲を捧げるべきである。そしてその際、供物は、これを献納する役目の男女の神官たちに手 
渡して、それから、本人も、また自分といっしょに祈ってほしいと思う者も、共に祈りを捧げるようにすべきで 


ところで、これらの規定が設けられるのは、次のような理由のためなのです。つまり、社を建てて神々を祭る 
ことは軽々しく行なわれてはならぬことであり、そのようなことを正しく行なうには、充分な考慮が必要であ 


1「野獣のょぅな者」といぅ表現は、 906 W にも用いられて 
いる。つまり、人びとをいわゆる「食いもの」にする連中 
のこと。 

2 『国家』 n . 364 B 〜 365 A 参照。 

3 以上、不敬罪の刑罰については、ただ二つの規定が述べ 
られているだけでぁるが、不敬罪に該当する人の種類は六 
つに分類されたのであるから、以上の規定は、刑罰のなか 
でも 最も軽い ものと 最も重い ものと を述べているのであろ 
う。つまり、前者の最も軽い刑の方は、 神々の 存在を信じ 
ていないが、性格の正しい者に科せられるし、後者の最も 


重い刑の方は、神々は買収されると考えていて、しかも金 
儲けのために秘儀や浄めなどを私的に行なう連中に科せら 
れるのであろう。 

4 これは不敬なことをなす人全部を指すのでなく、 909 W 
にあげられた人たちのことを指す ものと 解釈する (モロー、 
P . 492 , n .2 s 参照)。したがって、本章の規定は、前章の 
刑罰規定のなかの後半に対する補足と考えられる。それゆ 
えにまた、この規定は、家庭や部族で行なわれる私的な祭 
事を禁止するものでは無論ない。 

5 9 SD 7 iep Q ' の語の解釈は、 モロー ( P . 493, n . 279) に従う 0 
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る。ところが、世間でよく行なわれているところを見ると、とくに女たちはすべてが、また一般に病弱者も、さ 
らには危険な目にあっている人たちや、何であれ困難な事態に遭遇している者たちも、またそれとは反対に、何 
か事が上首尾に運んでいる人たちも、神々やダィモーンや神々の子たちに対して、そのとき手元にあるものを献 
納したり、犠牲を捧げることを誓ったり、社を建てることを約束したりしているのである。これは、目覚めてい 
るときに見た不思議な現象や、夢のなかに現われたものへの恐怖から、そのようなことをするわけであるが、し 
かし同様にまた、かつて 目に した さまざまの 怪異なものを想い出しては、それらの一つ一つに対する恐怖から逃 
れようとして、浄らかな場所にでも、その他、ひとがそのような経験をしたどんな場所にでも、祭壇を設けたり 
祠を建てたりして、家々や村々をすっかりそれらで充たしているのである。 

つまり、いま述べられた法律が守られなければならない理由は、すべてそういったことが行なわれているから 
なのですが、しかしその他にもまた、不敬な人びとにその種の行動を秘かに行なわせないようにするという目的 
のためでもあります。つまり彼らが、犠牲や祈願によってひそかに神々の機嫌をとり結ぶことができると考えて、 
社や祭壇を自分の家にしつらえ、不正を際限もなく増大させて、それによって彼ら自身にだけでなく、彼らの行 
動を黙認しているもっと善良な人たちにも神々の咎めをもたらし、かくして国家全体がある意味ではとうぜんに、 
彼らの不敬行為の収穫を刈り取ることになるのを防ぐためなのです。 

とはいえ、立法者その人を、神は咎められることはないでしょう。というのも、次のような法律が定められる 
はずだからです。 

神々の社を私宅に所有する ことは 誰にも許されてはならない。もし誰かが、公的に認められたもの以外の社を 
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所有していて、祭事を行なっているのが見つかった場合は、これに気づいた者は、 そのこと を護法官たちに通報 
すべきである。そしてその所有者が、男であれ女であれ、重大な不敬行為を まだ 何 ひとつ 行なっていなかったの 
であれば、護法官たちは、その私的な社を公共の神殿に移すょうに命令すべきであるし、これに従わない者には、 
その社を移してしまうまで P を加えなければならない。 

しかし、もし誰かが、子供が行なう程度の些細な不敬行為で なく、 不信心な大人の行なう重大な不敬行為を行 
なったことが明らかとなった場合は、それが個人の土地に 社を 建てたことにょ る ものであろうと、 あるいは 公共 
D の場所においてどんな神々に犠牲を捧げたことによるものであろうと、その者は、不浄な身で犠牲を捧げたかど 
で死刑に処せられるべきである。 

なお、その犯行が子供じみたものであるか否かは、護法官たちがこれを判定して、その上でその不敬行為をし 
た者たちを法廷へ連れ出し、彼らに不敬罪の裁きを受けさせるものとする。 


1 V . 7300 B 〜 D , M .00400 D 〜 E 参照0 
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アテナィからの客人 さて、そのつぎに必要なことは、われわれが相互の間で行なう取引に、適当な規則を定 
めることでしょう。ところでそれには、たぶん、次のようなことが一般的な原則となるでしょう。つまりそれは、 
可能なかぎり、誰もわたしの財産に手を触れてはならないし、また、何らかの仕かたでわたしの承諾を得るので 
なければ、わずかたりともわたしの財産を動かしてはならぬということであり、他方またわたしも、思慮分別を 
そなえているかぎり、他人の財産に対して、これと同じようにしなければならぬということです。 

さて、そのような財産の第一の例として、わたしの祖先ではない誰かが、自分のためにか、あるいは自分の家 
族のために貯えておいた財宝をとりあげてみましょう。わたしは、そのような財宝を見つけ出せるように神々に 
祈ってはならないし、また見つけ出した場合にも、それを動かしてはならないのです。さらにまた、そのことで 
占い師と言われる人たちに相談をもちかけることもしてはならないのです。彼らは何とか理屈をつけて、地下に 
埋蔵されているものは持ち去ってもよいと、わたしに助言してくれるにちがいないでしょうが。なぜなら、わた 
しがそれを持ち去ることによって得る財産上の利益は、それをそのままにしておいた場合に、わたしが魂の徳と 
正#こ.つけ加えることになるはずの利益と比べるなら、まったく問題にならないぐらいわずかなものだからです。 
というのもわたしは、魂のなかに正義を持っていることのほうを、財産において富んでいることよりも尊いとす 
ることによって、くだらぬ利得の代りによりすぐれた利得を、しかも、わたしのなかのよりすぐれた部分におけ 
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D 


C 


る利得を、獲得したことになるからなのです。じっさい、「動かしてはならぬものを動かすな」という原則は、 
多くの場合にあてはまるのですが、このいまの場合も、そういった多くの場合の一つとなるでしょうから。なお 
また、そういった行為は子孫にとってためにはならぬという、昔から言い伝えられている話をも、ひとは信じな 
ければなりません。 

しかるに、もし誰かが、子供たちのことを考えず、立法者をも無視して、その人自身が貯えておいたのでもな 

ければ、その人の祖先の誰かが貯えておいたのでもない ものを、 貯えておいた当の本人の同意な しに 持ち去ると 

すれば、 それは法律のなかでもたいへん立派な法律、「君が置いておいたのではないものは、持ち去ってはなら 

( 2 ) 

ぬ」という単純明快で、しかも素姓の卑しくない人によって制定され た 法律を、破る ことになる のです。だから、 
(3) 

これら二人の立法者を無視して、自分が貯えておいたのではないものを、——それは小さなものではなくて、時 
には莫大な量の財宝であることもあるが——、持ち去った者には、いかなる刑罰が科せられるべきでしょうか。 

神々から受ける S 3 は、 神さまだけが承知しておられることにして、とにかく、そういった行為を最初に目撃し 
た者は、もしそれが市内で行なわれたのであれば、都市保安官に、国内のどこかの市場で行なわれたのであれば、 
914 市場保安官に、またその他の地域で行なわれたのであれば、地方保安官 や 彼らの隊長に、そのことを通報すべき 
である。そしてこの通報を受けると、国は、デル ボイに 使者を派遣し、当の財産とそれを動かした者とについて 


1 0. 684 E , \ I . S 43 A 参照。 は死刑が科せられている)。なお、 vm . oo 45 A 参照。 

2ソロンのこと ( Diog . L . I . 57参照。この規定の違反者に 3 二人の立法者とは、ソロンとこの『法律』の立法者。 
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神が下された命令を、それがどんな内容のものであろうと、その神の託宣どおりに実行しなければならない。 

なお、その情報の提供者は、自由民であれば、「善き市民」という名声をえるし、〔目撃しながら〕その情報を提 
供しなかった場合.には、「悪しき市民」という評判を受けなければならない。他方、情報の提供者が奴隸であった 
場合には、彼は国家によって解放されてしかるべきであり、その奴隸の所有者には、国家から代価が支払われる 
ものとする。これに反して、もしその奴隸が情報の提供を怠った場合には、死刑によって罰せられるべきである。 

以上の ことに つづいて、つぎに、品物の大小にかかわりなく、いま述べたのと同じ規則が適用されるべき場合 
があります。すなわち、誰かが自分の持物のうちの何かを、故意にであろうとなかろうと、どこかに置き去りに 
している場合、発見者は、これをそのままにしておくべきです。その■ような遺失物は、法によって路傍の女神 
(へ カ テ)に献納されたものとされているのだから、その女神がこれを保護しておられる と 考えるべきな のです。 

しかるに、もし誰かがこの規定に違反して、その品物を拾って家に持ち帰ろうとするなら、それがわずかな値 
打ちのものであって、しかもそれを拾った人が奴隸である場合には、これを目撃した者は、三〇歳未満の年齢の 
者でなければ、その奴隸に対して存分に鞭を加えてよろしい。しかしもし、拾った人が自由民である場合には、 
その者は、自由民- ( C 値しない者、法を共にする資格のない者とみなされるべきであり、そしてその上、拾得物の 
価格の一〇倍の額を遺失者に支払わねばならない。 

また、誰かが自分の持物の何かを——貴重なものであろうとなかろうと——他の人が所有しているといって訴 
え、 そして訴えられた者の方は、その品物を所有している ことは 認めるけれども、しかしそれが訴えた人のもの 
であることを認めない場合には、 (1) 当の品物が、法律の規定に則って役人たちのところに登録されているので 
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あれ ... C - は、訴えている者の方は、その品物の所持者を役所へ出頭させるべきであるし、後者は、その品物を役所へ 
提出しなければならない。そしてその品物が持ち出されて、それが係争者のどちらに所属するものであるかが、 
原簿に登録されていてはっきりするなら、所有者とわかった者が、その品物を持ち帰ることにする。だがもし、， 
その品物が、その場にいない第三者のものであることが判明した場合には、その二人の係争者のうちのどちらで 
あろうと、信用のおける保証人を出した者が、その不在の所有者に代わり、その人の持ち去る権利を代行して、 
その人に手渡すべくその品物を持ち去るものとする。 (2) しかしもし、その争われている品物が、役人たちのと 
ころに登録されていなかった場合には、その品物は、裁判が行なわれるまで、最年長の三人の役人のところに保 
管されることにし、そしてその保管されたものが動物である場合には、その裁判に敗れた者が、飼育料を役人た 
ちに支払うものとする。なお、この件については、役人たちは三日以内に裁定を下さなければならない。 

二 

( 2 ) 

自分の奴隸に対しては、誰でもそうしたいと思う者は、その人が正気であるかぎり、これを引っ捕えて、法で 
許されている範囲内のことならどのようにでも、意のままに扱ってよろしい。また、誰か身内の者や友人の所有 
する奴隸が逃亡した場合には、これを取り逃がさないために、彼らに代わって引っ捕えてよろしい。しかしその 


1 V . 745 A ~ B 参照。市民の財産はすべて、法にもとづい 2 奴隸は財産の一部とみなされていた。なお、奴隸の扱い 
て公簿に登録されることになっている。 一般については、第六卷一九章 (776 Bsqq .) 参照。 
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場合、奴隸として取り押えられている者を、もし誰かが自由にしてやるために、連れて行こうとするなら、取り 
押えている人は、その奴隸を放してやらなければならない。しかしそのとき、連れて行こうとする者の方は、弁 
償能力のある保証人を三人立てて、その上で、そのような条件のもとに連れて行くべきであって、それ以外の仕 
かたでは許されないものとする。もしこれらの条件に反して連れて行く者があるなら、その人は強奪の罪に問わ 
れることになる。そして有罪ときまれば、その奴隸の登記価格の二倍の額を損害賠償として、奴隸を奪われた者 
に支払わねばならない。 

また、解放奴隸の場合も、もし彼が自分を解放してくれた者たちに奉仕しないか、あるいは奉仕してもそれが 

不充分である場合には、これを引っ捕えてよろしい。——その奉仕というのは、解放された奴隸は月に三度、自 

分を解放してくれた人の家を訪ねて、法律で許されていてかつ実行可能なことなら、何でも自分のなすべき務め 

は果たそうと申し出ることである。また結婚については、元の主人も同意してくれるとおりになさねばならない。 

なお、解放奴隸は、自分を解放してくれた者よりも多くの財産を持つことは許されない。もしそうなった場合 

には、その超過分は、元の主人のものになる。また、解放されて自由になった者は、国内に二〇年以上留まって 

( 1 ) 

はならず、他の在留外人の場合と同様に、自分の全財産を持ってこの国から退去しなければならない。ただし、 

役人たちや、自分を解放してくれた人の許可をえた場合は別である。また、解放奴隸でも、その他誰か在留外人 

( 2 ) 

でも、その財産の額が、第三階級の者に許された限度以上のものになった場合は、そうなった日を起点にして、 
その日から三〇日以内に、その者は、自分の財産をまとめて国外に退去しなければならない。そしてこの者には 
もはや、滞在期間の延長を.当局に要求する権利はない。もしその者が、これらの規定に従わず、法廷に連れ出さ 
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れて有罪となったなら、死刑にょって罰せられ、彼の財産は国庫に没収されるものとする。 

なお、以上の件についての裁判は、部族民法廷で行なわれるものとする。ただし、訴訟当事者たちが、隣人た 
ち、つまり自分たちの選んだ裁判官(仲裁人)たちの前で、すでにお互いに和解ができている場合は別である。 

(4) I 

誰であれ、ある人の持っている家畜なり、あるいはその人の何かほかの財産なりを、自分のものだと申し立て 

D る者が現われた場合には、現にその物件を所有している人は、これをその売主なり贈与者なりに、-彼らが弁 

償能力をもち、また訴える権利をもっている人なら-、返却すべきである。このことは、何か別の正当な仕か 

たでその物件を譲り渡してくれた人に対しても、同じである。そしてこの返却は、送り返す相手が市民であるか、 
国内に在留している外国人である場合には、三〇日以内に、またその相手がまったくの外国人である場合には、 

(5) 

夏至の起こる月がその期間の真ん中になるようにして、五力月以内になされなければならない。 


956 C などを参照。 

4 915 C 8 i D 1 T s > v aoTOO XPIl ^ HSV ::の OCOTOO は 0CC-TO0 
と読む(イングランドによる)。 

5 915 D 5^^35は0ズ 1= ^05と読む(イングランドによる)。 
夏至後二力月半までが返還できる期限ということになる。 
外国人との商取引は、航海が可能である夏の時期にかぎら 
れていたことが、この規定の前提になっている ( xn . 952 M 
参照)。 


1 W . OO 50 B 参照。 

2 V . 744 C , E 参照。 

3 裁判の制度全般については、主として第六卷一三章、第 
一二巻八章、および補注 D (七八七べージ)を参照。個人間 
の私的な訴訟は、原則として、部族民によって構成される 
「公共の法廷」で裁かれる前に、まず、係争当事者双方が 
隣人ないしは村民のなかから選んだ、仲裁人によって裁か 
れる。この点については、上記の箇所のほか、\〇20〇,}01. 
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売り買いによって人びとが交換する品物はすべて、市場のなかのそれぞれ指定された場所において、これを引 

E き渡し、その代金は直ちに受けとるという仕かたで、その交換は行なわれるべきであって、それ以外のいかなる 

場所においても行なわれてはならず、またどの品物も信用で売り買いされてはならない。しかしもし、それとは 

ちがった仕かたで、あるいは別の場所で、取引相手を信用しながら、人びとが互いに何かを何かと交換するなら 

ば、その場合には、いま言われた規則に従わないで売られた品物については、法律に もとづく 訴訟はできない も 

( 1 ) 

のと承知した上で、そうしなければならない。 

( 2 ) 

クラブの出資金については、それを集めたいと思う人は、友人たちのなかから集めるのなら、そうしてよろし 
い。ただし、そのことで何か悶着が起きても、こういった事柄についてはいかなる事情があろうと、どの人にも 
裁判に訴える道はないものと考えて、そうしなければならない。 

さらに、何かの品物を売って、五〇ドラクメより少なくない代金を受けとる者は、一〇日間はかならず国内に 

(3) 

とどまらなければならないし、他方買った者は、売主の住所を知らされていなければならない。それは、こうい 
った取引に関連してよく起こりがちな苦情にそなえるためであり、また法律にもとづいての返品がなされるため 
である。法律にもとづく返品ができる場合と、できない場合とは、次のように定めることにする。すなわち、い 
ま誰かが奴隸を売るとして、その奴隸が結核なり、結石なり、尿通困難なり、いわゆる「神聖へなり、あるい 
はその他、一般の人には見分けがつかぬような慢性で治りにくい病気に、身体または精神の上でかかっていると 
する。その場合、これを買わされた者が医者か体育教師であれば、その者にとっては、売主に対してその奴隸を 
返すことは認められない。■それはまた、売主が買手に対してあらかじめ真実のことを告げてから、売った場合に 
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ついても同様である。これに反して、誰か玄人筋の者が素人に対して何かそのような品物(奴隸)を売った場合に 
は、買手は、六力月以内なら、それを返還してよろしい。ただし、「神聖病」にかかっている奴隸の場合は別であ 
る。その病気にかかっている者の場合には、一年以内に返還するのでよい。なお、この件についての訴訟は、当 
事者双方が共に指名して選んだ医者(仲裁人)たちの前で裁かれることにする。そして売主が敗訴になった場合は、 
売価の二倍の額を相手に支払わなければならない。 

これに対して、素人が素人に売りつ けた 場合には、返還も裁判も、上述の場合と同様にな されるべき であるが、 
ただ、売主が敗訴になった場合には、売価だけの額を相手に支払えばよろしい。 

また、売られた奴隸が人殺しであって、その事実を売主 も 買手 も 承知していた場合には、 このような 買物に関 
しては、買手には返還の権利はない。しかし、買手がその事実を知らなかった場合には、その事実に気づいたそ 
のとき に、返還してよろしい。そして この 件の裁判は、護法官のうちの最年少者五人の前で行なわれる ものと す 
る。そして、売主はその事実を知りながら売ったの だと 判定されれば、彼は買手の家を神事解釈者の定めた規則 

(5) 

に従って浄めなければならないし、 また 売価の三倍の額を買手に対して支払うべきである。 

あろう0 

3 商品を売ることが許されているのは、在留外人か外国人 
だけである。 920 A 参照。なお、 M . 00 49 W 〜 D をも参照 0 

4 「てんかん」のこと。その発作が一種の神がかり的な状 
態を呈するところから、この名前がつけられた。 

5 VI . 759 C 〜 D 参照。 


1 a .00 49 E 参照。 

2 当時、ギリシアの各地で、社交上の、ぁるいは宗教上の 
目的のために、種々の私的なクラブが盛んにつくられてい 
た。そしてこのクラブは、会員の出資金をもとにして、相 
互扶助的な一種の金融をも行なっていた。ここで問題にさ 
れているのは、そぅいぅ金融のために資金を集めることで 
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三 

通貨を通貨と、あるいは生物であれ無生物であれ、その他の何かと交換する者は、法律の命ずるところに従っ 
て、すべていんちきではない真正なものを渡したり受けとったりしなければなりません。しかし、この種の不正 
行為全般についても、他の法律の場合と同様に、まず、法の「序文」 となる ものを受けと る ことにしましょう。 

いんちきな品物を売るのは、噓をついたり、騙したりするのと同じ類であることを、誰もがみな心にとめてお 
くべきである。もっとも大衆は、そういった行為でも、その折々の時宜にかなっているなら、しばしば正しいも 
のになるだろう、というふうに間違った言い方をして、それらの行為をほめて語るのが常ではあるけれども。し 
かし、その「時宜にかなっている」ということも、また、それは「いつ」「どこで」のことであるかということも、 
彼らははっきり限定せずに漠然とした ままに しているから、そんなふうに言うことで、彼ら自身がしばしば損害 
をこうむるとともに、他人にも損害をあたえているのである。しかし立法者としては、その点を漠然とした まま 
で放置しておくことは許されない。いな、広狭いずれにせよ、その限界をつねに明確に示すべきである。そこで 
いまの場合も、その限界をはっきり定めることにしよう。 

何ぴとも、神々の名を口にしながら、^をつくとか、驅すとか、また何らかのいんちきをなすとかいうような 
ことを、言行ともにけっしてしてはならない、神々に最も憎まれる者になろうとするのでなければだね。という 
のは、偽りの誓いを立てて神々を軽んずる人こそ、神々に最も憎まれる者であるし、また自分より目上の人たち 
の前で噓をつく人も、さきの人ほどではないにしても、神々に憎まれるだろうから。ところで、目上といえば、 
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すぐれた人たちは劣った人たちにとって目上の人であるし、また一般的にいって、年長者は若者たちにとって目 
上の人である。それゆえにまた、両親は生みの子供たちにとって、さらに、男たちは女や子供たちにとって、支 
配者たちは被支配者たちにとって目上の人である。そこで、そういった目上の人たちすべてを憚るのが、すべて 
の人にとって正しいことになるだろう。これは、目上の人たちが他のどのような支配的地位にある場合でもそう 
であるが、国家の官職にある場合にはとくにそうである。そしてまさにその観点から、われわれのいまの議論は、 
進められてきたのである。というのは、誰でも市場においていんちきな品物を売る人は、嘘をつき、騙している 
のであり、しかも、神々を証人に呼びながら、市場保安官たちの布告や監視の前で誓っているのであるが、これ 
は人をも恐れず、神をも敬わぬ振舞いだからである。だから、どんなことがあろうと、神々の名を軽々しく口に 
してこれを汚すことなく、われわれの大部分の者が神々に関することでは、いつでもたいていの場合に保ってい 
る程度の清浄さと恭順さを保つことが、立派な態度となるわけである。 

さてしかし、以上述べたことが守られないようなら、次のような法律が定められねばなりません。 

市場で何かの品物を売る者は、いかなる場合にも、その品物に二つの値段をつけてはならず、ただ一つの値段 
C をつけるべきである。その値段で売れないなら、その品物を持ち帰るのが正しいやり方である。また、その日の 
うちには、その値段を上げたり下げたりしてはならない。さらに、売り出されている品物のどれについても、こ 
れを誇大にほめたり、その品物の品質を保証して誓ったりしてはならない。 


1つまり、いんちきな商売の問題を、神や国家の役人への畏敬といぅ観点から考察しているのだといぅこと。 
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もし、これらの規則に従わない商人がいるなら、そこを通りかかった市民は誰でも、三 o 歳未満の年齢の者で 
なければ、そのように誓っている商人を鞭で打って懲らしめるべきであり、そうしても法の咎めは受けないもの 
とする。だがもし、そこを通りかかった市民が、その事実に注意を向けなかったり、あるいは、いまの規定どお 
りに行なわなかった場合には、その市民は、法を裏切ったという非難を受けなければならない。 

また、さきほどの言葉(法の「序文」)に従うことができないで、何かいんちきな品物を売っている者がいるなら、 
そこを通りかかった者で、その商品についての知識をもち、そのいんちきをあばくことのできる人は、役人たち 
の前でそのことをあばくべきである。そしてそうした上で、もしそのあばいた人が奴隸か在留外人である場合に 
は、そのいんちきな品物を自分のものとして持ち去ってよろしい。だが、市民でありながら、そのことをあばか 
なかった場合には、神々を欺いた者として、「悪しき市民」と宣告されるし、反対に、あばいた場合には、その 
市民は、その品物を、市場を守護する神々に献納するものとする。 

他方、何かいんちきな品物を売っていて見つかった者の方は、その品物を没収された上に、彼がその品物につ 
けていた値段に応じて、ードラクメに鞭一つの割合で打たれるべきである。ただしその前に、触れ役は、この者 
がどんな理由で鞭打たれようとしているかを、市場において布告しておかなければならない。 

なお、市場保安官と護法官は、売主が行なういんちきや不正行為を、それぞれの商いに経験のある人たちから 
聞き出した上で、売主がしなければならぬことと、してはならぬことについての規則を書きとめ、これを市場保 
安官の役所の前の石柱に刻んで、市場で商業にたずさわる者たちに明確な指針をあたえる法律とすべきである。 

なお、都市保安官の職務については、前に充分述べられた。もし何か規則に追加すべきものがあると思われる 
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なら、護法官と相談して、不足していると思われる点を書き出し、彼らの職務について定められた規則を、最初 
のものも後から追加されたものも両方を、都市保安官の役所の石柱に掲示しなければならない。 

四 

いんちきな商売につづいて、そのつぎに問題になるのは小売りの商売です。では、この小売業全般について、 
まず最初に、勧告の言葉を述べ、そのあとで、それに対する法律を定めることにしましょう。 

さて、すべて小売業が国家のうちに生じてきた、そのほんらいの目的は、国家に害をもたらすためではなくて、 
それとはまったく反対の目的のためです。というのは、どんな種類の財貨であれ、それが釣り合いを失って不均 
等な状態にあるときに、その釣り合いをとり、均等に配分されるようにする者は、誰であろうと、国家の恩恵者 
にちがいないからです。そしてこのことをなしとげるのは、通貨の力でもあると言わねばなりません が、 商人 も 
またその仕事を託されているのだと言うべきです。そして同じく、雇われて働く者 も、 宿屋の亭主 も、 その他の 
職業の者も、——そのなかには上品な職業もあれば、そうでない職業もあるけれども——、それらすベての者が、 
国民 全体の必要を充分にみたして、財貨の均等化をはかるという機能を果たしているので す。 それなら、いった 
い可が、彼らのそういった比事を立派でないもの、見苦しいものと思わせるようにしているのか、またどういう 


1 VI 759 A , 763 C ~ D ，一!. 849 A , IX . 881 C .なお、市場保 れている。 
安官の職務についても、だいたいこれと同じ箇所に述べら 
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理由で、それは一般に不人気なものになっているのか、その点をわたしたちは調べてみることにしましょう。そ 
れは、よしこの職業全体の改良はできないにしても、少なくとも部分的な改良を法律によって行なうためなので 
す。この仕事は、思うに、つまらぬものではなく、むしろ、少なからぬ勇気を必要とするもののようですけれど 
も。 

クレイ11アスそれは、どういう意味なのでしょうか。 

アテナイからの客人ねえ、クレイニアス、人間のなかのごく一部の者だけが、-それはほんらい少数であ 

るし、またきわめて高い教育を受けている者のことですが——、さまざまな必要や欲望にとらえられたときにも、 
適度を守って自分を抑える力をもっているのです。つまりその人たちだけが、多くの財貨を手に入れることがで 
きる場合でも、自制して、莫大な量よりもむしろ適度の量を選ぶのです。これに反して、大部分の人間は、それ 
とはまったく反対の状態にあります。欲しいものは度を越えて欲しがるし、適度に儲けるのがよい場合にも、飽 
くことのない儲けを選ぶのです。小売業や、貿易や、旅館業にたずさわっている部類の者すべてが、悪評をこう 
むったり、不名誉な非難にさらされたりしている理由も、そこにあるわけです。 

けれども、かりにもし誰かが強制して、次のようにさせたとしたら、 どうなるでしよう か。-とはいっても、 

これはけっして現実に起こるはずはないし、将来も起こるはずのないことなのですが。それに、これは 口に 出す 
のも滑稽なことですけれども、とにかくまあ、話として聞いてください——。つまり、あらゆる面で最もすぐれ 
た男たちに、ある一定期間宿屋を経営させるとか、小売業を営ませるとか、あるいは、何かそれに類する仕事を 
なすように強制するのです。いや、〔男たちだけではなく〕最もすぐれた女たちにも、何らかの運命の定めによっ 
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て、そのような生き方をするように強制するのです。かりにそうなったとすれは、これらの職業の一つ一つが、 
どんなに親しみ深いものであり、好ましいものであるかを、わたしたちは知ることになるでしょう。そしても し、 
そういった職業のすべてが誠実を モット ーにして営まれつづけるなら、母親や乳母に対するのと同じ尊敬が、そ 
れらの職業に払われるでしょう。 

しかし、現実はどうでしょうか。いまかりに誰かが、どこからも遠い道のりにある、人里離れた淋しい場所に、 

商売のための建物をたてたとしてみましょう。そしてこのありがたい宿に、難儀な目にあっている旅人たちを迎 

( 1 ) 

え入れながら、ひどい嵐のために打ちのめされている者には、静かな安らぎを提供し、息苦しいほどの炎暑にい 
ためつけられている者には、涼し さを 提供してやるとします。だがそのあとでは、彼らを親しい友のように受け 
入^て、1 百泊させてやるばかりか、心のこもった食事も提供する、というふうにするのではなくて、まるで自分 
の手中に落ちた敵の捕虜ででもあるかのように扱って、不正で不浄な法外の身代金をとって、彼らを釈放すると 
します。もしそうだとすると、そういった所業こそが、またすベてこれらの商売において行なわれているそのよ 
うな不正行為こそ(が)、雖儀している者を助けるはずのこの職業に非難をもたらしているわけです。ですから、立 
法者たるものは、そういった病弊を癒すための薬を、それぞれの場合について、つねに処方しなければならない 
わけです。 


1919>3 ^§§1.15'§5は^§\;01.15'015と読む(ステファヌ 2 919 B 2 6 P 0 &S の語は削る(ヮグナ 1 による) 0 
スによる〇 
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さて、 「一度に、前後 二人の敵を相手に戦うのはむずかしい」という、昔から言い伝えられている諺は正しい 
のです。 これは、 病気 やその 他 多くの場合に見られることなのですが。そしてじっさい、いまわたしたちが問題 
にしている職業の場合も同じで、わたしたちの戦いも、そういった二つの敵、貧困と富を相手にするものなので 
す。そしてそのうちの後者は、贅沢によって人間の魂を堕落させるものですし、前者は、苦痛によって魂を恥知 
らずな 行動へ と駆り立てるものなのです。 

それでは、いったい何が、分別をそなえた国家においては、この病気に対する救済策となるのでしょうか。そ 
れは、まず第一に、小売りの仕事にたずさわる者の数をできるだけ少なくすることです。つぎに、その人たちが 
堕落しても、国家にとっては大きな痛手とならないような人間に、小売りの仕事をまかせることです。第三には、 
そういった仕事に従事する人たち自身に対して、彼らの性格があまりにもやすやすと恥知らずなものになったり、 
卑屈な心根のものになったりしないようにするための方策を、見つけ出してやることです。 

さて、以上の〔勧告の〕言葉につづいて、この件に関する法律を、神のご加護を祈りながら、わたしたちは次の 
ように定めることにしましょう。 

、 (2) 

マグネシアの国においては、神がこの国を作り直して、再建され ようとして いるのであるから、五〇四〇の家 

に所属している土地所有者た る マグネシア国民は誰ひとり、自発的にであろうとそうでなかろうと、小売商人に 
も、貿易商にもなってはならない。また、普通一般の市民に対しては、自分にも等しいだけの奉仕が返って くる 
のでなければ、いかなる卑屈な奉仕もしてはならない。ただし、父や母、またそれより上の祖先の人たち、 およ 
び 自分より年長のすべての自由民に対して、自由民にふさわしい奉仕をするのは別である。もっとも、何が自由 
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920 


民にふさわしいことであり、何がふさわしくないことであるかを、法律によって厳密に規定することは容易では 
ないが、しかしその点は、自由民にふさわしくないことを憎み、自由民にふさわしいことを愛好することで、公 

(3) 

の栄誉を獲得している人たちによって決められるべきである。 

しかし、もし誰か〔市民〕が、何らかの策を弄して、自由民にはふさわしくない小売業にたずさわっているなら、 
その者は、一族を恥ずかしめたかどで、誰でも望む人の手によって、徳における第一人者と認められている人た 
ちの前に、告発されなければならない。そしてもし彼が、卑しい仕事によって父袓伝来の竈を汚していると判定 
されたなら、一年間監禁されて、そのような仕事から手を引くようにさせられねばならない。もしその者が、同 
じ過ちを再び繰り返すなら、二年間監禁されることにし、そして以後、同じ過ちで有罪になるごとに、監禁の期 
間は、その前の監禁年数の一一倍になるものとする。 

さて、第二の法律は、小売業に従事しようとする者は、在留外人か外国人でなければならぬということである。 
また第三には、次のような法律がなければならない。すなわちそれは、そのような在留外人または外国人が、わ 
れわれの国にいっしょに住んでいる間は、できるだけよい人間であるように、あるいは 少なくとも 悪い人間では 
ないようにしてやる、ということである。そのためには、護法官たちは、善き生まれと教育のおかげで、法に違 
反したり邪悪な人間になったりしないように守ってやることが容易であるような、そういう人たちだけの守護者 

1『パィドン』にも、「一度に二人を相手にすることは、へ 2 M. 946W sqq. 参照。 

ラクレスでさえできない」 (S9C) という諺が引かれている。 3この人たちについては、 XL 922A, M. 946B, E,948A に 
なお、『エゥテユデモス』297 w~c を も 参照。 も 言及されている。 
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_ B であってはならない。いな、そのような利点をもたない人たち、ひとを悪の道へ走らせるのに何か強い力をもっ 
ている職業に従事している人たち、そういう人たちの方をも、よりいっそうの注意をもって守ってやるべきであ 
る。そこで、その目的のために、小売業のことについて、——それには数多くの種類があり、また、そのような 
ひとを悪の道へ誘う数多くの職業が含まれているのだが、とはいっても、それらは国家にぜひとも必要と考えら 
れて、国内に存続することが許されているものにかぎられるのだけれども——、護法官たちは会議を開くべきで 

C ある。そして この 会議には、 さきほど いんちきな商売について定めた のと 同じように、- というの も、小売り 

の商売はそれと同類のものなのであるから——、それぞれの小売業に経験のある者も参加しなければならない。 
そしてその会議では、売り上げと経費の割合がどうであれば、その小売商に適度な利潤をもたらすことになるか 
を調査すべきである。そしてその調査の結果でてきた、売り上げと経費の割合〔の標準となるもの〕を記録した上 
で公示し、それぞれの分担区域に応じて、市場保安官、都市保安官、地方保安官によって、これを守らせるので 
なければならない。このようにするなら、おそらく、小売業は国民の各層を益することになるだろうし、他方、 
国内でその職業に従事する人たちを害することもきわめて少なくなるであろう。 

五 

D ひとが同意して契約しておきながら、その同意どおりに行なわない事柄については、——ただし、法律または 
布告によって禁止されている事柄とか、あるいは、何か不当な強制によって仕かたなしに同意した事柄とか、さ 
らには、予測されない偶然の事故によって不本意ながらもその履行を妨げられた場合とかを除いて——、それ以 
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921 


E 


外の il 八 II の契約不履行については、その訴訟は、もしそれまでに仲裁人、つまり隣人たちの前で両者が和解でき 
ないでいるのなら、部族民法廷で扱われるものとする。 

われわれの生活用品をその技術によってととのえてくれる職人たちは、へパィストスとアテナの神の保護下に 

あるし、また、 それら 職人たちのつ くり 出した品物を、防衛と いう 別の技術によって安全に守って くれる 人 (軍 

( 2 } 

人)たちは、アレスとアテナの神の保護下にあるのです。この軍人たちの種族も、それらの 神々 の保護下にある 
ことは当然なのです。かくて、これらの人たちすべてが、国土と国民のために奉仕しつづけているのです。つま 
り後者は、戦場における戦いでわれわれを指揮してくれる人たちであるし、前者は、もろもろの道具や製品を代 
fr をとって仕上げてくれる人たちなのです。だとすると、そのような仕事に関して約束を破ることは、この人た 
ちにはふさわしくないことでしょう。もし彼らが、自分たちの祖先である神々を敬っているのでしたらね。 

そこで、もし職人たちのうちの誰かが、自分の怠慢によって、定められた期日までに〔約束の〕製品を完成しな 
かった場合には、その者は、自分に生計の手段をあたえてくれる神さまを少しも敬わないで、浅はかにも、その 
神さまを何でも大目にみてくれる身内の者のように考えているのだから、彼は、まず第一に、その神さまに よっ 
て罰せられることになるでしょう。しかし第二に、そのような者に対しては、しかるべき法律が適用されねばな 

1 917 E 参照。 ていた。しかし他方またアテナは、アレスと ともに、 戦い 
2 へパィストスは鍛冶の神として、アテナは織物、陶器、 の女神として ( VE . 796 W 参照)、軍人たちの守護神で もあっ 
その他種々の技術の女神として、職人たちの守護神と され た。 


673 



D 


C 


B 


(似) 


りません。すなわち彼は、注文主に対して、約束を破った製品の価格に相当する額の借りがある者として、もう 

一度初めから、指定された期限内に、その製品を無料で仕上げるべきです。 

. ( 1 ) 

また、その法律は、仕事を引き受けている職人に対しては、ちょうど売主に対して忠告したのと同じことを忠 

告するでしょう。すなわち、売主に対しては、高すぎる値段をつけるのではなく、できるだけその品物の値打ち 

どおりの価格にとどめる ようにと 忠告したのですが、それと同じことを、仕事を引き受けているその職人に対し 

( 2 ) 

て も 命令するわけです。 というのも、 職人なら、自分の製品の値打ちを知っているからなのです。そこで、自由 
民によって構成されている国家においては、職人みずからがその技術——ほんらい偽る ことのない 正直なもので 

ある その技術-を用いて、一般の人たちをだまし、高い代価を とる ようなことはけっしてしてはならないので 

す。 もし そのようなことがあった場合には、被害者は、加害者を告訴しなければなりません。 

しかし、他方また、誰かが職人に注文を出しておきながら、法律で認められている契約にもとづいた、当然の 
代価を支払わないで、この国家の共同の成員である、ポリスの守り神ゼゥスとアテナをないがしろにし、わずか 
の利得を愛するあまりに、大いなる共同体を破壊するなら、神々の加護をえて、国家の結合を守るために、次の 
ような 法律が定められるべきです。 

注文した品物を先に受けとっておきながら、その代金を約束された期限内に支払わない者は、その価格の二倍 

の金額を請求されるものとする。もし未払いのままで一年が経過すれば、ほかの貸金には利子をつけてはならな 
( 3 ) 

いのが原則だけれども、この場合には、その者は、每月ードラクメにつきーオボロスの利子を加算したものを、 
支払わなければならない。そしてこれらの件に関する訴訟は、部族民法廷で扱われる ものと する。 
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さて、わたしたちは職人全般の ことを 問題にしてきたのですから、ここでついでに、戦争においてわれわれを 
安全に保ってくれる職人、すなわち、将軍たちや、その他そういったことに専門的な心得をもつ人たちについて 

( 5 ) 

も、述べておくのが正しいでしょう。つまり、この人たちに対してもまた、彼らは別の意味での職人なのだから、 
さきの普通の職人たちの場合と同様にしなければならないのです。すなわち、もし彼らのうちの誰かが、自発的 
E にであろうと、命令されてであろうと、公の仕事を引き受けて、これを立派になしとげた場合には、軍人にとっ 
ての報酬である名誉をしかるべき仕かたであたえてやる者がいるなら、法律はその人を称賛してやまないでしょ 
う。これに反して、何か軍事上の立派な業績という品物を先に受けとっておきながら、それの代価(名誉)を支払 
わない者がいるなら、法律はその人を非難しつづけるでしょう。そこで、この件に関しては、称賛と組み合せに 
なっている次のような法律を、わたしたちは制定することにしましょう。それは、国民大衆に強制するのではな 
922 くて、むしろ勧告する形の法律なのですが。すなわち、勇敢な行動によってにせよ、軍事的な策略によってにせ 

なる。 そうすると、 契約した品物の代金を約束の期限内に 
支払わない者は、「二倍の金額」を支払わせられるし、そ 
してそれを未払いの ままで 一年が経過すれば、なおその上 
に、利子に相当する二倍の金額をも加算して支払わせられ 
る、 という ことにな ろう0 

5 vo 21 D 7 STl T: locpyoTS のあとのピリオドは、コンマに変え 
る(イングランドによる)。 


1 917 w 〜 c 参照。 

2 021 B 3 iv Q - vrn Q ' v の あとにピリオドを ぅつ。その文の前 
のダッシュは コロンに かえ、後のダッシュは削る(ィング 
ランドによる)0 

3 V .742 C 参照。 

4 毎月ー ドラ クメ につきー オボ ロスの利子とは、ード ラク 
メは六オボロスであるから、一年では、ードラ クメ につき 
ニ ドラ クメの 利子といぅことになり、利子は元金の二倍に 
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卿 よ、 国家全体の救済者と なって いるかぎ りの すぐれた人たち には、 栄誉を——ただし第二番目の栄誉を——あた 
えよ、ということです。第二番目のというのは、最高の栄誉があたえられるべき第一番の功労者とは、すぐれた 
立法者たちの制定した法の条文を、他の人よりも格段に尊重することのできた人たちのことなのですから。 

六 

さて、人びとが相互に取り交す契約のうちの重要なものについては、孤児に関するものと、後見人による孤児 
の世話に関するものとを除けば、以上によって./£いたい、わたしたちはその規則を定めました。そこで、いま言 
B われたことのつぎには、残っているその問題についても、何とかして規則を定めざるをえないわけです。ところ 
で、この問題全体の出発点となることが二つあります。一つは、死んで行く人たちの、財産の譲渡について遺言 
しておきたいという気持であり、もう一つは、遺言状をまったく残さないで偶然の事故で死ぬ場合のことです。 

で、こういった問題の厄介さと困難さとがわたしには見えていましたから、クレィニアス、わたしはさきほど r 定 
めざるをえない」という言い方をしたのです。というのは、そういった事柄もまた、無規定のままに放置してお 
くことはできないからなのです。なぜなら、これを放置しておけば、ひとはそれぞれ多種多様なことを、しかも 
互いに矛盾した内容のことを、遺言することになるでしょうし、またその内容が法律に抵触したり、生き残って 
いる人たちの意向にもそわなかったり、さらには、遺言状をつくろうとする前の自分自身の意向にさえも、反す 
C るものになったりするでしょうから。もしかりに、ひとが生涯の終りにおいて、どんな状態にあるのであろうと、 
彼のつくる遺言状には無条件で絶対の効力があるの だ、 ということが認められるとすればですよ。じっさい、わ 
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D 


れわれ大多数の者は、もはや死期が迫っていると考える場合には、大なり小なり意気消沈して、正常な思考能力 
を欠くものなのですから。 

クレイニアス 何をおっしゃりたいのでしょうか。 

アテナイからの客人 死期の迫っている人間は、クレイニアス、扱いにくいものですし、立法者をたいへん狼 
狽させたり、困惑させたりするような言葉を、胸のなかにいっぱい持っているのです。 

クレイ11アス どうしてですか。 

アテナイからの客人 そのような人は、何ごとも自分の意のままにしたいと思っているから、怒鳴り声で言う 
のが常なのです。 

クレイ||アス いったい、どんな ことを 言うのでしょう。 

アテナイからの客人 「おお、神さま！何と恐ろしいことでしょう」と彼は言うわけです。「もしこのわたし 
に、わたしの持物を、誰にでも自分の好きな人にやったり、やらなかったりする自由が、まったくないのだとし 
たなら。そして、わたしにつらくあたったことがはっきりしている者には、少ししかやらないけれど、親切にし 
てくれたことが明らかな者には、たくさんやるということが、わたしに許されないのだとしたなら。誰がどうし 
たかは、わたしが病気をしているときとか、年寄りになってからの間、あるいはその他さまざまの不幸に見舞わ 
れていたときに、充分に検査ずみのことなのだから」と。 


1この人たちについては、 919 M 注 3 を参照。 
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クレイ || アス その言い分は、あなた、 もっともだと 思われませんか。 

E アテナイからの客人 わたしには、クレイニアス、昔の立法者たちは気が弱かったように思われますし、それ 
に、人間のなすことに注意を向けることが少なく、またそれを深く考慮もしないで、立法したように思われるの 
です。 

クレイニアス それは、 どういう 意味でしょうか。 

アテナイからの客人 それは、あなた、昔の立法者たちは、さっきのような言葉におびえて、ひとが自分の財 

産をまったく0分の好きな ように 遺言によって処分する ことを、 無条件に許す ような 法律を制定した ということ 
( 1 ) 

なのです。しかし、わたしとあなたとは、〔いま建設され ようとして いる〕あなたの国の住民のなかで、死の迫っ 

ている人たちに対しては、何かもっと適切な答え方をするでしょう。たとえば、こんなふうにです、—— 

「親愛なる諸君、文字どおりに一日の生命しかない諸君よ、現在の諸君の状態では、諸君自身の財産がほんら 

いどうい うものである かを理解す るのは むずかしい こと だし、 それに また、デル ボイの 銘文が語る ように、 諸君 
( 2 ) 

自身を知ることもむずかしいことなのだ。だからわたしは、立法者として、次のように定めておく。諸君も、ま 
た諸君のこの財産も、諸君自身に属するものではなく、過ぎ去った昔から遠い将来までの、諸君の一族全体に属 

( 3 ) 

するものであり、いやそれ以上に、諸君の一族全体とそれの財産とは、国家に属するものなのだ。そこで、事実 
がそう だとす ると、病気や老齢のなかで動転している諸君に、誰かが甘言をもって取り入り、最善に反したこと 
を遺言するように説き伏せる者がいるとしても、わたしは自分からすすんでそれを認めることはしないだろう。 
いな、わたしは、国家全体と諸君の一族にとっての最善のこと、ただそのことにだけ目を向けながら、立法する 
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(4) 

だろう。一人ひとりの個人的な利害は、当然ながら、これを二の次においてだね。そして諸君の方は、 この われ 
われに恨みをいだくことなく和やかな気持をもって、人間の身の定めどおりに、いま旅立とうとしている道を進 
C んで行きたまえ。諸君の死後のことは、何ひとつ不公平な扱い方はしないで、力の及ぶかぎり最大限の注意を払 
いながら、われわれの方で面倒をみてあげるから」 

では、以上のことを、クレィ-1アス、生き残る者たちにも死んで行く人たちにも、慰めの言葉にするとともに、 
また法の序文ともした上で、法律そのものは、次のように定めることにしましょう。 

七 

自分の財産を処分するために遺言状を書こうとする人は、何人かの子供の父親で ある 場合には、まず、息子た 
ちのうちで、 相続人と なる のに ふさわしいと 思う者の名前を書いて おくべきである。 また、そのほかの子供たち 

きではあるが、遺言による財産の自由譲渡が、ソロン以後 
アテナィでは認められていたと思われる。 

2 言うまでもなく、 r 汝みずからを知れ」という箴言の引 
用。なお、この箴言は、『ブロタゴラス』343 B 、 『カルミデ 
ス』164 D 〜165 A にも引用されている0 

3 V . 740 A , IX . 00 77 D などを参照。 

4 K . 00 75 A 参照。 


1ここで言われている「昔の立法者たち」が、誰をさすか 
は明確でない。ただ、ブル タル n ス 『英雄伝』の「ソロ 
ン」(ニー)には、「ソロンは遺言に関する法律でも名声をあ 
げた。それまで遺言は許されず、財産と家とは、故人の一 
族の手元に留まる定めであった。しかしソロンは、実子の 
ない場合には、ひとは自分の財産を誰にでも、彼の望む者 
にあた えることを 許して……財産をその持主の真の所有物 
とした」 と記されて おり、 「実子のない場合」 といぅ 条件つ 
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T ) 

のなかで、他人の養子にしてもらうつもりの者がいるなら、そのこともはっきりと書いておくべきである。しか 

D し、その人の息子たちのなかに、どこかの分配地を相続するための養子にはなっていないが、法律の規定に従っ 

( 2 ) 

て、植民地へ送り出される望みのある者がまだ残っているなら、その息子には、先祖伝来の分配地とそれに付属 
するすべての設備とを除いて、それ以外の財産のなかから、父親は、自分の好きなだけの額を分けてやることが 
できる。そして、そういった立場にある息子が一人以上いる場合には、父親は、分配地以外の余剰財産を、自分 

(3) 

の望む割合で、その息子たちに分けてやってよろしい。しかし、息子たちのうちで、すでに家を継いでいる者に 
は、そのような財産を分けてやるべきではない。また、このことは、娘の場合 も 同様であって、 もし 夫となるベ 
き者との間にすでに婚約が成立しているなら、その娘には分けてやってはならないが、婚約していない娘には分 
けてやるべきである。 

だがもし、遺言状がつくられた あとに なって、それらの息子たちや娘たちのうちの誰かが、国内に分配地を持 
つことが明らかになった場合には、その者は、遺言状作成者の相続人のために、〔遺言状に指定された〕遺産を放 
棄しなければならない。 

もし遺言人に、男の子がなくて、娘だけがある場合には、娘たちのなかで、自分の気に入った者に夫を迎え、 
これを自分の子供(養子)にして、相続人であることを遺言状に記した上で、その者に遺産をつがせることにする。 

また、誰かの子供が、実子であれ養子であれ、まだ成年に達しないうちに、幼年で死ぬ場合があるかも知れな 
いから、そのような事態にそなえるためにも、遺言状の作成者は、誰がよりよき恵みをえて自分の第二の子供に 
なるべきかを、書いておかねばならない。 
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4) 

また、子供のまったくない人が遺言状を書く場合には、自分が獲得した財産の一〇分の一を取り出して、あた 
えたいと思う者に、それをあたえてよろしい。しかし、残りの財産全部は養子に譲り、このようにして法律の規 
定に従う とともに、 自分の子供にしたその者に恨まれないで、好意をえるようにしなければならない。 

ところで、誰かの子供たちが後見人を必要としている場合に、もしその人が死ぬ前に遺言状をつくっていて、 
そのなかに子供たちに対する後見人を指名していたなら、——その指名された人たちがすすんで後見人の役をつ 
とめることに同意しているかぎり、それが誰であろうと、またその人数がどれだけであろうと——、その場合に 
は、後見人の選任は、その遺言状に書かれているとおりに行なわれるのが正当である。しかし、まったく遺言し 
ないで死んだ場合とか、あるいは遺言状のなかに後見人の選任のことが触れられていない場合には、父方および 
母方の親族のなかで、血縁のいちばん近い者が、父方から二人と母方から二人出て、それに故人の友人たちのな 
かから選ばれた一人がこれに加わり、その〔五人の〕者たちが、法律で認められた後見人となるべきであり、そし 
てその者たちを護法官は、後見を必要としている孤児に対して任命しなければならない。 

C なお、後見に関すること全体と孤児に関することについての監督は、護法官全体のなかで年長の者一五人がこ 
れにあたることになるが、彼らはいつも自分たちを年長順に三人ずつに分けて、最初の三人が一年間その任につ 


1 V . 74 0 C 参照。 るなりして、家(おょ•ひ土地)をもつ者の意味。 

2 V . 74 0 E 参照。 4 つまり、分配地おょびそれに付属する設備を除いた財産 

3 つまり上述の、父親の財産をつぐなり、他家の養子にな のこと。 
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き、別の三入が次の一年間任につくというふうにして、五年間で全員がひと廻りするようにすべきである。そし 
てこの監督の仕事には、できるかぎり、一刻の中断もないようにしなければならない。 

さて、まったく遺言しないで死んだ者が、後見を必要とする子供たちをあとに残している場合には、いま述べ 
たその法律によって、彼の子供たちは援助を受けるべきであるが、しかし誰かが、予期せぬ突然の不幸に見舞わ 
れて、娘たちだけをあとに残して死んだ場合には、父親としては重要だと考えたであろう、次の三つの事柄のう 
ちの、二つの点にだけ立法者が目を向けながら、娘たちの婚約をとりきめたとしても、それは許されなければな 
らない。すなわち立法者は、血縁の近さと分配地の保全ということには目を向けるけれども、父親ならとうぜん 
考慮に入れたであろう第三のこと、つまり、全市民のなかから、その品性と行状とに着目して、適当な人を自分 
には息子として、娘には花婿として選ぶという こと、 その点の方は、考慮しにくい事柄であるゆえに、立法者が 
これを不問に付したとしてもである。したがって、このような場合については、わたしたちの力にかなう最善の 
ものとして、次のような法律を定めることにしよう。 

もしひとが遺言状をつくらずに死んで、娘たちだけがあとに残っている場合には、 (1) 〔死んだ〕父の兄弟かあ 
るいは母の兄弟で、分配地を持たない者が、その娘を娶って、故人の分配地を相続すべきである。 (2) もしその 
ような兄弟がいなくて、兄弟の子がいる場合には、その子と娘とが年齢的に釣り合っていれば、その子に先の場 
合と同じようにさせる。 (3) また、兄弟もその子もいなくて、姉妹の子がいる場合には、その子に先の場合と同 
様にさせる。 (4) 〔相続順位の〕第四番目は、故人の父の兄弟であり、 (5) 第五番目は、その兄弟の子、 (6) 第六 
番目は、故人の父の姉妹の■子である。このようにして、誰かが女の子だけを残して死んだ場合には、その人の親 


682 


法 律（第十一巻 


925 族をつねに血縁の近 さに 従って進みながら、同一の世代では男子の系統を先にし、女子の系統を後にして、〔故人 
の〕兄弟、つぎは、その兄弟の子、それから姉妹の子、という順序でたどらなければならない。また、両者(相続 
予定人と娘)の結婚が年齢的に釣り合いのとれたものであるかどうかの判定は、裁判官が検査して、つまり男の 
方は丸裸にし、女の方は M ? までの半裸体にして調べたうえで、下すものとする。 

しかしもし、故人の一族には、血縁の者が、彼の兄弟の孫にいたるまで、同じくまた彼の祖父の子供たち〔の 
ST 一にいたるまで、誰もいないとすれば、その場合には、その娘は後見人と相談した上で、その他の市民たちの 
なかから、誰でも望みの者を自分の意志で選んでよろしい、——ただしこれは、相手も希望する場合のことであ 
B るが I 。そしてその選ばれた者が、故人の遺産相続人、その娘の花婿になるので ある。 

しかしさらに、「いろいろな場合にそなえて、いろいろと用意して おく 必要がある」のであって、国内には時 
こよって、その娘が選びたいと思うような人間がたいへん不足している こともありうる。 そこで、そういう相手 
を国内の人のなかからは見つけ出せないで、植民地へ送られている人に目をつけ、その人が〔亡〕父の遺産の相続 
人になってくれるように考えることもあるが、その場合には、もしその人が娘と同族の者であれば、法律の定め 

の範囲が、いずれも「従兄弟の子にいたるまで」となって 
いる ことから考えて、ここでも「孫」の語を插入するのが 
適当と思われる。なお、「故人の祖父の子供たちの孫」と 
いう語句を加えることによって、故人の母方の系統の親族 
もふくめられることになる。 


1 VO 25 A 6 lix pls rn - TT 6 OITTOU Trodssv の あとに 、 u 55 s>v の 語を 
補ぅ(ヘルマンに よる〇上述924 E および後述 925 D で 語 
られ ている相続人の範囲についての記述、および VI . 766 C 
〜 D での孤児の後見人選任の件で集まる親族の範囲や、 
DC . S 700 D での同一親族内の傷害事件のことで集まる親族 
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る手続きに従って、その分配地を承けついでよろしい。しかし、その人が同族外の人間であれば、国内にはその 
C 娘の同族の者がいない場合にかぎって、後見人や故人の子供(つまり その 娘)の選んだ ところに 従って、 その 人は 
帰国してその娘と結婚し、遺言しないで死んだ者の分配地を手に入れる ことが 認められる。 

さらに、遺言状をつくらないで死んだ者に、男の子も女の子もまったくない場合は、その他の S では、先の^ 
律どおりになされるわけだけれども、その一族のなかから一人の男と一人の女が、いわばとなって、 この 
まったく無人となった家に、その分配地の正当な所有者となるべく行かねばならない。そして、〔男子の則の .ffl 
続順位はすでに述べられたから〕女子の側の相続順位についていえば、それは次のようにすべきである。すなわ 
ち、まず第一言は、故人の姉妹、第二番目は、故人の兄弟の娘、第三番目は、故人の姉妹の娘、第四言は、 
故人の父の姉妹、第五番目は、故人の父の兄弟の娘、第六番目は、故人の父の姉妹の娘である。そして血縁の近 
さに従って、二のうちの一人の女が、先に述べた順位による一人の男といっしょになってその家に住み、わたし 
たちが前に定めた規則を守りながら、その土地財産を管理して行くべきである。 

ところで、このような法律がきびしいものであること、 つまり その法律は、故人の近親者に同族の女の人と結 
婚するように命じているのだけれども、それが時にはどんなにつ らい ことであるかということ、その点にわたし 
たちは気づかないでいてはならないのです。というのも、ひとがそういった命令にすすんで従うのを妨げるもの 
が、世の中には数知れずあるのだということ、いやむしろ、結婚するように命じられている相手のなかに、 男の 
方にでも女の方にでも、身体または精神の病気や欠陥がある場合には、そんな相手と結婚する ぐら(なら、誰 だ 
ってどんな目にでもあうことの方を望むだろうということ、その点をその法律は看過しているように思われるか 
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926 


らなのです。そこで、そういった事情を、立法者は 何 ひとつ考慮していないのだ■と考える人たちが、おそらくい 
るかも知れませんが、しかしそう考えるのは、じつは間違いなのです。だから、立法者のために も、 またその法 
律を適用される人のためにも、いわば共通の「序文」となるものを述べて、双方に理解を求めることにしましょ 
う。すなわち、立法者の方は、国家公共のことに配慮しているときには、それと同時に、個々人に生ずる個人的 
な不幸をもうまく調整す る ことは不可能だろうから、そのような結婚を命じられている者たちは、立法者に対し 
て寛大であってほしいということですし、他方また、その法律を適用される人たちの方は、立法者の命じている 
ことの意味がよく分っていなければ、命令どおりに実行できないことが時にあっても当然なのだから、立法者の 
方も、その人たちに対して寛大であってほしいということなのです。 

クレイニアス では、あなた、 そのような 事態が起こった場合には、 どうするの がいちばん適切な処置となる 
でしょうか。 

アテナイからの客人 それは、 クレイ ニア ス 、このような法律と、その法律を適用され る 人たちとの間に、 仲 
裁人を選ぶことが必要なのです。 

クレイニアスそれはどういう意味ですか。 

アテナイからの客人 時には、金持の父親をもつ〔故人の〕甥が、〔相続人となるために〕伯父の娘を自分からす 


1上述925 A 参照。 

2 V . 740 AJC 参照。つまり、一族や国家の神々の祭事をたやさないことを指すと思われる。 
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鄕 B すんで嫁にもらおうとはしないということもあるでしょう。彼は尊大になっていて、もっとよい縁組みを念頭に 
おいているからです。しかしまた時には、立法者の命ずることがたいへんな不幸をもたらすものである場合には、 
法律にはやむなく従いえないということもあるでしょう。たとえば、精神異常であるとか、その他にも身体また 
は精神に恐ろしい欠陥をもつ女と縁組みす るよう に、立法者が命ずる場合がそれです。そんな女を妻にもったの 
では、生きていても生き甲斐のないことになるからです。だから、そういった場合についてわたしたちがいま述 
ベていることを、次のような法律のなかに具体化することにしましょう。 

C もしかりに、遺言について定められた法律のうち、他の条項についても さる ことながら、とりわけ結婚に関す 
る条項に不服な人たちがいるとしよう。そして彼らは、神に誓いながら、かりに立法者その人が生きていてこの 
場にいたとしたら、嫁にもらうことでも、嫁になることでも、いま現に自分たちがその どちら かをなすように強 
いられているようなふうには、立法者はけっして強制しなかっただろうと言うとする。他方、これに対して、身 
内の者なり、後見人の誰かは、法律の命ずるとおりになすべきだと言うとする。もしそのような事態が生じた場 
合には、われわれは次のことを思い起こすべきである。つまり、立法者は、孤児になった男の子や女の子のため 

D に、一五名の護法官を、仲裁人また父親と して 残しておいたのだとい うこと であ%)。だから、何 かそう いった問 
題に関して不服な者は、護法官たち のと ころへ行って裁いても らうべき であり、そして その 人たち の 裁定を最終 
的な ものと して実行しなければならない。だがもし、 これは あまりに も 大きな権限を護法官に付与する こと だと 
思う人がいるなら、選抜裁判官たちより成る法廷へ訴え出させて、争点になっている事柄について裁決してもら 
え ばよろしい。しかし、 この 裁判で敗れた者には、立法者から非難と不名誉が あたえられ るが、 これ こそ、分別 
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のある人にとっては、多額の罰金よりもはるかに重い罰なのである 

八 

こうして 今や、孤児になった子供たちは、いわば第二の誕生を迎えることになるでしょう。第一の誕生後に、 

(3) 

E 彼らの一人ひとりがどのような養育や教育を受けるべきか、という点についてはすでに述べました。さて、両親 
を失ってからのこの第二の誕生後に、孤児であることの境遇が、その者たちにとってできるだけ慘めでないよう 
にするにはどうしたらよいか、その対策が工夫されねばなりません。そこで、まず第一には、彼らのために護法 
官たちを、生みの親に代るところの、それに劣らぬ親として、法によって任命することをわたしたちは提案して 
ハるわけでへ打。そしてとくに、毎年三人ずつの護法官に、その孤児たちを自分の子供のようにみなして、世話を 
するようにわたしたちは命じているのです。また、孤児の養育に関して、護法官たち自身にも後見人たちにも適 
切な指針となる「序文」を、わたしたちはすでに述べておいたのです。というのも、死者たちの魂は、その人た 
927ちが死んでから後も、人間界の事柄に関与するある種の能力をそなえているのだという話を、わたしたちが以前 
にしておい ( M のは、好都合であったとわたしには思われるからです。ただ、そういった内容を含む議論は、正し 

1 924 C 参照。 4 924 P 

2 これは、 VI 767 A , 768 B で言われた「第三〔審〕の法廷」 5 926 E 6 Kai s Koci <TP2,S) KOCCD 二 _TOV -と T 1 S の語を 

(最終法廷)のことであろう0 補う(ズーゼミールによる〇 
3第二卷および第七巻の教育論をさしているのであろう。 6 DC . 00 65 DiE , 00 72 D 〜 E 参照。 
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いものだとしても、長いものになるでしょう。けれども、そのような事柄については、ひじょうにたくさんの、 

しかもきわめて古くから言い伝えられている話がほかにもありますから、わたしたちはそれらの話を信じなけれ 

ばなりませんし、そしてまた、それらのことを事実として扱っている立法者たちをも、彼らが分別をまったく欠 

いている ように 見えないかぎり、信じなければならないのです。 

さて、それらのことは事実そのとおりだとすると、まず第一には、孤児たちの淋しい境遇に目をとめておられ 

る天上の神々を、人びとは恐れ敬わねばならないし、つぎには、死者たちの魂をも敬わねばなりません。それら 

の魂は、もともと自分の子供たちのことを格別に気づかっていて、子供たちを大事にしてくれる人たちには好意 

を寄せるが、大事にしない人たちには敵意を示すものなのですから。さらにまた、生存中の者であっても、高齢 

であり、ひじょうに高い尊敬を受けている人たちであれば、敬わねばなりません。よき法律のもとに栄えている 

国では、これら老人に対して、彼らの〔死んだ〕息子の子供(孤児)たちは、暖い愛情をよせてたのしく暮らしてい 

( 1 ) 

るし、また彼ら老人の方も、この孫たちのことについては、鋭敏な目と耳とをもって気づかっているのですから。 
そして、この孫たちに対して正しく振舞う者には、彼ら老人は好意的であるが、反対に、孤児の淋しい境遇にあ 
るこの孫たちにひどい仕打ちをなす者には、とくに激しい怒りを示すのです。というのも、彼らはこの孫たちを、 
たいへん貴重で神聖な預り物と考えているからなのです。そこで、後見人や役人(護法官)は、少しでも分別のあ 
る者なら、以上あげたすベてのもの(神々、死者たちの魂、老人たち)に注意を向け、そして孤児たちの養育や教 
育に気をつけながら、あたかも自分や自分の子供たちに対してよいことをするつもりで、自分にできるかぎりの 
あらゆる仕かたで、あらゆる親切を、その孤児たちにつくすのでなければなりません。 
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さて、法律の前におかれたこの言葉に従い、孤児に対して何ひとつひどい仕打ちをしない者は、そのような行 
為をした場合の立法者の怒りを、味わわなくてもすむであろうが、その言葉に従わないで、父か母を失った子供 
に悪事を働く者は、両親が生存している子供に悪事を働いた場合に支払うべき罰金の、二倍の額を支払わなけれ 
ばなら.ない。 

しかし、後見人による孤児の扱いや、役人(護法官)による後見人の監督に関しての、それ以上の立法について 
は、もしかりに彼ら自身が、自分の子供たちを育てたり、家の財産を管理したりすることで、自由民の子供の育 
て方についての手本をすでにもっているのでなかったなら、さらにまた、まさにそういった事柄に関しては適切 
に定められた法律をすでにもっているのでなかったなら、後見に関する何か特別の法律、他の法律からは大いに 
異なるそれ独自の内容をもつ法律を制定することも、ある意味では当然のことだったでしょう、種々の特別な規 
定によって、孤児の生活をそうでない子供の生活から区別してですね。しかし実際には、これまでに述べてきた 
ような点に関してはすべて、われわれの国では、孤児の境遇にあることは、親の保護の下にあることに比べて、 
そう大きな違いはないのです。ただし、世間から重く見られるか軽んじられるかという点や、世話のされ方とい 
928 う点では、両者の間には差異が生じがちなものです。だからそれだけに、孤児に関する立法の部門では、法律は、 
諭したり脅したりして、まさにその点について熱意を払ってきたのです。しかしさらに、次のように威嚇するこ 
とが、この際、大いに時宜をえたものになるでしょう。 


1 927 W 6 6 TTOCTT - S は osTl O 0 TT-S と 読む(ビュ アリにょる) 。その語の前のダッシュは コンマに 変える0 
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誰であれ、男の子または女の子の後見人になる者は、また誰であれ、その後見人の見張り役に任命されて監 
督にあたる護法官は、孤児の境遇にある者を、自分の子供たちに劣らず可愛がるべきであるし、また、養育を託 
されている 者の財産を、自分の財産に劣らず、あるいは自分の財産以上に、熱意をもって世話をするべきであ 
る0 

さて、孤児に関しては、ただこの一つの法律だけがあり、誰もがそれに従って後見の仕事をすることにしてお 
きましよう。 

しかし もし 誰かが、そういった事柄について、この法律に反した行動をするなら、その者が後見人である場合 
には、役人(護法官)がその者に罰金を科すべきであるし、また、その者が役人である場合には、後見人はその者 
を、選抜裁判官たちより成る法廷へ告訴して、法廷で評価された損害額の二倍の罰金を支払わせるべきである。 

また、後見人が、〔その孤児の〕身内の者や、その他の市民の誰かに、後見の仕事をないがしろにしているとか、 
あるいは悪事を働いているとか思われたなら、いま述べたのと同じ法廷へ召喚されなければならない。そして、 
もし実際に何か損害をあたえているなら、それの四倍の額の罰金を支払うべきである。そしてこの罰金は、半分 
はその孤児のものになるし、もう半分は、その訴訟を起こして勝訴した人のものになる。 

また、誰か孤児が、成年に達してから、自分を後見してくれた人のやり方は悪かったと考えるなら、後見の期 
間終了後五年以内なら、そのことに関して訴訟を起こすことができる。そして、後見人が訴訟に敗れた場合には、 
法廷は、どんな刑罰または罰金を彼に科すべきかを決める。また、役人(護法官)の方がその孤児に害を加えたと 
判定されて、それが不注意に よる ものなら、彼はその子供にどれだけの罰金を支払うべきかを、法廷は決める。 


690 



法律第十一巻 


しかし、それが不正行為に よる ものなら、罰金を払うほかに、護法官の職を退かねばならない。そして国の当局 
者は、その者の代りに、新しい護法官を国土と国家のために任命しなければならない。 

九 

父親が自分の子供たちに対して、また子供たちが生みの親に対して起こす争いは、時に正当な限度を越えて激 
しくなることがあります。そしてそうなった場合には、父親の方は、こう考えるでしょう。自分たちがそれを望 
むなら、息子が法の上ではもはや自分の息子ではないことを、触れ役によって万人の前で公表してもらう権限を 
E 自分たちにあたえるように、立法者は法で定めるべきであると。他方また息子たちの方も、父親が病気とか老齢 
のためにみっともない状態にあれば、精神異常者として父親を訴える権限を、自分たちにあたえるように立法す 
べきだと考えるでしょう。しかしこういったことは、品性がまったく劣悪な人間の間においてのみ起こるのが普 
通です。というのは、両者の片方だけが悪い人間である場合には、たとえば、父親は悪い人ではないが、息子が 
悪いとか、あるいはその逆であるとかいうような場合には、そのように大きな敵意も、不幸な事態を生み出すま 
でには至らないからです。 

さて、他の国家では、勘当された息子は必ずしも市民の資格を失うことはないけれども、わたしたちがこれら 
の法律を定めようとしているこの〔マグネシアの〕国家においては、父親から勘当された者は、必ずこの国から他 
929の土地へ出て行かねばなりません。というのは、この囯には、家の数は五〇四〇以上一つもふやしてはならない 
からです。したがって、法律上正当にこのような処置を受けるべき者は、たんに父親一人によってだけでは なく、 
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一族の者全部によって勘当されなければなりません。そして、そのような事柄についての手続きは、次のような 
法律にもとづいて行なわれるべきです。 

自分が産んで育て上げた子供を、正当な理由があるにせよないにせよ、自分の一族から追放したいという、ま 

ことに不幸な激情にとらえられた者は、誰であろうと、ただ無条件にそうすることも、また直ちにそうすること 

も許されてはならない。いな、その者はまず、自分の方の親族で従兄弟にあたるまでの者と、同様に息子の母方 

の親族で従兄弟にあたるまでの者とを全部集めて、そしてこの人たちの前で息子を告発し、息子がどういう理由 

で、みなの者の手によって一族から追放されるに値するかを、説明しなければならない。他方また息子にも、自 

分はそんな扱いを受けるいわれは一つもないと言って弁明する、同等の機会があたえられるべきである。そして 

そのようにして、父親が一同を説得し、親族の者全体の過半数の賛成をえたなら、 —— ただし、その投票には、 

( 1 ) ( 2 ) 

父親と母親と 被告の立場に ある 息子は加わらないし、またそれ以外にも未成年の者は男女と も 投票しないものと 
する ——、そのようなやり方と、そのような条件でのみ、父親は息子を勘当することを許されるが、それ以外の 
仕かたではけっして許されてはならない。ところで、その勘当された子供を、市民のうちの誰かが、自分の養子 
にしたい と 望む場合には、いかなる法律もそれを妨げてはならない。 —— 青年の性格というものは、一生の間に 
は、そのと きどき でいろいろに変化するものだからで ある ——。しかし、勘当されてから一〇年経っても、誰も 
その子供を自分の養子にしたいと申し出る者がない場合には、相続人以外の子供たちを植民地へ送り出す仕事を 

(3) I 

担当している係官たちが、その勘当された子供の世話もして、他の者たちと同じように、植民の仲間にうまく加 
わるよう にして やるべき である。 
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他方、何らかの病気や、老齢や、性格の意固地さが、あるいはそれらのものがいっしょになって、誰かを、多 
くの老人たちよりもきわ立って痴呆状態にしているけれども、そのことは、生活を共にしている者以外の人びと 
には気づかれていないとする。そしてこの老人は、自分の財産は自分の勝手になるという考えで、これを浪費し 
ているので、息子の方はほとほと困っているが、しかしそうかといって、精神異常者として訴えることはためら 
っているとする。さて、このような場合には、その息子のために、次のような法律が定められるべきです。 

その息子はまず、護法官のなかの年長者たちのところへ行って、父親の不幸な状態を 詳しく 説明しなければな 
らない。これに対して、護法官の方は、充分に事情を調べた上で、告訴すべきか否かについて、その者に助言し 
てやるべきである。そして告訴すべきだと助言した場合には、〔裁判のときに〕その告訴者のための証人として出 
頭するとと もに、 弁護人の役割も果たさなければならない。そして裁判の結果、異常者と認定された父親は、そ 
れ以後は、自分の財産をほんの少したりとも自由にする資格のない者とみなされ、余生を家のなかで子供同様に 
暮らすのでなければならない。 


1 vo 29 B 7 cw 5-€ rl - e - l^^vou は sla -€ 4 l ^T:m-. vsv と読む(バィテ ドにょる) 0 

ルに ょる 〇 3 V . 740 E , XL 923 D などに植民の ことが 語られているが、 
2 VO 29 csvsp&v 篡 T 4 Ai と！ を插入する (ィングラン そのための役人が特に定められているわけではない。 
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夫と妻とが不幸にして性格上どうしても折り合っていけない場合には、護法官のなかで年齢的に中間の者一〇 
( 1 ) ( 2 ) r 
名が、結婚の世話役をつとめる婦人たちのなかで同じく〔年齢的に中間の者〕一〇名と協力して、このような夫婦 

の面倒を、それぞれの場合について見てやるべきである。そしてもし、両者を和解させることができたなら、そ 

の取り決めは法的な効力をもつものとする。しかしもし、彼ら夫婦の心があまりにも高く波立っていて、和解さ 

せることができない場合には、両者どちらにも、仲良くやっていけそうな〔新しい〕相手をできるかぎり見つけて 

やらなければならない。そして、いままでの夫婦はとうぜん、穏やかな性格の者ではなかったわけだから、その 

者たちに対しては、もっと落ちつきのある、もっと穏やかな性格の者を、配偶者として添わせてやるように努め 

るべきである。また、仲違いして別れる夫婦に子供がないか、あっても数が少ない場合には、彼らは子供をつく 

るためにも、もう一度結婚しなければならない。しかし、子供が充分にある場合には、離婚と再婚とは、老後を 

いっしょに暮らし、互いに面倒をみあうためになされるべきである。 

妻が、男の子でも女の子でも、子供たちを残して死んだ場合には、夫は、継母になる者を迎え入れないで、い 
まいる子供たちを育て上げるようにと、強制するのではなしに勧告する法律を、わたしたちは定めることにしま 
しょう。ただし、子供がない場合には、家のためにも国のためにも充分な数の子供を産むまでは、妻を失った男 
はかならず再婚しなければなりません。 
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他方、夫の方が死んで、充分な数の子供を残している場合には、子供たちの母親は、そのまま家にとどまって 
子供たちを養育すべきである。しかし、彼女があまりに若すぎて、夫なしでは健康な生活を送ることができない 
と思われるなら、親族の者たちは、結婚の世話役をつとめる婦人たちと相談して、自分たちにもその婦人たちに 
も両方によいと思われることをなすべきである。また、子供が不足している場合には、子供が生まれるようにと 
いう点をも考慮に入れなければならない。なお、この法律が最少限必要と認める子供の数は、男の子一人と女の 
子一人ということにする。 

生まれた子供が、誰と誰を親にして生まれた子かという点については、疑義はないけれども、その子供がどち 
らの親に所属すべきかを決定することが必要な場合がある。 

女の奴隸が、奴隸、自由民、解放奴隸とまじわって子供を産んだ場合には、生まれた子供は、そのどの場合に 

が一人である ( xn . 959 E ) ことを除けば、護法官はつねに何 
人かの者が一組になって活動することになっているようで 
ある。 

2 ここの 「結婚の世話役をつとめる婦人たち」とは、 VI . 
7004 A 〜 C に新婚夫婦の世話役として語られていた人たち 
と同じであろう。 vn . 794 W も参照。なお、離婚については、 
VI . 784 W 〜 C にも言及されている。また結婚のことについ 
ては、第四卷一一章、第六卷一六—一八章參照。 


1全員で三七名の護法官のぅち、ここでは中年の護法官一 
〇名の ことが 語られているが、916 C では、最年少の護法 
官五名に ょる 裁判の ことが 語られていたし、 また 924 C , 
926 C では、孤児の後見人監督の仕事にあたる年長者の護 
法官一五名の ことが 語られていた。 さらに 後の932 B では、 
両親が粗末にされた場合にその相談にのる三名の最年長の 
護法官の ことが 語られている。その他、一二名の場合 も あ 
るし (_. 00 47 c , K . 00 67 E )、 死者の葬儀の世話を するとき 


695 



咖おいても、その女奴隸の主人のものになるべきである。また、誰か自由民の女が奴隸とまじわって子供を産んだ 
場合にも、生まれた子供は、その奴隸の主人のものになるべきである。さらに、その子供が、自由民の男が自分 
の女奴隸から産ませたものであったり、あるいは、自由民の女が自分の男奴隸から産んだものであったりした場 
合には、そしてその事実が歴然としているときには、〔結婚の世話役をつとめる〕婦人たちは、後者の自由民の女 
E が産んだ子供を、その父親とともに別の土地へ送り出すべきであるし、他方、前者の自由民の男が産ませた子供 
は、護法官たちが、これをその母親とともに別の土地へ送り出すべきである。 

-- 

両親をないがしろにせよとは、いかなる神も、また分別のあるいかなる人間も、誰に対してもけっして勧めは 

しないでしょう。いな、神々を尊崇することについては、次のような「序文」があるのですから、その「序文」 

( 1 ) 

が、生みの親たちの尊重と軽視という問題に正しくあてはまることを、ひとはよく承知しておくべきです。すな 

わち、神々を敬うことについては、古くからすべての人びとの間で行なわれている、次の二通りの慣習があるの 

( 2 ) 

931 です。つまり、神々のうちのあるものは、われわれはこれを肉眼ではっきりと見るがゆえに、敬っているのです 
ぐ3 

が、もう一方の神々のほうは、それらの似姿を像として建てて、これらは生命のあるものではないけれども、わ 
れわれがこれを崇めるときには、そのことによって、あのほんとうの生きた神々は、われわれに対して多くの好 
意を寄せられ、嘉せられるだろうと、考えているわけです。 

さてそうだとす ると、誰かの父親や母親が、あるいは祖父や祖母が、老いのために衰えて、家のなかで横にな 
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っている場合には、その人は炉端にそのような生きた像(両親や祖父母)を持っているのだから、これにしかるべ 
き正しい仕かたで仕えるなら、そのもの以上にもっと自分に利益をあたえてくれる像がほかにあろうなどとは、 
誰もけっして考えてはならないわけです。 

クレイニアス では、その「正しい仕かた」とはどうすることなのか、話してくださいますか。 
アテナイからの客人 ええ、お話ししましよう。というのも、親愛なる方々、少なくとも次のような話は、聞 
いていただく値打ちのあることですから。 

クレイニアス どうぞ、お願いします 

アテナイからの客人 わたしたちにはこんな話が伝わっていますね。オイディプスは、自分の息子たちから侮 

辱されたときに、彼らに呪いをかけたが、その呪いは、誰もが繰り返し語っているとおり、神々によって聞き届 
( 5 ) ( 6 ) 
けられて成就したのだと。また、アミユントルは、自分の子供の ボイ ニクスに腹を立てて呪いをかけたし、さら 

( 7 ) 

に、テセウスも〔息子の〕ヒッポリュトスにそうしたし、その他数知れぬほどたくさんの父親たちが、その息子た 


1神々への尊崇が親に対する奉仕につながることについて オクレスに対してかけた呪いと、それの成就については、 

は、第四卷八章参照。 アイス キュ ロス 『テバイ攻めの七将』六五二行以下、ソボ 
2 日月 星辰の諸天体のこと。 VL 0021 W 参照。 クレス 『コ ロ ノスの オィディ ブス』 一三七四行以下を参照。 

3 神話、伝説に語られる伝統的な神々のこと。この神々に 6 『ィリアス』第九卷四四七行以下を参照。 

対しては、人びとはさまざまな像をつくって崇拝していた。 7 これは、 エゥ リピデ ス『ヒッポリ ユ トス』 (八八四 行 以下) 

4 931 A 6—7 の rn » voiKi-Q の語は削る(コベットによる)。 によってよく知られている話である。テ セゥスと ヒッ ポリ 

5 オィディプスが 彼の二人の息子、 ポリ ユ ネィケスと エテ ユ トスに ついては、日. 6 007E の注 1 参照。 
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舰 C ちに呪いをかけたのだが、息子たちに対する父親のそういった呪いを、神々が聞き届けられたことははっきりし 
ているのです。というのも、息子たちに対する父親の呪いは、ある人がほかの人に対してかける呪いよりも効果 
が あり、 しかもそれは当然至極の こと だからです。 

さて、そうだとすれば、父親や母親が子供たちからことのほかないがしろにされている場合には、神はほんら 
い親の願いを聞き届けてくださるのであって、そんなことはないとひとは考えてはなりません。それなのに、他 
方、親が子供たちから敬われて、たいへんうれしい気持になり、そこでそのことのゆえに、神々に呼びかけなが 
ら、子供たちによいことがあるようにと熱心に祈願している場合には、そのような願いを、神々は先の場合と同 
D じようには聞いてくださらないし、われわれに恩恵をほどこしてもくださらないのだと、そんなふうにわたした 
ちは考えるべきでしょうか。いや、もしも神々がそうしてくださらないのだとすると、神々は善きものの正しい 
分配者ではないことになるでしょうが、しかしそれこそは、神々には最もふさわしくないことだと、わたしたち 
は言っているのです。 

クレィ||アス それは大いにそうですとも。 

アテナィからの客人 それなら、わたしたちはこう考えようではありませんか。 さっき 言っていたことですが、 
神々の眼から見るなら、年老いて弱っている父や祖父よりも、また同じように無力な状態にある母よりも、もっ 
と敬い尊ぶべき像を、われわれはほかに何ひとつ持つことはできないのであって、その人たちをひとが崇め敬う 
ならば、神は喜ばれるのだと。なぜなら、そうでなかったなら、神は、その人たちの願いを聞き届けられてはい 
E なかったでしょうから。じっさい、父や祖父というこの像こそ、われわれにとっては驚嘆すべきものだといって 
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よいでしょう。それは生命を持たない像とは比較にならないものなのです。なぜなら、生きている像の方は、わ 
れわれがこれによく仕えるなら、いつもわれわれのためになるようにといっしょに祈ってくださるし、またわれ 
われがこれをないがしろにするなら、逆に、われわれのためにならぬようにと祈られるのだが、これに反して、 
生命を持たない像の方は、そのどちらもしてくれないからです。したがって、ひとが父や祖父や、その他そうい 
った人たちすべてを正しく扱うなら、すべての像のなかでも、神に愛される者となるのに最も効き目のある像を、 
その人は持っていることになるでしょう。 

クレィ11アス まことに、 見事なお話でした。 

アテナィからの客人ですから、分別のある人は誰でも、親たちの祈願を恐れ、尊重しているわけです。それ 
らの祈願は、数多くの人にとって、また数多くの時に、効果があったことを知っているからなのです。さて、そ 
れらのことは本来そんなふうに決まっているのだとすると、善き人たちにとっては、年老いた父祖は、存命中は 

T ) 

その生涯の最後の日まで、天のあたえた恵みであるし、また亡くなってからも、あとに残された若い者たちにた 
いへん愛惜されるのですが、これに反して、悪しき人たちにとっては、ひどく恐い存在なのです。だから、すべ 
ての人が、いま言われた言葉に従い、法で許されているかぎりのあらゆる形の尊敬をもって、自分の生みの親た 
ちを敬うのでなければなりません。しかしもし誰かが、このような〔法の〕「序文」に聾であるという「嗱が立つ」 
なら、その者たちに対しては、次のような法律が定められてしかるべきでしょう。 


1 032 A 3 vs ' l は vs ' ls と読む(イングランドにょる〇 2 932 A 6 KC0 5 は Ks - e - o- v と読む(イングランドにょる〇 
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もし誰かが、この国において両親を不当にないがしろにするなら、そして何ごとにつけても、子供たちや、自 
B 分の子孫の者全部や、また自分自身の望みの方を重んじて、両親の望みに注意を向けてこれをかなえてやろうと 
しない場合には、そのような目にあわされている親は、自分自身ででも、あるいは誰かを使いに立ててでも、そ 
の事実を護法官のなかの最年長者三人のところか、または結婚の世話役をつとめる婦人たちのなかの〔最年長者〕 
三人のところへ通報すべきである。そしてこれら役人たちの方は、その苦情をとりあげて、その不当な仕打ちを 
している者がまだ年の若い者であれば、すなわち、男の人であって三〇歳未満の年齢の者であれば、鞭刑と監禁 
によって懲らしめるべきである。また、それが女の人である場合には、四〇歳までの者なら、同じ懲罰を受けさ 
せるべきである。しかし、それらの年齢を越えていながら、親たちに対して同じようにないがしろの行為をつづ 
けている者がいるなら、また場合によっては親たちを虐待している者がいるなら、全市民のなかの最年長者、一 
〇一人によって構成される法廷へ、その者を連れ出さねばならない。そして有罪ときまった者には、法廷はどん 
な罰金または刑罰を科すべきかを決定しなければならない。そしてその刑罰または罰金は、人間が耐えることの 
できるものであるかぎり、どんなものでも禁じられないものとする。 

しかし、 もし 誰か親が、虐待されていながら、そのことを当局へ申し出ることができないでいる場合には、 そ 
の事実を耳にした自由民は誰でも、役人たちへ通報しなければならない。そうしない場合には、その者は「悪し 
き市民」とみなされるべきであり、誰でも欲する人によって、〔親に〕損害をあたえたかどで、告発されるものと 
する。また、その通報者が奴隸であれば、自由の身分があたえられるべきであるが、もしその奴隸が、虐待して 
いる者ないしは虐待されている者の奴隸である場合には、当局者によって解放されるし〔——ただしその補償金 
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は支払われないが —— 〕、誰か他の市民の奴隸である場合には、国庫からその奴隸の所有主に補償金が支払われ 
るものとする。なお、当局者は、そのような通報者に対して、誰かがその復警のために危害を加えることのない 
ように配慮しなければならない。 

一二 

誰かが他の誰かを、薬物によって害する場合のうち、それが死をもたらすものである場合については、わたし 

( 1 ) 

たちはすでに詳しく述べたのですが、それ以外のより軽い害にとどまる場合、——それは、ひとが食物や飲物、 
または軟膏を用いて、故意にかつ計画的に害をあたえる場合のことですが—、そういった場合のどれ一つにつ 
いても、わたしたちはまだ充分に述べてはいません。というのは、人間に関しては、薬物を用いるのにも二通り 
のやり方があるために、そのことがその問題の充分な取扱いを妨げているからです。すなわちその一つは、いま 
わたしたちが明確に述べたようなやり方であって、それは自然の通常な仕かたで、物質によって身体に害を加え 
る方法ですが、もう一つは、何らかの秘術や呪い、またいわゆる詛いを用いるやり方です。これは、害を加えよ 
うと企てる者たち自身にも、そうする能力があるのだというふうに信じさせるばかりか、被害者の方にも、そう 
いった魔法の能力をもつ人たちによって、自分たちはまちがいなく害を受けることになるのだと信じこませる方 


1第九巻の殺人に関する法律 ( s 64 Esqq .) への言及とみら れていたわけではない。なお、この章の「薬物」には、そ 
れるが、しかしそこでは、「薬物に ょる 殺人」が特に扱わ れを使って行なぅ「魔法」の意味もふくまれている。 
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法なのです。 

ところで、こういったことや、これに類することすベてについては、その真相がどうであるかを知ることは容 
易でないし、また、かりにひとがそれを知ったとしても、ほかの人たちを納得させるのはたやすいことではない 
でしょう。それに、互いに相手に対して心のなかに不信を抱いている人たちには、そのような事柄について説得 
しようと試みても、甲斐のないことになるのです。つまり、そのような入たちの誰かが、蠘製の人形をどこか戸 
口のところでなり、三叉路でなり、あるいは先祖の墓のところでたまたま見た場合に、そういったものすベてを 
無視するように命じてみたところで、その種のものについて彼らがはっきりした考えをもっていない以上、甲斐 
のないことになるわけです。 

したがって、薬物使用に関する法律は、ひとがそれをどちらの仕かたで使用しようとしているかに応じて、二 
つの項目に分けることにしますが、その前にまず、わたしたちは次のことを要望と勧告と忠告の形で述べておく 
ことにします。すなわち、そのような行為を誰もなそうと企ててはならぬということ、また、まるで子供たちを 

r) 

脅すかのように、世の多くの入を脅して恐がらせてもならぬということ、しかしまた、人びとのそのような恐怖 
、レを根絶するように、立法者や裁判官に強制してもならぬということです。というのも、何よりも第一に、薬物 
を毛广ようとする者自身、自分のしていることの意味が分っていないからなのです。つまり、医術の心得ある者 
でないかぎり、薬物が身体にどんな作用を及ぼすかを知らないのだし、また予言者や占い師でないかぎり、その 
術の効果がどんなものであるかも知らないからなのです。 

では、薬物使用に関する法律としては、次のような言葉が語られることにしましょう。 
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誰かを害する目的で薬物を使用したが、その当の相手をも、また相手の家人をも殺すつもりはなかった場合に 
は、——ただし、相手の家畜や蜜蜂に関しては、たんに害をあたえるためだけであろうと、あるいは殺してしま 
うつもりで あろうと、 その どちらの 場合であった としても ——、そのような行為をした者は、もし彼が医者であ 
り、そして薬物使用のかどで有罪とされた場合には、死刑によって罰せられるべきである。しかし、もしその者 
が素人であれば、彼がどんな罰を受けるべきか、あるいはどんな ffl 金を支払うべきかは、法廷がこれを決めなけ 
ればならない。 

他方、詛い、呪文、呪い、あるいは、それに類したやり方の何によってであれ、害をあたえているとの嫌疑を 
かけられた者の場合は、もし彼が予言者や占い師であるなら、死刑にされるべきである。しかしもし、占いの術 
は持っていなくて薬物使用のかどで有罪とされた場合には、その者に対しても、前項の素人に対するのと同じ処 
置がとられるべきである。すなわち法廷は、この者に対してもまた、彼がどんな罰を受けるべきか、あるいはど 
んな罰金を支払うべきか、適当と思われるものを決めなければならない。 

誰かが窃盗または強奪によって他の人に損害をあたえた場合には、それが大きな損害であれば、多額の賠償を、 

• ( 3 ) 

またあたえた損害が小さければ、少額の賠償を、被害者に対して支払わねばなりません。つまり、いかなる場合 


1 933 C 2 ^一^:〇^〇ミ〇的は^^〇〇-〇〇ミ〇のと読むへィングラン8-\;1-1<00<〇0\;は-8-1-1\;1〇0\;と読む(へルマンにょる)。 

ドにょる)。 3 盗みについては、すでに第九卷三章 ( 00 57Asqq.) でも扱 

2 933«1 言至 §2 8> \; 8-31<£§0\;の-〇- 〇:名〇:1^ 8)<を削り、 われていた。なお、第ーニ卷一章 (941B 〜 942 A ) を も参照0 
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においても、ひとが誰かに対してそれぞれの時にあたえた損害の大きさに応じて、それだけの額の賠償を支払い、 

こうしてその損失が償われるようにすべきなのです。しかしその上さらに、どの加害者も、彼を矯正する目的で 

その犯 1 IC 1 定められている刑 ffl を受けなければなりません。すなわち、他人の愚かさによって悪事を行なった者 

は、若さとか何かそういった ことのた めに、他人の口車に乗せられて行なったのであるから、受ける刑罰は 比較 

的軽いものでよいが、しかし自分自身の無知のゆえに、あるいは快楽や苦痛に打ち克つことができないゆえに、 

——これは臆病が生む恐怖のためか、心のなかに深く根ざした何らかの欲望や嫉妬や激情にとらえられているた 

めにそうなるのですが——、悪事を行なった者は、より重い刑罰を受けるべきです。そして、その人にそういっ 

た刑罰が科せられるのは、彼が悪事を行なったがゆえではなくて、——というのは、一度なされてしまったこと 

は、もはや元には戻らないのですから——、今後のことを考えてのことなのです。つまり、その当人も、またそ 

( 2 ) 

の人が処罰されるのを目にするほかの人たち も、 不正を徹底的に憎むようになる か、 あるいは、そのような不幸 
な状態から大きく自分を取り戻すためなのです。だから、すべてそういったことを目的にして、またそのような 
こと全体に目を向けながら、法律は、上手な射手のように、それぞれの犯罪に科せられる懲罰の大きさと、また 
損害を完全に償うに足る賠償額とを、射当てるようにしなければならないのです。しかし法律が、被告の受ける 
べき刑罰や償うべき賠償額の決定を裁判官にゆだねている場合には、裁判官は、この共通の仕事の遂行において、 
立法者に協力すべきであり、他方、立法者の方は、ちょうど画家がするように、法律の条文に即した実例を、粗 
描の形で示してやるべきです。そしてこれこそがまさに、 メギロスにクレィニアス、 わたしたちがいま、できる 
だけ立派にかつ上手に、なさなければならないことなのです。つまり、窃盗と強奪のすべての事例に対して、ど 
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のょぅ な f] が適用され るべきだと 言われているかを、神々 や 神々の子たちがわたしたち に 立法する ことを 許され 
るょぅ な仕かたで、語らねばならないのです。 

-三 

精神に異常をきたした者は、町のなかに姿を現わしてはならない。どの異常者の場合にも、その近親者たちは、 
自分たちにできるかぎりの方法で、彼らを家のなかに保護しておくべきである。これを怠る者は、異常者が奴隸 
であると自由民であるとを問わず、罰金を支払わなければならないが、その罰金額は、最高(第一)の財産階級に 
属する者であれば、一〇〇ドラクメ(ー ムナ)、第二階級の者であれば、ームナの五分の四(八〇ドラクメ)、第三 
階級の者であれば、ームナの五分の三(六〇ドラ クメ) 、第四階級の者であれば、ームナの五分の 二 (四〇 ド ラク 
メ)とする。 

さて、異常者にはいろいろな型があり、わたしたちがいま举げたのは、病気によって異常になった人たちです 
が、しかしまた、生まれつき逆上す る 性質で あるのに 加えて、それが悪い養育によって助^されたために、異常 


1 933 E 10 Tip 65 fn » K p ' qT - s の語は 削る(ィングランドにょる )0 療的、教育的意味については、 同じく K . 00 54 D , 0062 D 参 
2この「不正」の意味については、第九卷六幸で扱われて 照。 

いる、不正と損谐の区別を参照。その区別にもとづいて、 3 しかし、その刑罰の内容は語られないで、話はここで中 
賠償と刑罰の相違も明らかにされている。なお、刑 fi の治 断している。 
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に■なる人たちもいます。この人たちは、ちょつとした仲違いが起こつても、大声をあげて相手を罵り、互いに悪 

( 1 ) 

E 態をつき合うものですが、このようなことは、よく治まつている国ではふさわしくないことであり、絶対に起こ 
つてはならないことなのです。そこで、悪口雑言に関しては、すべての人に適用されるものとして、次のような 
一つの法律を定めることにしましよう。 

何び とも 何びとに対しても悪口雑言してはならない。ひとが他の誰かと話合いをしていて、意見が食いちがつ 
たときには、教えたり学んだりすべきであ.つて、意見のちがつている相乎やその場にいる人たちを罵ることは、 
絶対に控えねばならない。 

なぜなら、互いに相手に呪いの言葉をかけて罵り合つたり、また下品な文句を使つて、口ぎたない女たちが吐 
くような言葉を互いに浴びせ合つたりしていると、第一には、それは初めはたんなる言葉の上のことで、軽くす 
んでいるけれども、やがて実際に、とても堪えがたいほどの重みをもつた、憎悪と敵意とが生まれてくるからだ。 
というのは、そのような言葉を口にする者は、激情という好ましからざるものの機嫌をとつて、有害なご馳走で 
怒りを満腹させ、かつては教育によつて馴化されていた心のなかのそのような部分を、もう一度荒々しい野性の 
状態にもどして、怒り狂つた生き方をしているうちに野獣のようになり、激情のにがい報いを味わう者となるか 
らである。 

さらにはまた、そのような言い争いにおいては、すべての人がしばしば、自分の反対者に嘲笑的な言葉を投げ 
かけることへと向かいがちなものである。しかし、ひとたびそのような習慣がついた者で、高潔な性格をまつた 
く損わなかつた 者 も、あるいは寛厚な心を大幅に失わなかマた 者も、 誰ひとりいないの だ。 だから、そういつた 
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理山のゆえに、神域においても、公の犠牲式でも、さらにはまた競技場や、市場や、法廷や、その他いかなる公 
共の集会においても、そのような嘲笑的な言辞を何ぴとも絶対に吐いてはならない。 

( 2 ) 

しかし、 もし これに違反する者がいるなら、それぞれその場所を管理している役人がこれを罰するべきである。 
もし これを怠る役人がいるなら、その者は、法律を重んじない者、立法者によって課せられた義務を果たさなか 
った者として、以後、国家の授ける栄誉を競う資格のない者とされなければならない。 

また、いまあげたのとは別の場所において、そのような口ぎたない言葉を発した者が誰かいるなら、-自分 

の方から先に口を切ったにせよ、相手に言い返すためだったにせよ——、その場に居合わせた者は、もし年上で 
あれば、激情というこの悪しき仲(配を甘やかしている連中を、鞭でもって追い立てることによって、法律の加勢 
をすべきである。もしそうしないなら、その居合わせた人は、定められた罰を受けなければならない。 

さて、ひとが罵り合いのなかに巻きこまれると、相手を嘲笑するようなことを言おうと努めることなしには、 
そういった罵り合いをつづけることもできなくなるということ、それがわたしたちのいま述べていることなので 
す。そして、そのような嘲笑的な言葉が、怒りにかられて発せられる場合に、わたしたちはこれを非難している 
わけです。では、次のような場合は、どうでしょうか。喜劇作家たちが人びとに向かって嘲笑的な言葉を投げか 


1 934E1 E C- V 6 IV は ec - v 6 ?と読む(ステフアヌスによる〇3 935c6 fn» T -6 '-sSK -s> は rn» Taip-s KaK -s» と読む(イングランド 
2 VO 35 W 8 dv QT {の語は削る(イングランドによる)。 による)。 
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けようと している熱意を、わたしたちは黙って見ているのでしょうか。彼らが怒りにかられることなしに、喜劇 

のなかで市民たちを茶化しながら、そのような嘲笑的な言葉を述べようとする場合にはですね。それともわたし 

たちは、そういったことを冗談でする場合と、そうでない場合との、二つに分けることにしましょうか。そして 

冗談でする人に対しては、怒りを伴っているのでないかぎり、誰かを笑いものにするようなことを言うのを許す 

けれども、本気で、しかも怒りを伴ってする人に対しては、上に述べた場合と同じように、誰に対しても、それ 

を許さないことにしましょうか。さてとにかく、この〔怒りを伴っていてはならぬという〕条件は、絶対に取り消 

( 1 ) 

してはなりませんが、誰には人を笑わせるようなことを言うのを許し、誰には許さないかという、その点につい 
ては、わたしたちは法律で次のように決めることにしましょう。 

喜劇の作家には、あるいはィアンボス調や抒情詩調の詩の作者には、言葉によってでも身ぶりによってでも、 
それが怒りを伴ったものであろうとなかろうと、市民たちのうちの誰ひとりをも笑いものにすることは、絶対に 
許すべきではない。もしこの規定に従わない者がいるなら、その競演の監督官たちは、その日のうちに、その者 
を国土から追放すべきである。もしこれを怠る監督官がいるなら、その者は三ムナの罰金を科せられるものとし、 
その罰金は、その競演が催された神に献納されるものとする。 

( 2 ) 

しかし、誰か個人について、〔諷刺する〕詩を書くことが許可されていると前に言われた人たちは、怒りを伴わ 
ずに、そして冗談でなら、互いに相手をからかうことは許されるが、本気で、しかも怒りにみたされながら、そ 
ういう詩をつくることは許されない。そしてこれを識別する仕事は、青年たちの教育全般を監督する役人(教育 
監)に委ねられるべきである。そしてこの人が許可する作品なら、その作者は、これを公衆の前に持ち出しても 
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よいが、許可されない作品は、作者自身がこれを誰にも上演して見せてはならないし、また他の人に対して— 

( 3 ) 

奴隸であれ自由民であれ——上演の稽古をつけているところを見られてもならない。 

もしそのようなことを なす者がいるなら、法律に従わない者として、「悪しき市民」であると宣告されねばな 
らな い。 

I 四 

飢えているとか、何かそのような状態にある人が、同情に値するのではなく、節度のある入とか、あるいは何 
かの徳や、その徳の一部をそなえている入が、それにもかかわらず、何らかの不運にあっている場合に、同情さ 
れるべきなのです。したがって、もし誰かが、奴隸であろうと自由民であろうと、そのような有徳の人でありな 
がら、中程度にでもよく治められている国家や国制のもとで、まったく見捨てられて、ひどい乞食状態におちい 
ることがあるとすれば、それは異様なことでしょう。だから、そのような事柄に対しては、立法者は次のような 
法律を定めておくのが安全なのです。 

われわれの国家では、誰 ひとり 乞食であってはならない。もし誰かが乞食として暮らそうとして、たえずもの 
乞いをする ことで 生活の資を集めているなら、その者を、市場からは市場保安官が追い出し、市内からは都市保 

1 935 H 2 I 3 3 i lrn s ' TS K 3. 5 - S 4 の文において、削られ 3詩の許可制については、 w. 801 B ~ POO 02 A ~ D , 809 
た前の 0 J は残し、後の g ! を削る(ピュアリによる)。 B , \®. 829 C ~ E 参照。 

2 \1. 829 C~E 参照。 
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安官が追い出し、そのほかの土地からは地方保安官が国境の外へ送り出して、かくしてこの国土は、そのような 
動物から完全に浄化されるのでなければならない。 

もし奴隸が I 男でも女で も I 他人の財産に属する もの 何に対してで も、 損害をあたえた場合には、 I た 
だし、被害者自身が自分の失策や、その他何らかの不注意な取扱いによって、その損害に共同の責任があるので 
ないかぎり——、損害をあたえた奴隸の主人が、その損害を完全に弁償するか、それとも、加害者である奴隸そ 
のものを 相手に引き渡すかしなければならない。しかしもし、その主人が逆に訴え出て、この損害請求は、加害 
者である奴隸と被害者とが共謀して、自分の奴隸を奪いとるために仕組んだものであると申し立てようとする場 
合には、被害者だと称する者を、共謀の罪で告訴すべきである。そしてその訴訟に勝てば、法廷が評価した奴隸 
の 価格の二倍の金額を受けとるし、また敗けた場合には、その損害を弁償した上に、その奴隸を相手に引き渡さ 
なければならない。 

また、紅馬や、馬や、犬や、その他の家畜が、隣人の持物に損害をあたえた場合には、その持主は、先に述べ 
た場合と同様に、その損害を賠償すべきである。 

自分からすすんで証人に 立とうと しない者がいるなら、その人の証言を必要とする者は、その人に呼び出しを 
かけるべきであり、そして呼び出された者の方は、栽判に出頭しなければならない。そして、もしその人が真実 
を知っていて、かつ証言する気持があるなら、証言すべきであるし、また知っていることは何もないと言いたい 


710 


法律第十一巻) 


7 T ) 

93場合には、ゼゥスとアポロンとテミスの三柱の神に誓って、自分はほんとぅに何も知らないと言った上で、その 
裁判から解放してもらぅべきである。もし、証人として呼ばれながら、呼び出した人のために出頭しない者がい 
るなら、その者は、損害をあたえたかどで、法律に従って告発されるべきである。また、誰か裁判官(陪審員)を 
証人として出頭させた場合には、その裁判官は証言はしても、その裁判についての票決には加わってはならない。 

自由民の女は、四〇歳以上の年齢に達しているなら、証人として法廷に出て弁護をすることが許される。また、 
夫のない者なら、訴訟を起こすこともできる。しかし夫が生きている場合には、ただ証言することが許されるだ 
けである。 

B 奴隸の女や男は、また子供も、ただ殺人事件に関してのみ、証人として法廷に出て、その事件の弁護をするこ 
とが許される。ただしこの場合は、信用のおける保証人を立てて、もし偽りの証言をしたと申し立てられたとき 
には、その〔偽証の〕栽判が行なわれるまで、必ず留まっていることを保証してもらわなければならない。 

原告と被告のどちらも、もし誰かの証言が偽りであったと主張したい場合には、その裁判が結審するまでに、 
その証言の全部または一部に対して、異議の申立てをすることが許される。この異議の申立書は原告と被告の双 
方によって封印された上で、係官が保管しておき、偽証に関する裁判が開かれたときに、これを提出しなければ 
ならない。 

C もし誰かが偽証のかどで二度有罪になれば、もはやいかなる法律も、その者に再び証人として出頭するように 


1テミスは「捉 J が神格化されたもの。 
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強制してはならない。また、そのことで三度も有罪になれば、その者にはもはや証人として出廷する資格はない。 
しかし もし、 三度も有罪になりながら、敢えて証人として出廷する者がいたなら、誰でも欲する入は、その者を 
当局に通報し、当局はこの者を法廷に引き渡して、そして有罪ときまれば、その者は死刑に処せられるべきであ 
る0 

証人たちの証言が〔偽証を審理する〕裁判において偽りだとされた場合には、つまり、偽りの事実を証言して、 
それによって証言してやった側に勝訴をもたらしたと考えられる場合には、もし彼らの証言の半分以上のものが 
偽り だと判定されたなら、そのような証言のゆえに敗れた裁判は、もう一度審理のやり直しをしなければならな 
い。 そして、その栽判がそれら偽りの証言にもとづいて裁かれたか否かという点について討議して、判決が下さ 
れるべきである。しかし、その判決がどちらになろうと、その判決によって、もとの訴訟事件は結着がつけられ 
るものとする。 

一五 

人間の生活には数多くの立派なもの(制度)がそなわっていますけれども、それらの大部分には、いわば病菌の 
ように、これを 111 み、損うものが付着しているのです。なかでもとくに裁判は、人間の行動全般を教化向上させ 
てきたのですから、人間社会にとって立派なものでないということはありえないでしょう。そしてそれが立派な 
ものだとすると、栽判において弁護活動することも、われわれにとって立派なことにならないはずはないでしょ 
う。 しかし、これらは共に立派なものだけれども、ある卑しい業のために、悪評をこうむっているのです。その 


712 


法律(第十一巻) 


B 


938 


業は、「技術」 という 美しい名前で自分を装いながら、こんなふうに主張しているのです。つまり、まず第一に、 

訴訟にはこれを扱うための特殊なテクニックがあるのであって、——じつは、その業自体が、ひとが自分のため 

に弁じたり、また他人のために弁護してやったりする テクニック だと言うわけですが——、その テクニック こそ 

が、それぞれの訴訟で問題になっている行為が正しいものであろうとなかろうと、その訴訟に勝つことを可能に 

するものだと主張しているのです。しかも、その技術そのものと、その技術の助けを借りてつくられる弁論とは、 

ひとがお金を謝礼として払いさえすれば、誰にでもあたえられるのだというわけです。 

さて、こういった業は、——それがほんとうに技術であろうと、あるいは技術の資格のないたんなる経験や熟 
( 2 ) 

練にすぎないものであろうと——、われわれの国家のなかには、なんとしてでも、生じてこないようにしなけれ 
ばなりません。そして立法者が、裁判を信頼して、これに反対しないようにと要望し、もしそれができないなら、 
他の土地へ移るようにと言うときに、これに従う者たちに対しては、法律は何も言わないけれども、従わない者 
たちに対しては、次のように言うことになるでしょう。 

もし誰かが、栽判官たちの心のなかにある正しいことを見分ける力を、逆の方向へ向けかえようと試みて、次 
から次へと場ちがいの訴えを起こしたり、あるいは他人の弁護のためにもそうしていると思われる場合には、誰 
でも欲する人は、その者を不当告訴、あるいは不当弁護のかどで告発すべきである。そしてその者は、選抜裁判 


1弁論 術のこと(主として 法廷 用の)。 る 「経験 や 熟練」 にすぎないといぅ 批判は、 『ゴルギアス』 
2 弁論術は「技術」の名に値するものではなくて、たんな 各 63 B 、 『パィドロス』 270 B 、 『ピレボス』 55 : E に見られる。 
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官たちより成る法廷で裁かれることになるが、有罪ときまれば、法廷は、その者がそのような行為をしたのは、 
お金欲しさのためであるか、訴訟好きのためであるか、どちらであると思われるかを決定しなければならない。 
そしてもし、訴訟好きのためであると分れば、法廷は、そのような者がどれだけの期間、誰に対しても訴訟を起 
こしてはならぬか、また他人の弁護をしてもならぬかを、決めなければならない。また、お金欲しさのためであ 
ると分れば、その者が外国人なら、この国から出て行って再び入国してはならないし、もし再入国したなら、死 
刑によって罰せられるものとする。しかし、その者が市民なら、彼は金銭欲にすっかりとりつかれているという 
理由で、死刑にされねばならない。また、訴訟好きのために、二度そのような行為をしたと判定された者も、死 
刑にされるべきである。 
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アテナィからの客人誰かが国家の使節または軍使と偽って、ある国と私的に交渉したり、あるいは、公式に 

派遣されながら、彼が伝えるべく派遣されたその真実の伝言を相手に伝えなかったり、さらにはまた、敵国や同 

盟国からの返事を持ち帰る使節また軍使となりながら、偽りの報告を持ち帰っていることが明らかになった場合 

( 1 ) 

には、これらの人たちに対しては、ヘルメスとゼゥスの司る伝言や命令を、法にそむいて無視するという不敬行 
為を犯した者として、告発がなされるべきである。そして有罪ときまれば、その者の受けるべき刑罰または罰金 
が決定されねばならない。 

ひとの財産を盗むのは浅ましい行為であり、これを掠奪するにいたっては、まったく恥知らずな所業です。ゼ 

ゥスの子らはだれも、詐欺や暴力行為を喜ばれはしないし、それらいずれの行為もなさりはしなかったのです。 

だから、われわれは誰も、その種の道にはずれた行為をなしながら、詩人たちとか、その他誰か物語作家たちに 

だまされて、こんなふうに信じてはなりません、「ょし盗んだり、強奪したりしても、何も恥ずべきことをして 

( 2 ) 

いると考えることはない。それは、神々自身もなさっていることなのだ」とはね。なぜなら、そんなことは真実 
でもなければ、ありそうにもないことですから。いな、法を破ってそんな所業をなす者は、神でもなければ、ま 
たけっして神々の子でもないのです。そしてこういったことについては、とうぜん、この世のどの詩人たちょり 


法律（第十二巻) 


も、立法者の方が よりよく 知っているものなのです。だから、わたしたちのこの言葉を信ずる者は仕合せである 
し、またいつまでも仕合せであってほしいが、しかし信じない者の方は、そのつぎには、何かこういった法律を 
敵に廻す ことになるでしょう。 すなわち、 

( 3 ) 

何であれ、公共の財産を盗んだ者は、盗んだ品物の大小にかかわりなく、同じ刑罰を受けなければならない。 
というのは、何か小さな品物を盗んだ者も、同じ貪欲さによって盗んだのであって、ただ盗む力が小さかっただ 

(4) I 

D けにすぎないし、他方、自分が貯えておいたものではないのに、より大きな品物を持ち逃げしている者の方は、 
思う存分の不正を働いただけの ことで あるから。だから法律は、盗んだ品物の大小によって、一方には他方より 
軽い刊を 科して罰する ことが 正しい とは 考えていないのであり、むしろ、ある者はたぶんまだ匡正の見込みがあ 

( 5 ) 

るけれども、他の者はその見込みがないということで、刑の差別をするのが正しいと考えているのである。した 
がって、外国人または奴隸が、公共の財産の何かを盗んだかどで、誰かによって法廷で有罪とされた場合には、 
法廷はその者に対して、たぶん匡正の見込みのある者として、彼がどんな刑罰を受けるべきか、あるいはどんな 

1ヘルメスはゼゥスの末子で、富と商業の神、道路を守り 詩人たちが神々について偽りの話をしていることへの批判 
旅人を保護する神、冥界への案内者な ど、 神話ではいろい は、『国家』« 377 E 〜 3003C にも見られる。 

ろに語られているが、ここではゼゥスの使者としての面が 3 K . 00 57 A 參照〇 
とりあげられている。 4 ^. 844 E , XI . 913 C 参照 0 
2 先にへルメスの名前が上がったことからの連想で、こう 5 刑罰の目的に ついては、 K.0054D 〜 E,0062D 〜 E などを 
言われたのであろう。ヘルメスは、詩人たちの語るところ 参照。 

によると、 詐術にたけ、盗みの名手で も あったから。なお、 
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如罰金を支払うべきかの決定を下さなければならない。 

942これに反して、もし市民が、それもしかるべき教育を受けているにもかかわらず、祖国に盗みを働いたり暴力 

を加えたりしたかどで有罪とされた場合には、その犯行の現場を押えられたか否かを問わず、その者はほとんど 

( 1 ) 

匡正の見込みのない者として、死刑によって罰せられるべきである。 

二 

軍隊勤務に関することについては、多くの勧告がなされるべきであるし、また多くの適切な法律が必要です。 
しかし、とりわけ最も重要なことは、男にしろ女にしろ誰ひとり、指揮者のない状態でいてはならぬということ 
B です。そして、真剣なときであろうと遊びのときであろうと、自分だけで単独に行動するような習慣を誰の心に 
も植えつけないで、戦時においても平時においても、いかなる場合にもつねに指揮官に目を向け、その指揮に従 
いながら生活するようにさせるということです。すなわち、どんなに些細な行動でも指揮官の舵取りに従い、た 
とえば、停止を命ぜられたときには停止し、また行進、教練、入浴、食事、夜間の歩哨勤務や伝令の役目も命令 
どおりに行ない、危険の真直中においても、指揮官の指示がなければ、追撃することも撤退することもせず、要 
C するに、一言でいえば、他の仲間たちから離れて自分ひとりで何かをするという考えを絶対に起こさずに、可能 
なかぎり、すべての人がすべての人と生活を共にして、つねに一団となっていっしょに暮らすことを、習慣によ 
って心に教えこむということです。というのは、戦争において安全を確保し勝利を獲得するのに、これ以上に強 
力ですぐれた方法、そしてより効果のある方法は他にないし、これからもけっしてありえないでしょうから。と 
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ころで、そんなふうにすることは、つまり、他人を指揮したり他人によって指揮されたりすることは、平時にお 
いて、子供の頃からすぐに訓練しなければならないことなのです。これに反して、指揮者のいない無秩序な状態 
というものは、すべての人間のすべての生活から、いや、人間によって飼われている動物たちからも、排除され 
なければなりません。 

( 3 > 

そこでたとえば、歌舞団で踊られるどんな踊りも、戦場における武勲を目ざしたものでなければならないし、 
また一般に、身体を柔軟にしたり動作を敏捷にしたりする訓練も、さらには、飢えや渴き、寒さや暑さ、固い寝 
台に耐える訓練も、同じ目的のためになされるべきです。しかし、そのなかでもとくに重要なことは、頭や足を 
人工の蔽いで包みかくすことによって、それらに生まれながらそなわっている帽子(毛髪)や靴(足の裏の皮膚)の 
成長発達を妨げて、それらが持っているほんらいの能力を損なわないようにすることです。というのは、身体の 

( 4 ) 

両端にあるそれら頭と足とが、よい状態に保たれている場合には、身体全体の機能を最高度に発揮させるけれど 
も、これらが損なわれるなら、その反対になるからです。そしてこれら二つのうちの一方(足)は、身体全体にと 
つて最も有能な奉仕者であるし、他方(頭)は、自然の定めによってそのなかに主要な感覚器官をすべて備えてい 
るから、身体全体の最高の指揮者なのです。 


1公共の財産を盗むといぅ点に関するかぎりでは、ここの 2 VE. OO 03C 〜 D 参照0 

規定は、 IX. 00 57 B の規定と食い違つている。その箇所では、 3 vn. 796B 〜 P 00 14E 〜 00 15A, _. 00 29B~C# 照 0 
私有財産を盗んだ場合とほぼ同様の刑 fl が科せられている 4 942 E2 T : myq Trlv <T J - V > 2< 夸<と 1<を插入する(ィン 
からである。 グランドによる)。 
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さて、以上述べたことは、軍隊生活の賛辞として、若者に聞いても らうべき であったと思うことなのですが、 
つぎに、法聿としては、以下に述べるょうなことに耳を傾けてもらわねばなりません。 

兵籍名薄に登録されている者、あるいは何か特殊な任務につけられている者は、兵役の義務を果たさなければ 
ならない。 もし 誰かが臆病のゆえに、将軍の許可なしに出陣しなかったなら、その者は、軍隊が遠征から帰国し 
たときに、兵役忌避のかどで、その軍の指揮官たちの前に告発されねばならない。そして遠征に参加した者たち 
がその者を裁くことになるが、それは各部隊ごとに分れて行なわれる。すなわち、重装歩兵、騎兵、その他の部 
隊の兵は、それぞれ別個に分れて集合し、兵役忌避者が重装歩兵なら、重装歩兵たちの前へ、騎兵なら、騎兵た 
ちの前へ、その他の部隊の者なら、同様に自分の戦友たちの前に呼び出される。そして有罪ときまれば、その者 
はもは や、 いかなる種類の恩賞も受ける資格のない者とされるし、また、他の人を兵役忌避のかどで訴えること 
も、あるいは、その件について告発人としての弁論を行なうことも禁じられる。なおそれに加えて、その法廷は、 
その者が受けるべき刑 fl ないしは罰金をも決定しなければならない。 

さて そのあとで、 つまり 兵役忌避の裁判が終ったのちに、各部隊の指揮官は もう 一度集会を開いて、そして恩 
賞の件で、それを希望する人の審議決定を、その人自身の所属する部隊のなかで行なうべきである。 ただし、 そ 
のときに提出される証拠や推薦の言葉は、以前の戦争に関するものであってはならず、その人が今回参加した遠 
怔に関するものだけにかぎられる。また、 この 審議で勝利をえた者が受けとる賞は、どの場合にもオリーヴの冠 
とする。そして この 冠を、受賞者は自分が献げた いと 思う軍神の神殿に、自分の名前を刻んで献納し、自分には 
最高の賞が——あるいは二等賞、三等賞が——あたえられたのだということを、生涯にわたって示す証拠とすべ 
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きである。 

D また誰かが、遠征には参加したけれども、指揮官たちが軍隊を撤収するより前に帰国したとすれば、その者は、 
兵役忌避の裁判が行なわれたのと同じ人たちの前に、戦列離脱のかどで告発されねばならない。そして有罪とき 
まれば、前の場合と同じ刑 ig が科せられるべきである。 

さて、言うまでもないことですが、他の人にどんな裁きを加えるのであれ、 そうしよう とする者はすべて、故 

意にであろうと不本意にであろうと、間違った罰を科することがないように、できるかぎり注意しなければなり 

E ません。というのは、裁き(正義)の女神(ディケ)は、慎みの女神 (アイ ドス)の娘であると実際言われて きました 

( 1 ) 

し、また現にそう言われているのですが、偽り(間違い)こそは、慎みにも正義にもほんらい最も憎まれる もの だ 
からです。そこで、他の事柄に関しても正義を踏み外さないようにすべきですが、 とくに、 戦場での武器の放棄 
ということに関しては、止むをえずに放棄したのをひとが見誤って、これを 恥ず べき ことと して非難し、 訴えら 
れるべきではない人間を不当に訴えることのないように、注意しなければなりません。むろん、止むをえぬ場合 
944とそうでない場合の どちらで あるかを正確に決めることは、けっして容易ではないが、しかし法律は、何として 

ディケをゼウスとアイドスの娘としていたであろうと推測 
している。なお、『ブロタゴラス』 322 C には、「慎み」と 
「裁き(いましめごとがゼウスの賜物として人間にあたえ 
られたことになっている。 


1ディケがゼウスの娘であると語られている証拠は数多く 
あるが、アイドスの娘であるといぅ明確な文献的証拠はな 
い(へシオドス『仕事と日々』二五六—二五七行もその証 
拠にはならない)。イングランドは、当時の一般の説話が 
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( 944 ) 


でも、両者を区別す るよう に試みなくてはなりません。 

( 1 ) 

では、一つの物語を例にあげながら、説明してみることにしましょう。かりにもしパト ロクロ スが、武器を手 
にしないままで陣営に運ばれてきて、そのあとで息を吹き返したとしてみましょう、—そういったことは、事 
実、他の幾千の人の場合にも起こったことなのです——。そして、彼がそれまで持っていたあの武器は、——そ 
れは詩人の語るところによると、〔親友アキレゥスの父〕ペレゥスがテティスと結婚したときに、神々から結婚の 
お祝いとして彼に贈られたものだということですが——、いまは ヘクト ルの手にあるのだとしてみましょう。も 
しそうだったとすると、当時の口さがない連中はこぞって、武器を放棄したといって メノイ ティオスの息子(パ 
トロクロス) を咎めることができたでしょう。さらにはまた、崖の下に投げ落とされたとか、海上に落ちたとか、 
あるいは嵐が襲来して突然に多量の水の流れに呑み込まれたとかいうような理由で、武器を失った人たちもある 
わけです。いや、そういった事情なら、ひとは数限りなくあげてこれを弁解の種にし、非難を生みやすいその災 
難を飾り立てて言うこともできるでしょう。 

そこでわたしたちとしては、 より 大きくて より 忌まわしい災難を、そうでないものから、できるだけ区別する 
ようにし なければならないわけです。そうすれば、武器を放棄したというような言い方をしても、その非難には 
たぶん違いが出てくるでしょう。というのは、よし「武器を失った」というふうには言えるにしても、「楣を投 
げ捨てた」という言い方は、必ずしもすベての人の場合にはあてはまらないでしょうから。なぜなら、かなりな 
程度の暴力によって武器を奪われた者と、自分からすすんで武器を捨てた者とは、同じような意味で「楣を投げ 
捨てた者」となるのではなく、両者の間には根本的な相違があるからです。だからその相違を、法律の条文では、 
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次のように表わすことにしましょう。 

もし誰かが敵に襲撃されたときに、武器を手にしながら、向き直って防戦することをせずに、自分からすすん 
で武器を捨てたり投げ出したりして、かくして、勇者らしく立派で幸いな死をとげるよりも、むしろ卑怯者とし 
D ての恥ずべき生を選んだ場合には、そのような投げ捨てによる武器の喪失に対しては、罰が科せられるべきであ 
る。しかし、さきほど言われたような〔止むをえざる事情による〕武器の喪失に対しては、裁く者は、その事情の 
考察を怠ってはならない。というのは、懲罰はつねに、悪しき者に対して、これをより善き入間にするために加 
えられるべきであって、不運な人に対しては、加えられるべきではないからである。不運な人を懲らしめても、 
それは何にもならないのだから。 

では、身を守るにはそれほど有力な武器を無駄にしてしまって、これを投げ捨てた者に対しては、いったい、 
どんな罰が適当なのでしょうか。人びとの話では、神は、テッ タリアの 人カ イネ ウスを女から男に変えられた と 
いうことですが、それと反対のことをなす力は、残念ながら、人間には ない のですから。 というのも、もし その 
E 力があったのなら、楣を投げ捨てた者に対しては、 さっきの 場合とは反対の生まれ変わり、つまり、男から女に 

1パトロクロスは、トロイア戦争におけるギリシア方随一 一二五行以下、第一八卷八四行以下参照。 

の 勇将 アキレウスの 親友。 アキレウスが 私憤のために戦線 2 もとは「カイニス」という 名の女であった が、ポセイド 
から 退いたので、 パトロクロスは 彼の武具を借り、彼に代 ンが彼女と交わったとき、不死身の男となることを願った 
わって打って出たが、敵将 ヘクト ルに討たれて戦死し、そ ために、 「カイネウス」という 名の男に生まれ変わったと 
の武具 も 奪われた。陣営に運ばれて きたのは、 むろん死ん いう。ォヴィディ ウス 『変身物語』第八卷三〇五行以下、 
でしまってからで ある。『イ リアス』第一六巻、 第一 七巻 第ーニ巻 一 A 九行以下参照。 
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生まれ変わらせる という ことが、その男に科せられる罰としては、ある意味では、すべての罰のなかでもいちば 

( 1 ) 

んふさわしいものだつたでしょう。しかし、わたしたちが実際にできることは、そのような罰にいちばん近いも 
のを、生命に執着したことのためにあたえて やる ことです。つまり、その者には、残りの生涯を何の危険もなし 
に送らせて やる が、できるだけ長い年月、卑怯者という汚名を浴びて暮らさせるということです。そこで、その 
ような者たちに対する法律は、次のように定めることにしましょう。 

もし誰かが、戦闘用の武器を恥ずべき仕かたで投げ捨てたかどで有罪になつた場合には、どの将軍も、また軍 
隊の指揮官のなかのほかの誰も、この者を再び兵士として採用してはならないし、また、どんな部署にもつけて 
はならない。 

( 2 ) 

もしこれに違反したなら、監査官は、その卑怯者を再び採用した将軍や指揮官を処罰することになるが、その 
罰金額は、その者が最高の財産階級に属する者なら一〇〇〇ドラクメ (一〇ムナ)、第二階級の者なら五ムナ、第 
三階級の者なら三ムナ、第四階級の者ならームナとする。 

他方、〔武器放棄のかどで〕有罪となつた男の方は、その人自身の卑怯な性質にふさわしく、男子たる者が果た 
すべき もろもろの 危険な任務を免除されるだけでなく、その上に一定の金額を支払わねばならない。その額は、 
先にあげた人たちの場合と同様に、その者が最高の財産階級に属する者なら一〇〇〇ドラクメ、第二階級の者な 
ら五ムナ、第三階級の者なら三ムナ、第四階級の者ならームナとする。 

三 


724 


法律第十二巻 


では、役人たちの〔執務監査を行なう〕監査官たちについては、わたしたちはどう言えば適切に語ることになる 
でしょう か。——役人たちには、抽籤という偶然によって一年の任期で選ばれる者と、あらかじめ選抜された候 

I (3) 

補者たちのなかから、さらに選抜されてもっと長い任期を勤める者とがあったのですが——。さらに、もしこれ 

らの監査官たちのうちの誰かが、職責の重さに耐えきれなかったり、またその人自身の能力がその役職の威厳を 

(4) 

保つには足りなかったりして、何か曲ったことをした場合には、誰がいったい、そのような監査官(匡正者)たち 
C の匡正として、充分な能力のある人なのでしょうか。たしかに、役人たちの役人として徳において傑出した人 
物を見つけ出すことは、けっして容易なことではないが、しかしそれでも神々にも比すべき監査官たちを、何人 
か見つけ出すように試みなければなりません。というのも、それにはこういう事情があるからです。囯制の解体 
〔や保全〕に決定的な役割を果たすものが、国家のなかには数多くあり、それはちょうど船の場合で いえば、 支索 
や〔船体の〕締めへ i にあたり、また生物の場合でなら、筋肉の腱に相当するものなのです。-こういったものは 

4 945 W 6—7 isiEtm ;! qKoxlo-v OCOTSJV < a . • : ivQ - ps-v 
ョ PQ ' S 1 の文章において、 mhn ; 一はと読み、插入された A 
と TJ - V 6 PXJ - V は削る(ィングランドによる)。 

5 匡正者(エ ゥテユンテース=まっすぐにする 人) と 監査官 
(エ ゥテユノス)とは 同根の語で、語呂合わせ がして ある。 

6 これは軍船が交戦のときに、敵の船とぶつかってもその 
衝撃に耐えるように、船体を外側から水平に締めるための 
綱であったらしい。『国家』 X .616 C 参照。 


1 VO 44 D 8 fjv y Q-TD 〈& v 〉 Q - v 5 pi •...と &v を插入する(ヴィン 
ケルマンにょる)。なお、この罰については、『ティマィオ 

ス』 90 E 〜91 A 参照。 

2 監査官については、次章參照。 

3 後者は、国家の重要な官職、たとえば、この章で扱われ 
ている監査官をはじめ、護法官、教育監などがそれにあた 
る。第六巻に述べられている各種の官職の内容と、その職 
につく役人の選任方法を参照。 
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あちらこちらにあって、それぞれいろいろな名前で呼ばれてはいるが、その働きはほんらい一つのものなのです 
——。ところで、〔いま問題にしている〕この監査官の役目は、国制が安全に保たれるか解体してしまうかに決定 
的な役割を果たすところの、きわめて重要なものの一つなのです。というのは、諸役人の執務監査を行なう人た 
ちが、役人たちよりもすぐれた者であって、そして彼らがその職責を非のうちどころのない正義によって、非の 
うちどころのない仕かたで果たすなら、国家と国土の全体は栄えて幸福になるからです。だがもし、諸役人の執 
務監査に関する仕事が不正な仕かたで行なわれるなら、そのときには、政治組織全体を一つに統合している正義 
の絆は断ち切られて、その結果、どの官職もばらばらになり、もはや同一の目標を目ざそうとはせず、一つであ 
った国家を多くの国家に分裂させ、国内を内乱で充たして、国家を急速に破滅させてしまうからです。まさにそ 
れゆえにこそ、監査官たちはどの人もみな、すべての徳において驚嘆すべき人物であることが要求されるのです。 
そこで、わたしたちとしては、何かつぎに述べるような仕かたで、そういうすぐれた人たちが生まれてくるよう 
に工夫してみることにしましよう。 

( 2 ) 

毎年、太陽が夏から冬へと向きをかえる夏至のあとで、全市民はヘリオス(太陽神)とアポロンの共同の神域に 
集まり、自分たちのなかから三名の者を、その神の前に差し出さねばならない。そのためにはまず、市民一人ひ 
とりが、自分を除き、五〇歳未満ではない者で、どの点からみても最もすぐれていると考える人物を〔投票で〕選 
び出す。そして、こうして選び出された候補者たちのなかから、その数が偶数なら、得票数の多い者の順に、そ 
の半数の者までを残す。もし、その候補者の数が奇数なら、最少の得票数をえた者一人を除いて、同じように半 
数の者までを残し、あとの半数は、得票数が少ないゆえに除外された者とみなして、これを落とす。またもし、 
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当落線上に同数の票を得ている者たちが何人かいて、そのために残す者の数が全体の半分を超過する場合には、 
年の若い人を削ることによって、半数を超過した分は取り除く。そして、この残された半数の者についてさらに 
B 投票して、最後に得票数の異なる三人の者が残るまで、同じ手続きを繰り返すのである。しかし、もしこれら三 
人の者全部が、あるいはそのうちの二人の者が、同数の票を得た場合には、事の決定を幸運と偶然にゆだねて、 
抽籤によって勝利者と第二位の者と第三位の者とを決め、彼らにオリーヴの冠をかぶらせる。こうして、彼らに 
栄誉の賞を授けた上で、全市民には次のように布告するのである。——「神のご加護により再び存続することを 
えたマグネシア人の国家は、いま、その国のなかから、三名の最もすぐれた人物をヘリオスの神の前に差し出す。 
C この者たちは、監査の職務に従事している間、古来の法に則り、この年の初穂として、アポ B ンとへリオスの神 
に共通に献じられたものである」 

( 3 ) 

ところで、最初の年には、 そのような 監査官を一二名任命しなければ ならない し、 また 各監査官は七五歳まで 

( 4 ) 

その官職にとどまることになるが、その後は、毎年三名ずつ補充されるのである。 

さて、これらの監査官たちは、官職全体を一二の部門に分けた上で、すべて自由民が受けるにふさわしいよう 

のものということになろう。最初の年の一二名の選出方法 
は明確でない。なお、この節をふくめて、その前後の文章 
には、文意の論理的なつながりなど、いろいろ問題点があ 
り、 テクストの 不整備が 推測され る (モロ ー、 P . 224, n . 174 
参照)。 


1 VO 45 E 2 TrQ'VTSS は TTp'VTas と読む (A 写本による)。 

2 ギリシアの暦(太陰暦)では、夏至の後の最初の新月をも 
って、新年度の第一の月は始まった。 

3 946 C 2 TO 0 TOUS は TOIO 0 TOCS と 読む (イングランドによ 
る〇 

4 この文章から判断すれば、上述の選出方法は二年目以後 
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■ D な尋問方法を用いながら、審査を行なうべきである。また、監査官として在職している間は、彼らは自分たちが 
選抜された場所であるアポロンとヘリオスの神域内に居住しなければならない。そして彼らが任期を終えた国家 
の役人たちを審査して判決を下した場合には、 —— これは監査官が一人で単独に行なう場合と、同僚と共同で行 
なう場合とがあるが I 、それぞれの役人について、監査官の意見としては、どんな刑罰ないしは罰金に処する 
のが相当であるかを、文書にして市場に掲示し、これを周知せしめなければならない。だが、もし役人たちのな 
かに、自分の受けた判決が公正であったと思わない者がいるなら、その人は、監査官たちを選抜裁判官たちのと 
ころへ連れて行くべきである。そしてもし、審査された件に関しては無罪であるときまれば、その人は、望むな 
E ら、監査官たち自身を告訴してもよろしい。しかし、有罪だときまったなら、監査官たちによって死刑が科せら 

れている者の場合は、たんに死刑に処せられるだけであるが、-というのは、死刑は加重されることのできな 

い量刑で あるから、 これは当然で ある ——、それ以外の、二倍に する ことので きる 刑罰を科せられて いる 者の場 
合は、二倍の刑罰を受けなければならない。 

さてつぎに、監査官たち自身に対しては、どんな審査が行なわれるべきであり、またそれはどのような仕かた 

で行なわれるのか、その話も聞いてもらわねばなりません〔しかしその前にまず、彼らが受ける栄誉について語 
( 1 ) 

ることにしましょう〕。さて、彼らが生きている間は、国家全体から最高の栄誉に値する者と思われているのだ 
947 から、すべての祭典において最前列の席が彼らにあたえられるべきです。さらに、ギリシア人が共同で催す供犠 
や祭礼やその他の神聖な行事に、国家からそれぞれの祭使として派遣される者たちの団長は、この監査官のなか 
から選ばれねばなりません。また、市民のなかでこの者たちだけが、月桂樹の冠で身を飾ることが許されている 
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のです。なお、彼らは全員アポロンとヘリオスに仕える神官ですが、毎年、その年に神官になった者たちのうち 
B で、〔投票によって〕第一位に選ばれた者一人が神官長となり、そしてその人の名前を年ごとに公薄に記録して、 

( 3 ) 

国家が存続するかぎり、年を数える基準にするのです。 

また、彼らが死んだ場合には、遺体の安置や葬式や埋葬は、他の市民の場合とは異なったものとなるべきです。 
すなわち、当日着用する衣服はすべて白いものでなくてはならないし、悲しみの歌や哀悼の歌をうたったりする 
ことは避けねばなりません。そして、一五入の少女の合唱隊と、別の一五入の少年の合唱隊とが、それぞれ柩の 
C 両側に立って、一種の賛歌の形式でつくられた称賛の歌を、亡くなった神官のために交互に歌いながら、一日中 
その歌でもって故人を祝福するのです。そして翌朝早く、その柩そのものは墓地へ運ばれることになりますが、 
これは、体育場に通っている若者たちのなかから、故人の近親者が選んだ一〇◦人の者たちによって行なわれま 
す。そしてその行列の先頭には、それぞれ軍装で身を固めた未婚の青年たちが —— つまり騎兵は馬を伴い、重装 
歩兵は武具を携行し、その他の兵も同様にして —— 行進します。また柩そのものの周りには、前方に〔先の一五 

1監査官自身の審査のことは、 VO 471 : sqq . において取りあ 3 VI . 785 A ~ Bff > 記述とは異なっている。そこでは、ァテ 
げられ、それまでの (ステファヌス 版)約一べ ー ジは、監査 ナィの制度のように、筆頭アルコンの職についた者の名前 
官が生前死後に受ける特別の栄誉のことが語られているの が、暦年記述の基準になっているように思われるからであ 
で、二内の文章を補っておいた。これは、監査官に不正 る。しかしこの『法律』の国制には、官職名としての「ァ 
があったときに、剝奪される栄誉のことを先に述べたとも ル コン」 はないから、第一位当選者の監査官(神官長)の名 
解される。 前がそれになるわけであろう。 

2 VO 47 W 1 T s>v iepwsv の T s>v を削る(ステファヌスによる)。 
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附 D 人の〕少年たちが祖国の歌をうたいながら進み、後方には〔一五人の〕少女たちがつづいて〔少年たちと交代でうた 

い〕、 さらに その後には、もはや子供を産めなくなった女たちがつづきます。そして行列の最後尾には、男女の 

神官たちがつづくことになりますが、彼らは、他の入たちの葬儀にはむろん参加を禁じられているけれども、こ 

( 1 ) 

の場合には、ピュティアの神託もまたそうしてよいと承認してくださるなら、この葬儀は汚れをもたらすことは 
ないと考えて、参加するわけです。 

ところで、彼らのための墓は、地下に、できるだけ長持ちのする石灰岩によって長方形の室としてつくられて 

E おり、その石室のなかには、石の寝台が並べておかれています。そしてその寝台の上に、浄福の人となった故人 

の遺体を安置した上で、墓の上には円く土盛りをし、またその周囲には、樹が植えられます。ただし、墓の一方 

の側はあけておき、その方向に今後ずっと墓がのびて行って、将来埋葬される者たちのための土盛りができるよ 

うにしておくべきです。そして毎年、彼らを記念して、音楽や体育や騎馬の競技が催されるのです。 

さて、以上述べたことは、審査を通過して潔白であることが証明された監査官たちにあたえられる栄誉のこと 

です が、もし 彼らのうちの 誰かが、監査官に選ばれた ことに 慢心し、選任されてから後に、人間性の 弱さを 暴露 

( 2 ) 

して悪しき者になったなら、誰でも欲する人は、その者を告発するように法律は命じるべきです。そして法廷で 
948 の審理は、次のような手続きによって行なわれることになります。 

その法廷は、まず第一に護法官たち、つぎに、監査官たち自身のなかで〔在職中で あろうと 退職していようと〕 
生存して いる 者たち、およびそれに加えて、選抜裁判官たちから構成され るべきである。 そして告発者は、 どの 
監査官を告発す るに しても、何某はその栄誉と官職にはふさわしくない者で あると いう意味の告発状を書いて、 
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告発しなければならない。そして、被告が有罪となった場合には、その官職から罷免され、特別の葬儀も行なわ 
れず、また彼にあたえられていたその他の栄誉も剝奪されるべきである。他方もし原告が、投票総数の五分の一 
を獲得しなかった場合には、罰金を支払わねばならないが、その額は、最高の財産階級の者であれば一ニムナ、 
第二階級の者であれば八ムナ、第三階級の者であれば六ムナ、第四階級の者であればニムナとする。 

四 

(3) 

さて、ラダマンテュスの訴訟の裁き方と伝えられるものは、称賛に値するものです。それは、当時の人びとが 
神々の存在をはっきりと信じていたのを、彼が見抜いて行なったやり方なのですが。そして人びとが神々の存在 
を信じていたのは当然なのであって、それは当時においては、人びとの大部分が神々の子孫だったからであり、 
伝説によると、ラダマンテュス自身もその一人だったからです。そこで彼は、裁判の仕事は人間の裁判官の誰に 
もま かせるべきではなく、神々 に まかせるべきだと考えていたように思われるのですが、そう考えることによ つ 
て彼は、自分のところに持ちこまれた訴訟に、簡明で迅速な判決をあたえることができたわけです。というのも 
C 彼は、争われている事件の一つ一つについて、訴訟当事者に〔神の名によって〕宣誓させることにより、その事件 


1宗教的な事柄については、ビュティア(アポ n ン)の神託 るのだから、彼らの不正は、他の一般の役人の場合とは異 
によって決めるのが原則である。 VI . 759 C ~ D , XI . 914 A なり、その任期終了後の執務監査によってではなく、随時、 
など参照。 市民の有志者による告発によって糾弾される。 

2 監査官は、五〇歳から最高七五歳までその職に 留まりぅ 3 ラダマンテュスについては、1 . 624 B の注 3 を参照。 
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( 948 ) 


を迅速に、かつ誤りなく解決したからです。 

( 1 ) 

しかしながら、現代においては、すでにお話ししましたように、一部の人間は神々の存在をまったく信じてい 

ないし、また一部の者は、神々は〔存在していても〕われわれのことを気づかってはくれないと考えているのです0 

さらにまた大部分の、最も劣悪な連中どもは、神々は少しばかりの供物やお世辞を受けとるだけで、莫大なお金 

を盗む手助けをしてくれたり、またしばしば重い刑罰から自分たちを免れさせてくれる、というふうに考えてい 

るのです。だから、こういった状態にある現代の人たちには、ラダマンテュスが用いた裁判の技術は、もはや適 

切なものではないでしょう。そういうわけで、人びとの神々に対する考え方が変わってしまった以上、法律の方 

も変わらざるをえないわけです。つまり、思慮深く制定された法律では、訴訟手続きのなかで原告と被告の双方 

( 2 ) 

が行なう宣誓は、廃止されるべきなのです。すなわち、誰かに対して何らかの訴訟を起こす者は、告訴の内容を 
文書にして出すべきだけれども、それには宣誓してはならないし、他方、被告の方も同じように、自分の罪状を 
否認する文書をつくって、これを役人に提出しなければならないが、それにも宣誓してはならないのです。 とい 
うのも、国内には数多くの訴訟事件が起こっているのだから、市民のほとんど半数に近い者が、偽誓しておきな 
がら、それでいて共同食事その他の公私の会合においては、平気な顔をして互いに交際しているのを まざまざと 
見せられるのは、なんとも恐ろしいことでしょうから。そこで、〔宣誓に関する〕法律は、次のように定める こと 
にしましよう。 

まず、裁判官は、判決を下すにあたって宣誓すべきである。また、国家の諸役人を〔選挙によって〕任命する場 
合にも、ひとはそのつど宣誓した上で投票するか、あるいは、聖なる神域から投票の小石を持ってきて投票する 
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( 3 ) 

かしなければならない。さらにまた、歌舞団その他、どんな音楽の審査員も、あるいは体育競技や騎馬競争の監 

(4) 

督官ないしは審判官も、さらには、偽誓したからといって、人びとが通常利益とみなしているものは何ひとつ生 
じないような、そういった事柄すベてに関係のある人も、宣誓すべきである。しかしこれに対して、あくまでも 
否認して、そのことを誓言したなら、莫大な利益が生ずることは明白だと思われるような事柄すベてについては、 
係争当事者はすべて、宣誓を用いない裁判によって裁かれねばならない。 

そして裁判においては、一般的に言うなら、訴訟を司る役人たちは、訴訟当事者が自分の言い分を信用させる 
B ために誓いの言葉を用いて発言することも、あるいは自分や家族の者に呪いの言葉を吐くことも、またみっとも 
ない歎願や女々しい泣きごとを並べ立てることも許さないで、つねに正当な要求を慎み深い言葉を用いて相手に 
納得させたり、また相手からもその言い分を聞くなりして、最後までそれで終始するようにさせるべきである。 
そうでない場合には、係りの役人たちは、その発言は本筋から外れているものとみなして、問題になっている当 
の事柄について発言するように、そのつど引き戻すようにしなければならない。 

C ただし、在留外人同士の間では、現在も行なわれているとおりに、もし彼らが望むなら、互いに誓いの言葉を 

テスの弁明』 19 B 、 『テアィテトス』1 72 E 参照〇この官：誓 
の形式を廃止しようと提案しているわけである。 

3 選挙を神聖なものにする方法については、 VI . 753 C 参照。 

4 音楽競技の審査員や体育競技の審判官ないし監督官につ 
いては 、 VL 764 C 〜 E 参照。 


1 x. 0086 Dsqq ., 00 91 Bsqq . 参照。また、「大部分の、最も 
劣悪な連中ども」については、 X .907 W 参照。 

2 たとぇば、アテナィの訴訟手続きでは、原告と被告の双 
方が自分の申し立てに相違ないことを誓ぅ、「宣誓 口述書」 
(アントーモシア ー) を提出することになっていた(『ソクラ 
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取り交すとしても、それは法律上許されるものとしておこう。なぜなら、彼ら在留外人は、この国に老年まで留 
( 1 ) 

まることはないだろうし、またこの国のなかで巣づくりをして、自分に似たような性格の子供たちを、この国に 

永住する権利をもつ者としてあとに残すことも、多くの場合ないであろうから。しかし、彼らが相互に起こす訴 
、 (2) 

訟については、どの人に対しても、その審理は、〔市民の場合と〕同じ手続きによって行なわれるべきである。 

誰か自由民が、国家の命令に従わない場合のうち、それが鞭刑にも投獄にも死刑にも該当する行為ではなくて、 

歌舞団の仲間に入らないとか、祭礼の行列に加わらないとか、あるいはその他、何かその種の公共の行事に参加 

しないとか、または、平時における供犠や戦時における特別課税に関することで、公共の費用を負担すべきであ 

るのに、そうしないとかいうような行為である場合には、すべてそのような件に関しては、まず第一になされる 
I (3) 

べきことは、国家にあたえた損害を償わせるということである。しかし、この損害賠償に応じない者たちは、国 
家が法律にもとづいて取り立てを命じている役人たちに、抵当を差し出さなければならない。そして抵当を差し 
出したあとでもまだ、賠償の支払いに応じない者がいるなら、その抵当物件は売却されて、その代金は国庫に没 
収されるものとする。だが、もしそれ以上の罰金が必要な場合には、それぞれ担当の役人が、この服従しない者 
たちに対して適当な罰金を科し、彼らが命じられた義務を果たすことに同意するまで、裁判所に連行〔して監禁〕 
しなければならない。 

五 
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950 


国土から産出するもの以外に財貨を取得する途はなく、外国との交易も行なわれていないこの国にとっては、 
自国の市民が国外へ出かけて行ったり、どこか他の国から外国人を迎え入れたりすることについて、それはどの 
ようにすべきかを審議して決定しておく必要があります。そこで立法者としては、そういった問題について、ま 
ず、できるかぎり説得しながら、勧告しなければなりません。 

ところで、国と国とが交わることは、あらゆる種類の風習を混ぜ合わせることになるものです。というのは、 

(4) 

他国の人間同士は、互いに相手に対して目新しいことを吹きこむからです。そしてこのことこそ、正しい法律に 
よってよく治められている国民にとっては、何よりもいちばん大きな害悪をもたらすでしょう。もっとも、大部 
分の国にとっては、けっしてよい法律が行なわれているわけではないから、自国の人間が外国人を迎え入れてこ 
れと混じり合おうと、 また 自国の人間で外国へ出かけて行くことを望む者があれば、若い人であれ老人であれ、 
いつどこへでも、他の国々へ出かけて行こうと、何ら問題ではないのかも知れませんが。 

しかし他方また、外国人をまったく受け入れないとか、自国民を絶対に他国へ出て行かせないとかいうのも、 
両方ともに実行不可能なことであるし、また、そんなことをすれば、他国の人たちには、野蛮で未開な国と見え 


1在留外人が国内に在住できる期間は二〇年までが限度で てであって、宣誓に関することではない。 

ある 。' VDL 850 B , XL 915 W # 照。 3 949 D 3 iai v eTvoc 一….の ia iv は iaT ^: と読む (ティ ラ 
2 この箇所は解釈上異論があるが、一応ソーンダースの解 丨にょる)。 

釈に従い、〔〕のなかに文意を補っておく。「〔市民の場合 4 IV . 704 D 〜7 SA 参照。 

と〕同じ手続き」といっても、それは審理の仕かたについ 
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るでしょう。その上、いわゆる r 外国人追放令」という悪評高い政策を採用しているとか、独善的で頑固な性格 
の国民だと思われることでしょう。けれども、他国の人たちに善き人間であると思われるか、思われないかとい 
うことは、けっして軽く見てはならないことなのです。というのも、大多数の人間は、徳をほんとうに所有して 
いることからは遠いにしても、他の人間が悪しき者であるか善き者であるかを判別する能力をも、同じように欠 
いているわけではないからです。いな、悪人にも的を射当てる何か不思議な能力が内在しているのであって、そ 
れによって極悪な連中のなかのじつに多くの者が、言葉の上でも考え方においても、より善き人間とより悪しき 
人間とを正しく区別するからなのです。だから、多くの国々の間でのよい評判を大切にするようにというこの勧 
告は、大部分の国にとっては適切なものとなるわけです。なぜなら、〔個人の場合においても〕まず自分自身がほ 
んとうに善い人間となり、そうすることでよい評判をえようとするのが、いちばん正しくてまた最も効果のある 
方法であって、いやしくも完全な意味で善き人間であろうとする者なら、自分自身が善い人間であることなしに、 
評判のよさだけを求めてはならないからです。 

そこでまた、いまクレテに建設されようとしているこの国にとっても、それが徳の点で最も立派で最もすぐれ 

た国であるという評判を、他の国の人たちの間で受けるようにすることが、適切な方策となるでしょう。ところ 

で、もしこの国が、わたしたちの言葉どおりに建設されるなら、この国は当然、他の少数の国々とともに、よい 

法律が行なわれている国家や国土のなかの一つに数えられて、太陽やその他の神々(月や星)を仰ぎ見ることにな 
( 2 ) 

るだろうという、大きな希望があるわけです。 

さてそこで、他の国や土地へ出かけて行くこと、および外国人の受け入れについては、以下のようにすべきで 
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す。 

まず第一に、四〇歳未満の者には、いかなる場合にもけっして国外へ出ることを許してはならない。また、私 

的な用事では、誰にもけっして許されないが、公的な任務で出かける軍使や外交使節、さらに、何らかの宗教行 

E 事に参加する祭使には、許されるべきである。——ただし、戦争で遠征する場合の外国行きを、公用の外国旅行 

のなかにふくめて、そう呼ぶことは不適当であろう-。つまり、アポロンのためにピュト(デル ボイ) へ、ゼゥ 

(3) 

スのためにオリュンピアへ、また ネメア やイストモスへ、これらの神々に対して捧げられる犠牲や競技に参加す 
るための祭使を、われわれは派遣しなければならない。そしてこれらの祭使は、できるだけ人数は多い方がよく、 
また市民のなかで最も立派な、最もすぐれた人物である ことが 望ましい。というのも、その人たちこそ、平時の 
951聖なる集会において、この国によき評判をもたらすはずであり、戦争によってあげられる名声に匹敵するものを 
国家にあたえてくれるだろうから。それにまた、帰国してからは、外国の政治制度がこの国のものに劣る ことを、 

2 これに類似した言い方が『国家』 V . 473 E にも見られる 0 
3 この四つの土地で行なわれる祭礼と競技は、全ギリシア 
人にとっての四大祭であった。ピュティアの競技と オリ ュ 
ンピアの競技については、 VH . OO 07 C にも言及されている。 
ネメアは北アルゴリスにあり、そこのゼウスの神域で二年 
目ごとに競技が催された。また イストモ スは コリントス 地 
峡にあり、そこのポセイドンの神域で二年目ごとに競技が 
行なわれた。 


1これは、スパルタが外国人との交流を避けるためにとっ 
た政策で(一説にょれば、リュクルゴスの立法にょるもの 
とされて いる)、外国人の入国や居住を禁止したり、自国 
民の出国を制限したりするものであった。この政策がアテ 
ナイ人の不評を買ったことは、トゥキュディデス『歴史』 
第二巻(三九)のなかのペリクレス演説にも見られる。『プ 
ロタ ゴラス』ぃ私じ〇にもこの語は出ている〇なおヽ後述沒レ 

E 参照。 
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彼らは青年たちに教えてくれるだろうから。 

しかし、以上の人たちのほかにも、つぎに述べる ような 視察員たちを、護法官の許可のもとに、国外に派遣する 

必要があります。すなわち、市民たちのなかに、他国の人たちの様子を、より長期にわたる暇をもって視察した 

いと望む者がいるなら、いかなる法律も、その人たちの望みを妨げてはなりません。なぜなら、もし国家が善い 

人だけではなく悪い人ともつき合って、その経験をつむことなく、ただ自分の国だけに閉じこもって孤立してし 

まうなら、充分に開化された完全な国家になることはできないでしょうし、さらにまた、たんなる慣れによって 

ではなしに、しっかりした見識にもとづいて法律〔の存在理由〕を把握するのでなければ、法律を守り通すことも 

できないでしょうから。というのも、数多くの人間のなかには、神的な素質をもつ人間が——その数は多くはな 

いにしても——つねに何人かはいるものであって、その人たちと交際することは、何よりも価値のあることだか 

らで す。そして そのような 人間は、 よい 法律が行なわれて いる 国にも、 そうでない 国にも 同じように 生まれてく 

るからです。そこで、よい法律が行なわれている国に住む者で、堕落する心配のない者なら、海や陸を越えて外 

( 1 ) 

国へ出かけて行き、そういった人たちの跡をつねに追い求めるようにしなければならないわけです。それは、自 

分たちの国の制度のなかで、立派に制定されているかぎりのものは、これをさらに強固にし、どこかに欠陥があ 

るものは、これを改善するためなのです。なぜなら、そういった視察や調査を行なうことなしには、国家はけっ 

( 2 ) 

して完全な状態を持続することはできないでしょうし、また、その視察の仕かたが悪くても、同じでしょうから。 

クレィ—アス では、その両方の目的(視察員の派遣とそれの正しい行動と)は、どのようにしたら達成される 
のでしょうか。 
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六 

アテナィからの客人こんなふうにするのです。——われわれの国でそのような視察員になる者は、まず第一 

に、五〇歳より上の年齢の者であること。つぎに、その者は、護法官が国民の模範として外国へ派遣しようとし 

D ているのであるから、ほかの点においてもであるが、とくに戦争において高い名声をあげた者であること。しか 

し、六〇歳を過ぎれば、もはや視察員の任務にはつけないこと。またその者は、〔五一歳から六〇歳までの〕一〇 

(3) 

年間のうち自分の望むだけの期間、国外を視察した上で、帰国したなら、法律を監視する人たちの会議に出席す 
る ものと する、 という ことです。 

ところで、その会議というのは、年の若い者た ちと 長老たちとが入り混じって構成されており、彼らは毎日か 

ならず、夜明け前から太陽の昇るまでの間、会合することになっているのです。つまりその会議の構成員は、第 

(4) 

一に、国家から栄誉を授けられた神官(監査官)たちであり、つぎに、護法官たちのなかでそのときどきの最年長 
E 者一〇名です。さらに、教育全般を司る教育監が、在任中の者も任期を終えた者も、これに加わります。そして 

1 951 B O0 の 0 iKOOVTa と 7-3 5 のあとのコンマは削り、^^£<いた。以下に、その会議の構成員と議題のことが説明され 
のあとに n ンマをおく(ィングランドによる)。 るが、より詳細な説明は本巻の終り (961 A sqq .) であたえ 

2 951 C 4^§は|_1£\;£!と読む(ヮグナ|による)0 られる。 

3 いわゆる「夜明け前の会議」(ニユクテリノス•シユロゴ 4 946 B, 946 E 〜947 A 参照。 

ス)のこと。この会議については、すでに vn . colsA におい 5教育監については、第六卷一二章参照 0 
て言外に暗示され、 X. 90ooA,909A ではその名前が出て 
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これらの構成員は、その会議に自分一人で出席するのではなく、各人が、三〇歳から四〇歳までの年齢の者で自 
分が適当だと思う若い人を、一人伴って出席するのです。 

ところで、その人たちが集まって話し合う議題は、つねに自分の国の法律に関することや、またそれに関連す 
る重要な問題で、国外で何か耳にしたことがあるなら、そういったことについてです。さらにまた、学問につい 
ても話合われますが、その学問とは、これを学ぶ者には、法律の考察において明るくなるという利益をもたらす 
が、学ばない者には、法律関係のことが暗くて見えなくなる、と思われるものに限られるのです。そしてこれら 
の学問のうち、年長の会員が許可するものは何でも、若い会員たちはまったく真剣な態度で学ばなくてはなりま 
せん。だがもし、伴われて出席した若い人たちのうちに、誰か不適任だと思われる者がいた場合は、その若い人 
を伴った年長の会員は、その会議の構成員全員によって非難されることになります。これに反して、それらの若 
い人たちのなかで評判のよい者たちには、国民全体が特別に目をかけて大事にしながら、彼らを見守ってやるベ 
きです。そして彼らが期待どおりの者になれば、特別の恩典をあたえてやるが、もし一般の市民よりも悪い者に 
なった場合には、他の人たちよりも不名誉な扱いをすべきです。 

さて、他の諸国民の間で行なわれている法律制度を視察した者は、帰国するとすぐに、この会議に出席しなけ 
ればなりません。そしてもしその人が、法律の制定や教育.養育の問題について、誰かの意見を伝えることので 
きる者たちに出会っていたのであれば、あるいはまた、その人自身が自分で思いついた考えを持って帰ってきた 
のであれば、それらの意見や考えを、その会議の全員に報告すべきです。 

なおその人が、出かけて行った ときよりも 少しも悪くはなっていないが、かといって、すぐれた入間に もなら 
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ないで帰ってきているように見える場合で も、 とにかくその人の非常な熱意を多として、称賛してやるべきです。 
しかし、もしたいへんすぐれた人間となって帰ってきたと思われる場合には、生存中は、さらに大きな称賛があ 
たえられるべきであるし、死んだ場合には、この会議に集まる人たちの権限によって、その入には相応の栄誉が 
授けられるべきです。これに反して、堕落して帰ってきたと思われる場合には、「知者」をよそおってはいても、 
若者にも年寄りにも、誰ひとりとも交際させてはなりません。そしてその者が、この点で役人たちの命令に従う 
なら、私人として生きることは許されるけれども、もし従わないで、教育や法律のことに口出しをして、そのた 
めに法廷で有罪とされた場合には、死刑に処せられるべきです。また、その者は法廷へ告発されるのが当然であ 
るのに、どの役人も告発しなかった場合には、そのような役人は、国家からあたえられる栄誉の審議が行なわれ 
る際に、非難を受けることになります。 

さて、国外に出て行く者の資格と義務は以上述べたとおりだとして、つぎに、国内に入って来る者は、暖く迎 

えるようにし なければなりません。ところで、国外から来る人には四種類あるのであって、それについて多少説 

E 明して おく 必要があります。第一の種類の、いつもきまってやって来るのは、 ちょうど 渡り鳥のように、たいて 
( 1 ) 

いは夏の季節に来訪を繰り返す外国人です。事実、この者たちの大部分は、まるで翼のあるもののように、文字 
どおり海を渡って、貿易によって金儲けをするために、一年のうちの適当な季節の間、外国の町々へ飛びつづけ 


1航海は、当時の技術水準や気候条件に制約されて、夏の季節にかぎられていた。 XI . 915 D 参照。 
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ているのです。さて、この種の外国人は、市場や港において、あるいは市域外の、市内からは遠くないところに 
建てられた公共の建物において、外国人係の役人たちによって迎えられるべきです。そしてこれらの役人たちは、 
そのような外国人のうちの誰かが、何か新奇な風習を持ち込まないように警戒したり、また彼らに対して公平な 
裁きをつけたりするのですが、彼らとの交際は、必要最少限のものにとどめられねばなりません。 

第二の種類は、文字どおりの「視察員」(観光客)であって、彼らは眼で催し物を見たり、耳でたのしまれる音 
楽の公演を聞いたりするためにやって来る外国人です。さて、この種の外国人には誰に対しても、神殿の近くに、 
歓迎のためにしつらえられた宿舎が提供されるべきです。そして神官や神殿の番人たちが、これらの外国人の面 
倒をみて世話をすることになるが、その世話は、彼らが適当な期間滞在して、彼らの来訪の目的であったものを 
見たり聞いたりした上で、害を加えることも受けることもなく、無事にこの国から立ち去るまでつづけられるベ 
きです。だがもし、彼らのうちのある者に誰かが害を加えるとか、あるいは彼らのうちの誰かがほかの者に害を 
加えるとかした場合には、その賠償請求額が五〇ドラクメ以内であれば、神官たちがその人たちの裁判官になる 
し、またその請求額がそれ以上であれば、そのような人たちに対する裁判は、市場保安官の前で行なわれるべき 
です。 

第三の種類は、何か公的な任務をもって外国からやってきた者であって、この者は国賓として迎えられるべき 

であり、それの応待には、将軍と騎兵隊長と部族歩兵隊長だけがあたるべきです。また、この種の外国人の世話 

( 1 ) 

は、彼が宿泊して饗応を受けることになっている家の主人だけが、政務審議会の執行部と協力して、行なうこと 
になります。 
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第四の種類としては、稀にではあるが、われわれの国から派遣する視察員に相当する者が、外国から来る場合 
です。もしそのような外国人が来るとすれば、まず第一に、その者は五〇歳未満の年齢であるべきではなく、ま 
たその者が入国するのは、他の国々において見られるものよりも、美しさにおいてまさっているものを何か見物 
D したいとか、あるいは、同じように美しいものをほかの国に見せたいとかいう、そういう目的のためであるべき 
です。さて、この種の外国人は誰でも、招待されていなくても、〔われわれの国のなかの〕金持で賢い人たちの家 
を訪ねることが許されます。その人自身が、同じように金持で賢い人間なのですから。つまりその者は、教育全 
般を司っている教育監の家を、自分こそそのような人にはふさわしい客であるという自信をもって訪ねてよいし、 
あるいは、徳のゆえに栄誉を獲得している人たちの誰かの家に行ってもよいのです。そしてこれらの人たちの何 
人かの者といっしょに時を過ごして、教えたり学んだりした上で、別れる場合には、友人が友人から受け取るよ 
うに、ふさわしい贈物と尊敬とをあたえられるべきです。 

E さて、以上のような法律に従って、よその土地から来るすべての外国人を男も女も迎え入れるべきであり、ま 
た、自分の国から出て行く者をも送り出すべきです。こうすることでわたしたちは、異国の者を守りたもう神ゼ 

の箇所には「プリユタネィス」の言葉は使われておらず、 
アテナィの官職名としてよく知られたこの名称は、意識的 
に避けられて いるよう であるが、しかし後に 766 B では こ 
の語が用いられている。 

2 上述 951 A sqq . 参照。 


1政務審議会の執行部 (プリ ュ タネィス) については、 VI . 
7500 B 〜 D 参照。政務審議会議員(ブ—レ ゥテース) は 一二 
分されて、一二 力 月に割り当てられ、 一力 月交替で国の守 
護者の役につくことになっており、そして外国からの来訪 
者の応待が彼らの主要な任務の一つであった。ただし、そ 
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ゥスを 敬うことになるし、現在ナィル河畔に住む者たちが行なって いるよう に、食事や供犠を異国入追い払いの 
( 1 ) ( 2 ) 

手段にすることも、また〔スパルタ人が行なっているように〕野蛮な布告によって外国人を追放することもしない 
ですむことになるでしょう。 

七 

ひとが何かについて保証しようとする場合には、契約事項をすべて文書に記して、はっきりした形で保証すベ 
きである。そして、一〇〇〇 ドラクメ以 下のものについて保証するのであれば、三人より少なくない証人の前で、 
また一〇〇〇ドラクメを越えるものに対しては、五人より少なくない証人の前で、その保証は行なわれるべきで 
ある。そこでまた、何らかの品物を売主に代って販売する周旋人も、売主がその品物の法律上の所有者でなかっ 
たり、あるいは現実にその品物を所有していなかったりする場合に備えて、売主のための保証人とならなければ 
ならない。そして周旋人も売主と同様、法律上の責任を負うべきである。 

もし誰かが、盗まれた品物を探すために、誰か他人の家を捜索しようと思う場合には、上着を脱いで下着だけ 

(3) I 

になり、帯はしめないで、「間違いなく、その品物は見つかるだろうと思います」ということを、法律が認めてい 
る神々に誓った上で、その捜索を行なうべきである。そして捜索を受ける側の者は、自分の家を開放して、封印 
されているものも封印されていないものも、自由に調べさせるようにしなくてはならない。もし誰かが、捜索を 
望む者に対してこれを許さない場合には、妨げられた者は、探している品物の価格を評価して訴訟を起こすべき 
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である。そして訴えられた者が有罪になった場合には、評価額の二倍に相当する額を損害賠償として支払わねば 
ならない。 

また、その家の主人がそのときたまたま不在なら、封印されていないものは、家にいる人たちがこれを自由に 
捜索させるべきだし、また封印されているものについては、捜索人はそのものに自分の封印もして、誰でも望み 
の者を指定し、五日間それを看視させるべきである。しかし、その家の主人の不在がそれ以上もつづく場合には、 
都市保安官を連れてきて、封印されているものも開いて捜索してよいが、その後はもう一度、家人と都市保安官 
C の立会いのもとで、前と同じようにこれに封印しておかねばならない。 

(4) 

所有権が争われている品物については、その権利を主張で きる 期限を次のように定めることにし、その期限 ま 
での間、誰かがその品物を持ちつづけているなら、それ以後はもはや、何びともそれに異議を申し立てることは 
許されないものとする。すなわち、この〔マグネシアの〕国においては、土地や家屋についての争いはむろん起こ 
りえないが、しかしその他の財産の何かを誰かが現に所有していて、市内でも市場や神域でも公然とこれを使用 
し、しかも誰ひとりそれを自分のもの だと 主張する者はなかったとしよう。しかるに、その後になって誰かが、 

ンによる) 0 

4 954 C 3 xpo'vou〈o* s £> 6P0S と 609E を插入する (ペイトンに 
よる)。なお、所有権が争われている品物の ことにつ いて 

は 、 XL 914 D 〜 E , 915 C 〜 D 参照。 


1 H ジブト人は異邦人と祭祀や食事を共にすることを禁じ 
られていたと言われる。 

2 950 W (「外国人追放令」の注}参照。 

3 VO 54 A 5—6 ycliv 6 s J X 口 sv Q KOV rns xcov の3は削る(ヘルマ 
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卿 D その間ずっと自分は探していたの y ; と主張し、他方、所有している者の方は、隠していたのではない ことが明ら 

かだとす る。つまり そのようにして、一方の人は何かの品物を持ったままで、他方の人はそれを探しながら、一 

( 1 ) 

年が過ぎたとすれば、その一年の期間が過ぎたあとでは、もはや誰にもその品物を自分のものだと主張する権利 
はないのである。 

また、その品物の所有者が、市内や市場ではこれを使用していないが、田舎では公然と使用している場合には、 
そして五年の間にそれを返すように要求する者が現われない場合には、その五年の期間が過ぎたあとでは、もは 
や誰にもそのような品物を自分のものだと主張する権利はない。 

さらに、誰かがその品物を市内にある家のなかで使用している場合には、時効の期限は三年間とし、田舎の見 
E えないところにそれを隠しておいた場合には、その期限は一〇年間とする。しかし、その品物を国外においてい 
る場合には、所有権をもつ者がそれをどこかで見つけ出すまでにどれだけの時間がかかろうとも、それの返却を 
要求できる期間には制限はない。 

もし誰かが、当事者としてであれ証人としてであれ、法廷に出頭しようとするのを、力ずくで妨害する者がい 
るなら、妨害されたその人が、自分の奴隸であろうと他人の奴隸であろうと、とにかく奴隸である場合には、そ 
955の栽判は無効である。また、その人が自由民である場合には、裁判が無効になるばかりか、その上に、妨げた者 
は一年間投獄され、誰でも欲する人によって、誘拐の罪で訴えられるべきである。 
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また、体育や音楽の競技、あるいはその他の何かの競技における競争相手を、誰かが力ずくでその競技に参加 
させないように妨害した場合には、誰でも欲する者は、その事実を競技監督官たちに通報しなければならない。 
そして監督官たちの方は、その競技に出たいと思う者には誰にでも、自由に参加する ことを 許すべきである。も 
しそれができなくて、競争相手の参加を妨害した者が勝利をえた場合には、滕利の栄冠は妨害された者にあたえ 
て、彼の望む神殿に勝利者としての名前を記録してやるべきである。他方、妨害した者は、そのような競技に関 
しては、どんな献納品を奉納することも、また名前を記録することも許されないばかりか、その競技に出て負け 
ようと滕とうと、損害を与えたかどで告発されねばならない。 

もし誰かが何であれ、盗品であることを知りながら、これを受け取った場合には、盗んだ人と同じ罰を受ける0 

追放された者をかくまった場合には、死刑が科せられる。 

すべての人が国家の味方を自分の味方と考え、国家の敵を自分の敵と考えるべきである。もし誰かが、国家の 
当局者の承認なしに、誰かと私的に和平を結んだり、戦争を行なった場合には、その者に対しても死刑が科せら 
れる。また、国内の一部の者が、自分たちの利益のために誰かと和平を結んだり戦争を行なった場合には、そう 


1 vo 54 o 2-3 5 s ? v'dTTEA06VTOS (±5 s ! vaTrapeA06VTOSt— 2 954 D 5-6 Too A01TTOO xp 6 VOU は削る(イングランドによ 

む03写本の欄外の読み方をとる)。 る)。 
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いった行為に責任のある者たちを、将軍たちは法廷に連行すべきであるし、有罪ときまった者には、死刑が科せ 
られる。 

祖国に奉仕する役職についている者たちは、贈物を受け取ることなしに奉仕しなければならない。「よい行為 
に対しては、ひとは贈物を受け取って当然である。悪い行為に対しては、そうすべきではないにしても」というよ 
うな言い訳はしてはならないし、また、そのような言葉がたたえられてもならない。というのも、公職にある者が 
公平な決定を下し、そしてその下した決定を固く守り通すということは容易なことではないからであり、そこで、 
r 贈物を目あてに奉仕してはならない」という法律の言葉に耳を傾けて従うのが、いちばん安全な道となるから 
である。だが、もしこの規定に従わないで、裁判によって有罪となった者は、一律に死刑に処せられるべきである。 

国家に税金を納める件についていえば、種々の理由により、各人の財産高は査定されていなければならないが、 

その上また各部族の成員は、その年度の収穫量を文書にして地方保安官のもとに申告しなければならない。それ 

は、二種類ある課税方式のうちのどちらであれ、当局者が望ましいと思う方法を採用するためである。すなわち、 

査定された財産高全体の一部を徴収するか、それとも、その年度に生じた収入の一部を徴収するか、当局者は毎 

( 2 ) 

年考慮して、適当と思われる方を採用するためである。ただし、共同食事のために徴収される分は、これとは別 
である。 
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神々に対する奉納品は、節度をわきまえた人なら、適度なものを捧げるべきである。さて、土地と家の！!どは、 
すべての人によって神々全部に捧げられた聖なるものとされている。だから、それらのすでに聖なるものを、誰 
ももう一度神々に捧げるようなことをしてはならない。また金と銀は、他の国々では個人の家にも神殿にも用い 
956られているが、これらはひとの嫉みを招きやすいものである。また象牙は、生命を失った肉体から取られている 
のだから、清浄な献納品ではないし、鉄や青銅は、戦争の道具である。しかし木製品は、一片の木からできてい 
るものなら、望みのものを捧げてよいし、また石造品も、同様に一塊の石からできているものなら、望みのもの 
を公共の神殿に捧げてよろしい。また織物は、一人の婦人が一力月で仕上げる程度以上のものでなけれ(此、よろ 
しい。色は、ほかのものにおいてもそうだが、とくに織物においては、白が神々にはふさわしいだろう。染料は、 
B 軍隊の飾り物以外には使用されてはならない。しかし、神々に差し上げるのに最もふさわしい贈物は、鳥 や、一 
人の画家が一日で仕上げることができる程度の絵である。そしてその他の奉納品も、これらのものを範にしたも 

4 これは一般には、個人の家屋敷のなかに社を建ててはな 
らないという意味 ( X . 909 D sqq . 参照)に解釈されている 
が、モローの解釈 ( P . 412,11 .42) に従って、市民が分配地の 
一部を神々のために奉納することを禁じたものとしておく。 

5 956 A 5 ;TrA s'vmspyov<aycvalK 6 s :: と 5 を插入す る 

(シュタルバウムによる。ビュデ版では、3がぞべ0<の前 
におかれている)。 


1たとえば、財産高にょって市民は四つの階級に分類され 
ており、そしてその階級にょって選挙資格、税額、婚礼費 
用、罰金額などが異なっているからである。なお、財産高 
の申告については、 VI .754 DiE 参照。 

2 つまり、不作の年には前者を、豊作の年には後者を採用 
するのであろぅ。 

3以下、この一章はキヶロ『法律論』第二巻(一八)に翻訳 
引用されている。 


749 



D 


C 


( 956 ) 


のでなければならない。 


さて、国家全体はどれだけの数の、どんな部分に分けられるべきであるかを、わたしたちは述べましたし、ま 

( 2 ) 

た最も重要な事柄に関する契約のすべてについても、わたしたちの力にかなうかぎり、法律を定めたのですから、 

( 3 ) 

残るところは、栽判のすすめ方の問題で あると いうことになるでしょう。ところで、法廷のなかで第一審のもの 
は、原告と被告とが共同で選ぶところの、〔私的に〕選出された裁判官たちから構成されているものであり、この 

( 4 ) 

人たちはほんらいは仲裁人であるけれども、「裁判官」という名前で呼ばれる方がよりふさわしい者たちです。 
つぎに、第二審の法廷は、地方の住民ないしは部族民たち〔から抽籤で選ばれた裁判官たち〕によって構成され 

( 5 ) 

ているものであり、彼らは一二の法廷に分れて配属されているのです。そして、もし事件が第一審の法廷で解決 
しない場合には、係争当事者たちはこの入たちの前に控訴して、より大きな罰を受ける覚悟で争うことになりま 
す。ところで、もし被告がこの二度目の栽判でも敗れた場合には、最初の栽判で裁定された賠償額にその五分の 
一を追加したものを支払わねばなりません。 

しかし、 この 栽判官たちにも不満で、三たび争いたい と思う 者がいるなら、その者は、選抜裁判官たち のとこ 
ろへ上告すべきです。しかし この 裁判でも敗れたなら、最初の裁定額の一倍半のものを支払わねばなりません。 
他方、原告の方が、第一審の法廷で敗れて、それに.不服なために第二審の法廷に控訴し、そしてその訴訟に勝っ 
た場合には、最初の裁定額にその五分の一を追加したものを受け取れるし、敗れた場合には、同じく五分の一を 
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追加したものを支払うべきです。また、第二審の判決に不服で、第三審の法廷に上告した場合には、被告の方が 
敗れたなら、さきほど言われたように、最初の裁定額の一倍半のものを支払うべきだし、原告の方が敗れたなら、 

I (7) 

その額の半分〔を加えたもの〕を支払わねばなりません。 

ところで、裁判官〔の法廷への割当〕を抽籤で決めることや、それの補充の問題、 また 法廷で 働く 下役の任命や、 
それぞれの事件が審理されるべき期間のこと、 さらに 投票の方法やそれの延期のこと、 および これに類する こと 

1これは、国を都市と地方に分け、それぞれを一二の部分 一二の部族ごとにそのような法廷があると誤解されるのを 
に分けたことなのか(第五卷一四章参照)、またさらに、市 避けるためである。これはアテナイの「民衆法廷」(へーリ 
民全体を一二のグルーブに分けて一二の部族をつくったり、 アイア)と同じ性格のものと考えるべきであろう。アテナ 
その上、その市民を四階級に分けたりしたことまでもふく イでは、その法廷は一〇の法廷に分れていたが、このマグ 
んでいるのか、よく分らない。 ネシアの国では、一二の法廷に分れているわけである。 

2この 点は、第一一巻の五章までに大体扱われた。 XI . 922 6 これは VI . 767 A , C 〜 D , 76 SB で言われて いる 「第三 
>参照。 〔審〕の法廷」(最終法廷)である。 

3 裁判制度の全般については、 VI . 766 D 〜 76 00 C 参照。 7 解釈に異論があるが、「一倍半」(へーミオリア)と「半分 
4 この文は一般には、「裁判官というよりは、仲裁人と呼 〔を加えたもの〕」(へーミセイア)とは、表現のヴァラエテ 
ばれる方がふさわしい」というような意味に訳されている イを示すだけで、実質的には同じだとするイングランドの 
が、モローの解釈 ( P . 257,11 .29) に従って本文のように訳し 解釈に従う。つまり、第二審の裁判では、原告被告どちら 
た。仲裁人であるのが本来だけれども、仲裁が成立しない が敗れた場合にも、同じ額(第一審の裁定額にその五分の 
場合には、次の段階で、その仲裁人が裁判官として判決を 一を追加したもの)を支払うことになっているから、第三 
下すからである。 VI . 766 E , 767 W 参照。 審においても同様に、原告被告どちらが敗れた場合にも、 

5これまでしばしば 「部族 民法廷」と訳されたもののこと。 同じ額(第一審の裁定額にその半分を加えたもの)を支払う 
「部族 民法廷」 と 訳して 「部族 法廷」 と 訳さなかったのは、 ことになると 考えるわけである。 
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で裁判に必要な事項のすべて、-たとえば、裁判の順序を籤で決めるとか、被告に法廷へ出頭して尋問に答え 

る ことを 強制す ると か、その他これに類するかぎりのこと-、そういったことはすべて、わたしたちは前にも 

丞べまし(^。しかしまた「正しいことは二度でも三度でも言うのがよい」わけです。とはいえ、そういった些細 

で、 容易に発見で きるような 規則はすべて、年老いた立法者としては、これを若い立法者にゆだねて補充しても 
(3) 

らうのでよいでしょう。 

さて、個人的なことにかかわる事件を扱う法廷については、以上述べたようにするのでよいでしょうが、しか 
し国家共同体に対して犯される事件を扱う法廷へや一、また種々の役人が各自の職責を果たすにあたってその力を借 
りなければならない法廷については、多くの国々にすぐれた人たちの制定した立派な制度が少なからずあるので 
すから、それらの制度を参考にしながら、護法官たちが、いま生まれようとしているこの国家のために、適切な 
制度を設けるようにすべきです。すなわち、それら既存の制度を比較検討したり、経験によって吟味しながら悪 
い点はこれを改善したりして、それらの制度の一つ一つを、充分なものと思われるまでに仕上げるのです。そし 
てその ft 上げが終ったなら、そのときにはもはや、その制度は動かしえないものとしてこれに封印し、一生涯こ 
れを守り通さねばなりません。 

なお、裁判 W たちは沈黙を守り言葉を慎むべきであるか、あるいはそれと反対にすべきであるか、というよう 
な問題や、また、也の国々で正しいこと、善いこと、美しいこととされている数多くのやり方とは異なるところ 
の、わが国独自のやり方のことについては、一部はすでに述べられたのですが、他の部分はなおこの話の終りの 
ところで述べられることになるでしょう。しかし、正義に従って裁きを下す公平な裁判官であろうとする者はす 
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ベて、それらの事柄に目を向けていなけれはならないし、またそういった事柄について書かれた書物を手に入れ 

て学ぶようにしなければなりません。というのも、あらゆる学問のなかで も 法律に関する学問こそが、 もし その 

法律が正しく制定されたものであるなら、学ぶ者をすぐれた人間にするのに最も有効な手段となるはずだからで 

す。そうでなかったなら、神から授けられたこの賛嘆すべきわれわれの法律?モス)が、知性(ヌゥス)という語 

( 6 ) 

に類似した名前をもっていることは、無意味なことだったでしょうから。それにまた、立法者が書いたものは、 

D その他の言論文章、——誰かを称賛または非難するものとして韻文で書かれたものであれ、また散文によるもの 

であれ、そしてその散文のなかには、文書になっているものもあれば、日々の交際のなかで議論に 勝とうと して 

言い争われるものや、時にはまったく無益な同意をあたえるためだけの発言もあるわけですが——、すべてそう 

(7) 

いった言論文章の、良否を明らかにする確かな試金石となるでしょう。そこですぐれた裁判官は、立法者の書い 
たものを、他の言論文章に対するいわば解毒剤として自分のうちに持っていて、自分だけではなく、国家をも正 

1 たとえば、 w .0046 Bsqf IX . 855 D ~ E , s 71 csqfoo 76 裁判官より成る法廷」 ( IX . 855 C ~ D ) というふうに、三審 
tdsqq . 制となっているようにみえるが、この点の記述は明確では 

2 VI . 754 C 参照。なお、この格言は、『ゴルギアス』私 900 H ない(モロ I 、 PP . 264—270 参照)。 

~ IA 、 『ピレボス』 60 A にも引用されている。 5 VI .766 D 参照。 

3 ™. Icsqq ., DC 855 D 参照。 6「法律」?モス)と「知性」(ヌゥス) S 呂合わせ。 IV . 

4 VI . 767 B ~ C , 767 E ~7600 A 参照。国家共同体に対して 714 A の注5参照。 

犯される犯罪を扱う法廷も、「三人の最高の役人(護法官ご 7 W . 811 D , K . 8500 csqq . 参照。 

( VI . 76 O 0 A ) 、「民会 」(VI 767 E ~7 68 A 1、 「護法官と選抜 
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Sh しい方向へ導いて行かなくてはならないのです。すなわち、善き入たち に対しては、 彼らの貧つ正しさが L つま 
でも 存続して、なおいっそう力を増すようにしてやるし、他方、悪しき人たち に対しては、 可能なかぎり無失 
や放時や臆病や、要するにすベての悪徳 t 逃れるようにして1なのです。とはいっても これは、 悪人た 
ちのうち で匡正の見込みがあると思われるかぎりの者に対して、なされることです。これに 反して、 運命の糸に 
S つむがれてほんとうの悪人となってしまっている者たちに対しては、そのような状態にある魂を治療する手段と 
して死—た—なら、—これは何度も言われてしかるべきことですが—、そのような〔罰を科する〕裁判官 
とその相導者(立法者)とは、国家全体から称賛されるに値する者となるでしよう。 

さて、その年度の雲に判決が下されて結着がついたなら、それの執行については、次のような ii 律が適用さ 
れ るべき です。まず第一に、当該法廷は、有罪になった者の財産を、所有が義務づけられているものを除いて、 

B 他は残らず勝訴した者の管理に委ねるべきである。そしてこのことは、それぞれ®訴訟に関して判決の投票が行 
なわれた直後に、裁判官たちが臨席しているところで、触れ役の布告によって行なわれるものとする。しかし、 
その栽判が行なわれた月の翌月が過ぎても、敗訴になった者が勝訴した者と相互に満足の行くように話をつける 
ことができないでいる場合には、その判決を下した法廷は、勝訴した者の求めにより、敗訴になった者 S 産を、 
皮に引き渡さねばならない。そしてもし敗訴になった者が、支払うべ暮段を持たず、その未払額がードラクメ 
以上で—場合には、そ Q 者には、勝訴した者に支払うべき霧を全額完済するまでは、他のいか1人間をも 
C 告訴する権利はないものとする。ただし、他の人がその者を告訴することは法律上差しつかえはない。なお、判 
決を受けた者が、その判決を下した法廷の職^®執行を妨零るならば、このような不正な妨害を受けた役人たち 
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は、その者を護法官たちの法廷へ連行すべきである。そしてそのような行為のゆえに有罪になった者は、国家全 
体と法律を破壊する者として、死刑によって罰せられねばならない。 

九 

では、次の問題に移りましょう。ひとは生まれて育てられ、また自分も子供を産んでこれを育てます。そして 
他の人とは適度に交際しながら、もし誰かに害を加えたなら償いをし、他の人から害を受けたなら充分に償って 
もらい、このようにして法律を守りながら順当に年老いていくなら、やがて、自然の定めに従って、最後の日を 
迎えることになるでしょう。 

さて、ひとが死んだ場合には、男女を問わず、次のようにすべきです。まず、地下の神々やこの世の神々に対 

(3) 

する聖なる儀式は、どの程度に行なわれるのが適当かという点は、神事解釈者の指示に従って決定されるべきで 
す。そして墓は、——それが大きな土盛りになろうと小さな土盛りになろうと——、耕作可能な土地のなかのど 
こにも造られてはなりません。つまり墓のための地所は、生存している者たちにできるだけ迷惑をかけないで、 
死者の肉体を受け入れて蔽いかくすという、まさにそれだけのために本来あるような、そういった土地でなけれ 
ばなりません。他方、人間たちに食糧をもたらそうとしているかぎりの土地は、——大地は母としてほんらいそ 


1 分配地とそれに付属する設備のこと。！ X .00 55 A 参照。 る)。 

2 VO 58 D 4 ei'T m Tls CD ^cs けの办は削る(イングランドにょ 3 VI . 759 D 参照0 
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ういう 目的をもっているのですが——、生者死者を問わず誰も、これをわれわれ生存している者から奪ってはな 

らないのです。また盛り土の高さは、五人の人間が五日間で完成するより以上のものであってはならないし、さ 

らに石碑の大きさは、死者の生涯を四行より多くない英雄脚韻詩で称えたものを、記載できる程度以上であって 

はなりません。また、遺体を家のなかに安置しておく期間は、何よりもまず、その人がたんに気を失っているの 

ではなくて、ほんとうに死んでいることが明らかになる期間よりも長くなってはなりません。そして普通の人間 

の場合であれば、死後三日目に遺体を墓へ運ぶのが適当でしょう。 

ところで、ほかのことについてもそうですが、とくにこの場合には、次のような立法者の言葉にわたしたちは 

従うべきです。すなわちそれは、魂は肉体よりもあらゆる点ですぐれているし、そしてまさにこの人生において、 

われわれの一人ひとりが現にこのとおりの者であるのは、ほかならぬ魂のためであって、肉体はたんなる見かけ 

だけのものとして、われわれの一人ひとりに付随しているにすぎないのだ、ということです。だから、死骸とな 

った肉体は死者の影のようなものだと言われてしかるべきであり、われわれ一人ひとりの真の自己は、つまり、 

不死なる魂と名づけられているものの方は、父祖伝来の锭が告げているように、自己の行為を報告するために、 

( 2 ) 

〔死後は〕あの世の神々のもとへ立ち去って行くのだ、というわけなのです。——これは、善き人には安、也してお 

れることだけれども、悪しき人にはたいへん恐ろしいことなのですから-。だから、死んでしまった者には、 

もはや何の大きな手助けもしてやれないことになるわけです。というのも、ひとがまだ生きているうちにこそ、 
身内の者すベては彼のために手助けをしてやるべきだったのであり、そうすれば彼は、この世に生きている間は、 
できるだけ正しハ人、敬虔な人として生きたでしょうし、また死んでからは、この世の生につづく次の生におい 
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(3) 

て、悪しき行為に対する罰を免れたでしょうから。 

さて、以上述べたとおりだとしますと、わたしたちは、この埋葬されつつある肉の塊を、ほんとうに自分の身 
内の者だと考えたりして、〔葬式のために〕お金を浪費するようなことをけっしてしてはならないわけです。いな、 
あのほんとうの息子や兄弟は、あるいはその他誰であれ、ひとがひどく悲しみながら埋葬しているつもりの当の 
者は、彼自身の運命を成就し完成して立ち去って行ったのだと、そうわたしたちは考えるべきなのです。そして 
都合のつく範囲内でまかないながら、地下の神々への一種の祭壇ともいうべき、この魂を失った肉体に対しては、 
適度な出費ですますべきなので一打。しかし、その適度な費用がどれだけであるかは、立法者がきわめて適切に占 
ってくれるでしょう。そこで、それに関する法律は、次のように定めることにしましょう。 

最高の財産階級に属する者が葬式全体に使う費用は、五ムナを越えてはならない。また第二階級の者は三ムナ、 
第三階級の者はニムナ、第四階級の者はームナが、それぞれ出費の限度である。 

さて、護法官は、ほかにも多くの職務を果たさなければならないし、また数多くの事柄に配慮すべきであるが、 
それらのなかでも最も小さなこととはいえない仕事は、子供も大人も、いや、あらゆる年齢層の人たちをも、つ 
ねに見守りながら日々を送るということです。そこでまた、どの人が死んだ場合でも、死者の身内の者たちによ 
って、誰か一入の 護 法官が世話人として呼ばれたなら、彼はその世話にあたらねばなりません。 そして、 死者の 

1 958 E 4-5 5 . TT1P osqa fl 3. 1rpo - s Tac)Ta . ...分15 の文は、 2 『パィドン』 63 B 参照。 

插入 H のように訳した。ピュアリは全文を削り、ィングラ 3 959 C 1 P - TIH S - PT 1 TOS &V -のは削る(アストによる)。 

ンド、ビュデ版は TTPO-S TaoTa の語だけを削っている。 4 IV . 717 E , 719 D 参照。 
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ための® P が立派にかつ適度に行なわれるなら、それは、その世話にあたった麗官にとって名誉になるしも 
し立派に行なわれないなら、不名誉なことになるわけです。 

なお、 遺体の安置とかその他のことは、一般の風習に従って行なわれて差しつかえありません が、 その風習は 
しかし、次の ような 点では、国の定める ( si に従うべきです。すなわち、死者のために涙を流せと か、 ^すなとか 
いうことを 法 hi 規定する S 適切では S でしょうが、哀悼の歌をうたったり、家 S 外でまで泣き声をあげたり 
するのは禁じなければならな i し、また遺体を道路®人目につくと二ろへ 持ち出したり、二れを 運んで 行く途中 
で騷 々しい 声を上げたりするのもやめさせるべきです。そして夜明けまで には、 葬列に参加した人たちは市域の 
外に出ているべきです。 

さて、 これら Q 事柄に関する規則は、以上のように定める二とにして、そしてそれに従う者は罰を受けないで 
すむが、世話にあたるその一人の護法官の命令に従わない者は、護法官貪が協議して決めた刑罰でもって、彼 
らの全員によって罰せられることになります。 

なお、上に述べた以外の死者の埋葬のこととか、さらには、 S 殺しや神殿荒しやそれに類する犯罪を行なった 
者たちすべてについての、埋葬を禁じられた遺体の処置のことについては、前のところで取り上げられて、法律 
によって規定されているのですから、したがって、わたしたちの法律制定の仕事は、これでほとんど終了したと 
、ってよハでしょう。しかしながら、どんな場合においても、何かを成し遂げたとか、手に入れたとか、確立し 
たとか、， うこと で、ものごとはすべて終りになるのではありません。むしろ、わたしたちの生み出したものに、 
それが、.-つまでも完全な形で保全されるような方策を見つけ出してやったときに、そ®ときに初めて、なされる 
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べきことはすべてなされたのだとわたしたちは考えるべきなのです。そしてそれまでは、わたしたちの生み出し 
C たものは全体としては未完成だと考えなければならないのです。 

クレイ—アス まことにもっともなお言葉です。しかし、何を念頭において、今またそんなことを言われたの 
か、もっとはっきり説明してください。 

- 〇 

アテナイからの客人 ねえ、クレイニアス、古くからの言葉のなかには、うまい言い方がされているものが数 
多くありますが、運命の女神たちにつけられた名前は、とくにそうであるといってよいでしょう。 

クレイニアス というと、それはどのような名前のことですか。 

アテナイからの客人 ラヶシスというのが、第一の女神の名前で、ク B 卜が、第二の女神の名前です。さて第 

三の、運命を成就させる女神はアトロボスですが、これは、紡錘につむがれた糸を逆戻りしない(アトロボス)よ 

(3) 

うにしている紡ぎ女になぞらえられて、つけられた名前なのです。 

まは一応、ビュデ版のテクストに一語だけ修正を試みたソ 
1 ンダースの解釈 ( Notes , pp .125-127) に従っておく。す 
なわち 、％008 AEX^VTSVa^xsVTSVt 、 cvoQ-Tn;lKaaT:<a 
:^ Q-Tn;lKaQli4VTlvt 、 C9 T -SJ Trcpl は T-s>aTpaKT-s と、 Dl 
dTT£pyaaoli rn -. vsv は Q-TTEPya い01 ilrl ' vl ; 一と読む。 

運命の三女神については、『国家』 X .620 E などを参照。 


1 959E7 ttoAitik 4 >〈 V61 i-s 〉 と V 6 H -8 を補ぅ(ィングランドに 
ょる )0 

2 監査官に対する葬儀については947 Bsqq .、 埋葬禁止の 
処置については IX . 00 54 Dsqq ., 00 73 B 〜 D , X . 909 C 參照。 

3 この箇所は、パーネットのテクストのままでは読めない 
ので、いろいろとテクストの校訂が試みられているが、い 
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fD さて、 そういった逆戻りしない状態を、わたしたちは国家にも国民にもととのえてやらねばならないわけです。 
つまり それは、たんに身体に健康と安全をもたらすだけではなく、その上また、精神のなかに法を守る気風を植 
えつけること、いやそれよりもむしろ、法律そのものが保全されるようにするということなのです。しかし、わ 
たしの見るところでは、その点がまだわれわれの法律には欠けているように思われるのです。つまり、それらの 
法律に逆戻りしない力を本来的に備えさせるには、わたしたちはどのようにすべきかという点です。 

クレイニアス あなたが指摘されている欠点は、小さなものではないでしょうね、もしも、どんなものに対し 
てでも、何かそういった力が備わるようになる方法を見つけ出すことは、不可能だとすればですよ。 

E アテナイからの客人 しかしじつは、それは可能なことなのですよ。わたしには今、はっきりとそう見えるの 

すから。 

クレイニアス それなら、これまでに 述べて きた 法律に、 まさにそう いった力を確保して やるまでは、わたし 
t こちは 断じて投げ出さないようにしようではありませんか。どんな仕事に取り組むのてあれ、これを確固たる基 
礎の上に置かないで、無駄な骨折りに終るというのは、滑稽なことでしょうからね。 

アテナイからの客人 ええ、それは適切なご忠告です。そしてその点では、わたしもあなた方に劣らぬ熱意を 
もっていることがお分りになるでしょう。 

クレイニアス これは うれしい 言葉を聞きました。 さあ それなら、何がわれわれの国制や法律にとっての保全 
の策で あり、 またその策はどのようにしたら実現されると、あなたは主張されるのでしょうか。 

961 アテナイからの客人 われわれの国には、何かこういった会議が設けられるべきであると言わなかったでしょ 
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うか。すなわち、護法官のなかで、そのときどきの最年長者一〇名と、国家から最高の栄誉を授けられた者(監査 
官)たち全部とは、同じところに集まって会議を開くべきであるし、そしてこの会議にはさらに、外国へ出かけ 
た者たち、つまり、法律を守ることに役立つような何か重要なことが聞けるかも知れないと、調査のために国外 
へ出かけて行って、無事に帰国した者(視察員)たちも加わるべきであると。ただし、この者たちの場合には、先 
にあげた会員たちによってあらかじめ審査を受けて、この会議に参加するに値する者であると認定される必要が 

(3) 

あります が。なお、それ以外にも、この会議の会員たちはめいめい、三〇歳未満の年齢ではない若い人を一人同 

(4) 

伴すべきであるが、それにはまず、素質と教養の点で適格であるとその会員自身が判断した若い人を選び、その 
上でその若い人を他の会員たちに引き合わせるべきである。そして他の会員たちの承認をえた場合には、その若 
い人を同伴してよいけれども、もし同意がえられない場合には、彼が候補者に選ばれたという事実は、他の人た 
ちにはもちろんのこと、とくに選に洩れた当の候補者自身には伏せておかねばならない。ところで、この会議は、 

誰にとっても公私ともにほかの用事からはいちばん解放される時刻の、夜明け前に開かれるべきである、-と 

まあ、何かそういったことを、わたしたちは前の話のなかで言っておいたように思いますが。 

クレィニアス ええ、たしかに、 そう 言われていました。 

アテナィからの客人 では、その会議のことにもう一度話をもどして、わたしは次のように言うことにしまし 
1 VO 60 D 1 TTOAmf 9 c は TTOA H als と読む(ビユ アリによる〇 の会議の構成員の メンバ ー に、 教育監がおちている。 

2 951 Dsqq . 参照。 4 951 E 参照。 

3 前注2にあげた箇所と比べて、この箇所の説明では、こ 
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ょう。つまり、 わたしとしては こう 主張するわけです。 もし ひとがこの会議を国家全体のいわば猫として投ずる 
なら、それが必要な条件をすべて具備しているかぎり、その会議こそが、わたしたちが存続を望んでいるものす 
ベてを安全に保ってくれるだろうと。 

クレイニアス どうして、そうなるのでしょうか。 

アテナイからの客人 では、今こそ、わたしたちはそれにつづくことを正しく語って、熱意に欠けるところは 
少しもないことを示すべきでしょうね。 

クレイニアス これはほんとうに、ありがたいお言葉です。では、そのお考えどおりに、実行してください。 

アテナイからの客人 それでは、 クレイ ニアス、どんなものについてでも、それの一つ一つの働きのなかで、 
何がそのものの安全を保つのに適したものであるかを、考えてみなければなりません。たとえば、動物において 
は、魂と頭とが、ほかの何よりもとくに、ほんらいそのような機能を果たしているでしょう。 

クレイニアス それはまた、どういう意味でしょうか。 

アテナイからの客人 それら二つの部分がよい状態にあることが、どの動物にも安全をもたらすだろうと言っ 
ているのです。 

クレイ||アス それは、どんなふうにしてですか。 

アテナイからの客人 魂のなかには、他の能力に加えて知性 (ヌ ゥス)が宿っているし、また頭には、他の感覚 
に加えて視覚と聴覚とが具わっている、 という ことによってなのです。そして簡単にいえば、知性が、最も高貴 
な感覚であるそれら二つの感覚と結びついて、これらと一体となって働くときに、それぞれの動物の安全は保た 
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れるといって間違いないでしょう。 

クレイ||アス それはたしかにそのようですね。 

アテナイからの客人 ええ、事実そうなのですよ。ところで、船の安全が、嵐のときにも風のときにも保たれ 
ることになるのは、どんな事柄にかかわる知性が、感覚と結びつくときなのでしょうか。船の場合には、船長と 
水夫たち とがと もに、〔船長のもつ〕舵取りの技術にかかわる知性に、〔水夫たちの見たり聞いたりする〕感覚を結 
びつけた場合に、自分たちをも船全体をも安全に保つことになるのではありませんか。 

クレイニアス たしかに、そうです。 

アテナイからの客人 では、そういったことについての実例をたくさんあげる必要はないでしょう。たとえば、 
軍隊の遠征の場合を考えてみてください。将軍たちは、軍隊を安全に保つという標的をあやまたずに射ようとす 

れば、何を目瞟に定めるのでしょうか。-そしてこれは、すべての医療奉仕についても言えることなのですが 

-。その目瞟は、将軍たちの場合には、■利を獲て敵を支配するということであるし、医者やその助手たちの 

場合には、身体に健康をもたらすということではありませんか。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 では、もしかりに医者が、身体に関することに無知であって、つまりわたしたちがいま 
「健康」と呼んでいたものが何であるかを知らなかったとすれば、あるいは将軍が、「滕利」とかその他、わた 
したちがいま述べてきたものについて何も知らなかったとすれば、そういった医者や将軍が、それらの事柄の何 
かについて知性を具えているのは明らかである、というようなことがありうるでしょうか。 
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クレイニアス そんなことはありえません とも 0 

アテナイからの客人 では、国家の 場合は、 どうでしょうか。もし誰かが、政治家なら当然目を向けてしかる 
べき目標について無知であることが明らかだとすれば、そのような者は、まず第一に、国を治める支配者と呼ば 
れて正しいでしょうか。つぎにまた、それが何を目標にしているかをまったく知りもしないところのものを、安 
全に保つことができるでしょうか。 

クレイ II アス どうしてそんなことができましょう。 

II 

アテナイからの客人 さてそうだとすると、いまのわたしたちの場合においても、もしわたしたちがこの国土 
への植民を完成させようとしているのであれば、どうやらその国のなかには、次のような点についてよく知って 
いる機関が、何か存在していなければならないようですね。つまりそれは、まず第一に、わたしたちが話題にし 
ているところのあの政治的目標は、わたしたちのところではいったい何であるのか、またつぎに、その目標はど 
んなふうにして達成されるべきか、さらには、そのことで立派な勧告を国家にあたえてくれたり、くれなかった 
りするのは、まず法律そのもののなかではどんな法律であり、また人間のなかでは誰であるのか、ということを 
よく知っている機関のことです。これに反して、もしある国家がそのような機関を欠くようなことがあれば、そ 
の国家は、 知性 も感覚も具えていないのだから、一つ一つの行動において、そのときどきに行きあたりばったり 
のことをなすとしても、何の不思議もないでしょう。 
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クレイニアス おっしゃるとおりです。 

7テナイからの客人 では、目下のところ、われわれの国家には、いったい、それのどの部分のなかに、ある 
いはどの制度のなかに、そういった国守りの役割を充分に果たすべき何らかの機関が、すでに設けられているの 
でしょうか。どうでしょう、何かその ような ものを、わたしたちはあげることができますか。 

クレイニアス いやいや、どうして、あなた、 はっきりと これが そうだと 名ざす ことはできませんよ。でもと 
にかく、推測してみなければならないとすれば、 まだ 夜が明けないうちに会合すべき だと あなたが さきほど 言わ 
れていた、あの会議の方へ、このいまの議論は向かって行っているようにわたしには思われますが。 

D アテナイからの客人 そうなのですよ、 クレイ ニア ス 、ほんとうに よく 理解してくださいました。さてそれで 
は、このいまの議論がわたしたちに示しているように、その会議はあらゆる点で卓越していなければならないの 
ですが、そのなかでもいちばんすぐれている点は、数多くの目標の間をあれこれとさ迷うのではなく、ただ一つ 
の目標に狙いを定めながら、いわば全部の矢を、つねにその一つの目標をめがけて放つということにあるのです。 

クレイニアス たしかに、そのとおりです。 

T テナイからの客人 では、諸国の法律制度が動揺しているのは何も不思議ではないことが、今やわたしたち 
には理解できるでしょう。それは、どの国においても、それぞれ別々の目標を目ざして立法が行なわれているか 
E らなのです。そして、これも一般に広く見られることであって、何も驚くべきことではないのですが、ある立法 
者たちにとっては、すぐれた人であろうと劣った人であろうと、それには関係なしに、ある特定の人たちが国内 
で支配権をにぎるようになることが正しいことの基準だとされているし、また他の立法者たちにとっては、誰か 
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の 奴嗦 こなろうとなるまい と、金 持になることが目標とされているし、さらにまた別の立法者たちは、いわゆる 
「自由な」生活というものへ、その情熱を傾けているのです。他方また、自分たちは自由民として暮らしながら、 
他の国々に対しては主入として君臨するという、両方の目標を目ざしながら、その二つの目標を一つに結びつけ 
て立 ft して、，る者たちもいるのです。しかし、彼らのなかで最も賢い1と自分では思っているところの——立 
法者たちは、以上あげた目標や、それらに類似した目標全部を目ざして、一つの目標だけを目ざすことはしてい 
な、のです(犯、それというのも、それら他の目標すベてがそれに従属すべき特別に価値のある目標を、彼らはま 
ったく挙げることができないからなのです。 

クレイニアス そうすると、 わたしたちがずっと前に定めておいた原則は、正しかったということになるので 

はありませんか。というのも、われわれの国の法律はすべて、つねにただ一つの目標を目ざすのでなければなら 

ぬと、そうわたしたちは言って v '' たのですから。そしてその一つの目標は、「徳」と名づけられるのが至当であ 

(3) 

るということに、わたしたちの意見は一致していたょうに思います が。 

アテナイからの客人 そのとおりです。 

クレイニアス ところで、徳には四つのものがあるとわたしたちは定めたはずです ね。 

アテナイからの客人 たしかに、そうでした。 

クレイニアス しかも、それら四つの徳全部のなかで、指導的な位置を占めるのは知性(思慮)であり、まさに 
このものを、ほかのものすベても目ざすべきであるが、とくに他の三つの徳もこれを目ざさなければならないと。 
アテナイからの客人 あなたはほんとうに見事にわたしの議論について来てくださっていますょ、クレイニア 
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ス。さあ、それでは、残りの議論にも、ついて来てください。 

船長や医者や将軍については、彼らの知性は、それぞれにふさわしい一つの目標へ向けられているのだと、わ 
たしたちは言いましたね。そこで今やわたしたちは、政治家の知性を調べてみる段階にきているわけです。では 
ひとつ、人間に尋ねるつもりで、その知性に向かってこんなふうに尋ねてみることにしましょう。「すぐれた者 
よ、君の方はいったい、どこへ目を向けているのかね。あの一つの目標がそもそも何であるかを、医者の知性は 
明確に言うことができるのに、君の方は——すべての思慮ある者たちよりもすぐれていると君は主張するだろう 
に-それを言うことはできないのかね」と。 

いや、それとも、 メギ ロスに クレィーー アス、あなた方なら明確に規定して、その一つの目標とはそもそも何で 
あると主張されるのかを、その者に代わって、わたしに言ってくださることができるでしょうか。さきほどわた 
しは、他の多くの人たちに代わって、彼らが目標にしているものをあなた方に明確にしてあげたのですが、ちょ 
うど あれと同じようにですね。 

3 1 . 630 C sqq ., 日. 60000A 〜 B 参照。すなわち、それらの箇 
所では、すぐれた立法者はすべての徳、とりわけ、諸徳の 
先頭に立つ「思慮」に着目して立法すべきである、という 
ことが 言われていた。 

4 963 A 95^はぽざと読む^写本-ビュァリにょる〇な 
お、 1.63 1 C 〜 D 参照。 


10. 694A 参照。その箇所では、キュロス統治下のペル 
シァについて、「まず、自分が自由になると共に、やがて 
は他の多くの国々の主人ともなりました」と述べられてい 
る。これに対して、「いわゆる『自由な』生活」へ情熱を傾 
けていると言われているのは、アテナィのことであろぅ。 
2 962E7I8 Sis fnsvs3 〈 oo 〉 ，00 S 2 V .... と00を插入し、その 
あとにコンマを おく (ステファヌスに ょる〇 
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クレイニアス いや、わたしどもには、とうていできませんよ。 

アテナイからの客人 では、その目標を、それ自体としても、またそれがいろいろなもののなかに現われてい 
ると ころを も、 わたしたちはいっしょ に 見る ように 努力しなければならぬ、という点についてはどうでしょう。 

クレイニアス たとえば、どんなもののなかに現われているとおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人 それは、こんな具合にです。わたしたちが徳には四つの種類があると言ったとき、それ 
らは四つなのだから、そのおのおのは一つ一つ別のものだと言わなければならぬ、ということは明らかで すね。 

クレイニアス もちろんです。 

アテナイからの客人 しかしまた、わたしたちはそれらすベてを一つの名前で呼んでいるのですね。というの 
は、勇気は徳であり、思慮も徳であり、またその他の二つも徳であると、わたしたちは言っているのですから。 
あたかも、それらのものはほんとうは多くのものではなくて、徳という、ただこの一つのものであるかのように 
ですね。 

クレイニアス たしかに、そのとおりです。 

アテナイからの客人 ところで、それら二つの徳(勇気と思慮)が相互にどの点で異なっているか、またどうし 
て二つの名前をもっているかを説明することは、——その他の徳についても同じですが——、何もむずかしいこ 
とではありません。しかし、それらの両者に、またその他のものにも、どうして徳という一つの〔共通な〕名前を 
あたえたかを説明することは、もはや容易なことではないのです。 

クレイ-アス それは どういう 意味ですか。 
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アテナイからの客人わたしの言おうとしていることを明らかにするのは、何もむずかしいことではありませ 
ん。ではひとつ、わたしたちは互いに問い手と答え手の役割に別れてみようではありませんか。 

クレイニアスそれはまた、どんなふうにしようとおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人あなたの方は、わたしにこう質問してみてください。「わたしたちは、それらを両方と 
も徳という一つの名前で呼んでいながら、今度はまた、その一方は勇気であり、他方は思慮であるというふうに、 
それらを二つのものとして語っているのは、いったい、どういうわけなのか」と。さて、その理由を、わたしの 
方であなたに言うことにしましょう。すなわち、そのうちの一方、つまり勇気は、恐怖に関係のあるもので、こ 
れは 獣で も持っているものであり、またごく 幼い 子供たちの 性格に も見られるものなのです。というのも魂は、 
道理をわきまえていなくても、生まれつきの気質によって勇気あるものになるからです。しかし他方また、道理 
をわきまえていなければ、魂が分別をそなえた思慮のあるものになることは、これまでにもけっしてなかったし、 
現在 もない し、将来 もけっしてないでしょう。それは前者とはまったく別のものなのですから。 

クレイニアスおっしやるとおりです。 

964 アテナイからの客人 さて それでは、勇気と思慮とが異なるもので あり、 二つのものであるのはどうしてであ 
るかを、あなたはわたしの言葉によってお分りになったはずです。しかし、それらが一つのもの、同じものであ 
るのはどうしてであるかという 点は、今度は あなたの 方で、 わたしに示してください。さらにまた、それらの 徳 
は 〔全部で〕 四つでありながら、どうして一つであるのかという 点 も、あなたはわたしに 話す つもりでいるのだと 
考えて ください。そしてあなたが、それらの 徳は 一つであることを示してくださったなら、そのあとで、 今度は 
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またわたしに、それらの徳が四つであるのはどうしてであるかを明らかにするように、要求してください。 

さて、 そのよう にしたあとで、何であれ、名前 も 定義も両方そなえているものについて充分な知識を持ってい 

る人とは、どういう人であるかを調べてみることにしましょう。つまりその人は、たんに名前だけを知っておれ 

ばよいのであって、定義の方は知らなくてもよいの か、 それとも、多少とも見どころのある人間が、ひじょうに 

重要でかつ立派な事柄についてさえ、名前と定義の両方ともを知らないのでは、恥ずかしいことなのか、という 
( 1 ) 

ことなのです。 

クレイニアス それはたしかに、恥ずかしいことのように思われます。 

アテナイからの客人 では、法律の制定者やそれの守護者にとっては、また、徳において万人にまさっている 

( 2 ) 

と考え、そして まさに そのことのゆえに栄誉を獲得している者にとっては、わたしたちがいま話題にしているま 

I (3) 

さにそれらのもの、つまり勇気、節制、正義、思慮よりも、もっと重要な事柄が何かほかにあるでしょうか。 
クレイニアス むろん、ないでしょう。 

アテナイからの客人 では、それらの事柄についての解説者であり、教師であり、 立法者で ある人たち、つま 
り他の市民たちの守護者である人たちが、徳と悪徳とがどんな力をもっているかを、その理解や知識を必要とし 
ている者に、あるいは罪を犯したために懲罰や打擲を必要としている者に教えて、これを充分に明らかにしてや 
ろうとす る場合に、他の市民たち よりもす ぐれていなくてよいものでしょう か。 いやそれとも、この国を訪れて 

(4) 

くる誰か詩人の方が、あるいは青年たちの教育者であると自称している者の方が、すべての徳において栄誉を獲 
5¢して、/る人よりも、すぐれて、"るように見えるというのでよいものでしょうか。もしそうだとすると、そのよ 
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うな国のなかには、徳について充分な知識をもつことによって、言行両面において充分な能力をもつ国守りは存 
在しないわけですから、国守りのいないそのような国家が、今日存在している国家の多くがこうむっているのと 
同じ目にあうとしても、それは何か驚くべきことなのでしょうか。 

クレィ ー|アス いや、おそらく、少しも驚くべきことではないでしょう。 

一二 

アテナイからの客人 では、どうでしょう。わたしたちとしては、いま述べているとおりにすべきでしょうか。 
それとも、どんなふうにしましょうか。つまり国守りたちを、徳に関しては言行両面において、他の一般大衆よ 
りも厳格な訓練を受けている者にすべきでしょうか。それとも、われわれの国家が、思慮ある人たちの頭脳と感 
覚に以た働きをするものとなるには、それ以外に他のどんな方法があるでしょうか。われわれの国のなかには、 


1名前(オノマ)と定義(ロゴス)の関係、またそれらと知識 
の関係については、 X .0095 D 〜 w おょびその箇所の注を 
參照。 

2 「徳において……栄誉を獲得している者」とは、監査官 
たちのことであろう (946 B , 951 D , 953 D , 966 D 参照)。ま 
た、その前の「法律の制定者やそれの守護者」というのは、 
ここでは護法官のことであろう(護法官はときに法律の制 
定者でもあるから)。かくて、「夜明け前の会議」の会員の 


ことがここでは意味されているわけである。 

3 VI . 77 0 C 〜 D に、立法者や護法官が目標とすべきもの 
は、「この国の国民が善き人間となり、人間たるにふさわ 
しい徳をもつよぅになることである」と言われていた。 

4 この国を来訪する詩人のことについては、 VI .0017 Asqq . 
参照。また教育者と自称している者とは、むろんソフィス 
卜のことである。 
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何かそれに似た働きをする国守りの機関がなければならぬとしたのですから。 

クレイニアスいったい、どういう意味で、そのような比較をなさるのですか。また、その類似点はどこにあ 
るとおっしゃるのですか。 

アテナイからの客人言うまでもなく、国家そのものは、〔人間の身体でいえば〕胴体にあたるものであり、国 
( 2 ) 

守りたちのなかの年若い者たちは、 —— 最も素質のよい者、精神活動全般において鋭敏な者が選ばれているので 

すが——、いわば頭のてっぺんに位置して、国家全体をぐるっと見廻しているのです。そして監視している間に 

見たり聞いたりしたことを記憶にとどめて、こうして国内の出来事すベてを年長の人たちに報告する者となって 

いるわけです。他方、この年長の人たちは、数多くの重要な問題を考える能力がとくにすぐれているがゆえに、 

知性になぞらえられているのですが、この長老たちの方は、報告されたことを審議し、またその審議の過程にお 

いては、先の年若い者たちを協力者として使っているのです。かくして、この両者は協同して、国家全体の安全 

をほんとうに保っているわけなのです。——どうでしょう、わたしたちは以上のように言うことにしますか。そ 

れとも、何かほかの手だてを工夫すべきでしょうか。まさか、すべての市民を同じ水準の者にし、高度の訓練や 

教育を受けた者はないようにすべきである、というのではないでしょうね。 

クレイニアスいや、とんでもありません、それはできないことです。 

( 4 ) 

T テナイからの客人そうすると、以前に述べた教育よりも、何かもっと高度な教育のことに話をすすめなけ 
ればなりませんね。 

クレイニアスそうでしょうね。 
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(5) 

アテナイからの客人では、わたしたちがつい今しがた触れたもの、それがまさにわたしたちの必要としてい 
る 教育なのでしょうか。 

クレイニアス きっと、そうでしよう。 

アテナイからの客人わたしたちは、こう言っていたのではありませんか。それぞれの事柄についての専門家 

として、また守護者として、最高の域に達している者は、たんに雑多なものへ目を向けることができるだけでな 

く、一なるものの認識へと向かって進み、そしてこれを認識したなら、その一なるものとの関係においてすベて 

( 6 ) 

を綜観しながら、これを正しく整えることができるのでなければならないと。 

クレイニアスええ、そのとおりです。 

アテナイからの客人では、誰が何について考察したり観察したりする場合でも、多くの似ていないものから、 
一なる形相 (イデア)へと目を 向ける ことができるということ、そのこと 以上に、 その 観察や考察をより厳密な も 

5 963 A 〜 964 D で言及された「多と一」の問題について 
の理解。 

6 精神の眼を「雑多なもの」から「一なるもの」へと向け、 
その「一なるもの」との関係において、全体を綜合的に観 
ると いうのは、『国家』 vn . 5370 で説かれた最高の学問と 
しての哲学(デイアレクテイケ ー) の方法であった。なお、 

『パイドロス』265 D 、 『ソビステス』 253 D 〜 E なども参 
照。 


1961 D 参照。 

2「夜明け前の会議」に、正規の会員が各自一人ずつ同伴 
する年若い〇二〇歳から四〇歳までの一人たちのこと。^^ 
E , 961 Aiw 参照。 

3 965 >6〇951<|:>-60〇-1:?'§5は〇71111<|3-6)〇5 - 5=5'85と読む(ステファ 
ヌスによる0 

4 とくに、 VD .001 7 wi 0022 c でとりあげられた。自由民の 
学科目としての数学(計算術)、測定術、天文学のことが念 
頭にあるのであろぅ。 
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( 1 ) 

クレイニアスたぶん、ないでしょうね。 

アテナイからの客人いや、「たぶん」ではなくて、「ほんとうに」ないのですよ、あなた、どんな人にとって 
も、そのやり方以上にもっと確実な方法というものは。 

クレイニアスあなたの言葉を信じて、それに同意することにします。では、そういうことにして、わたした 
ちの話を進めてみようではありませんか。 

アテナイからの客人そうすると、どうやら、神から授けられたわれわれの国制の守護者たちにも、まず第一 
D に、四つの德全体を通じて同一のものはいったい何であるかを、正確に見るように強制しなければならぬようで 
すね。その同一のものとは、勇気、節制、正義、および思慮のなかに一つのものとしてあるのだから 、 r 徳」と 
いう一つの名前で呼ばれるのが正しいと、わたしたちの主張しているものなのですが。そしてその同一のものを、 
ねえ、あなた方、もしよろしければ、わたしたちは今やしっかりと掴んで、放さないようにしようではありませ 
んか。わたしたちが目を向けるべきそのものはいったい何であるのか、それはほんらい、単一なものとしてある 
のか、〔部分から合成された〕全体としてあるのか、それともその両方のものであるのか、あるいは他のどんな仕 
かたであるものなのか、その点を充分に説明できるようになるまではね。それとも、そのものをわたしたちは取 
E り逃していながら、徳に関する事柄において、わたしたちは充分な者になれるだろうなんて考えているのでしょ 
うか、——その徳について、それが多くのものであるのか、ちょうど四つであるのか、あるいは一つのものとし 
てあるのか、そのことさえも言うことができないだろうとすればですよ。したがって、もしわたしたち自身の忠 
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告に従うとすれば、そういったことがこの国において実現する手だてを、わたしたちは何とかして工夫すること 

( 2 ) ( 3 ) 

になるでしょう。しかしむろん、このような問題はまったく放っておくのがよいと思われるのでしたら、放って 
おかねばなりませんが。 

クレイニアスいや、あなた、客人のあなたを守ってくださる神さまにかけて言いますが、そのような問題を 
放っておくべきだなんて、とんでもないことですよ。あなたのおっしゃっていることはまったく正しいとわたし 
どもには思われますから。だが、それにしてもいったい、ひとはどのようにしてその手だてを工夫することがで 
きるでしょうか。 

アテナイからの客人どのようにして工夫することができるかという点は、まだ問わないことにしましょう。 
その前にまず、そうすべきであるか否かという点を、わたしたち自身の間で同意し合って、確認しておこうでは 
ありませんか。 

クレイニアスいや、それはたしかにそうすべきですよ、もしも可能なことでしたらね。 

一三 

アテナイからの客人では、どうでしょうか。美や善についても、わたしたちは〔徳の場合と〕同じように考え 


1 965 ct 、 qss < oo >. と00を補ぅ(ビユアリによる〇 7 TSS と写本どおりに読む(ビュアリによる)0 
2 VO 65 E 3 O 0 KOCV は 00 KO 0 V と、 Q * AACOS 07 rrl» Trcos は Q - n 8> syfn' 3 965 E 5 6pSv は^ v と読む(バィテルによる ) 〇 
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ているのでしょうか。つまり、われわれの国守りたちは、美や善のそれぞれが、たんに「多」であることだけを 
知っているべきでしょうか。それとも、それらはどのような意味で、またどのようにして「一」であるかという 
ことをも、知っているべきでしょうか。 

クレイニアスたぶん、どのような意味で r 一」であるかということをも理解していなければならぬ、という 
のがどうやら必然のことのようですね。 

アテナイからの客人では、理解はしているけれども、それを言葉によって示すことはできない、というのは 
どうでしよう。 

クレイニアスどうしてそれでよいことがありましょう。あなたがおっしゃっているのは、奴隸の状態の よう 
なものですからね。 

アテナイからの客人では、どうでしょうか。わたしたちが真剣になるべき事柄すべてについても、同じよう 

( 1 ) 

に言うことになるでしょうか。つまり、真の意味での法律の守護者となるべき人たちは、それらの事柄の真実を 
ほんとうに知っていなければならないし、また、立派になされたこととそうでないこととを、それぞれの本質に 
即して区別しながら、そのことを言葉によって解説することができるとともに、行為においてもその区別に従う 
ことのできる者でなければならない、ということです。 

クレイニアスむろん、そうでなければなりません。 

アテナイからの客人さて、神々についてのわたしたちの理論、——それはわたしたちが真剣になって仕上げ 
( 2 ) 

たものですが——、その理論が最も美しいものの一つでないはずはありませんね。つまり、神々が存在するとい 
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うことや、神々はどれほどの大きな力を明らかに持っておられるかということ、それを人間の身で知ることが可 
能なかぎりにおいて知っているということは、美しいことでしょう。だから、よし国内の大多数の者たちに対し 
ては、彼らがたんに法律の条文に従っているだけであっても、大目に見るけれども、国守りの職につくべきはず 
の者たちに対しては、もし彼らのうちに、神々についての可能なかぎりのすべての証明を把握することに努力し 
ない者がいるとすれば、そのような者には、国守りの職につくことを許してもならないということになるわけで 
D す。ところで、この「許してはならない」ということの意味は、神的な素質の持主でない人や、神に関する事柄 
に努力したことのない者は、護法官の一員にけっして選ばれてはならぬということであり、さらにまた徳の点で 
選抜される人たちのなかにも加えられてはならぬということなのです。 

クレィニアスおっしゃるとおり、そのような事柄に関して怠惰であったり無能であったりする者は、そのよ 
うな高貴な地位から遠く離されるのが、たしかに正しいことです。 

( 3 ) 

アテナィからの客人それなら、お分りでしょうね。わたしたちが以前に述べたことのなかには、神々を信ず 

1ここで言われる「真の意味での法律の守護者」とは、護 級から支配者の階級が区別されて、後者が「完全な意味で 
法官のことを直ちに指すのではなく、彼らのなかからも、 の守護者」 (414 BV 200 D ) と呼ばれたのに対応する。そして 
また その他の人たちのなかからも選ばれた、最もすぐれた この「完全な意味での守護者」が哲学者であることは周知 
人たちによって構成される「夜明け前の会議」の会員のこ のとおりである。 

と。彼らの受けるべき教育内容からみても、彼らはほとん 2 第一〇卷のいわゆる「神学論」をさす。 

ど哲学者の集団であると言ってよいだろう。これはちょう 3 x .0093 Bsqq . 参照。 

ど、『国家』第四巻において、守護者(国守り、軍人)の階 
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ることへと導くものが二つあるのですが。 

クレイニアス それは、 どのようなことでしよう か。 

アテナイからの客人 その一つは、わたしたちが魂について述べていたことです。つまり、物体の運動変化は、 

ひとたび生じると、その物体につねに流動してやまぬあり方をあたえるものですが、そういったすべての物体よ 

( 1 ) 

りも、魂の方がより古いものであり、より神的なものであるということなのです。そしてもう一つは、星の運動 

( 2 ) 

や、「万有を秩序づけている」知性(ヌゥス)の支配下にあるかぎりのその他の諸天体の運動が、いかに規則正し 
いものであるかということです。事実、これらの諸天体を未熟な素人の眼をもってではなしに観察した者で、世 
の大衆が予想しているのとは逆の結果とならずに、無神論者となってしまった者は、人間のうちには誰ひとりい 

( 3 ) 

ないからなのです。というのも、そのような対象を、天文学やその他これと必然的に結びついている諸学問によ 
って研究する者たちは、ものごとは可能なかぎり必然によって生ずるのであって、善の実現を目ざす意志の知的 

( 4 ) 

な働きによって生ずるのではないことを観たために、無神論者になるのだというふうに世人の多くは考えている 
からですが。 

クレイニアス では、ほんとうのところは、どうなっているのですか。 

( 5 ) 

アテナイからの客人 それはいまも言いましたように、今日では、かつての研究者たちが諸天体を魂のないも 
のと考えていた頃とは、まったく反対の状況にあるのです。たしかに、その当時においても、諸天体については、 
驚嘆すべきものという感じを人びとは心のなかにいだいていました。そして諸天体について精密な研究を行なっ 
たかぎりの者たちはすべて、今日ほんとうに承認されている考え方にうすうす気づいていたのです。すなわち、 
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もしそれらの諸天体が魂のないものであって、したがって知性を欠いているのなら、あのように驚嘆すべき正確 

な計算をするはずはないだろうということに、彼らは気づいていたわけです。そして当時においても、まさにこ 

の点に関して敢えて危険を冒し、天にあるものすべてを秩序づけているのは知性であると主張した人たちもいた 

ので(打。しかしながら、その同じ人たちがまた、魂は物体よりも古いものであるという魂の本性を見誤り、魂の 

C 方が新しいものだと考えることによって、いわば何もかも全部を、もう一度ひっくりかえしてしまったのです。 

もっとも、自分たち自身の方がもっとひどくひっくりかえったのですが。というのも彼らには、眼の前にあるも 

のから判断して、天を運行しているものはすべて、石や土やその他の魂をもたない多くの物質で充たされており、 

( 7 ) 

これらの物質が宇宙の秩序全体の原因をなしているのだ、というふうに見えたからなのです。こういった考え方 
こそ、当時、そのような思想家たちに無神論者という非難や不評の数々を浴びせるようにしたものであり、そし 

48 A をも参照。 

5 966 W の「大衆が予想しているのとは逆の結果」のこと0 
つまり大衆は、天文研究は無神論者をつくると予想してい 
るわけであるが、その逆の結果になるということ。 

6 とくに、アナクサゴラスが念頭におかれていると思われ 
る。上注2および『パィドン』 97 C 参照。 

7 同じく『パイドン』 900 B sqq . に、アナクサゴラスに失望 
したことが語られている。なお、アナクサゴラスが無神論 
(不敬罪)のかどで告発されたことについては、プルタルコ 

ス 『英雄伝』「ペリ クレス」 (三 二)、 Diog . L . n . 12 参照。 


1 X . S 96 A 〜； B , S 97 A 参照。 

2 アナ クサ ゴラスの15 ' r .12( DK ) のなかに、「かつて存在し 
ょうとしたもの、かつて存在したが今はないもの、現在存 
在しているもの、将来存在するだろうもの、これらすベて 
のものをヌゥスは秩序づけた」という言葉がみられる。 

3 数学関係の学問(数論、幾何学など)のこと。 

4 事物の真の原因は「善」であって、「必然」は不可欠条 
件(補助原因)にすぎないというのがブラトンの基本的な考 
え 方で あり、 その点は『パイドン』97 C sqq . のアナ クサゴ 
ラス批判のなかで論じられている。なお、『テイマイオス』 
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^ てとくに詩人たちが、哲学者を「月に向かって吠える犬」にたとえてその悪口を言ったり、その他にもまたいろ 
( 1 } 

D いろと馬鹿げた ことを 言ったりするようにしたものなのです。しかし今日では、さっきも言いましたように' ま 
ったく反対の状況になっているのです。 

クレイニアス どんなふうになっているのですか。 

I 四 

アテナイからの客人 いま言われたその二つのことを把握しない者は、死すべき人間のうち誰ひとり、けっし 

て確固とした敬神の人にはなりえないのです。つまり、魂は、生成にあずかっているかぎりのものすベてよりも、 

はるかに古いものであり、不死のものであり、またすベての物体を支配しているということと、それに加えてさ 

( 2 ) 

E らに、さきほどから何度も言われていることですが、諸天体のなかには存在するものの指揮者である知性が宿っ 

( 3 ) 

ているということとを、把握しないかぎ りは ですね。また、そのことに必要な予備的な諸学問を も 学ばねばなら 
ないし、さらに、これらの学問と音楽(理論)との関連をも綜合的に考察して、その成果を性格形成のための制度 
968 や法律に うまく 合うように用いなければなりません。なお、理論的な説明の可能なものについては、その説明を 
あたえることのできる者とならねばなりません。これに反して、通常の市民的な徳をそなえているだけで、それ 
以上に、いま述べたような知識を身につけることができないでいる者は、おそらく、国家全体の支配者としては 
けっして充分な者ではなく、せいぜい、他の支配者たちの補助者になりうるだけでしょう。 

さて、それでは今こそ、クレイニアスにメギロス、わたしたちがこれまでに述べてきたすベての法律のほかに、 
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次のような法律をもつけ加えたものかどうか、よく見ていただかねばなりません。つまりそれは、最高の役人た 
ちから成る夜明け前の会議が、わたしたちが述べてきたかぎりの教育課程を経た上で、国の安全を守るための守 
B 護者となるように法律によつて設立される、ということなのです。それとも、どんなふうにしたらよいでしょう 

X- 〇 

力 

クレイニアス いや、すぐれたお方、その法律をつけ加えることに異論はありませんよ。もし何とかして少し 

でもそのようにする力がわたしたちにあるのでしたらね。 

アテナイからの客人 さてそれなら、そのような目標を目ざして、わたしたちはみんなで頑張る ことにしよう 

ではありませんか。そのことに関してなら、このわたしもまた、よろこんであなた方の手助けをするつもりでい 
,、 (4) 

ますから-そしてわたし以外にも、何人かのそういつた助力者を、わたしは見つけてあげられるでしょう 

—— 。というのも、わたしはその方面の事柄にはかなりの経験をつんでいますし、多年にわたつて研究もしてき 

ましたから。 

クレイニアス でも、あなた、何よりも第一には、神 さま もまたわたしたちを導いて くださる にちがいないよ 

哲学への予備学として語られていた。「夜明け前の会議」 

の会員の学科目には、以上のほかに、魂についての理論と、 
いわゆる「神学」が加えられるわけである0 
4 おそらく、アカデメイアの学徒のことが念頭にあるので 
あろう0 


1『国家』 X . 607 B 〜 C に、哲学者に対する詩人の悪口の 
例があげられている。 

2 967 D 8 t6v T£ dprl ^vov は t 6 v TEflys ^va と読む(ビュデ 
版にょる) 0 

3 数学関係の諸学問のこと。『国家』 VE . 522 E 〜53 1 C で 
も、数論、平面幾何学、立体幾何学、天文学、音楽理論が 
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io うな、そういう道にそってわたしたちは進むべきでしょう。しかし、わたしたちとしてはどうするのが正しいや 
り方になるのか、その点を今は話題にして、それを見つけ出すことにしましょう。 

アテナイからの客人 でも、いま問題になっているような事柄については、メギロスにクレイニアス 、その 会 
議が設立されな、，うちは、いまはまだその規則を定めることはできませんよ。その点については、その会議が設 
立されたときに、会員たちが自分で決定すべきであるというふうに定めておくことにしましょう。だが、それま 
でに も、 そのような事柄を正しくととのえるのには、会員たちが多くの話合いを重ねて互いに教え合うことが必 
要でしょう。 

クレイ 11 アス それは、 どういう 意味でしょうか。その今のご発言は どう 理解したらよいのでしょう。 

D アテナイからの客人 まず第一には、むろん、年齢、学習能力、性格、習慣の点で、国守りの職に適している 
者」 こちすベての名簿が作获されるべきでしょう。そのつぎには、彼らは何を学ぶべきかという点ですが、これは 
わたしたちが自分で見つけ出すのも容易ではないし、また、すでにそのことを見つけ出してい•る他の人から学ぶ 
ことも容易ではありません。なおそのほかに、それぞれの学問をどの時期に始めて、どれだけの期間内に修得す 
べきかというそういったことを、文書にして規定するのも無駄なことでしょう。なぜなら、ちょうどよい時期に 
E 学ばれるものが何であるかということは、学ぶ人それぞれの心のうちに、その学問についての知識が生まれてこ 
な、， うちは、その人自身にもはっきりと分らないでしょうから。だから、それらに関することはすべて、「語ら 
れえぬこと」と言うのは正しい言い方ではないにしても、「あらかじめ規定されえぬこと」と言うのは適切でし 
ょう。というのは、そういったことをあらかじめ規定しても、いま話題になっていることについては何の役にも 
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立たないでしょうから。 

クレイニアス では、あなた、そういう事情にあるのだとすると、わたしたちとしては、いったい、どうすベ 
きでしょうか。 

アテナイからの客人 親愛なる方たちよ、わたしたちはどうやら、諺にあるよう に、 「やってみなければ分らな 
い」 状態に あるようですね。そこで、もしもわたしたちが国制全体の運命を賭けて、いわゆる 「一か八か」 の危 
969 険を冒そうというのであれば、そのようにしなければなりません。そしてわたしとしては、今またこの議論によ 
って取り上げられることになった教育と養育に関しての、わたしの考えを述べたり説明したりすることで、あな 
た方とその危険を共にするつもりでおります。とはいえ、その危険は小さなものでもなければ、何 か 他の危険に 
比べられるようなものでもありません。だから、 クレイ ニアス、あなたには、この問題についてはとくに留意し 
ていただくようにお願いしておきます。というのも、あなたがマグネシア人の国家を、——あるいは神さまがそ 
の国を何に因んで名づけられるにせよ——、正しく建設されたなら、あなたは最高の誉れをあげられるでしょう 

2 968 E 2 TroupaCD^aTOS は ToonaCD^aTOS と読む(〇 4 写本、 
ピュアリによる〇 

3 原文は、文字 どおりに 訳すと、「骰子を投げて、三つとも 
六の目を出すか(完勝)、それとも、三つのばらばらの目が 
出るか(負けごというような意味である(当時は、骰子は 
二箇でなく、三箇使われていた)。 


1 968 C 314 ■の T s > v TOIO 0 TCOV はへ C 6 の TQ - TO 50 TOC も)何を 
さしているのか漠然としていて、異論もあるが、アテナィ 
からの客人の次の発言も考慮しながら、モローの解釈 ( P . 
513,11 .22) どおりに、「夜明け前の会議」の年少の会員が行 
なうべき高等研究の組織化の こと (つまり、どの学問をど 
の時期に、どんな順序で学ぶかというょうなこと)と理解 
しておく。 
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tB し、あるいは少なくとも、後世のどの人たちよりも勇気ある者という評判を間違いなく受けられるでしょうから。 

ところで、この神的な会議がひとたび生まれたなら、親愛なる方たちよ、国家をその手に委ねなければなりま 
せん。 そしてこのことに対しては、現代の立法者たちのうちの誰ひとり、反対する者はないと言ってよいでしょ 
う。そして、わたしたちが少し前(^1)、頭と知性を結びつけてそれらが協同している姿を描いたときには、まだ言 
葉の上でのたんなる夢として言及していたことが、今は現実に実現されて、ほんとうに存在していることになる 
C でしょう。つまり、その会議に参加する人たちが慎重に選抜されて、ふさわしい教育を受け、そして教育を受け 
た後では、国土の中央にあるアクロポリスに居住して、国の安全を守る能力の点でこれに匹敵するほどの人物を、 
わたしたちはこれまでの人生においてはまだ見たことがないような、そういう国守りに仕上げられたとしたなら 
ばです よ。 

メギロス ねえ、 クレィ ニア ス 、今までわたしたちが聞いてきたこと全部をもとにして考えてみると、わたし 
たちとしては、この国の建設は断念するか、そうでなければ、この客人を手放さないで、百方手をつくして懇願 
し、この国の建設に協力してもらうか、どちらかにしなければなりませんね。 

クレィニアス まったく、おっしやるとおりです、メギロス。わたしもそのとおりにしますから、あなたも手 
を貸してください。 

メギロス ええ、よろしいですとも。 


1 961 D , 964 D 参照0 
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A 五九の因数について (V. 7300A) 

五〇四〇といぅ数は次の五九箇の因数を持つ。 

一、二、三、四、五、六、七、八、九、一〇、一二、一四、 
一五、一六、一八、二〇、ニー、二四、二八、三〇、三五、 

三六、四〇、四二、四五、四八、五六、六〇、六三、七〇、 

七二、八〇、八四、九〇、一〇五、一ーニ、一二〇、一二六、 
一四〇、一四四、一六八、一八〇、ニー〇、二四〇、二五二、 
二八〇、三一五、三三六、三六〇、四二〇、五〇四、五六〇、 
i ハ三〇、七二〇、八四〇、一〇〇八、一二六〇、一六八〇、 

二五二〇。 

B 第六卷 一—三窣における二つのテクストの併存説 
について (VI. 751 A 〜 755 W) 

(1) ヴィラモヴィッツ•メーレンドルフは 、第六卷一窣か 
ら三草まで (VI. 751 A 〜755 W) の、新しい国の最初の役人の 
選出について述べた箇所に矛盾があり、これは新旧原稿の併 
存にょるものであるとした (herme 5, XLV, S. 398140 2) 。彼 
の結論だけを簡単に述べると、次のとおりである。現在のテ 
クストは、 751 A 〜 B2( 便宜上これを⑴とする。以下同様)の 
序論的部分につづいて、 75 1B2 〜 753 Bl(2) で、善い役人を 
選ぶことの重要性を説き、最近一緒になつたばかりで互いに 


知り合ってもいないし、教疗もない人びとが役人を問違いな 
く選ぶことは難しいと言って、市民が充分な教育をうけるま 
での暫定的措置として、クノソス人が入植者から一九人、ク 
ノソス人自身から一八人、計三七人の護法官を選ぶべきだと 
する。ついで753 B 1- 4如で、時が経ち国制の基礎が固まっ 
たら、護法官の選出は次のようにすべきであると述べ、753 
B 4 〜 D 6^ で三七人の護法官の選出方法を詳述する.。つい 
で 753 D 7 〜7541で、最近つくられたばかりの国で役人 
の選出と資格審査をどのようにしたらよいかという問題をふ 
たたび取りあげて、クノソス人が入植者から一〇〇人、自分 
たちから一〇〇人、計二〇〇人を選んで役人の選出と資格審 
査にあたらせ、この仕事が終了するとともにこの二〇〇人の 
選举管理委員会は解散する。つづいて754 D 4〜755 W 2 (5). で 
護法官の任務について語る。 

ヴィラモヴィッツは上述の (2)(3) と (4) とは同一の問題、すな 
わち、新しい国の最初の役人選出にあたってのクノソス人の 
援助について述べながら、両者のあいだに両立し難い相違が 
あること、したがってこれは新旧二つの原稿が併存している 
ために生じたのであろうと結論した。そして彼は (4) を旧原稿、 
(2)(3) をそれを書きかえた新しい原稿であると考えた。 

(2 ) モ D 丨はこのヴィラモヴィッツの見解を取りあげて、 
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その 新旧併存説は認めながら、若干の修正を行なった CHa ®5 
crals ? pp . 204-206, 238-240)。 モロ— によれば、ヴイ 
ラモ ヴィッツ説は次の二つの難点を持つ。①ヴィラ モヴィッ 
ツは⑺⑶を新稿とするが、(2)と(3)の記述には矛盾がぁり、こ 
の二つは明らかに両立し難い。つまり、(2)によれば三七人の 
護法官はクノソス人と入植者から成るが、(3)によれば三七人 
の護法官はすべて入植者のなかから選ばれる。® (3a) におい 
て時が経過し国制の基礎が固まったらと言いながら、それに 
つづく沁で最初の護法官の選出方法について述べるのはおか 
し 1 : 

以上二つの難点を解決するために、モローは(2)のみを新稿 
とし、此£を旧稿、如はおそらく新旧二つの原稿をそのまま 
取りいれた編者がつなぎの言葉としていれたものではないか 
とする。つまり、モロ—説によれば、旧稿では、まず護法官 
の選出方法を述べ北、ついでそのための選挙管理委員会につ 
いて語り W 、つづいて護法官の任務(5)に移る。新稿では、新 
しくつくられたばかりの国において善い役人を選ぶことの困 
難さのゆえに、護法官はクノソス人によって彼ら自身と入植 
者とから選ばれるべきでぁることを述べ(2)、つづいて護法官 
の任務(5)に移る。モロ—は護法官の任期は七〇歳まででぁる 
から、三七人の護法官を選ばなければならないのは第一回目 
だけで、二回目以後は欠員を補充するにとどまる。したがつ 
て(2)の護法官選出と北のそれとはともに第一回目の選挙を指 
すのでなければならず、この前提に立って(2)と沁の記事は両 
立し難いから、両者は新旧別々の原稿に属すると結論する。 


(3) これに対し ソーン ダースは、二つの原稿併存説を否定 
し、現在のテクストはそのままで一貫していると主張する 

(Alleged Double version lnr+-he Sixth Booli of Plat 0 
Laws , c. ? xx-2, pp . 230-236) o ソ—ンダ ー スによれば、 

(2) と (3 b ) とは矛盾するのではなく、 (2) は第一回目の選挙、北は 
二回目のそれについて述べていることになる。つまり、第一 
回目の護法官はクノソス人と入植者の双方から選ばれ、時が 
経って国制の基礎が固まると、あらためてもう一度入植者の 
みから三七人の新しい護法官が選出される。このように解す 
れば、 f 3 a はモローの言うように編者のつなぎの言葉ではなく、 
文字どおりの意味を持つことになる。そして (4) は第一回目の 
選挙の際の選挙管理委員会について述べたものとなる。 (4) は 
正当な順序から言えば(2)の前におかれるべきであって、それ 
が (3) のあとにくるのはおかしいが、『法律』では話題が中断 
したりあともどりしたりすることがたびたびあるから、この 
程度の順序の逆転は不可能とはいえないであろうというのが 
ソーンダースの意見である。 

C 地方保安官の数について ( VI . 760 B ) 

地方保安官の数については、「各部族ごとに、隊長五名と 
各隊長に一二名ずつ、あわせて六〇名の隊員との合計六五名 
である」とするのが、一般の解釈である。 モロー はこれに対 
し、「隊長五名と隊員一二名の計一七名である」とする(前掲 
書、 PP . 1 00 6—190)。その理由は、第一の解釈では全体で七八 
〇名になり、しかもそのうち隊長を除く七二〇名の隊员は二 


786 



『法律』補注 


五歳から三〇歳まででなければならず、これは五〇四〇とい 
う所帯数から推定される成年男子の全人口 (モローはこれを 
一万から一万二千とみる)に比して多すぎるというのである。 

いまこの両説をテクストのそれぞれの箇所にあたって検討 
してみ ると、 六五名説に適した箇所と一七名説に適した箇所 
とがある。まず六五名説に適した箇所を取りあげると、⑴ 
760 W 7 fn » KQ ' CTT - sTs>v 715 'te は「五名の隊長のそれぞれが一二 
名の隊貝を選ぶ」と読む方がょいし、( 2 )7£〇61^〇0二^ 1 <〇<- 
TCCIKQ ' CJTOCS は「各部族の六〇名の隊員たちはそれぞれ自分 
たちの地方を守る」と読むのが自然である。 

他方、一七名説に適した箇所を取りあげると、 (3) 760£3 
Ts > vss ' s£Ka は「五名の隊長が一二名の隊員を監督す る」 と 
読むべきだし、 (4) 762£9-10〇〖〇9 8' 5£§は「ーニ名の隊員が五 
名の隊長と一緒に」と読むのが自然である。とくに、 (5) 761 
E 3 T : eTQ - T 6 bv 5 S ' SSKOC TO 0 s fn » TrTaKa o 7' £Ka では、明瞭に「五名の 
隊長は部下の一二名とともに一七名で裁きを行なう」と書か 
れている。 

もし六五名説を取ろうとすれば、 (3)(4) の「一二名」を「一 
二名組」と読むほかないし、さらに (5) に至っては、「五名の 
隊長は部下の一二名組の一つとともに一七名で」と読むか、 
あるいは「一七名で」を削るしかない。だがこれはあまりに 
も無理な読み方である。他方•一七名説を取ろうとすれば、逆 
に⑴の「五名の隊長のそれぞれ」を「隊長たちの五名組のそ 
れぞれの組」と読まなければならない。また(2)については 
「六〇名の隊员たちのそれぞれ」を「六〇名の隊長たちのそ 


れぞれの五名組」と読まなければならない。これもたしかに 
不自然な読みではあるが、不可能ではあるまい。ことに TO 0 S 
ffl *5 :§VTa 「六〇名」を「六〇名の隊長」と取るのは、⑹ 762 
D OJTO c - sm »5: KOVTa の用例から類推して、その方が適当であ 
るように思われる。この⑹の「六〇名」は隊員六〇名説から 
一般に監視隊員を意味する ものと 理解されているが、これは 
「六〇名の隊長たち」を指していると理解すべきであろう。 
隊長たちはお互い同士よく監視して、違反を犯す者があれば 
直ちに告発すべきであり、これを怠る場合は若い人びとより 
も 厳しく罰せられなければならない というの がこの箇所の趣 
旨であるから。したがって逆に、この箇所を隊員六〇名説に 
対する反論の一つの根拠とすることもできよう。 

以上要するに六〇名説と一七名説とは、テクストに徴する 
かぎり、 どちらにも 若干の無理があるが、一七名説の方が、 
その無理が比較的少なくて済むという理由で、地方保安官の 
数は各部族ごとに一七名であるという解釈の方を取った。 

D 裁判制度について (VI. 7 SD) 

プラトンが『法律』で提案している裁判制度は、当時のア 
テナィの裁判のあり方に対する批判の上に立っている。当時 
の裁判では数百人という多数の、しかもまったくの素人であ 
る市民たちが、そのつど籤によって選ばれて裁判官となり、 
したがって実質的審議は到底不可能であった。裁判官は多く 
の場合、当事者たちの涙や弁^に動かされて一票を投ずるに 
過ぎず、しかもその判決は最終的なもので上告ができなかっ 
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た。このような裁判の現状に対するブラトンの批判は、『法 
律』のみならず、『ソクラテスの弁明』その他の作品にも明 
らかである。もちろんこのような制度は、アテナィ民主制の 
蜜物であって、それはそれとして多くの長所を持つものであ 
った。そしてプラトン自身、市民による裁判を否定するもの 
ではなかった。できるかぎりすべての市民が裁判に参加すベ 
きである、栽判に参加する権利にあずからない人は、自分が 
国家の一員であると考えることができない、というのが彼の 
主張であった。 

そこで彼は市民による裁判を認めながら、従来の欠陥を改 
めて、少数の専門的知識を持つ裁判官が充分に審議をつくす 
ことのできるような制度を考えた。それが『法律』における 
三段階の裁判制度である。第一段階は「村人や隣人」による 
栽判 ( VH 7 SA )、 「仲裁裁判」 ( VI . 766 D )、 「原告と被告とが 
共同で選ぶところの〔私的に〕選出された裁判官」によるもの 
(XL 956 W )、 「隣人もしくは〔私的に〕選出された裁判官」に 
よるもの (XL 915 C )、 「仲裁人もしくは隣人」によるもの ( a . 
SOD ) など種々の名称で呼ばれている。これは争われる事柄 
を最もよく知っている人びと、すなわち隣人や村人のなかか 
ら、係争者双方によって仲裁人を選んで、取を決着しようと 
するものである。そしてこの判決に満足し得ない者は第二密 
に持ちこむことができる。これは「部族民法廷」 ( s . NSW 〜 
C )、 「公共の法廷」 ( VI . 762 B , V 1.0046 B )、 「地方の住民ない 
しは部族民からなる法廷」 ( S . VO 56 C ) などと呼ばれている。 
これはそのつど籤によって部族民から選ばれる裁判官によつ 


て構成される。それが公共の法廷と呼ばれているところから 
しても、それは各部族ごとの地方法廷ではなくて、各部族民 
の代表から構成される国家的規模のものであると考えられる 
(モロ-前掲書、 PP . 2571261 )0 
第二審の判決に満足し得ない者はさらに上級の法廷に上告 
する ことが 可能である。これはただ「第三法廷」 (^.73 a ) 
と呼ばれるか、あるいは「選抜裁判官」にょる法廷 ( S.VOS 
D ) と呼ばれている。この第三審は最終決定を下す機関であ 
り、その設置は『法律』における裁判制度改革の白眉となる 
ものである。この法廷の構成、運営については VI . 7670 〜E 
こ述べられているが、各役職から最善と目される者一名ずつ 
を選んで構成されるそれは、裁判を素人の一般大衆から専門 
の知識をそなえた少数の人びとの手に移し、充分な審議をつ 
くすべしとするブラトンの意 N を充分にみたすものである。 
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『ミノス』解説 


『、、、ノス』猙説 向坂 寛 


登場人物 
ソクラテス ( Socrates ) 

無名の友人 

I 内容梗概 

トラ シュロスに ょると、当対話篇は ブラトンの 真作 ( yvflcnolsls ' Aoyol ) ということになるが、これを疑う学者も多 

い。対話者が二人だけであること、対話の手法や構成の仕方が似ていることなどから、当対話篇と『ヒッパルコス』 

を同一人物の作とし、作者はポントスのヘラクレイデス(前三九〇—三一〇年)ではあるまいかと考える学者もいる 

( usener , wickeleta 。 また、両作品は別人の手になるが、当篇の書かれた時代は、早くとも前四世紀末をさかのぼ 

らな いはずであり、作者はすでにプラトンの後期作品(『法律』『ポリティ n ス(政治家)』)を読んでいたのではない 
( 2 ) 

かと言う人もある ( J . Souilh 6)。 

これに 対して、 トラシュロスを はじめ、当対話篇が ブラトンの 真作である ことを 疑わない学者も少なくない ( Ari - 
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stophanes , wentley , Ruhken , Grote ) 。これらの真偽論については、若千後述することになろう。 

内容は、トラシュロスの副題「法について」 (3 pi v 6 liou ) からもわかるように、法?きまり、慣習)の定義である。 

対話者たる ソクラテスの 友人は、法(=きまり)はきめられたもろもろの法の集合(<§'〇5 = 4〇-§^ハ€'£<00と考える。 

これに対してソクラテスは、それでは法とはなにかに答えたことにならず、それらもろもろの法を法たらしめて 

いる法の本質 ( CC 0 T 6 s v 6 ES ) を問いただして行く。法をきめられた諸法の集合と考え、時と所によって異る法の相対 

性を主張したソクラテスの友人は、やがて前言を否定せざるをえない混乱に陥るのである。同じテーマの同種の混 

乱はクセノボンの『ソクラテスの思い出』の中のペリクレスにも見られる。若きアルキビアデスに尋ねられたペリ 

クレスは、法とは相対的諸法の集合 ( TQ-voli 一 ' S : T:SV « であると答え、結局、当対話篇の中のソクラテスの友人と同じ 
( 3 ) 

混乱と矛盾に陥るのである。これは、以前には意識されていなかった思いなし ( S 6甘)の意識化とも言うべきもので、 
ブラ トンの初期作品に おけるソクラテス 的特色である。しかし、この混乱は、じつは進歩への前提と言ってもよい 
であろう。 

ソクラテスの対話者は、時と所によって異る法は、愚かな人々にとって法と思われているに過ぎないのであって、 
真実の法は不変でなくてはならないことを認めさせられる。つまり、真に法と言えるものは、重力の法や医術の法 
のように、常に正しく、不変で ある。 それは、あるがままの事実、真理 (6 V ) の発見に基づいており、この 6 v を当 
て損なう時、時と所によって異る諸法(一^く〇^:一^ミく〇〇となる〇そしてつ不正な法しというフレーズは一種の形容矛 
盾 ( contradictioinadjecto ) であり、法ではない (317 C ) とソクラテスは言う。この 6 v の発見は、 クレ テの ミノス 王 
のような賢明な王によってとらえられた時、正しく立法されることになり、今日でもそれらが普遍性をもって用い 
られている所以であると言う。そこでソクラテスは ミノス 王を賛美してから、このような立派な立法者が人間の魂 
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を善くする手段はなんであるかと尋ね、知と合法的であることの重要性を暗示しながら、対話は未完の形で終るの 
である。 

ニミノスの伝説と解釈 

法の定義を内容とするこの対話篇は、中心素材から見ると、そのタイトルが示しているように、立派な立法者に 
して王であるミノスの業績と賛美へと集約されて行くかのようである。ところが、ミノス王自身については、当篇 
においてもそうであった ように (31 ooD ~ H )、 いくつかの異った伝説、および解釈があることを忘れてはならない。 
『ミノス』の作者は、はたしてそのいずれの立場に立っているのかということが、『ミノス』成立推定年代とから 
んで、当然問題となる。そこで、これについて多少説明する必要があろう。 

その一つは、当篇の無名の友人の言葉にもあるように (31 SD )、 ミノスを野蛮で、始末におえぬ不正な人間とする 

( 4 ) 

見方で ある。 これは悲劇作家たちの見方であり、彼らによると、クレテの王 ミ ノスはアテナイに対する残忍な圧制 
者として、九年毎に七入ずつの少年と少女を、クレテの迷宮にいる半身半牛の怪物ミノ タウロ スのために、人身御 
供として要求した というのである。 二番目に、これとは反対の立場に あるものと して、叙事詩人 ホメロス、へシオ 
ドスによる伝説が ある。 つまり、ミノスは非常に賢明な王で、彼はクレテに立派な法を立て、人々を徳へと教育し、 

( 5 ) 

自らはゼウスの友として、九年毎にイデ山の神の洞窟へ、ゼウスの教えを受けに通ったというのである。一二番目は、 
これらの相反す る 伝説の背後に、なんとか一貫した史実を見出そう とする 歴史家たちの見方がある。当然彼らは、 
半身半牛の怪物の話は、一様にこれを否定する。 ピロ n n ス(前三世紀)は、ミノ タウロスが 幽閉されていたという 
迷宮も、実は単に牢獄であって、ミノスが死んだ息子アンド B ゲノスを記念して競技を行い、勝者にアテナイから 
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の若者たちを奴隸として与えたのだと述べ(る)。アリストテレスも『ボッティアイア国家誌』(一五八力国にわたる国 
家誌の一つであるが、现存しているものは『アテナイ人の1:14制』だけである)で、アテナイからの若者たちは殺され 
ず、 クレ テで給料を賞い、年をとったとい(乂。ところで、ブルタルコスは、『英雄伝』「テセゥス」で、歴史家たち 
がミノス王について、一様に一致している点をわれわれに紹介している。それによると、ミノス王の息子アンドロ 
ゲノスが、アッティヶで待伏せにあって殺されたということ、ミノス王はそこで、アテナイを攻撃して、その国を 
荒廃させたという こと、 その結果、飢饉と疫病が猛威をふるい、河は涸渇し、神アポロンはアテナイ人に対して、 
休戦の 条件と して ミ ノスの心を鎮めるために、九年毎に七人ずつの少年と少女を貢物として送らせたということ、 
であ ( M 。 しかし、歴史家たちのこれらの共通点だけでは、ミノスは息子の^然の復簪をしたまでで、別段残酷非道 
の王ではないことになるが、またそれ以上でもない。肝心のミノス王の人物がどうであったかについては、歴史家 
たちの意見も食い違うのである。四番目に、ミノス王を、叙事詩の伝説、つまり、立派な立法者であり、偉大な王 
であったという立場を認めながら、正反対の立場に立つ悲劇作家の伝説を調停させている折衷説がある。たとえば、 
ディオドロス(前一世紀)によると、ミノスの息子リュカストスはイデと結婚し、ミノス n をもうけ、このミノス n 
がアテナイに対し、残忍な行為を行ったのであって、ミノス王ではないというのである。折衷説のもう一つは 、 a 
篇の阼者のように (32 QE )、 ミノスがアテナイを攻撃して悲劇作家を敵に回したために、彼はあらぬ誹謗を彼らに 
よって受けることになったというのである。 

ところで、 スイ エによると、この最後の、すなわち『ミノス』の作者の伝説の解釈とその手法は、前一世紀のデ 
ィオドロスより むしろ、前三世紀の ピロコロスやアリストテレスの 手法と解釈に近いと推測している。 

三 『ミノス』の 真偽 論と 成立推定年代 
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この対話篇は、対話の運び方、論理性に一種のぎこちなさがあることは事実である。しかし、同時にここには、 
諸徳の定義に迫る ソクラテスの 問題提起と同じ位に重要な問題が含まれていること も 事実である。その意味で、 ラ 
ム ( w . R . M . Lamb ) は プラトンの 初期作品の偽作ではないかと考え、ベック ( M . Boeckh ) は、 プラトンと 同時代入 
シモン ( Simon ) の作ではないかと言う。 

まず ここで、 『ミノス』 を プラトンの 偽作とは断定しないが、疑わしい作品 (dialogue suspect ) と考えるスイエが、 
偽作と考える諸家に対して行っている批判を紹介し、その後で、真作と断定するグ n — 卜が、偽作とするベックに 
対して行った批判を举げることにする。 

スイェの批判はまず、『ヒッパル n ス』と『ミノス』両対話篇が、同一人の手になり、作者はポントスのへラクレ 
イデス(前四世紀)ではあるまいかとする考え ( usener , wickels - c .) に対してなされる。たしかに両作品を通じて、 
語呂合わせ、 fi 韻法 (V O-MS Tp-voulc g ' Eva §li ^ TS, etc . M.SS 314 A ; ^ ls>sv : . .Q- - o ! sv, etc . i ? 一. ppzrd-s 225 A ) を 
はじめ、対話の始め方、対話の手法、そして歴史的 H ピソードから作品のタイトルをとっていることなど、両作品 
が同一人の乎になることを十分うかがわせるものがある。しかし、スイェは、これらのことだけで、両作品が同一 
人の手になったと考えることは危険だという。というのも、クセノボンの『ソクラテスの思い出』の中の正義の対 
話(第四卷(二))や、『ディッソイ . D ゴイ(両論)』、またプラトンの『正しさについて』などを読めば、この時代の対 
話篇は、ある一定のきまりきった型を踏襲して構成されていることに気づくであろう。作家たちは雄弁家の学校で、 
すでに準備されたテ— マを、 同じょうな表現形式で書いているので、『ヒッパル コス』 との類似性にのみ限定するこ 
とはできないと言う。次に彼は『ミノス』とストア学派との連関を主張する学者たち(たとえば pavlu ) に対して反 
論する。彼らは、 『ミ ノス』の法、それは賢者の仕事であるが、それを定義することは、ストア派のテ ー マ(「賢者の 
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みが王で ある」 T : 6 VOVT 6 vqo - e - o - vTPaqlAQ 1 ) の再現の感があり、さらに、『ミノス』に示されているような、現実の諸 
法の多様性と相対性は、ストア派が好んで取り上げたもので、たとえば クリュ シッボスは、これらの多様性を列挙 
してハる、と言う。したがって彼らは 『ミ ノス』の中にストア学派の傾向を見出すことができると言うのである。 
これに対して、スイエは、賢者(哲人)が王であるとする考えは、ストア学派よりむしろプラトンの思想にずっと近 
いわけで、 クレ テの王はプラトンの『国家』の哲人王の タイプであり、 『法律』(日. 690 B ) では知が支配者の メルク 
マール だとしている。そして、法の多様性や相対性についても、なにもストア学派にまで時代を下ることはなく、 

そ1 以前 すでにへ ロドトスに おいても、また ソフイストたちも、ノモス (法、きまり)とピユ シス (自然) の 対立の中 
で、好んでこれを問題にしている。すなわち、『デイ ッソイ •ロゴイ』の著者は次のように言う、「もしもある人が 
皆に命じて、各人が悪いと思うもの (= きまり)を集めてひと塊にさせ、今度はその塊の中から善いと思うもの(卩き 
まり) をと り 出させたら、なに一つ残らないで、皆がその塊のそれぞれを分配することになろう」と。 

したがってスイエによると、『ミノス』とストア学派との類似性を主張することは不充分であり、とは言え、『ミ 
ノス』をプラトンの作品とするには内容的に問題があると言う。たとえば、法というものは、不変の真理、実在の 
発見 ( ^opeqls Too 6 VTOS, 315 A )1 あるとしながらも、それが真実の思いなし(〇-ざ0^0?6^,3141:)であると考えるの 
が、果してブラトンと言えるで r ろうかと言う。プラトンは、『国家』 ( V . 473 D 〜 E ) においても、『ポリティコス 
(政治家)』 (301 W ) や『法律』(日. 690 W ) においても、知者が支配すべきだと断言しているが、その「知」は学問(エ 
ピステーメ ー) であり、思いなし(ドクサ)をもって支配する人ではないことを明確に区別し、主張しているのである。 
また、ブラトンは、立法は「知」をもつ人の仕事であるとしながらも、同時にそれは人間的な作業でもあり、その 
意味で、政治的人間としての制約があることを決して忘れてはいない。したがって、『ミノス』の作家のように、絶 
対不変の法以外は法ではないとする単純化とは異り、追求さるべき理念への不断の修正と努力が、プラトンの他の 
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作品の中に漲っていると言う。 

このブラトンの思想の複雑性を、『、、、ノス』の単純化の精神はとらえていないとスイエは言うのである。 

結論として彼は、ビユザンテイオンのアリストパネス ( Aristophanes ) が『ミノス』をブラトンの真作としていた 
わけであるので、前三世紀前に書かれていたことは事実だとする。しかも、プラトンの後期作品を読んでいたと思 
われること、またミノスの伝説批判がアリストテレス的であることから、前四世紀末をさかのぼらない期間に、つ 
まり、前四世紀末から前三世紀末までの間に小ソクラテス学派か、アヵデメイア学派に属する誰かによって書かれ 
たものではないかと推測する。しかし、これはどこまでも推測の域を出ず、プラトンの真作ではないと断定するこ 
とは危険であると述べている。 

さて次に、『ミノス』を偽作であると主張するベックに対して真作であるとするグロート ( PGrote ) の反論を紹 
介してみよう。 

ベックが、ブラトンの真作からこの作品を除外する理由として、第一にそれがブラトンの他の作品に似ていない 
こと ( dissimilitudo ) 、第二にそれが他の作品にあまりに似ていること (nimia sindlitudo ) を挙げている。 

第一の似ていない点として、⑴二流の無名の対話者 ( secundarisscollocutor ) の 登場、 ( 21 甘美な魅力 (dulcissimae 
veneres ) の欠如、 (3) 非論理的混同した推理、⑷非ブラトン的語句の使用、 などを 挙げている。 これに 対してグロ — 
卜は、⑴についてベックの比較の基準は、ある特定のブラトンの作品で、全作品を網羅していないと言う。 たとえ 
ば『ソ ビス テス』 や 『ポリティ n ス (政治家)』などは二流の対話者の登場ばかりか、主役ですら無名の ヱ レアの外 
人であり、『法律』も無名の外人 CAeTlvaTOW ' svos ) である。それゆえ、無名の対話者の登場から、ブラトンの作品で 
はないとするのは根拠がないとする。⑵の甘美な魅力の欠如については、 もし そのようなことが-3-えるなら、『パ 


795 



ルメーー デス』『ソビステス』『ポリティコス(政治家)』『法律.』『ティマイオス』『.タリティアス』■などのどこに甘美 
な魅力があるのだろうか。つまり、甘美な魅力のあるなしがプラトンを作者とする必須条件 (sinequanon) ではな 
い。 (31 確かに非論理的混同が認められるとしても、それで偽作の条件とするに当らないと言う。たとえば、正に法 
なるもの PC- T 65 vo-uo 5 ) と現実の諸法の集合 (T p- §? >/~to-T:eva) との混同は、ブラトンの諸対話篇の間には確かにあると 
言える。『クリトン』では『ミノス』と違って、法を現実の諸法の集合として論じている。つまりプラトンみずか 
ら法を時には現実の諸法として、また時には法そのものとして混同して用いている。しかし『ミノス』に関しては、 
法を一貫して「正に法なるもの」として論じており、混同はないと言う。むしろ物理的法と刑罰などをともなう現 
実の法との混同を冒していることはグ □— 卜も認めている。しかし、それゆえに偽作とするなら、同様の理由で 
『エゥテュデモス』『メノン』『ラケス』『カルミデス』『リュシス』などを疑わしき作品としたアストに、自分も同 
調しなければならないであろうと言う。また、この種の一貫性のない推論をとりあげるなら、プラトンのどの作品 
についても指摘できるとする。たとえば『パィドン』における魂の不死論の論証の非論理的ごまかしから、パ ナィ テ 
ィオス (panaitios) と共に『パイドン』はブラトンの作品ではないとしなければならない。対話篇における推論の善 
し悪しと、それがプラトンの手によるものかどうかは別問題であるのに、不幸にしてプラトン学者はよく、前者に 
よって後者を決定することがあると彼は非難する。⑷についてはベックは、たとえば、 T J-vp-s PSTTE o'v Q- yprlv Too 
qe'T=aTOS(31 oo All 2) など非プラトン的語句とする。これに対してグ Bt 卜は、この種の語句が、もし真作とされて 
いる作品の中にあれば——そしてそれはよくあることだが——いとも簡単にテクストの誤りとしたであろうに、 
『ミノス』では不当に非プラトン的語句として強調されるのはおかしいという。 

第二のあまりに似ていること (nimia similitudo ) については、ベックは真作とされている対話篇のうちのいくつ 
かから、拙劣に模倣され た 『ミ ノス』の 部分を例証する。しかし、 グロ ー トはむしろ、それこそ正に ブラトンの 真 
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作であることの反証であるとする。 M ( imitatio ) という名の下にベックは自分の主張に都合よく解釈しているが、 
模倣という言葉は、証明されるべき問題が、それによってはじめて解明される前提を含んでいる。つまり、書いた 
本人が違っているという前提である。そうでない限り、ブラトンの諸対話篇相互間の模倣はむしろ当然のことであ 
るというのである。 

グロートの主張では、ブラトンは、法の本質という重大な問題を、未完の、簡略化されたやり方で、『ミノス』で 
提示したが、その後、別の作品(『法律』)で、もっと現実的な形で詳細に説明し、発展させたのではないか、それゆ 

ぁら ( 18 ) 

え、粗けずりの『ミノス』は、彼の死後まで公表されなかったと言うのである。ビユザンティオンの アリス トパネ 
スは 、『法律』 『ミノス』 『エ ピノミス (法律 後篇)』をプラトンの三部作と し、 『ミノス』を 『法律』 と『エピノミス』 
の中間に位置づけている。 

しかし、 シユライエルマッハー ( schleiermacher )、 シユタルバウム ( stallbaum ) なども ベックと 同じに、 ブラト 
ンの真作のリストから除外しており、『ミ ノス』 の真偽論は今後も続くものと思われる。いずれにせよ、当対話篇に 
おける法の本質を求める ソクラテス 的問題提起の重要性は否定できないものであり、 その 意味でも、 ソクラテス 哲 
学解明の一つの足がかりになるであろう。 

f 1 ) \Jlyle-aev,<lo 1 ,t~iagct>und AMJSatzco , ^ . 95 'E.ccl lck.e 1 J Mirl Dialoeapus de-iAJcaderiue d の s Arkesups, 一 ft -A-i chlv JU-iG の SGh. dev 
pso 5 s. 461 . 

(2 ) J. Souilh 4 ，- pzas- n, sser 6 co comp^^ OQ , XIII, 2® partie, (Les Belles Leures) p. 8 cn . 

(3) Xenophon,oommeTl^aru, IV, 2 . 

(4 ) PliUarclius, Fiaae Theseus XV ; J. Souillie,&WZ., p. 77 • 

(5 ) 1 iomerus, 0 身 . XIX, 178 -179, XI, 568 ; plutar&usv&g:.,Hhesells XVI. 

(6 ) Plutarclius, i 6 E: . 
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7} Ibid. 

( 8 ) J 6 S:., Theses XV. 

9 ) Diodorus,fes 0 ^ 6 r,IV, 60 , V, 78 • 

( 10 ) "w. R. M. Lamb, pgrs-, (The Loeb Classical Lib.) p. 386 • 

、 11 ) M.^oedkh, comment, in Platonis quo vulgo fertur Minonem eiusdemque libros priores de legibus. 

( 12 ) c. Untersuchungen Uber Plato,CP. 90195 . 

( 13 ) J. Souilh 6 vs., p. 83 . 

( 14 ) H. v§ Arnim,co^s- 02 m Fa'esm Fr 袭 m§ ミ， 111 , 332. 

( 15 ) J. Souilh 6 ,<s>.&§:., p.00 3 • 

( 16 ) Diels, -FmameTls'R.er For 5 o や m^.rr, 11 , 〔 83 V2-18. 

( 17 ) M. Boeckh,c*.&s:. 

( 18 ) p G3te, Plato and the other Companions of Socrates, 111 . 

( 19 ) Diogenes Laertius, 111 , 62. (The Loecrclassical Lib.) 

主な使用文献 

G. Stallbaum, prs-Tli.? osm omrw〆 IX,l,Qothae,1841. 

Ast, prs-ns-opes, IX, tl;psae, 1827 • 

J. Souilh 6 , pza§, com^^r 65 , X 111 , 2® j>artie, 1962 . 

"W. R. M. Lamb, prs-, (The Loeb Classical Lib.) ， 1964 . 

G. Grote, Plato and the other Companions of Socrates, 一一一 ,! uondon,loo75. 
c. R.itter,t/? 一 ^ ^prs-, Stuttgart, 1888 . 


798 



M. 'EoecK, comment, in Platonis quo vulgo fertur Jkw,onem (x> lusdemque li cr ros priores de leaibus,'H.sdo.e , 一 ooQr 
p. shorey,^/^ pzas-ms:, (The Universitv of Chicago press)， 1933 . 

Dlogenew La fD ruus, I (Th CD LO fD b classlcalLib.)， l vo 50 . 

岡田正三訳『ミーノース』(プラト ー ン全集第五巻)全国書房、昭和四六年 




『法律』解説 


『法律』解説 加来彰俊 


登場人物 

アテナイからの客人 この無名のアテナイ人は誰であろうか。その人は、他の二人の対話人物と同様、老人であり (1.635 

> n . 657 D ,65 SD , IV . 715 E など参照)、広く海外を旅行して各地の風俗習慣に詳しく ( I . 639 D 〜 E )、 とくに法律や国制に 

ついては、自国アテナイのものだけでなく、スパルタやクレテをはじめ、その他の国々のものについても専門的な知識をも 
ち、 しかもその方面のことについては数多くの経験をつむとともに、多年にわたって 研究 もしてきた人物 ( XE . 9600 B ) として 
描かれている。 

ブラトンは、 彼が 知っていて、われわれが知らないところの、誰かそのような学識経験に富む一人のアテナイ人を本篇の 
登場人物 にして、その人の意見を紹介しているのだろうか。あるいは、もっと身近な、アヵデメイアの一員を名前を伏せて 
登場 させているのだろうか。それとも、 端的に 言って、この無名のアテナイ人は、ブラトンその人の代弁者とみなすべきだ 
ろうか。むろん、真実のことは知るべくもない が、 ほとんどすべての 研究者が 一致して認めているように、このアテナイ 人 
の述べる意見は、ブラトン自身のものであったと考えて間違いないであろう。たしかに、 他の 多くの 対話 篇においては、 登 
場人物が われわれとプラトンとの間に介在して、どこまでがほんとうにブラトン自身の考えであるかをはかりかねる 場合が 
少なくないけれども、この 対話 篇においては、ブラトンとの間のそのような距離感をわれわれはほとんど感じなくてすむか 
らである。 
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ただ、この『法律』も対話篇という一種の劇形式で書かれている以上、プラトンは自分を実名で登場させるわけにはいか 
ず、この無名のアテナイ人という仮面をつけることになるのであるが、それはそれでまた、匿名の利点をも生かしているよ 
うに見える。すなわちそれは、一方では彼に、国制と法律について自由で大胆な提案をすることを可能にさせるとともに、 
他方ではまた、その提案にはなお試案的な要素も含まれていることを示すための工夫でもあったと考えられるからである。 

なお、この『法律』は、それの補遺である『エピノミス(法律後篇)』を除けば、ブラトンの対話篇のなかで、ソクラテス 
が登場人物として現われていない唯一の作品であるが、——アリストテレスは、『法律』の国制を論評したところで、それを 
『国家』の国制に対する批評の直後においたために、誤って、『法律』の議論もソクラテスのものであるかのように言って 
、，るけれども(『政治学』第二卷 (126311))—— 、ブラトンとしては、『法律』の舞台をクレテにおいた点からも、またその 
議論の内容からしても、ここでソクラテスを登場させることはできなかったであろう。 

クレイ II アス (cleinias) クレテ島のクノソスの市民。本篇以外には彼のことを知る材料はないが、彼自身の語るところに 
よると (I.642D 〜 643A )、 いわゆる七賢人の一人とされている神秘的な人物エピメニデスは、彼の祖先にあたり、エピメ 
ニデスがペルシア戦争の一〇年前に、神の予言にもとづいてアテナイに赴き、当時疫病の流行に苦しんでいたアテナイの町 
を神の命じた犠牲によって払い浄めたり、またペルシアの来寇についても、彼らはなすところなく撤退するだろうと予言し 
たりして、アテナイに大きく貢献して以来、彼の先祖の者たちは代々アテナイの国と友好関係を結び、彼自身もまたアテナ 
イにはたいへん好意を寄せている者とされている。 

また、本篇第三巻末 (702C) に言われているところでは、彼は祖国クノソスの政府の依頼によって、クレテの地に新しく 
建設される予定の植民都市(マグネシアの国)のために、法律制定の仕事を託された一〇人委員会の代表者ということになっ 
ている。 

本篇の第四卷以後の内容は、そのような立場にあるクレイニアスのために、彼が将来その国を建設するときの参考になる 
ようにという意図で、アテナイからの客人が「言葉の上で」国家をつくり、その国の法律制度をととのえてみせるという体 
裁となっているから、とくに第四卷以後においては、このクレイニアスが主として対話相手をつとめている。 
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メギロス ( Megillos ) ラケ ダイモン(スパルタ)の人。この人物についても、本篇のなかで彼自身が述べていること以外に 
は、 まったく 知られない。彼の語るところでは ( I . SNWJD ) 、彼の家柄は、スパルタにおいてアテナイの権益を代表した 
り、 また アテナイから来る使節その他の人の世話をしたりする「代理領事」(ブロクセノス)の役割をつとめており、そのた 
めに彼は、子供の頃から、アテナイを第二の祖国のょうに考えて育ち、アテナイ人の優秀性には心から敬服している人間と 
して描かれている。 

彼は、三人の登場人物のなかでは最年長者であるが ( IV . 712 C )、 ——なお、アテナイからの客人が最年少者ということに 
なって いる ( X .0092 D ~ E ) ——、本篇での彼の役割は、いわば端役であって、スパルタの制度が話題になるときには対話相 
手となるけれども、その他の場合は、ときたま言葉をはさむだけである。 

なお、 本篇も 一応は 「対話篇」という 形式になっている けれども、 実質的には、この無名のアテナイ人の一方的な話に終 
始し、他の二人は、たんに相槌を打つだけの聞き役にすぎない。そしてとくに、第五卷以後において、モデル国家のために 
法律や制度をととのえる段になると、その合の手もなくな り、対話 形式は完全に失われて、アテナイからの客人がひとりで 
長い説明を行なっているだけのところも少なくない。 

また、本篇の登場人物として、対話相手になぜクレテ人とスパルタ人とが選ばれたか、そしてアテナイからの客人が主役 
となって議論をリードしている意味は何か、というような点については、本篇の執筆意図とも関連のある問題なので、のち 
にまた取りあげることにする。 


I 全篇の梗概 

ブラ トンの晩年最後の大作『法律』は、 クレテ 島を舞台にしている。先に述べた三人の人物が、かつて栄えた ク 
レテ文明の古い 都クノソスで 落ち合い、真夏 ( 夏至 ) の日の朝早く(日. S 3 C )、 その町を出発して、ィデ山麓にある 
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ゼゥスの^一—? K が t で生 S ったと伝—れる洞窟— —詣するために歩き出す。長い道程で—から、 
「きょうは道すがら、国制と 法律について話したり聞いた t て時を過ご—」 ( I .62 SA - B ) とアテナィからの客 
入は 提案す る、 という想定になっている。以下、われわれはまず、本篇の内容全体を、巻を追って順次に、大筋た 
けごく簡単に紹介しておこう。 

〔以下に述べることは、 「内容 目次」 で 代えること もで きた わけだけれども、「内容目次」はできるだけ簡単にして、項目を 
並べるにとどめた ので、その 間に 多少のつながりをつけて、筋を通してみる ことを 試みたものである。〕 

第 I 巻では、アテナィからの客人は、仲間の二人が、クレテとスパルタという、ともにギリシアでも評判の高い 
国制のもとで育った人だからという理由で、彼ら二人の国の法律や制度を話題にとりあげる。そしてまず、彼らの 
国の法律に規定されている共同食事や体育などの制度に著目し、それらの制度はすべて、戦争における勝利を目標 
にしたものであることを指摘する。しかしながら、国と国との場合だけでなく、村と村、家と家、個人と個人、あ 
るいは個人の内部 S 係 s 場合でも、一方が他方に打ち勝って相手を滅ぼす二とよりも、相手と和解することで両 
者が互いに友霞係になり、平和が保たれる方がよりよハニとであるから、したがって立法者としては、擎にお 
ける勝利よりも、友愛と平和を最善と考えて、その目的のためにこそ立法すべきではないか、というふうにアテナ 
ィからの客人は説く。 

また、 スパルタの 一詩人は、外敵との戦いにおける勇者を賛美しているけれども、しかし戦争には、外敵との戦 
、よりも もっと恐ろしい内乱があり、そしてこの内乱£いて震できる人間は、勇気だけでなく、徳の全部を兼 
ねそなえた者でなければならないから、もしもクレテやスパルタの法律が、言われているとおりに神から授けられ 
たものだと すれば、それらの法律は、徳の一部である勇気、しかも徳のなかでは第四番目の、最低の地位にある勇 
気 i こナを目 ざしているはずはなく、徳の全体が目標にされているはずだということが注意され る。 そして、思慮 
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(知性)を第一位とした、立法の目的である諸徳の序列と、その他にも考慮されるべき善の順位のことが語られる。 

つぎに、議論はもう一度元にもどり、スパルタやクレテでは、勇気を養う手段として、先にあげた共同食事や体 
育などの制度が設けられているわけだけれども、しかし勇気は、恐怖や苦痛に対する戦いであるばかりではなく、 
欲望や快楽に対する戦いでもあるはずだが、両国とも、ただ快楽を避けることを命じているだけであって、積極的 
に欲望や快楽のなかに身をさらして、それによって精神を鍛えること、つまり節制の徳を養う制度には不足してい 
ることが指摘される。たとえば、スパルタでは飲酒を禁止することによって、人びとがその快楽に溺れないように 
防いでいるけれども、果たして飲酒を禁止することは正しいかどうか。むしろ、酩酊の人間におよぼす作用をよく 
観察し、酒宴の正しいあり方を工夫して、酒宴がもたらす教育的効果を考えてみるべきではないか——といったよ 
うな方向へ議論は進み、第一巻の一〇章から 第二 巻の終りまでは、法律や国制という当面の主題からそれて、そう 
いった酒の酔いのことから教育のこと、さらには音楽論へと話は移って行く。この脇道にそれた議論のなかには、 

快苦の感情を正しくしつけて、憎むべきものを憎み、愛すべきものを愛するようにするのが教育であるという、い 
わゆる感情教育論や、音楽や文芸の評価の基準は、愉しさ(快楽)であるか、正しさ(正確性、真実性)であるか、そ 
れとも有用(有益)性であるかといったような問題、さらには、老人たちから成る r ディオーーュソス歌舞団」を設け 
て若者たちに歌舞の範を示させるべきであるということな ど、 いろいろと重要な問題が論じられている けれども、 
いまは主題を追うことにして、この部分の内容は省略することにする。 

さて、 第三 巻に入ると、アテナイからの客人は、国制をその起源に溯って考察し、それの推移についての一種の 
歴史的な概観を試みる。すなわちまず、大洪水直後に山地に生き残った牧人たちが、一家一族ごとに分散して、国 
家も法律もなく、ただ家父長の支配のもとに慣習的な锭に従って暮らしていた時代が、第一の時期である。つぎに、 
彼らが山麓に降りてきて、大きな集団 (ポリス) をつくり、農耕生活を営むことになると、各部族ごとにあった慣習 
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の代わりに、集団全体に共通の法律を制定する必要が起こり、この時期に初めて立法者が現われるとともに、また 
その国制も、先の家父長制に代わって、新たに貴族制ないしは王制(君主制)という形態をとることになると言われ 
る。つづいて、人びとがさらに低地へ降りてきて、平野のなかの河に近い丘の上に国を建設する時期になると、国 
制も種々多様な形態をとることになるが、 トロイ アをはじめ各地の多くの国家は、この第三の段階のものとされる。 
そして、この トロイ ア を一〇年にわたって攻略した アヵイア 人たちは、帰国後、内紛のために一部は追放されたの 
であるが、彼らは ドリア 入と名前を変えて帰還し、 ラケダイ モンの地に定住して、 ドリア 人の三国、スパルタと ア 
ルゴスと メッセネの 三国を建設するが、これによって国制の歴史は第四の時期を迎えたとされる。 

そして実は、このドリア人の建国の話に移ったことによって、スパルタの国制、およびそれと「兄弟の法律」を 
もつクレテの国制についての検討という、第一巻前半の主題に戻ることになるのである。そしてそれ以後の議論に 
おいては、ドリア人の三国が建国当初は、各国とも王と民衆との間には共通な法律が制定され、相互にもまた友好 
同盟の条約を結び、そのうえ強力な軍団をもち、土地の分配その他の点でもたいへんめぐまれた状況にあったにも 
かかわらず、スパルタを除く他の二国は間もなく滅亡し、スパルター国のみが存続したのは、どういう理由による 
のかが探究される。それは、空論によるのではなく、歴史の事実にもとづいて、何が王国を滅したのか、したがっ 
て、立派な国制はどうあるべきかを考察するためなのである。さて、その考察の結論は、簡単にいえば、こういう 
ことである。すなわち、他の二国の滅亡の原因は、支配者の無知のためであり、つまり王が権力におぼれて適度を 
守らず、法律に従わなかったからであり、これに対して、スパルタの場合には、幸運にも王家に双生児が生まれ、 
王権は二分されて互いに1し合ったために、またその後には、「神のごとき」立法者が現われて長老会の制度を設 
けたり、つづいては、監督官が選ばれたりしたことで王権が制約されたために、王の権力は適度を保つことになっ 
たのであるが、それがその国制を存続させた秘密であるとされる。かくて、このスパルタの国制についての歴史的 
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考察から、いわゆる「権力の分立と均衡」にもとづいた、支配権力の適度な混合こそ、国制の原則でなければなら 
ぬこと、したがってまた立法者としては、支配者は思慮をもち、被支配者たちは自由を享受し、そして両者の間は 
友愛によって結ばれることを、立法の目標にしなければならぬということが語られるのである。 

なお、それにつづいて、アテナイからの客人は、ペルシア王朝の盛衰とアテナイの民主制の推移をも考察し、上 
述の歴史の教訓をさらに確認しようとする。すなわち、ペルシアについては、キュ n ス王の時代には、王には思慮 
があり、国民の間には自由と友愛とがあったけれども、次の王は教育が悪かったために思慮を欠き、次第に過度の 
専制に走って、国民は隸属状態におちいり、友愛も公共心も失われて、王権そのものも亡びてしまったこと、その 
後、ダレイオスがもう|度ペルシアを復興したけれども、その次の王はまた同じように専制に走って不運な最後を 
とげたことが述べられる。他方、アテナイについては、ペルシア戦争当時は、人びとは慎みの心をもち、彼らの自 
由は法律を主人として、それに服従する自由であったのに、やがて音楽についての法律が守られなくなったことか 
ら端を発して、その自由は次第に、法律も支配者も、両親も年長者も無視する身勝手な自由となり、過度の自由が 
生ずることになった経過が語られる。かくして、以上の考察にもとづいて、ペルシアの過度の専制(君主制)でもな 
く、アテナイの過度の自由(民主制)でもなく、その両者の適度な混合こそ、望ましい囯制の姿であることが示され 
ているのである。 

ところで、このようにして望ましい国制の原則が明らかにされ、また立法者の目ざすべき目標は、思慮と自由と 
友愛の三つであることが確認されたところで、——第一巻以来のこれまでのすべての議論は、まさに以上のことを 
明らかにするためであったと言われているのであるが——、第三巻の末尾において、 クレイ ニア スの 立場が初めて 
明かされることになる。つまり彼は、 クノソス 政府の依頼により、 クレ テの地に再建されようとしている新植民都 
市の建設の世話と、その国のために法律を制定する仕事とを、他の九人の者とともに委嘱されていることを打ち明 
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けるのである。そこで以下、第四卷以後においては、アテナイからの客人は、その 新植民 国建設の参考になるよう 
にという意図で、そのための一つのモデルとして、これまでの考察をもとにしながら、「言葉の上で」国家をつくり、 
その制度をととのえ、法律を制定することになるわけである。 

さて、第四巻からは、いよいよモデル国家の建設にとりかかるわけであるが、アテナイからの客人はまず、クレ 
イニアス に対して、新しく建設される国家——のちに「マグネシアの国」と呼ばれる—の位置、地理的条件、資 
源、および入植者たちのことについて訊ね、また立法の仕事に伴う偶然(運)の要素にもふれたあとで、つぎに、こ 
の新しい国家の国制をどのようにすべきかという話題へ移る。そしてその点については、スパルタの国制もクノソ 
スの国制も、単純に王制とか貴族制とか民主制とかいう一つの名称で呼ぶのが困難であるように、この国の国制も、 
そういった従来一般の国制であってはならないとするのである。というのは、上述のような国制はどれも、国民の 
一部分を主人として、その支配に隸属しながら、支配権をもつその主人の名前にちなんで名づけられているにすぎ 
ないからである。そこで、この国がもし立派に治められるべきだとすれば、平和で幸福な時代であったと物語に伝 
えられているような、あのクロノスの時代の統治、つまり、人間によってでは なく、 神々により近いダイモーンた 
ちによって支配されていた時代の生活を模倣しなければならないとして、そのためには、神的な「知性の行なう規 
制」を「法律」と名づけて、この法律に服しながら、国家も家もととのえるのでなければならないと、アテナイか 
らの客人は説くのである。つまり、一言でいえば、この国は「法律の支配」している国でなければならないとされ 
るのである。もっとも世間には、法律とは、その時の支配者(強者)の利益をはかるものだという間違った考えをも 
つ者もいるけれども、しかし真の法律は、「国家全体の公共のためを目的にしたもの」でなくてはならず、かりにも 
し法聿が、一部の人のために定められているようなら、そのような法律を定める者は国家の市民ではなくて、党派 
の人 53- e あろうと言われている。そこでまた、この国家では、法律に最もよく服従する者が支配者になるべきであ 
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るし、そしてその支配者は r 法律の下僕」と呼ばれるのがふさわしいとされるのである。 

さて、以上のことが確認されたあとで、そのつぎには、この国に入植する人たちはすでにこの土地に到着して、 
現にこの場所にいるものと想定して、植民者たちに対する呼びかけが行なわれることになる。ところで、この呼び 
かけは、のちに制定されるはずの法律全体に対して、その「序文」にあたるものであるから、アテナィからの客人 
はここで、法律には「序文」が必要であることを次のように説明している。すなわち立法者は、たんに法律の本文 
だけを定めて、強制したり処罰したりするのでは充分でなく、立法される相手側の者が心から進んで従うように、 
法律には、その「序文」としての勧告や説得の言葉をもつけ加えねばならぬと言うのである。そしてそのようにし 
て、説得と強制とを併用する二重のやり方をするほうが、たんなる強制だけの単純なやり方をするよりもまさつて 
いることを、自由民の医者の処方と奴隸の医者のそれとに比較したり、また結婚に関する法律の見本を示したりす 
ることで例証している。かくして、これから制定されることになる個々の法律に対しても、多くの場合に、そのよ 
うな 「序文」がつけ加えられることになるのである。 

さて、先ほどの入植者たちへの呼びかけは、神々を尊崇してこれに従う者になること、また両親を敬うことなど 
の市民生活の原則を説くものであるが、これは 第五 巻の六章までつづくことになる。つまり第五巻では、まず、神々 
につづいて魂が尊敬されるべきこと、および魂の正しい尊敬の仕かたのことが語られ、ついで、身体や財産の尊重 
の仕かたのことから、親族、友人、同胞、外国人に対する態度のことにまで話は及ぶ。さらに、個人としての正しい 
あり方にかかわる道徳の問題にも触れ、有徳の生活が快適な生活でもあることを論じて、この「序文」は終つている。 

ところで、序文のつぎには、法律そのものの制定にはいるはずであるが、その前にもう少し、新国家の建設が具 
体的に進められていなければならないから、第五巻の残りでは、その点が語られることになる。すなわちまず、入 
植者の数、つまり新国家の市民(戸主ないしは家族)の数は五〇四〇とされる(この数は、一から一〇までのすベて 
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の数で割り切れるし、一を含めれば五九箇の因数をもつ便利な数として選ばれている。なお、家族、奴隸、在留外 
人も合わせれば、この国家の規模は、ギリシアの都市国家としては、中程度のものになるであろう)。そしてこの 
五〇四〇の市民に、分配地と家とが公平に分けあたえられる(この分配地と家とは、国土の中央の都市に近いとこ 
ろにあるものと、国境に近いところにあるものとの二つがある)。もっとも、最善の国制という見地からいえば、 
妻子も土地財産もすベて共有にするのが望ましいことではあるが、「熟慮と経験とをつめば、国家の建設というも 
のは最善というわけにはゆかず、次善にならざるをえないことが分るだろう」 ( V . 739 A ) という認識に立って、土 
地と家は各市民に分配され、私有が認められるのである。しかし、できるだけ最善の制度に近いものにするために、 
この分配地は、個人や一族に属するものというよりは、本来は国家公共体に属するもの、神に捧げられた聖なるも 
のとして、その売買や譲渡は禁止される。また、この五〇四〇という分配地の数をつねに不変に保つために、相続 
の規定とか、刑罰によっても没収されてはならないとかいうような規定が、のちにいろいろと工夫されることにな 
るわけである。ただしかし、土地と家以外の財産については、すべての市民がまったくの平等というわけではなく、 
ソロンの制度にみられたように、市民はその財産額に応じて、第一、第二、第三、第四の四階級に分類されること 
になっている。つまり、分配地の評価額を下限(貧困の限界)として、それを尺度に、それの二倍、三倍、四倍の財 
産を持つ者ということで、それぞれの財産階級に所属させられるのである。そしてこの区分は、——むろん固定的 
なものではないが —— 、役人を選んだり役人に選ばれたりするときの資格とか、国家からの分配金の配分とか、税 
金や罰金の額の査定などの基準として用いられるのである。なお、市民には、一定の控除額を除いて、全財産を申 
告させ、分配地の評価額の四倍を越える財産は、国家と神とに捧げられることになっているし、また、分配地以外 
の財産はすべて公簿に記録されて、役人の管理下におかれている。そしてそのほかにも、国内通貨だけの所有を認 
めて、金銀の所有を禁止するとか、あるいは結婚の持参金や利貸し行為を禁止するなどの規定もあり、それに、市 
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民は商業や手工業には従事できない建て前になっているから、この国の市民には多くの財を蓄える途はほとんどな 
いわけである。このような規定は、むろん、できるだけ市民の財産の平等化をはかり、内乱や分裂の原因になる貧 
富の両極端を防ぐための方策であるが、しかし根本的には、貧乏と富とが人間の性格におよぼす道徳的な悪影響を 
考えてのことである。財産への配慮は、魂、身体についで最後のことにしなければならないという、先に述べられ 
た法の序文の趣旨もそこにあったわけである。なお、笫五卷の終りには、国土の分割のことも付け加えられている。 
つまり、国土の中央には都市を設けて、これを一二の区に分けるとともに、都市以外の残りの国土(地方)も均等に 
一二の部分に分けられる。また住民も一二の部分に分けられて、一二の部族を構成することになっているが、これ 
らの区分は今後、行政上の諸目的にいろいろと利用されることになるわけである。 

さて、以上で一応、新国家の下図は描かれたものとして、次の 第六 巻からいよいよ、制度および法律の制定にと 
りかかることになる。第六巻の前半は、この国に設けられるべき各種の官職と、役人の選出方法、およびその職務 
内容の説明である。すなわち、この国の官職のなかで最も特色のあるものであり、また行政上の最高の役人でもあ 
る護法官をはじめ、将軍その他の軍事関係の役人、政務審議会とその執行部、宗教関係の諸役人、地方、都市、市 
場それぞれの保安官、音楽および体育を管理する役人、そして教育監について、その人数、選出の仕かた、任期、 
職務内容のことが詳細に述べられており、またそれにつづいて、裁判制度のこともここで取り上げられている。つ 
まり、私事に関する訴訟については三審制が採用され、三種類の法廷——隣人法廷、部族民法廷、第三(最高)法廷 
—— が設置されており、特に最後の第三法廷はこの国独自のものであるから、その裁判官(選抜裁判官)の選出方法 
のことが詳しく述べられている(なお、国事に関する事件の裁判についても三審制が採用されているように思われ 
るが、その点の記述は明確ではない)。 

以上で、官職の制定と役人の任命のことは一応終ったものとされて、第六巻の後半から法律の制定の話に移る。 
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ただし、その箇所でもなお、新しい国に設けられるべき各種の建物のことだとか、奴隸の扱い方のことなどについ 
ても論じられているが、主として述べられているのは、結婚に関する事柄についての諸規定である。けだし、結婚 
が社会生活の始まりであると考えられたからであろう。そして結婚から出産、育児へと話題は広がり、第七巻では、 
子供の養育と教育に関しての広汎な諸規則や勧告が述べられることになる。つまり、いわゆる胎教のことから始ま 
って、三歳までの幼児の性格づ くりの こと、三歳から六歳までの子供の遊戯を通しての11^けのこと、六歳以後は男女 
を別々にして武術の稽古を始めることなどが語られる。つづいて、学習は、身体のための体育と精神のための音楽 
(学芸)とに分けられるから、その両者についての説明がなされ、そしてこの巻では特に音楽(歌と踊り)についての 
諸規則が定められる。さらに、教育権は国家にあり、国家が教育を管理すべきであるという立場に立って、教育施 
設のことや教育の義務、男女平等の教育、また学科内容としての読み書き、竪琴、算数、天文学についての、学習 
期間や学習程度のことなどが詳しく説明されている。 

第八巻の初めでは、前巻で規定し残された体育訓練に関することが取り扱われるが、ここで注目されるのは、各 
種の体育競技は、戦いに備えて、実戦に役立つもの、実戦を模倣したものでなければならぬとされている点である。 
つづいて、話題は一転して、愛と性の問題が取り上げられ、不自然な同性愛を禁じ、一夫一婦制を守るべきことが 
強調される。そして第八巻の残り三分の一では、もう一度話題は変わって、経済生活全般に関する諸規則が述べら 
れる。この国は農業国であるから、それらの規則は農業関係法と名づけられてもょいものであるが、その内容は雑 
多である。つまり、農地の境界石のことから始まって、他人の耕作地への侵入などにょって隣人にあたえる損害の 
こと、また、果実の収穫、耕作用水、収穫物の搬入に関すること、さらには、農産物の配分方法や住宅の配置のこ 
と、そして市場での商品の売買のことなどについての諸規則が詳細に定められている。なお、ここで注意すべきこ 
とは、市民は土地所有者であるけれども、公共の仕事と国土の防衛に専念し、農耕は主として奴隸にあたら せ、 ま 


812 


『法律』解説 


た商業や手工業には、一人一業を原則として、在留外人だけがたずさわることになっている点である。 

第九巻の内容は、各種の犯罪と刑罰についての諸規定である。たしかに、この国においては、立派な政治が行な 
われて、徳を実行するのによい条件はすべて備わっているはずであるから、そのようなことについて立法するのは 
ある意味では恥ずかしいことだけれども、しかし人間の本性の弱さを考えれば、それもやむをえないし、それにこ 
の国には市民のほかに、奴隸や外国人もいることだから、その必要はあるとされるのである。 

そこでまず、神殿荒しの犯罪から始めて、国制転覆罪、反逆(売国)罪という国家公共体に対する重大犯罪につい 
ての罰則と、そのような事件についての裁判の進め方のことが語られる。そしてついでに、盗みについての罰則も 
簡単にすませようとしたところで、対話相手から異論が出されたために、しばらくまた本論からはずれて、立法の 
仕かたについての反省や、犯罪や刑罰の本質についての考察がなされることになる。すなわち、「正しいこと」はす 
ベて「美しいこと(立派なことごであるはずなのに、刑罰は、これを与える側からみれば、正しいことであ.るが、 
受ける側からいえば、恥ずかしいこと、見苦しいことである。それなら、刑罰における「正しいこと」と「立派な 
こと」との関係はどう考えるべきだろうか、というのが一つの問題である。また、「ひとはみずから進んで悪事を 
行なうことはない」という命題が正しいのであれば、故意による犯罪はないということになるが、しかし一般には、 
犯罪は故意によるものと、そうでないものとの二種類に分けられて、それによって刑罰の軽重が定められている。 
では、この点は、いったい、どう考えたらよいのか、ということも問題になる。さて、前者に対しては、大衆の理 
解の不充分さが指摘されているだけであるが、後者に対しては、犯罪には二種類のものがあるけれども、それを単 
純に故意によるものと、そうでないものとで区別するのではなく、損害行為と不正行為とによって区別することが 
提案されている。つまり、不正行為のほうは、その人の悪しき性格にもとづいてなされる損害行為であって、それ 
は単なる損害行為からは区別されるべきだというのである。したがって、損害行為に対しては、その損害を賠償さ 
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せるだけでよいが、不正行為に対しては、あたえた損害を賠償させた上に、二度と再びそのような行為をしないよ 
うに、教育や処罰によってその人の性格を治療匡正するようにしなければならないと言われる。つまり刑罰は、匡 
正治療の手段であるという、教育刑的な考えがとられているわけである(ただし、治療不可能な者に対しては、国家 
から悪人を取り除くためにも、また他人に対する見せしめとするためにも、死刑が科せられることになっている)。 
ところで、そういった不正行為の原因ないし動機は何であるかといえば、それは第一には激情や恐怖であり、第二 
には快楽や欲望であり、第三には無知であるとされる。ただし、この無知は、「単純なもの」と「二重になっている 
もの」とに分けられ、後者はさらに、「弱い力を伴うもの」と「力と強さが伴うもの」とに分けられて、全部で三 
種類に区別されるから、不正行為の動機は全部で五種類あるとされている。 

さて、そういった考察ののちに、議論はもう一度本題にもどり、第九巻の残りでは、殺人罪、傷害罪、および暴 
行罪について、それらの諸事例を列挙し、それぞれに対する罰則が詳細に定められている。 

つぎの 第一〇 巻は、不敬罪が主題である。しかし、それに関する法律は、終りの二章に簡単に述べられているだけ 
で、それまでの第一〇巻のほとんど全部は、その法律のための「序文」となっている。そしてこの「序文」は、本篇 
のなかに含まれる他のどの「序文」よりも長く、また勧告や説論の形をとらずに問答法による論証形式となってい 
る点が注目される。なお、この「序文」は、プラトンの「神学論」とも言われ、また「自然神学(哲学的神学ごの 
歴史上最初のものともされて、本篇のなかでも最もよく読まれ、広く知られている部分である。その内容は、神々 
についての三つの誤った考え、すなわち、神々は存在しないという考えと、神々は存在するとしても、人間のこと 
には無関心で気づかってはくれないという考え、および、神々は存在するし、かつ人間のことを配慮してくれると 
しても、犠牲や祈願によって容易に買収されうるという考え、この三つの考えを反駁することにある。 

ところで、特に若者たちが神々に対して暴慢な振舞いをするのは、神々についてのそういった間違った考えが原 
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因なのであるが、しかしそのような考えは、実はその背後に、自然や偶然を技術(人為)よりも優先させる、「現代の 
知者たち」のいわゆる唯物論的自然観があって、それに毒されて生じたものであることが注意され る。 そこで、ま 
ず、そういった知者たちの無神論的な自然学説の大要を紹介したあとで、これを反駁するとい う 仕かたで神々の存 
在は証明され る ことになるのであるが、その証明の要点は、簡単にいえば、こういう ことで ある。すなわちまず、 
運動変化の種類を数えあげた上で、それらのなかでは自分で自分を動かす運動が第一のものであり、その也のすべ 
ての運動変化の始源であること、ところで、この自分で自分を動かす運動とは魂のことであるから、とくに諸天体 
の規則正しい運動は、知性をそなえた最善の魂の働きによるものであること、したがって、そういった最善の魂を 
神とみなすべきなら、神々は存在するのだということである。ついでまた、神々は人間のことに配慮しているとい 
うことも、さらに、神々は買収されうるようなものではないということ も、 順次に証明されているのだが、その 勺 
容は本文にゆずることにして、ここでは触れない ことにする。 

残りの 第 I I 巻と 第 I 二 巻は、いわば「材料が寄せ集められている」段階で、各種の法律が雑然と未整理のままに 
並べられている。全篇のなかでもこの二巻はとくに、プラトンが仕上げをしないで未定稿のままに残した部分であ 
るように思われる。まず第 I 一巻では、最初に、各人の財産の尊重ということに関連して、埋蔵財貨 や 拾得 勿 こつ 
いての規定があり、また財産の一種である奴隸の扱い方や解放奴隸の義務のことが語られる。さらに、商人の守る 
べき商道徳に関することとか、職人の契約履行義務のこととかが述べられたあとで、そのつぎには、遺言、相続、 
孤児の後見、息子の勘当、離婚と再婚、両親の遺棄などについての親族法に相当するものがあり、最後には、まっ 
たくの雑則というよりほかないものが列記されている。そして第ーニ巻の大半も、その雑則のつづきであるが、し 
かしそのなかで注目すべきものは、護法官と並んでこの国の最も重要な役人である監査官の選出と、その職務内容 
についての規定である。こ Q 国の役人は、また裁判官も、任期終了後に、執務監査を受け f とになって いるが、 
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その執務監査を行なうのが、この監査官の職務だからである。「この役目は、国制が安全に保たれるか解体してし 
まうかに決定的な役割を果たす」ものとされ、「彼らがその職責を非のうちどころのない正義によって果たすなら、 
国家と国土の全体は栄えて幸福になる」と言われている。したがって彼らは、全市民のなかから、すべての徳にお 
いて * もす ぐれた者が選ばれ、生きている間は、国家全体から最高の栄誉を授けられるし、死んだ場合には、特別 
の葬儀を受けることになっている。なお、そのほかにも、国外視察員のこととか、裁判の三審制についての具体的 

な説明とか、注意すべきものは若千あるけれども、法律制定の仕事は、-それは最初、結婚に関する規定から始 

まったのであるが——、最後は、ひとが死んだ場合の葬儀に関する規定で終ることになる。ただしかし、「どんな 
場合においても、何かを成しとげたとか、手に入れたとか、確立したとかいうことで、ものごとはすべて終りにな 
るのではなく、わたしたちが生み出したものに、それがいつまでも完全な形で保全されるような方策を見つけ出し 
てやった ときに、 なされるべきことはすべてなされたの だと 考えるべきなのです」 (960 W ) と言われて、これまでに 
確立され制定された国制と法律の保全策が、第ーニ巻の終りで問題にされる。そしてその保全策として提案される 
のが、有名な「夜明け前の会議」の設立である。 

この会議のことについては、すでに第一〇卷のなかで、その会員たち は、 不敬罪で「矯正所」に収監されている者 
たちに妾見して説論し、その者たちの精神的更生をはかる役目をもっていることが言われていたし、また国外視察 
員たちに関する規定のなかでも、彼らが帰国したときに、法律の制定や教育に関することで海外からえた情報を報 
告すべき機関として、その会議の構成と議題とについては説明されていた。つまりその会議は、監査官全員と、護 
法官たちのうちで、そのときの最年長者一0名と、さらに、護法官のなかから選出された教育監—在職中の者も 
任期を终えた者も——とで構成されており、そしてこれらの会員はめいめい、三〇歳から四〇歳までの年齢の者で、 
自分が適当と M い、かつその会議の構成員全員によっても承認された若い人を一人伴って出席することになってい 
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たのである。またその会議は、每日、夜明け前から太陽の昇るまでの最も暇な時間に開かれ、自国の法律に関する 
ことや、またそれに関連する重要な問題で国外で耳にしたこと、ならびに法律の考察に有益な学問のことについて 
話し合われることになっていた。そしていまこの箇所では、その会議が、国家のいわば頭脳にあたる位置を占めて、 
若い会員たちは鋭敏な目と耳の役割を、年長の会員たちの方は知性の役割を果たしながら、それら知性と感覚との 
協同によって、国家全体の安全を保つべきものとされているのである。そしてそのためには、会員全本が、 とり わ 
け若い会員たちが高度な教育を受けて、彼らが立法の目標である徳については、多のなかに一なる形相を見ること 
ができるとともに、神々の存在、魂の本性、諸天体を支配している知性などのことについても確固たる認識をもっ 
て、「真の意味での法律の守護者」となることが要請されているのである。そしてそのような認識をもつためには、 
それに必要な予備学問も学ばねばならないのであるが、1これらの学問は、『国家』において哲学の予備学問と 
されたものと同じ数学的諸学科のことが考えられているのだが、正確な カリキュラムの ことは、その会議設立後に 
会員自身が決めることとして、ここでは省略されている——、ともかく、その会議の会員たちが、そういった教育 
を受けた上で、哲学的知識にもとづきながら、真の国守りとなるように法律によって定め、国家をその人たちの手 
にゆだねることが提案されて、本篇は終っているのである。 

二本篇の特色、執筆意図と執筆年代 

以上、本篇の内容を巻を追ってひととおり見てきたのであるが、話題は広汎多岐にわたっており、その全貌はこ 
のような簡単な要約ではとうてい尽せるものではない。ただ、後から振り返ってみれば、本篇は全体としては 一つ 
のはっきりした構想のもとに書かれていることが分るだろう。つまり、「言葉(ロゴス)の上で」 クレ テの地に新し 
L 植民都市を建設し、その国制を定めて、もろもろの制度をととのえるとともに、それに必要な各種の法律を具本 
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的に对定することが、本篇全体の趣旨であったと言ってよいであろう。とは言っても、そのことは実際には、本篇 
の第四卷以後においてなされている二とであり、それまでの 最初 S 巻は、 そう二た本論に対するいわば序論に 
あたる部分であると考えられる。そしてその 部分では、新しい国家を建設するに あたって、 どういう国 制がよいか、 
また立法の目標はどこにおくべきか、といったような原則的な事柄について、それを主として、当時立派な国制と 
して評判のよかったクレテとスパルタの国制の批判的な考察を通して、さらには、ペルシァやァテナィの過去の経 
験からも学ぶことによって、明らかにすることを意図したものであったとみることができるだろう。 

ところで、「言葉の上で国家をつくる」ということは、プラトンのもう一つの大作『国家』においても試みられて 
いたことである ( H .369 C 参照)。ただ、『国家』の場合には、その目的は、正義とは何か、正しい人は果たしてほん 
とうに 幸福で あるのかどうか、という問題を直接の考察対象としながら、そのことをいきなり個人の場合につ I て 
考えるにはいろいろと困難な点があるから、まず、正しい国家、最善の国家を言葉の上でつくってみて、そのいわ 
ば「大文字」のなかにおいて、正義のもつ意味を明らかにしようとするものであった。したがって、『国家』にお 
、ては、国をつくる目的がそのようなことに限られている以上、最善の国制はどうあるべきかという原則論を述べ 
るにとどまり、その国の具体的な制度や法律のことにはほとんど言及されずに、ただもっぱらその国の守護者、支 
配者になるべき者の教育のことが論じられているだけであった。そしてそ®教育—立派に行なわれるなら、それ 
K 上3¢々したことは立法するまでもないとして省略されていたのである(『国家』第四卷三—五阜参照)それゆ 
えにまた、そのいわゆる「理想国」は、文字どおりにユートビアであって、 「この 地上にはどこにも存在しない 国」 
であり、「それはおそらく理想的な範型として、天上に捧げられて存在するだろう」(向. S 2 A ~ W ) と言われている 
のである。いや実は、『国家』の場合には、「その国が現にどこかにあるかどうか、あるいは将来存在するだろうか 
どう A ということは、どちらでもよいこと」 (592 W ) なのであって、その国を模範として、「これを見ようと 望む者、 


818 



『法律』解説 


そしてこれを見ながら自分自身の内に国家を建設しようと望む者のために」 (592 B )、 つまり、 r 自己の内なる国制」 

(591 E ) を最善な ものにしよう とする者のために、その国家はつくられたのだと言うことができるだろう。 

しかし、これに対して、『法律』の場合には、同じく言葉の上でつくられる国家といっても、それはクレテ島内の 

一定の地域に建設されることになっている。その地域は、地図の上でいえば、クレテ島中央の南部、現在のメッサ 

ラ平野の西の端、ヒエロボタモス河の流域にそったゴルテュンとパイストスとの中間地帯にあたるところと推定さ 
1') 

れている。そしてそこは、海岸には良港があるけれども、海からは八〇スタディオン(約一五キロ)ばかり奥に入っ 
たところであり、森林、山地、平野の入り混じった地形をもち、たいていの物資は自給自足できるけれども、造船 
材には乏しい土地というふうに説明されている ( IV . 704 B ~ 705 C )。 ま.た、その土地にはかつてマグネシアという 
名前の古い 国が あったが、——小アジアのマイアンデル河流域にあったマグネシアの国は、このクレテのマグネシ 
アを母国として、そこからの植民者によって建設されたと伝えられているのだが I 、今は住民は移動して、無人 
の地になっており、その古い都市の跡に、新しいマグネシアの国家は再建されるのだという想定になっているので 
ある。このように、『法律』の場合には、その国家の建設予定地の地理的、歴史的 背景が 明確に示されているのであ 
るが、その上、すでに述べたように、この国への入植者は主として クレ テの諸都市からの、一部はペロポネソス地 
方からの人たちから成ること、またその入植者の世帯数は五◦四〇であり、彼らは均等な分配地を割り当てられる 
ことな ど、 国家の構成に関する こと も具体的に定められているのである。さらにまた、そのような前提に立って、 
各種の官職の制度をはじめとして、市民の家庭生活に関する規定や、経済活動についての規則、また種々の犯罪に 
対する罰則の制定など、その国の法律制度全般についての詳細な説明があたえられているのである。つまり要する 
に、同じく言論によって国家をつくるのであっても、このように具体的、現実的であることが、『国家』と比べてみ 
た場合の『法律』の大きな特色であると言えるわけである。 
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しかしそのことは、『法律』においては、最善の国制という理想がまったく放棄されているとか、哲学の支配と 
いう考えは舎て去られているとかいうことを意味するものではない。『国家』 ( V .473 C ~ D ) において、その「理想 
国」を実現するための必要最小限の変革として提案されているところの、いわゆる「哲人王」の思想は、『法律』 
( IV . 709 E ~711 A ) のなかにも認められるものであり、そこでは、すぐれた立法者が、素質に恵まれた節度のある 
僭主にめぐり会うときにこそ、「最善の国家への変化は、最も容易に、また最も速やかに行なわれる」というふうに 
言われている。しかも、そこで言われている「恵まれた素質」の僭主とは、「若く、生まれつき記憶力に富み、聡明 
で、勇気があり、度量の大きい」人のことだとされていて、これは、『国家』 ( S .益7 >) において、哲学者のもつベ 
きすぐれた素質として語られていたものとほぼ同じものなのである。また、『国家』(日. 416 D ~ 417 B , IV . 423 E ~ 
424 A ) において守護者階級のために定められた、妻子、財産の共有という、いわゆる「共産主義」の制度は、『法 
律』 ( V . 739 C ~ D ) においても、それこそが国家を一つに結合させるものとして、「最善の国制、最善の法律」であ 
ることが認められている。ただしかし、『法律』においては、先に述べたように、「熟慮と経験とをつめば、国家の 
建設と いうものは最善というわけにはゆかず、次善にならざるをえないということが分るでしょう」(<1. 29 A ) と 
いう認識に立って、最善の国制を手本にしながら、できるだけこれに近い「次善の国制」の実現が目ざされている 
のである ( vn . oo 07 w~c 参照)。つまり、いま述べた例でいえば、妻子が私有されるのはもちろんのこととして、土 
地と 家とは市民に平等に分配されて私有を認められるけれども、しかしそれらは、個人や一族に属するものである 
よりは、本来は祖国と神に属するものであり、国家全体の共有物とみなされているし ( V . 740 A , IX . 00 77 D , XI . 923 
A ~ w ) 、また、哲学の支配という考え方は根本的には変わらないけれども、人間の本性の弱さを考慮に入れて、 
人間の支配の代わりに、法律の支配が説かれているのである。しかしこの点については、またあとで述べることに 
して、とにかく、この『法律』では、前 四 世紀のギリシアの現状のなかで、実際に実現可能な植民都市の モデルを、 
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言葉の上で具体的にかつ詳細に建設することが目的になっているのである。 

では、なぜプラトンは、その生涯の最後において、哲学の仕事からは一見遠くかけ離れていると見えるような、 
かくも労苦の多い仕事にとり組んだのであろうか。いったい、何の必要があって、そのような植民都市のモデルを 
つくってみせたのだろうか。 

われわれはまず、当時のブラトンがおかれていた立場を考えてみなければならない。彼が主宰していたアヵデメ 

イアの学園は、もともと政治と哲学の一致という彼の理想にもとづいて創設された以上、それはたんに純粋な学術 

研究のための学園であっただけではなく、同時にまた、立法者や政治家を養成するための場所でもあった。そして 

その目的のために、この学園では、諸国の法律制度の研究も盛んに行なわれていたようである。事実、この面でも 

アヵデメイアの名声は高く、ギリシアの各地から、アヵデメイアの学徒で立法者、政治の助言者として招かれた者 

( 2 ) 

が数多くあったことが後代の記録に残されている。そしてブラトン自身さえ、あるときにはキュレネの人たちから 

立法のために招聘されたし、またあるときには、当時、テバイによって建設された新植民都市、アルヵディアのメ 

( 3 ) 

ガロポリスの ために法律起草の仕事を依頼され たということが 伝えられている。ブラトン自身は、その招請をどち 

らの 場合も断ったけれども、 アヵデメイアの 学徒に対しては、彼らが現実に そのような 立場に置かれたときに役立 

つようにと、彼らのために植民都市建設のための一つのモデルをつくってみせる必要があると、ブラトンは考えた 

( 4 ) 

のではないかと察せられるのである。 

しかしながら、『法律』の執筆目的をただそういった こと だけに限るのは、充分な理解ではないだろう。われわ 
れはさらに、当時のプラトンの政治的関心についても考えてみなければならない。「第七書簡」のなかのプラトン 
の自叙伝と言われる有名な一節のなかには、「……わたしは、初めのうちこそ国家公共の仕事をなすことに対する 
非常な熱意に充たされていたのですが、その方(法律習俗)へ目を向け、それの変転きわまりない有様を見て、つい 
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には目まいを感じるにいたりました。それでわたしは、直接それらのことだけでなく、広く国制全体についても、 
いったいどうすれば改善されるだろうかと、考察することはやめなかったけれども、しかし実際に公的活動を行な 
うことの方はつねに好機を待つことにして、これを控えたのでした」 (325 E ~326 A ) と記されている。つまりブラ 
トンは、若い頃から政治への志を持ちながらも、現実政治の実態に失望して、それに直接たずさわることを断念せ 
ざるをえなかったのであるが、しかしそれ以後も彼は、法律や国制の改善については、つねに考えつづけていたの 
である。ところが、彼が六〇歳になったときに、一つの「好機」が到来して (327 E ~3200 C )、 シケリアの現実政治 
に関与せざるをえなくなった。そこで彼は、多年考えつづけてきた国制と法律についての改善策を、シュラクサイ 
の国家のために提言したのである。その内容の詳細は知る由もないが、『書簡集』を通してわれわれが知るかぎり 
では、シュ ラク サイの僭主制を立憲王制に変えて法の支配を確立することと、ヵルタゴ人にょって荒らされたシケ 
リア島内のギリシア人諸都市に再植民してこれを再建し、ギリシア人が一致団結してヵルタゴ勢にあたることとが、 
彼の勧告した政策の眼目をなすものであったょうに思われる(『書簡集』日.315 D , w . 332 E ~3 33 A 参照)。 

しかしながら、とくに『法律』との関係でいえば、われわれはさらに次の事実に注目しなければならない。その 
一つは、ディオニュシオスニ世に宛てて書かれた「第三書簡」のなかに述べられていることである。すなわちブラ 
トンは、前三六七年にディオニュシオスニ世に招かれてシュラクサイに赴いたときに、彼が政治上の問題でその僭 
主と共同して事を行なったのは、初めの時期だけであり、それもごく些細な事柄についてだけであったと言われて 
いるのだが、そのほかに、「法律の序文のことでいささかの努力をした」 (316 A ) ということが記されているからで 
ある。ところで、法律には「序文」をつけ加える必要があるというのは、『法律』の第四卷終りに述べられているブ 

ラトンの独創的な考えの一つであるから、-ンュラクサイで書かれた「序文」が、『法律』のなかにあるものと同 

じであるかどうかはともかくとして-、少なくともそういった考えを、フラトンはシユ ラク サイにおいて多少と 
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も実行に移そうとしたのではないかと想像されるわけである。 

しかしながら、『法律』との内容的なつながりの点で最も注目さるべきものは、「第八書簡」である。この書簡は、 
「第七書簡」に対するいわば追伸の形で、亡くなったディオンの身内とその同志の者に宛てて、前三五二年に書か 
れたものと推定されているが、そのなかでプラトンがシケリアの当面の事態に対して勧告していることのなかには、 
『法律』のなかに述べられていることと符合するものが多いからである。すなわち、プラトンはまず、従来と同じ 
く、僭主制を立憲王制に変えるべきだという原則論から勧告を始めているのであるが、その転換が必要であり、ま 
た可能でもあることを示すために、彼はリュクルゴスの故事を引き合いに出して、次のように説明している。つま 
り、アルゴスやメッセネでは、王が専横になり僭主のごとく振舞ったために、自分も国も滅したことをリュクルゴ 
スは見て、そこで彼自身の国スパルタにおいては、王の権力を抑制するために長老会などの制度を設けたこと、そ 
して彼のそのような立法の結果、スパルタでは法が人間の上に君臨して王となり、人間が法を勝手に左右する僭主 
にはならなかったことが、その国制を多年にわたって存続させたのだという意味のことを述べているのである。と 
ころで、この内容はまさに、『法律』の第三巻において、アテナイからの客人がドリア人三国の国制の変化について 
行なった歴史的省察の簡単な要約にほかならないと言ってよいであろう。 

また、ブラトンがつぎに述べている勧告——支配(隸属)も自由も適度であるのが善であり、両方とも過度に陥っ 
てはならないという戒めも、同じく『法律』の第三巻で語られている、ペルシアとアテナイの歴史の教訓に対応し 
ているとみることができるだろう。 

さらに、以上の一般的な勧告につづいて、プラトンがディオンの言葉に託しながら、——もしディオンが生きて 
いたなら、言ったにちがいない ことと して——、提言している具体的な勧告や政策のなかにも、『法律』の内容に 
重なるものが含まれている。すなわち、そこでは、金儲けや蓄財に心を向けるな という 法律、つまり、精神(魂)の 


823 



よさを第一にして、これを尊重し、それについでは身体のよさを第二位におき、そして財産は身体や精神に奉仕す 
るものであるから、これの尊重は第三位(最下位)におくようにという内容の法律が、何よりもまず制定されるべき 
だと 言われているのだが、これは『法律』のなかでは、法律全体の「序文」にあたるものとして、入植者たちへの 
呼びかけのなかで言われているものであり ( V . 726 A~ 729 C )、 また立法の目標は徳であるということに関連して 
再111語られていることでもある ( I . 631W~D,«661A~C ，日 . 697 B ~ c )。 

なお、その書簡の最後には、現状での採るべき政策として、国民に責任を負う三人の王を立てることが提案され、 
そのための手順として、長老たちを招いて、王の権限その他について法律と国制を定めることを委嘱するよう にと 
いう ことが言われているのであるが、そのなかには、「護法官」や「選抜裁判官」 という 新しい官職の制定とか、 
また両者合同の法廷の設置とかいう提案がなされていて、この点でも『法律』の内容と一致することが知られるで 
あろう。 

以上、われわれは多少詳細にわたって、『書簡集』のなかでプラトンがシケリアの現実政治に関して勧告してい 
ることと、『法律』の内容との間には多くの点で符合す る ものがあることを見てきたのであるが、このことは、多 
年国制と法律の改善について考えつづけてきたプラトンが、シケリアでの経験をも生かしながら、現実に実現可能 
な最善の囯制と法律の一つの見本を、『法律』のなかで具体的に描いてみせたということを意味するだろうし、あ 
るいは逆に、『法律』のなかで架空なものとして提案されている構想の一部を、シケリアの現実政治に適用したの 
だというふうに見る こと もで きる だろう。それはいずれにしろ、ともかく『法律』は、一つには、アヵデメィアの 
学徒の参考に資するために、植民地建設の一つのモデルとして書かれたものであったろうし、また一つには、ブラ 
トンが終生もちつづけた政治的関心が、シケリアにおける一連の政治事件への関与によって深められながら、最終 
的に結実したものでもあったろう。 
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『法律』解説 


ところで、『法律』の執筆意図については以上でおくことにして、その執筆年代についても、上述のような『書簡 
集』との内容的なつながりから、大体の推測ができるわけであるが、しかしその前に、もう一つ片づけておかなけ 
ればならない問題がある。それは、『法律』の舞台になぜクレテ島が選ばれたかということである。あるいは、それ 
と重なる問題であるが、アテナィからの客人——これは前に述べたようにプラトンの代弁者と考えてよかろう—— 
の対話相手に、なぜクレテ人とスパルタ人とが選ばれたかということである。そこで以下、その点についても若干 
の推測をつけ加えておこう。 

先に述べたように、ブラトンがシケリアの政治事件に関連してあたえている勧告は、『法律』の内容と重なると 

ころがあるとすれば、『法律』における架空の植民都市は、シケリアに建設されてもよかったはずだと考えられる 

かもしれない。しかし『法律』は、たんに一、二の現実的な政策を提案する目的で書かれたのではない。それは、 

いわば地ならしから始めて、土台を据え、その上に国家という大きな建物をたて、そしてその建物には必要な設備 

のすベてをととのえることを目的にしているのである。その観点からみるなら、シケリアは、ブラ トン 風に言えば 

( V . 735 D ~736 C 参照)、「浄める」ことの困難な土地であり、またその地の現状は、土台としても、建物の素材 

としても、植民都市の モデルをつくるのには 不適当で あるとブラトンには 思われた のであろう。これに対して、ク 

レテの方は、なるほど古典期のギリシア世界では何ら重要な役割を演じてはいなかったけれども、アルヵィック時 

代にはギリシア文化に大きな貢献をした土地であり、とくにその地の法律は、当時なおギリシア人の間では高い評 

価を受けていたのである ( I .631 W 参照)。スパルタの立法者リュクルゴスも、クレテへ行ってその地の法律を学び、 

これにならって自国の法律をつくったということが伝えられているし、その他古代の有名な立法者たち、たとえば、 

( 5 ) 

ザレゥ n スやヵロンダスも、クレテの法律から学ぶところが多かったのではないかと推測されている。あるいは、 
前世紀に発掘されたゴルテュンの碑文も、 —— これは前五世紀のこの国の法律の一部と推定されているのであるが 
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——、その例証の一つとなるかもしれない ( IV .70 OOA 参照)。そしてブラトン自身も、初期の頃から、クレテ(なら 

( 6 ) 

びにスパルタ)の法律制度には高い評価をあたえてきたのである。そこで、アヵデメィアにおいて諸国の法律制度 

の研究が行なわれていたとすれば、クレテ(とスパルタ)の法律制度は、そのなかでもとりわけ重要な研究対象であ 

( 7 ) 

ったろうと推測されるのである。また事実、ブラトンならびにアヵデメィアの学徒のクレテへの関心が、前四世紀 

に一種の「クレテ復興」を促し、それは後代の歴史家たちのクレテ理猝に大きな影響をあたえたとも言われている 
( 8 ) 

のである。もっとも、ブラトン自身が直接にクレテを訪れたという証拠資料はないけれども、——キュレネやエジ 
ブトへの旅行の途中で、航路の点からみても、彼がクレテに立ち寄った可能性はないではないが——、彼が『法律』 
のなかでクレテの地理や風俗制度について言及している記事は、かなり豊富であり、また事実に即したものである 
とも考えられる点からみて、彼のクレテへの関心のほどは知られるわけである。さて、それはともかく、この評判 
の高いクレテの法律制度は、『法律』のなかで建設されようとしている国家のための法律制度の素材として、充分 
に利用できるものとブラトンは考えたであろうし、そしてそのことが、クレテの地をモデル国家の建設地として選 
ばせたのではないかと推測されるわけである。それにまた、クレテが当時の国際政治の現実と直接にかかわること 
が少なかったという点も、その地が『法律』の舞台に選ばれた理由の一つだったかもしれない。 

しかしながら、 よき 法律が行なわれているのは、クレテだけではなかった。スパルタもまた、 よき 法律をもつ国 
として、前五世紀および四世紀のほとんどすベての著作家たちから賞賛されていた。しかもその両者は、たんによ 
き法律をもつだけではなく、国制の点でも、また共同食事や体育訓練などの点でも、互いに類似した制度をもつ国 
として知られていた。つまりその類似性のゆえに、両者の法律は「兄弟の法」(日. 6 SA ) と言われ、クレテとスバ 
ルタとは並べて語られるのが常であった。この類似性の原因は、リュクルゴスについて言われているように、スパ 
ルタがクレテの法制をまねたのだとも考えられるが、しかしプラトンはその点については沈黙しており、クレテの 
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『法律』解説 


法律はゼゥスから、スパルタの法律はアポロンから授けられたものとし、ミノスとリュクルゴスとをそれぞれ独立 
の立法者として扱っている。おそらくプラトンは、両者の法制の類似性の源泉を、ドリア人としての共通の伝統に 
帰しているのであろう。というのも、クレテ人の諸国家は、後期ミノア時代に、ギリシア本土から植民したドリア 
人によって建設されたものであり、島国に住む彼らは、外界から遮断されて、スパルタ人と同じように、ドリア人 
の生活様式を純粋に守りつづけることができたからであろう。 

なお、スパルタについていえば、その国は、前七世紀末から前四世紀の中ごろまで、ギリシアのなかで最も強大 
な国であり、約三世紀にわたってギリシア世界における指導的な地位を占めてきた国であった。この長期間にわた 
る政治的安定の秘密は、むろん、その国の法律制度がすぐれていたからにちがいなく、政治や立法に関心をもつ者 
なら誰でも、まずスパルタに注目せざるをえなかったであろう。ブラトンのスパルタに対する関心を、彼の家柄や 
個人的な環境、つまり一族や友人たちのなかに親スパルタ派の人たちがいたということや、また彼の貴族主義的な 
性向から説明する向きもあるけれども、しかしプラトンは、無条件にスパルタを賛美しているのではなく、これを 
批判してもいるから、彼の本来の関心は、スパルタの国制の安定と市民の遵法の気風とに向けられていたと考える 
べきであろう。 

それはともかく、ブラトンとしては、この『法律』において、現実に実現可能な、できるだけ理想に近い法律制 
度を示そうとするにあたって、まずクレテとスパルタの法制を取り上げ、これを検討することから始める必要があ 
ると 考えたのであろう。そして、そのモデル国家においては、市民は、 よき 法律のもとに育った クレテ およびべ 口 
ポネソスからの入植者であることにし、また、後に述べるように、土地制度をはじめ、経済や教育などに関するこ 
とは、 クレテ やスパルタのものを改善して採用するとともに、他方、官職や裁判などの制度は、 アテナィの ものを 
取り入れながら、かくして、 クレテ •スパルタ的な要素と アテナィ 的な要素との両者の「混合」によって、「適度な 
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もの」を実現するように構想したのであろう。そしてこのような構想が、対話篇の形で表現されるとすれば、ブラ 
トンの代弁者であるアテナイからの客人が、クレテ人とスパルタ人とを相手にして話し合う、という形式をとらせ 
ることになったのだと推測されるわけである。 

さて、ここで話を元にもどして、『法律』の執筆年代についても一言しておこう。この作品がプラトンの最後の著 
作であり、彼の死のために未定稿のままで残されたものであることは、 —— ただし、 『 H ピノミス(法律後篇)』が 
ブラトンの真作であるとすれば、その方が文字どおりに後の作品であるわけだが——、一般によく知られているこ 
とである。しかし、それがいつ頃から書き始められたかについては、これを確かめる手だてはない。これほどの分 
量の、しかもギリシア諸国の法制的資料を豊富にふくむ作品が、一年や二年の短日月で書けるはずはなく、数年、 
あるいは一〇年に近い歳月がそれに費されたのかもしれない。論者のなかには、すでに述べたように、「第三書簡」 
(316 A ) のなかの、「法律の序文のこと云々……」という記述と関連させて、『法律』のなかの「序文」は、少なく 
ともその一部は、その当時(前三六七年)書かれて、その後『法律』のなかに取り入れられたのだというふうに想像 
している者もあるが、しかしこれもまったくの想像にすぎない。もう少し確かな手がかりは、第一巻のなかのある 
箇所 (6300 B ) に、「シュラク サイ 人はロクリス人に勝った」ということが記されていて、それがもしディオニュシオ 
スニ世がディオンに追われて、イタリアのロクリスを占領した事件のことを指しているのであれば、それは前三五 
六年のことであるから、第一巻のこの部分は、その年以後に書かれたものということになるだろう。そして、これ 
もまた前に述べたことであるが、「第八書簡」のなかであたえられている勧告の内容は、ほとんどすべて『法律』の 
なかに見出されるものであるから、その書簡の執筆年代を前三五二年とすると、『法律』のなかでその書簡に述べら 
れていることに対応する部分は、その年までにすでに書かれていたか、あるいはブラトンの考えのなかにあったと 
いうことになるだろう。しかしまた、『法律』のなかには、たとえば、第一一巻や第ーニ巻に見られるように、種々 
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『法律』解説 


の法規が雑然と並べられているだけの部分もあり、これらは本格的な執筆にとりかかる前の準備期間中に、資料と 
して別個に書きとめておかれたものとも見られるから、この対話篇がいつ頃から書き始められたかについては、確 
かなことは何も言えないわけである。けれども、大方の学者が一致して認めているように、プラトンは、最後のシ 
ケリア旅行から帰国した前三六〇年より以降、——とは言っても、『ティマイオス』や『ピレボス』などの作品もそ 
の年代より後に書かれているはずだから、おそらくは前三五〇年代の半ばより以降——、死の日にいたるまで、こ 
の『法律』の執筆に連続的に取り組んでいて、しかもこれを最終的に仕上げることなしに死んだのだ、というふう 
に考えてよいであろう。 

しかし、最終的な仕上げをしなかった という 点については、 もう 一つ問題がある。それは、ディオゲネス. ラエ 

ルティオスの『哲学者列伝』(日. 37)のなかにある次のような記事をめぐる問題である。 つまり その記事とは、「あ 

る人たちの言うところでは、オブスのピリッポスがプラトンの『法律』を、まだ蠟板に書かれたままだったのを書 

き写したということである」というもので、ここに「書き写した」と訳したて3;で<:<-€5という原語を、「書き変え 

た」あるいは「書き直した」と読めば、意味がちがってくるから、その点をめぐって議論があるわけである。いま 

はその議論の詳細にはふれないで、結論だけを簡単にいえば、一九世紀後半のドイッの学者のなかには、後者の 

「書き変えた」あるいは「書き直した」 という 意味の方をとって、ピリッポスによって『法律』の内容は大幅に修 

正され、再編集されたという意見が有力であったけれども、今世紀初めのゴンペルッによるそれの批判以後、今日 

の学会では、ピリッボスはブラトンの原稿を重んじて、これを勝手に改作したり、あるいは編集し直したりするこ 

とはなかったというのが支配的な意見である。というのも、現存の『法律』のテクストのなかには、細部において 

は前後で一致しない記述や、文法上の構文の不規則や不備な点がかなりあるのであるが、これは編者が訂正しよう 

9 ) 

と思えば容易に訂正できたものだから、というのがその理由の一つである。われわれもまた、今日のこの支配的な 
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意見にとくに異を立てる必要はないと思う。 

( 1 ) PR . Morrow , Haofcrais ^ p . 31, 95. 

2 ) Pltitarchos , .4 を. cwa ., 32 • 

3) Diog . Laerr 日. 23 ; Aelian ., Far . n. 42 . 

へ 4) >• - §• - ? ^.i - Q- w: 

op. clrp. 9 . 

(5) リュクルゴスについては、へロドトス『歴史』 第一卷(六 七)およびアリストテレス 『政治学』第二卷(に^^ 4-27) 参 
稂〇また、ザレゥコスやカロンダスについては、同じくアリストテレス 『政治学』第二卷(一 274 P 22-30) 参照。 

(6) 『クリトン』 52 E 、 『ブロタゴラス』 342 A 〜 343 W 、 『国家』 VI . 544 C . 

(7) アリストテレスの『政治学』第二巻の後半には、スパルタやクレテの国制についてのかなり詳細な説明と、それらの国 
制の比較や相互関係についての論述がある。そしてこれらの資料は、アリストテレスがまだアカデメィアにいた頃に集めら 
れたものと考えられており、そのことから当時のアカデメィアの研究状況の一端が推測されている。 

8) G . R . Morrow , 0 p . s . r pp . 20125. 

(9) この問題についての詳細は、モローの前掲書 ( PP .515-51 S ) を見よ。 

三混合制 

さて、この『法律』においては、すでに言われたように、前四世紀のギリシアの状況のなかで、実現可能な一つ 
のモデル国家を言葉の上でつくることが目ざされているのであるが、しかしそのなかには、たんに政治や法律のこ 
とだけでなく、経済、教育、道徳、哲学、宗教、芸術(音楽)など、およそ人間の生活にかかわることすべてについ 
ての、ブラトンの晚年の思想が盛りこまれている。いま、それらの事柄全部にわたって解説を加えることはとうて 
、，不可能であるから、ここでは、そのうちでも特に政治思想に関するものだけに限りたいと思う。とはいっても、 
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細部のことにまで触れる余裕はないので、『法律』が話題にされるときによく問題になる事柄、つまり、混合制、法 
の支配、および法の支配と哲学の支配(哲人政治)との関係、という三つの論点にしぼって、若千の解説を試みるだ 
けにとどめたい。 

ではまず、混合制のことから始めることにしよう。第三巻における囯制の歴史的考察のなかで、スパルタの国制 
についての検討が終り、つぎにペルシアとアテナイのことに話が移るところで、アテナイからの客人は、 

「国制には、いわばその母ともいうべき二つのものがあり、他の国制は、そこから生まれてきたと言って、まず 
正しいでしょう。そして、その一方を君主制、他方を民主制と呼ぶのがよく、前者の頂点にはペルシア民族が、後 
者の頂点にはわたしたち(アテナイ)が立っていると言ってよいでしょう。これに対し他の国制は、ほとんどすべて、 
今も言ったように、それら二つをもとにして、ありとあらゆるかたちに組み合わされているのです。したがって、 
いやしくも思慮と一緒に、自由と友愛が生じるべきであるなら、とうぜん、以上二つの国制をかねそなえていなく 
てはならないのです。……ところが、今の二国のうち、その一方(ペルシア)は君主主義(君主制的な要素)を、他方 
(アテナイ)は自由主義(自由の要素)を、それぞれただそれだけを、必要以上に偏愛し、どちらの国も両者を、適量 
に保持してはいなかったのです。だがあなた方の国制、つまりラコニア(スパルタ)とクレテの国制は、その点でも 
っとうまくいっています」 (693 d ~ e ) 

という ふうに語って いる。しかし、 その ペルシア や アテナイに しても、かつてはその両方の要素を適度に保って い 
た時期があったのであり、それがどのようにして、 ペルシアは 過度の専制に陥り、他方アテナイは過度の自由に走 
る ことになったのか、その原因と歴史的推移とが、つづいて語られるのである。そしてその話が終った第三巻の終 
り近くにおいて、以上の考察からの歴史の教訓として、もし立法者が、国家を自由なもの、思慮あるもの、友愛を 
保つものにしようとするなら、君主制的な要素と民主制的な要素、 つまり 専制と自由との両方から、それぞれ適量 
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を 採用して、ほどよく 混合された国制を つくるべきである、という結論が 出されて いるのである (21 D ~ E ) 。そ 
して 実は、 そのこと を確認す るの が、第三巻において国制の変遷の歴史的概観が行なわれた目的であったばかり か、 
第一卷以来のすべての讓論もそれを目的にしていたの だと 言われており、またそれが、第四卷以後において建設さ 
れることになる モデル国家に 対しての、 立法の 原理と もされて いる わけなのである。 

では、望ましい国制は、「君主制と民主制とをかねそなえたもの」、「専制の要素と自由の要素とが適度に混合さ 
れたもの」でなければならないという考え方は、このモデル国家においては、具体的にどのように実現されている 
のであろうか。ところで、この点については、アリストテレスが言及して批判しているものがあるから、まず、そ 
れを手がかりにして is ベてみることにしよう。アリストテレスの『法律』批判は、主として、彼の『政治学』第二 
巻六章のなかで行なわれているのだが、囯制に関することについての批判は、要約すれば、次の二点にあると言っ 
てよかろう。すなわち、『法律』の「国家組織全体は、民主制でも寡頭制でもなくて、これらの中間のものである 
ことが望まれている」(一2652612 7) が、ブラトンがこれをすべての国制のうちでいちばん共通に採用されているも 
のとして定めているのなら、正しいけれども、それを『国家』の囯制に次ぐ最善のものとして定めているのなら、 
正しくないというのが、その批判の第一の点である。その理由としてアリストテレスは、この『法律』においては、 
ひとが まったく 国制とは認めないような、あるいは国制のうちでも最悪のものと考えるような、民主制と僭主(独 
裁)制とから、最善の国制は混合されねばならぬと言われているけれども、しかし国制は、多くのものから混合さ 
1 d ばさ. d るほど、すぐれたものになるのだから、ということを举げているのである。また第二の点としては、ア 
リスト テレスは、「『法律』の国制は明らかに君主制的なものを何ももたず、寡頭制的なものと民主制的なものとを 
寺っているが、しかし寡頭制の方へいっそう傾こうとしている。そしてそのことは、役人たちの任命の仕かたから 
みて明らかで ある」 (一 266 P 5- 00) というふうに言って、『法律』における役人の選出の具体例をあげながら、その国の 
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寡頭制的傾向を、つまり、四つの財産階級のなかで上位の階級の方が、役人の選出において優位の立場にあること 
を指摘しているのである。 

さて、以上二つの批判のうちの第一のものは、アリストテレス自身の考えが前提になっているものであるから、 
ここではしばらくおくことにして、第二の批判から見られるように、アリストテレスは、『法律』の国制の混合制を、 
もっぱら、役人の選出の仕かたに関することだけに限っている点が注目される。たしかに、『法律』のなかでも、役 
人の選出においては多くの場合に、「選挙」と「抽籤」という二段階方式がとられていることに関連して、君主制と 
民主制との混合ということが語られてはいる。たとえば、第六巻の政務審議会議員の選出については、あらかじめ 
投票によって指名された者たちのなかから、さらに抽籤によってその半数を選ぶというやり方について、「このよう 
な形での選挙は君主制と民主制の中間に当たりますが、国制はつねにこの両者の中間でなければならないのです」 
(756 E ) と言われているし、また神官の選出についても、ある者は選挙で、ある者は抽籤で選ばれることになって 
いるが、それも「民主的方法と非民主的方法とを併用」 (759 B ) するやり方だと言われているからである。したがっ 
て、「抽籤」による選出は、当時、民主制の重要な要素と考えられていたものであったし、他方、投票による「選挙」 
の方は、選挙する権利あるいはむしろ義務の点でも、また選挙される資格の点でも、このモデル囯家における特定 
の役人の選出においては、四つの財産階級のなかで上位の階級の方が優遇されているから、その面をアリストテレ 
スは「寡頭制的なもの」と理解して、それゆえに、『法律』の国制は、「君主制的なものを何ももたず、寡頭制的な 
ものと民主制的なものとを持っているが、しかし寡頭制の方へいっそう傾こうとしている」というふうに述べたの 
であろう。 

しかしながら、こういった アリストテレスの 解釈は、『法律』の制度全般に見られる混合制の理解としては、た 
いへん視野の狭いものであるように思われる。というのは、まず第|に、このモデル国家には、たしかに王も君主 
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も存在していないのであるから、その意味でこの国制には「君主制的なものがない」と言われたのであろうが、し 
かし、 「君主 制 的なもの」と.か「君主制」とかいう言葉は、文字どおりの意味に解釈される必要はないであろう。ま 
た彼は、その「君主制」の語を「寡頭制」と言い代えて、それと民主制との混合を、たんに役人の選出の仕かたの 
なかにだナ見ようとしているけれども、役人のことについて言うならば、その混合はむしろ、役人ないしは官職の 
種類のなかの方にこそ見られるのではあるまいか。というのは、このモデル国家に設けられている官職は、政務審 
議会と その執行部をはじめとして、その多くはアテナィの民主的な制度から借りてこられたものであるけれども、 
——ただし、アナィの場合のように、それらの官職につく役人の選出は抽籤だけによるのではなく、先ほども言 
わて たように、「寡頭制的な」やり方も併用されているのであるが——、しかしそのほかに、おそらくブラトンの独 
創によると思われる重要な官職が、「君主制的な要素」としてつけ加えられており、そして実はそういった官職こそ 
が、この国の国制の最大の特色をなしているからである。つまり、護法官とか、監査官とか、選抜裁判官とかいう 
官職がそれであり、そしてこれらの官職にある人たちは、いわば王や君主の権限にも似た権力を行使できるように 
定められているからである。 

いま、これらの官職について詳細な説明をする余裕はないが、まず、護法官についていえば、それはこの国の役 
人のなかで最初に選ばれるべき最も重要な役人として、官職の制定の初めに、その選出方法が詳しく述べられてい 
る ( VI . 752 E 〜 753 D )。 つまり、建国当初の場合を除けば、五〇歳以上の市民のなかから、市民全員が最も適当と 
思う 人物に投票して、これを三度くり返したのちに、最後に残った三七名の者が護法官になり、彼らは七〇歳まで 
の間その官職につくことになっているのである。そしてその職務内容は、実に広範囲にわたるものであるが、要約 
していえば、まず第一には、彼らは国家の行政全体に直接関与しながら、文字どおりに「法律の番人」として、法 
律の施行について他の諸役人の監督指導にあたるし、つぎに、法律の不備を改善したり補充したりする立法者の役 


834 



『法律』解説 


割も果たすし、第三には、市民の財産の管理とか相続人の決定、また孤児の後見とか離婚の調停、さらには葬儀の 
世話など、市民の家庭生活全般についても配慮するし、さらにまた、特定の事柄については裁判権も行使できるこ 
とになっているのである。このことは、たとえばアテナィの場合のように、抽籤で選ばれた一年任期の役人が行政 
を担当するというやり方に代えて、少数のすぐれた行政官が長い任期の間、大衆の気まぐれや恣意からは独立に、 
行政を効果的に遂行するための工夫であったとみることができるであろう。 

つぎに監査官は、全市民のなかから、やはり五〇歳以上の者で、とくに徳においてすぐれた者が毎年三名ずつ 
(初年度には一二名)選ばれ、七五歳までその職務にとどまることになっている (XH. 945 E ~946 c )。 そして彼らは 
「役人の役人」として、他の役人の執務行為を任期終了後に監査し、曲ったことがあった場合には、これを「真っ 
すぐにする者」として、司法的な役割を果たすのがその職務である。そして、この職務が正しく行なわれるか否か 
に、国制の解体と保全はかかっているものとして、彼らには、生存中は市民最高の栄誉と特権があたえられ、死ん 
だときには特別の葬儀も行なわれることになっているのである。この執務監査の制度は、アテナィにもあったもの 
であるが、役人の不法の認定は最終的には民衆法廷で行なわれたために、これがしばしば政敵を倒すための政争の 
具として用いられたので、その弊害を防ぐ目的で、少数の高潔な監査官たちにその権限をゆだねることにしたので 
あろう。 

最後に、選抜裁判官というのは、毎年度末に各官職の役人のなかから互選によって一名ずつ選出されて、最高の 
法廷を構成する人たちのことである ( VI . 767 C ~ D ，: XI . 956 C ~ D )。 彼らは私事に関する訴訟において最終の判決 
を下す権限をもっているのであるが、それは、法律の専門家がまだ存在していなかった当時においては、行政の各 
分野に最もよく通じている彼らこそ、隣人たちによる仲裁や、公共の法廷での判決になお不服の者たちに対して、 
最終の決定を下すのに最もふさわしい者たちとみなされていたからであろう。 
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かくして、 U れら Q 官職が「君主制的な雲」として、二の国家の行政と司法の中枢に位置して、最高の権限を 
行使できるようになって；.る Q であるが、——これら Q 官職 S 要性は、それら S 役人 S 出方法だけが特に交 

りに語られていることからも知られるであろう-、しかしここで注意しなければならない点は、それらの官職は 

いずれも比較的多数の人たちによって構成されていて、いわば一種®集団指導制ないしは合議制がとられているこ 
とで ある。し4も、それらは互 i に権力を篇い合って、「専制」に走る二と®ないような工夫が講じられているの 
で—。 つまり、簡単にいえば、護法官の不正行為は、選抜裁判官たちより成る法廷で裁かれることになっており 
( XI . 928 B )、 また監査官 Q 執務監査が不当なも®であれば、当®役入は二れ^^選抜裁半たちに訴える二とができ 
るし ( M .946 D )、 そして彼らが職務を汚した場合には、選抜裁判官®ほか S 法官や 他の 監査 官を 加えた特別 法廷 
によっ て裁かれることになっている ( M .94 SA )。 さらに、選抜裁判官の不当な判決は、護法官がこれを 改める権限 
をもっているのである ( VI . 767 E )。 なお、この国には公的な検察官の製はないから、市民は 「誰でも欲する 人」 

が役人の不正を告発して、損害の救済措置が講じられる仕組みになっているのである。かくして、大略以上述べた 
ような仕かたで、この国においては、国制のいわば「縦糸」にあたるところの、それら「君主制的な」赢が、思 
t をもち、適度を守ることによって、自由と友愛という他の二つの立法の目標も達成されるように工夫されている 
わけである。 

ところで、こういった原則、つまり、国家が自由であり、思慮をもち、友愛を保つためには、「強大な、混合され 
ない 官職(支配権、権力)をもってはならない」 (日. 693 W ) という原則は、実は、ペルシアの過度の専制とアテナィ 
の過度の自由につ；.ての話に移る前の、スパルタの王制についての歴史的考察のなかで、すでに得られていた教副 
なのであった。すなわち、ドリア人三国のなかで、他の二囯アルゴスとメッセネは滅びたのに、スパルタだけが存 

5えたのは、スパルタ呈家に i 児が生まれ、王家が二分されて互いに掣时し合"たために、王権が「望を 
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守る」ことになったのに加えて、その後、長老会や監督官の制度が設けられて、スパルタでは「三つの支配権から 
一つの統一」がつくられるようになったために、その王国は、「しかるべき要素から混合され、また適度を保ったこ 
とによって、みずからが救われたばかりか、他の国々の救いの原因ともなった」と言われていたのである(日. 691 
E ~692 C 参照)。そして、この意味での混合制の理論、つまり「権力の分立と均衡」の理論は、約二世紀後に ポリ 
ュビオスがローマの国制にもとづいて提唱した有名な混合政体の理論に類似しており、それはさらにキケロから中 
世をへて、近代のモンテスキュ I などの三権分立論につながるものであることはよく知られているとおりである。 
とすれば、 ポリ ュビオスとプラトンとのつながりについてはまた別に考察しなければならないにしても、 プラトン 
こそ、その意味での混合制の理論の最初の提唱者であったと言うことができるだろう。 

しかしながら、『法律』における混合の理論は、たんに国家の支配権や官職だけについて述べられているのでは 
なく、もっと広く国家の制度全般にも適用されていることが見逃されてはならない。適度とよさをもたらすものと 
しての「混合」の概念は、たとえば、『ピレボス』の「混合的生活」の例でもよく知られているように、ブラトンの 
後期作品のなかで大きな役割を果たしている哲学用語の一つであるが、それが『法律』では、国家社会の全体に対 
して具体的に応用されているのだと見ることができるだろう。「国家は、混酒器のように、よく混ぜ合わされていな 
ければならない」ということが、ある箇所 ( VI . 773 D ) で言われているけれども、その言葉どおりに、混合に よっ 
て「適度」(メトリオン)と「中庸」(メソン)をもたらす努力は、たとえば、性急な性格の者は、物静かな家庭から妻 
を迎えるべきだ ( VI . 773 A ) というような些細なことを始めとして、いたるところで試みられているのである。そ 
してこのモデル国家の制度を全体としてみても、その社会的経済的側面は、たとえば、分配地の平等な配分とか共 
同食事とかいったようなことは、あるいは教育の国家管理といったようなことは、スパルタ やクレ テの国制から取 
られたものであるのに対して、官職や裁判制度などはアテナィのものが採用されていて、——そしてこれら一つ一 
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つの制度の欠点や過度は、その反対のものを混合することによって適度を得るように改善されているのであるが 
——、かくして、このモデル国家の制度全体が、前にも述べたように、スパルタおよびクレテ的なものと、アテナィ 
的なものとを混合することによって、現実における一つの最善なものとなるように工夫されているわけなのである。 

四法の支配 

つぎに、『法律』の政治思想のなかで、混合制についで注目すべきものは、いや、それよりももっと重要なものは、 
「法の支配」という考え方であろう。第四巻から、いよいよモデル国家の建設が始まり、その国制をどうするかの 
問題 も 話し合われるわけであるが、その話の最後のところで、その国の支配者は「法律の従僕」 (714 C ) と呼ばれね 
ばならないということが語られている。そしてその理由を、アテナィからの客人は、 

「というのも、法律が被支配者の地位に立ち、法律が主権をもたぬような国家、そういう国家にあっては、その 
滅亡は旦夕に迫っているものと、わたしは見なすのです。反対に、法律が支配者の主人となり、支配者が法律の下 
僕となっているような国家においては、その国家の安全をはじめとして、神々から国家に恵まれる善きことのいっ 
さいが実現されるのを、わたしははっきりと見るからです」 (715 D ) 

というふうに説明している。つまりこのように、 r 法が支配者の上に立つ主人であり、支配者は法の下僕である」 
ということが、このモデル国家の国制の原則とされているわけなのである。これに反して、もしかりに主権を人間 
にゆだねて、人間が誰にも責任を問われることのない絶対の権力を荷なわされるとしたなら、死すべき者としての 
人間の本性は弱いものであるから、そのような重荷にとうてい耐えきれるものではなく、絶対的な権力をもつ支配 
者は思慮を失って、その権力を私利私欲のために使うことにならざるをえないだろうことが、この箇所だけでなく、 
その他のところでも何度も注意されているのである(日. 691 C ~ D , IV . 7130, IX . 875 A 参照〇そしてこれは、 
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たんに僭主制の場合だけに起こることではなく、寡頭制や民主制の場合でも同様であるとされる。というのは、そ 

れらの国制は、支配権をもつ階級や党派の名前から、その呼び名をえたものであるが、それらの階級や党派は、自 

己の利益を追求して、被支配者の同意をえることなしに、力でもって支配を行なうものだからであり、それゆえに 

また、それらの国制も僧主制同様、「真の国制」(ポリーティア ー) ではなく、「似而非国制」(ゥゥ•ポリーティアー) 

であり、「派閥(党派)制」(スタシオーティア ー) にすぎないと言われているのである(_003 si )。 したがって、この 

モデル国家の国制は、個人であれ集団であれ、人間を主権者とする国制であってはならず、むしろ「神の支配」に 

ちなんで名づけられる国制、つまり、神的な「知性の行なう規制」であるところの、「法律」の支配する国制である 

べきであり、そしてそれゆえにまた、その国の支配者も「法律の従僕」と呼ばれるべきだとされたわけなのである0 

(この国のなかで最高の権限をもつ役人が、「護法官」(法律の番人)と呼ばれているのも、おそらくは、そのような 
( 2 ) 

考え方にもとづくのであろう。) 

しかしながら、支配者がつねに法によって制約されているということは、理想としては、必ずしも最善とは言え 
ないだろう。というのは、法律は一般的なこと、原則的なことを規定するにとどまり、千変万化する個々の現実の 
全部を蔽いつくすことは不可能だからである。したがって、ちょうどすぐれた医者が、医学書に記されているとお 
りの一般的な指示に必ずしも拘束されずに、個々の患者の特殊な病状に適応した処置を施すように、国家社会にと 
っての最善が何であるかを知っているすぐれた支配者は、法律によって制約されない方が、その時どきの事態に即 
した臨機応変の適切な施策を行なうことができるとも考えられるだろう。そしてこの点については、第九卷のなか 
にも、 

「神の恵みによって、世の中に誰か、生まれながらに充分な能力をそなえた者が現われてきて、そのような絶対 
的な支配者の地位につくことができたとすれば、その人は、自分自身を支配すべきいかなる法律をも必要としない 
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だろう。なぜなら、いかなる法律も、いかなる規則も、知識に まさりは しないし、 また 知性が何ものかの従者や奴 
隸 であるということは 許されない こと だからである。いな、知性はすべてのものの支配者であるのが当然だからで 
ある」 ( IX .0 O 75 C 〜 D ) 

という ふうに.言われていて、知識をもつ人の支配の方が法律の支配にまさることが原則的には認められているので 
ある。ただしかし、その箇所においても、 

「人間のうちには誰ひとり、生まれながらにして、国家生活を営むのに有益なことがらを知っている とか、 また 
それを知った場合に、いつでも最善のことを行なうことができたり、行なうことを望んだり する、 というほどに素 
質にめぐまれている者はいない」(875 A ) 

ということが 指摘されており、そしてその理由としては、 

「第一に、真の政治の技術が配慮しなければならないのは、個人的な利益ではなくて、公共の福利であるが…… 
そのことを認識するのは容易なことではない」 ( 00 75 A ) ということと、「第二には、かりに誰かがその認識を知識の 
形では把握したとしても、そのあとで、誰にも責任を問われることのない絶対の権力者として、国家を支配するこ 
とになった場合は、……死すべきものの本性につねに駆り立てられながら、他人よりも余計に取ることや私腹を肥 
やすことの方へと向かったり、また、道理にそむいて苦痛を避けたり、快楽を追求したりしながら、この二つのこ 
との方を、より正しいことやより善いことよりも優先させたりして、かくして、自分のなかに闇の状態をつくり出 
し、 結局は、自分ばかりか国家をもあらゆる禍で充たすであろう」 ( 00 75 B 〜 C ) 

ということが挙げられているのである。だから、「現実には、そのような(すぐれた)能力をそなえている者は、ど 
こにもけっして見出されはしないのである」から、 

「それゆえにこそ、わたしたちは次善のものとしての 規則 や法律を選ばなければならないのである。これらのも 
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のは一般的な原則に目を向けていて、個々のこと全部には目の届かないものではあるにしても」 ( O 075 D ) 

という ふうに結論されているのである。 

かくして、知識の支配が最善ではあるにしても、人間性の現実に立てば、法律の支配という「次善」の道をとら 
ざるをえないというのが、『法律』の国制論の根本命題となっているわけである。むろん、『法律』のなかにおいて 
も、知識の支配という考えがまったく捨て去られているのではなく、法律そのものが「知性の行なう規制」 ( IV . 714 
A ) であるとか、「知性の産物」 ( X .890 D ) であるとか言われているように、知識の支配と法律の支配とには密接な 
関係があるのであるが、その点については、あとでもう少し詳しく扱うことにして、いまはまず、「法の支配」とい 
う考えが、このモデル囯家のなかで具体的にどのように実現されているか、という点を見ることにしよう。 

さて、法の支配のための前提条件としては、まず、法を可能なかぎり成文化して国民に明示する必要があるから、 
このモデル国家においては、人びとの社会生活を律する各種の法律が具体的かつ詳細に定められているのであり、 
その点が『国家』の場合とは大いに異なって、『法律』の特色をなすものであることは、すでに述べられたとおり 
である。ただしかし、法は非人格的なものであり、それの支配といっても、人間を介さねばならぬわけだから、ま 
た、先ほども言われたように、法律の規定は一般的なこと、原則的なことにとどまり、個々の事態に即応してこれ 
を解釈したり運用したりするのは人間にまかされているために、そこにはどうしても人間の恣意や感情が入りこむ 
恐れがあるから、法の支配を保つためには、とくに法律を運用施行する立場にある国家の諸役人の職務内容を限定 
して、彼らの権力濫用を防止する策が講じられねばならないだろう。 

ところで、この点については、すでに前の章で説明したように、この国の行政上の最高の地位にある「護法官」 

が、他の諸役人と協力して法律の施行につとめるとともに、「法律の番人」として諸役人を監督することになって 
いたし、また「監査官」が、諸役人の在職中の行為をその任期終了後に監査して、彼らの違法行為を処罰する権限 
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をもつ者と定められていたのである。そしてこれらの上級役人の権力濫用は、「選抜裁判官」によって裁かれる仕組 
みになっていたし、 さらに 一般市民の側にも、役人に不法行為があれば、「誰でも欲する人」が、いつでもこれを裁 
判に訴える道が開かれていたのである。 

つまり このように、役人の権力濫用に対しては、裁判(法廷)が、法の支配のための最後の防壁とされているわけ 
であるが、その裁判制度についても、三審制をはじめとして、裁判の進め方などの点においても、数多くの重要な 
改善策が提案されているのである。実際、「いかなる国家も、法廷がしかるべく構成されていなければ、国家とは 
いえない」 ( VI . 766 D ) からである。とはいっても、法廷には、例の三つの法廷のほかにも、国事にかかわる事件を 
裁く法廷とか、その他臨時に設けられる各種の法廷があり、それらは必ずしも体系的に整備されているとはいえず、 
裁判手続きの細部とともに、いまだ改善されるべき余地があるものとして、それの仕上げは、後代の「若い立法者 
たち」に託されているようである ( S .0046 W ~ PIX .00 55 D , XI 957 A )。 しかしともかく、この『法律』では、たん 
に法の支配の理論的根拠が明らかにされているだけでなく、それを保証するための制度も具体的に提案されていて、 
その点でもまた ブラトンは、 後世の法治国家の制度の基礎を築いた人として注目されなければならないだろう。 

しかしながら、法の支配は、法律を運用施行する諸役人の権力の濫用を防止したり、法律に違反する者を処罰し 
たりするという消極的な手段だけによって、充分に保たれるものではないだろう。むしろ積極的に、人びとがすす 
んで法に従い、法を守るようにする工夫が必要であろう。そしてそのための工夫として提案されているのが、法律 
に「序文」をつけ加えるというやり方である。つまりそれは、立法者はたんに法律の本文だけを定めて、それの違 
反者には刑罰で臨むというやり方をするのではなく、本文の前に説得と勧告を序文の形でつけ加えて、それによっ 
てその法律の趣旨を説明し、立法の目的を理解させ、立法される相手側の者が納得した上でみずから進んでその法 
律に従うようにさせる、ということである。法の支配ということは、言いかえれば、支配される者が自発的に法に 
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従うということだからである。ところで、こういった「序文 J のことは、第四巻の終りにおいて、モデル国家のた 
めにいよいよ法律を制定する段階に入ったところで言われていることなのであるが、その箇所では、結婚に関する 
法律を例にあげながら、その法律をたんに「本文」だけの単純なものにするやり方と、それに「序文」をつけ加え 
て二重のものにするやり方との優劣が示されているし (721 A ~ 722 A )、 また両者の相違は、奴隸の医者が奴隸の 
患者を扱うやり方と、自由民の医者が自由民の患者を治療するやり方とに対比されて、次のようにも説明されてい 
る。すなわち、奴隸の医者の方は、患者である奴隸を扱うときには、病状については何の説明もしないで、「まるで 
僭主さながらの横柄な態度で」、ただ処方だけをあたえて立ち去るのに対して、自由民の医者が自由民の患者を治 
療する場合には、まず患者自身ともその家族ともよく話し合い、その病状を身体の本性にまで溯って説明し、充分 
に相手の同意をえてから、その上ではじめてその処置にとりかかる、というふうに言われているのである ( IV . 720 
A ~ E , DCO 057 C ~ E 参照)。 

かくて、立法のあり方としては、たんに威嚇や強制によるだけでなく、説得と勧告をも併用するという、複式の 
やり方のほうがすぐれているものとされて、このモデル国家のために制定されるべき法律の全体に対しては、入植 
者への呼びかけという形で、その「序文」が語られており、またそれ以後に制定される個々の法律に対しても、 —— 
必ずしもその全部に対してではないけれども——、「勧告の言葉」なり、 r 前おき」なりの形で、 r 序文」がつけ加え 

( 3 ) 

られることになっているのである。しかし、こういった「序文」のことは、「いまだかつて、誰 ひとりと して、それ 
を口にした人もいなければ、またそれを作製して公にした人もありません」 ( IV . 722 E ) と言われているように、プ 
ラトン以前には先例のない、彼の独創によるものと思われるのであるが、このやり方もまた後代に踏襲されて立法 
形式の伝統になったものであり、本篇の法律観の特色の一つをなすものなのである。 

ところで、法律には「序文」をつけ加えるべきだというこの考え方は、立法の目的が、現在一般に理解されている 
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ものよりも、はるかに広いものであったことを示している。たとえば、このモデル国家の法律全体に対する「序文」 
としての、入植者への呼びかけにしても、その内容は、すでに言われたように、まず神々を尊崇し、両親を敬うベ 
きであるということから始めて、市民生活の原則を述べながら、人びとに道徳的な生き方を勧めるものなのである 
が、これは、立法の目的が徳であるという、本篇のなかで再三語られている ( l—l . sowislA , 日. 600 SA 〜 B , XE . S 3 
A など)考え方を具体的に表現したものと見てよいであろう。また、第九巻の終り近く (0000 OD ~ E ) には、法律は本 
来、「善き人たちのために、彼らが互いにどのように交際するなら、親愛の気持をもって暮らすことができるかを 

教えるために」制定されているのであるが、しかし法律のうちには、「教育を避けてきたために、 . あらゆる悪 

事に走ってしまうような人たち」に対して、やむなく制定されているものもある、という意味のことが言われてい 
る®つまり、立法の本来の目的は、前者にあるとされているわけである。そしてこの点については、『ゴルギアス』 
(464 w ~ c ) のなかで、立法と司法(裁判)との関係が、体育術と医術との関係に等しいものとして説明されていたこ 
とが思い出される。つまりそこでは、医術は身体が病気になったときに、これを治療することを目的としているの 
に対して、本育術の方は、健康な身体をよりいっそう良好な状態にすることを目的としているのであるが、ちょう 
どそれと同様に、裁判(司法)は、不正な状態にある魂(精神)を治療匡正することを目的としているのに対して、 

I —そしてこれが、『ゴルギアス』 (52 SB ) あるいは『ブロタゴラス』 (324 A ~ B ) 以来、『法律』 ( K . 854 D ~ E , 8 SD 

~ E , XI . 934 A ~ B ，: xn . 941 D ) にいたるまで、ブラトンが一貫して持ちつづけている刑罰理論なのであるが-、立 

法の方は、精神をいっそうすぐれた状態にすること、つまり徳の涵養を目ざすものとされていたからである。した 
がって、立法者としては、いわゆる「道徳の最低限」としての法律の条文だけを示すのではなく、これに「序文」 
をつけ加えることによって、むしろ積極的に市民の道徳的向上をはかるようにしなければならないわけである。だ 
からこそまた、立法者の書いたものは、他のどんな詩や散文にもまさって、学校の教材として最良のものであると 
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言われたり ( VE .0011 C ~0012 A )、 あるいは、他のどんな著作家の作品のなかによりも、そこにこそ人生の忠告を求 
めるべきだとされたり ( IX . 85 00 D ~0059 A )、 さらには、その他の言論文章の良否を明らかにする試金石だとさえ言 
われたり ( XD . 957 D ) しているわけなのである。そしてまた、立法の目的がそのように考えられているからこそ、こ 
の『法律』においては、後代の法典集の場合とは異なって、教育論や教育に関する規定が大きな比重を占めること 
にもなっているわけである。むろん、そのようなやり方をしたのでは、「法律を制定しているのではなくて、国民を 
教育しているのだ」 ( IX . 00 57 E ) という批判が、法律の実務家の間からは起こるだろうことをブラトンは百も承知し 
ながら、しかし、法の支配、法秩序の維持の ためには、 法に対する国民の理解と共感、そして道徳性が基礎になけ 
ればならないことを、彼は洞察していたのであろう。 

さて、法の支配ということに関しては、もう一つ、「法」と「知性」との関係についても一言しておこう。『法律』 
のモデル国家は「法の支配する国」だとされたのであるが、そのことは、第四巻でこの国家の国制をどうすべきか 
が論じられているところで、初めからそう端的に言われているのではない。その箇所では、まず初めに、それは僭 
主制、寡頭制、民主制などのように、国民の一部を主人として、その支配に隸属しているような国制であってはな 
らないが、もしその国制も、他の場合と同じように、支配権をもつ者の名前にちなんで名づけられるべきだとすれ 
ば、「知性をもつ者たちの真の主人である神の名によって語られるのが、至当なのです」 (713 A ) というふうに言わ 
れて、その国制は「神の支配」(テオクラティアー)と呼ばれるのがふさわしいことが暗示されている。そしてその 
ことの意味は、ク B ノスの時代の物語を引き合いに出すことによって、次のように説明されている。すなわち、話 
に伝えられている遠い昔のクロ ノスの時代の生活が平和で幸福なものだったのは、人間ではなくて、神々により近 
いダイモーンたちの種族によって治められていたからであり、それゆえに、よく治められる国家は、このクロ ノス 
の時代の統治を模倣したものでなければならぬとされて、そこで、いまのこの場合にも、 
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「わたしたちは、手段のかぎりをつくして、いわゆる クロ ノスの 時代の生活を模倣すべきであり、そして知性 
(ヌ ゥス)の行なう規制(ディア ノメ ー) を法律 (ノモス) と 名 づけて、公的にも私的にも、わたしたちの内部にあって 
不死につながる〔その知性という〕ものに服しながら、国家と家をととのえなくてはならない」 (713 E ~ 714 A ) 
という ふうに言われているのである。つまり、法(律)というのは、「知性の行なう規制」あるいは「知性の秩序づけ」 
に名づけられた名前であり、したがって、法の支配とは、言いかえれば、知性の秩序づけに服するということなの 
である。そしてそうすることがまた、神的なもの(ダイ モ I ン)に支配されていた ク n ノスの 時代の生活を模倣する 
ことにもなるのであり、もしこの国の国制がそのように定められるなら、そのような国制は「神の支配」と呼ばれ 
るのがふさわしいだろうとされているわけなのである。しかし、法の支配、つまり知性の秩序づけに服することが、 
どうして「神の支配」に服することになるのか、その点をもう少し考えてみなければならない。 

この箇所では、知性は、「わたしたちの内部にあって不死につながるもの」と言われているのであるが、のちに第 
一〇卷や第ーニ巻では、宇宙万有の知性のことが語られている。つまり、「諸天体のなかには存在するものの指揮 
者である知性が宿って」 ( M . 967 E ) いて、諸天体の運動が規則正しく行なわれるように、これを秩序づけている (XL 
966 E ~ 967 W ) とか、あるいは、諸天体の回転運動そのものが、実は、知性のそれの「影像」である ( X . S 97 c~ss 
W ) とかいうふうに述べられているのである。そして、すべての運動の始源は魂であり、諸天体の運動も魂によ - P 
て行なわれるわけだから、それらの規則正しい運動は、「知性」をそなえた最善の魂 —— その最善の魂こそ「神」 
であるとされているのだが I によるものであり、また、たんに諸天体だけではなく、宇宙全体も神の配慮の下に 
あるのだというのが、第一〇巻の「神学論」の根本的な思想なのである。 

ところで、このいわば大文字で書かれるべき「知性」は、われわれ人間の内部にも宿り、入間における不死なる 
もの、神的なものとして働いているわけである。そこで賢明な立法者なら、この「万有を秩序づけている知性 」(XI 
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VO 66 E ) を共有しながら、宇宙万有の秩序を国家社会のなかにも実現すべく、正しい法律を定めるはずなのである。 
とすると、具体的に制定されるすべての法律は、人間の定めるいわゆる実定法ではあるけれども、それらの実定法 
は、根源的には、宇宙万有の秩序につながる神的な理法に淵源するものであるということになるだろう。そしてそ 
ういう意味で、この『法律』における「法の支配」とは、「神の支配」のことでもあったわけである。「神こそが万 
物の尺度である」 ( IV . 7160)として、神を尊崇し、神にならうようにという勧告が、このモデル国家の法律全体に 
対する「序文」の最初に述べられているの も、 まさにそのためであり、また、無神論をはじめとする、神々につい 
ての誤った見解に対して、第一〇卷のほとんど全部を費して反駁がなされなければならなかったのも、そのような 
謬見こそが法律の基礎を危くするものであると考えられているからなのである。さらにまた、いったん定められた 
法は、「動かしてはならないもの」として、一見頑迷固陋に思われるほどに法の遵守が強調され、そしてそのために 
は、子供の遊びにさえも変化を持ちこんではならないことが特に注意されているのも ( YD . 797 A ~ C , 7900 B ~ C )、 
法律というものは本来、そのような神的な由来をもっていると考えられているからなのであろう。 

ところで、法についてのそのような認識は、法(ノモス)をすベて人為のもの、一時的な約束事にすぎないものと 
して、自然には根拠をもたぬもの、自然本来にあるもの(ピュシス)より劣るものとする、当時流行の議論を克服す 
る道を開くことにもなるだろう。というのは、第一◦巻で証明されているように、「自分で自分を動かすもの」であ 
り、その意味で運動の始源であるところの魂の方が、いわゆる自然によって存在するとされているすべての物体よ 
りも、先なるものだとすれば、知性は魂に属するものの一つである以上、その「知性の産物」である法もまた、自 
然物よりも先なるものであり、いや、法の方がむしろ、「正しい説においては」、自然本来にあるものだということ 
になるはずだからである ( X .00 90 D ,0092 A ~ C 参照)。そしてこのように、「知性の産物」ないしは「知性の秩序づ 
け」としての法を、自然本来にあるものと考えることは、対立的にとらえられていた「自然」と「法」とを一つに 
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結びつけて、「自然法」という概念をつくることに もなるだろう。 これが後の ストア 派の「自然法」 とどの ように 
結びつくかは、一つの研究課題であるけれども、法についてのブラトンのそういった考え方が、後代の自然法思想 
の一つの源泉になっているのではないかと推測され る わけである。 

(1) 『ポリティ コス(政治家)』のなかに も、 法律によって支配されない悪しき国制が、僭主制、寡頭制、民主制の順序で並 
ベら れてい る (302 E ~ 303 B )。 なお、アリストテレス 『政治学』第三卷七章参照。 

(2) アリストテレスの 『政治学』第三巻一六章のなかに も、 前章から論じられた、「最善の人によって支配されるのがよい 
か、 それとも、 最善の法律によって支配されるのがよいか」 という 問題について、法律が支配す る 方が、国民のうちの誰か 
一人の人が支配す るよりもいっそう 望ましい という 主張に加えて、さらに、 たとえ 幾人かの人間が支配す る ことの方が、一 

人の 人間が 支配することよりも 善い としても、「その人たちは、 護法官 (VOU 0 t-AOCKES) や 法律の 従僕 ( C-TTJ3PTSTOTSV 6 H 015 ) にし 
なければ ならない」(一 2 oo 7 ts 0- 21 ) と主張している人の議論が紹介されている。 

3 )個々の法律に対する「序文」としては、土地の所有 ( V . 74 1 A ~ C ) 、結婚 ( VI . 772 E ~773 E )、 狩り ( W . O 0 23 D ~ E )、 
神殿荒し( ^ .854:6~〇)、殺人( ^.870>~:£)、商業(}0.91613~9178)、遺言(}3.923>~〇)、両親の尊重(^.9305:~ 
S 2 A ) についてのものがあり、また、形式的には「序文」とされていないが、軍事訓練 (XL 942 A ~ M 3 A )、 外国との交流 
( XD . 949 E ~950 D )、 死者の埋葬 ( xn .9 SA ~ c ) について語られていることも、実質的には「序文」とみてよいだろう。さ 
らに、無神論的な思想の反駁 ( x .8 s ooA ~ 907 D ) のように、一連の対話が「序文」の役割を果たしている場合もある。 

五法の支配と哲学の支配(哲人政治)との関係 

最後に、法の支配と哲学(知識)の支配(哲人哲治)との関係について、一言しておこう。この問題については、こ 
れまでにも すでにいろい ろと 述べてきたのであるが、言い残された点をここで多少補足して おく ことにする。 

ブラトンは四〇歳の頃に(「第七書簡」 326 W 参照)、哲学的知識と政治権力とが一体となるのでなければ、人類の 
不幸は やまないだろうという 確信を 抱き、 その哲人政治の理想を『国家』 ( V .473 D ) のなかで高らかに宣言したの 
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であるが、六〇歳以後数年の間、シヶリアの政治事件に関与して現実の苦い経験を味わってからは、その理想の実 
現不可能なことを悟り、晚年の『法律』においては、哲学の支配という考えを捨てて、その代わりに法の支配とい 
う現実的な考えをとることになったのだ、というような解釈が一般に広く行なわれている。大筋においてはそのと 
おりかも知れないけれども、しかしこのような解釈には多少の注釈を加えないと、誤解される恐れがあるように思 
われる。というのは、これではまず第一に、プラトンは六〇歳になって初めて現実政治の苦い経験を味わったので 
あり、それまでは政治にまったく無経験であったかのように解されかねないが、しかし彼はすでに若き日に、現実 
政治に直接ふれて、その実態については多くの経験をつみ、苦い汁を飲んできた人なのである。そして実は、そう 
いった現実政治への失望から、また多年にわたる観察と反省の末に、それからの結論として、「哲人王」という高 
い理想を彼は掲げざるをえなかったのである。むろん、その当時のプラトンとしても、哲人政治の理想が現実に実 
現されるだろうと信ずるほどに、楽観的でおめでたい人間ではなかったであろう。その提案がいかに逆説的なもの 
であるかを、彼自身は充分に承知していたのであるが、しかし理想というものは、よし現実に実現されなくても、 
あるいはむしろ現実には実現されえないがゆえに、その意味はあるのだという考えに立って、その提案はなされて 
いたわけなのである(『国家』 V .472 A ~ 473 A 参照)。 

つぎに、『国家』においては、哲人政治ということだけが述べられて、法律は排除されているとか、法律の必要性 
は認められていないとかいうふうに考えられるとしたら、これもまた事実に反するだろう。『国家』を少し注意深 
く読むなら、そのなかには種々の法律への言及が意外に多いことに気づかされるだろうからである。ただ、前にも 
述べたように、それらの法律の内容は具体的に述べられていないという こと だけなのである。というの も、 『国家』 
においては、いわゆる「理想国」の基本構造と、それの実現のために「最小限必要な変革」としての哲人王のこと 
に力点がおかれ、そしてそのあとは、そのような支配者教育のことに議論は集中して、その教育さえ立派に行なわ 
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れるなら、具体的な立法のことは問題にしなくてもよいとされて、その支配が果たして法律にもとづいて行なわれ 
るのか否かというようなことは、そこでは直接の関心事になっていないからである。 

他方また、政治権力と哲学的知識との一体化によって最善の国制は実現されるという考え方だけなら、それは 
『法律』のなかにも見られないわけではない。この点もすでに述べたことであるが、最もすぐれた立法者が素質に 
めぐまれた節度のある僭主にめぐり会って、両者が協力するときにこそ、「最善の国制への変化は、最も容易に、 
また 最も速やかに行なわれる」 ( IV .710 D ~ W ) とか、あるいは、「一人の人間において、最大の権力と、思慮や節制 
の働きとが落ち合って一緒になるとき、そのときこそ、最善の国制と最善の法律の誕生が芽生えてくるのであって_ 
それ以外の方法では、けっして生じてはこないのです」 (712 A ) というふうに言われているからである。 

さらに、『法律』の最終巻の末尾には、建設を完了したモデル国家の国制と法律を保全するための方策として、 
「夜明け前の会議」の設立が提案されているのであるが、国家の最高の役人によって構成されるこの会議の会員た 
ちは、『国家』のなかで将来支配者となるはずの者たちが学ぶべきだとされていたのと同じ学問、つまり数論、幾 
何学、天文学、音楽理論などの哲学のための予備学問も、また「多のなかに一なるイデア」を認識するためのディ 
アレクテイケーをも学ばねばならないことになっている。つまり『法律』においても、国家の r 頭脳」であり、真 
の「国守り」の機関とされているこの会議は、ほとんど哲学者たちの集団であるとみなしてもよいわけなのである- 
ただ、 『国家』 の場合と多少異なるのは、 前記の学問のほかに、 いわば宇宙神学とでもいうべきものがつけ加えら 
れている点である。というのは、この会議の会員たちは、「真の意味での法律の守護者」であるべきだから、法律 
の究極の源泉である万有の知性や、その知性をそなえて諸天体を規則正しく運行させている最善の魂(神)について 
も、確固たる認識をもつことが要求されているからである。しか■しこのことは、『法律』における法の支配も、その 
根底においては、哲学的知識によって支えられているべきだ、ということを意味しているわけである。 


850 


『法律』解説 


( 1 ) 

したがって、ある論者が述べているように、「ブラトンは『国家』を書いていたときにも、『法律』を書くことが 
できたろうし、また逆に、『法律』を書いていたときにも、『国家』を書くことができたろう。両者は、同一の貨幣 
の表と裏なのだから」とまで言うのは、少し言いすぎであるとは思うけれども、『国家』における哲学の支配とい 
う理想主義と、『法律』における法の支配という現実主義とを両極端のものとして対立させて、プラトンは晚年にお 
いて、理想主義から現実主義へと一転し、考えをすっかり変えてしまったのだというふうに見るのは、単純すぎる 
見方であると言わなければならないであろう。『法律』の終り近く ( XH .965 C ) に「一なるイデア」への言及がある 
ことからも知られるように、プラトンは終生イデア論を保持していたとすれば、ちょうどイデアと感覚的事物との 
関係のように、範型、模範としての哲人政治という理想と、それの不完全な写しとしての法の支配する国制という 
現実とは、 本来 対をなすものとして、そういった二 世界 説 的な 考え方は、プラトンのなかに始めから終りまであっ 
たと見なければならないであろう。 

ただしかし、『国家』の執筆以後において、ブラトンは、シケリアでの事件からも学び、またその事件に対しては 
実際的な勧告をあたえる必要からも、さらにはアヵデメイアの学徒に対して立法のモデルを具体的に示すためにも、 
法の支配という現実主義的な考えの方をより 多く 打ち出すことになったのではないかと推測されるのである。そし 
て、そういった理想主義から現実主義への方向の変化を、年代的には『国家』と『法律』との中間に位置して、両 
者の橋渡しをする役割を果たしている『ポリティ n ス(政治家)』のなかに、われわれは見ることができるように思 
う。 この作品は、プラトンの最後のシケリア旅行(前 三六一年) より少し前に書かれたものと一般には推定されてい 
るのであるが、そのなかにおいて、哲学の支配(哲人政治)と法律の支配との関係が理論的に反省され、理想として 
は哲人政治を認めながらも、現実には「次善の策」として法の支配する国制を採らざるをえないことが述べられて 
いるからである。そこで以下、これまでに述べてきたことと多少重複するけれども、『法律』にいたるまでのブラ 
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トンの思想の発展を理解するために、その問題についての『ポリティコス(政治家)』の内容を簡単に見ておくこと 
にしよう。 

この作品においても、まず初めに、政治家とは知識をもっている人のことであるとか (2500 W )、 あるいは王たる 
者の統治は知識にもとづいて行なわれるとか (292 W ) いうふうに言われて、真の政治は知識によるものであること 
が強調されたのちで、国制についても、 

「唯一の正しい国制とは、たんに知識を持っていると思われる支配者たちではなく、ほんとうに知識を持ってい 
る支配者たちがそのなかに見出されるような、そういう国制のことでなければならないように思われる。そのさい、 
この支配者たちが、法律に従って支配しているか、法律なしで支配しているか、また、自発的に従おうとしている 
者たちを支配しているか、従うことをいやがっている者たちを支配しているか、さらに、その支配者たちが貧乏人 
であるか金持であるか、というそういったことはどれ一つ、国制の正当性ということに関しては、けっして考慮に 
入れるべきではない J (293 C ~ D )。 

というふうに述べられている。つまり、「唯一の正しい国制」、他のところでの表現を使えば、「最善の国制」、「最 
も真実な囯制」とは、『国家』における哲人王のように、「真の知識をそなえている支配者が、その知識を用いて、 
国家の利益をはかっている」 (293 D ) 国制のことだとされているわけである。しかし、先に引用された言葉のうちで、 
他の点はともかく、そのような支配者は、「法律なしにでも支配すべきである」 (293 E ) という点については疑義が 
あるとされて、そこから議論は、知識と法律の関係の問題に移って行く。そしてその点については、「ある意味では、 
立法の仕事が王たる者の知識にぞくすることは明らかであるが、しかし最善なのは、法律が強力であることではな 
く、思慮をそなえた王たるにふさわしい人物が強力であることだ」 (294 A ) と言われて、法律には次のような限界 
があることが指商されるのである。すなわち、法律というものは、「大多数の国民に対して大体の場合にふさわし 
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いことを、しかも大雑把に規定す る」 (295 A ) ことができるだけであって、「すべての人にとって最善であるととも 
に、 最も正しいことを正確に把握した上で、最上のことをすべての人に対して命令することはできない J (2 SA ) か 
らなのである。だから、たとえば医者にしても、医学書に記載されている指示にいつも従うのではなく、また、す 
でにあたえた処方をも時には変更して、そのときどきの患者の状態に最善の治療をほどこすのであるが、それと同 
様に、真の知識をもつ支配者もまた、法律の条文にとらわれないで、最善の施策と思われるものを臨機応変に行な 
う方がよしとされるわけなのである。 

かくして、法律は完全なものではなく、法律による支配は知識による支配よりも劣ることが原則的には確認され 
ているのであるが、にもかかわらず、法律の必要性が、そのあとの議論では説かれることになってい る。 すなわち、 
われわれの時代は クロ ノスの 時代のように神の支配下にあるのではなく、死すべき人間の支配下にあるのだから、 
法律を不要とするような、そういった真実の知識を身につけている支配者を、この現実の世界のなかに見出そうと 
することは、あたかも「人間たちのなかに神」を見出そうとするようなものであって、それはとうてい不可能なこ 
とだとされるのである。つまり、「蜜蜂の巣箱のなかに女王蜂が生まれてくるような工合には、この現実の国家の 
なかには、心身ともに天性すぐれた一人の王が現われることはありえないからなのである」 ( OJ 2 W )。 いな、「現実 
にわれわれの周囲に見られる政治家どもは、資質の上では、神によりもはるかに被支配者たちに似たものであり、 
また彼らの受けてきた 教育 や 養育 も、被支配者たちが受けてきたものと同じなのである」 (275 c)o だから、現実の 
支配者たちが、「真の知識の所有者でもないのに、法を無視して、私利私欲に駆られたり、情実に流されたりして」 
政治を行なうとすれば、その害悪の方が、支配者たちが法律の規定に縛られて個々の場合に即応した対策をとれな 
(でいる場合の害悪よりも、もっとひどいものになるわけである (300 A 参照)。したがって、現実の問題としては、 
「唯一正しい国制」は実現不可能な理想であるのだから、われわれとしては、「あの真実この上ない国制の跡を追い 
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かけながら、法律を制定すべきであり」 (301 A )、 そしてその法律に違反することは許さぬというやり方をせざるを 
えないと言われているのである。 

大略、以上のような議論によって、プラトンは、この『ポリティコス』においても、哲人政治が唯一真実の理想 
の 国 制で あり、 知識は法律にまさる ことを 確認しながらも、現実には、その理想の国制の「写し」 ( tosw , 297 C ) で 
あると ころの、法律の支配する国制を「次善の策」 (300 C ) として採用せざるをえない と 結論しているわけである。 
そして、『ポリティコス』におけるこういった理論的反省を経た上で、『法律』においては、その「法の支配する国」 

の最善なるものを、-ただし、『ポリティコス』において最善のものとされた君主政体ではなしに、スパルタやク 

ノソスの国制に見られるような混合政体を採用して-、具体的に描こうとしたのだと言ってよいであろう。 

しかしながら、プラトンがせっかく苦心して描きあげたこのモデル国家も、時代おくれのものにならざるをえな 
かった。都市国家の時代はすでに終ろうとしていたからである。ブラトンが『法律』の執筆に取り組んでいた頃、 
ギリシアの北方では、マケドニアのピリッポスがすでにギリシアの国土を侵し始めていた。そしてフラトンの死後 
一〇年目には、ヵイロネイアの一戦によって、ギリシア諸国は完全に独立と自由を失なうことになったのである。 
歴史はポリスの時代から帝国の時代へと移ることになる。ブラトンの眼は、西方のイタリアやシケリアにも、また 
南方のスパルタやクレテにも、さらに東方のペルシアにも向けられていたが、テッタリアを越えた北方のマケドニ 
アの動向に対しては、どの程度の注意が払われていたのであろうか。むろん、誰も歴史の将来を予見することはで 
きないから、プラトンの描いたモデル国家が時代おくれのものになったからといって、これを咎めることはできな 
いだろう。たしかに、国家建設の模範を示すために書かれたこの『法律』の内容は、紀元前四世紀のポリス社会と 
いう特定の歴史的状況を前提としているものであるから、法律や制度に関する彼の具体的な提案の大半は、すでに 
古びたものになってしまっている。しかし、そのなかに含まれている政治の知恵は、時代の変化によって古びるこ 
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『法律』解説 


とはなく、混合制の理論も、法の支配の考え方も、また政治は哲学(学問)的知識にょって支えられるべきだといぅ 
主張も、「永遠の財産」として今日に伝えられているのである。 

( 1 )T. J". Saunders, 77^6 I/awco, 111 troduction, P. 200. 

主な使用文献 
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o. Kitter, Platons Gesetz の ： Darstellung dcas Inhalts una Kommentar, 2 vols.,helpzlg,l 00 9b. 
o. Apelt, p^xc-t-o 71 5^6coai 2 e, 2 vols., Leipzig, lvolb. 

E.w. England, Ldlwcoo/ pzac>. 0 , 2 vols., Manchester, lMD 21 . 

R.. G.wury, prs-, Lams, 2<J01S. (LoecrClassical Li 1 Drary)，-London, 1920 . 

A. E. Taylor, pzas', 77 is z/awco. (EverymanwLrbrary) Jtonaon, 19OJ 4 
L. R.0 11 >in,^Nas' 71, p^ 6 Co 〇〇逢ぞ^: II, La Pleiaxie, 1VO4-2. 

E. Des Places, P^ZS-T 一, Los-, Platon, CEUVrco s CompUtes , XI(13 darue, Livre 1111, 2 ©parole, Livre IIIIVI), 
(soci 6 16 d/Edition Belles Lettrs v 3> s 51 . 

A. Dies, -fvas- 71，卜65 bs 5 , Platon, CEuvtcs Gomputc f 3 XII (13 partie, Livre VIIIX, 2 ® dartle, Livre XIIXII) ， 
(soci 6 16 d/Edition :Les Belles-Lettres^) ， l vo 56 . 

G.P. Morrow,^lpto-scretanoit ば ， A Historical Interpretation of the Laws, Princeton, 1960 . 

T. J . saurmeHS, p r s-, T r Lams ^ enguin classics)， 一' 07 0 . 
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式部久訳『ブラ トン 著作集2』( 法律〔上〕 I—VI 巻)、 同 3(法律〔下〕训| }0[ 卷)、勁草書房、一九七三年、一九七五 
年。 

山本 光雄訳『ブラ トン 全集 9』(「法律」上、第ーー八卷)、同 10 (「法律」下、第九|ーニ卷)、角川書店、一九七五 
年。 

(以上のなかでも、文法的な ことをはじめと して原典の理解にはィングランドの書物に、また背景となっている史実の解釈 
や「解説」の執筆には モロ ーの書物に、 とくに 負ぅ ところが 大きい ことを 付記しておく。) 

なお、本篇の翻訳は、第一—四巻を森進一、第五—八巻を池田美恵、第九—一二巻を加来彰俊がそれぞれ分担した。 
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E , 838 D , 843 E , 913 C~D 

〔-の目標〕 625 E ~626 A , 628 

C 〜 D ,630 C , 631 D , 633 A , 688 A , 
E , 691 B , 693 B , 701 D 
〔——の快楽に対する態度〕 635 
B 〜 C , 636 E 

〔——の作家（詩人）に対する態度〕 
660 A , 662 B - C , 719 B 

〔-にと っ て大切な説〕 663 B 

〔-の有益な偽り〕 663 D 〜 E 

〔-の初まり〕 681 D 

〔偉大なる——は適度を認識〕 691 
D 

——の仕事〔=名誉の配分〕 697 
A~B 

〔真実を身につけた——〕 709 C 

〔-の祈り〕 （= すぐれた僭主との 

めぐりあい） 709 D ~ E ,710 C , 
E 

〔独裁権を持たない-〕 735 D , 

739 A 

C ——とその後継者たち〕 769 D 
-771 A 

〔——の仕事とその補足〕 772 A 
〜 C ，802 C , 816 C , 822 D ~ 823 A , 
828 B 

最初の-と第二の-たち 835 

B 

昔の- 853 C 

若い—— 846 C , 855 D , 957 A 

—の文書や作品 858 C - D , 957 

C 〜 D 


リ ュ クルゴス 630 D , (634 A ) , 858 E 

両親 

-には言葉の慎みを保つ 717 

D 

-をないがしろにする，——の虐 

待 930 E , 932 A-D 
隣人（たち） 

〔——との境界〕 842 E - 843 B 

——に与える損害 843 C - 844 
D , 846 A 

——法廷 768 C —法廷 

〔=仲裁人〕 915 C 

類似性 667 D , 668 B 

隸属 

——と自由 694 A , 699 E , 701 E 
——と専制 698 A 
レスリング 795 B , 795 E 〜796 A , 

814 C - D , 833 D 〜 E 
老人 715 E 

( ——は観察者〕 657 D 
28人の——たち 692 A 
——向きの知的（思慮ある）遊び 
685 A , 769 A —遊び 
老年 692 A 

ヮ行 

若者 661 C , 663 D , 671 A 

〔-の本性〕 653 D ^ E , 659 E , 

664 E , 666 A 
禍 

〔=海〕 705 A-B —海 

〔偶然や——が立法する〕 709 A 
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『法律』索引 


〔立法者の着眼点〕 693 C , E , 694 

B , 695 D , 697 C , 701 D 

〔三種類の——〕 837 A-D 

勇気 630 B , 696 B , 963 D 〜964 B , 965 

D 

〔——は第四位の徳〕 631 D , 667 A 

〔——を養う制度（テスト）〕 632 

E , 648 B -> テスト 
〔——の定義〕 633 C , 634 A 

〔芸術の判定者は叡知と共に——が 
必要〕 659 A 
——ある生活 733 E , 734 D 

—— の鍛練 791 B 

遊戯 667 E , 673 C-D —遊び 
〔教育の手段〕 643 B-D 
有用性 

〔楽しさ（快楽），正しさ，——〕 

667 B 〜 D 
誘拐罪 879 A 
輸出，輸入 705 B , 847 B-D 
「夜明け前の会議」 (vUKTEplVOS CTUAAO- 
yos ) 908 A , 909 A , 951 D 〜 952 

C , 961 A ~ C , 962 C ~ D , 968 A , C , | 
969 B~C 

養育 666 E , 766 A , 788 A , C , 791 E , 

792 C , 793 E 

正しい —— 643 D , 644 A 

養子 740 C , 923 C —924 A , 929 C - 

D 

善き 

「-市民」という名声 914 A 

——人 716 D , 829 D , 957 E 

—— もの ( こと） 661 D , 715 D 
〔 —— ものの（二） 種類〕 631 B , 697 
B 

世の人の口にのぼる - もの 

661 A 

欲望 633 D , 643 C , 647 D , 714 A , 
782 D ~ 783 A , 835 C , 835 E ~836 
A , 837 A , C ,838 B , D , 842 A , 854 A , 
863 E , 864 B 

だれにも共通した 一つの-の 形 


687 C 

善さ 667C 

〔「——悪さ」の識別〕 668 D 
|予想 

〔=思わく〕 644C-D —思わく 

|欲求 

不死への - 721B~C 

酔っぱ らうこと 645D-E 

〔30歳までは——を禁じる〕 666 

B 

予備的な諸学問 967 E 

I 読み書き 689 D, 809 C, 809 E 〜810 

C 

!より多くをとろうとすること—不当 
な利益をむさぼること 
〔=王たちの病〕 691 A 
世論 838D 

ラ行 

ラダ マン テュス 624 B ， 948B~C 
利益 646C 〜 D 
強者の—— 714C 

離婚 784B, 930A-B 
利息，利子 742C, 921C-D 
リズム 653 E, 655 A, 656 C, 661 C, 
669C~E ， 670B,D 〜 E, 672 C, E, 
673 D, 798 D, 800 D, 802 E, 810 B, 
812 C, E, 835 A 
理知 653 B 

〔=支配すべき部分〕 689 B 
-にかなった生活をする者 689 

D 

立派なこと（美しいこと） 

- と正しいこと 859C 〜 860C 

立法 （ vopo0e<jioc) 708 D, 709 C, 720 
E, 722 B, 723 C 
——の源 681 C 

〔 —— の目標〕 705 E 

立法者 (vopo0 〗 TTis) 647 A, 671 C, 
680 A, 684C, 696A, 720A, E, 722 
B, 723A-B, 742 D, 744 A, 746 A 
~C, 747 A, 766 A, 788 B, 798 B, 807 
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ミ ノス 624 A - B , 630 D , (634 A ), 
706 A 

身振り 654 E 655 B , 656 A , D , 660 
A 

民会 764 A , 850 B 
民衆 684 C , 697 C 〜 D , 70 0 A 

〔国家において-の占める割合〕 

689 B 

——煽動家 908 D 

民主制（デーモクラティアー） 

〔国制の母の一つ〕 693 D 

[ ——の悪影響〕 701 A 

君主制と——の中間 756 E 

〔イ戌而非国制として〕 832 C 

ムゥサ （たち）（音楽•芸術の神，詩神） 
653 D , 664 C , 665 A , 669 C , 672 D , 
682 A , 700 D , 783 A , 796 E 
——の技(音楽.芸術） 656 C , 815 

D 

——の鼎 719 C 

無教養 870 A 
無罪(汚れなき者） 

[ ——とされる場合〕 865 B , 869 

A , D , 874 B-C 
無思慮 9〇6 A 

無神論者 966 E — 967 A , C -> 神々 
の存在を信じない者 

息子 

——を勘当する 928 D -929 D 
無知（如 a 0 kx , avoioc ) 649 D 

〔王の没落の原因〕 688 D 〜 E 

〔=不調和〕 689 A , C , 691 A 

〔=最大の病気〕 691 D 

——の二種類〔犯罪の原因としての〕 
863 C - D , 908 E 

最高の知恵と思われている- 

691 A , 8863 
無恥 701 A~B 

編，鞭刑 762 C , 764 B , 777 A , 784 

D ，845 A ~ C , 855 C , (872 C ), (879 
E ), 8810, (882 B ), 890 C , 932 B 
村 746 D , 794 A , 848 C ~ E 


——人や隣人たちの法廷 762A 

—法廷 

酩酊 775B — E —酔っぱらうこと 
名誉 687 B, 696 B, 697B, 716A 
——欲 870C 
めぐりあわせ 

〔すぐれた僭主と立法者の出会う— 
— 〕 710C 

滅亡 

〔洪水，疫病その他による——〕 

677 A 〜 C ， 680D, 682 B 

模写 

——（の）技術 667C-D 
〔=音楽(芸術)作品〕 668C ~ D 

模像 

〔作品が何の——であるかの認識〕 
(= 芸術作品） 6680, 669A-B 

物語 712 A, 872E 

〔クロ ノス 時代の-〕 713B, E 

クロ ノス 

〔親族殺人についての-〕 872 

E 

神々を主題にした- 886B — C 

呪文の働きをする- 90 3 B 

模倣 705 D, 706A-B 

〔——(物）判定の尺度は真実〕 

667 E 〜668 A. 

詩人の技術は- 719 C —* 詩人 

ヤ行 

薬物 845D 〜 E ―►薬 

——によって害すること（二通りの 
やり方） 932E 〜 933B 
——使用に関する法律 933B 〜 
D 

宿屋 918B,E 

「やむをえない必然のこと」 

〔=戦い〕 628 D 

遺言 

—— 状，——人 922B 〜 C，923 

A, C ， 923E ~ 924C, E, 926 C 
友愛 628B —愛 
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『法律』索引 


〔教育と一の関係〕 659 D ， 752 

: B~C 

カルケドン人の - 674 A 

〔ドリァ民族三国の——〕 684 A 

〔——制定の目標〕 688 A , 705 D 

- E , 714 B 

〔-への服従（不服従)〕 698 B 

- C , 699 C , 700 A , 701 B , 745 A 
〔植民と——の関係〕 708 C-D 
〔——を支配するもの〕（偶然，禍） 
709 A 


C ——変更の容易な手段〕 711 C 

最善の——の誕生 712 A 

知性（ヌウス）の行なう規制（ディア 
ノ メー） が法律 （ノモス） 714 A 
——の（下）従僕 715 C-D 
〔最初 に 制定され るべき ——〕 720 

E -721 A 

単(複)式の—— 721 B 

——の序文（序曲，前置きの言葉） 
719 E , 722 D - E , 723 B ~ E , 734 E , 
772 E , 854 A , C , 870 D - E , 874 E , 
887 A , C , 888 A , 907 D , 916 D , 923 
C , 925 E , 926 E , 930 E , 932 A 

-の本文（本曲） 723 B , 854 C , 

871 A 


〔国制の要素と しての ——〕 751 

A~B 


-の番人 754 D 


[ ——の改正〕 769 D ~771 A 

〔細則の改正〕 772 C , 846 C 

〔——と勧告〕 788 A 〜 C , 822 D 

~ 823 A . 


父祖の—— 793 A 

〔——と変化〕 797 A , 798 B 

——制定の正しい仕かた 857 C 

~ E 


——を文書に書き記す仕かた 
859 A 

——の必要性（次善のもの） 875 
A ~ D 

〔-の目的〕 880 D 〜 E 


〔人為のもの〕 889 E -890 A -> 
自然 

〔自然によって存在するもの〕 890 
D 

——を監視する人たちの会議 951 
D —「夜明け前の会議」 

——に関する学問 957 C 
〔知性と類似した名前をもつもの〕 
957 C 

——の保全策 960 E 

真の意味での——の守護者 966 B 

暴慢な振舞い（ヒュブリス） 

——の種類 884 A ~885 A 

若者たちの勝手きままで 一一 884 

A 

暴力行為 874 D 

—— 全般に適用さるべき規則 884 

A 

ボクシング 795 B , 796 A , 830 A 

補欠選挙 759 E 

保証 953 E 〜 954 A 
——人 855 B , 871 E ~ 872 B , 873 

B , 914 D - E , 937 B 
補助者 

思考の導きを助ける- 645 A 

没収 742 B , 754 E —財産 
ホメロス 680 B , 681 E , 706 D , 858 E 

マ行 

埋葬 

〔——の禁止〕 873 B - C , 874 B , 
909 C , 960 B 

マグネシア 

-人，——の国（家），——の国民 

860 E , 919 D , 946 B , 969 A 
呪い 933 A,E 

魔法 933 A,E 

水 761 A 〜 D , 763 D , 844 A - D , 845 

D~E 
港 

〔——の道徳的影響〕 704 D — 
海 
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C — より多くとろうとすること 
——弁護 938 B 

古い話（古くからの話） 865 D , 881 A 

触れ役 917 D , 928 D , 958 B 

分配 

〔富の ——〕 736 C -738 B 

〔土地と家の——〕 739 E 〜740 A 

〔——された財産の売買禁止〕 741 

A~D 

〔農作物の - 〕 847 E — 848 C 

—— 地 737 E , 740 B , 744 B , E , 745 

C - E , 776 A , 855 A 〜 B , 856 D , 
923 D ~ E , 924 D - E , 925 B 〜 C 
〔——地の数と大きさの一定〕 855 
A , 877 D 

兵役 

——忌避 878 D , 943 A-C 
——の 義務 943 A 

平和 

〔名目だけのもの〕 626 A 

〔立法者や真の政治家の目的〕 

628 B ~ E 

〔クロ ノス 統治下の - 〕 713 E 

— >■クロ ノス 

〔戦争と-〕 803 D , 829 A-B 

-の 踊り 814 E ~816 D 

ヘクトル 944 A 

ヘスティア（女神） 745 B , 848 D , 856 
A 

へパイストス（神） 920 E 

ヘラクレスの子孫（たち） 685 D , 

736 C 

ヘリオス （太陽神） 945 E , 946 C^D 

ペルシア，- 人 637 D 〜 E ， 642 

E , 685 C , 692 C , 693 A , 693 D ~ 694 
A , 695 A , C 〜 E , 698 A 

〔-王(キュロス.，カンビュセス，夕 

レイオス）の 評価〕 694 A 〜696 
B 

ヘルメス（神） 941 A 

ぺロブスの子孫 685 D 

変化 797 B -798 D 


〔国家および国制の——〕 676C 

返品(返還） 

買った品物，所有する物件の一 
916A~C 
暴行 869 B 

——に関する法律，規定 879B 
〜 880D, 881 B- 882 C, 884 A 
法廷 766D 〜 768C 

村人や隣人たちの —— 762 A 

第三 —— 767 A, 767C-E, 768B 

~C 

隣人 —— 762 A, 768 C 

部族民———部族 
〔護法官と選抜裁判官より成る一〕 
855D, (871D, 877B) 

護法官，監査官，選抜裁判官より成 
る —— 948 B 

——の判断（自由裁量） 875E 〜 

876A,C-D 

暴行事件を取り扱う—— 880D 

選抜裁判官たちより成る- 926 

D, 928B, (938B), 956D —選抜 

裁判官 

市民101人によって構成される— 
932C 

〔三審制〕 956B-D 

国家公共体に対して犯される事件を 

扱う - 957 A 〜 B 

法の無視 

〔民主制のもたらす——〕 701 A 

法律，法 636D, 647C, 680 A, 684C, 

685 B, 689 B, 690C, 691 A, 715B, 
718B, 719D, 722A 〜 C 

〔クレテの -1 625 C, 626B, 634 

D, 705 D 

〔スパルタの -〕 634D, 637 A 

〔=国家の思考の能力（ロギスモス）〕 
644D, 645 A 

〔——とは国家の共通の意見〕 644 

D 

〔音楽芸術に関する——〕 656 C ， 

657B, 700 A, 801 A,D 
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判定（者） 

〔芸術の——〕 659 A - C , 669 A 

-> 観客 

-の真実性 663 C 

犯罪 

-の原因 863 C ，864 B 〜 C 

二種類の—— 860 E 〜 861 D 

万物 

——は動いているか静止しているか 
893 B , 897 E 

「-は神々に満ちている」 899 B 

火 666 A 

——や水や土や空気 （= 万物の最初 
のもの） 889 B , 891 C 
——とか，ある種の空気 （= 魂） 

892 C 

美 668 B , 966 A 

〔——，正，善と快〕 663 A 

悲歌（トレーノス） 700 B , D 

秘儀 854 B , 870 D , 908 D 
卑怯者 944 E 
悲劇 658 B , 817 A - D , 838 C 
羊飼 906 B,E 

必然 818 B~D 

「-には神でさえ抗い得ない」 

741 A , (818 B ) 

ヒッ ポリュトス 687 E , 931 B 
人の好さ 679 C 

秘密任務（クリュプティァ） 633 B , ! 

763 B 

ピュティア 807 C 

——の神託 947 D 
ピュリケー 815 A , 816 B — 戦さの！ 
踊り 

病気 709 A 

王たちにとりつく- 691 A | 

最大の- （= 無知） 691 D — 

無知 

〔——に対する医者の態度〕 720 

C ~ D 

平等 

財産の—— 684 D 


〔二種類の——〕 757 A 〜758 A 

貧困 919 B 
品性 

〔——に及ぼす海の影響〕 705 A 
〜 B 一海，港 
風習 680 A , 681 B 

〔 - についての考え方〕 637 C , 

638 E 

〔飲酒の——〕 637 D 〜 E 

武器の放棄(喪失） 943 E -945 B 

複式 

——の方法（やり方） 720 E 

——の法律 721 B , 722 E 
不敬行為 854 C , 941 A 

二種類の—— 908 B 

不敬罪 799 B , 868 D -869 B , 907 E , 
908 B , 909 C , 910 D 
〔——を裁く法廷〕 907 E 

——に関する法律 907 D 
—— に関する法律の序文 907 C 

~D 

負債の帳消し 684 D , 736 C,E 

不死 

-への欲求 721 B-C 

不正 661 E , 713 C , 870 C , 906 A , C , 

934 B 

〔——と損害行為の相違〕 861 E 

~862 B , 863 A 

——に対する治療 862 C 〜 E 

〔-の定義〕 863 E ^ 864 A 

-は不本意なもの 860 D 〜 E 

部族 745 E , 753 C , 771 B , D , 828 C 

——.騎兵隊長 755 C , 756 A , 834 C 

——歩兵隊長 755 C , 755 E 〜756 

A , 880 D , 953 B 

——民法廷 768 B , 915 C , 920 D , 

92 1 D , 956 C 
不調和 

〔=無知〕 689 A , 691 A ―無知 

不当 

——告訴 938 B 

——な利益をむさぼること 906 
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~ B , 849 A , E , 879 D ~ E , 881 C , 
913 D , 918 A , 936 C , 954 B 
土地 705 A , 709 C , 736 C -741 E , 
745 C 〜 D , 747 D - E , 842 E -844 
B 

富 649 D , 661 A , D , 687 B , 706 A , 744 

A , 870 A 〜 B , 919 B 
- 、の愛着 831 C-E 

ドリア人 682 E , 684 E , 685 E 

——の建国 684 E 
奴隸 690 B , 776 B - 778 A , 845 A 

B , 848 B - C , 914 A - B , 914 E - : 
915 A ,916 A - C , 917 D , 930 D , 932 | 
D , 936 B - E , 941 D , 954 E 

〔——の医者〕 720 B - C ,857 C~D ! 

—• 制 776 D 

解放—— 915 A - C , 930 D 

ナ行 

内乱 628 B - C , 630 B , 636 B , 708 B 
〔最も恐るべきもの〕 629 D 

—の源泉 690 D 
名前 

——と定義 895 D 〜896 A , 964 A 

人間 664 E , 668 E , 709 A , 712 A , 804 
B , 835 C 

-にとって最も貴いこと 707 D 

——のなすことがら 708 E , 709 

B , 713 C 

〔——の本性〕 713 C 

〔=万物の尺度〕（ブロタゴラスの説） 

716 C 

-の種族 72 lB ~ C ，78 lE 

〔——の一般的性質〕 762 E , 766 

A , 777 B 

〔神に対する-〕 803 B 〜 C 

盗み 857 A ~ B ，941 B ~942 A 
窃盗 

農業関係法 842 E — 846 B 
農耕の術 889 D 
農夫 906 A,E 


飲物 

〔=恐怖を起こす（つくる）薬〕 648 
A 

〔大胆にする——〕 （= 酒） 649 A 

ノモス 

〔歌の一種〕 700 B , 722 D ―歌 

〔=法律〕 722 E , 734 E , 799 E -> 
法律 

詛い 933 A,E 

ハ行 

ハ—モニ ー fdxpjiovioc ) 653 E ~ 654 
A , 655 A , 660 A , 661 C , 665 A , 669 
E , 670 B , D ~ E , 672 C , E , 802 E , 
810 B , 812 C , 835 A 
墓 873 D , 885 A , 958 D 

初め，始まり 715 E , 753 E , 775 E r 

785 A 

裸の祭典（ギュム/パイディア） 

〔忍耐養成の訓練〕 633 C 

罰金 745 A , 756 C - E , 762 B , 764 A 

〜 C , 765 A , C , 766 D , 767 E , 774 A , 
779 C , 843 B , E , 845 A , 846 B , 847 B , 
855 A 〜 B ， 865 C , 868 B , 880 D , 882 
A , 927 D , 928 B - D , 932 C , 933 D 
- E , 934 D , 936 A , 945 A — B , 948 
B 

ノ<ツ コス 

—— の狂気 790 E 

——の踊り 815 C 

ハデス（冥界） 727 D , 904 D , 905 B 

母親 690 A 
派閥制 832 C 
破廉恥 

——と戦う 647 C 

反逆 

——罪 856 E 

—— 者(売国奴） 857 A 

パンクラティオン 795 B , 830 A , 834 

A 

判決の執行 958 A-C 

番犬 906 B , 906 D -907 A 
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君主制と民主制の —— 756 E 

勧告と法律の —— 822 D 

仲裁 

——裁判 766 D — 裁判 

——人（隣人たち，村民たち，裁判 
官） 920 D , 926 A , C , 956 C 
追放〔刑罰〕 864 E , 865 E ~866 C , 
867 C - D , 868 A , C - E , 869 E , 871 
D , 877 B 〜 C , E , 881 B , 890 C 
——者をかくまう 955 B 

通約可能（不可能） 819 E 〜 820 C 

慎み （アイドース） 647 A ,672 D 
——の心 698 B , 699 C 

-の女神（アイドス） 943 E 

手 794 D — 795 D 
デイオニュソス 653 D , 665 A 〜 B , 

666 B 


——歌舞団 
——の贈物 

-の歌い手 

——の玩具 
定義 

——と名前 
〜 B 


665 B , 671 A 
672 A 
812 B 
844 D 

895 D 〜896 A , 964 A 


A , 880 C - D , 890 C , 908 A 
盗品を受けとる 955 B 
投票 

判決の —— 855 D 

動物 

秩序の感覚は他の いかなる——も 身 
につけていない 664 E 

〔——の世界にゆきわたった支配の 
資格〕 690 B 

〔子供や——にも生まれつきそなわ 
っ ている節制〕 710 A — 節制 
徳 661 C , 667 A , 678 A ~ B , 696 A ~ 

B 

〔立法者の目的としての - 〕 630 

B 〜 C , 630 E -631 A , 688 A - B , 
705 D - E , 963 A , (965 D 〜 E ) 

〔——は教育の目的〕 643 E , 653 

A - B , 673 A 

——に関するお伽話 645 B —操 
り人形 

芸術に関することがらの判定者は 
——を必要 659 A 

〔節制が——の根本〕 696 D , 709 E 

-710 A 


テオダニス 630 A , C 

適度(適当な限度） 719 E , 918 D 

〔——の重要性〕 691 C 〜 E 

〔支配権の——〕 692 A 

適量 

〔専制と自由の——〕 701 E 

テセウス 687 E —ヒッポリ ュ トス 
テミス（神） 937 A 

デメテルと コレの 贈物 782 B 

テュルタイオス 629 A 〜 E , 630 B 
〜 C ， 858 E 

デルポイ 759 C 〜 D , 856 E ， 914 A 

- の神アポロン 686 A ， 865 B 

——の 神託 738 C , 828 A 

- の銘文 923 A 

天体の研究者 967 A 〜 C 
天文学 820 E 〜822 C , 967 A 

投獄(監禁） 764 B , 847 A , 855 C , 857 


〔海と——の関係〕 704 D —海 

〔立法は-に卓越した人物たちの 

仕事〕 708 D 

〔-の 前には 汗〕（へシオドスの 詩 

句） 718 E 

〔 一一 と生活〕 734 D , 807 C 

——の四種類 963 A,C 

-は四つでありながら，一つ 

964 A , 965 D 〜 E 
独裁者(僭主） 908 D — 僭主 
独身 

—生活 721 D 

——者 774 E 

都市 682 C , 745 B - E , 758 D 〜759 

B , 760 A , 778 C , 779 B - C , 804 C , 
848 E 

——保安官 759 A , 763 C -764 

C , 7790, 794 C , 844 C , 845 E , 847 A 
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- こと 714 B , 861 A 

-ことと立派なこと 859 C 〜 

860 C 

——ことは人為や法律習慣によって 
生ずるもの 889 E ~890 A 
正しさ 714 D , 715 B 

〔——と楽しさと有用性〕 667 B 
~D 

模倣の- 668 B 

〔——には節制が必要〕 696 C 

ムウサの定めた- 700 D 

楣を投げ捨てた者 944 C — E 
竪琴 809 C , E , 812 B , D 〜 E 

「多」と「一」 965 B - C , 966 A 

魂( ㈣ 六） 631 C , 663 C , 672 D , 696 

D , 697 B , 716 A 

〔教育と——〕 643 D , 659 D-E 

〔 - のテスト〕 648 B , 649 E 〜 

650 B 

〔——と快苦〕 653 A - B , 689 A 

〜 B 

〔音楽は——に快楽をあたえる〕 
655 D 

〔-と適度〕 691 C ~ D 

〔-- の尊敬〕 726 A -728 C 

——の在り方 803 A 

〔-と徳〕 807 C 〜 D , 837 C 

C ——と音楽〕 812 C 

〔-が天体を動かす仕かた〕 898 

E ~899 A 

-が宿っているものは「生きてい 

る」 895 C 

-に関係のあるものは，物体に属 

するものよりも先にあったもの， 
古いもの 892 B , 896 C-D 

-の運命（善き-はよい場所に， 

悪しき——は悪い場所に移される 
こと） 903 D 〜 905 B 
——の定義（自分で自分を動かすこ 
とのできる動） 895 E 〜 896 A 
— の養育と教育 874 D 
——のよさ 870 B 


最善の—— 897 C , 898 C 

〔=運動変化の始源，すべてのこと 
の原因〕 896 B , D 

〔=神〕 899 A-B 
〔=真の自己〕 959 A-B 
〔=最初にあったもの，物体より古 
いもの，物体を支配するもの〕 

892 A , C , 896 B - D , 899 C , 966 E , 
967 B~D 

〔物質より後につくられたもの〕 

891 C 

単式 

——の法律 721 B —法律 

-のやり方 720 E ~721 A 

知恵 

最大の-〔=最高最美の調和〕 

689 D 

知識 689 B 

——のない者は従うこと，思慮ある 
者は指導すること 690 B 

知者 

〔——とは〕 689 D , 696 C 
知性（ヌゥス） 62,20, 644 A , 672 C , 
688 B , 694 B , 713 A , 889 C , 890 D 
892 B , 897 B 〜 898 A 
——と感覚の協同 961 D 〜 E , 
969 B 

〔——がそなわるようにと I 、う祈り〕 
687 E 

〔立法者の目的〕 701 D —立法者 
——（ヌゥス）の行なう規制（ディア 
ノメー） が法律 （ノモス） 714 A 

万有を秩序づけている—— 966 

E , 967 B,E —法律 
〔=思慮〕 963 A 

父親 687 D , 690 A , 694 E 

秩序 

——の感覚 653 E , 664 E - 665 A 

地方保安官 760 B -763 C , 843 D , 

844 B - C , 848 E , 873 E ,88 lC - D , 
914 A , 920 C , 936 C , 955 D 

中閲 
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——的命令〔=法律〕 722 E 

漸進的改革 736D 

宣誓，誓いの言葉 948C-949C 

専制 698 A 

-的要素〔ペルシア国制悪化の原 

因〕 697C 
——的な国制 701 E 

戦争 709 A — 戦い 

〔立法者の目的〕 688 A, 705 D 

- に関する事柄 628 D ^ E 

〔——と平和〕 803 D, 829 A 〜 B 
全体 

〔部分は——のためにある〕 903 
C~D 

船長 902 D, 905 E, 906 E, 961 E, 963 

B 

選抜裁判官 (855 D), 926 D, 928 B, 

938 B, 946 D, 948 A, 956 D 
旋律 （メロ ディー） 654E-655B, 
656 A, C-D, 657A,669C ~ E,670 
B~D, 673A,700C 
戦列離脱 943 D 

葬儀 717 D, 719D, 958D 〜 960A 
相続，——人 740 B, 856 D-E, 877 

D, 878A, 923C ~ E, 925B 〜 C 
——順位 924 E- 925 D 

育て方 

〔王室の女たちの - 〕 694D 〜 

E, 696 A 

ソフイスト 908 D 
ソロン 858 E, (913 D) 

損窖（行為） 

〔隣人に与える——〕 843B-846 

B 

家畜による - 936 E 

奴隸による —— 936C-E 

不正と——の相違 861E~863A 

〔故意のものと故意でないもの〕 

861 E 


夕行 

体育，休育訓練 633 A, 636A-B, 


795 D, 796 E, 813 D, 830D 
——教師 916B 

-術 673A 〜 B 

〔——関係の役人〕 764C-D, 765 

C 

——場 761 C, 764 C, 804 C 

体育競技 764 D, 796 D, 828 C, 832 E, 
834C 


——の監督官 949 A 

第三法廷（第三審） 767 A 〜768 C 

—法廷 

大衆 657E, 689 B 
——のやじり声 700C 
大胆（さ） 

〔=快楽の予想〕 644 D 
〔=慎みのなさ〕 647 A 

敵を前にしての - 647 B 

太陽（ヘリオス） 898 D ~ E 
〔 = 神〕 886 A, D, 887E 

〔=魂をもたないもの〕 889B 

——に直接目を向ける 897 D 
ダイモーン（守護霊） 713 D, 717B, 

730 A, 732 C,738B, 740 B, 747 E, 799 
A, 801 E, 804 B, 818 C, 828 B, 848 
D, 877 A, 906 A, 909 E 
代理人 849 B, D 

戦い 626C, 628 A, 630 A ~ B, D -> 

戦争 


宣戦布告のない —— 626A 

〔クレテの立法は——に着目〕 625 

D~626A, 633 A 
自分自身に対する —— 626 E 

〔=内乱〕 628B - ♦内乱 

〔最善のものは-ではない〕 628 

C~D 


〔 ——の二つの種類〕 629C-D 

正しい（正） 862B, 863 E 〜864 A 

-理 645 B, 659 D, 696 C —理 

——音楽 668 B — 音楽 
〔音楽の〕——規準 700 E 

〔-の定義〕 864 A 

自然に従った——生活 890 A 
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スパルタ（ラケダイモン)， - 人 

624 A ,626 C , 628 E , 629 B , 630 D , 
633 B , 636 E 〜637 A , 642 C , 660 B , 
662 C , (666 D ), 673 B , 674 A , 682 E , 
683 C ~ D ， 692 D - E , 696 A , 698 
E ,712 D , 753 A , 776 C , 778 D , 796 
B , (806 A ), 806 C , 836 B , 842 B 

〔-の王の家系〕 691 D 〜 E 

正 

快を——や善や美から分離しない説 
663 A 
生活（生） 

最も正しい，最も楽しい-，最も 

善い- 662 D ^ E , 664 B 

敬虔で正しい- 663 B 

不正な-，正しく敬虔な- 

663 D 

悪しき—— 695 E 

自由な—— 700 A 

クロノス時代の - 713 E 

〔快楽の生と苦痛の生〕 732 E - 

733 D 

〔-の種類〕 733 D 〜 734 E 

〔女性の-〕 805 D 〜 806 C 

〔徳を目差す-〕 806 D — 807 E 

正義 630 B , 757 C , 890 A , 906 A , 913 

B , 964 B , 965 D 

全体にわたる- 630 C 

自然にかなった—— 714 C 

- の心 644 A 

-の女神（ディケ） 716 A 〜 B , 

717 D , 872 E , 943 E 
税金 955 D 〜 E 
政治 

——（の）術 889 D 
〔魂の世話が——術の仕事〕 650 B 

——的目標 962 B 

政治家 693 A , 902 D , 962 A 

真の意味での- 628 D 

-の知性 963 B 

精神異常 

〔親の——〕 929 D-E 


〔——者の保護〕 934 C — D 

制度 

クレテ，ラケダイモンの - 628 

E , 630 D 

勇気を養う—— 632 E 

〔快楽を避けぬ——〕 634 A 

政務審議会 756 B 〜 E , 766 B , 768 A , 

850 B 

——の執行部 758 A - D , 766 B , 
953 C 

——議員 767 E 

ゼウス 625 A , 745 B , 757 B , 774 D , 

777 A , 848 D , 879 E , 881 D , 921 C , 
937 A , 941 A - B , 950 E 
——の洞窟 625 B 
外国人を保護する——(異国の者を 
守りたもう神） 730 A ， 843 A , 
953 E 

境界を守る—— 842 E 

同族を保護する- 843 A 

節制 697 B , 964 B , 965 D 

〔徳と——〕 696 B , D 

通俗的な意味での—— 710 A 

——をわきまえた者 647 D 

-の働き 696 C 

節度—節制 

——を保つこと 693 C , 710 A 
——をわきまえた者 716 C 

説得 720 A —強制 

-の 手段 720 D 

〔強制，罰則に対立するものとして 

の-〕 885 D - E , 890 C 〜 D 

〔法律の序文の——的部分〕 723 A 

窃盗（強奪） 933 E —盗み 
善 663 A , 966 A , 967 A 

神的^:- 631 B 〜 D 

僭主 

〔すぐれた——〕 709 E -710 D , 

711 B 

〔幸運な-〕 710 C 

——制（テュラ ニス） 710 D -711 
B ,712 D 
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——心 841 B 

酒宴 639 D 
主人 690B 

滔神歌（ディテュランボス） 700B, D 
出産 

- によって不死にあずかる 721 

C 

呪文 933 A,E 

魂への - 659E ―> 歌 

——の働きをする物語 903 B 

狩狐，狩 763 B, 822D-824A 

傷害 

——の分類 874E 

- に関する法律 876 E sqq. 

〔故意の——〕 876E-877C 

〔怒りにもとづく - 〕 878B~ 

879A 

〔故意によるのではない——〕 879 | 

B 

正気のもの 

〔詩人は——ではない〕 719C — 

詩人 

将軍 755C-756A, 847 D, 902 D, 
906 E, 908 D, 921 D, 953 B, 961 E- 
962 A, 963 B 

勝者 

—が法律を制定する 714C 

証人に立つ，証言する 936E-937 
C 

情念 Cmieos ) 

〔——と徳〕 644 E 

城壁 778D-779B 
勝利 

——は無教養をもたらす 641 C 

職人 846 D- 847 B, 848 A,E 
——的 644 A 

〔——の義務〕 920E 〜 921D 

植民 702 C, 736 A, 740E 

——地建設 708 B 

食料 842C~E 
助手 

医者の - 720A 


女性，女，女子 780E-781D, 784 
D-785B, 802D-E, 804 D - 805 
A, 805 C- 806C,813E~ 814C,828 
C, 833C-D, 834 A, D, 836 C, E, 
839 A, D, 840A, 841D~E 
思慮 630B, 631C, 645E, 665D, 906 

A, 963 B 〜 964 B, 965 D —叙知 
〔立法者の着目すべきもの〕 693 

C,E 

-ある者 

国家とは——ある者 693 B -> 
国家 

〔——ある者のなすべきこと〕 
716B 

- ある生活 733 K 

人為—技術 

神官 741 C, 759 A ~ D, 799 B, 800B, 

828 B, 877D, 909 E, 947 D, 953 A ~ 
B 

真剣 803C~D 

神事解釈者 759C-E, 775 A, 828 

B, 845 E, 865 D, 871 D, 873 D, 916 

C, 958 D 

真実 668 A, 709C, 730C, 804B 

判定の——性 6630 

〔正しさ，有用性，善さ，立派さをつ 

くる - 性〕 667C 〜 D 

身体，肉体 628 D, 655 B, 672D 〜 

E, 697 B, 724 A, 728D-E, 743 E, 
788D 〜789 A, C ~ D, 837C 
—— の養育と訓練 874D 
神聖病 916A 

神殿 738B-C, 759A, 778B-C, 
848 D 

——荒し 854A-B, D, 856C, 

857 A, 860B, 869 B, 871 D, 885 B, 
960B 

——荒しに関する法律 853 D, 
(854D), 859 B 

審判官 764 D- 765 C, 835 A 

数 747A-B, 817E,818C, 819B~ 
C 
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〔——には補助者が必要〕 645 A 

自殺(者） 873 C 

視察員 

〔国外に派遣される——〕 951 A 

〜 D ，952 B - D , 953 C , (961 A ) 
持参金 742 C , 774 C 

市場 753 C , 758 E , 764 B , 779 D , 817 
C , 848 D , 849 A -850 A 
——保安官 759 A , 760 B , 763 C ~ 

764 C , 849 A , E , 881 C , 914 A , 917 
B , E , 920 C , 936 C , 953 B 
詩人 801 A - D , 802 B , 810 E 〜812 
A —作家，作者 


——は真実の出来事にふれる 

682 

A 


〔 —— は音楽の違法を先導〕 

700 

D ~ E 


〔立法者は——を放任しない〕 

719 


B 

〔——とは〕 719 C 

死すべきもの 709 A , 713 E 
使節•軍使 941 A , 950 D 

自然 

〔人為，技術，法律習慣に対立するも 

のとしての-〕 888 E ~ 890 

A 

次善 739 A , E , 841 A - B , 875 D 

氏族 746 E , 785 A 

執務監査 761 E , 774 B , 882 A , 945 

D ,946 D 

私的 

——な訴訟 768 B 

——な家庭生活 788 A 

——に和平を結んだり，戦争を行な 
うこと 955 C 

品物 

——の売買，返品（返還） 915 D 

~916 C 

所有権が争われている—— 915 

C ~ D ， 954 C ~ E 

盗まれた-の捜索 954 A~C 

支配権 689 D , 715 A 


〔-のくつがえる原因〕 683 E 

〔一と節度〕 691 C , 692 B-C 

強大な一や混合の形をとっていな 
ぃ—— 693 B 

—に関する諸資格 714 E —資 

格 

〔誰に——をあたえるべきか〕 689 

D , 715 B 

支配者 689 B , 697 D , 701 B 

〔集会には——が必要〕 640 A-E 
——たるの資格 690 D —資格 

——が法律の下（従)僕 715 C 〜 

D —法律 

自分が自分に打ち勝つ（負ける） 626 
E -627 C , 645 B , 673 E 
市民 689 C , 706 D , 715 B , 737 C , 747 
A , 788 B , 807 E , 846 D 
——権剝奪 721 B , 855 C , 890 C 

尺度 

万物の-は神 716 C 

自由 

〔立法者の目標としての——〕 693 

B ~ C , 694 A , 697 C , 701 D 

〔節度ある（なき）-〕 698 B ， 

699 E 

〔国家と—— ] 693 B , 701 D — 闹 

家 

身勝手な—— 701 A — B 

——主義 693 E 

-人 644 A , 701 A , E 

——民〔奴隸，在留外人，外国人に 
対立するものとしての〕 794 A , 

807 D , 808 A , 817 E , 848 A , 914 A ， 
C , 919 E , 930 D , 936 B 
——民の女 930 D , 937 A 

集会（集り） 640 A 〜 D , 671 A ， 764 A 
収穫物搬入 846 A 

習慣 653 B , 658 E , 792 E , 841 B 

周期 

——の 間の その 時期 680 A 

羞恥 

〔恐怖の一つとしての - J 647 A 
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違法な——の禁止 909 D 〜 910 D 
最善 

- のこと（もの） 628 C ^— ■ D , 858 

A 

-の国制 739 A , C — >国制 

——の国家 7390 —国家 

裁判（ディケ _) 754 E , 761 E , 778 

D , 853 A ，937 D 

仲裁—— 766 D 

〔-のあり方〕 766 D ，767 E 〜 

768 C 

〔- についての 細則〕 956 E 

——のすすめ方（控訴，上告） 956 
B~D 

死刑が科せられるべき事件の-： 

〔の審理方法〕 855 C 〜 856 A 

裁判官 

〔-のあり方〕 766 D 〜768 C , 

957 B -958 A 

死刑が科せられるべき事件の—— 

855 D , (856 C , E ) 

財務官 759 E , 774 B,D 
在留外人 845 A , 848 A , 850 A - D , 
915 B , 917 D , 920 A , 949 C 
祭礼 796 C , 799 A 〜 B , 828 A , C , 834 

E , 835 B , 947 A 

作品 

-の本質 668 0 

酒 

〔——の教育的意味〕 641 C , 645 C 

- D , 646 D , 649 A , D , 652 A , 666 A 

——盛り 641 B 
——の酔い 890 E 
〔 ——の酔いの 教育的意味〕 637 

D , 638 D , 642 A , 671 D~E 
作家(作者）—詩人 

〔——と法律〕 656 C , 660 A 
〔感心できぬ——〕 659 B 

〔-、の強制〕 660 E , 661 C , 662 

B 

〔——は音楽の混乱を招く〕 669 D 


〔称賛と非難の詩歌の——〕 829 

C 〜 E 

殺人 

〔狂気またはそれに似た状態による 
—— ] 864 E 

故意によるのではない—— 831 

■ A _， 865 A 866 D 

故意の——(不正にもとづき，計画 
的なもの） 869 E ~870 C ，871 
A -873 C , 877 E 

激情（怒り） にかられての - 866 

D 〜 869 E 

〔動物や物体による-〕 873 E 

— 874 A 

〔犯人不明の——〕 874 A-B 

〔無罪になる場合の——〕 874 B 

〜 C 

焚歌（ヒ ュ ムノス） 665 C , 700 B , D , 
801 E - 802 A , 947 C 
算数 809 C , 819 B 
資格 

〔支配する——〕 690 A-C 

支配権 

——審査 753 E , 755 D - E , 756 

E , 759 D , 760 A , 763 E , 765 B 〜 D , 
767 D 

時問 

——（の）全体 721 C 
しきたり 

〔飲酒の——〕 646 A , D , 653 A , 673 

E 

〔海戦の——〕 *706 D 
死刑 854 E , 855 C , 856 C - D , 860 
B , 863 A , 866 C , 868 C , 869 B - C , 
871 D - E , 872 C , 873 B , 874 B , 877 
B 〜 C , E , 878 E , 881 A , D , 890 C , 
908 E ~ 909 A , 910 D , 914 A ,915 C , 
933 D - E , 937 C , 938 C , 942 A , 946 
E , 952 D , 955 B ~ D , 958 C 

思考の能力 （ロギスモス） 

〔快苦の善悪に関する——〕 644 

D 
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〜 E， 745 C, 746 D, 771A ~C, 919 
D, 929A 
国家(国） 

〔 一- の自分自身に対する関係〕 

627A 〜 B 

〔——と叡知（思慮）〕 688 E 

-の愚かさ 689 B 

〔——は自由，友愛，知性（思慮）を必 
要〕 693 B, 701 D 
最善の—— 710D, 739C 

〔法律と——〕 715D 

〔詩人(作家）と——〕 719B 

〔-の最初の法律〕 721 A 

〔——の安全の基礎〕 736 D 〜737 B 
——に対する罪の告発 767 E 

〔魂の徳は——に優先する〕 770E 

-や個人の幸福—個人 

〔死体を〕国境の外に投げ棄てる〔刑罰〕 
855 A, 873B, 873E 〜 874B 

言葉 

C ——の上で国家や法律を組み立て 
る〕 702D-E, 712B 

〔古の-〕 715E, 716C 

子供，子供たち 

〔——の教育〕 653 A, 659D, 804 

D, 808D-809A, 810A 

-の魂 664B 

〔-の悪い育て方〕 694E 〜695 

B, 696 A 

〔——を残すことで永遠に参加〕 

721C 

[ ——に対する親の義務〕 729 A 

〜 C 

〔——の数〕 740B-741A, 930 C 

〔-をつくること〕 783D 〜784 

E 

——の監督者 813C —教育監 
——の監督をするために選ばれた者 
808 E —教育監 

〔正しい——〕 645 B, 659 D, 696 C 

-にかなった思わく 689 A i 


—思わく 
護法官 

〔——の選出方法，任務，任期〕 
752 E -755 B 

〔護法官が管理する仕事〕 755 C - 

〜 E ， 762 D , 765 A , 766 B , 767 E , 
770 A , 772 A , 775 B , 779 D , 784 C , 
794 B , 799 B , 800 A , 801 D , 808 E , 
810 C , 811 B , D , 816 C , 828 B , 829 D , 
835 A ，840 E ，847 C 〜 D ，849 E ~ 850 
A , 855 B - D , 864 E , 866 C , 867 E , 
871 D , 877 D , 878 A , E , 909 C , 910 C 
~ D , 916 C , 917 E ~918 A , 920 A 
- B , 924 B - C , 926 C - E , 927 C 〜 

D , 928 A ~ D , 929 E , 930 E , 932 B , 
948 A , 951 A , C , 957 B , 958 C , 959 
D 〜 960 A , 961 A , 966 D 

娯楽 

〔=飲酒〕 673 E 
コリ ュ バンテスの病い 790 D 

婚約 774 E , 924 D 

サ行 

財産 684 D , 697 B , 716 A , 724 A , 736 

E , 737 B , 743 D 

——を盗むこと—盗み 

〔適度の-〕 729 A 

-■の配慮 743 E 

〔——の限界〕 744 E -745 A 

——登録 754 D 
——階級 744 B - D , 756 C - E , 
763 D -764 A , 765 C , 774 A , D , 945 
A - B , 948 B 

-高の査定 955 D 

——の処分—遺言 
——没収 (742 B ), 754 E , 890 C 

〔他人の——の尊重〕 913 A 〜914 

A 

〔一族.国家のもの〕 923 A-B 
再婚 930 A 〜 C 
祭使 947 A , 950 E 

祭祀，祭事 
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〜 B , 941 C 〜 D 

契約 

[ ——不履行〕 920 D , 921 C 

激情—怒り 

〔犯罪の原因としての——〕 863 

B , D - E , 864 B , 935 A,C 
——にもとづく行為 878 B 

-にかられて行なわれる殺人— 

殺人 

——にもとづいてなされる傷害 — 

傷害 

劇場 

——支配制（テアトロクラティアー） 
701 A 

——の観客たち 701 A 

結婚 771 E - 772 A , 772 D -776 B , 
785 B , 925 C - E , 926 C 
〔一に関する法律〕 721 A ~ B,D 

-の世話役をつとめる婦人たち 

( ——の監督の役にある婦人たち） 
784 A - C , 794 B , 930 A , C - D , 
932 B 

原因 

〔国家変遷の——〕 676 C , 694 A 

〔王および王家没落の——〕 688 C 

〔クロノス時代の幸福の——〕 713 

C 

健康 661 A 〜 B , D , 672 D , 733 E , 734 

B , D , 744 A 

建造物（住居，神殿，城壁その他） 
778 B -779 D 

権力 

〔——と思慮，節制の合一〕 712 A 

言論の自由 （TTocppTicHa ) 

〔キュロス統治下における——〕 
694 B 

故意 

——による犯罪と——によるのでは 
ない犯罪 860 E 〜 862 A ，863 A 

公共 

——の法廷 762 B , 846 B , 847 B 
-の行事に参加 949 C 〜 E 


——の費用負担 949 C-E 

友愛と——心 695 D , 697 D 

後見人 766 C - D , 774 E , 877 C , 922 

A , 924 A - C , 925 A , 926 C , E , 927 
C 〜 928 C 

洪水 

〔-による滅亡〕 677 A , 682 B 

幸福 628 D , 660 E , 742 D - 743 C , 
815 D 

傲慢 661 E 〜662 A —驕り，暴慢 
な振舞い 

小売り，小売業（商） 849 D , 918 A ~ 

E , 919 C -920 C 
国外へ出ること 950 D — E 

獄舎 

三つの - 908 A 

国制 

-の起源 676 A 

〔家父長制としての一〕 680 B , E 

〔=貴族制〕 681 D 

〔第三番目の——〕 681 D 

〔ドリァ国家の-〕 684 B , 685 A 

〔——の母〕（君主制と民主制） 693 

D ~ E , 698 A ~ B , 701 E 
〔——の変化の原因〕 709 A 

〔——をととのえる方法〕 710 B , 
E , 712 A 

〔ラケダイ モンの - 〕 712 D 

〔クノソスの - 〕 712 E 

〔 一 一 の二 要素〕 735 A 

最善の —— 712 A , 739 A,C 

似而非—— 832 B 

——転覆（国法を暴力で破壊するこ 
と） 856 B , 857 A 
国土 706 B , 707 D , 740 A , 745 B - E , 
760 B 〜 761 D 

孤児 766 C , 909 C - D , 922 A , 924 

B , 926 C 〜 E , 927 B 〜928 D 

乞食 936 B-C 

個人 628 D , 645 B 

——生活 790 B 

5040という数 737 E 〜 738 B , 740 D 
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「矯正所」 908 A , 909 A 

協調 

〔快苦と理知の-が徳〕 653 B 

共同食事 625 C , E , 633 A , 636 A ^ 

B , 666 B , 762 C , 780 B -781 D , 783 
B 〜 C , 806 E , 839 C , 842 B , 948 E , 
955 E 

恐怖 

〔苦痛と——に対する戦い〕 633 

C , 635 C - D , 648 B,D 

r 一•種類の-〕 646 E 〜 647 C 

-を起こす（つくる）薬 647E ， 

649 A 

〔犯罪の原因〕 863 E , 864 B 
〔——の克服〕 790 E 〜791 B , 830 

E —恐れ 

举 手，挙手選出 659 B ，755 D 〜756 
B , 763 E 

浄め 735 B 〜 736 C ―^殺人 
議論 

〔 ——の 導くままに進もう〕 667 A 

〔——における手綱〕 701 C 

金銀 742 A , 801 B 

区 746 D , 753 C 
空気—火 
偶数 

——の定義 895 E 

偶然 ( tOx ^ i ) 

〔国家の滅亡の原因は-か〕 686 

B , 695 E 

〔万物を支配するものは，-か神 

か〕 709 A-B 

自然と- 888 E 889 0 

^ 690 C , 741 B , 745 E , 756 E , 757 

B , E , 759 C , 760 B , 763 E 

薬—薬物 

〔=酒〕 666 B 

チ&怖を起こす（つくる）—— 647 

E , 649 A —恐怖 

苦痛 

〔-に対する戦い〕 633 C , 633 

E -634 B , 635 B-C 


〔快楽と-の理知に対する関係〕 

689 A ~ B , 696 C 
〔 ——の生〕 732 E - 733 D 

〔極端な——を避けること〕 792 
D -793 A 

〔犯罪の原因としての——〕 864 B 

国—国家 

国守り 962 C , 964 D — E , 966 A , C , 
968 C , 969 C 

クノソス 

——（の）人（びと） 702 C , 752 D 
- 753 A , 754 B-D 
——政府 702 C 

——の法律 702 C 
——の 国制 712 E 
クラブの出資金 915 E 

クレテ， - 人 625 A , C , 631 B , 634 

C - D , 636 C , 641 E , 648 A , 650 B , 
(660 B ),662 B - C , (666 D ), 673 B , 
674 A , 680 C , 683 A , 702 C , 704 C , 
705 D , 707 B , 707 E - 708 A , 752 D , 
834 B , 836 B , 842 B , 847 E , 950 C 

グローヴ 

ボクシングの - 830 B , E 

クロ ノス 713 B ^ E 

-の時代の暮し 713 C 

君主主義 

〔——と自由主義〕 693 E 

君主制（モナルキアー） 

〔民主制と-〕 693 D , 756 E 

軍人 

〔職人の一種としての——〕 921E 

軍隊 

——勤務 942 A 

——生活の賛辞 943 A 
軍備 686 D 

警告の言葉 

〔法律の序文〕 885 B 

刑罰 

〔一の 種類〕 855 C 

〔 —— の正しさと見苦しさ〕 860 B 
〔 -の 目的〕 854 D 〜 E ，934 A 
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- に対する暴慢な振舞い 885B 

- についての三つの誤った考え方 

885 B, 948 C 

——の裁き 904E 〜 905A 

——の所有物（家畜） 902 B, 906 A 

[ ——の社を私宅に建てることの禁 
止〕 909D~ 91 0D 

〔——は人間のことに無関心でない 
ことの証明〕 900C 〜 903A 

[ ——は買収されうるという考えへ 
の反駁〕 905 D- 907 B 
——は善きものであること 900 
D, 901 E, 902 C 

- への尊崇 930E-931A 

- の奉納品 955 E- 956 B 

〔=人為のもの〕 889 E 

〔 = 魂〕 899A 〜 B 

感覚 

〔幼年期の——は快苦〕 653 A 

〔リズムとハーモニーの - の源 J 

672D 

観客 

判定者は——の弟子ではなく教師 
659B~C 

監禁 908 E, 909 C, 920 A, 932 B ^ 

投獄 

玩具 

神の - 803 C 

勧告 

〔——と説得〕 720 A 

-一の言葉〔法律の序文〕 918A, 

、 919D) 

監査官 945A-948B, 951 D, 961 A 

監視隊 760B~ 763C 

- -良 760B 〜 763C -> 地方保 

安官 

監督官（ヱボロス） 692 A, 712 D 

機会 

〔神，偶然，——〕 709 B 

喜劇 817 A 
——作家 935D 〜 E 

技術(人工，人為） 


〔神，偶然，——の関係〕 709B 
〜 D 

〔自然や偶然に対立するものとして 
の —— ] 888 E 〜890 A, D, 892 B 

裁判の——(業，テクニック=弁論 
術） 937E-938A 
偽証(偽りの証言） 937B~D 
規制（ディアノ メー）—法律 
貴族制 681 D, 712 D 

騎馬競争 

——の監督官（審判官） 949 A 
騎兵隊長 755 C, 756 A, 834C, 847 D, 

880D, 953B 
教育 ( TraiSeia ) 

〔——とは何か〕 643B-644B, 
653B-C, 654 A 

〔メディア風のやかされた-〕 

695A,C~E 


正しい - 

766A 

〔義務——〕 

804 D 

悪しき—— 

819A 

高度な- 

965A~B 

教育監（教育全般にわたる監督者，教 

育の監督者， 

子供たちの監督者， 


子供たちの監督をするために選ば 
れた者，若者たちの教育者） 

765 D- 766C, 801 D, 808 E, 811 D, 
812E, 813C, 829 D, 835 A, 936 A, 
95 1E, 953 D 

競演 

-の監督官 935E 〜 936A 

境界石 842E~843B 

狂気 

〔-の状態における犯罪〕 864 

D 〜 E —^犯罪 

競技 764C-D, 765 C, 796 D, 829 C, 
830 A, 832E ~ 834 D, 840A 

[ ——参加の妨害〕 955 A 〜 B 

強者 

〔——の支配〕 690B 

強制―説得 

〔説得と——〕 711C, 722B-C 
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父——を精神異常者として訴える 
929 D~E 

愚かさ 689 B , 863 C , 934 A 

大衆の- 625 E 

音楽 889 D , 890 E 

7F- し '1/ 、 - 668 B 

——の正当な規準 655 D 

〔-の扱い方の重要性〕 669 B 

〔——に関する諸規定〕 700 A , 

700 D ~ 701 A , 798 D - 802 E 

〔-に関する役人〕 764 C ~ 765 

C ,813 A 

-の審査員 949 A 

〔教育と——〕 795 D , 812 C ~ 813 

A 

恩賞 943 B 〜 C 


力行 


快，快楽 

——に負ける 633 E, 836 D 

〔 ——への 抵抗〕 633 D, 634 A- 
B, 635B-D, 637 A, 647 C-D, 
649D~E 

〔正，善，美と 一- の関係〕 663 

A~B 

〔音楽.芸術の判定規準としての 

- 〕 658E ， 659C ， 667B 〜； 

668 A 

〔——と理知の調和，不調和〕 689 

A, 696 C 

f - の生〕 732E 〜 733D 

〔極端な——を避けること〕 792 C | 
〜793 A 

〔愛欲の——〕 838 B, 841 A 

〔——に対する勝利〕 840 C, E 

〔犯罪の原因としての——〕 863 

B, 864 B 
絵画 889D 

外国人 729 E- 730 A, 804 D, 845 A 

〜 C, 847 A, 848 A 〜 B, 849 A ~ D, 
850 A, 920 A, 941 D 
——追放令 950B, (953E) 


-の受け入れ 949 E ~ 950 A ， 

D , 952 D -953 E 

国外から来る-の四種類 952 

D -953 D 

カイネウス 944 D 

学問〔算数，幾何学，天文学〕 747 

B , 817 E 〜 822 C 

法律に関する- 952 C , 957 C 

果実 844 D -845 D 
家政 694 C 

家畜 915 C , 933 D , 936 E 

金持 742 E - 743 C 
歌舞 772 B , 809 B , 816 D , 828 C 

〔-とは何か〕 654 B , 665 A , 673 

D 

——を伴う遊戯の正しい扱い方 
657 C 

〔-は教育にかかわる〕 672 E 

歌舞 団（コロス） 796 B , 800 C ~ E , 
812 E , 834 E , 942 D , 949 D 

〔-の本来の意味〕 654 A 

三種類より成る—— 664 B - D , 

665 A 〜 B 

〔-の管理者〕 764 E 〜 765 B , 

772 A 

家父長制（デュナステイァ ー） 680 
B , 681 D 

貨幣 705 B , 742 A C , 916 D , 918 B 

寵 740 B , 916 D , 918 B 
神，神々 

——が万物を統べる 709 B 
——は知性をもつ者たちの真の主人 
713 A 

[ ——に見捨てられる者〕 716 B 

〔万物の尺度は——〕 716C 

〔——の祭礼〕 738 B 〜 D ， 799 A 
〜 B ，803 C ~ 804 B , 828 B 〜 D 
——を敬わない人たちの種類 908 
B~E 

-を主題にした物語 886 B 〜 C 

〔——が存在することの証明〕 893 
B -899 D 
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な商売 916 D 〜 918 A ， 920 C 
「動かしてはならぬものを動かすな」 
684 E , (842 E ), 913 B 
歌 654 A 〜 B ， D - E , 799 A , 802 A 

~E 

〔魂への呪文としての——〕 659 

E —呪文 

〔三種類の歌舞団の——〕 664 C 

〜 D ，666 A , C - D , 668 B 
〔神々と死者にささげる——〕 700 

B 

〔ノモスとしての——〕 722 D , 799 

E — >ノモス 

〔すべての- を聖なるものとする 

こと；] 798 E -799 B 

喪の- 800 E 

〔——の審査方法〕 802 A — D 
男性にふさわしい——と女性にふさ 
わしい- 802 D 〜 E 

宇宙全体 

-にとって最善のあり方，-の 

生に幸福がもたらされること 
903 B-D 

美しいもの（立派なもの） 

〔——は万人共通かどうか〕 655 C 

自然によって——と法律習慣によっ 
て- 889 E 

うぬぼれ 

〔万人の——や法の無視〕 701 A 

— 法の無視 
馬 834 B 〜 D 
海 

[ ——の道徳的影響〕 704 D 〜705 

A 

占い師 871 D , 908 D , 913 B , 933 C , E 

運動（運動変化） 

〔幼児教育における——の効果〕 
789 A ~791 D 

-—の十種類 893 C 〜 894 C 

-の始源（自分で自分を動かす動） 

895 A - B , 896 B —魂 
運命の女神たち 799 B , 960 C 


叡知（思慮）―思慮，知性 
〔老年と——〕 653 A , 672 C 

〔芸術の判定者には——と勇気が必 
要:！ 659 A 

[ ——に従う願望〕 687 E 

〔——とは調和〕 689 D 

エジプト，——人 656 D , 660 C , 747 

C , 799 A ,819 B 

エンメレイア 816 B — 平和の踊り 

オイ ディ ブス 931 B 
王 

〔——の没落〕 688 C 

王国 

〔-のくつがえる原因〕 683 E 

淀 

神の - 716 A 

書かれざる—— 793 A 〜 D , 841 B 

父祖伝来の 一 一 959 B 

臆病 870 C , 901 E 

〔勇気と- のテスト〕 648 B -> 

テスト 

贈物(賄賂） 955 C~D 

驕り 713 C ，716 A —暴慢な振舞い 

おそれ 

〔慎みの心としての〕 699 C 

恐れ 790 E -791 C , 831 A —恐怖 
お伽話 

徳に関する—— 645 B 

踊り 654 B , D 〜 E , 673 D , 790 E ~ 

791 A , 795 E , 796 B - C , 798 E ~ 
799 B , 800 A , 802 A - C , 814 E ~ 
816 D 
思わく 

〔将来のことに関する——〕 644 C 

真実の- 653 A . 

〔愛と欲望を伴った——〕 688 B 

理にかなった—— 689 A 

親―両親 

——殺し 869 A ~ C , 872 E - 873 

A , 960 B 

息子たちに対する父——の呪い 
931 B~C 
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_ | アテナ 745 B , 848 D , 920 E , 92 1 C 

了打 I アテナイ， —— 人 626 D , 638 B , 642 

愛 653 B , 711 D ! B - D , 692 E , 698 C - D , 699 A , 

〔過度の自己——〕 731 E - 732 B 753 A , (805 E ) 

〔不自然な - 〕 836 B 〜 837 A , I アポロン 624 A , 653 D , 665 A , 672 

838 A ~842 A | D , 766 B , 796 E , 833 B , 937 A , 945 

〔三種類の-〕 837 A ~ D I E , 946 C ^ D , 947 A , 950 E 

愛欲 645 D , 649 D , 783 A , 839 A , E ;操り人形〔神の——〕 

惡 ：〔入間のこと〕 644 D , 645 B , D , 804 

〔慎みのなさは最大の——〕 647 B | B 

悪徳 644 E , 645 B , 957 E ―徳 丨アレス 833 B , 920 E 


〔徳と——の領域〕 653 A 

〔没落の原因〕 688 C 

——にいたる 道 （へシオドスの 詩句） 

718 E 

悪しき 

——市民 764 A , 774 C , 914 A , 917 
D , 932 D , 936 B 

-人（びと） 716 E , 728 B , 957 E 

〜 958 B 

——人は不本意ながら悪しき者にな 
っている 860 D 

遊び 

〔=魂への呪文〕 659 E 
〔教育手段としての——〕 643 C 

- D , 793 E - 794 A 一遊戯 

老人向きの思慮ある（知的な）- 

685 A , 769 A —老人 

〔-に変化を求めてはならないこ 

と〕 797 A - C , 798 B-C 
〔——こそ人間本来のあり方〕 803 

C 〜 804 B 
悪口雑言 934 E 


!言い伝え 719 C ,913 C 
;怒り 731 B ~ D , 863 B , D ~ K —> 

激情 

|戦さの踊り 814 E -816 D 
|イシス（女神） 657 B 

遺失物 914 B 

医者 720 A , 761 D , 902 D , 903 C , 906 
A , E , 916 B , 962 A , 963 B 

〔自由民の-と奴隸の-〕 720 

B ~ E , 722 B , 723 A , 857 C-D 
医術 889 D 

一なる形相（イデア） 965 C 
I 偽り 

有益な- 663 D 

祈り，祈願 

| 〔入問の——〕 687 E , 688 B 

〔-の正しい仕かた〕 709 D ， 

801 A — C , E 

違法 700 D 〜 E ―►詩人 
いましめ 647 C 

-の心 713 E 

いんちきな品物を売ること，いんちき 
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ハ行 


美（美しいもの） 316 B 
悲劇作家 318 E 

プリュギア人 318 B 
ブリ ュ ニコス 321 A 
分配者 317 D 
ペルシア 316 A 

法（きまり），法規 313 A 〜 C ，314 
B ~ E , 315 A - R , 316 E -317 E , 
318 A 〜 D , 320 A , 321 B 

- にかなった〔人〕 314 C 〜 D , 

317 C , E , 321 B 


貢物（あの貢物） 321 A 

酩酊 320 A 

ヤ行 

友情 321 C 

-の神 ゼウス 321 C 

予言術 314 B 

ラ行 


ラケダイモン人 318 C 

ラダ マン テュス 318 D , 319 D , 320 
B , 321 B 

リュカイア 315 C 


マ行 

マルシュアス 318 B 
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ァ行 

アッディケの悲劇 318 D 
医術 314 B , 316 C 

栄養 317 E , 321 C 

ェゥロぺ 318 D 
王 317 A , 320 D 

-のきめる法 318 A 

-の術知 320 C 

ォデュッセイア 319 D 
思いさだめたもの（思いなし） 314 
E 

有用な一一 314 E 
真実な —— 314 E 

オリユンポス 318 B 

力行 

カルケドン人 315 B 

感覚 314 A 
議決〔されたもの〕 314 B 

国の- 314 C 

有害な —— 314 E 

技術 314 B , 316 C 
犠牲〔にする〕 315 B 〜 C 

人間を - 315 B 

九十の国 319 B 
九年間 319 B 
九年目 319 C 
ギリシア人 318 C~D 
クノソス 319 B 
クレ亍 318 D , 320 C - D , 321 B 
—— 人 320 A 

クロ ノス 315 C 


健康 316 B,E 
サ行 

視覚（視えること） 313 B 〜 C 
実在（事実あるもの） 315 A , 316 B , 
317 D 

笏 319 D , 320 D 
正〔義〕 314 C 

青銅 

——板 320 C 
-法 320 C 

ゼウス 318 D ,319 D - E ,320 D ,321 
C 

——の 洞窟 319 E 

夕行 

魂 318 A , 321 D 
タロス 320 C 
知恵 320 E 
知識 314 B 
知者 314 C 

聴覚（聴こえること） 313 B - 0,314 
A 

テスビス 321 A 
徳 320 B 

ナ行 

肉体，体 317 E , 321 C-D 
人間の群 318 A 

ネキュイア（=『オデュッセイア』第 
11 巻） 319 D 
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